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多文化コミュニティ教育支援室では、１日４コマ×１週間の集中プログラムとして 

2006 年度夏季 多言語多文化共生学講座 
――外国人児童・生徒の学習支援ボランティア入門―― 

を開講します 

 
 

この講座は、みなさんが学んでいるそれぞれの言語や文化に関する知識を生かして、外国人児童・生徒の学習支援ボ

ランティア活動を行なうことを教育の一環としてとらえ、多文化化する現代に求められる人材を育成しようとするものです。 

 

外国人児童・生徒の学習支援ボランティア活動に携わる、あるいは、将来携わりたいと考える学生のみなさんを対象に、

質の高いボランティア活動を提供するのに必要な知識や技能を修得するための教育研修を行ないます。専攻語は問いませ

ん。日本国内の国際化、多言語多文化化に関心を持ち、ボランティア活動を通して積極的にこれにかかわり、考えてみたい

と思う方は、ぜひ受講してください。 

 

プログラムは各専門家による授業と、実践的なワークショップ型の授業などで構成されます。全プログラムを受講した学生

には、学長より受講修了証が授与されます。 

 

 開催日時：2006 年 9 月 25 日（月）～29 日（金）の 5 日間 10:00～15:00 

 受講希望者の募集期間：2006 年 5 月 8 日（月）～26 日（金） 

所定の応募用紙を当支援室（２０６）に提出してください。 

対象は本学学生です。受講料は無料です。詳しくは、「多文化コミュニティ教育支援室」のＨＰをごらんください。 

募集人数：２０～３０名（希望者が多い場合は１年生を優先します） 

 

■プログラム  

（実際の時間割は講師の都合等により変更になる場合があります。受講登録者には、７月下旬に時間割と担当講師による具体的

なシラバスを配布します。） 

 １（10：00-11：00） ２（11：10-12：10） ３（13：10-14：10） ４（14：20-15：50） 

9/25（月） 
オリエンテーション 

（河路） 

日本の小学校の 

教科教育（矢崎） 

日本の小学校の 

教科教育（矢崎） 

9/26（火） 
多言語多文化 

ボランティア論（田村） 

多文化コミュニティを

理解するために（田村）

多文化コミュニティを 

理解するために（田村） 

9/27（水） 第二言語習得（海野） 
バイリンガリズム 

（伊東） 

子どものための 

日本語指導（柏崎） 

9/28（木） 
国際化の進行と 

日本社会（野本） 

国際化の進行と 

日本社会（野本） 

子どものための 

日本語指導（藤森） 

ボランティアのための

外国語 

（受講者の専攻語等に

応じて、開講言語を決定

します） 

9/29（金） 
対人コミュニケーション

（宮城） 

対人コミュニケーション

（宮城） 

子どものための 

日本語指導（小林） 
まとめ（武田・河路）

 

東京外国語大学多文化コミュニティ教育支援室 

電話：042-330-5428 電子メール：t-shien@tufs.ac.jp URL：http://www.tufs.ac.jp/common/mlmc/t-shien/ja  
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はじめに 

 

今から約 4 年前に学生の善意から始まった活動が、今、巨大な実を結んで代替わりを迎えようとしている。苗を植えたの

は 2003 年 4 月、二十数名のポルトガル語専攻の学生たち。彼らは、国内でさまざまな課題に直面している外国人たちの姿

を見て、大学で学んでいることを活かして何かできないか、そういう若者らしい純粋な思いを抱き、日本に住んでいるブラジ

ル人の子どもたちへの学習支援のボランティア活動を開始した。 

その活動を通じて学生が遂げた成長は著しかった。学業の向上ばかりではない、彼らはみるみるうちに人間力を身につ

けていった。それを見て私たち教員は、ぜひともそれを全学的なものにしたいと思った。そうして文部科学省現代的教育ニ

ーズ取組支援プログラムに応募し、採択されたのが「在日外国人児童生徒への学習支援活動」である。これを機に私たち

は学内に多文化コミュニティ教育支援室を開設し、こうした学生ボランティア活動の支援と推進を積極的に開始した。プロ

ジェクトの期間は 3 ヵ年、今年度がその最終年だった。 

与えられた 3 年間に、私たちはその教育的効果をさらに実感し、今度はこれを正規の教育カリキュラムの中に取り入れて

いくことにした。さらにはその裏づけとなる研究、そして、近年大学に求められている社会貢献にも活動の対象範囲を拡張

する必要性を感じた。そこで 2006 年 4 月には、多言語・多文化教育研究センターを開設した。この経緯については昨年度

の報告書の「はじめに」で詳しく述べたので、平成 17（2005）年度の報告書をご参照いただきたい。したがって今年度は本

学に、多言語・多文化教育研究センターと多文化コミュニティ教育支援室が併存する形になったが、現代 GP の終了をもっ

て本支援室は2007年4月から同センターの一組織として組み込まれる。といっても、これはいわゆる“吸収”ではない。大学

で行われる教育・研究、そして社会貢献は、何よりも学生の活動があってこそのもの、特に本支援室の活動のように学生の

主体性が極力活かされている場合はなおさらのことだ。本支援室の活動は今後もこのまま継続していくばかりでなく、同セ

ンターの心臓部となって、本学の多言語・多文化教育研究プロジェクトを推進していくことになろう。 

本書は、現代 GP としての最後の活動報告書である。 

 

2007 年 3 月 31 日 

 

多文化コミュニティ教育支援室 

運営委員長 武田 千香 
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1. 平成 18 年度(2006 年度)の活動概要 

 
文責：武田 千香（運営委員長） 

 

2006 年度は、2005 年度に固めた活動の四本柱、すな

わち①学生ボランティア活動支援、②教育・研修、③調

査・研究、④多文化共生推進活動に沿って、前年度の内

容をほぼそのまま引き継ぐ形式で活動を推進した。だが、

いくつか本年度に開始した新たな取り組みもあり、それを

中心にそれぞれの活動の概要を述べる。 

学生ボランティア活動は、昨年同様、学習支援活動及

び国際理解教育の二本立てで推進した。学習支援活動

において本年度新たに開始したのは、11月に府中市教育

委員会と「東京外国語大学学生が『府中市立小中学校に

在籍する外国人児童・生徒への指導』に協力して行うボラ

ンティア活動に関する覚書」を取り交わし、同委員会の紹

介により、府中市内の公立小・中学校へ学習支援に学生

が出向くようになったことである。これまでは学校毎に個別

に行っていた活動が、教育委員会と大学という組織同士

の活動になったことは意義深い。また、学生の活動場所と

しては新宿区立大久保小学校が新たに増えた。 

国際理解教育については、昨年度までは本学の学生

が先方の学校へ出向いて授業を実践していたが、本年度

は初めて本学に小学生が来校したことが新規の活動であ

る。これは静岡県三島市立東小学校の 6 年生が東京への

修学旅行を活用して、本学での国際理解教育の受講を希

望したことから実現した。 

教育・研修プログラムは、昨年通り教育研修プログラム

「2006 年夏季多言語多文化共生学講座」、新宿大久保へ

のスタディ・ツアー、パソコン講習会（イラストレータ及びパ

ワーポイント）を開催した。 

調査・研究は、本年度が現代 GP の最終年度にあたるこ

とから、これまでの 2 年間の活動の総括を行い、それを学

生多文化フォーラムとして発表するという形式をとった。そ

れぞれの活動において、東京外国語大学生であることの

強みを活かした活動とはどういうものかを中心に、学習支

援活動および国際理解教育それぞれにおいて、本学なら

ではの活動のあり方を模索し、その成果を 12 月の学生多

文化フォーラムで報告した。夏期休暇を用いての調査活

動ばかりでなく、本番の学生多文化フォーラムへ向けて、

学生のディスカッションと外部講師による講演会を組み合

わせたプレ・フォーラムや、ブラジルから専門家を呼んで

のプレ・講演会を開催した。このような理由から、本報告書

では、本年度の調査・研究の報告は学生多文化フォーラ

ムとして項目を立てた。 

多文化共生推進活動は、今年度は学生が主体となった

活動により構成されることになった。本年度初めて取り組

んだものとして、まず挙げられるのが多文化多言語劇であ

る。これは、国内の外国人の状況や直面している課題を演

劇仕立てで考えていくもので、外語祭の企画として実施し

た。この他本支援室の学習支援の取り組みを日本通訳学

会で発表した学生や、日系ブラジル人移民の歴史を、移

住が開始した 1908 年から、日本に働きに来るようになった

現在までをすごろくで振り返る企画をやはり外語祭で用意

した学生もいた。 

本年度見られた進展としては、多文化共生推進活動全

てが学生からの発意により行われたことや、学生多文化フ

ォーラムについて、企画から実施まで全てが学生の手で

行われたことからも分かるように、学生の自主的な参加が

強まったことである。更に、今年度は現代 GP 開始当初か

ら活動していた学生の多くが卒業してしまう中、こうした学

生の自主的な活動の中から、意欲的な 1、2 年次の学生が

多く育ち、様々なノウハウが着実に蓄積され、次世代の学

生たちにも伝えられていることを特記しておきたい。 
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2. 学生ボランティア活動支援 

 
学生ボランティア活動に対する支援は、多文化コミュニ

ティ教育支援室の存在理由と言ってよい最も重要な事業

である。この事業は、学習支援ボランティア活動に対する

支援と国際理解教育ボランティア活動に対する支援の二

つの柱からなる。以下、それぞれの分野について、平成

18 年度の活動概要を述べたい。 

 

2-1. 学生支援ボランティア活動支援 

文責：森朴 憲治（学習支援担当運営委員） 

 

ボランティア派遣システムの整備 

 昨年度に引き続き、学生ボランティア派遣システムの整

備を進め、主に、学生ボランティア登録制度、活動中の緊

急事態への対応策、学生の活動企画に対する支援体制、

受入団体との連携体制などを整備した（詳細は第Ⅱ部 

1-3. 「ボランティア支援体制の拡充」参照）。 

 

学習支援活動 

 今年度において、学習支援ボランティア活動は以下の 4

箇所で実施したが、これ以外にも様々な地方自治体や学

校から依頼や問い合わせがあった。これにより、不定期で

はあるが活動を行ったり、また、実際に支援活動をするに

は至らなかったものの、支援準備を数件行ったりしたことを

申し添えたい。 

 特に、川崎市においては多文化コミュニティ教育支援室

の設立前から、東京外大在日外国人交流ネットワーク

(Amigos)の学生らが、殿町小学校および京町小学校の 2

校において、授業の際に児童生徒と一緒に出席し理解を

助け、保護者と学校のコミュニケーションの仲立ちをするな

どの学習支援ボランティア活動を自主的に行ってきた。今

年度に限っては、支援対象の児童について、日本語での

コミュニケーションに不自由が無くなるなど一定の成果が

見られたことから、定期的な訪問を一旦休止しているが、

新たな支援対象の児童が転入した場合等には早急に再

開することとしており、現在も、通知票の翻訳を行うなどの

不定期な活動は継続している。 

 

(1) 新宿区立大久保小学校 

 新宿区立大久保小学校は、実に約 60％が何らかの形で

外国に接点を持った児童として在籍し、またある特定の

国・地域に限らず、様々な文化を背景に持つ児童が集ま

っているという点で、まさに多文化共生を実践している学

校といえる。 

 その大久保小学校では、東京外大在日外国人交流ネッ

トワーク(Amigos)で活動している学生が 1 年生のブラジル

人児童に対する学習支援を行ったが、当該児童が支援を

受けたことで日本の学校生活への適応が円滑になったこ

ともさることながら、本学の学生が自らの小学生時代に経

験したこととは様々な意味で異なる環境を体験し、現場で

起きている諸問題に向き合いながら活動を継続できたこと

は、大きな収穫だったといえる。 

 

(2) 府中市教育委員会 

 今年度に入って新たに開始したものだが、今後の本支

援室における学習支援活動のメインになっていくことが予

想される活動である。 

 本活動を開始した経緯であるが、府中市内の小中学校

では、来日直後等の理由で学習支援が必要な児童生徒

に対し、「教科指導員」という形で、一定期間の支援を従

来から行っていたが、昨今の行政改革の流れの中、教科

指導員の配置が来日後6ヶ月間に限定されることになった

ことに伴い、本学の学習支援ボランティアの活用に関して

昨年度に府中市教育委員会から打診があったことを発端

としている。 

 その後、府中市教育委員会と本支援室との間での協議

を重ねた結果、折しも当時、府中市と本学の間で、いわゆ

る包括協定という形での連携を検討中であったため、この

協定に基づく具体的な活動の一つと位置づけることとし、



－4－ 

その結果、2006（平成 18）年 9 月 13 日に、府中市長と本

学学長の間で「国立大学法人東京外国語大学と府中市

の協働・連携に関する相互有効協定書」が締結されたこと

に引き続き、2006（平成 18）年 10 月 25 日に、「東京外国

語大学学生が『府中市立小中学校に在籍する外国人児

童・生徒への指導』に協力して行うボランティア活動に関

する覚書」を締結することとなった。 

なお、2006（平成 18）年 11 月から具体的な支援活動を

開始し、2007（平成 19）年 3 月現在、この覚書に基づく小

中学校への派遣者は 7 名となっているが、この数字は、府

中市教育委員会が教科指導員を配置している数には大き

く満たない。本支援室の活動は、教科指導員による 6 ヶ月

の支援を経た後に、引き続き支援が必要であると府中市

教育委員会が判断した者への支援となるが、外国人児童

生徒が増加している傾向からすれば、これはあくまでも一

時的な数字であり、今後、支援対象者の増加が予想され

るため、後述する府中国際交流サロンでの活動と関連しな

がら、今後の活動への課題となっていくであろう（詳細は

第Ⅲ部 1-1. 「学習支援ボランティア活動支援」参照）。 

 

(3) 府中国際交流サロン 

 府中市の外郭団体である府中国際交流サロンでは、従

来から、日本語学習を希望する市内在住の外国人を対象

に、ボランティアスタッフが学習支援を行っていたが、児童

生徒については、2005（平成 17）年 2 月 18 日から、休暇

期間を除く毎週金曜日の夕方に、本学の学生が学習支援

ボランティアとして支援することとなった。この体制は今年

度も同様とし、2006（平成 18）年 4 月～2007（平成 19）年 3

月の実績としては、のべ 15 人の学生が 11 人の児童生徒

に支援を行ったが、学生支援ボランティアを確保するにあ

たっては、一般的なボランティア活動希望者とは別にリスト

を管理し、2007（平成 19）年 3 月現在、25 人の学生が登録

している。このことにより、主担当として支援する学生の都

合がつかなくなった場合には、随時代理の学生が支援を

行う体制を構築するだけでなく、前述の府中市教育委員

会による学習支援ボランティアを探すにあたっても大きな

効果を上げた。また、児童生徒の出身国については、前

述の府中市教育委員会による学習支援ボランティア活動

と同様、韓国・中国など様々である。 

 なお、学習支援を行うにあたって、開始当初は府中国際

交流サロンや本支援室が所有する教材、あるいは児童生

徒自身が希望する教材などを使って毎回対応していたが、

保護者との連携を深め、学習支援計画を学期当初に明確

にするべく、2005（平成 17）年後期からは、児童生徒及び

その保護者と学習支援ボランティアの学生、サロン関係者、

当支援室関係者らの間で面談を行い、教案を作成した上

で毎週の支援活動に取り組むこととした。この面談は、原

則として半年に 1 回行い、意見交換及び意思統一を図り

ながら活動を進めるという点で効果を上げている（詳細は

第Ⅱ部 1-1. (3)「府中国際交流サロン」参照）。 

 

2-2. 国際理解教育ボランティア活動支援 

文責：青山 亨（国際理解教育担当運営委員） 

 

 平成 18 年度においても、学生たちによる活発な国際理

解教育ボランティア活動があり、支援室による支援が行わ

れた。今年度は、平成 17 年度の反省に基づいて、年度初

めに専従スタッフの岡崎と国際理解教育担当委員の青山

が、国際理解教育学生ボランティアを申し込んできた小学

校及び中学校を訪問した。これは、支援室で新たに用意

した協定書と覚書を実施校との間に取り結ぶことが直接の

目的であるが、同時に、実施校における国際理解教育担

当の教師並びに学校長と直接面談し、支援室の国際理解

教育に対する考え方や支援室の活動の方針を説明し、理

解を得てもらうことを目的としている。 

 説明の趣旨は、学生ボランティアは日本人の学生と留学

生が組になって活動することを原則としていること、授業の

実践は 1 回で終わるのではなく、複数回行うことによって、

国籍以前に人間としての留学生に触れる環境を作ることを

目標としていること、授業の実践は、担当教師とボランティ

ア学生が共同で作り上げていくことを目標としていることを

理解してもらうことであり、結果的に、全ての学校でご理解
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を頂くことができた。 

 打ち合わせには学校長にも同席していただくことによっ

て、実践校の中で国際理解教育を担当する教師が孤立

することなく、学校全体のバックアップを得られることを期

待している。5 月に府中市立府中第七中学校、新宿区立

大久保小学校、川崎市立東柿生小学校、川崎市立宮前

平中学校、川崎市立土橋小学校を訪問した。なお、川崎

市の 3 校は、いずれも川崎市総合教育センターが開催す

る川崎市国際理解教育研究会議のメンバーである。 

 全体として、昨年度の反省に基づいて、上述のようにい

くつかの改善を行ったこと、及び、下で述べる活動報告か

らも分かるように、学生による自主的な活動が進んだことが

本年度の特徴である。 

 なお、5 月を過ぎてからも学生ボランティアの申し込みが

あり、そのうち、府中市立小柳小学校と狛江市立狛江第一

小学校に対して学生ボランティアを実施した。また、三島

市立東小学校については、修学旅行で東京を訪れた同

校のグループが東京外国語大学を訪れる機会を使って、

東京外国語大学において支援室の学生が国際理解教育

を行うという試みを行った。 

 この他に、学生ボランティア・グループの自主的な活動と

して、東京外大在日外国人交流ネットワーク（Amigos）が

大泉町の第 5 回ブラジル青少年フェスティバルへ参加し、

うりぬりが品川区立杜松（としょう）小学校の「すまいるスク

ール杜松」で実践を行った。 

 

国際理解教育 

 本年度は、以下の 8 校について、支援室の支援のもとで

学生ボランティアによる国際理解教育が実践された。いず

れも教育実践を中心に記載しているが、それぞれの実践

の前には複数回の準備会合、実践の後には反省会が開

かれている。 

 

（1）川崎市立東柿生小学校 

 東柿生小学校は川崎市麻生区にある児童数 606 人の学

校である。郊外の里山的景観が残る地区であるが、麻生

区全体では 59 ヶ国の外国籍の住民がいる。本校に対して

は、川崎市国際理解教育研究会議の研究授業の実施校

となった昨年度に引き続き、学生ボランティア実践を行っ

た。個々の留学生との交流を通じて、ステレオタイプでは

ない、生きた個人としての外国人とその文化を知ってもらう

ことに焦点が置かれた。 

 1 年生を対象にしたフランス・チームが 6 月 14 日、11 月

1 日、1 月 24 日の 3 回、2 年生を対象にしたブラジル・チ

ームが 6 月 26 日、10 月 23 日、1 月 29 日の 3 回、3 年生

を対象にしたインドネシア・チームが 6 月 16 日、10 月 27

日、1 月 26 日の 3 回、4 年生を対象にしたタイ・チームが 6

月 28 日、10 月 25 日、1 月 24 日の 3 回、5 年生を対象に

した韓国チームが 6 月 26 日、10 月 30 日、1 月 29 日の 3

回、6 年生を対象にしたフランス・チーム（1 年生対象とは

別チーム）が 6 月 27 日、10 月 31 日、1 月 30 日の 3 回、

それぞれ実践を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2.（1）を参照。 

 

（2）川崎市立宮前平中学校 

 宮前平中学校は川崎市宮前区にある生徒数 525 人の学

校である。1960 年代の東急田園都市線の開業とともに開

発が進んだ住宅地区の中にある。昨年度も川崎市国際理

解教育研究会議のメンバーであったが、支援室による学

生ボランティアの活動を行ったのは今年度が初めてである。

中学生を対象にするということもあり、個別的な国の理解

ではなく、一般的なコミュニケーション能力の育成に力点

が置かれた。本校については、1 年生の 1 クラスを対象に

して、6 月 17 日、7 月 7 日、10 月 13 日の 3 回、実践を行

った。詳細は第Ⅱ部 1-2.(2)を参照。 

 

（3）川崎市立土橋小学校 

 宮前平中学校と同じく川崎市宮前区に位置する土橋小

学校は、児童数 892 人、2006 年に開校したばかりの新設

校である。したがって支援室による学生ボランティア活動

は初めてであるが、今年度の国際理解教育研究会議の研

究授業の実施校となったため、学生たちが関わった国際

理解教育の仕上げである発表会が研究授業となった。帰
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国児童や外国籍児童の保護者たちがボランティアで立ち

上げた「わかば会」があることにも表れているように、外国と

のつながりがある児童が比較的多いことも本校の特徴であ

る。本校については、留学生が外国の文化や生活を紹介

するという形式ではなく、留学生や学生と児童が共通の目

標に向かって作業をする過程の中から、その人の背景に

ある文化や考え方の違いを児童に感じ取らせる、という方

針で実践を行った。4年生の4クラスを対象に、6月22日、

7 月 13 日、10 月 26 日の 3 回、実践を行った。これらの実

践を踏まえて 10 月 30 日には研究授業を含む発表会があ

り、学生たちも参加した。詳細は第Ⅱ部 1-2.(3)を参照。 

 

（4）府中市立府中第七中学校 

 府中市の北西部に位置する府中第七中学校は生徒数

352 人の学校である。府中市の人口 242,000 人に占める

外国人登録数は 4,200 人、およそ 1.7％であり、東京都全

体の外国人登録数の割合 2.9％と比べても低い。このよう

な事情もあり、府中市における国際理解教育への取り組

みは川崎市に比べると進んでいない。その中で、昨年度

に引き続いて府中第七中学校での学生ボランティア活動

が行われたのは、有意義なことであった。 

 全クラス合同で、アルゼンチン班、ブラジル班、インドネ

シア班、中国班、グルジア班に分かれ、7 月 4 日と 12 月

12 日の 2 回、実践を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2.(4)を参

照。 

 

（5）新宿区立大久保小学校 

 新宿区立大久保小学校は、住民の 18%が外国人という

新宿区の中でも特にニューカマーが多く住む地域に立地

しており、全校児童約 150 名のうち約 6 割程度が外国とつ

ながりがある子どもたちという、多言語・多文化化が進んだ

学校である。したがって、一つの教室の中に、様々な母語

を持ち、日本語の運用能力にもばらつきがある児童が比

較的多数いることが特徴である。したがって、国際理解教

育の面でも教育一般の面でも他の学校の事例とは異なっ

た課題が見られる。 

 昨年度に引き続いての学生ボランティア活動となるが、

今年度は、5、6 年生の児童のうち韓国語を選択した 20 名

に対して、韓国の言語と文化をテーマに国際理解教育を

行った。 

 日本人学生 1 名と日本語専攻の韓国人留学生 2 名によ

って、10 月 17 日、11 月 2 日、12 月 7 日、12 月 14 日、12

月 21 日の 5 回、実践を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2.(5)を参

照。 

 

（6）府中市立小柳小学校 

 府中市の南東部に位置する小柳小学校は、学生ボラン

ティアを行なっている学校の中で本学から最も近くに位置

する。郊外の住宅地に近く、児童数 644 名である。昨年度

に引き続いての学生ボランティア活動であったが、12 月に

なって初めて打ち合わせに入ったため、実践は 2 回だけと

なった。3 年生を対象とするので、個別の国理解ではなく、

コミュニケーション力の育成に焦点を置くことになった。3

年生全クラスを複数のグループに分け、2 月 26 日、3 月 1

日の 2 回、実践を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2．(6)を参照。 

 

（7）狛江市立狛江第一小学校 

 調布市と世田谷区に隣接する狛江市は、東京都区部の

延長といった雰囲気である。狛江第一小学校の位置は、

直線距離では本学から 10 キロに満たないが、公共交通機

関での移動にはかなり時間をとられる。これは、川崎市の

学校とも多かれ少なかれ共通する悩みである。児童数は

560 名である。昨年度に引き続いての学生ボランティア活

動であったが、12 月になって初めて打ち合わせに入った

ため、小柳小学校と同じく実践は 2 回だけとなった。 

 6 年生を対象に、留学生に自分の夢や日本に留学した

動機などを語ってもらうことにした。6 年生全クラスを複数

のグループに分けて、2 月 20 日、2 月 27 日の 2 回、実践

を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2.(7)を参照。 

 

（8）三島市立東小学校 

 静岡県の三島市立東小学校に対する実践の経緯は、他
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の学校とは異なっている。2006 年 7 月 13 日付けの朝日小

学生新聞に川崎市立東柿生小学校での実践が取り上げ

られたのがきっかけで、同校の教師から支援室に国際理

解教育の実践の打診があった。距離があるためこちらから

学生が出かけることは困難であったが、修学旅行の訪問

先の一つとして本学を加えていただくことによって、3 年生

のうち希望者 20 名が本学を訪れ、支援室の学生たちと交

流学習を行うことになった。 

 10 月 25 日に東小学校 3 年生 20 名教師 1 名が本学を

訪問し、それに対して、支援室の学生及びスタッフ23名が

迎え、9 時から 14 時までの 5 時間の間、ワークショップ、児

童による三島の紹介、国際理解教育の実践を行った。詳

細は第Ⅱ部 1-2.(8)を参照。 

 

2. 学生ボランティア団体による活動 

 以上は、支援室が直接支援を行った活動であるが、この

他に、本学の学生ボランティア団体が自主的に企画し、そ

れに対して支援室が部分的な支援を行った活動がある。 

(1)第 5 回ブラジル青少年フェスティバル 

 群馬県大泉町は人口約 4 万 2 千人のうち外国人が 16%

近く（ブラジル人だけで 10%）を占める外国人集住地域で

ある。10 月 8 日に大泉町文化むらで開催されたブラジル

青少年フェスティバルは今年で第 5 回になる。本学の学生

ボランティア団体である東京外大在日外国人交流ネットワ

ーク（Amigos）のメンバー14 名が昨年度に続いて参加し、

日本とブラジルのことばや文化の共通点と相違点を知り、

興味をもってもらうための日本語・ポルトガル語劇の公演

などの活動を行った。詳細は第Ⅱ部 1-2.（9）を参照。 

 

(2)品川区立杜松小学校「すまいるスクール」 

 すまいるスクールは、学校施設を利用して放課後等に子

どもたちが一緒にのびのび過ごせる場所を提供しようとい

う趣旨で始まった品川区の放課後対策事業である。本学

の学生ボランティア組織である「うりぬり」は、昨年度に引き

続いて、品川区立杜松小学校の「すまいるスクール杜松」

において韓国の文化を子どもたちに紹介する活動を行っ

た。昨年度は 3 ヵ月の期間しか行えなかったが、今年度は

1 年間かけて 22 回の実践を行うまでに発展した。詳細は

第Ⅱ部 1-2.（10）を参照。
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3.教育・研修 

 
文責：河路 由佳（教育研修プログラム担当運営委員） 

 

2006 年度に実施した教育・研修活動は、4 月のスタデ

ィ・ツアー「多文化のまち―大久保・百人町を歩く―」、夏

の「2006年度夏季多言語多文化共生学講座」、そして、10

月に実施した「イラストレータ・パワーポイント講習会」であ

った。このうち、「夏季多言語多文化共生学講座」は、当初

の計画に基づき、昨年度に引き続いて、9 月の最終週の

一週間に実施した。「スタディ・ツアー」も昨年度とほぼ同じ

要領で、4 月に新入生歓迎行事の一環として行った。 

今年度新しく実施したのは「イラストレータ・パワーポイン

ト講習会」で、これは学習支援や国際理解教育にボランテ

ィアとして携わる学生たちの要望に応えて実現したもので

ある。 

なお、昨年度、本プロジェクトの活動として総合科目とし

て開講した「多言語・多文化社会講座」は、今年度多言

語・多文化教育研究センターによって開講された、

Add-on Program「多言語・多文化社会」に発展的に引き

継がれた。 

 

3-1. 教育研修プログラム「2006 年度夏季 

     多言語多文化共生学講座」 

 

 「外国人児童・生徒の学習支援ボランティア」を志す本学

の学生を対象に、2004 年度から準備を進め、2005 年度 9

月にその第 1 回目を実施した教育研修プログラム「夏季多

言語多文化共生学講座」の第 2 回目「2006 年度夏季多言

語多文化共生学講座―外国人児童生徒の学習支援ボラ

ンティア入門―」を、9 月 25 日（月）から 29 日（金）までの 5

日間の日程で実施した。第 1 回の昨年度は、1 年生から大

学院生にわたる多数の受講希望者があったため急遽、定

員 30 名のところ、60 余名を受け入れ 2 クラスの開講となっ

たが、今年度は2回目でもあり、4月に主として新入生を中

心に支援室の活動紹介の中で参加を呼びかけ、1 年生を

主たる対象として実施した。今回も定員 30 名のところ 53

名の応募者数があったが、重複受講を遠慮してもらい、1

年生を優先、2 年生以上は既にボランティア活動をしてい

る学生を優先とし４0名の学生を受講生として受け入れるこ

ととした。 

 

実施までの経過 

4 月初めより、ポスター、ちらし、支援室 HP 等を通して多

言語多文化共生学講座実施に関する情報提供を開始。 

5 月 8 日（月）―26 日（金）までを、申し込み期間とし、受講

希望者を募集。（募集人数 20－30 名） 

5 月中旬  プログラムの内容を決定、言語以外の講師依

頼を開始。講師と連絡をとりながら時間割を

確定。 

 1 （10：00-11：00） 2 （11：10-12：10） 3 （13：10-14：10） 4 （14：20-15：50） 

9/25

（月） 

オリエンテーション 

（河路） 

日本の小学校の教科教育

（矢崎） 

日本の小学校の教科教育

（矢崎） 

9/26

（火） 

多文化コミュニティを 

理解するために（田村） 

多文化コミュニティを 

理解するために（田村） 

多文化コミュニティを 

理解するために（田村） 

9/27

（水） 
第二言語習得（海野） 

バイリンガリズム 

（伊東） 

子どものための 

日本語指導（柏崎） 

9/28

（木） 

国際化の進行と日本社会

（野本） 

国際化の進行と日本社会

（野本） 

子どものための 

日本語指導（小林） 

ボランティアのための

外国語 

 

9/29

（金） 

対人コミュニケーション 

（宮城） 

対人コミュニケーション 

（宮城） 

子どものための 

日本語指導（藤森） 
まとめ（河路） 
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6 月 3 日（金） 運営委員会にて受講者 42 名を決定。6 月

5 日（月）発表。受講要領、決定通知書を

配布。 

6 月中 外国語については、3 名以上の受講希望者のある

外国語について当該外国語研修を開講すること

とした。受講者確定に伴い、開講外国語科目が

確定したので、外国語講師への依頼を開始。外

国語の授業内容は昨年度に引き続き、小学校

中学年の算数とした。目安として以下のような内

容のハンドブックを講師の方々には配布した。 

1 日目 整数のしくみ（位取り、概数など） 

…整数の足し算、引き算、かけ算、割り算 

2 日目 分数、小数（その計算） 

…式と計算（計算の順序など） 

3 日目 測りかた（長さ、重さ、面積、その計算） 

…図形（三角形、四角形、角、円と球） 

4 日目 表とグラフ（棒グラフ、折れ線グラフなど） 

…考えの進め方（絵や図を使う、量を比べる、

部分と全体、きまりをみつける、など） 

しかしながら、対象が 1 年生であることもあり、学生

に応じて内容の詳細は講師にお任せすることとし

た。 

なお、開講された外国語のクラスは、アラビア語、フ

ランス語、スペイン語、朝鮮語、ポルトガル語、中国

語、カンボジア語、英語（2 クラス）であった。今年度

は基本的に専攻言語を原則としたが、3 名以上の受

講希望者がいなかった場合には英語を受講しても

らうこととした。 

7 月 10 日 授業担当講師によるシラバス提出期限。 

7 月 20 日（木）～26 日（水）  受講者に、講座のシラバス、

時間割を配布。 

9 月 25 日―29 日  実施 

 

実施方法 

 実際に実施した本講座のシラバスと時間割は、本報告

書第Ⅱ部に掲げた通りである。受講予定学生 40 名のうち

1 名が事情によりキャンセル、受講生は 39 名であった。 

 オリエンテーションで、講座の開講の背景、目的や全体

の構成について説明し、各自に「学びの記録」と A5 版サイ

ズの冊子を配布した。それぞれの授業について受講後に

「何を学んだか、今後の活動にどう活かしたいと思ったか

など、授業を受けて考えたこと、もっと知りたいと思ったこ

と」を自由に書くよう、指導した。講師に、出欠表を渡して

依頼し、毎時間の出欠を記録した。 

プログラム最後の「まとめ」の時間には、コーディネータ

ーが講座全体のまとめを行い、その後、「学びの記録」を

一時回収、講座についてのアンケートを実施した。また、

出欠記録をもとに、全 20 時間のうち 17 時間以上出席した

受講者 36 名に学長より与えられた修了証を授与した。授

与式には運営委員長、副運営委員長も参加し、挨拶の後、

運営委員長より各修了生に修了証が授与された。「学び

の記録」は受講者の承諾を得て複写したのち、それぞれ

本人に返却した。 

 

「学びの記録」及びアンケートの結果について 

 アンケートについては、本報告書第Ⅱ部に集計結果を

掲げる。「学びの記録」については、個々の学生の学習の

定着、促進を主目的として実施したものだが、実施者側に

とっては、授業評価として読み参考にすることができる。今

年度はあらかじめこれを運営委員側の参考にすること、報

告書に掲載することがあることを学生に話し了承を得て、

一時回収し、全て複写をとってから返却した。担当講師に

は、担当授業分の「学びの記録」の複写を届けた。 

 夏休み中の自由参加であったが、受講者は積極的に毎

日参加し 9 割以上の学生に修了証が授与されたこと、アン

ケートの質問（6）、「今回のプログラムの前後で、ボランティ

アに対する意識や心がまえが変わったか」という問いに対

し、回答者36名のうち全員が「変わった」と回答し、自由記

入欄に積極的な認識を述べていること、また「学びの記

録」の記述等から、本講座は所期の目的をほぼ達成したと

言えるようである。なお、このアンケート結果は本報告書の

第Ⅱ部に掲載されているので、ご覧いただきたい。 
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「学びの記録」からも、学生の学習成果を読み取ること

ができた。今年度はあらかじめ、全員にこのコピーを我々

の参考のために利用させてもらうこと、報告書に掲載する

可能性のあることについて話し、承諾を得た。第Ⅱ部に、

学生の「学びの記録」の抜粋も掲載されているので、こちら

もぜひお読みいただきたい。このプログラムを支えた現代

的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）は、今年度

で終了するため、この夏期講座は今年度で終了することを

学生に伝えたところ、多くの学生からぜひ来年度以降も実

施してもらいたいとの要望が出された。 

  

3-2. スタディ・ツアー「多文化のまち― 

     大久保・百人町を歩く―」 

 

 昨年度に引き続き、多文化コミュニティ教育支援室主催

の新学期フェアの一環として、4 月 22 日（土）午後 3 時半

から 8 時までの予定で実施した。新宿区大久保・百人町を

拠点に、グローバル化の中で変貌する地域社会（都市コミ

ュニティ）の新しいあり方を追求している市民のボランタリ

ーグループ、共住懇（きょうじゅうこん）の代表の山本重幸

氏による 1 時間ほどの事前講習のあと、山本重幸氏らによ

るガイドで、実際に「多文化のまち―大久保・百人町」を歩

き、多言語多文化化の実際を体験した。最後には、多文

化多言語を象徴するような多国籍料理の店で全員で夕食

をとりながら語り合った。 

当日の参加者は学生 16 名、教職員 5 名である。1 年生

を主たる対象とした新入生歓迎フェアの一環で呼びかけ

たこともあり、参加学生のうち 11 名が 1 年生、他に 3 年生

1 名、4 年生 2 名、大学院生 2 名であった。 

1 年生は特に地方から初めて東京に来た学生も少なく

ない。東京、新宿の多言語多文化化の実態に触れて、驚

いた学生も多かったようで、その豊かさや問題点について

考えるよいきっかけとなったようである。学生たちはイスラム

教徒のための食材店、ハラールショップに入ったが、店内

にアラビア語、ヒンディー語、英語、日本語が行き交ってい

た。学生たちはそれぞれに会話を楽しんだりしながら、多

言語多文化状況を身をもって知ることができたようである。 

参加学生には終了後、1000 字程度のレポートを提出す

ることを求め、後日提出された。 

 

3-3. イラストレータ講習会・ 

     パワーポイント講習会 

 

 支援室の活動では、コンピュータを活用して資料を作成

したり、プレゼンテーションを行ったりすることで大きな効果

をあげることができることから、支援室関係の学生・教職員

のスキルアップのために、希望者を対象にしたアドビ・イラ

ストレータ講習会とマイクロソフト・パワーポイント講習会を

以下の日程で実施した。昨年度もパワーポイント講習会を

行ったが、今回は希望者が多かったイラストレータ講習会

も 2 回にわたって行った。講師には青山運営委員がなっ

た。 

10 月 4 日（水） 18 時半～19 時半 

 イラストレータ講習会① （支援室にて） 

10 月 11 日（水） 17～18 時 

 イラストレータ講習会② （支援室にて） 

10 月 18 日（水） 17～18 時 

 パワーポイント講習会 （216 にて） 

 参加者数はそれぞれ 7 人、9 人、13 人であった。詳細は

第Ⅱ部 2-3.を参照。 
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4. 調査・研究 

 
文責：伊東 祐郎（調査・研究担当運営委員）

 

 多文化コミュニティ教育支援室は、設立後 3 年目を迎え

た。平成 16 年度から始まった文部科学省の「現代的ニー

ズ取組支援プログラム」としては、最終年である。この間の

活動を振り返ってみると、実に多くの活動に関わってきた

ことに気づかされる。しかしながら、全てが順調にいったも

のばかりではない。多くの活動は、何もないところからの取

り組みだったため、試行錯誤を重ねながらの、そして、模

索しながらの活動だった。 

 最終年にあたる本年度は、今一度、これまでの学生に

よるボランティア活動の軌跡を振り返り、学習支援活動が

現役学生にとってどのような意味があったのか、学びとし

ての活動がどのような形で結実していったのかを検証して

みたい。検証といっても、活動をまとめるだけに留まってし

まうかもしれない。しかし、この機会に、過去 2 年間の諸活

動から見いだされた課題をまとめ、また、最終年にこれま

での活動の締めくくりとして一区切りつけることは、本プロ

グラムの総括をするという点においても、意義のあることで

あろう。また、次年度以降にも引き継がれる多文化コミュニ

ティ教育支援室の新たな方向性を示すという点において

も意味のあることであると確信する。 

 以上のような経緯から、本年度の「調査・研究」では、支

援室活動の四本柱の一つである「学生ボランティア活動」

そのものを調査・研究の対象にすることとした。学生による

ボランティア活動の中核をなすものは、「学習支援活動」と

「国際理解教育」の二つである。これらの活動を総括する

ことを調査・研究の対象として取り上げてみたい。 

 「学習支援活動」においては、川崎における支援活動

がその始まりである。その後、活動の範囲は拡大し、地元

府中での支援活動も軌道に乗ってきたところである。 

 「国際理解教育」においては、これまでの試行錯誤から

一つのパターンが構築されつつある。留学生と日本人学

生のペアによる活動が本学の特徴とすれば、それは「外大

方式」と呼ぶにふさわしいものかもしれない。しかし、この

方式を振り返って検証することもなくただ前進するのみで

やってきた今、活動モデルをまとめ、その内容や方法等に

ついて検証してみたい。 

 本年度の調査・研究では、報告書作成のための活動に

終始しないよう、調査・研究のプロセスを重視し、過去の活

動から現在の活動へ、そして将来の活動へのブリッジとな

るような調査・研究になることを目的とした。そのために、調

査・研究の成果を平成18年12月に開催した「学生多文化

フォーラム」での発表を大目標に掲げ、以下のような調査・

研究活動をプロジェクトとして位置づけ、希望する学生を

班で構成した。主な、調査・研究の内容と方法は、文献調

査、訪問調査、アンケートや聞き取り調査、講演会、ワーク

ショップ、ディスカッション、など多岐にわたり、学生の主体

性を優先して実行に移した。 

なお、調査・研究の開始に先立って「学生調査研究員」

を公募した。調査の概要およびその詳細は、第Ⅱ部 3 章

「調査・研究」を参照されたい。 
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5. 多文化共生推進活動 

 
文責：長田 広介（運営委員） 

 

 平成 18 年度の多文化共生活動は東京外大在日外国人

交流ネットワーク（Amigos）や多文化コミュニティ教育支援

室学生ボランティアの有志団体など、学生団体の自主的

活動が主になった。以下、その概要を記す。 

 

フェスタ・ジュニーナ 

 6 月 18 日に横浜市立潮田小学校で「フェスタ・ジュニー

ナ」が開かれ、東京外大在日外国人交流ネットワーク

（Amigos）がこのイベントスタッフとして参加した。「フェス

タ・ジュニーナ」はブラジルで毎年 6 月に開かれ、収穫に

感謝する祭りである。潮田小学校がある横浜市鶴見区は、

ブラジルにつながりのある約 1,500 人が暮らしており、

IAPE（外国人児童生徒保護者交流会）が中心となり、ブラ

ジルの文化を知ってもらおうと数年前から開かれている。

詳細は第Ⅱ部 4-2.を参照。 

 

日本語通訳学会 

 9 月 23 日に本学で開催された日本通訳学界第 7 回年次

大会で、東京外大在日外国人交流ネットワーク（Amigos）

の学生（中村未央、和田更沙）が、これまでの団体の活動

を振り返りボランティア通訳者という視点から報告を行った。

団体の活動の中で抱えた問題点や活動を行う上での重要

な視点を提供し、多言語多文化社会における通訳者の役

割の一例を紹介した。詳細は第Ⅱ部 4-3.を参照。 

 

ブラジル移民の歴史すごろく 

 本学の学園祭である外語祭期間中（11 月 22 日から 26

日まで）、東京外大在日外国人交流ネットワーク（Amigos）

が展示企画を行った。この展示企画は、Amigos の活動紹

介に加えて、在日ブラジル人に焦点を絞り、その移民の歴

史を巨大なすごろくにして紹介した。詳細は第Ⅱ部 4-1.を

参照。 

 

多文化多言語劇 「言葉をつなぐ指輪～共生って大変だ

よね～」 

 外語祭期間中の 11 月 23 日に学園祭の主たる企画「語

劇」において、多文化コミュニティ教育支援室で活動を行

っている学生（阿部靖子ら 14 名）が劇を行った。異なった

文化背景を持つ者たちがいかに分かりあうことができるの

かということをテーマに、150 名ほどの観客を前に熱演した。

詳細は第Ⅱ部 4-4.を参照。 

 

「羽村日本語学習会」日本語学習帳翻訳 

 東京都羽村市で活動しているボランティア団体「羽村日

本語学習会」の依頼を受け、東京外大在日外国人交流ネ

ットワーク（Amigos）が、同団体で使用している日本語学習

帳のポルトガル語翻訳を行った。100 ページ弱に及ぶ 1 冊

の日本語学習帳をメンバー総出で翻訳し、羽村日本語学

習会とやりとりを重ね、2007 年 2 月まで約 1 年をかけて完

成に至った。詳細は第Ⅱ部 4-5．を参照。 
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6. 学生多文化フォーラム 

 
文 責 ：伊 東  祐 郎 （運 営 委 員 ） 

 

 学生多文化フォーラム（以下「フォーラム」と略す）は、多

文化コミュニティ教育支援室における調査・研究の総括の

発表の場として企画したものである。3 章でも述べたが、

「現代的ニーズ取組支援プログラム」の最終年にあたる本

年度の調査・研究は、支援室活動の四本柱の一つである

「学生ボランティア活動」そのものを振り返ることとした。3

年間の活動の総括を行うことによって、また、その成果を

学内外の関係者に公開して、意見交換を行うことによって、

学生活動を客観的に見つめ、自らの活動の軌跡と将来に

向けての展望が論じられる機会にしたいというのが、企画

発案のもとになったのである。当日の内容は第Ⅱ部 5 章で

詳細に述べられているので、ここでは、企画から実施にい

たるまでの経緯についてまとめてみる。 

 4 月下旬、運営委員と学生 7 名からなるワーキング・メン

バーが打ち合わせ会議をもった。主な目的は、フォーラム

の開催時期をいつに設定し、その内容をどのようにするか

の検討であった。フォーラム開催の目的は、調査・研究の

成果発表の場であり、外部専門家を招聘しての国際シン

ポジウムレベルの規模で開催することは決定していた。し

たがって、日程の調整では、調査・研究が終了し、発表内

容がまとまる頃で、しかも発表後の報告書執筆が年度内

に終わる時期が適切であろうということから、開催時期を

12 月 2 日（土）と決定した。その頃、フォーラムは、「国際シ

ンポジウム」という仮称で呼ばれ、「学生多文化フォーラム」

という名称に決定したのは、企画内容が具体的に決まった

数ヶ月後であった。 

 シンポジウムの全体構想では、中心となる部分は「学習

支援」と「国際理解教育」に関わる調査・研究の成果の報

告であった。そのために、当日のプログラムを考えることは、

同時に、春から秋にかけての調査・研究の中身について

の検討でもあった。 

 「学習支援」に関しては、本学の学生の、外国人児童生

徒の日本での学習困難は、子どもたちの異なる文化背景、

異なるカリキュラムでの学習体験が影響しているのではな

いかとの考えから、背景調査、特に子どもたちの母国での

カリキュラムと日本でのカリキュラム、また学校文化の違い

を調査することが一つの案として出されていた。そこで、子

どもたちの文化的な背景や学習観、学校文化の違いの理

解が、学習支援に役立つであろうとの認識から、調査研究

の方向性が決められた。 

 一方、「国際理解教育」では、これまでの活動から一つ

の形となった、日本人学生と留学生による「外語大方式」

を振り返る必要性が挙げられていた。この方式が作り上げ

られるに至った経緯やその背景を知ること、そして教育学

的観点からの検討を行い、従来からの教育方法と比較す

ることで、新たに「外語大モデル」が提示できるのではない

かとの考えがあった。最終的には、国際理解教育とは何で

あるか、外大生、留学生が関わる意味、そして学校の子ど

もたちが受けたインパクトがどのようなものであったのかな

ど、活動を通して感じられた疑問を解決し、また自らの体

験から出た意見などを発信し、支援の成果を確認、検証

することを主な目的として調査研究することが決まった。 

 このように、4 月から 5 月にかけての運営委員とこれまで

の活動に参加してきた有志学生との議論を踏まえて、本

年度の調査・研究の骨格が決まったことになる。これを受

けて、調査研究員募集へとつながり、調査研究プロジェク

トが立ち上がったのである。この部分の詳細は、第Ⅱ部 3

章にその概要を述べている。 

 7 月頃にはほぼ基本的な調査研究の方向性が決定し、

「学習支援」「国際理解教育」という二つのプロジェクトが動

き出した。特に、「国際理解教育」については、シンポジウ

ムに向けて、これまでの国際理解教育の実践と理論をど

のように捉え、融合するかが課題として浮上した。そこで、

新たに、「プレ・学生多文化フォーラム」と称して、シンポジ
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ウム開催までに専門家による講演会、学生同士のディスカ

ッションなどの企画を立て、国際理解教育そのものをより

深く理解することと、自らの実践に教育的な意義づけをす

る機会を設けることにした。また、フォーラムに先立って、

海外から招聘した講師による「プレ・講演会」も開催した。

いずれも第Ⅱ部 5 章「学生多文化フォーラム」を参照され

たい。 
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7. 活動年表 

 

年 月  日 活   動   内   容 

4 月 21 日 東京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos～（以下、東外ネット Amigos）結成 

5 月 川崎市立殿町小学校にて学習支援ボランティア活動開始（東外ネット Amigos） 2003

年 
12 月 3 日 

東外ネット Amigos 主催講演会「DEKASSEGUI と日本～私たちにできること」 

 講師：二宮正人氏（サンパウロ大学教授） 

7 月 川崎市立京町小学校にて学習支援ボランティア活動開始（東外ネット Amigos） 

7 月 23 日 文部科学省平成 16 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」申請 

9 月 24 日 文部科学省平成 16 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」採択 

10 月 4 日 第 1 回運営委員会 

10 月 7 日 第 1 回アドバイザー会議 

10 月 21 日 「多文化コミュニティ教育支援室」開設 

10 月 22 日 
開設記念講演会「国際化する日本であなたは何ができますか」 

 講師：手塚和彰氏（千葉大学法経学部教授） 

10 月 25 日 第 1 回活動推進会議 

10 月 25 日 第 2 回運営委員会 

10 月 28-29 日 愛知県豊田市訪問調査、外国人集住都市会議出席（東外ネット Amigos） 

11 月 10 日 第 2 回アドバイザー会議 

11 月 24 日 第 3 回運営委員会 

11 月 30 日 オープニング・ワークショップ「在日外国人とコミュニティ―学生・大学は何ができるか？」 

12 月 13 日 第 2 回活動推進会議 

12 月 13 日 第 4 回運営委員会 

2004

年 

12 月 19 日 
静岡県大東町・東京外国語大学共催「日本・ブラジル交流のつどい」参加（東外ネット

Amigos） 

1 月 5 日 第 5 回運営委員会 

1 月下旬 「多文化コミュニティ支援ボランティア」公募開始 

1 月 24 日 
第 2 回講演会「多文化社会に求められる教育とは―日本の学校ってどこか変？」 

 講師：小貫大輔氏（CRI-チルドレンズ・リソース・インターナショナル代表） 

1 月 26 日 第 6 回運営委員会 

1 月 26 日 川崎市立菅小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・第 1 回） 

2 月 4 日 川崎市立菅小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・第 2 回） 

2 月 9 日 
外務省・国際移住機関共催シンポジウム「外国人問題にどう対処すべきか―諸外国の抱

える問題とその取り組みの経験を踏まえて―」特別取材 

2005

年 

2 月 11 日 
ボランティア・コーディネート研究会「大学におけるボランティア関連の授業の実例―在住

外国人支援を中心に」 講師：田村太郎氏（多文化共生センター理事） 
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2 月 17 日 第 3 回アドバイザー会議 

2 月 18 日 府中国際交流サロンにて学習支援ボランティア活動開始 

2 月 19 日 
東京都国際交流委員会・国際交流・協力 TOKYO 連絡会主催「国際化市民フォーラム in 

TOKYO 東京の国際化・国際協力を語る」特別取材 

3 月 3 日 

全国市町村国際文化研修所 平成 16 年度国際交流団体職員セミナー「多文化共生の推

進に関する教育機関の取り組み」として当支援室の設立経緯、活動内容及び課題を紹介

報告者：武田千香氏（運営委員長） 

3 月 4 日 
第 2 回ワークショップ「国際理解教育に取り組む先駆的地域・学校・NPO から学ぶ―東京

外国語大学に何ができるか？」 

3 月 15 日 第 7 回運営委員会 

3 月末日 「平成 16 年度 多文化コミュニティ教育支援室 活動報告書」発行 

4 月 1 日 メールマガジン創刊号配信 

4 月 4 日 
第 3 回講演会「ボランティアのための国際理解講座入門編―小学生にどうやって教える

の？国際理解」 講師：湯本浩之氏（開発教育協会理事） 

4 月 11-28 日 新学期フェア「専攻語を活かしたボランティアをやってみませんか？」 

4 月 12 日 多文化コミュニティ支援ボランティア登録者数 100 名を突破 

4 月 14 日 ボランティア募集合同説明会（第 1 回） 

4 月 15 日 府中国際交流サロンにて学習支援ボランティア活動前期開始 

4 月 21 日 ボランティア募集合同説明会（第 2 回） 

4 月 28 日 ボランティア募集合同説明会（第 3 回） 

4 月 14 日 
第 4 回講演会「ここまで来ている日本の多言語多文化化―新大久保の今」 

 講師：山本重幸氏（共住懇代表） 

4 月 23 日 
スタディ・ツアー「多文化のまち―大久保・百人町を歩く―」 

 ガイド：山本重幸氏（共住懇代表）ほか 

5 月 2 日 第 2 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

5 月 6-27 日 
「2005 年度夏季多言語多文化共生学講座―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入

門」受講生募集 

5 月 9 日 

「TUFS 地域にほんご教室（TUFS Japanese Course for the Community）」前期講習開始 

講師：小早川麻衣子氏（本学大学院地域文化研究科日本語教育専修コース博士課程

1 年）・秋山佳世氏（同修士課程 2 年） 

5 月 11 日 メールマガジン第 2 号配信 

5 月 12 日 第 4 回アドバイザー会議 

5 月 26 日 第 3 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

6 月 3 日 学生ボランティア親睦会 

6 月 6-16 日 
「日本語指導が必要な外国人児童生徒向けに開発された日本語及び教科指導のための

教材調査」学生調査員募集 

6 月 7 日 第 1 回映画「Gaijin」勉強会（東外ネット Amigos） 

2005

年 

6 月 9 日 第 2 回映画「Gaijin」勉強会（東外ネット Amigos） 
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6 月 13 日 第 4 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

6 月 14 日 メールマガジン第 3 号配信 

6 月 14 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1・第 1 回） 

6 月 21 日 第 1 回学生教材調査員説明会 

6 月 21 日 府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 1 回） 

6 月 22 日 第 2 回学生教材調査員説明会 

6 月 22 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 1 回） 

6 月 24 日 第 3 回学生教材調査員説明会 

6 月 24 日 
川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5・第 1 回） 

第 5 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

6 月 27 日 多文化コミュニティ支援ボランティア登録者数 150 名を突破 

6 月 27 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2・第 1 回） 

6 月 28 日 学生教材調査員会議（調査開始） 

6 月 29 日 府中市立府中第七中学校国際理解教育ボランティアによる第 1 回実践反省会 

6 月 30 日 川崎市立東柿生小学校国際理解教育ボランティアによる第 1 回実践反省会 

7 月 1 日 第 6 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

7 月 5 日 第 8 回運営委員会 

7 月 7 日 「学習支援のためのパワーポイント講習会」 講師：青山亨氏（運営委員） 

7 月 14 日 「TUFS 地域にほんご教室」前期講習終了 

7 月 15 日 
高校新聞社が府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動を取材 

府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：前期終了 

7 月 15 日 川崎市立殿町小学校における学習支援ボランティア活動：前期終了（東外ネット Amigos）

7 月 19 日 メールマガジン第 4 号配信 

7 月 21 日 川崎市立京町小学校における学習支援ボランティア活動：前期終了（東外ネット Amigos）

7 月 19-22 日 
「2005 年度夏季多言語多文化共生学講座―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入

門」シラバス配布 

7 月 25 日 第 7 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

8 月 5 日 国際理解教育学生コーディネーター会議 

8 月 9 日 オープンキャンパスで支援室紹介 

8 月 17 日 国際理解教育学生コーディネーター会議 

8 月 22 日 支援室夏季閉室期間開始 

8 月 24 日 第 8・9 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

9 月 5 日 支援室開室 

9 月 9 日 府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：後期開始 

9 月 12 日 第 10 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2005

年 

9 月 16 日 川崎市立殿町小学校における学習支援ボランティア活動：後期開始（東外ネット Amigos）
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9 月 25 日 
群馬県大泉町主催「第 4 回大泉日系ブラジル人青少年フェスティバル」参加（東外ネット

Amigos） 

9 月 26-29 日 
「2005 年度夏季多言語多文化共生学講座―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入

門」開講 

9 月 29 日 第 11 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

10 月 3 日 

「TUFS 地域にほんご教室」後期講習開始 

講師：和田沙江香氏（本学大学院地域文化研究科日本語教育専修コース修士課程 1

年）・古川明子氏（同 2 年） 

10 月 6 日 川崎市立京町小学校における学習支援ボランティア活動：後期開始（東外ネット Amigos）

10 月 7 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」開講：第 1 回「オリエンテーション」 

 講師：舩田クラーセンさやか氏（運営委員） 

10 月 9 日 

多文化共生センター・国立民族博物館共催公開フォーラム「多文化共生社会の形成をめ

ざす実践と研究のために」にて「多言語・多文化社会の求める人材育成を目指して」報告

 報告者：武田千香氏（運営委員長） 

10 月 11 日 府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 2 回） 

10 月 14 日 メールマガジン第 5 号配信 

10 月 14 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 2 回「現代世界の特徴―参加型学習＜も

し世界が 100 人の村だったら＞」 講師：湯本浩之氏（開発教育協会理事） 

10 月 14 日 
2005年度調布市内・近隣大学等公開講座「多言語・多文化共生と私たち」第1回「在日外

国人児童生徒と日本語教育」 講師：伊東祐郎氏（運営副委員長） 

10 月 16 日 「川崎市外国人市民代表者会議オープン交流会」特別取材 

10 月 18 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1・第 2 回） 

10 月 18 日 第 12 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

10 月 20 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・オリエンテーション）

10 月 21 日 第 9 回運営委員会 

10 月 21 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 3 回「欧米における『多言語・多文化社

会』」 講師：杉木明子氏（神戸学院大学法学部助教授） 

10 月 21 日 
2005 年度調布市内・近隣大学等公開講座「多言語・多文化共生と私たち」第 2 回「ブラジ

ル社会の多文化・多民族共生論」 講師：鈴木茂氏（本学外国語学部助教授） 

10 月 21 日 府中国際交流サロンにて保護者面談を実施 

10 月 28 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第4回「日本における『多言語・多文化社会』

の歴史的背景―アイヌ・沖縄・在日」 講師：野本京子氏（本学外国語学部教授） 

10 月 28 日 
2005年度調布市内・近隣大学等公開講座「多言語・多文化共生と私たち」第3回「日本の

なかの『ブラジル』/ブラジルの中の『日本』」 講師：鈴木茂氏（本学外国語学部助教授） 

10 月 28 日 府中国際交流サロンにて保護者面談を実施 

2005

年 

10 月 28 日 
支援室・東外ネット Amigos 共催第 5 回講演会「在住外国人が見た日本―医師・医療通訳

として現場から」 講師：中萩エルザ氏（在名古屋ブラジル総領事館医療相談医） 
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10 月 30 日 
川崎市立京町小学校「ふれあいまつり」に参加 

 国際理解教育イベント「ブラジルってどんなとこ？」（東外ネット Amigos） 

11 月 1 日 メールマガジン第 6 号配信 

11 月 1 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3,4・第 1 回） 

11 月 2 日 韓国人留学生ボランティアグループ「うりぬり」結成 

11 月 4 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 5 回「東南アジアにおける『多言語・多文

化社会』」 講師：左右田直規氏（本学外国語学部講師） 

11 月 4 日 

調布市 2005 年度市内・近隣大学等公開講座「多言語・多文化共生と私たち」：第 4 回「多

文化社会におけるマイノリティの自立－アイヌ人・沖縄人・在日朝鮮人」 

 講師：野本京子氏（本学外国語学部教授） 

11 月 4 日 
府中国際交流サロン学生ボランティアによる教案検討会 

 アドバイザー：伊東祐郎氏（運営副委員長） 

11 月 7 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 1 回） 

11 月 8 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3,4・第 2 回） 

11 月 10 日 
川崎市立菅中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中１・第 1 回） 

第 13 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

11 月 11 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 6 回「日本における多文化化する身近な

社会」 講師：関口耕一郎氏（多文化共生センター・東京 21 事務局長） 

11 月 11 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5・第 2 回） 

11 月 11 日 
外国人集住都市会議よっかいち 2005「多文化共生社会をめざして―未来を担う子どもた

ちのために」特別取材 

11 月 14 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 2 回） 

11 月 14 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2・第 2 回） 

11 月 14 日 川崎市立菅中学校国際理解教育ボランティアによる第 1 回実践反省会 

11 月 14 日 川崎市立殿町小学校における学習支援ボランティア活動終了（東外ネット Amigos） 

11 月 15 日 多文化コミュニティ支援ボランティア登録者数 200 名を突破 

11 月 15 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3,4・第 3 回） 

11 月 16 日 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 2 回） 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5・第 3 回） 

川崎市国際理解教育研究会授業研究会（川崎市国際理解教育研究会主催）出席 

第 14 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

11 月 19-23 日 外語祭展示「地球人のススメ」（東外ネット Amigos） 

11 月 20 日 オープンキャンパスで支援室紹介 

11 月 21 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 3 回） 

11 月 22 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3,4・第 4 回） 

11 月 25 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 7 回「『多言語・多文化社会』の現場から

(1)―司法通訳」 講師：中西智恵美氏（東京高等裁判所法廷通訳） 

2005

年 

11 月 25 日 第 15 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 
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11 月 28 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 4 回） 

11 月 29 日 教材調査全体報告会（調査終了） 

12 月 1 日 川崎市立東柿生小学校国際理解教育ボランティアによる第 2 回実践反省会(1) 

12 月 1 日 
韓国文化理解講座「韓国人のライフサイクル」第 1 回「韓国の結婚式と子育て」 

 講師：森朴憲治氏（運営委員） 

12 月 2 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 8 回「『多言語・多文化社会』の現場から

(2)―NGO・ボランティア」講師：猪狩伸平氏（本学大学院地域文化研究科修士課程 1 年）

12 月 3 日 品川区立杜松小学校「すまいるスクール」にて韓国語・韓国文化講座（第 1 回、うりぬり）

12 月 5 日 メールマガジン第 7 号配信 

12 月 8 日 川崎市立東柿生小学校国際理解教育ボランティアによる第 2 回実践反省会(2) 

12 月 8 日 
韓国文化理解講座「韓国人のライフサイクル」第 2 回「小学生から中学生の学校生活」 

 講師：金智恩氏（本学外国語学部日本語専攻 2 年） 

12 月 9 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 9 回「『多言語・多文化社会』の現場から

(3)―学校」 講師：辻本昭彦氏（武蔵野市立第一中学校教務主任） 

12 月 13 日 府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 3 回） 

12 月 15 日 
韓国文化理解講座「韓国人のライフサイクル」第 3 回「高校時代から軍隊まで」 

 講師：朴天榮氏（本学外国語学部日本語専攻 2 年） 

12 月 15 日 「TUFS 地域にほんご教室」後期講習終了、修了証授与 

12 月 16 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 10 回「日本社会の新しい変化」 

 講師：米谷匡史氏（本学外国語学部助教授） 

12 月 16 日 
川崎市立京町小学校学童保育「わくわく」にて国際理解教育ボランティア活動（第 1 回、

東外ネット Amigos） 

12 月 17 日 品川区立杜松小学校「すまいるスクール」にて韓国語・韓国文化講座（第 2 回、うりぬり）

12 月 19 日 ワークショップ｢国際理解教育のさまざまなカタチと可能性―小中学校での実践を通して」

12 月 21 日 第 10 回運営委員会 

12 月 27 日 第 16・17 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

12 月下旬 支援室ホームページリニューアル 

2005

年 

12 月 27 日 支援室冬季閉室期間開始 

1 月 5 日 第 18・19 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

1 月 7 日 品川区立杜松小学校「すまいるスクール」にて韓国語・韓国文化講座（第 3 回、うりぬり）

1 月 10 日 支援室開室 

1 月 10 日 メールマガジン第 8 号配信 

1 月 12-13 日 
群馬県太田市視察（ぐんま国際アカデミー、ブラジル人学校・ピタゴラス、太田市立旭小

学校） 

2006

年 

1 月 13 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 11 回「グループディスカッション」 

 講師：舩田クラーセンさやか氏（運営委員） 
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1 月 17-18 日 

静岡県浜松市視察（浜松市長表敬、浜松市国際課、浜松市教育委員会、浜松市立高

校、浜松市立開成中学校、浜松市立瑞穂小学校、ブラジル人学校・アレグリア・デ・サベ

ール、浜松国際交流協会） 

1 月 20 日 第 11 回運営委員会 

1 月 23 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2・第 3 回） 

1 月 25 日 
川崎市立京町小学校学童保育「わくわく」にて国際理解教育ボランティア活動（第 2 回、

東外ネット Amigos） 

1 月 26 日 
学習支援のための勉強会「在日フィリピン人児童の抱える問題―日本とフィリピンの学校

環境の違いを中心に」 講師：高野邦夫氏（本学外国語学部非常勤講師） 

1 月 27 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 12 回「グループ発表」 

講師：舩田クラーセンさやか氏（運営委員） 

1 月 30 日 
川崎市立菅中学校国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 2 回） 

第 20 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

1 月 31 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1・第 3 回） 

1 月 31 日 
地球産業文化研究所主催「第 16 回 GISPRI シンポジウム：21 世紀日本社会は外国人を

どう迎え入れるのか―人口減少社会の持続可能な移民政策」特別取材 

2 月 1 日 メールマガジン第 9 号配信 

2 月 1 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 3 回） 

2 月 3 日 
川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5・第 4 回） 

第 21 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2 月 3 日 
後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 13 回「総括」 

講師：舩田クラーセンさやか氏（運営委員） 

2 月 4 日 品川区立杜松小学校「すまいるスクール」にて韓国語・韓国文化講座（第 4 回・うりぬり） 

2 月 9 日 第 22 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2 月 10 日 府中国際交流サロンにて学生ボランティアによる「お楽しみ会」の実施 

2 月 10 日 

後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」第 14 回「多言語・多文化社会の現場から(4)

―行政編：我が国における多文化共生施策の現状と課題」（公開講演会） 

 講師：山崎一樹氏（総務省自治行政局国際室長） 

2 月 14 日 府中市立小柳小学校にて国際理解教育ボランティア活動の事前打ち合わせ 

2 月 17 日 
第 4 回川崎市国際化推進地域連絡協議会及び第 14 回帰国・外国人生徒と共に進める

教育の国際化推進地域研究報告会（川崎市立富士見中学校）出席 

2 月 18 日 品川区立杜松小学校「すまいるスクール」にて韓国語・韓国文化講座（第 5 回・うりぬり） 

2 月 21 日 
府中市立小柳小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・全 1 回） 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・全 1 回） 

2006

年 

2 月 24 日 

狛江市立狛江第一小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・全 1 回） 

川崎市立京町小学校学童保育「わくわく」にて国際理解教育ボランティア活動（第 3 回、

東外ネット Amigos） 
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2 月 24 日 府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：後期終了 

2 月 28 日 
府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 4 回） 

第 23 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

3 月 1 日 メールマガジン第 10 号配信 

3 月 6 日 第 24 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席（最終回） 

3 月 7 日 
川崎市立京町小学校における学習支援ボランティア活動：後期終了 

府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 5 回） 

3 月 13-14 日 
運営委員及びスタッフが愛知県立大学・愛知教育大学・甲南女子大学・神戸市多言語放

送「FM わぃわぃ」を視察 

3 月 17 日 

全国社会福祉協議会 全国ボランティア活動振興センター主催シンポジウム「学生ボラン

ティア活動の可能性と大学ボランティアセンターの展望」にシンポジストとして活動報告及

び問題提起  報告者：武田千香氏（運営委員長） 

3 月末日 「平成 17 年度 多文化コミュニティ教育支援室 活動報告書」発行 

4 月 5 日 
メールマガジン第 11 号配信 

第 12 回運営委員会 

4 月 10 日 
第 13 回運営委員会 

国際理解教育説明会 

4 月 11 日 国際理解教育説明会 

4 月 12 日 国際理解教育説明会 

4 月 13 日 国際理解教育説明会 

4 月 14 日 
第 1 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：前期開始 

4 月 22 日 
スタディ・ツアー「多文化のまち―大久保・百人町を歩く―」 

 ガイド：山本重幸氏（共住懇代表）ほか 

4 月 24 日 府中市立府中第七中学校、新宿区立大久保小学校訪問 

4 月 28 日 第 1 回学生多文化フォーラム意見交換会 

5 月 1 日 川崎市立土橋小学校、東柿生小学校訪問 

5 月 2 日 
第 2 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

メールマガジン第 12 号配信 

5 月 11 日 第 1 回国際理解教育ボランティアミーティング 

5 月 12 日 第 2 回国際理解教育ボランティアミーティング 

5 月 19 日 第 3 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

5 月 30 日 第 4 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

6 月 2 日 メールマガジン第 13 号配信 

6 月 14 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1・第 1 回） 

2006

年 

6 月 16 日 
川崎市立宮前平中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 1 回） 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 1 回） 
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6 月 18 日 横浜市立潮田小学校にて「フェスタ・ジュニーナ」参加（東外ネット Amigos） 

6 月 21 日 第 1 回調査研究員説明会 

6 月 22 日 

川崎市立土橋小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・第 1 回） 

第 6 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

第 2 回調査研究員説明会 

6 月 23 日 第 3 回調査研究員説明会 

6 月 26 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2,5・第 1 回） 

6 月 27 日 

川崎市総合教育センターより矢崎真弓教諭来校 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・第 1 回） 

朝日小学生新聞 支援室におけるボランティア活動の取材 

6 月 28 日 

川崎市立宮前平中学校の実践についての話し合い（川崎市総合教育センター/矢崎真弓

教諭・宮前平中学校/野村志保教諭来校） 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・第 1 回） 

中日新聞 取材 

7 月 3 日 調査研究員発表 

7 月 4 日 

学生多文化フォーラムオリエンテーション 

府中市立府中第七中学校国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 1 回） 

IPC 支援室におけるボランティア活動の取材 

メールマガジン第 14 号配信 

7 月 6 日 
第 14 回運営委員会 

川崎市立東柿生小学校国際理解教育ボランティアによる実践反省会 

7 月 7 日 

川崎市立宮前平中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 2 回） 

第 7 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

府中国際交流サロンにて四者面談を実施 

府中市立府中第七中学校国際理解教育ボランティアによる実践反省会 

7 月 13 日 
川崎市立土橋小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・第 2 回） 

第 8 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

7 月 14 日 府中国際交流サロンにて四者面談を実施 

7 月 21 日 
府中国際交流サロンにて四者面談を実施 

府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：前期終了 

8 月 1 日 支援室夏季閉室期間開始 

8 月 4 日 第 9 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

8 月 8 日 オープンキャンパスで支援室紹介 

8 月 9 日 学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班） 新宿区立大久保小学校訪問 

8 月 17 日 学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班） 川崎市立京町小学校訪問 

8 月 22 日 第 10・11 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

9 月 5 日 第 12 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2006

年 

9 月 11 日 支援室開室 



－28－ 

9 月 14 日 第 15 回運営委員会 

9 月 15 日 府中国際交流サロンにおける学習支援ボランティア活動：後期開始 

9 月 21 日 第 13 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

9 月 23 日 日本通訳学会第 7 回年次大会にて報告（東外ネット Amigos） 

9 月 25-29 日 
「2006 年度夏季多言語多文化共生学講座―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入

門」講座 

10 月 4 日 第 1 回「イラストレータ講習会」 講師：青山亨氏（運営委員） 

10 月 10 日 
第 1 回プレ・学生多文化フォーラム 

 学生ディスカッション「国際理解教育で何を伝えるか」 

10 月 11 日 
第 2 回「イラストレータ講習会」 講師：青山亨氏（運営委員） 

メールマガジン第 15 号配信 

10 月 13 日 

川崎市立宮前平中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 3 回） 

第 14 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班） インディア・インターナショナル・スクー

ル・イン・ジャパン訪問 

10 月 17 日 
新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 1 回） 

第 2 回プレ・学生多文化フォーラム 佐藤郡衛氏講演会「国際理解教育とその現状」 

10 月 18 日 「パワーポイント講習会」 講師：青山亨氏（運営委員） 

10 月 19 日 
学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班） コレジオ・ピタゴラス・ブラジル 太田校

訪問 

10 月 20 日 学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班） 中間報告会兼準備会 

10 月 23 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2・第 2 回） 

10 月 24 日 
第 3 回プレ・学生多文化フォーラム 学生ディスカッション「国際理解教育の問題点どうし

たら解決できるの？」 

10 月 25 日 

川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・第 2 回） 

三島市立東小学校児童（小 6）来校、国際理解教育ボランティア活動を本学にて実施 

学生多文化フォーラム調査研究（学習支援班）  ムンド・デ・アレグリア訪問 

10 月 26 日 
川崎市立土橋小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・第 3 回） 

第 15 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

10 月 30 日 
川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5・第 2 回） 

川崎市立土橋小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 4・発表会） 

10 月 31 日 
川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・第 2 回） 

第 16 回運営委員会 

11 月 1 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1・第 2 回） 

2006

年 

11 月 2 日 

新宿区立大久保小学校にて国際理解ボランティア活動（小 5,6・第 2 回） 

学生多文化フォーラム調査研究 プレセッション 

メールマガジン第 16 号配信 
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11 月 6 日 
第 4 回プレ・学生多文化フォーラム 

 山西優二氏講演会「国際理解教育のあり方を考える」 

11 月 7 日 

第 5 回プレ・学生多文化フォーラム 

 学生ディスカッション「外大生の国際理解教育のカタチ」 

三島市立東小学校本学訪問記事掲載（朝日小学生新聞） 

11 月 9 日 
第 16 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

学生多文化フォーラム調査研究 プレセッション 

11 月 13 日 多文化多言語劇プレビュー 

11 月 14 日 第 6 回プレ・学生多文化フォーラム ワークショップ「国際理解教育実践現場から」 

11 月 17 日 学生多文化フォーラム調査研究 プレリハーサル兼ミーティング 

11 月 21 日 学生多文化フォーラム リハーサル 

11 月 22-26 日 外語祭展示「ブラジル移民の歴史すごろく」（東外ネット Amigos） 

11 月 23 日 
オープンキャンパスで支援室活動紹介 

外語祭にて多文化多言語劇「言葉をつなぐ指輪～共生って大変だよね～」上演 

11 月 27 日 学生多文化フォーラム リハーサル 

11 月 18 日 

第 17 回運営委員会 

プレ・学生多文化フォーラム特別編  キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏講演会 

 「“デカセーギ”はこうしてやってくる～日系就労者支援事業最前線からの報告」 

11 月 29 日 新宿区立大久保小学校訪問 

11 月 30 日 府中市学習支援ボランティア 府中第九小学校訪問 

12 月 1 日 
学生多文化フォーラム プレ・講演会 

 キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏講演会「ブラジルに帰った子どもたちのその後」 

12 月 2 日 学生多文化フォーラム 

12 月 4 日 
府中市学習支援ボランティア 府中第一中学校、府中第三中学校、府中第一小学校訪

問 

12 月 6 日 府中市学習支援ボランティア 府中第一中学校訪問 

12 月 7 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 3 回） 

12 月 8 日 
府中市立小柳小学校訪問 

メールマガジン第 17 号配信 

12 月 12 日 府中市立府中第七中学校にて国際理解教育ボランティア活動（中 1・第 2 回） 

12 月 14 日 新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 4 回） 

12 月 21 日 
新宿区立大久保小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 5,6・第 5 回） 

第 18 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

12 月 23 日 支援室冬季閉室期間開始 

2006

年 

12 月 25 日 
第 18 回運営委員会 

第 19 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 
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1 月 9 日 支援室開室 

1 月 15 日 府中市学習支援ボランティア 府中第四中学校訪問 

1 月 22 日 第 20 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

1 月 23 日 第 19 回運営委員会 

1 月 24 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 1,4・第 3 回） 

1 月 25 日 留学生との交流会（うりぬり主催） 

1 月 26 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 3 回） 

1 月 29 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 2,5・第 3 回） 

1 月 30 日 川崎市立東柿生小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 6・第 3 回） 

2 月 1 日 第 21 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2 月 2 日 府中国際交流サロン新規依頼児童及びその保護者との面談 

2 月 5 日 狛江市立狛江第一小学校にて国際理解教育ボランティア活動の事前打ち合わせ 

2 月 6 日 府中市立小柳小学校にて国際理解教育ボランティア活動の事前打ち合わせ 

2 月 15 日 第 22 回国際理解教育研究会議（川崎市総合教育センター主催）出席 

2 月 19 日 
府中市学習支援ボランティア 担当者引き継ぎのため府中第四中学校訪問 

支援室コーディネーター会議 

2 月 20 日 狛江市立狛江第一小学校にて国際理解教育ボランティア活動(小 6・第 1 回） 

2 月 26 日 府中市立小柳小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 1 回） 

2 月 27 日 
狛江市立狛江第一小学校にて国際理解教育ボランティア活動(小 6・第 2 回） 

府中市学習支援ボランティア 小柳小学校訪問 

2 月 28 日 第 23 回国際理解教育研究会議 川崎市総合教育センター研究報告会 

3 月 1 日 府中市立小柳小学校にて国際理解教育ボランティア活動（小 3・第 2 回） 

3 月 2 日 連携プログラムについて府中市教育委員会との打ち合わせ 

3 月 4 日 韓国の旧正月体験（うりぬり主催） 

3 月 6 日 府中市学習支援ボランティア 府中第九小学校公開授業視察 

3 月 9 日 
アドバイザー会議 

第 20 回運営委員会 

3 月 14 日 第 1 回府中市学習支援意見交換会 

3 月 16 日 連携プログラムについて川崎市総合教育センターとの打ち合わせ 

3 月 22 日 第 2 回府中市学習支援意見交換会 

2007

年 

3 月 23 日 
在日ブラジル人児童向け教材 一般公開直前フォーラム（多言語・多文化教育研究セン

ター） 
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多文化コミュニティ教育支援室 活動年表                      ボランティア登録者数（2007 年 3 月 31 日現在）：381 名（うち留学生 65 名）、卒業生 34 名 

  2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 
多文化 

コミュニティ 

教育支援室 

  

9 月 文部科学省平成 16 年度「現代的教育ニーズ取組支援 

     プログラム」採択 

10 月 多文化コミュニティ教育支援室開設 

1 月 「多文化コミュニティ支援室学生ボランティア」学内公募開始

  ◆4 月 多言語・多文化教育研究センター設立 

5 月 川崎市立殿町小学校にてボランティア 

     活動開始（Amigos） 
      

7 月 川崎市立殿町小学校にて通知表翻訳 

    開始（Amigos） 
      

 7 月  川崎市立京町小学校にてボランティア活動開始（Amigos）     

     4 月 小金井市で学習支援活動開始（小金井第一小学校） 

     5 月 新宿区で学習支援活動開始（大久保小学校／Amigos） 

     
11 月 府中市教育委員会との協働・連携開始 

     （「東京外国語大学学生が「府中市立小中学校に在籍する外国人児童 

     ・生徒への指導」に協力して行うボランティア活動に関する覚書」締結） 

  2 月 府中市で学習支援ボランティア活動開始（府中国際交流サロン）     

学習支援 

  ※実践校：計 2 校 ※実践校：計 2 校 ※実践校：7 校 

   5 月 川崎 市総 合教 育セン ター主 催の 国際 理解 教育 研究 会議 へ加 入   

   
6 月 府中市で国際理解教育ボランティア活動開始 

      （府中第七中学校、その後小柳小学校） 
  

  
10 月 川崎市立京町小学校学童保育「わくわく」で活動開始 

      （Amigos） 
    

    10 月 新宿区で国際理解教育ボランティア活動開始（大久保小学校） 

      
10 月 三島市立東小学校の児童 20 名、修学旅行で本学を訪問。 

      国際理解講座を実施。 

    12 月 品川区で国際理解教育活動開始（杜松小学校／うりぬり） 

  1 月 川崎市で国際理解教育ボランティア活動開始     

      （川崎市立菅小学校) (川崎市立東柿生小学校）   

   （川崎市立菅中学校） （川崎市立土橋小学校） 

      （川崎市立宮前平中学校） 

    2 月 狛江市で国際理解教育活動開始（狛江第一小学校）   

国際理解教育

  ※実践校：2 校 ※実践校：8 校 ※実践校：9 校 

    
9 月 26～30 日 「2005 年度夏季多言語多文化共生学講座 

           ―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入門」開講

9 月 25～29 日 「2006 年度夏季多言語多文化共生学講座 

             ―外国人児童生徒の学習支援ボランティア入門」開講 
教育・研修 

    10 月～2 月 後期総合科目「多言語・多文化社会論講座」開講 
◆Add-on Program「多言語・多文化社会」開講 

   （多言語・多文化教育研究センター） 

  

10 月～11 月 プレ・学生多文化フォーラム 

             学生ディスカッション 

             佐藤郡衛氏講演会 

             山西優二氏講演会 

             ワークショップ 

  12 月 学生多文化フォーラム 

調査・研究 

  

1 月～3 月 府中市立小中学校における日本語指導が必要な 

          外国人児童生徒への日本語指導に関する実態調査
6 月～11 月 全国 3 ブロックで外国人 児童生 徒のための 教材調 査活 動

◆在日外国人児童のための教材開発 

  （三井物産／多言語・多文化教育研究センター） 

  4 月 山本重幸氏講演会   

  4 月 スタディ・ツアー「多文化のまち―大久保・百人町を歩く―」 4 月 スタディ・ツアー「多文化のまち―大久保・百人町を歩く―」 

  4 月 湯本浩之氏講演会   

  4 月～12 月 TUFS 地域にほんご教室開講 6 月 フェスタ・ジュニーナ（横浜市立潮田小学校／Amigos） 

9 月 群馬県大泉町 日系ブラジル青少年フェスティバル 

     参加開始（第 3 回）（Amigos） 

9 月 群馬県大泉町 日系ブラジル青少年フェスティバル 

    参加（第 4 回) (Amigos) 

9 月 群馬県大泉町 日系ブラジル青少年フェスティバル 

    参加（第 5 回) (Amigos) 
多文化共生 

推進活動 

4 月 東京外大在日外国人交流ネットワーク 

     ～Amigos～結成 

 

12 月 二宮正人氏講演会（Amigos 主催） 10 月 手塚和彰氏講演会 

12 月 静岡県大東町・東京外国語大学共催 

      「日本・ブラジル交流のつどい」開催 

1 月 小貫大輔氏講演会 

10 月 中萩エルザ氏講演会 

10 月～11 月 調布市市内・近隣大学等公開講座 

            「多言語・多文化共生と私たち」 

11 月 韓国人留学生ボランティア・グループ「うりぬり」結成 

12 月 韓国文化理解講座 

9 月 日本通訳学会 第 7 回年次大会発表（Amigos） 

11 月 外語祭で多文化多言語劇 

        「言葉をつなぐ指輪～共生って大変だよね～」上演 

11・12 月 キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏講演会 

 



 

 

 

第Ⅱ部 

 

平成 18 年度の活動推進事業 
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1.学生ボランティア支援活動 

 

1－1 学習支援活動 

 

(1) 新宿区立大久保小学校 
報告者：保坂 楽冬(外国語学部ポルトガル語専攻 3 年) 

 
活動内容 

 東京都新宿区立大久保小学校に週 2 回メンバーが訪

問し授業に参加した。初めて学校に伺った時に、大久保

小学校の児童のうち 60％がなにかしら外国との接点を持

った児童だという話を国際理解教育専門の善元先生から

伺い驚いた。教室にも中国や韓国籍の児童が多く、子ども

たちは異文化交流には慣れているようだった。 

指導対象の児童は 1 年生のブラジル人児童で、最初は

日本語がわからなかったため、授業中は彼の隣でポルト

ガル語の会話をすることから始めた。2 学期からは学校に

も慣れ、ひとりで授業を受けられるくらいにまで日本語能

力も上達したため、担任の先生のサポートとしてクラス全

体を見て、必要な時にポルトガル語のサポートをするよう

な形で授業に参加した。 

 

児童の成長の様子 

・  私達が話し相手になっている時は落ち着いて授業に

も参加していた。 

・  日本語がわからないなりにも授業に参加しようという意

欲が見られた。夏休み明けに会った時には普段の生

活に支障がないほど日本語が上達していてこちらが

驚かされた。 

・ 最近は友達も増え、学校が楽しいと感じられるように

なったようだ。 

 

活動を通しての感想 

・ 毎週会うたびに日本語がうまくなっており、子どもの

適応能力に驚かされた。 

・ 支援の対象の児童ばかり見ていると、周りの子が「どう

してあの子だけずっと先生が付いているの？」と気に

してしまうので、生徒と接するバランスにも注意しなけ

ればならない。 

・ 授業に参加していると、子どもを諭さなければならな

い場面に遭遇することもあるが、私達は教育の専門

家ではないため、どのように対処すればよいかと悩む

場面もあった。 

・ ポルトガル語の能力を活かして自分に何かできること

はないかと考え、始めた活動であったが、自分自身も

よい経験になったと思う。一見地味に見える草の根の

活動の積み重ねこそが重要であることを気づかせてく

れる活動であった。 

 
 
(2) 府中市学習支援ボランティア 

 

報告者：小島 和美（外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

 

学習者 

学年：小学 2 年 母語：タガログ語 

 

学習状況 

会話：文レベルで日本語会話はまだできない。単語レベ

ルでは筆記用具の名前や毎日授業でよく使う単語を

覚えており、それらの単語を用いて他の生徒と意思

疎通を図っている。 

文字：平仮名を読むことはできる。しかし書くときには、「あ、

い、う、え、お、か、き、く、け、こ、・・・」というように順

に数えていかなければ思い出せない文字が多々ある。 

漢字は自分の名前以外習得していない。            

教材名：小学校の教科書 
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感想 

 授業に集中しない、繰り返し練習しても覚えない、総合

的な力が不足しているようだ、・・・。生徒について書かれ

た書類にはそのように書かれていた。日本人でも授業中

に立ち歩いたり、集中できない子どもはいるが、同じような

かんじなのだろうか。とにかくできることをやってみよう！と

前向きな考えでボランティアに取り組むことにした。私が小

学校へ通い始めた 1 月には、その生徒は以前と比べて授

業態度が大幅に改善されたようで、授業中に立ち歩くこと

はほとんどなかった。しかし授業に集中せず他のことで遊

んだり、嫌なことがあると顔を机に伏せて言うことを聞かな

くなることは今なお、よくあることだ。しかし私はこの態度を、

「授業態度が悪い」と片付けることはできないと思う。その

生徒は日本語で会話できないため、彼の意見を聞くときや

何かを説明するときはほとんど英語で会話している。英語

で会話していると、授業中の態度からは想像できない彼の

豊かな思考が伺える。そこで、私は日本語を理解できない

ゆえに彼の授業態度は悪くなってしまうのではないかと思

った。他の外国人児童は静かに授業を受けているので、

実際彼だけどこか特別なのかもしれない。しかし私は自分

自身、理解できない言語で授業を受けることになった場合、

今の彼のような態度になる可能性を全面には否定できな

い。わからない言語環境におかれることが、どれほど大変

か。そのことを考えると、彼は彼なりに頑張っているのでは

ないだろうか。今後、彼が生活しやすい環境をできる限り

提供していこうと思う。 

 

課題 

・ 平仮名を、迷うことなく書けるようにする 

・ 算数の授業についていく 

・ 日本語の発言を増やす 

 

 

報告者：董 麗雲（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

学習者 

学年：中学 3 年 母語：中国語 

 

学習の現状 

まず、会話レベルについて：日本に来て 1 年がたち、日

本語の習得レベルは普通の日常会話で聞き取りならほぼ

問題なく、ただ答えることに対してはちゃんと最後までは言

えずまだ練習が足りないという感じである。また、普段あま

り使われていない言葉がかけられると意味が分からなくな

ることがある。（高校の入試面接の練習の時に、先生の質

問に対して聞き取れないことがある）だたし、文章を読む時

に、とてもスムーズに読むことができる。学力がかなり高い

と思われる。 

書くレベルについて：全体としてまだ語彙が足りない。

漢字の書き読みがまだ分からない時が多い。 

→全体を見て、日本語は中級レベルである。（日本語能力

検定試験 3 級から 2 級の間） 

使っている教科書は『標準日本語・中級』、『上級漢字』

である。 

 

感想 

初めて日本語学習支援のボランティアを行い、戸惑うと

ころがかなり多かった。まず、教え方、どういうふうにすれ

ば相手の日本語レベルを高めることができるのかが分から

ない。そんな中に、自分が昔の日本語学習の経験ややり

方と同様に、相手に教えた。一番頭を悩ませたのは助詞

などの文法を説明することが詳しく明瞭にできなかったこと

である。 

また、教えていた文法などについて普段があまり使う機

会がなくて、なかなか活用できなかったところもあった。先

週教えたことが次の週に小テストを行うところ、単語などは

大体覚えているが、文法を使って文を作ることが相対的に

弱い。（それは、全体の語彙が足りないという原因も含む） 

そして、特に気になったのは漢字の読み書きがまだ弱

いところである。それに対して、過去自分が通っていた日

本語学校で使われていた『上級漢字』を使って、漢字の読

み書きを強めることにした。 

 

課題 

今後の課題として、大事なのはまず会話レベルのアップ

であると思う。今回はおもにこちらが一方的に話して、きち
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んと向こうから話してもらうことができなかったことがとても

残念に思った。これからだんだん日本語のレベルが上が

るにつれ、時々小テーマについて話してもらうのがいいの

ではないかと思う。そして、一方的に話すのではなく、向こ

うの意見も話してもらったり、日本語の話す能力をアップし

たいと思う。 

また、普段の会話ではあまり使わない文法について、作

文などを通して覚えてもらう方法も考えていた。（学校でも

していることだと思うが）教科書以外の読み物も少しずつ

広く読んでもらえればと思う。 

そして、もうひとつ大切なのは漢字の読み書きの勉強で

ある。同じ漢字圏として漢字の勉強は他の国の人より勉強

しやすい利点もある一方、漢字の意味が分かっていても、

きちんと書ける、そして読み方が分かることがまだまだ一番

力を入れてもらいたいと思う。 

 
報告者：垣平 浩明（外国語学部アラビア語専攻 4 年） 

 

学習者  

学年：小学 1 年 母語:アラビア語 

 

学習の現状 

簡単な単語や生活に必要な表現は知っているようだが、

まだまだ日本語のレベルは高くない。 

ただ当初の問題であった心の問題は心配ないと思う。

アラビア語が多いのではあるが積極的に話してくれるよう

になった。 

他の児童と同じ国語の教科書を使っていたこともあるが、

最近は会話を中心に行っている。 

 

活動の課題 

最近、初めにアラビア語で友達になろうとしたのが間違

いだったかもしれないと思うようになってきた。 

すでに活動を始めてから 3 ヶ月になるのだが未だにアラ

ビア語の割合が多い。 

友達との間では単語だけで喋ることが多く、アラビア語

の特性のせいもあるのかもしれないが文になると助詞や助

動詞が抜けることが多いのが気になる。 

そもそも体系的に日本語を勉強していないので自分で

文を作るとなると難しいのかもしれない。 

また、まだ 1 年生であり単語を知っていても文法を学ん

だことがあるわけではないので、動詞や形容詞の場合形

が変化すると別の知らない単語であると認識することがあ

る。 

一番頭が痛いのはアラビア語では自分からいろんな話

をしてくれるのに日本語だと一言ずつでしか話してくれな

いことだ。 

今後は私の日本語の割合をさらに増やし、発話できなく

とも彼女の日本語のリスニング能力を上げていきたいと思

う。 

そうしなければ彼女はいずれ日本の小学校の勉強につ

いていけなくなるのではないかと心配でならない。 

 

報告者：山田 洋平(外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

 

学習者 

学年：中学 1 年  母語：中国語 

 

学習の現状 

学習は学校の放課後週 2～3 回、日本語の授業を行うと

いう形を取っている。適宜授業の宿題など学習支援も行っ

ている。教科書は前任の先生指定の『中日交流标准日本

语中级』(人民教育出版社)。 

生徒の日本語習得レベルは日常会話にはあまり困らず、

授業内容もだいぶ理解している模様。授業内容よりもむし

ろ中学生同士で使用する俗語に関する質問の方が多くな

ってきた。「冗談やおちょくるようなことも言うようになった」と

言う(担任談)。日本語教科書の長文も良く読めており、部

分的な語彙（例えば文化語彙）の拡充が中心。現在の課

題は筆記。作文で間違いを減らすにはもう少し時間が必

要であろう。 

 

活動を通しての感想、課題等 

自分では当たり前と思っていた言語現象や文化が否定

されるとき、日本語教育というものに非常に大きなやりがい

を感じる。改めて日本語や日本文化に向き合う機会を与
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えてくれるという面でも非常に楽しい。また従来の言語教

育で粗末に扱われてきた俗語の問題など考えなくてはな

らない問題が山積していそうなことにも気付いた。彼の日

本語のレベルはかなり向上しているため、教科書に載って

いるやや古い語彙や堅めの言い回しなども勿論無駄なも

のではない。しかしながら「中学生がその学校生活などに

おいて必要とする語」というものの重要性はそれを大きく上

回るものである。こうした点を含め、今後も精力的に取り組

んでいけたらと思う。 

 
報告者：李 冬梅（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

学習者 

学年：中学 1 年 母語：福洲語（中国福建省出身で北京語

ができる） 

 

学習の現状 

1．教材に関して 

日本に来て 1 年経ち、半年ぐらい府中市から派遣され

た日本語教師の元で日本語学習補導を受けたが、1 から

の学習のようで、基礎が弱いと思われる。使っている教材

は現在 3 冊―学校の「国語」テキスト、支援室から「日本語

スーパーキット 2」、後「中学生の文法教室」である。 

1）国語テキストを使って： 

国語テキストを使う狙いとしてはクラスの学習進度と今後

進学などを考え、1 日も早く国語文章の仕組みになれ、

「予習」、「自習」、「復習」の習慣を身に着けることである。

また、文章を読みながら頻繁に使いそうな単語、簡単な文

型を拾って説明してあげる。初印象でひらかな・カタカナ

読みに問題がないと感じていたが、実際国語テキストの本

文を読ませるとまだそれほど読みが定着してないことが分

かった。彼女が出来る範囲内で本文の読み、意味を辞書

で調べてきてもらい、それを声を出して読むことで意味理

解だけではなく、ひらかな・カタカナの発音も確認してい

く。 

2）「日本語スーパーキット 2」を使って 

  国語テキストの本文が 1 つ終わった所で、スーパーキッ

トを使い基礎文法学習をする。最初、動詞の種類（五段・1

段・カ変・サ変動詞）と活用（ます形、タ形、テ形、ナイ否定

形）の大体の体系と特徴を説明していく。その間にゲーム

を入れたり面白い話をしたり、ワンクッションを入れるように

気をつける。全体の説明が終わったら、次は知識点を 1 個

ずつ学習していく。私が探してきた単語だけではなく、彼

女にもそれぞれ動詞を探して、活用してきてもらう以外に、

スーパーキットの活用カードを使い繰り返し練習をする。ま

た、毎回スーパーキットから相応の練習問題を配り宿題と

してやってきてもらい、それをチェックしながら知識点を確

認する。練習、確認、説明を繰り返し、「動詞」をしっかり認

識させる。同じ方法で形容詞なども学習するつもりである。 

3）「中学生の文法教室」を使って 

国語の先生から文法学習の参考にできればと渡してい

ただいた本である。内容を分かりやすくまとめていて、スー

パーキットの練習問題の盲点を補うのにちょうどいいと思

い、途中から使用している。スーパーキットの練習問題は 1

つの知識点に対して集中練習問題であって、問題は少し

違いがあるものの実際は理解できてなくても「マネ」するこ

とでできてしまう傾向がある。確認して、間違った所を整理

するようにしているが、やはり理解できているかは分からな

いことが多い。そこで、文法教室をつかって、今までの学

習をまとめずつ違う応用をさせて理解度を確認することが

できる。 

 

2．学習レベル 

 彼女の日本語は日常会話でも、学習言語でもとても不安

定である。これは難しいだろうと思うところは簡単にできたり、

これは知っているだろうと思う所ができなかったりする。基

礎からしっかりとした学習が必要ということで、強いて言うと

初級である。 

 

感想・課題 

活動しながら、彼女は内気で自分から積極的に何かを

行うタイプではないというのは誤解だと分かった。実際本

人の話を聞くとクラス内での活動にも積極的に参加してい

るし、クラスメートとは旨く話せないがコミュニケーションを

取ろうという姿勢が見える。ただ、まだ現在日本語を自由

に使えないことから自信が足りなく、ちょっと躊躇してしまう
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ようである。陽気で頑張り屋であることに安心した。本人が

発表に向かって書いていた原稿には「日本での暮らしに

は、特に学校生活を 1 年経った今慣れはじめている」、「日

本語をわかり、話せるようになっている」、「友達がいっぱい

教えてくれた」などの表現があった。（注：発表テーマを途

中で変更してしまった）自信がついてきているようなので、

周りのサポートが大事だと思った。 

自分の活動が終わるまでやれるところは焦らず、じっくりと

教えて行きたいと思う。課題としては彼女の日本語能力を

もっと伸ばすことはもちろん、学校の先生と彼女が直接に、

遠慮なくやりとりできるようになればいいと思う。 

 
報告者：潤間 拓郎(外国語学部フィリピン語専攻 3 年) 

 

学習者 

学年：中学 1 年 母語：セブアノ語(フィリピンの 1 地方語) 

 

学習状況 

私が学習支援している科目は、英語、国語、数学です。

英語の理解は全く問題なく出来ているが、英文を日本語

に訳すことや、日本語の指示にまだついていけない。国語

は、別教室で学校の教科書を使って、指導している。それ

以外に特別な教材は使わないが、教科書の文章を声に出

して読み進めて、意味のわからない言葉や漢字が出てくる

と説明をするようにしている。 

日本語レベルは、ひらがなは一通り覚えているので、読

むことは出来ても、発音どおりに書くことが出来ない。漢字

はまだ読めないものが多いので、よみ仮名を本人に書い

てもらいながら、字を確認している。本人に声に出してもら

うことを心がけて、同じところでつまずかないようになったと

思う。数学も別教室での指導となっている。計算は問題な

く出来るが、図形の問題、特に作図の問題では問題の内

容がわからないため、何をしていいのかわからないときが

ある。 

 

感想 

日本語に限らず、言葉を教えることは繰り返し練習をす

ることに尽きると思うが、やはり、声に出して読むことは効

果があると思う。同じ漢字でつまずかないようになり、ぎこ

ちなくとも読むことができるようになっている。ただ、日本語

で文章を書くことが学校以外の場所で少ないように思う。

ひらがなでも書き間違えてしまうことがなかなか直らないの

は、学校を離れた時に、実際に書いて使ってみる機会が

少ないことに原因があるのでは？ 家庭などでも日本語を

書く機会をもつことを意識してもらえば、指導の効果は更

に上がると思う。また、宿題や提出物については、指導す

ることができなかった。一人になるとわからないもの、出来

ないものがどうしても出てきてしまう。それらは、成績や内

申点にも関係すると思うので、宿題なども含めた指導が必

要になるのかもしれないと感じることがあった。一言アドバ

イスやヒントがあれば、できるものもあると思う。 

指導中集中力に欠けるときがあり、やはり、難しいという

のが正直なところなんだろう。特に、別教室になると雑談を

してくるが、やはり、普段なかなか上手く喋れないからなの

か、などと思いながら、それにも乗りつつ、勉強を無理に

押し付けるのではなく、メリハリをつけながら進めることが大

切だと思った。 

 

 

 

(3) 府中国際交流サロン 

 

1) 学習指導計画  

 

報告者：上武 布美(外国語学部朝鮮語専攻 2 年) 

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：韓国語 

 

指導内容 

主に学校の英語や国語・数学の予習や復習をしている。

試験前になると試験勉強を一緒にやる。英語を教えるとき

はなるべく本人に読んで訳してもらい最後に英作文をやっ

てもらう。国語の時は教科書を音読してもらい、漢字の読

み方や書き方を教えている。 
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現状 

明るく誰に対しても気を配れていて、新しいことを習うこ

とに楽しみを感じているが、時に集中力がきれて、勉強を

しないで遊んでしまうときがある。 

 

目標 

面談時にご両親から言われたように、より成績向上のた

めにこちらから課題を出したり、やる気を出させたりするよ

う努力していきたい。またそれと共に勉強だけでなく、この

サロンが生徒にとっての憩いの場としての役割を果たせる

よう努力していきたいと思う。 

 

報告者：出町 仁美（外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

 

学習者 

学年：中学 1 年 母語：中国語 

 

指導内容 

 中学1年生の国語の教科書を用いて読みの練習、単語

の確認。 

 漢字ドリル（現在は小学校 5 年生のもの） 

 作文 

 

現状 

 ＜良い点＞ 

   教科書を音読するのが早くなった。また漢字の練習

に苦手意識が少なく、覚えも良い。 

 ＜課題＞ 

   自分の伝えたいことを言葉で表現することが苦手なよ

う。また作文をすると、話している通りに書くので表記

の間違い、文法の間違いが見られる。 

 

今後の目標 

これまで通り、国語の教科書を用いての読みの練習内

容の確認は毎時間進めていく。また作文と漢字ドリルを 1

週間ごとに交代で行う。保護者との面談の結果、外であま

り話さないことと、家で勉強している時に漢字の間違いが

見られることを気にしていた。この点を作文を通して改善

することが今後の目標だ。具体的には、作文を書く前に内

容に関していろいろ質問をすることで、自分のやったこと・

感じたことなどを説明する練習にしてもらう。また漢字や文

法・表記の間違いの確認はそのつど行う。 

 

報告者：小島 和美（外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：英語・中国語 

資格：日本語能力試験 2 級 

 

指導内容 

学校の宿題 

・ 国語：漢詩・俳句の暗記 

・ 社会：職業体験の報告をまとめる 

 

現状 

＜良い点＞ 

何事にも積極的で真面目に取り組む姿勢。俳句や漢詩

を覚える宿題が出たとき、私たち日本人にとっても難しい

文章を、不満を漏らすことなく積極的に覚えようとしてい

た。 

＜課題＞ 

語彙不足。彼女の日本語力には 1 見問題がないようにみ

えるが、しばしば会話中で日本語の単語が見つからなか

ったり、私の発した単語の意味を理解できないことがある。 

 

今後の目標 

・ 難しい意味の単語を覚え、日本語の語彙を増やす 

・ 日本語能力試験 1 級に向けて問題集を解き、日本語

力をさらに高める 

 

報告者：山田 寛子（外国語学部フランス語専攻 4 年） 

 

学習者  

学年：小学 6 年 母語：韓国語  

日本語力：流暢に話すことができ、語彙力もある。書かれ

た文章を読み取る力がある。 
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指導内容 

・ 自宅で解いてきた問題集（国語・算数）の疑問点を解説

する。 

・ 学校のテスト（国語・算数・社会・理科）で間違えた問題

の解説をする。 

・ 短い作文を書く練習をする。 

 

現状 

＜良い点＞ 

・ 国語の読解力が優れている。 

・ 算数では基本を理解し、応用問題に生かすことができ

る。 

・ 常体と敬体の違い、句読点の打ち方など、文章を書くと

きの基本がわかる。 

 

＜課題＞ 

・ 国語で、漢字表記すべきところを平仮名で書いてしまう

ことがある。 

・ ことわざや慣用句に慣れていない。 

・ 算数で途中過程を残さず答えだけ書いてしまう。 

 

今後の目標 

来年中学生になるので、その準備をすることが目標であ

る。ご両親からは、親の自分たちが答えられないことわざ

や、俳句など日本独自のことを解説して欲しいと要望があ

った。実際、中学に入ると古典や歴史で難しい単語や、な

じみのない習慣が教科書に出てくる。それに拒否反応を

おこさないように、今のうちから日本の古い習慣について

親しみを持てるようにしたい。また、現在先取り学習として、

数学に手をつけているが、数学に出てくる用語にも慣れる

とよい。作文は引き続き、時間を見つけて行いたい。 

 

報告者：黒野 美香（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：英語 

日本語力：日常会話には全く問題は見られない。ただ、語

彙力が不足しており、そのことが国語以外（理科・社会や

数学の文章問題等）の学習に支障をきたしている。漢字は、

小学校高学年レベルになると読み書きできないものがあ

る。 

 

指導内容 

これまでは、作文を中心に指導を行ってきた。毎日の日

記添削に加え、毎週テーマに沿って 400 字程度の作文を

書いてきてもらい、それを添削したり、よりよい文に書き直

したりした。 

 

現状 

＜良い点＞ 

・ 日本語の学習に積極的である。特に、漢字の学習に

とても熱心である。 

・ 社交的な性格のため、日本語を聞いたり使用したり

する機会が多い。 

 

＜課題＞ 

・ 時々話に夢中になりすぎてしまう。 

・ 日本語を書くことや辞書をひくことをめんどうくさがっ

てしまう。 

 

今後の目標 

大分日本語の読み書きはできるようになったが、やはり

教科の学習は難しいようである。中でも社会は「教科書に

書かれている内容が理解できない。用語集の説明も理解

できない。」という状況なので、これからはそのサポートを

中心に活動を行っていく予定である。 

 

報告者：柴本 智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：中国語  

日本語力：会話は問題なく出来るが、社会科科目など授

業内容の理解が難しい。 

 

指導内容 

主に数学・英語・歴史・国語・理科の授業の復習や、授
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業でわからなかった所の説明などを行った。特に歴史・理

科については、教科書に書いてある文章の理解が難しく、

ひとつひとつの語句を理解できるよう説明を行った。国語

については、古文の暗唱テストのために、一緒に暗唱を頑

張って行った。最初は覚えられなかったが、繰り返し頑張

っていくうちに全部覚えることが出来た。また、教科書の本

文にある漢字の読みの確認をした。 

 

現状 

学習に対してとても意欲があり、来年は中学 3 年生にな

り受験もあるので、この頑張りを続けていって欲しいと思う。

英語に関してはとても発音がきれいである。また、問題点

としては、歴史・理科の授業内容の理解がある。教科書の

内容や、歴史などの専門用語の理解が難しい。 

 

今後の目標 

今後は、歴史科目の授業内容を理解することを目標と

する。教科書の内容についての丁寧な説明、解説を必ず

行っていく。歴史については、単に用語を暗記するのでは

なく、歴史の流れを理解することが出来るようにする。また、

理科については、“電圧”や“抵抗”、“電流”といった専門

用語をしっかり理解できるように指導を行う。 

 

2) 学習支援報告と感想 

 

報告者：上武 布美（外国語学部朝鮮語専攻 2 年）  

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：韓国語 

 

報告  

 私が担当する韓国人の生徒は日本語を話したり書いたり

することに問題は無かったため、主に中学校の勉強の復

習と予習をしました。英語の関しては教科書を音読したり、

文書に出てきた単語をテストしたり、習った文法を使って

英作文をしました。国語に関しては教科書を音読したり、

漢字を練習したり、作文を書いてもらいました。音読に関し

てはさほど問題が無かったのですが、漢字の読みや書くこ

とは苦手でした。しかし同じ部屋にいる友達に教えてもら

ったり、逆に自分が教えたりすることで覚えていきました。

社会科に関しては歴史の教科書を読んだり、問題集を解

いたりしました。私が気になったのは歴史で出てくる漢字

の読み方ができないということでした。例えば「御触書」を

「ごふれかき」とよんだり「生類憐みの令」を「せいるいあわ

れみのれい」と読んでしまったりすることが多々あったので

その都度おしえていきました。ただやはり韓国の歴史には

詳しくて、私は驚嘆しました。1 年間を通して勉強面でもそ

れ以外の面でも成長していくのが実感できました。 

 

感想 

 去年の 5 月ごろからこの府中サロンの活動を始めて、最

初は自分が支援できるのだろうかと思い、活動をしていて

も本当に生徒のためになっているのかと不安になることが

多かったです。特に私が担当していた子は日本語能力に

は問題が無かったため、私はなぜ日本語が話せるのにこ

のサロンに来るのだろうかと疑問に思っていました。しかし

時間が経って、何で話し合える関係になると、彼女がこの

サロンに求めているものが分かってきた気がしました。韓

国は勉強熱心な国として知られているように、彼女の両親

はとても勉強熱心な方であるため、彼女は友達と遊びに行

くことが許されていなかったのです。私がお母さんと面談し

た時もその熱心さは伝わってきました。その重荷から少し

でも解放されるのが府中サロンという場だったのではない

かと思います。私はそのことに気付いてから、前よりも勉強

の支援に重点を置くのではなく、彼女の話を聞いたり、好

きなことを一緒に共感したり、悩みを聞いたりすることに重

点を置くようにしました。学習支援とは必ずしも日本語や勉

強を教えるだけではなく、生徒にとって安心できる場を作

っていくことでもあるのだと、1 年を通じてわたしは思いまし

た。 

 

報告者：出町 仁美（外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

 

学習者  

学年：中学 2 年 母語：中国語  
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報告 

国語の教科書のサポート、漢字練習を中心に行ってい

る。最近は、最初の頃に比べて教科書を読むスピードが

早くなり、語彙力も増えてきたもようだ。また知らない単語も

見当をつけて読むということができるようになってきた。漢

字は、中国式の書き方をしてしまうこともあるが、ほぼ問題

はない。書く練習というより、漢字ドリルをやりながら書ける

語彙を増やせればいいのではないか。作文と漢字ドリルを

交互に行うというのはあまりうまくできていない状態だ。教

科書のみで時間が過ぎてしまうという時もあるが、こちらが

作文の題材を提供できていないという問題点もあると思う。

書くことに苦手意識は持っているが、ある程度は書くことが

できるので、もっと書く機会を提供できれば慣れるのでは

ないかと思う。お正月明けに少し日本のお正月を紹介した

ら興味を示してくれた。そのためそれ以降、何回か日本の

お正月に関連するものを写真を用いて説明し、同じように

中国の旧正月についても質問して少し話してもらった。会

話に関しても、最初に比べ質問したことに関して話す量が

増えた。日常会話については問題なく、説明をする時に

単語が出てこないこともあるようなので、そのつど語彙を教

えればより多く話せるようになるのではないか。 

 

感想 

今年度からこのサロンの活動に関わり始め、探りながら

やっている状態だった。きちんとできているか常に不安に

なってしまいはするが、ミーティングの時にメンバーとサロ

ンについて話し合ったり、伊東先生にアドバイスを頂いたり

したことが支えになったと思う。慣れない中でいろんな人か

ら話を聞けるということは大きかった。この活動をやってい

て一番嬉しいのは、やはり生徒に変化が見られた時だっ

た。最初に比べて話す量が増えたことや知っている単語

が増えたという小さな変化でも、それがあることでやりがい

を感じることができる。またサロン自体が、メンバーとの親

睦会や一時期行っていた休憩時間のおかげで、最初に

比べ居心地のいい空間になった気がする。また生徒同士

もよく話していて雰囲気がいいようだ。府中サロンの活動を

1 年間行ってみて、このサロンの雰囲気を多くの人に体験

してもらいたいというのが今感じていることだ。 

報告者：原田星来(外国語学部トルコ語専攻 1 年) 

 

＜前期＞ 

 

学習者 

学年：小学 6 年 母語：中国語、マレー語 

 

感想 

初めて府中サロンで担当児童と接したときの感想は「こ

んなに日本語が上手な子に何を教えればよいのだろう」と

いうものだった。もともと両親は日本人で、家庭では日本

語を使用していた彼女はボランティアや他のサロンの児童

と話すときにもまったく不自由を感じていない。しかし学校

の勉強となるとやはり話は別なようだった。国語に関しては、

毎日の出来事を日記に書いてもらうことと、毎回ひとつの

話題について作文を仕上げ、それらを添削することが主な

活動だった。また漢字には非常に興味を持っているので

レベルにあった漢字ドリルで一緒に学習をしていった。特

に難しいと感じたのはオノマトペを使用する作文課題で、

英語ではどのように言うのかなどを話題にしながら教えて

いった。彼女の場合は家庭内で日本語を使用しているた

め比較的教えやすかったのではないかと思うが、外国人

児童の場合はより難しいのではないかと思う。前期の後半

は保護者との面談時に特に社会科を教えてほしいと頼ま

れたので、国語は日記の添削だけにし、社会科の試験問

題を一緒に見直したり、「時代」の概念や、日本人ならば

誰でも知っている歴史上の人物、たとえば「聖徳太子」な

どを教えていった。試験問題の文章にはすべて学校の教

師によって振り仮名が振ってあり、試験時は日本人の生徒

とは別の教室で指導助手の先生に日本語の意味を聞きな

がら試験を受けたということだったが、やはり、日本語を読

むことには不自由せずとも理解をするのは難しいという。ま

た、ただのひらがなの羅列よりは漢字で部首などから意味

を想像したほうがわかりやすい場合もあると言っていたた

め、すべての漢字に振り仮名を打つよりは、語句の 1 つ 1

つを丁寧に説明したほうがいいのではないかと感じた。 

受験を控えて、教科指導と日本語指導を同時にするの

は難しい面もあったが、楽しみながら勉強できる場を作っ
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てあげられるかどうかをいつも気にかけてサロンに行って

いた。彼女を担当したのは前期のみだったが、日本語指

導について彼女や他のサロンのボランティアの方から多く

のことを教えていただいた。 

 

＜後期＞ 

 

学習者 

学年：小学 6 年 母語：中国語、マレー語 

 

感想 

後期から正式に担当することになったが、夏期休暇以

前からサポートメンバーとして担当したことがあるため、特

に問題もなくすぐに仲良くなった。彼女は 3 年前に日本に

来て以来小学校で日本語を学び、日常会話にはまったく

不自由しない。そのため基本は教科指導だが、教科指導

についても「外国人児童だから」「日本語ネイティブではな

いから」という理由で勉強がわからないというわけではなく、

日本人の同年代の児童と授業の理解度に差はないように

思う。 

普段の学習内容は、学校の宿題をサロンに持参しても

らい、わからない部分を教えたり一緒に問題を問いたりす

ることである。出身国であるマレーシアの学校の方が厳しく

「日本はとても楽！」といつも言っている。日本の学校を厳

しいと感じるか緩いと感じるかは、児童の出身国の学校事

情によってまったく異なるものだと感じた。彼女は中国語も

話せるので漢字にも抵抗はなく、むしろ日本の小学生レベ

ルの漢字は簡単すぎて飽きてしまうようだ。 

教科指導では算数や国語、社会科が多いが、特に算

数は苦手なようである。わたしも苦手なので、2 人で他のボ

ランティアの先生に聞きに行きながら解いている。しかしわ

からないとはいってもやはりその理由は彼女が外国人児

童だからというわけではないと思う。 

また、教科以外の総合科目で発表の内容を考えたり新

聞を書く宿題をサポートすることもある。まだ小学生で受験

の予定もないため「教える」というよりは「一緒に活動する」

という雰囲気で毎回サロンに行くのが楽しかった。大学生

と小学生が交流する場はそうあるものではないが、国際交

流サロンはこれができる貴重な場所である。わたしも府中

サロンで活動した 1 年間を通して児童たちと接して多くの

ものを学べたと思う。 

 

報告者：山田寛子(外国語学部フランス語専攻 4 年) 

 

学習者 

学年：小学 6 年 母語：韓国語 

 

感想 

担当した児童は、日本語を流暢に話すことができ、教科

を学ぶ際に用いる日本語にも問題はないように感じた。し

かし、児童や保護者との三者面談を行ってみて、いくつか

問題があることがわかった。まず児童や保護者には、出身

国である韓国より宿題が少ないことに対する不安があった。

また、児童が知らないことわざや慣用句に出会ったとき、

日本人の親であればすぐに答えられるのに、親として教え

てあげられないことにハンディを感じるなど、保護者が抱え

る不安も感じられた。 

そこで、指導内容として、児童が学校の宿題とは別に解

いてくる国語の読解ドリルを解説することを続けた。このこ

とで、家庭で取り組む課題が増え、問題を解くなかで生じ

た疑問は金曜のサロンの時間に解説するので、保護者が

抱える不安にも対応できたように思う。 

国語ドリルの解説を続けるうちに、児童は読解力がすぐ

れているものの、それを文章であらわす力が少し弱いと感

じるようになった。そこで、月に 2 回ほど、指導を始める前

に短い作文を書かせてみることにした。児童は作文に苦

手意識があり、「作文は嫌いだ」と言っていたため、テーマ

はその日学校であった出来事、旅行の計画、将来の夢、

習い事の発表会の見所など興味の持てる内容を選んだ。

また、雑談しながら話を引き出し、その後に書かせることで、

児童が取り組みやすいようにした。 

その際、漢字を知っているのに平仮名で書いてしまう、

文章中に「習ってる」や「してる」など話し言葉で書いてしま

うなど、問題はその都度生じたが、そのたびに注意して漢

字に慣れさせたり、話し言葉と書き言葉が違うことを説明し

たりした。今後は、児童がいかにそれを思い出しながら文



 

－43－ 

章が書けるかである。 

国語ドリルの解説は、ほぼ問題なく進んだ。ただ、児童

は俳句や短歌に苦手意識があったので、その単元だけは

じっくり取り組んだ。そして季語や歌が読まれた当時の習

慣には無知であったため、あせらず予備知識を教えること

から始めた。俳句や短歌に詠まれる題材には、日本の古く

からの習慣に根付くものがあるため、説明が難しかった。こ

の問題は児童が中学に入学して古典を習う際に出会う難

しさかもしれない。それを克服していくのが課題になるだろ

う。 

私は 1 年間同じ児童を担当してきた。その中で、信頼関

係が築けたと感じる。児童は毎回、学校での楽しかった出

来事、愚痴など良いことも悪いことも話してくれた。私につ

いても大学の話や出身地の話、恋愛の話に至るまで、何

でも知りたがった。そのため、毎回雑談の時間を持ち、い

ろんな話をした。これは、信頼してくれたからこそできたの

だと思う。もちろん、指導と直接の関わりはない。しかし、何

でも話せるくらいに親しくなれたことを、私は嬉しく思う。 

府中サロンに来る児童・生徒たちの目的は様々である。

日本語に不安を感じる生徒もいれば、学校の宿題を教わ

りに来る児童もいる。それぞれの望むものを知り、各々に

あった指導をするためには、やはり話をすることが大切だ

とも思う。なにげない会話をするなかで、ニーズをさぐること

ができると思う。また、私達大学生は、学校の教師達より年

齢も近く、児童・生徒のお兄さん、お姉さんのような存在に

なれる。彼らの話をよく聞くことで彼らに向かい合い、教か

指導や日本語指導だけでなく、学校生活の悩みにも対応

できると思う。それは、週に 1 度、1 対 1 で向き合う時間が

持てる、府中サロンならではの良さだと思う。 

 

 

報告者：柴本 智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

 

学習者 

学年：中学 2 年 母語：中国語  

日本語力：会話は問題なく出来るが、社会科科目など授

業内容の理解が難しい。 

 

感想 

7 月から府中サロンの活動に参加しました。すごく興味

があって参加したのですが、最初は不安だらけでした。ど

うやって教えたらいいのか、この教え方で合っているのか、

など、本当にたくさんの不安がありました。1 年たった今も、

学習支援という点では、私はまだまだ未熟で、至らない所

や反省点、改善点が多々あります。1 年を通して得た様々

な経験を来年度に生かし、また、自分自身たくさん勉強し

たり本を読んだりして知識を増やし、よりよい学習支援を行

っていきたいです。また、やっていく中で、だんだん生徒と

の信頼関係を築くことができ、勉強を教える、ということだ

けではなく、学校のこと、好きなことなど、お互いいろんな

ことを話すことが出来ました。このことは私にとってとても嬉

しいことでした。生徒が、「先生とたくさん話しをすることが

できてよかったです」という感想を言ってくれたときは、本

当に本当に嬉しかったです。活動を通して、勉強を教える

だけではなく、生徒からたくさんのことを教わり、私自身が

すごく成長することが出来たと思います。みんなが笑顔で

頑張っているところを見て、私自身もパワーや元気をたくさ

んもらいました。普段の学習支援活動だけでなく、クリスマ

スやハロウィーンのときにみんなでお菓子を食べたり、いろ

いろな話をしたことがとても心に残っています。本などで、

外国から来た子どもたちの抱える問題などを知ることはで

きますが、府中サロンで子どもたちと接し、彼らの抱える問

題というのがすごく身近に感じます。だからこそ、自分にで

きることは何なのかと考えたり、責任の大きさも感じます。こ

れから、学習支援の教え方や、子どもたちをとりまく環境や

問題について、もっと多くのことを学ぼうと思います。右も

左もわからない手探り状態から始めたこの活動ですが、1

年を終えた今、この活動に参加することが出来て本当によ

かった、と思います。一緒に活動をしていた学生の方々、

そして、いつも元気で笑顔の子ども達、本当にありがとうご

ざいました。来年度もがんばります！！！ 
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1-2. 国際理解教育 

  

(1)川崎市立東柿生小学校 

 

1) 概要 

報告者：門脇 弘典（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

 東柿生小学校での国際理解教育は、今年で 2 年目にな

る。昨年の成果と反省を踏まえた上で、更に質のよい授業

作りを目指した。 

 昨年の活動と比べて、変わった点と変えなかった点があ

る。まず変えなかった点は、各学年3クラスを対象に、継続

的に年 3 回授業を行なったことだ。また、学生側のコミュニ

ケーションについても、昨年同様の体制を敷いた。週 1 回

全体ミーティングを行ない、各種連絡はもちろん、授業案

の検討や実践報告をすることによって、参加者全員で考

え、情報を共有できるようにした。 

 昨年から変わった点もいくつかある。一つ目は、1 回目の

授業を作り始める前に、小学校の先生と学生で話し合う場

を設けたことだ。小学校側からは各学年の担当の先生が、

学生側は各チームの代表者が出席し、国際理解教育の

ねらいを考え、1 年間の授業方針を話し合った。最初に両

者の間で共通の認識を図ることができたのは、有意義であ

った。二つ目は、対象とする学年が全学年に広がったこと

だ。今後もこの活動が続いていけば、児童は小学校 6 年

間毎年、私たちと共有する時間を持つことになる。この活

動の特長の一つである継続性が、更に増進したわけであ

る。 

 

 

2) 各チームからの報告 

 

フランスチーム（小学 1 年生対象）：第一回 

報告者：指山 亜希子（外国語学部スペイン語専攻 3 年）  

 

タイトル  フランス人留学生、フィリップさんとの交流 

 

参加メンバー フィリップ・マガン（研究生）、徳光直子(外

国語学部フランス語専攻3年)、坂本悠(外国語学部カンボ

ジア語専攻 1 年)、指山亜希子（外国語学部スペイン語専

攻 3 年）  

 

活動日時 6 月 14 日（水）、9：00～1：30(9：30 まで先生方

との打ち合わせ、2～4 時限実践、最後に児童と給食) 

 

活動の目的  フィリップさんを通して、日本とは違う世界

の 1 国の存在を知ろう。英語偏重主義をなくす。 

 

 

活動の内容 (場所：多目的ホール) 

 行ったこと 児童の反応 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

1. メンバー全員のあいさつ、フィリップによるフラ

ンス語の挨拶の紹介 

・ 日本人学生とペアになって、「こんにちは

（サリュー）」、「元気？（サヴァ？）」を動作とと

もにやってみせる。 

・ 皆で声に出して言ってみる。 

→英語だけではない、外国語の挨拶がある

ことを伝える 

 

2． 地球儀、世界地図を使って、いろんな世界の国

・ 全員で大きな声で繰り返した。「サリューは動物のサル

みたいだよね」とフィリップが言うと、記憶がより定着した

ようだった。「サバは魚のサバみたいだ」と反応する児

童もいた。 

・ 何回か練習はしたが、授業後にはすっかり忘れている

様子であったため、その場で楽しむことを優先してよか

ったようだ。 

 

 

・ ワールドカップの影響か、多くの国の名前が挙げられ、
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10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

を見て、フランスに行き着く。 

・ 小学生に知っている国名を挙げてもらい、そ

れぞれ探す。 

・ フランスについてはフィリップが飛行機でど

れくらいかかるか、電車でどれくらいかかるか

説明。 

 

3．フィリップによる毎日の生活を紹介（小学生の時の

生活の例） 

・ 最初にクイズ形式でフィリップが8歳だったこ

ろの写真を見せ、誰だか当てさせる。 

・ 1 日の生活（給食ではなく家で食べた、など

の違いも混ぜて）を写真をつかって紹介（家

族写真や実家の写真、家の近くのベルサイ

ユ宮殿等も） 

・ 大学生になってからの生活を写真で紹介

（パリの写真） 

・ チーズクイズ（フランス人は何キロチーズを 1

年で食べるか、など） 

・ 食事の紹介（カタツムリ料理等） 

→写真を児童に見せ、なにか当てさせる 

 

4．フランス版だるまさん転んだ遊び 

・ フランス語では「1、2、3、太陽」という。 

・ ルールを説明し、学生で実演した後、皆で

フランス語を繰り返し、出来たらゲームを始

める。 

・ 鬼（だるまさん？）はフィリップと一緒に「1、

2、3、太陽（ソレイユ）」といってみる。 

 

 

 

 

 

5.質問時間、まとめ 

収拾がつかないほどだった。 

・ 電車では 1 週間以上かかる、というと驚いた様子だっ

た。 

・ 世界地図を見て、日本が小さい、フランスは遠い、と反

応する児童もいた。 

 

 

・ 写真は大きくしたほうがよい 

 

 

・ 家の写真には「豪華だ、なんでこんなに大きいの？」と

いった声があがった。 

・ 「チーズは皆と同じ重さくらいの量を食べる」といっても

あまり反応していないようだった。 

・ 児童は写真をはやく見たがるあまり移動したのでクラス

全体が騒がしくなってしまった。 

・ カタツムリを食べる、というと気持ち悪がっている児童も

いた。 

 

 

 

 

 

 

・  鬼になりたがる児童、何回もやりたがる児童が多く、

盛り上がった。 

・  練習をしてから行ったものの、フランス語を大きな声

で言える子どもはほとんどいなかったので、だるまさ

んがころんだ遊びに夢中になる結果にはなったが、

留学生と触れ合えるよい機会であった。 

・ やはり、男の子や活発な女の子が前に出がちで、後

ろで参加できていない子もいたので、少人数ででき

てもよかった 

・  フィリップ自身に関する質問（好きなもの、など）があ

った一方、国名を挙げ場所を尋ねる児童も多かっ

た。 
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反省点 

 

授業の進め方について（テクニック、手段に関して） 

①プログラム構想段階で留意すべきこと。 

・ 1年生で集中力を持続させるのは難しい。情報をそのま

ま挙げることよりも、クイズに基づいて、言いたいことを伝

える手段を考えた方が良い。（フィリップ、坂本） 

・ クラスの雰囲気、学年の特徴、静かにさせる方法をあら

かじめ打ち合わせしておくべき。 

→クラスによって、多少の差異はあるが、「発言するとき

は必ず当てられてから」という原則が、1 年生には存在し

た。また、クラスによって、生徒の積極性、やんちゃさも

異なるので、あらかじめ先生にお話を伺っておくと良

い。 

・ 授業で雰囲気（どのように進行させていくか）がつかめ

たけれど、前もって練習していれば、もっとスムーズに授

業を進められたと思った（坂本） 

・ 1 年生が対象であったため、もっと説明を少なくして、生

徒が主体的に参加していける授業にできたらよかった。

全体的に、留学生が 1 人で説明している時間が、予想

していた以上に多かったように感じられたので、日本人

学生もより積極的に留学生と小学生の間の架け橋的役

割が果たせる方法がほかにもあるように感じられた。（指

山） 

②実践中に留意すべきこと。 

・ 早口であり、小学 1 年生にはもう少しゆっくり話してほし

いとの指摘を受けた。 

・ 呼び方に注意。「おうちのひと」と言うのがベター。 

東柿生小学校の生徒の中には、父子家庭または母子

家庭の子どももいるため、必ず、保護者を指す場合は

「おうちのひと」という表現を使う必要がある。 

・ また、フランス語で子どもと、ゲームをするのは良いと思

われるが、始まる前に、必ず、「危ないですから、皆気を

付けてね」と子どもに言う方が賢明だ。（フィリップ） 

・ なるべく大きな声での呼びかけをしないと 1 年生は聞い

てくれないと実感したので、次回は声にも気を配りたい

と思う。（坂本） 

 

プログラムの内容に関して 

・ フィリップさん、一個人に迫るのではなく、漠然とした大

きな紹介になってしまった印象がある。（徳光） 

・ 世界地図を見せたのは、世界には英語だけではなくい

ろんな国があって色々な言葉が話されている、ということ

を示すのが目的であったが、結果的に多くの国の名前

を列挙したに過ぎない感があったのは残念。（徳光） 

・ 児童の日常と比べて、共通点、相違点を明確にするこ

とができなかった。 私たちのものの見方では小学生が

理解できないことがたくさんあると思う。その説明をいか

に小学生の身近なもの（具体的なもの）と結びつけるか

が大切だと感じた。プログラムの打ち合わせだけではな

く、どのように紹介するか、もう少し学生間で確認してお

くことが必要だ。 

・ 前半にみせた世界地図の印象がとても強かったようで、

最後の質問の時間にも、地図に関する質問が多く出た

クラスがあった。地理の時間ではないのだが、子どもた

ちが一番興味を持つものの紹介がもっとできたらよかっ

たのかもしれない。しかしながら、最後に体を動かしたこ

とは、有意義であったと思う。全体的に男子生徒が前に

出できてしまい、おとなしい子どもたちが参加できてい

ないようにも見受けられたが、皆楽しんでくれていたよう

だ。（指山） 

 

授業で使う道具に関して 

・ 写真が小さかった 大きなものを用意すべき。小さい写

真を回すのは時間もかかるし、子どもも興奮してくる傾

向がある。 

 

感想 

児童に見せた写真の一部、例えば食べ物やフィリップ

が生まれ育った家等の写真は、児童にとって身近に感じら

れる題材だったようで、初めて目にするものに驚きを感じる

一方、共通の食べ物や学校生活については、「こんなに

離れている国だけれど、一緒のものもある」ということを部

分的にではあるが気づかせることが出来たように思う。フィ

リップの家族や実家の写真を見て興奮して目を輝かせて

いる子ども達の表情が印象的であった。プログラム全体の
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運び方としては、体を使ったゲームやクイズを挟んだり適

宜発言を求めたりすることによって、児童の集中力をある

程度持続させることができた。しかしながら、最初に世界地

図をみせたことに関しては、説明方法の詰めが不十分で

あったために、世界の多様性を児童に気づかせることはで

きなく結果的にただの国名の列挙になってしまったこと、ま

た、全体として児童に自分達の日常生活とフィリップの生

活を比べさせ気付きを与えるための方法が徹底していな

かったために漠然とした情報提供のようになってしまったこ

とは深く反省すると同時に次回の実践で改善していくべき

だと思った。以上、さまざまな反省はあるが、私たち自身、

児童と一緒に実践を楽しむことができ、とても嬉しかった。

（徳光） 

 

 まずは、同じ班のみんなに感謝したいと思います。特に

徳光さんとフィリップは、昨年から活動していることもあり、

初参加であり何も知らない私は沢山学ぶことができました。

緊張はありましたが、予想以上に子どもたちが歓迎してく

れ、非常に楽しい時間をすごすことができました。私の準

備も悪く、スムーズに行かない点も出てしまい、反省しまし

た。時期がほかの班に比べ早かったとはいえ、もっと念入

りに準備をしておくべきでした。私自身が小学生であった

時分に、教室に訪れたオーストラリアからの留学生との交

流の記憶は非常に鮮明に残っていますが、東柿生の小学

生にとってもフランス人留学生との交流を通じて、フランス

という国、海外からの留学生という存在が、ぐっと身近にな

り、また、将来に渡って日常の節々で影響がでてくるので

はないかと考えると、次回はさらに、明確な目標を立て、よ

りそれを達成でき、小学生が楽しめる授業を考えて、実践

を行いたいです。（指山） 

 

 

フランスチーム（小学 1 年生対象）：第二回 

報告者：指山 亜希子（外国語学部スペイン語専攻 3 年） 

 

タイトル  フランス人留学生、フィリップさんとの交流 

 

参加メンバー フィリップ・マガン（研究生）、坂本悠(外国

語学部カンボジア語専攻 1 年)、指山亜希子（外国語学部

スペイン語専攻 3 年）  

 

 

活動日時 11 月 1 日、9：00～1：30(9：30 まで先生方との

打ち合わせ、2～4 時限実践、最後に児童と給食) 

 

活動の目的  フィリップさんを通して、日本とは違う世界

の 1 国の存在を知ろう。もっとフランスを身近に感じよう。

 

活動の内容 (場所：多目的ホール) 

 行ったこと 児童の反応 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

2. メンバー全員のあいさつ、フィリップによるフラ

ンス語の挨拶の紹介 

・ 前回勉強した「やあ」「元気？」という挨拶を

復習した 

・ 皆で声に出して言ってみる。 

・ そして今回は「ありがとう」も一緒に勉強した 

→英語だけではない、外国語の挨拶がある

ことを伝える 

 

2． 写真をプロジェクタで映して、日本とフランスの

・ 全員で大きな声で繰り返した。挨拶を覚えている子も

中にはいた。 

・ フィリップのことはみな良く覚えていてくれた 

 

 

 

 

 

 

・ 皆東京タワーを知っているようで、フランスのエッフェル
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10 分 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

建物比較 

・ 東京タワーとエッフェル塔 

・ 大阪城とベルサイユ宮殿 

・ 2 重橋とローマ式水道橋 

 

3． 同じく写真をスライドに写して日本とフランスの

鉄道・車の比較 

・ 日本の車とフランスの車 

・ 日本の新幹線とフランスの新幹線 

 

 

 

 

4． フランス語でじゃんけんぽん 

フィリップを王様にして王様じゃんけん 

・ ルールを説明し、学生で実演した後、皆で

フランス語を繰り返し、出来たらゲームを始

める。 

・ 最後まで勝ち残った子には、フランス語で

「おめでとう」という 

 

質問時間、まとめ 

塔との比較を楽しんでいた。どちらが古いか、どちらが

高いかなどのクイズ形式にしたが、まだ歴史を知らない

ため、難しいようだった。 

・ とても興奮する子どもも多かった。 

 

・ 日本の車とフランスの車の違いはわかりにくいが、ハン

ドルのついている場所、そして車の走る側の違いを説

明した。 

・ フランスの新幹線をみたことがあるという子が多かっ

た。小田急線のロマンスカーとにているらしい。 

・ 皆新幹線を知っているようで、比較しやすかったようだ 

・ 皆興奮していた 

 

・ 少し難しかったが、皆一生懸命じゃんけんぽんを覚え

てくれた 

 

 

 

 

 

・ フィリップの好きな食べ物は、好きな色は、など、個

人的な質問も多く見られた 

・ 「フランスの生活はどうですか」という少々難しいもの

も見受けられた。 

反省点 

・ 今回パソコンを使って写真を映した時、小学生の注目

がそっちにいってしまったのが残念。 

・今回は用意というか先生方との連絡が不十分だったので

もっと細かく連絡をとるべきだった。 

・次の実践では子どもたちのすごく身近なものを扱おうと思

う。（坂本） 

 

・ なるべく子どもが興奮しないゲームをするほうが良い 

・  次回は小学 1 年生が把握していない概念を使わない

ようにする （例：物の重さの単位等） 

・ 目ですぐに比較できるものを使用するほうがよい 

新しい言葉を覚えやすい小さい子どもであるため、フ

ランス語を教えてあげるのも得策だと考えた（フィリッ

プ・マガン） 

 

学校側との交渉を始めるのが遅くなり、十分に意見を交

わすことができなかったため、次回は早い段階から準備を

進めていく必要があると感じた。小学生は皆フィリップさん

のことをしっかりと覚えていたが、簡単なフランス語の挨拶

を覚えていた児童は少なかったので、次回言葉を教えて

ほしいとの以来を先生方から受けたが、親しむ程度の気

持ちで接する事ができるようにしてあげると将来的に語学

の勉強を嫌いにならずにすむのかもしれないと感じた。次

回は、小学生が身近に感じている日本のものと比較できる
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フランスのものを紹介してほしいとの依頼を受けている。お

行えたらと思いました。（指山） 

 

フランスチーム（小学 1 年生対象）：第三回 

報告者：指山 亜希子（外国語学部スペイン語専攻 3 年） 

 

タイトル  フランス人留学生、フィリップさんとの交流 

 

参加メンバー フィリップ・マガン（研究生）、坂本悠(外国

語学部カンボジア語専攻 1 年)、指山亜希子（外国語学部

スペイン語専攻 3 年）  

  

活動日時 1 月 24 日（水） 9：00～1：30(9：30 まで先生方

との打ち合わせ、2～4 時限実践、最後に児童と給食) 

 

活動の目的  フィリップさんを通して自分達とはちがうも

のを知ろう。もっとフランスを身近に感じよう 

 

活動の内容  フランス語とフランスのクリスマスの紹介 

(場所：小学生が座って話を聞け、プロジェクタを使用する

ことができる場所→多目的ルーム) 

（学生が用意するもの：フランス語の意味を書いた紙、紹

介する映像をとりこんだ CD-ROM） 

（先生方に用意していただくもの：プロジェクタおよびパソ

コン） 

 

 行なったこと 備考 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

1.    メンバー全員のあいさつ、フィリップによるフラ

ンス語の挨拶の紹介 

・ 前回勉強した「やあ（サリュー）」「元気？（サ

バ）」「ありがとう（メルシー）」という挨拶を復習

する。 

・ 子どもたちが前回までのものを覚えていたら

「どういたしまして」等も加えた 

・ 皆で声に出して言ってみる。 

 

 

2.   クリスマス・お正月の紹介 

・ フィリップさんの家のクリスマスの様子を写真

をプロジェクタで映して紹介する。 

・ 12 月のクリスマス、小学生のみんなはどのよう

にすごしたかな 

例 クリスマスツリー 

  クリスマスの食事 

  クリスマスケーキ 

  クリスマスの歌 

 

 

3．クリスマス・お正月に関するものをフランス語で言

ってみよう 

・先生方に、フランス語と接することに重点を置いてほしい

と前回指示を受けた。 

→クラスによっては覚えていていたクラスもあったが、サリ

ューは比較的覚えていた。 

反省会でも出たことだが、「ひとつの言葉を重点的にやっ

てもよかった」と感じた。 

 

 

 

 

・ フィリップさんが昨年のクリスマスに実家に帰った時

に撮影したものを使用した。 

・ また、フランスのクリスマスに相当する日本のお正月

に関してもみんなで話す。（フランスのクリスマスと日

本のお正月の比較をする） 

・ ひとつずつ、小学生のみんなのものはどうであったの

か、振り返りながら紹介していくという計画であった

が、ひとつの質問をするとなかなかその話題から離

れられなくなるため、適宜切っていった。 

 

 

・ 日本語の意味を書いたカードのみを用意し、 

「メリークリスマス」 



－50－ 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

4． フランス語を使ってゲームをしよう 

まず、フランス語で 1，2，3，4，5 を紹介し、その数で

あつまって座るというゲームをした。 

・ ルールを説明し、学生で実演した後、皆でフ

ランス語を繰り返し、出来たらゲームを始める 

また、最後にじゃんけんもして、フランス語にふれる

機会を作ってみた。 

「あけましておめでとう」 

「クリスマスプレゼント」をフランス語で紹介する。 

 

 

 

 

 

感想・反省等 

今回が最後ということで、非常に感慨深い回になりまし

た。準備の段階で気をつけたことは、先生方とこまめに連

絡をとるということでした。FAX と電話で上手く対応できた

と思います。 

本番に関しては、やはり早くにやったクラスよりも後にや

ったクラスのほうが上手くいったということです。写真を見

せる機械の関係もあり、スムーズに行かない部分もありまし

たが、小学生が興味を持つよい道具であったことは間違

いありません。今回はフィリップさんを通して英語ではない

外国語であるフランス語にふれ、外国人＝アメリカ人では

ないことを教えたく思いましたが、とりあえずフィリップさん

と触れ合う機会が持てた子ども達にとって、今回のことは

今後外国人を考える上でよいイメージになることと思いま

す。（指山） 

この 3 回の実践を通して授業作りの大変さがわかったし、

いかに授業を行なえば自分たちが伝えたいことをわかって

もらえるかどうか悩んだ。 

私達の担当は 1 年生であったためにそもそも外国という

こと自体わかってもらえなかったかも知れないが、これから

大きくなるにつれて今回の国際理解教育でやったものが

心に残っていてくれればいいなと思う。（坂本） 

 

 

ブラジルチーム（小学 2 年生対象）：第一回 

報告者：森本 舞（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

参加メンバー ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究

科博士前期課程日本語教育専修コース 2 年）、瀬戸真由

子（外国語学部ポルトガル語専攻 3 年）、門脇弘典（外国

語学部フランス語専攻 3 年）、森本舞（外国語学部日本語

専攻 4 年） 

 

活動日時 2006 年 6 月 26 日（月） 

 

学習過程（場所：体育館） 

 学習過程 児童の反応 

0 分 

 

 

5 分 

 

1．ブラジルについて知っていることをあげてもら

う。  

 

2．ファウスト・日本人学生の自己紹介（各専攻語

で） 

・ワールドカップのブラジル対日本戦の 4 日後であっ

たため、児童のブラジルに対する気持ちが高まって

いた。 
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15 分 

 

 

 

 

25 分 

 

 

35 分 

 

 

45 分 

 

3. あいさつの紹介 

 

 

4．ブラジルはどこかな？ 

地球儀で、ブラジルは日本の反対側にあることを

確認する。 

 

 

5．フェスタ・ジュニーナ（6 月祭り） 

みんなで踊る。 

 

6. 質問タイム 

 

 

今日のまとめ 

さようなら。 

・児童たちは、頬へのキスはしないものの、握手に抵

抗は感じていない様子だった。 

 

・希望した児童たちが順に前へ出て地球儀をまわし

ブラジルを探した。なかなか見つけられなかったが、

児童たちは楽しんでいた。 

 

 

・ 児童が走り回ってしまい、学生の指示が行き届

かない場面もあった。 

 

 

 

 

児童から出た質問 

・ ブラジルはなぜサッカーが強いのか。 

・ ファウストさんはどんな小学校時代を送ったのか。 

・ ブラジルの小学校にはどんな教科があるか？ 

・ ファウストさんの趣味は何か？何のスポーツが好き

か？ 

 

感想、反省 

 去年の韓国班に続き、今年はブラジル班として東柿生小

学校で国際理解教育に参加することになりました。偶然ま

た 2 年生の担当ですが、去年の第一回と比べると、今年の

第一回の方が子どもたちとの距離が小さくできたと思いま

す。去年は挨拶のとき留学生しか子どもたちと直接に言葉

を交わしませんでしたが、今回は日本人学生も子どもの中

に入っていけました。また、握手をするというスキンシップも、

学生と児童を近づける上で役に立ったと思います。踊りも

楽しんでいたようなので、本時の目標である「ファウストさん

と仲良くなろう」は達成出来たろうと思います。 

 実践が終わって帰るときに、去年担当した 2 年生、つまり

今の3年生の子どもたちと会いましたが、みな私のことを覚

えていてくれました。それとも隣にいた金さんのことを覚え

ていたのかも知れませんが、とにかく、同じ人が年 3 回授

業をすることが、学生と児童の人間関係を作るうえで有効

であると感じました。（門脇） 

 

あいさつで頬をあわせてのキスをするところは児童の反

応もよくて、もっと恥ずかしがってしてくれないかと思って

いたが、意外としてくれる児童も多くてうれしかった。フラン

スやトルコでもそうだったということを覚えていてくれたのも

うれしかった。 

 ペルーにルーツのある児童がペルーの場所を知らない

ことが少し気になった。 

 質問の内容がバラバラで、先生がブラジルの就学率の

話を出したり、同じ質問が何回も出たりなど、まとまりのな

い感じになっていたのではないかと思った。ファウストさん

が水泳が好きというのは“ブラジル＝サッカー”という先入

観を取り払うもので、児童たちも少し驚いていたみたいだ

ったし、よかったのではないかと思う。 
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 質問コーナーのとき、同じ児童が何回もあたって、ずっと

手を挙げていたのに当てられない児童がいたので、次回

からはもっと公平になるようにしたいと思った。 

 今回初めて国際理解教育に参加したので、最初は何が

なんだかわからない状態だったが、クラスが進むごとに慣

れていって、全体としてはとても楽しかった、今回はほかの

メンバー3 人に頼りっぱなしでほとんど何もしなかったので、

次回からはもっとしっかりして、自分の役割をちゃんと果た

したいと思った。（瀬戸） 

 

昨年度の活動で目標を達成できたとのことだったので、

昨年度の活動と関連づけを図りたかった。しかしどのように

関連づけるかまで準備できなかったので安易な思い出し

に終わってしまったのが残念だった。 

 また今回の活動はすべて集団での活動で、中には授業

に参加している気持ちのあまりない子どももいたのではな

いか。活動の中にわずかな時間であっても児童とブラジル

が 1 対 1 で向き合える時間を用意するべきだったろう。私

たちの活動も 2 年目になった。外国の人や大学生がやっ

てきた、という目新しさだけでなく、児童の心にずっと残る

何かを伝えられるよう、次回以降も努力したい。 

 最後に、フェスタジュニーナのダンスを児童らが楽しんで

くれたのがうれしかった。またあいさつの時間に児童 1 人 1

人と握手できたのがよかった。（森本） 

 

 

 

 

ブラジルチーム（小学 2 年生対象）：第二回 

報告者：森本 舞（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

参加メンバー ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究

科博士前期課程日本語教育専修コース 2 年）、瀬戸真由

子（外国語学部ポルトガル語専攻 3 年）、門脇弘典（外国

語学部フランス語専攻 3 年）、森本舞（外国語学部日本語

専攻 4 年） 

 

活動日時 

2006 年 10 月 23 日（月） 

2 時間目 9:30～10:15 3 組 

3 時間目 10:40～11:25 1 組 

4 時間目 11:25～12:10 2 組 

 

活動の目標 ファウストさんのことをもっと知ろう！ 

 

 

学習過程(場所：体育館) 

 学習過程（◇学生の活動） 児童の反応 

0 分 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

1．あいさつしよう！ 

学生の自己紹介を聞く。 

みんなであいさつをする。 

◇簡潔に自己紹介をする。 

◇子どもたちひとりひとりと手をつなぐ。 

 

2．遊びから学ぼう。 

今日の活動の説明を聞く。 

◇子どもを 3 グループに分ける。 

◇活動の内容を説明する。 

◇10 分ごとに子どもを入れ替える。 

 

 

・ 児童はあいさつを覚えていなかった。 

・ 手を出すとうれしそうに握手してくれた 
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10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇時間の区切りは笛を吹いて知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇絵を見せながらクイズをする。 

・子どもの日 

・ブラジルでは子どもの日にピラ 

 ニアのぼりをあげる。× 

・ブラジルでは子どもの日に、子どもはおもちゃ

を買ってもらう。○ 

・ブラジルの子どもの日は学校がある。× 

・家など 

・ブラジルでは家の中でみんなはだしである。×

・ブラジル人もお風呂は毎日湯船にゆっくりつか

る。× 

・ブラジルの子どもに人気の職業は、サッカー選

手とモデルである。○ 

・バス 

・ブラジルのバスはバス停で手をあげないと止

まってくれない。○ 

・ブラジルのバスも日本と同じように時刻表があ

る。× 

・ブラジルのバスは運転手のほかにお金を集め

る人がいる。○ 

 

 

お手玉を投げて落ちた枠は踏まないように飛ぶ。日

本のけんけんぱに近い遊び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 問題によって反応がまちまちだった。 

・ 反応がよかったもの（ピラニアのぼり、風呂） 

・ 反応がわるかったもの（子どもの日のプレゼン

ト） 

・ 楽しんで学習していた。 

・ ブラジルに興味を持ってもらえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ブラジルの学校について 

・ 虫について 

○×クイズ    門脇弘典 

アマレリーニャ（ブラジルの伝承遊び） 瀬戸真由子 

質問コーナー   ファウスト・ペレイラ、森本舞 

○×クイズ 

アマレリーニャ 

質問コーナー 
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40 分 

ブラジルのこと、ファウストのことを自由に質問する。 

 

3．今日のふりかえり 

集合する。 

◇ 今日は何をしたかな？ 

◇ どんなことを知ったかな？ 

 

 

感想 

今回の活動は 3 つの「ブース」に分けて行われて、各ブ

ースには 1 つのグループを担当することになった。それに

よって、より効率よく子どもたちとのインタラクションができた

と思う。また、各ブースで 10 分程度の活動を行うことで、子

どもたちの注目が集めやすくなったと思う。私はブラジル

についての質問コーナーを担当した。3 つのクラスの反応

はそれぞれ異なって、以下では細かく述べる。 

1 つ目のクラスの対応は非常によかった。それぞれのグ

ループは有意義な質問をして、子どもたちにとって楽しく

ブラジルについて覚えることができたと思う。また、そのクラ

スの子どもたち全員は積極的に質問した。 

2 つ目のクラスはそれに比べて、対応はあまりよくなかっ

たと思う。1 つのグループには一方的にブラジルと関係の

ない質問をする子どもがいて、ペースを乱した。また、他の

グループは消極的であり、有意義な質問がそれほど多くな

かった。 

 3 つ目のクラスは 1 つ目ほどでもなかったが、対応はよか

ったと思う。しかし、それぞれのグループは若干消極的で、

子どもたちが質問を全くしないこともあり、その時に質問す

るように誘導しなければいけなくなった。 

 それぞれのクラスの対応を見て、次の点に改良の必要が

あると思う。 

 

・ 予備質問の準備：子どもたちからは、何を質問すれば

いいかわからないという雰囲気がみられた。それをカバー

するため、予めある程度の内容の準備をする必要があると

思った。たとえば、子どもたちが質問しないとき、いくつか

のテーマを用意して、それについて質問してもらうように誘

導する。 

・ 視聴教材の準備：ある程度のイラストや地図などを用意

しておけば、より簡単かつわかりやすく説明できる内容が

あるように感じた。 

・ 子どもの態度：今回の活動を楽しく行う目的があった。

しかし、ただの遊びのように関係のない質問をする子ども

がいて、他の子どもを邪魔してしまうことにもなり、活動の

ペースが乱してしまった。それに対しての指導が必要であ

るが、同時にデリケートなことでもある。態度のよくない子ど

もへの対応は個人的に難しいと思う。 

 

子どもたちからは、何を質問すればいいかわからないと

いう雰囲気がみられた。それをカバーするため、予めある

程度の内容の準備をする必要があると思った。たとえば、

子どもたちが質問しないとき、いくつかのテーマを用意して、

それについて質問してもらうように誘導する。（ファウスト・

ペレイラ） 

 

 

 私は今回○×クイズコーナーを担当しました。子どもた

ちの反応は概ね良かったです。特にピラニアのぼりの絵を

見せたときは「何これー！？」と面白がっていました。クイ

ズの絵は全て私たちが手ずから描いたのですが、子ども

たちに「誰が描いたの？うまいね。」と言われてとても嬉しく

なりました。先生にも、絵を用いたのは良かったと言ってい

ただけたので、心を込めれば私のような稚拙な絵でも人を

引き付けることができるのだなと思いました。 
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 反省点は、クイズの解説に時間をかけすぎてしまったこと

です。最初のグループは 2 問しかできませんでした。後の

グループになるに従って改善しましたが、解説の途中で時

間が来てしまうこともありました。予定では最後の問題を

「ブラジルの小学生の夢」にして、子どもたちの将来の夢を

聞こうと思っていたのですが、その通りできたグループが

少なかったので残念です。時間の管理が今後の課題と。

（門脇） 

 

 

 準備にずいぶん悩みました。いったい何ができたら国際

理解になるのか、子どもたちはどういう活動を求めている

のか、私たちの活動は子どもにとって押し付けになってい

ないか、という課題をチームのみんなや土谷先生と解決し、

なんとか当日を迎えることができました。 

 ブース別の活動の時間私は全体に目を配りながらファウ

ストさんの質問コーナーについていました。ファウストさん

への質問を 1 人 3 つほど事前に考えておくよう担任の先生

に伝えておけばよかったと思いました。またファウストさん

にもっと大きな声でゆっくり、そして子どものところまで降り

て来て一緒に楽しんでもらうようにすればよかったとも思い

ました。私たちは先生ではありません。先生然として振舞う

のではなく私たちも一緒に楽しんで、子どもとの交流を大

切にすることが子どもの期待にこたえることではないかと感

じました。（森本） 

 

 

アマレリーニャではみんな積極的に参加してくれて、楽

しんでもらえたと思います。実際のルールにはないけれど、

お手玉を 2 個に増やしたり、自分たちでルールを作ってや

れるところがいいと思いました。この後も、地面にマスを書

いて石を投げてできるね、と子どもたちから言ってくれて嬉

しかったです。（瀬戸） 

 

工夫した点 

･ ひとつの活動を短くして（10 分）多くのことを子どもに伝

えられるようにした。 

･ 動の活動（クイズ、アマレリーニャ）と静の活動（質問コ

ーナー）を取りいれ、めりはりを持たせた。 

･ 冒頭で学生と子どもたちが握手をし、子どもと学生の距

離を縮めた。 

･ クイズとアマレリーニャは子どもの興味を引くために使っ

た。 

 

 

 

ブラジルチーム（小学 2 年生対象）：第三回 

報告者：森本 舞（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

参加メンバー ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究

科博士前期課程日本語教育専修コース 2 年）、瀬戸真由

子（外国語学部ポルトガル語専攻 3 年）、門脇弘典（外国

語学部フランス語専攻 3 年）、森本舞（外国語学部日本語

専攻 4 年） 

 

活動日時 2007 年 1 月 29 日（月） 2 時限～4 時限 

 

活動の目標 ファウストさんと一緒に作ろう 

 

活動の内容  活動場所は教室。1 クラスが 5 グループに

わかれて活動した。「夢の遊び場」をみんなで考え、模造

紙に描いた。活動を通して、児童同士、また児童と学生の

対話が活発に行われることを期待した。 
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学習過程（場所：教室） 

 学習過程 児童の反応 

0 分 

 

 

 

5 分 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 分 

机、椅子をさげる 

児童が 5 グループにわかれる 

学生のあいさつ 

 

今日の活動を説明する 

・活動の手順を黒板に貼る 

・説明の後、模造紙を配布 

 

「夢の遊び場」をグループで考え、模造紙（色付

き、半分）に描く 

・「遊び場」にあったらいいなと思うものを考える 

・「遊び場」に置くものを決める 

・模造紙に絵を描き「遊び場」を整えて完成させる 

 

・完成後時間が余ったら・・・ 

1．自分たちを書き込む 

2．遊び場に名前をつける 

 

学生のあいさつ、おわかれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ はじめは wii やプレステをあげていた。 

・ しだいに空想の世界を思い浮かべるようになっ

た。 

虹の滑り台、空が飛べたら・・・など 

・ 自分の希望について友達の了解を得られるよ

う、説得していた。 

・ みんなでひとつの作品を創ろうという意識は薄

く、場所を仕切って個人個人で描き込んでいた。

 

 

 

感想 

第三回の授業は前の 2 回とは違い、大学生から何かを

教えるのではなく、小学生が考えていることや思っているこ

とを聞かせてもらう狙いがあった。ただ授業をしただけでは

「児童」とひとくくりにしてしまいがちなので、もっと子ども達

1人1人の個性を見たかったからだ。その目的は概ね達成

することができたように思う。計画当初は自分の「夢」につ

いて話してもらおうと考えたが、漠然としている・人前では

本当の夢を話しづらいかもしれないなどの理由で、変更に

なった。遊び場という設定にしたおかげで具体性が出て、

児童も考えやすかったようだ。夢を直接語ってもらうもので

はなかったが、子ども達の絵からはそれぞれの人となりを

感じ取ることができた。 

 

 反省すべきは、初めのクラスで説明するときに、「夢の遊

び場とは、みんなの行きたい場所で、欲しい物があって、

会いたい人に会える場所です」と言ってしまったために、

「みんなの」遊び場であることを意識させられなかったこと

だ。そのため、各自が紙の上で陣地分けし、好きなものを

ばらばらに描いてしまった。自分と他人の意見を合わせて

ひとつのものを作ることができなかったのが残念だ。また、

妙に現実的なものが多くなってしまったのも気になった。

子どもが望んでいることと言えばそうかも知れないが、想像

力を働かせる必要がないものばかりというのは寂しい。次

のクラスからは、まず児童の普段の遊びを聞いてから、「夢

の遊び場では、みんながいつもはできないようなことがで

きます。みんなで楽しめる場所にしましょう」という説明にし
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たので、こちらの意図がより正確に伝わったようだ。（門脇） 

 

 

「夢の遊び場」をつくる作業を通して、児童の普段の生

活の話など気どらない話ができてよかったと思う。何も言わ

なくても絵の中に人を描きこんでる児童もいて、自分たち

が遊んでいる姿を実際に想像しながら「夢の遊び場」をつ

くっているのではないかと思ってうれしかった。 

1 組は机を下げていない状態だったので少し作業がし

にくかった。ちゃんとどの先生にも連絡が伝わるようにした

いと思った。あと2組の授業が長引いてしまい、3組の時間

が短くなってしまったのも反省だった。(瀬戸) 

 

 

 2 回目の実践の打ち合わせの時、土谷先生が「国際理

解教育を通してコミュニケーション能力を伸長させたい」と

おっしゃっていたのを思い出し、3 回目にこの実践内容を

行った。実践を通して児童同士、児童と学生の対話が活

発に行われることを期待していた。だがふたを開けてみる

と、児童と学生の関わり方に問題があったように感じた。児 

童と学生の対話が想定したより少なかった。とはいえ、児

童たちは楽しそうに取り組み、また引っ込み思案な児童に

対しては周りの児童がサポートする場面も見られ、やって

よかったと思っている。(森本) 

 

 

インドネシアチーム（小学 3 年生対象）：第一回 

報告者：猪狩伸平（大学院地域文化研究科博士前期課程

地域研究コース 2 年） 

 

参加メンバー スリ・ブディ・ルスタリ（大学院地域文化研究

科博士前期課程言語文化コース 2 年）、中村未央（外国

語学部ポルトガル語専攻 4 年）、猪狩伸平（大学院地域文

化研究科博士前期課程地域研究コース 2 年） 

 

活動の目標 「タリさん、外語大生と仲良くなろう」 

 

年間目標 「一見違う国や違う地域にすんでいるから、違う

ものを食べているから、違うように思える。でも同じところに

すんでいて、同じように夢を見ている。その共通点を探す。

最終的には、身近に感じる。」 

 

必要な道具 ボール 3 つ 

 

活動日時 6 月 16 日（金） 

 

 

活動 子どもたちの反応 

自己紹介ゲーム 

【大学生・留学生用のいすも用意してくださるようお願い

します。学生らが隣り合わないようにしてください。また、

ぜひ担任の先生も輪の中に入ってください】 

教室に入り、すぐ空いているいすのところへ行き、名

前、専攻などをごく簡単に紹介したあと、自己紹介ゲー

ムを始める。 

 

・ 自己紹介ゲームスタート（3 つのボールを使う） 

 

・先生にもはいってもらいました。 

・学生が歌を歌い、それにあわせて手拍子を子どもたち

にうってもらいました。歌い終わったあとに「ストップ」な

どと声かけを 1 回目は各自徹底していなかったので混

乱もありました。 

 

 

・子どもたちがボールを渡さなかったり、転がしてしまっ
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ボールを手拍子に合わせてまわしていく。手拍子がとま

った時点でボールをもっていた人が自分の名前と番号

に合わせた質問に答える。 

【質問】 

1．自分の家の近くで一番好きなお店 

2．今まで行った一番遠いところ 

3．自分が一番好きなイベント 

 

・ボールがまわってこなかった児童には、ゲームの最後

に 1～3 のどれかの質問に答えてもらう。ただし、10 分ほ

ど経過した時点で答えていない児童が多数いる場合に

は、「給食の時間にまたくるからそのとき教えてね」と打

ち切る。 

 

・最後、1～3 の質問に学生・留学生が答えて自己紹介

ゲーム終了 

※ここまでで 15 分ほどを予定しています。 

 

ゲーム「好きですか、嫌いですか」 

1 回目は留学生、外語大生の練習のために普段どおり

にゲームをしてもらう 

2 回目 答：なっとう（児童がおに） 

3 回目タリさんが鬼になる。質問は学生が児童と相談し

ながらコントロールして決める。 

今想定しているのは「梅雨」。日本にはある梅雨はインド

ネシアにはあるのかということをタリさんに簡単に説明し

てもらう。 

4 回目タリさんが再びおにになり、児童が質問したい内

容を考える。 

5 回目 答：学校（児童がおに） 

この質問が終わったあと、タリさんに簡単に日本の小学

校の生活、自分の小さかったときの生活と比較してもら

う。 

6 回目 答え：児童に考えてもらう。児童がおに。 

7 回目 答え：じゃんけん（児童がおに） 

日本のものとはずいぶん異なるので、タリさんにインドネ

たりでボールを使うことによる混乱がありました。先生か

らは、事前に想定しうる問題点については注意を与えて

おくとよいだろうというコメントをもらいました。 

 

・子どもたちはまだ的確に質問に答えられる子とそうで

ない子の差がありました。これは、事前に担任の先生か

ら指摘があったところなので、すぐ対応できました。子ど

もの様子はやはり担任の先生が一番よく知っていると実

感しました 

 

 

・想定していたより時間が掛かりました。黒板に質問事

項を板書しましたが、模造紙に書いて貼る方がよかった

ように思います。ただ、質問事項を子どもたちに音読し

てもらったので、質問自体がわかっていない子どもはい

なかったように思われました。 

 

 

・クラスごとにルールが異なる部分があったりして混乱し

ましたが、実際に活動するうえではあまり問題にはなりま

せんでした。 

 

・かなりみな積極的に手を挙げて活動に参加したがって

いましたが、やはり手をあげられない子どももいたので、

そのフォローをどのようにするかが必要です。 

 

・また、今回は子どもを指名するのはすべて先生にやっ

ていただきました。公平性を保つのが目的でした。 

・こちらが考えてきた質問を児童に言ってもらおうと考え

ていた部分では、児童が自分なりの質問を言いたがる

部分があり、どこまでコントロールするのか悩みました。 

先生方からはもうすこしコントロールしてもよいという指

摘をいただきました。 

 

・ゲーム自体を子どもたちは楽しんでいました。タリさん

自身へも積極的な質問がでていました。 
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シアのじゃんけんも紹介してもらいます。 

その他答えの候補：はだし・地震 

※20 分から 25 分程度で、時間に応じて質問を切り上げ

ます。 

まとめ・質問（残り 5 分程度） 

児童からの感想・質問を聞く。 

 

 

 

 

感想 

3 年生という学年にイメージがわきにくく、このゲームとい

う設定が彼らに対してやさしすぎるのではないかと考え、

その点が実践前の懸念事項であった。その点では適切な

教材であったと思われる。普段やっている遊びのなかにも

工夫次第で国際理解の観点から授業作りができるという点

に力をいれてやってみた。その目論見の半分は達成でき

たように思える。問題としては、子どもたちをどこまでコント

ロールするのか。押し付けにもならず、放任にもならない

線引きが難しかった。3 つ目のクラスでは「次は僕が質問を

だすよ」などとあらかじめ断りながら進めていくことができた

ので、肝心なところはある程度押さえられたように思う。以

後の課題としたい。（猪狩） 

 

 

初めて参加し子ども達がどのような反応を示してくれる

かわからなかったが、実践では子ども達の反応が予想以

上に元気いっぱいで私自身が実践を楽しむことができた。

（中村）  

 

 

 

インドネシアチーム（小学 3 年生対象）：第二回 

報告者：猪狩伸平（大学院地域文化研究科博士前期課程

地域研究コース 2 年） 

 

参加メンバー スリ・ブディ・ルスタリ（大学院地域文化研究

科博士前期課程言語文化コース 2 年）、中村未央（外国

語学部ポルトガル語専攻 4 年）、猪狩伸平（大学院地域文

化研究科博士前期課程地域研究コース 2 年） 

 

活動の目標 「タリさんのもっと身近なところを知ってみよ

う」 

 

年間目標  「一見違う国や違う地域にすんでいるから、

違うものを食べているから、違うように思える。でも同じとこ

ろにすんでいて、同じように夢を見ている。その共通点を

探す。最終的には、身近に感じる。」 

 

ねらい 

タリさんのもっと身近なところを知ってみようというのが今

回のテーマです。そこで、タリさんが子ども時代に一体ど

のような生活をしていたかについて紹介することにしました。

日々の生活におけるタリさんの子ども時代の相違点ととも

に、共通点を知ることで子どもたちがタリさんに親近感を感

じることができればと考えています。 

同時に、タリさんも日本の小学生が実際どのような生活

を送っているのか知らないという状況があります。そのタリ

さんのわからない、知らないという点を子どもたちの側から

積極的に発表してくれることを期待しています。 

 

必要な道具 模造紙、児童用プリント、 

 

活動日時 10 月 27 日（金） 
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活動 児童の様子 

・自己紹介 

それぞれが簡単な挨拶 

・イントロダクション 

今回のメインテーマの説明 

「小学校のときのタリさんの 1 日」 

タリさんが小学校3年生時の生活をクイズ形式で紹介

することを説明 

 

・朝、学校に行くまで編 

タリさんの起床時間について学生から質問。 

タリさんと学生のやり取りの後児童への質問へ 

質問「みんな何時におきていますか」 

・なんでこんな違いがあるのかな？ 

▽タリさん「学校に行く準備と大家族だからみんな準備

に時間がかかる。」 

・クイズ 

では、タリさんが学校に行く前にしていた準備って何だ

ろう？ 

①みずあび 

②朝ごはん 

③ランニング 

・正解発表 

正解は「水あび」と「朝ごはん」⇒同時に、タリさん井戸

から水を汲んで水浴びをしていた話を簡単にしてもら

う。 

タリ：水浴びをしてから朝ごはんです。また、制服に着替

えて学校に行っていたことも紹介。 

 

学生：「逆にみんなに質問したいな。朝はどんなことをし

ているのかな？」などの質問 

 

学校に行く間編 

・学生とタリの間でタリさんが学校に来るまでの交通手

段についての話を紹介（エピソード⑥） 

 

 

 

・しっかりと指示を聞いて鉛筆と消しゴムを用意すること

ができた。 

 

 

 

 

・タリさんが 5 時といった時には「おぉ～」というかなり大

きな反響があった。 

 

「何時におきていますか」という質問に対してはまちまち

に大きな声で答えてくれた。 

 

 

 

 

 

・子どもたちは最初の指示をしっかり聞いていたので、

答が 1 つだけではないことを意識し、答を真剣に考えて

いた。 

 

 

インドネシアは暑いので、兄弟 4 人に両親が水浴びをさ

せるという話は説得力があるようだった。 

 

 

 

 

・学校に行く準備としてどのようなことをしているかを教

えてくれた。 
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・児童にどうやって学校に通っていたかを質問（簡単

に） 

 

学校編 

・クイズ 

学校につきました。今日は金曜日なんだけど、金曜日

はタリさんの学校では特別な行事がありました。それは

なんでしょう？ 

①体操②読書③合唱 

正解 

→ラジオ体操のようなもの。 

 

・学校が 7 時半から授業であることを紹介。さらにエピソ

ード③を紹介。 

・10 時までの間に 2 コマ授業があるので、2 時間目をテ

ストの設定する 

 

休み時間編 

・クイズ 

この時間は一体何をしてすごしていたかな？ 

①おしゃべり②おやつ③おあそび 

・タリさんがこの時間何をしていたのか考えてみよう。 

・休み時間の時間は 20 分で一緒であるが、学校内にあ

るお店などでいろいろお買い物ができる点（エピソード

④、⑨）を紹介。 

・みんなの休み時間の遊びなどを聞き、タリさんの遊び

も聞いてみる。 

・タリさんはなんでこんな時間にお菓子を食べたりしてい

るんだろう。考えよう 

 

お昼編 

・クイズ 

授業は 12 時半までです。やっとご飯！ではタリさんは

一体どこでご飯を食べるのかな 

①教室でみんなで給食②学校のカフェテリアで食事③

家にかえって家族と。 

・バスで 20 分という話を聞いて、かなり学校と家が離れ

ていることに驚いているようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校の始まる時間に大きな違いがあることをまず認識

したようであった。 

 

 

 

 

 

・学校でおかしが食べられるという点に特に驚いてい

た。 

そこにさらに質問を加えることで、「おいしいから」食

べるというのでなく、必然性があるということを教えること

ができたと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カフェテリアという答えを言う子どもたちが多かったなと

振り返って考えたときに、タリさんがお菓子を食べるのは

食堂で…という話をしていたのが子どもたちの心に残っ
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・給食はなく、お昼は家に帰って食べることを紹介。学

校に帰る際もバス。 

・給食の後にどのようにすごしているかを児童に質問 

 

・児童の振り返り、質問の時間 

児童からの質問をうけつける。 

また、あまり質問が出ないようなら振り返りシートに今日

の感想を書いてもらう 

・おわりの挨拶 

たのではないかと思われる。真剣に聞いていた証拠で

ある。 

 

 

 

・時間が押し気味になってしまったので感想を書いても

らえなかったのは残念であった。 

 

 

感想 

今回の実践について、特に良かったと思う点は、テーマ

と授業の流れ方です。小学校 3 年の時のごく普段やって

いたことを伝えることによって、インドネシアと日本の小学

生生活の共通点・相違点がいろいろ伝わったと思います。

共通点がたくさん引き出されて非常に良かったと思います。

例えば、金曜日の 1 日に絞って、その日の特別な行事（朝

体操）を話すことによって、インドネシアの学校も日本の学

校も、生徒全員集まって一緒にやる行事がある、ということ

は伝わったことなどです。クイズも楽しくやることができたと

思うが、いくつか反省点があります。あまりにも手を挙げて

くれた生徒が多かったので、次回やるときにもう少し質問

の数を減らし、もっとたくさんの生徒に当てた方がいいと思

います。せっかく手を挙げてくれたのに、当てられなくて悔

しいと思った子もいるかもしれないし、個人的にもいろいろ

答やコメントを聞ければよかったと思うこともあります。今回

は、低学年のわりに、意外と創造力を働かせて正解を出

せた子が何人かいました。最後に、今回は生徒たちの感

想をあまり聞けなくてちょっと残念だと思います。全体的に

今回の実践で生徒たちともっと身近になれたと思います。

（スリ・ブディ・ルスタリ） 

 

 

前回の実践の目標である「タリさんについて知ってもら

う」ということから展開して、今回は目標として「タリさんのこ

とをもっと深く知り、インドネシアの生活も知ってもらう」とい

うことを挙げた。国の特徴も今回は交えて伝えるよう、日本

との違いと共通点を実践に含めることができたのではない

かと思う。ただ、それらを 3 年生に興味を持ってもらえるよう

にするにはどうすればいいか苦心した。でも実践では児童

がクイズを楽しんでくれたし、クイズの答の理由も 1 人 1 人

しっかり考えてくれた様子だった。また、タリさんの質問に

ついて考えてもらうだけでなく、自分たちの日常生活につ

いても考え、タリさんに伝えることができたのではないかと

思う。 

自然な会話のやりとりを基本とした実践だったので、クラ

スごとに進行具合や内容の深め方を変えなければならな

かったことが難しかった。反省点は、児童たちに渡したプリ

ントを全部活用はできなかったことだ。プリント中の内容で、

必ず埋めてほしい部分・そうではない部分をもっと事前に

打ち合わせをして望めば、よりスムーズに進められたので

はと思った。 

第三回は最後の実践なので、タリさんを忘れられない存

在として児童の記憶に残るような実践にしたいと思う。（中

村） 

 

 

 今回の実践の中心は「タリさんの 1 日」と「みなの 1 日」を

比較することであった。また、同時に1 つ目の質問にさらに

「なぜ」を重ねることで単純なやり取りだけではなく、さらに
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深く考えさせることを目標とした。 

 質問に関しては、子どもたちはとても積極的で、自分た

ちが期待している以上の内容について発言をしてくれる子

どもたちもおり非常に感心させられた。1 学期のときよりもし

っかり授業に取り組むという姿勢ができていたように思わ

れる。 

 タリさんの 1 日と皆の 1 日の比較については、どちらかと

いうとタリさんの生活紹介のようになってしまい、自らの生

活と比較して何か結論を引き出すところまで持っていくこと

ができなかったのは反省である。指示の仕方や板書の使

い方についての修正が必要であると思われた。具体的に

は、紙に子どもたちの普段の活動内容を書き、それを磁石

で貼ったりすることで、子どもたちからみてどのようなことを

するべきかが明確になったように思われる。また、プリント

の矢印にも答が書き込みやすいように枠をつけてもよかっ

た。以後の反省である。そして、そのプリントの中の 2 つの

矢印を比較することで最終的に子どもが違いや相違点を

発見できるようにしていくことが今後の課題である。 

 3 回目の実践は、卒業する実践者 3 人にとっても最後の

授業になるので、子どもたちのこころの中に少しでも残るメ

ッセージを伝えられればと考えている。（猪狩） 

インドネシアチーム（小学 3 年生対象）：第三回 

報告者：猪狩伸平（大学院地域文化研究科博士前期課程

地域研究コース 2 年） 

 

参加メンバー スリ・ブディ・ルスタリ（大学院地域文化研究

科博士前期課程言語文化コース 2 年）、中村未央（外国

語学部ポルトガル語専攻 4 年）、猪狩伸平（大学院地域文

化研究科博士前期課程地域研究コース 2 年） 

 

活動の目標 「タリさんの家に遊びに行こう」 

 

年間目標 「一見違う国や違う地域にすんでいるから、違う

ものを食べているから、違うように思える。でも同じところに

すんでいて、同じように夢を見ている。その共通点を探す。

最終的には、身近に感じる。」 

 

必要な道具 地図、プリント 

 

活動日時 1 月 26 日（金） 

 

ねらい 

これまで、タリさんと仲良くなるという目的は少しずつ達成

されていったものの、タリさんの背景部分については知ら

ない部分が多かったように思われる。今回は、タリさんが住

んでいた「インドネシア」を面白おかしく紹介する 

 

工夫 

グループ活動とする。大まかなイメージとしては、教室の中

でグループに別れ、黒板に張られたスゴロク図をいかに各

グループが早くタリさんの家というゴールにたどり着けるか

を競いながら、その中でインドネシアの地理、気候をタリさ

んを通して知る。 
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活動 児童の様子 

「春休み、タリさんの家に遊びに行ってみよう」集合場

所：各教室 

・導入 3 分 

今日やることの説明 

 

・何を持っていこうかな（12 分） 

グループ活動 

洋服グループ×2 

食べ物グループ×2 

遊び道具・タリさんの家族に見せたいもの 

×2 

⇒グループで話し合って、持っていく物を何故そう思っ

たのか「理由を添えて」発表する。発表は全チームが行

う。 

検討時間は 5 分、残り 7 分でタリさんのコメントを含めて

発表する。[タリさんのコメントは短く] 

 

・どうやって言葉を話そう（5 分） 

全体 

 

ここまでは、各グループが同じペースですすむ。ここか

ら、グループ間の競い合い 

・インドネシアのタリさんの家にいこう 

4 択クイズ（10 分） 

（グループでの話し合い時間 30 秒） 

問題 

①インドネシアはどれでしょう。 

②東柿生小学校から成田空港までどのくらい 

③成田－ジャカルタ（首都）までの時間はどれくらいでし

ょう。 

④インドネシアから日本が買っているもので有名なもの

は何？ 

⑤インドネシアのジャカルタにお昼につきました。最初

の挨拶はどれ 

⑥レストランに行きましょう。魚をたべます。何を使って

食べるかな。 

 

 

 

 

 

・自由帳などを出し、考えたものを書き出すように指示を

出すと、各班よく話し合って、様々な答えを書き出して

いた。 

自分の好きなものを挙げる子、タリさんに持っていきた

いものを考えた子、インドネシアが暑いということを踏ま

えて答えを挙げた子など様々だった。 

・検討時間が 5 分あっても、なかなか促さないと話し始

めないが、学生が廻って話を聞くと、答えと理由をきち

んと考えている様子が見受けられた。 

・タリさんのコメントと自分達が挙げた答えが同じである

と、児童はとても喜んでいた。 

・繰り返すように促すと、元気に言葉を発音していた。5

つの挨拶言葉を即座に覚えるのは、3 年生には少し難

しいようだった。ローマ字ではなく、カタカナで表記する

ことも来年は考慮した方がいいかもしれない。 

 

 

・インドネシアの位置を地図で確認すると、「へー、近い

んだ」という反応が見られた。はっきりとした位置を覚え

ていない子もいたが、何となく南に位置するということは

覚えていたようだ。 

 

 

 

 

・「インドネシアは島国」ということをヒントで出すと、④の

答えは自然と理解できたようだ。 

・挨拶は一度練習したものの、覚えるのは困難なように

見えた。 

 

・クイズ問題を入れ、班毎に対抗のすごろく形式したの
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⑦ご飯を食べたらのどがかわいた。何をのもうかな。 

⑧タリさんの家族が迎えに来てくれました。家につきまし

た。玄関で靴をどうしますか 

⑨そろそろ疲れたな。ねよう。どうやって寝ますか 

⑩夜暑くて汗をかいたな。お風呂にはいりたい。どうしよ

う 

⑪楽しかったタリさんの家。ありがとうの挨拶はどれ？ 

 

・タリさんが日本に来るときに何を持って来たのかな？

（10 分） 

グループでの話し合い。 

・まとめ 5 分 

で、盛り上がりが大きかった。 

 

 

・時間がなかったので 2 クラス目だけ、「タリさんの家に

持っていくもの」とセットにして考えてもらった。カップラ

ーメンがインドネシアにもあることに驚いていた。 

 

 

 

 

 

感想 

今回の実践でとても嬉しかったことは、おぼろげながら

かもしれないが、私達が今までの 2 回の実践で伝えたこと

を覚えてくれていたことだ。今までの実践ではそこまでイン

ドネシアを強く意識させるようにはしていなかったつもりだ

ったが、児童の中では「南の国・インドネシアから来たタリさ

ん」というイメージが残ったようだ。今回は、タリさんの家に

遊びに行くときに持って行きたいものを班毎に挙げてもら

ったのだが、インドネシアが暑い国だからということを理解

して、体が涼しくなるような食べ物をたくさん挙げてくれた。

騒がしくてこちらの話を聞いているか不安に思うクラスでも、

意外ときちんと考えてくれていたようで、児童の発想の豊

かさには正直驚いた。 

反省点としては、最初に行ったクラスで時間配分を間違

えてしまったことだ。内容的に盛りだくさんだった感はある

が、回を重ねるにつれてやりたかったことができるようにな

った。 

3 回の実践を通して、私達が外国のこと・人を伝えるとい

う目的を果たせたことも有意義だったが、どんな子ども達

がいて、どんなことを 1 人 1 人考えているのか感じることが

できた。私達が実践案を作成しているときに想像もしなか

ったような嬉しい反応が子ども達から返ってくる事もあり、こ

のやりがいに支えられて 3 回の実践を行なうことができた

のだと本当に思う。これから実践を行なう人達にも、この充

実感や子ども達の元気を得てほしいし、いつまでも活動を

続けていってほしい。（中村） 

 

【今回の実践にあたって】 

 実践を行うに当って、今回あらためて反省したことが 2 点

ある。「時間配分」と「子どもの力量にあった実践内容」であ

る。子どもに対してあれも伝えたい、これも伝えたいとして

いろいろと詰め込みすぎると授業として何を伝えたいのか

が曖昧なままになってしまう。また、時間より早く終わってし

まったらどうしようという不安が常に頭をよぎるがために多く

の内容を盛り込みすぎてしまう。この点については、1 日の

長がある先生方のアドバイスを積極的に取り入れていくこ

とが必要であろう。 

【2 年間を振り返って】 

東柿生小学校との実践の最終回を今回で迎えた。実践

を重ねるごとに一体何を伝えたらよいのかがわからなくな

る時もあり、実践にどのように向かいあうのがよいのか、メン

バーとどのように実践を作り上げていくべきなのか、どのよ

うに東柿生小学校での実践を行うグループをつくりあげて

いくのなど様々な課題について考えさせられた日々であっ

た。そういった日々の実践の中から感じられたことを以下

にあげてみよう。まず、一番大事なのは、子どもたちにとっ

て、どのような実践を行うのがよいのかということを考えるこ

とである。「学生が、留学生とともに、学生の出来る事を、

教師とは異なった目線で提供する」事にこの実践の意義

があると考えている。時に、学校との関係、支援室との関
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係、メンバー同士の関係において不安、不満、悩みを抱え

ることもあるだろう。だが、この実践の意図を粘りづよく説明

していく中で、またよい変化が生まれると思う。そして、次

に大事なのは、続ける事である。そのことによって信頼を

得ることができる。どんなに素晴らしい実践もそのとき限り

で終わってしまっては意味がないと思われる。是非継続し

て続けていってほしいと思う。（猪狩） 

 

今回は最後の授業でした。3 回ともとてもよかったです。

ゲームをやりながら仲よくなって、意外と児童たちは前回

やった授業の内容を覚えていて感動しました。 

今回、最後の授業で時間配分がうまくできなくて用意した

スゴロクの質問が全部やれませんでした。実践の最後にい

うメッセージは特にスゴロクの内容を反映させたものだった

ので、特に最初のクラスの時にうまくそのメッセージが伝わ

っているかどうか心配です。 

しかし、個人的には実践の最初の活動「インドネシアに行

くとしたら何を持って行きますか」の部分が一番よかったと

思います。全く知らない国だったが、いきなり行くことにな

っても堂々と自分が持っていきたいもの、見せたいもの、

紹介したいものなどを考えて発表してもらえました。インド

ネシアのことを児童たちに身近に感じてもらえたのではな

いかと思います。その他に、この活動を通して色々インド

ネシアと日本の共通点について紹介できました。例えば、

インドネシア人もお米、カップラーメン、大豆、西瓜を食べ

たり、インドネシアの子どもたちはたこ揚げやサッカーをや

ったりすることです。  

給食の時に、私が豚肉を食べられないことが不思議に思

っている子がたくさんいて、担任の先生が「インドネシアは

豚肉を食べない国ですよ」と説明してくれました。これから、

インドネシアのような宗教が生活に非常に関わっている国

について小学生に教える機会があるかと思いますが、その

時にどこまで宗教のことを教えればいいかと考えなければ

ならない課題だと個人的に思います。（スリ・ブディ・ルスタ

リ） 

 

 

タイチーム（小学 4 年生対象）：第一回 

報告者：河原 新(外国語学部ロシア語専攻 2 年) 

 

タイトル タイを知ろう 導入編 

 

参加メンバー モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生）、

河原新（外国語学部ロシア語専攻 2 年）、田代哲嗣（外国

語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

活動日時 6 月 28 日（水）2～4 時間目 

 

活動の目的 タイがどのような国かを写真やタイ独特の文

字を使って実感してもらう。 

 

活動の内容 

 内容 児童の反応 

2 分 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

1 メンバー紹介 

 

 

 

 

2 タイ数字を覚える 

 ・ゴルフさんと一緒に数字は 10 まで数える

生年月日を書かせる 

 

 タイ数字を使った計算をする。 

 

 

 

 

 

 

・大きな声で復唱してくれた。西暦の生年月日が書け

ない児童が沢山いたことが反省でした。 

・意外と盛り上がった。 褒めることは児童にいっそうの

盛り上がりを加えました。 

モンコンチャイ・アッカラチャイ（ゴルフ）さんと交流を深めよう 

タイ数字を実際に遊びで使ってみよう 
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28 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2～3 問児童に解かせる。 

 

3 

 ・ 児童に 6 班に分かれてもらいタイの写真 4

枚コピーしたものを各班に配り、聞きたい

事を考えてもらい1班1人発表してもらう。

 ・ ゴルフさんはその都度答える。 

 

 

 

数字の盛り上がりが功を奏し、みんな真剣に考えてくれ

たので 単純な質問はなかった。 

質問の内容 

タクシーの色がたくさんあるけど何でですか？果物の

値段の前の文字が読めないのですがグラムとか量とか

で売ってるのですか？看板に英語が書いてあると思う

んだけど、タイなのにタイ語で書かないんですか？果

物屋さんの写真の左上に豆みたいのがありますが何で

すか？など 

 

答 タイにも沢山タクシー会社がある、果物は量り売り、

日本と同様に英語が氾濫、豆も果物に含める、など 

 

反省・感想 

・ 西暦の生年月日が書けない児童がいました。 

・ 4 年生の知識が予想以上だったこと、ドラゴンフルーツ

の名前、味、暑い所でできること、など的確に答えられる

児童が 3 クラスともいたこと、しかし分からない児童もい

た。 

・ タイではフルーツをグラムで売っているという話をしたら、

「それって肉買う時とおなじだ」とどんどん欲しい答えが

勝手に返ってきて、児童の自己の日常生活と照らし合

わせて気付く能力の高さに驚きました。何よりも「これ

何？」で終わる児童がほとんどいなかったことに関心の

高さが垣間見えました。 

・ 泣いた児童のフォローを先生がしてくれて助かった。自

分が少しオドオドしてしまいました。 

・ 時間配分に余裕を持たせたことと、時間を確認しながら

動けた点では周囲の状況が去年よりも見えるようになっ

たと思いました。 

・ 先生が今年赴任した人ばかりだったので自由に実践さ

せてもらえました。(河原) 

 

 

・ とても楽しむことができました。タイの数字や写真を紹介

して、子ども達が本当に真剣にやってくれて、たくさんの

様々な質問もしてくれてすごく良かったとおもいます。 

・ 給食もとてもおいしくて、たくさん食べてしまいました。

（モンコンチャイ・アッカラチャイ） 

 

 

・ はじめてこういう経験をしましたが、すごく新鮮な気持ち

でいっぱいです。外大で小学校の免許がとれなくて諦

めていましたが、取ろうと決意しました。 

・ 反省点は、自己紹介の準備が不十分で本番で忘れて

しまったこと、カメラやビデオの動作確認をしなかったこ

と、自分は大阪出身で個人的な問題なのですが、標準

語で話すことが大変だったこと。特に標準語をもっと話

せるようにしたいと思いました。（田代） 

 

先生からの感想 

全体の進め方、内容、児童の反応はよかったが、もう少

し児童によっては「待つ」ことを大切にしてほしいと言われ

ました。私たちはサポートのつもりで答えに詰まった児童

にすぐにヒントを与えていたのですが、先生によれば「待

つ」ことで児童は自分で答えを出すということでした。  
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タイチーム（小学 4 年生対象）：第二回 

報告者：河原 新(外国語学部ロシア語専攻 2 年) 

 

参加メンバー モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生）、

河原 新（外国語学部ロシア語専攻 2 年）、田代 哲嗣（外

国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

 

活動日時 10 月 25 日（水） 研究授業が午後からあるため、

2 時間の枠で 3 クラス同時に 80 分で行った。 

 

活動の目的 自国の文化を発表し、かつ相手の文化を理

解することによって、自己文化啓発を芽生えさせる。自分

の半ば無意識にやっていた踊りを客観的に分析すること

によって、物事を客観的に分析する力を養う。 

 

 

活動の内容（場所：体育館） 

活動内容 様子 

1． 導入・自己紹介、クイズ（5 分） 

 

 

2． 子どもたちによる踊り披露（10 分） 

 

 

3． メンバー、タイの踊り「ラーマキエン」披露と説明

（10 分） 

 

4． それを通して子どもたちの踊った日本の踊りが何

を表しているのか想像してもらい考えてもらう。手

を挙げて意見を言ってもらう。（15 分） 

 

5． 日本人 2 人はタイの踊りを踊りたい児童にレクチャ

ー。一方でゴルフさんは日本の踊りを児童から教

えてもらう。（15 分） 

 

6． 全員を集めて学生（河原）のタイ旅行記を見せる。

（10 分） 

 

7． 学生のタイ旅行記で見せた写真についての質疑

応答、その後、児童がタイについて調べたものに

ついての発表と質疑応答。（15 分） 

簡単な自己紹介の後のアイスブレーキングに使ったタ

イのクイズはかなり盛り上がった。 

 

先生に指揮をとってもらい踊りを披露してもらった。この

際、メンバーは 4 がスムーズに進行するように、注意深く

見た。ここで質問などを考えておいた。 

 

 

 

メンバーは児童が詰まったときにフォローを入れた。 

 

 

 

ブースを 2 つ作って、その間の児童の行き来は自由。

先生がうまくコントロールしてくれた。 

 

 

小学生にとって身近な写真（マクドナルド、ジャンプ、電

車など）をみせたのでまた盛り上がった。 

 

河原がタイにいったことがあることから、ゴルフさんが説

明に困ったときフォローができた。 
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感想・反省 

まず何よりも自分が実際にタイに行って踊りを修行、研

究したのがよかった。また、実際いかないと気づかないこと

も多く、その経験などが質疑応答で生きた。途中、興奮し

た児童がゴルフさんのマイクを奪う場面もあった。写真も実

際タイに行って感動したり面白いと思った写真を撮ってき

たので、インターネットなどやゴルフさんなどと違った面白

い視点の写真が提供できた。また、児童が調べ学習によ

ってタイをある程度知っていたのもよかった。 

 またアジアの民族衣装を着ていったことで本当の踊り手

のようにみえたのも視覚的に良かった。 

アイスブレーキングも功を奏し、子どもたちといい雰囲気

でできた。踊りを教えるときに際しては予想通り男子児童

が興奮したので先生にうまくコントロールしてもらった。 (河

原) 

 

 

初めて大勢の人の前でタイの踊りをしたので、本当に恥

ずかしかったです。その後、子どもたちが「エイサー」という

沖縄の伝統舞踊を教えてくれて、一緒に踊ってとても楽し

かったです。やはり時間が足りなくて、子どもたちはタイに

ついてまだ聞きたいことが残っているようです。昼ごはんの

とき、タイの踊りについて聞いてくれた子どもたちもいたし、

踊って見せてくれた子もいました。みなこれだけタイのこと

知って覚えてくれて本当に感動しました。（モンコンチャイ・

アッカラチャイ） 

 

2 回目になって顔見知りの子どももできてうまく接するこ

とができた。関西弁で接してうまくコミュニケーションがとれ

た。エイサーがうまく踊れていたので自分たちのタイの踊り

がうまくいっているのか不安だった。タイの踊りも楽しそうに

やってくれた。タイの子どもたちが画用紙でたくさん調べ

学習をしていたのに感動した。(田代) 

 

 

タイチーム（小学4年生対象）：第三回 

報告者：田代 哲嗣(外国語学部ロシア語専攻1年) 

 

参加メンバー モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生）、

河原 新（外国語学部ロシア語専攻 2 年）、田代 哲嗣（外

国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

活動日時 1月24日（水） 

 

活動の目的 「国境を越えた価値観」 

日本とタイの大学生の小学4年生のときと今の話を聞くこと

によって、小学生自身の将来の夢を見つめて欲しい。子ど

もの自殺が騒がれている中、生きる目的を見出して欲し

い。 

 

 

活動の内容(場所：教室) 

活動内容 詳細・児童の反応 

1.ゴルフさんの小学校の話、タイの環境の話（5分） 

 

 

2.大学生3人の小学生の時の夢と今の夢についての話（10

分） 

宝物(単語帳、タイのおまもり)を見せながら話した。 

 

3.話をもとにワークシートを記入（15分） 

ワークシートの内容： 

子どもたちは静かに聞いていたが、内容が少なく、次の話

への持っていきかたが不自然。 

 

子どもたちの反応はまあまあだった。使う言葉の難しさに問

題はあったかもしれないが、静かに聞いていた。 

 

 

時間が余るクラスもあった。早めに書き終わった児童は周り

としゃべりだした。 
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①将来の夢 

②そのために頑張っていること 

③3人の話について聞きたいこと 

 

4.全体発表(10分) 

子どもを何人か指して、教室の前に出てもらい発表させ

た。 

 

 

 

5.質疑応答(5分) 

見ようとすると紙を隠す児童が多かった。 

 

 

 

発表したがる児童が数名いた。 

発表した児童に対する対応には課題あり。 

どのような質問をするのか、どのタイミングで質問するのか

が難しく、しーんとした空気になることも。答えを引き出すの

が難しい。 

 

質問する児童は多かった。 

3人の将来に関する真面目な質問が多い。 

雰囲気はよかった。 

 

感想 

今日は児童たちの夢を聞かせてもらったり、自分の小学

校の時の夢と今の夢を語ったりしてとてもおもしろかったで

す。児童たちがスポーツ選手やパイロットなどになりたいと

言っていたが、「ゲームデザイナー」という子も何人もいて、

とてもビックリしました。ほんとうにタイの小学校とは違うなと

実感しました。 

反省したいのは自分の話し方です。やはり小学校4年生

のレベルはどれぐらい話せばいいか今までまだまだ分から

なくて本当に難しいと思います。特に留学生にとってどの

ような日本語(言葉)を使ったらいいか選ぶのは簡単なこと

ではないと思うので、今度は「言葉」だけでなく、「動き」の

ような活動をやればいいのではないかと思いました。 

最後に、今回の活動を通して自分の昔の夢をまた思い

出してよかったと思います。そして児童たちが話してくれた

夢と自分の小学生の時の夢と同じで、「違う国でも『共通』

の夢を持っている人たちもいるね」と面白く聞いていました。

本当に楽しかったです。（モンコンチャイ・アッカラチャイ） 

 

 

反省:もう少しタイに関連付けた話をしたかった。 

前回と違って夢の内容なのではずかしがって発表が控え

めだった。 

良かったこと:子どもたちの将来へのベクトルと自信、希

望を与えられたと思う。（河原） 

 

 

熱心にうなずいて聞いている子どももいたが、言うことを

しっかり考えていなかったので、わかりやすい言い方がで

きたかというと満足のいくものではない。 

あと、話に盛り上がりがなく、たんたんとしゃべっている

感じで、飽きてしまう子どももいたと思う。次からはもっと声

を大きくし、相手に理解してもらえる話し方を考えていくこ

とが課題である。 

しかし伝えたいことが話せたのはよかったと思う。僕の話

をきいた先生たちはよかったと言ってくれた。国際理解教

育という点では不満足だとは思うが、教育という点では、子

どもたちの心に何か大事なものを残せたと思うし、満足で

きた。本当に勉強になり、楽しかった。（田代） 
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韓国チーム（小学 5 年生対象）：第一回 

報告者：津久井優（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

タイトル 智恩さんの韓国での生活と私たち日本での生活

の違いを考えよう 

 

参加メンバー 金智恩（外国語学部日本語専攻 3 年）、柴

本智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年）、津久井優

（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

活動日時 2006 年 6 月 26 日（月） 2 限から 4 限まで 

 

活動の目的 生活の端々に文化の違いを見つける 

 

 

 

活動の内容 

行なったこと 児童の反応 

1.学生の自己紹介 

名前、出身地、勉強している言葉 

 

2.韓国と日本の生活の違いについての考察 

   智恩さんの韓国での小学校時代の 1 日と児童の

生活を比較しながら、韓国と日本の違う点をみて

いく。 

 <具体的な内容> 

     日本（例）          韓国 

朝： ごはん、納豆          キムチ 

    お箸を使う       お箸とスプーン 

  ランドセルで通学    ランドセルなし 

  車は左側通行      車は右側通行 

   「おはよう」        「アニョハセヨ」 

昼： 「こんにちは」      「アニョハセヨ」 

        「花いちもんめ」で遊ぶ 

           （共通点） 

   畳あり            畳なし 

夜： 「こんばんは」     「アニョハセヨ」 

3.花いちもんめ 

   日韓共通の遊び・花いちもんめを韓国語でや 

   ってみよう。 

 

 

4.まとめ・児童からの質問 

 

 

 

・  ここでは日本の例のほうはこちらから提示してしまうの

ではなく児童から発表してもらう方式にした。かなり盛

んにみんな発表してくれた。 

・ 韓国の子どもや道路や家の写真を見せると、「（韓国

の子どものかばんが）かっこいい！」や、「（家の写真

をみて）えー、これが韓国？」など盛んな反応が聞こ

えた。 

・ 《左側通行》ということについては、児童はあまり理解

できないのではないかと思っていたが、皆わかってい

るようだった。 

・ 《花いちもんめ》は 9 割ぐらいの児童が経験しており、

とても身近に感じているようだった。 

 

 

・  皆とても喜んで楽しそうに遊んでくれた（少し度が過ぎ

てしまったところもあったが）。男女の間で手をつなぐ

のを恥ずかしがっている子も何人かいた。多くの児童

が韓国語の「じゃんけんぽん」を覚えようとしてくれて

いた。 
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感想 

去年に引き続き、また東柿生小学校への｢国際理解教

室｣に参加した理由は何よりも子どもたちの笑顔が忘れら

れなかったからです。大変とはいえ、実は子どもと絡んで

遊べた時間がどれだけ楽しい時間だったのか誰よりもよく

知っています。 

今年は去年担当した学年よりは上である 5 年を希望した

のはよりまじめな話ができればいいかなということでした。

それで、話ができたかというとすぐ答えられないですが、5

年生は 5 年生で独特な雰囲気があって楽しかったです。 

私が今回得た一番大事なものは、楽しさではなく、人間と

人間の付き合いです。私は留学生であって、子どもたちに

とってはよそものともいえる｢外国人｣であるにも関わらず、

私を外国人ではなく、遠くからきた大学生のお姉さんとし

てうけとめているような気がしました。給食の時間に質問を

受けましたが、質問のほとんどが韓国という国のことではな

く、私に向けての質問でした。 

 友たちになるに国籍なんか要らないというようなことをよく

言います。しかし、私の場合、実はどうしても気になるのは

国籍という壁でした。しかし、子どもたちには国籍自体が意

識されず、仲良くしたいという気持ちがものすごく分かりま

した。そのような感覚をむしろ習ってきました。（金智恩） 

 

 

今回初めて参加し、とても緊張しました。でも、1 回目の活

動を終えた今、この活動に参加することができてほんとに

よかったと思っています。今回の活動で、一番心に残って

いることは、授業の後、授業で覚えた韓国語のじゃんけん

で子どもたちが遊んでくれていたことです。また、子どもた

ちが興味深深に話を聞いてくれていたこともすごくうれしか

ったです。日本と韓国の 1 日を例に比較しながら、それぞ

れの文化とか習慣を教えることで、子どもたちにとってわか

りやすく、また、韓国の文化を身近に感じやすかったので

はないかな、と思います。今回の活動での反省点を次回

に生かして、次回も充実した活動にしたいです。（柴本） 

 まだまだ国際理解教室の「こ」の字もわかっていないよう

な私が学年の責任者を務めることになり、初めはとても不

安だった。しかしメンバーがとても協力的で、2 人には本当

に助けられた。 

 今回の実践を通して、「外国」に対してまだまだ子どもた

ちがステレオタイプを抱えてしまっている部分、また逆に子

どもたちの柔軟な思考によって寛容に受け入れられる部

分を少し感じることができた。3 回の実践を通して、子ども

たちが視野を広げる手伝いができれば、と思っている。 

 第一回でやれることはできたと思う。これを第二回、第三

回につなげられるように次回の実践案を創意工夫してみ

たい。（津久井） 

 

 

 

 

韓国チーム（小学 5 年生対象）：第二回 

報告者：津久井優(外国語学部フランス語専攻 3 年) 

 

タイトル 金さん、柴本さん、津久井さんの大切なものはど

れ？ 

 

参加メンバー 金智恩（外国語学部日本語専攻 3 年）、柴

本智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年）、津久井優

（外国語学部フランス語専攻 2 年） 

 

活動日時 2006 年 10 月 30 日（月） 2 限から 4 限まで 

 

活動の目的 3 人それぞれの「もの」がどれかを考え話し

合うことにより 3 人をより身近に感じ、同時に国籍や国の違

いを厭わない心を育てるきっかけとする 
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活動の内容 

行なったこと 児童の反応 

1.簡単な挨拶 

 ごく短く前回の復習 

2.考えてみよう「金さんのもの、柴本さんのもの、津久井

さんのものはどれ？」 

①まず児童を 5～6 人ずつグループに分ける 

②3 人の思い入れのあるもの（1 人 2 つ計 6 つ）を

別々に写真にとってプリントアウトし、それを組み合

わせの異なる 2 枚ずつ各グループに配布 

 写真・・・トルコ人歌手の CD、夏目漱石・吉本ばな

なの本(津久井)、ラクロスのクロス、地球儀型貯金

箱（柴本）、てるてるぼうず、絵描き道具（金） 

③児童には配布された 2 枚がそれぞれ誰のものな

のか、何故そう思ったのかを話し合ってもらう（10～

15 分） 

※答のヒントとして 3 人のプロフィール提示（項目：名

前、出身地、誕生日、好きな食べ物、好きな番組、

好きな言葉、夢中になっていること、将来の夢） 

※「これは誰のものですか？」以外の質問は全て良

しとする 

3.児童の発表・3 人による紹介 

 ①それぞれの「もの」について、児童より話し合った 

内容の発表 

②3 人より「もの」についての紹介 

4.まとめ 

 児童には感想を紙に書いてもらう 

 

 

 

 

 

・ 様々な写真は児童の関心を引いたようである。 

 

 

・ 1 クラスめで「質問は 3 つだけ」としたところ、私たちに

話しかけるのをためらってしまっている様子だったの

で、2 クラスめからは質問はいくつでもありとした。その

結果、児童がより活発に話しかけてくるようになった。

・ 児童だけでは話し合いがあまり進んでいないグルー

プも、学生や教師が助言することにより会話が増えて

いた。 

 

 

・  私たちが予想していなかった観点から発言する児童

も多く、児童の発想の多様さには驚かされた。 

・ 実物を見せ、実際に CD をかけたり絵を見せたりする

と非常に反応が良かった。 

・ 「私たちを身近に感じる」ことができたという児童は多

かったが、「国籍や国を厭わないこと」がどれだけの児

童に伝わったかはわからない。しかし私たちが少しそ

のことに触れると、賛同して付け加えてくれる児童もい

た。 

 

 

感想 

今回の実践は前回と違って子どもたちと会話がたくさん

できてよかったと思います。やはり、一方的な授業よりは子

どもが参加できるほうがいいと思いました。思ったよりも子

どもたちの発想や、考え方が多様で面白かったです。私

たちも考えることができなかったことも子どもたちとの会話

を通じて新たに感じたり、考え直されたりしました。 

まとめの時間に感想を聞いたり、書いてもらって気づい

たことですが、子どもたちが思っていることが、むりやり「韓

国と日本の違いを探ろう」とするのが感じられ、必ずしも、

今回の授業が韓国と日本の比較ではないことだったのが

伝わらなかった部分もあったのかと思いました。中には、

私たちの 1 人 1 人のことをちゃんと理解して、身近に感じ

てもらった子どもたちもいたので、ある程度目的は達成し
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たのかなという感じもします。 

最後の授業には、もうちょっと子どもたちとじっくり会話

ができる実践にしたいと思いました。（金智恩） 

 

 

今回は、2 回目で、自分は司会を担当させてもらいまし

た。やる前はどうなるのか、とても緊張していたけど、やり始

めると緊張がとけ、津久井さんや金さんのフォローのおか

げで、楽しく進めることができました。クイズは、子どもたち

から「ちょっと難しい～」という声も聞かれたが、子どもたち

が一生懸命班のみんなで話し合ってくれていました。また、

私たちからの正解発表のとき、子どもたちが目をキラキラさ

せて私たちの話を聞いてくれている姿がとても嬉しかった

です。 

 少し不安に残った点としては、子どもたちが最終的な目

標について考えることができていたか、ということです。で

も、子どもたちからの感想文を読んで、私たちひとりひとり

に対する理解が今回で深まったことを感じることができまし

た。私たちひとりひとりを理解することが活動の最終的な目

標につながっていると思いました。（柴本） 

 

 

今回の実践は本当に、ふたを開けてみるまで子どもた

ちがどう反応してくれるかわからなかったので、とても楽し

みであり同時にとても不安であった。しかし授業を通して、

子どもたちの素朴な感性や立派に発言する姿に触れるこ

とができ、私たちが伝えたかったことを子どもたちが理解し

ようとしてくれているのがわかり、とても嬉しかった。授業の

鍵である「もの」を何にするかということでぎりぎりまで試行

錯誤したが、最終的に私たちの本当に思い入れのあるも

のを私たちの言葉で語ることで、子どもたちにメッセージを

伝えることができ、「もの」をうまく選択することができたと感

じた。子どもたちの感想を読んでみると、「私たちを身近に

感じることができた」「話し合いを通じて成長できた」「国の

違いは関係ないのだとわかった」の 3 つが多かったが、こ

のどれもが私たちの意図していたことであり、子どもたちの

成長のほんの小さなきっかけを提供できたのではないかと

思う。 

今回私たちは「韓国」という枠組みにこだわらずに実践

を行ったが、今後の国際理解教室でこのように 1 つの国に

限らない試みがもっとあっても良いと思う。 

とはいっても低学年にとってはまだまだ、1 つの国を例

にとることで異文化を考えるという単純なプロセスも必要だ

と思うので、どの学年を対象に行ったらよいかを判断する

のは難しいところである。また、今回の私たちのその意図

を教師があまり理解していなかったのは少し残念だった。

教師との関わりについてはまだまだ改善点が残る。次回は

最終回の実践なので、この 3 回が全体としてなにか子ども

たちの頭の片隅に残るようなものになれば、と思っている。

（津久井） 

 

 

 

 

韓国チーム（小学 5 年生対象）：第三回 

報告者：津久井優(外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

タイトル なんで外国語を学ぶの？ 

 

参加メンバー 金智恩（外国語学部日本語専攻 3 年）、柴

本智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年）（実践には不

参加）、津久井優（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

活動日時 2007 年 1 月 29 日（月） 2 限から 4 限まで 

 

活動の目的 ことばの大切さに触れ、同時に人と人との心

のつながりを感じる 
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活動の内容 

 行なうこと 児童の反応 

5 分 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

10 分 

 

 

 

1.導入 

前回は持ち物、今回は外国語というキーワード 

児童に質問「私たちはなんで外国語を勉強しているん

だと思う？」 

 

2.ゲーム「自分の言いたいこと、伝わるかな？」 

①児童を 3～4 人ずつグループにわける 

②グループの 1 人が他の 3 人に、私たちが出した問題

に対する自分の答を伝える 

グループのメンバーは、その人が何を言おうとしている

のかを考える（制限時間 1 分半） 

※ルール※ 

使えるもの：紙、鉛筆、絵、数字、身振り、表情 

使えないもの：言葉を喋ること、漢字、かたかな、ひら

がな 

 問題 

 ・おじいちゃんおばあちゃんはどこに住んでいる？ 

 ・今一番食べたいものはなんですか？ 

 ・昨日何をした？ 

 ・お正月の一番の思い出は？ 

③全問終了後、児童に感想を聞く 

 

 

 

 

3.私たちの想い 

金・津久井がどんな想いで外国語を勉強しているかに 

ついての話 

 

4.まとめ・児童からの感想・質問 

児童からの 3 回の実践を通しての感想を聞く 

最後に金から韓国語で、津久井からフランス語（トルコ

語でお礼の言葉を言い、児童は私たちが何と言ったの

かを遊び感覚で考える 

・ 視覚的なものを多用した前回の授業は児童

の心に残ったようで、多くの児童が覚えてい

てくれた。 

 

 

・ グループ分けを事前に先生にお願いしてお

いたところ、スムーズに始めることができた。 

・ 問題についての説明のしかたがあまりうまくい

かず、「私たちが何という問題を出したか」を

当てればいいと考えた児童も中にはいたよう

だ。もっと上手く説明できればよかった。 

・ ゲームをとても楽しんでくれていた。いつもは

よく喋る児童たちもこのときはルールを遵守し

てくれて、ゲームが意味のあるものになった。

・ 私たちが何も促さなくとも児童たちはこのゲ

ームから、ことばの大切さ、またことばが無く

ても通じることもあるんだという喜び、外国語

に対する興味などを感じてくれた。 

・ 身近なことを話すととても真剣に聞いてくれる

が、そうでないと集中力が切れてしまうことも

ある。 

・ 時間の関係上じっくり児童の話をきけたのは

1 クラスだけだった。しかし様々に感じたことを

たくさん発言してくれた。 

 

・ 外国語での挨拶のとき、全ての児童が息を飲

んで聞いていた。かなりするどい推測をした

児童も多くいて驚いた。 
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感想 

 グループのメンバーで話し合って、今回も｢韓国｣という国

にこだわらないスタンスで実践を行うことにしたが、こうして

みて良かったと思う。私が韓国が好きとか嫌いとか知って

いるとか知らないとかそういう問題ではなく、このやり方だと

私も自分を表現しながら子どもたちと接することができると

感じたからだ。5 年生という学年もこのような実践を行いや

すい対象だった。智恩さんがパートナーだったことも私は

本当に恵まれていた。急遽進行をお願いしたにも関わら

ず、眩しいほど素晴らしい進め方だった。 

 授業の内容は、私が予想した以上に充実していた。この

ゲームだけをやって外国人とのコミュニケーションまで話を

膨らめられる子がいると思っていなかったが、たくさんの子

がそのことに触れて発言してくれて本当に驚いた。ことば

が伝わらないもどかしさだけでなく、こころが通じるんだと

いう嬉しさを述べてくれた子どももいた。それは私たちが伝

えたいことのひとつだったが、私たちが言うまでも無く子ど

もたちは感じてくれた。 

 3 回の実践を通して得たものは多すぎてなかなか整理で

きない。とにかく第一に、同じ韓国班のメンバーであった金

智恩さんと柴本智代さんに、そして東柿生国際理解教室

のメンバーみんなに、支援室のあらゆる方々に、お礼を言

いたい。1 年間本当にありがとうございました。（津久井） 

 

 

最後の実践はいつも寂しいです。 

今回も寂しい実践だったような気がします。メンバーの

事情で 2 人での実践だったから寂しかったのもあるし、小

学校の事情で最後の実践のまとまりがバタバタして寂しか

ったかなとも思います。 

 次に、授業内容までのプロセスの感想です。 

 事前の小学校の先生との打ち合わせがスムーズではな

かったというか、お互い食い違ったままの気持ちで進めた

ような気がします。窓口役であった先生とのコミュニケーシ

ョンが難しかったような気がします。私たちが望む「国際理

解教育」と先生側が望むそれの差を縮めるには今回は力

が足りなかったように思います。この辺は先生とのやりとり

をしてくれた津久井さんの方が一番大変だったと思います。

それでも、私たちの意思をちゃんとまとめて、先生に説明

してくれた事、感謝しています。それで、私たちが望んで

いる「国際理解教育」がどこまで通用できるか、そして、そ

れを小学校と共有するためにはどうすべきかをまず考えな

ければいけないと思いました。 

 授業の感想としては、各クラスごと、反応が結構違ってそ

の原因が何かと思いました。まずはクラスの雰囲気と担任

先生の役割によってかなり変わってきます。私の場合です

が、2 組ではあまりにも先生を意識し、思う存分私がやりた

かった事が伝わらなかったです。3 組では思いもよらなか

った事がおきて、担任先生の不在の中で進められたせい

だと思いますが、今までの雰囲気と違って、予想した結果

に至らなかったと思いました。ここで、我々が実践を行う中

での担任先生の役割についても考えるきっかけになりまし

た。先生によって「国際理解教室」に営む姿勢は違うと思

います。 

 それで、先生に最小限やってもらいたい事や最大限でき

ることを事前に実践を行う人が承知しておいてもいいかな

と思います。 

何がどうであれ、私が望むことはひとつだけです。今回

私たちに会った子ども達が、韓国、フランス、トルコ、カン

ボジアを少しでも身近に感じていればそれでいいかなと思

います。 

将来、韓国と日本の歴史を学び、テレビとかで、「日の

丸を燃やしている韓国人の姿」をみても、それが韓国人す

べてではないことを言えるような青年になってほしいです。

（金智恩） 

 

 

まず、今回は参加できず、申し訳ありませんでした。東

柿生小学校での 1 年間にわたる 3 回の実践を終えて、ま

だまだ「国際理解教育」っていうのがどんなものなのか、わ

からないことがたくさんあります。でも、この活動を通して子

どもたちの世界を見る目がひとつでも増えたら、すごく嬉し

いことだと思います。また、授業中の子どもたちの新しいこ

とを知った時の新鮮な顔とか、たくさんの笑顔を見ることが

できたのも私にとってすごく嬉しかったです。授業の進め

方とかそのための準備など、活動全体を通して学ぶことが



－77－ 

本当に多かったです。この 1 年間で自分が感じたこと、学

んだこと、得たことを、来年につなげてがんばっていこうと

思います。本当にありがとうございました！！（柴本） 

 

 

 

フランスチーム（小学 6 年生対象）：第一回 

報告者：葛山 紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

タイトル フランスに興味をもってもらおう 

 

参加メンバー ヴィルジル・マクレ（研究生）、玉置汐莉（外

国語学部フランス語専攻 3 年）、中川寛子（外国語学部ポ

ルトガル語専攻 3 年）、葛山紋子（外国語学部スペイン語

専攻 4 年） 

 

活動日時 2006 年 6 月 27 日（火）、8：30～13：00（1 限目：

授業の流れの確認と先生との打ち合わせ、2 限目：2 組、3

限：1 組、4 限目：3 組で実践、その後生徒と一緒に給食） 

 

活動の目的 

1 年間を通して、子どもたちが考え、自分なりの意見を

持てるようにすること、自信を持って発表できるようにするこ

とを目標としている。そのための学習意欲を持てるように、

第一回ではフランスを身近に感じてもらう、興味を持っても

らうようにする。 

  

行なったこと 児童の反応 

1.メンバー紹介 

ヴィルジルさんはフランス語と日本語、日本人学生は

専攻語と日本語で自己紹介をする。 

 

2.フランスのイメージ 

知っていること、思っていることを書いてもらう。 

・ 個人個人考えて、紙に書く 

・ グループで話し合って、発表してもらう 

 

3.フランスの紹介 

地図でなどを使って最低限知って欲しいことを確認す

る。 

白地図を配ってフランスを探してもらう。 

ユーロを見せる。 

ヴィルジルさんが小学生時代の話、パリに住んできた

頃の話などをする。写真を見せながら玉置さんがフラ

ンス旅行の話をする。 

 

 

4.移民についての導入 

「今、ワールドカップが行なわれているけど、みんなワ

ールドカップ見てる？フランスの代表選手って知って

る？」 

 

 

 

 

・ 「料理、サッカー、青い目、ワイン、フランスパン、エ

ッフェル塔、背と鼻が高い、ヨーロッパ、髪が茶色、金

髪、町並み・家がおしゃれ、パリ、ジダン、肌が白い」

などの回答が出た。ワールドカップの開催中ということ

もあり、サッカーのイメージが強かった。 

 

・ 白地図を渡すと、地図帳を取り出す・地図を見に

行くなど、意欲的に探していた。フランスを早く探し終

わって、他の国の名前も書き込んでいる児童もいた。

・ ユーロには非常に関心を示していた。どういう単位

か、日本円でいくらくらいかなど質問をしていた。 

・ 子どもたちにとって身近だったためか、ヴィルジル

さんの小学校時代の話は興味を引いた。パリにお寿

司が売っている話などに興味を持っていた。 

 

・ 授業のはじめに確認したように多くの人が白人・青

い目のイメージを持っていたので、ワールドカップの

チームの写真で黒人が多いことに驚いていた。 
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ワールドカップのフランス代表選手の写真を見せる。 

「フランスって 100 年くらい前は白人ばかりの国だった

んだけど、今は白人だけの国ではないんだよ」 

ヴィルジルさんの住んでいた街やアパート、クラスメイ

トなどの話をしてもらう 

 

「なぜ白人でないフランス人がいるのでしょうか？」 

少し話し合ってもらう 

 

 

 

 

 

 

「これにはフランス語を話す国が関わっています。ここ

で次の授業に向けての宿題があります。 

① フランス以外でフランス語を話す国はどこでしょ

う？ 

② なぜその国はフランス語を話すのでしょうか？」 

 

 

 

 

 

 

・ 「フランスの領土が大きくなったから。領土を取られ

た人がフランスに住んだから。差別をなくすために黒

人を入れたから。白人の国は幸せだから。差別があっ

て、国の出入りが簡単になったから。フランスが進ん

だ文化の国だから。黒人が白人を襲ったから。黒人が

移り住んだから。黒人とフランス人の子ども、国籍を変

えたから」 などの回答がでた。 

 

・ 自主的に話し合ったりするなど、調べ学習に対して

意欲を見せていた。 

 

 

反省点 

・子どもたちが授業の内容を全部聞き取れないこともある

ので、黒板に書くなどもっと視覚的に情報を残せるとよい 

・次の話題に入る前に少し間をあけ、子どもたちの聞く体

勢がととのってから話し始めるとよい 

・担任の先生の授業へのかかわり方を事前に話し合って

おくべきだった 

・時間配分をもう少し考える必要があった 

・ユーロ硬貨を各班に見せるタイミングを考えるべきだった

(話をしているときに配らない) 

 

感想 

初めての参加で、6 年生という難しい年頃ということもあ

り、どのように授業を進めるか、どうやって子どもたちに接し

ていくか心配でしたが、思っていた以上に子どもたちの反

応がよく、私自身も楽しく、学ぶことの多い実践でした。子

どもたちは、フランスはおしゃれな国、フランス人は肌が白

くて金髪で目が青いというイメージを持っていたようで、ヴ

ィルジルさんの話やワールドカップのフランス代表の写真

から、自分たちがイメージしていたのとは違うフランスの一

面を知り、驚いていたようでした。この驚きをうまく次の学習

意欲へとつなげていけたら良いのではないかと思います。

クラスによって進行が異なり考える時間が十分にとれなか

ったことや、担任の先生の授業への関わり方など今回の

実践での反省を次回に生かしていきたいと思います。(中

川寛子) 

 

 

今回で 2 回目の参加でしたが、6 年生と授業をやるのは

初めてでした。6 年生というと難しい年頃で、積極的に発

言をしてくれるかどうか、こちらが提示したことに反応してく

れるかどうか心配でした。授業が始まると、思った以上に

驚いてくれたり、質問をいっぱいしてくれたり、さらにたくさ

ん発言してくれたりして、賑やかな雰囲気の中で私も楽し
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むことができました。子どもたちに緊張をほぐしてもらった

気がしました。今回は、フランスの「移民」についての導入

の授業でしたが、今後、このフランスの事実を 6 年生の視

点で、どのように伝えていくか、もっと考えたいと思います。

(玉置汐莉） 

 

 

思った以上に子どもたちがフランスについてイメージを

もっていたので、ワールドカップの写真などを効果的に使

えてよかったと思いました。積極的に発表してくれる子も多

く、楽しい雰囲気で授業ができたと思います。新しいもの

に触れ、課題に意欲的に取り組んでいる子どもたちの姿

が印象的でした。第一回目のフランスに興味を持ってもら

うという目標は達成できたと思います。これを調べ学習、次

回への実践へとつなげていきたいと思います。次回に向

けて、「移民」をどのように扱っていくかを考えていく必要が

あると思います。(葛山紋子) 

 

 

フランスチーム（小学 6 年生対象）：第二回 

報告者：葛山 紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

タイトル 世界の人の移動を知ろう 

 

参加メンバー 

ヴィルジル・マクレ（研究生）、周 首能（外国語学部朝鮮

語専攻 3 年） 中川寛子（外国語学部ポルトガル語専攻 3

年）、葛山紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

活動日時 

2006 年 10 月 31 日（火）、9：30～13：00（2 限目：3 組、3

限：1 組、4 限目：2 組で実践、その後生徒と一緒に給食） 

 

活動の目的 

1 年間を通して、子どもたちが考え、自分なりの意見を

持てるようにすること、自信を持って発表できるようにするこ

とを目標としている。第三回の実践は、調べ学習を経ての

発表とするので、それにつなげる。子どもたちにとって身

近な川崎市に焦点をあて、調べて、知ってもらうために、フ

ランスの話から日本の話へ移し、日本にも多くの外国人が

いるということを知ってもらい、興味を持ってもらう。

 

 ◆活動 児童の反応 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メンバー紹介 

自己紹介・新メンバー（周さん）の紹介 

 

 

 

◆課題の答え合わせ 

①フランス以外でフランス語を話す国はどこでし

ょう？ 

②なぜその国はフランス語を話すのでしょうか？

①の問いを子どもたちに手を上げて、答えてもらう。

（5 人） 

 ↓ 

「ほかにもこんな国があります」 

地図を見せて確認する。 

･ メンバーが違うということを入ってくるときに言っ

ていた子もいて、第一回の実践を覚えてくれてい

るようだった。新メンバーということもあり、かなり興

味を示していた。 

 

・ 1 つのクラスでは、担任の先生が指導していな

かったため、課題をやっておらず、答え合わせも

できなかったため、授業が進行できなかった。 

・ 他の 2 つのクラスでは、調べてきてくれた子も

多く、たくさんの国名を意欲的に調べてきている

子もいた。発表も積極的にしてくれた。 

･ 植民地については習っていなかったので、少

し難しかったようだった。しかし、なんとなく知って

いる子もいた。子どもたちに身近な英語を例にあ
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②の問いを子どもたちに手を上げて、答えてもらう。

（2 人） 

 ↓ 

ヴィルジルさんから説明 

 

その後、フランスへの人の移動の経緯を話す。 

「フランス語を話すアフリカのこれらの国の人々がフ

ランスにやってくるようになりました。アジアやほかの

ヨーロッパの国からもフランスに人が来ています」 

 

「どんな理由で人が来ていますか？」 

 

「あと、勉強に来ている人もいます。玉置さんはフラン

スに留学に行っています」 

 

「ヨーロッパからフランスへ来ている人はどんな人が

いますか？」 

 

「ヴィルジルさんが住んでいた地域はどうでした

か？」 

 

「周さんはフランスへ行ったことはありますか？チャイ

ナ・タウンはありましたか？（メトロの話）」  

 

周さんがニューヨークで見かけたチャイナ・タウンの

話をする。 

 

ニューヨークのチャイナ･タウンの写真を見せて、どこ

か聞いてみる。 

周さんが訪れたときの話をする。 

 

横浜中華街の写真を見せて、どこか聞いてみる。 

ヴィルジルさん･周さんが受けた印象や中華街の始

まりを話す。 

 

大泉の写真を見せて、どこか聞いてみる。 

大泉に行ったことのある中川さんが受けた印象や、

人口の 15％がブラジル人であることを話す。 

げたので、わかりやすくなったようだった。（実践

者の専攻語であるポルトガル語・スペイン語も例

に挙げたクラスもあった）英語を話している国はど

こか質問すると、アメリカ合衆国をあげる子が多か

った。 

 

・ 視覚的な写真やクイズなどもなかったので、子

どもたちの集中力が少し続かないと感じる面があ

った。 

 

 

 

・ 玉置さんからのエピソードで、学生の出身国で

いろんな国名が出ていて、子どもたちは驚いてい

た。 

 

 

 

・ パリのある地域やメトロの駅では白人を探すほ

うが難しいという話に驚いていた。 

 

・ 周さんがメトロの中で、中国語で話しかけられ

た話に興味を示していた。 

 

 

 

 

・ 漢字が書かれた看板が多くあったこともあり、

ニューヨークの写真ということにかなり驚いてい

て、反応がよかった。子どもたちは口々に思いつ

く国名を言っていた。 

・ 1 つ前の写真が意外な場所であったので、す

ぐはわからなかったようだが、写真の横浜という文

字を見つけ、日本と答えていた。 

 

・ 「英語が書いてある」と言っている子が多かっ

た（実際はポルトガル語）。アルファベットを見る

と、やはり英語だと思うようだった。アルファベット
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45 分 

 

 

 

 

 

新大久保の写真を見せて、どこか聞いてみる。 

周・葛山が受けた印象を話す。 

 

「実は、日本にも多くの外国人が住んでいます」 

 

 

「じゃあ、この川崎にはどれくらいの外国人がいるで

しょう？」 

ヴィルジルさん、周さん、中川さん、葛山全員が知ら

ないということを伝え、私たちに次回教えてくれるよう

に頼む。 

 

課題を提示する。 

課題①日本における移民の歴史について調査す

る。「地元の図書館などで本や資料を使って調べる」

課題②川崎市（麻生区）に住んでいる外国人につい

て調査する。「区役所などに行って、外国人担当のス

タッフに直接聞く」 

課題③身の回りの人達の外国人に対するイメージを

調査する。「自分の家族や親戚、そして近所の人々

にインタビューする」 

 

 

（質問など） 

の看板だったので、日本だということがなかなか

わからず、群馬県というとかなり驚いていて、良い

反応だった。中には鋭い観察力の子もいて、自

動販売機などを観察して、日本と答えた子もい

た。 

・ ハングルが大きく書いてある電柱だったので、

最初はすぐに韓国と答えたが、すぐ下に新宿と書

いてあることに気付き、日本と答えていた。ハング

ルばかりの看板やお店の写真には驚いていた。 

 

 

・ 周りで見かけたことがあるか、身近にいろんな

国の人がいるという質問に、あると答えている子も

いたが、全くない、川崎市の外国人は 0％と答え

る子どももいて、今まであまり意識したことがない

子が多いようだった。 

 

 

反省点 

・ 授業時間をきちんと把握し、時間配分を考える。課題が

なされていなかったことや、授業時間を間違えていたため、

時間があまってしまった。 

・ 視覚的な資料をもっと増やす、クイズ形式を取り入れる

などで授業が単調にならないように工夫をする。前半部分

では、話が続いたため、子どもの集中力が続かなかったと

感じる面があった。 

・ 子どもたちが知っていること、知らないことをきちんと把

握する。植民地を習っていなかったため、説明が理解して

もらえなかった。 

 

感想 

・ 担任の先生方の間で連絡が十分にとれていなかったた
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め、時間が予定と大幅にずれてしまうなど多々うまくいかな

い点はありましたが、2 クラス目、3 クラス目では最初のクラ

スでの反省を生かし実践を行うことができました。次回の

実践に向けて、もっと先生方の協力を得て授業作りをすす

めていけたらと思います。内容に関しては、「ここ川崎には

どのくらい外国から来た人が住んでいるでしょう」という質

問に対し、同じクラスに中国からやって来た子がいるにも

関わらず、「0％」という答えが返ってきたことに驚きました。

人の移動という小学生にとっては少し難しいテーマを扱っ

ていますが、私たちの実践が、身の回りに住んでいる外国

の人々に目を向けるきっかけとなり、またヴィルジルさんや

周さんと知り合うことで、そういった人々を身近に感じられ

るようになればよいのではないかと思います。(中川) 

 

 

・ 今回の実践は思うよりうまくいかなかったが、そこから学

んだ経験も大きい。まずこういう難しいテーマを扱う時、実

践する学生と小学校側の先生との間に、親密な協力関係

が必要である。学生に一方的に任せるだけじゃ、やはり思

うような結果を作り出すことは難しい。学生と先生との間に、

直接な打ち合わせも必要と思います。お互いの考えを完

璧に理解しなければならないのです。(周) 

 

 

・ 担任の先生との食い違いがあり、授業が当初考えてい

たように進まなかった。授業をつくる上で、担任の先生をど

のように巻き込んでいくか、協力を得るかという点が非常に

重要であると改めて感じた。行き当たりばったりになってし

まった部分はあるものの、2 つ目、3 つ目の授業は工夫し

て行なうことができた。また、テーマをどのように扱うかにつ

いて、もう少し考える必要があったと思う。子ども達がテー

マをいかに身近なこととして捉えられるか、楽しんで興味を

もってもらえるような内容にするかもうひと工夫必要だった

と思った。今回のことが、興味を持つきっかけになったらい

いなと思った。(葛山） 

 

 

 

 

フランスチーム（小学 6 年生対象）：第三回 

報告者：葛山 紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

本時の目標 ｢世界の人々が住みよい町に｣ 

 子どもたちが調べ学習をし、発表することを通して、自信

を持ち、人前で発言できるようになる。社会科の内容に関

連したテーマについて調べ、その後の学習に興味を持た

せる。 

 

参加メンバー 

ヴィルジル・マクレ（研究生）、玉置汐莉（外国語学部フラ

ンス語専攻 3 年）、中川寛子（外国語学部ポルトガル語専

攻 3 年）、葛山紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

活動日時 

1 月 30 日(火) 2～4 時間目(2 組、1 組、3 組) 

 

学習過程 

実践日以前の子どもたちの調べ学習

 

 

第一次 課題の提示 

【課題】  

川崎市内には、多くの外国人が住んでいます。日本人も

外国から来た方々も、誰もが住みよい社会にするために

は、どうしたら良いでしょうか。 

 

 

 

□麻生区に住んでいる外国人の方々がどのくらいいるか 資

料提示（麻生区には、中国・韓国・フィリピンの住民が多

い、59 カ国の住民登録がある） 
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◎もし、みんなが麻生区に暮らす外国人だったら、わたし

たちの毎日の生活で困ってしまうことはあるのだろうか。

考えてみましょう。 

 

◎東柿生の周辺で、誰もが(障害のある人、外国人も、健

常者も)すみよい町になるような工夫があるかを調べて

みよう 

 

第二次 

◎東柿生周辺で、住みよい町作りの工夫について調べて

みよう。 

◎分かったこと・考えたことをまとめる。 

□小田急・南武線の駅表示を示し、違いについて興味を持

たせる。 

 

 

 

 

 

 

□国際交流センターに依頼して、外国人の方々にアンケート

調査 

□周りの人に意見を聞く 

□インターネットなどで情報を採取 

 

 

1/30 当日 

時間 活動 ねらい 

2 

 

32 

 

 

40 

 

 

 

 

 

45 

・あいさつ 

 

・子どもたちの発表 

  6 班(2 組)、8 班(1，3 組) 

 

・学生からのコメント、意見 

①子どもたちの発表に対するコメント 

②学生が考える住みやすい町 

話しやすいように、3～4 つのグループに分け

て、学生がグループに入るようにする。 

 

・まとめ 

 

 

自信を持って人前で発言できるようにする。 

 

 

子どもたちの発表の良い点をなるべくほめ、自信を持たせる

ようにする。 

学生が経験したこと、感じたことなどを話すことで、子どもたち

にこのテーマにさらに興味を持たせ、視野が広げる。 
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感想 

今回の授業は流れがシンプルで我々学生からすると 1、

2 回目と比べてよほどやりやすかったです。子どもたちは

いろいろ調べてきたようで、まじめに発表してくれました。

内容は言葉の壁に関する問題が発表の大半を占めました。

ゆえにそれぞれの発表に重なるところが多かったのです

が、考えてみれば私の日本での生活の中でやはり言葉が

唯一苦労するところなので子どもの話に色濃く表れるのも

当然といえるでしょう。（ヴィルジル） 

 

 

 今回の授業は児童の発表が主でしたが、それぞれのグ

ループが外国からきた人々が日々の生活で困っているこ

とを調べ、自分たちなりにその解決策をまとめていて、とて

もよい発表でした。発表の後、グループに分けて少人数で

感想や意見の交換を行ったので、先生方とは違った、子

どもたちに近い立場から話をすることができました。3 回の

実践を通して、はじめは身近に外国から来た人がいること

にさえ気づいていなかった子どもたちが、外国から来た人

も自分たちもみんなが住みやすい町にするにはどうしたら

よいかということを少しずつ意識するようになったのではな

いかと思います。私たちの実践が、少しでも子どもたちのこ

れからの成長に役立ったらうれしいなと思います。（中川） 

 

 

子ども達は大変よく調べてくれて、授業も時間通りに進

行出来たので、大変良かったと思います。授業後の反省

会においても、先生方と良い話が出来て、これからに繋ぐ

意味で大きな進展をしたと言えるではないでしょうか。（周） 

 

子どもたちは調べて、工夫して発表していて良かったと

思いました。6 月当初考えていた内容とは少し異なるもの

の、第三回では子どもたちが発表し、自信をつけさせると

いう目標は達成できたように思います。こちらから一方的

に伝えるだけでなく、子どもたちのセルフエスティームにつ

ながるに授業になったと思います。社会科の授業と連携し

た内容であったこともよかったです。今回少しでも、知り考

えたことをきっかけに、今後さまざまな人に出会うであろう

子どもたちにとって少しでも役立つことになればよいと思い

ます。（葛山） 
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取材記事「いろんな文化を知りちがいを認め合おう」 

（朝日小学生新聞 2006 年 7 月 13 日） 
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(2)川崎市立宮前平中学校 

 

1） 概要 

報告者：木矢 恵梨子 （大学院地域文化研究科博士 

前期課程言語文化コース 2 年) 

 

参加メンバー 

木矢 恵梨子（大学院地域文化研究科博士前期課程言

語文化コース 2 年)、小宮山 陽子(外国語学部ドイツ語専

攻 1 年）、伊藤 洋（外国語学部ロシア語専攻 1 年）、小谷 

健太（外国語学部カンボジア語専攻 1 年）、河野 千早穂

（外国語学部ポルトガル語専攻1年）、李 冬梅（外国語学

部日本語専攻 3 年） 

 

活動日時 6 月 16 日(金) 

7 月 7 日(金) 

10 月 13 日(金) 5 校時（全 3 回） 

 

単元名 将来こんなふうに生きたい 

～外語大生との交流を通じて考えてみよう～ 

 

授業形態 学生との 3 回の交流学習を通して(現在、留学

生 2 名(中国)と外語大生 4 名(1 年)の予定) 

 

 

 

以下は、川崎市総合教育センター国際理解教育研究会議と協働し作成したものである。 

 

授業計画 （学生が参加する授業は 3 回） 

 ねらい 授業(活動)内容 

 

 

1 

学生との出会いを楽しみ、相手の話

を聞くなかで、自分と似ている点や

異なる点に気づくことができる。 

・ 学生の多言語での簡単な自己紹介。 

・ 5 文で自己紹介文を書く。 

・ 班ごとに講師と自己紹介。 

・ 学生と関わりのある国の写真を見て、質問する。 

・ 次回班ごとに話し合うテーマを決める。 

2 

相手との対話を通して、自分の考え

を相手に伝え、他者の考え方を受け

とめることができる。（さらに、自分の

考えを深めていくことができる） 

・ テーマについて各自ランキングを行う。 

（クラスで 3 つ、2 つの班が同じテーマ） 

＊テーマ(案) 

①幸せって何だろう②なぜ勉強するのか③50 年後の日本 

・ 学生を交えて、班ごとに意見交換を行う。 

・ 班ごとに話し合った結果を発表 

3 

「将来こんなふうに生きたい」というイ

メージを抱く。 

・ 2 回目で扱ったテーマについて、さらに意見交換を行う。 
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2） 第一回目 授業案 

報告者：木矢 恵梨子（大学院地域文化研究科博士前期

課程言語文化コース 2 年） 

 

活動日時 6 月 16 日(金) 5 校時 13 時 10 分～14 時 

 

生徒の実態 

 入学して約 2 ヶ月がたち、だいぶ中学校生活に慣れてき

た様子が伺える。全体的には素直で、前向きに取り組もう

とする生徒が多い。しかし本校では海外生活経験をしたこ

とのある生徒が比較的多く、初めの頃は、友人との気持ち

のすれ違いや自分の気持ちをうまく伝えられなかったため

に、トラブルになったことも多かった。また、休み時間など

仲の良い生徒どうしではよく話しているが、人前で話をした

り、意見を述べることを恥ずかしがる生徒が多いように感じ

られる。 

 

ねらい 

学生との出会いを楽しみ、言葉や文化などに興味を持つ

ことができる。話を聞いたり、自己紹介をするなかで、自分

と似ている点や異なる点に気づくことができる。 

 

 

活動の内容 

学 習 活 動 ◇ 支援と評価 

1．東京外国語大学の留学生と学生による簡単な自己

紹介を聞く。5 分 

 

 

 

2．ウォームアップ活動(未定)5 分 

 

3．「私は～です」の形式で 5 文の簡単な自己紹介文を

書く。8 分 

 

 

4．学生をまじえて、班ごとに、先程書いた自己紹介文

を発表する。1 人の紹介を終えたごとに班員 1 人ず

つ、特に興味を持った内容について質問する。25 分

（学生の自己紹介の時に、国の様子や家族の写真を

見せていただき、質問する。） 

 

5.次回話しあうテーマを班ごとに希望を出して決める。 

5 分 

 

 

 

 

◇ 東京外国語大学の留学生の母語と学生が専攻し

ている言葉（北京語、中国語、ドイツ語、ロシア語、

カンボジア語、ポルトガル語）で、ゆっくり簡単な自

己紹介（あいさつ・名前・好きなもの）をしてもらう。 

 

◇ なごやかな雰囲気にする。 

 

◇ 自分が得意なことや、思い出に残っていることなど

を書くように指示する。 

(1 文だけ事実と違う内容にして、クイズ形式にする？) 

 

◇ なごやかな雰囲気で自己紹介ができるように気を

配る。 

学生と握手をする。 

 

 

 

◇ （クラスで 3 つ、2 つの班が同じテーマ） 

＊テーマ(案) 

①幸せって何だろう ②なぜ勉強するのか ③50 年後

の日本 
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6．あいさつ 2 分 ◇東京外国語大学の留学生の母語と学生が専攻して

いる言葉で、さようならと言ってもらう。 

 

感想 

自己紹介の形式が有効だった。今回は自己紹介を通じ

てお互い理解してもらい、今後の活動につなげていこうと

する狙いがあって、成功したと考える。一番よかったのは

自己紹介の形式ではないか。いつもの通りだったら、生徒

の興味も参加意欲もなく、ただ一通り名を言って、生年月

日に趣味で終わる。しかし、今回は 1 つだけのうそを混ぜ

て、ちょっとした「なぞなぞ」風にし、従来どおりの自己紹介

形式とは違う斬新なものだった。どのように書こうかと生徒

が一段と工夫し、思考能力も、倫理能力も鍛えられたと思

うし、生徒の所有の常識や知識面も伺えることができだと

思われる。生徒の反応は純粋でよかった。最初は積極振

りをアピールしようと思ったのか、「私」抜きで、テンポ早く

進んで行って戸惑いを感じたが、その後は皆さんバランス

よく自己紹介をしていった。お互いに疑問を持つところや

自分の感想などを子どもらしく、自分らしく率直に質問して、

考え、判断する姿勢がかわいらしかった。（李） 

 

 

生徒の反応 

 積極的に意見を出していた。特に男子生徒が活発に発

言していた。一方、あまり発言をしない生徒もおり、こちら

から質問をうながさなくてはならなかった。 

 

反省・評価点 

全員が均等に発言できるようにうながせなかった。

生徒が積極的に発言してくれたのでやりやすかった。 

初めての実践であり、また中学生はどういった話をする

のかさえ、まったく検討がつかない状態だったので不安が

大きかった。今回は単なる自己紹介ではなく、クイズ形式

だったので、やりやすかった。というのも話を聞くだけでは

なく、共に考える工程があったことが生徒とうまく時間を共

有できたことに繋がった。講師としての立場を意識するより、

生徒と同じ視点にたって話そうとするほうが、お互いを理

解しやすく、なにより打ち解けやすいと感じた。（伊藤） 

 

 

生徒の反応 

双方向型の自己紹介を取り入れたことで、生徒が固くな

らずに、打ち解けた雰囲気になれたし、クイズ形式だった

ので、楽しんでいる様子だった。 

 

反省点 

積極的な子は、質問などよく発言していたが、やっぱり

発言できない子もいて、そういう子たちから、どうやって言

葉を引き出していくかが、課題だと思う。また、班ごとの話

し合いだったので、他の班の人の声で、なかなか自分の

班の人の声が聞き取りづらかった。 

 

全体的な評価 

もともとクラスの雰囲気がよかったのと、工夫された自己

紹介だったので、オリエンテーションとして、とてもよい授

業だったが、時間が、少し足りなかったと思う。（小宮山） 

 

 

生徒間の意見交換はできていたか？ 

私の担当の班は男の子 3 人女の子 3 人の計 6 人の班

で、男の子も女の子も互いの問題提起に興味をもち、質

問などをしていままでよりもお互いのことについて知ること

ができた様子。 

 

生徒と交流できたか？ 

生徒が自分から進んで私に意見を求めてくれたこともあ

って自分のことについて生徒に伝えられたと思う。 

 

この活動でよかったこと 
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初めて生徒たちと会って比較的早い段階から交流がで

きたことがこれからの 2 回目、3 回目の活動につながると思

う。（小谷） 

 

 

3） 第二回目 授業案 

報告者：木矢 恵梨子（大学院地域文化研究科博士前期

課程言語文化コース 2 年） 

 

活動日時 7 月 7 日(金) 5 校時 13 時 10 分～14 時 

 

生徒の実態 

 本校は、静かな住宅街の中にあり、落ち着いた環境のな

かにある。海外からの編入や海外で生活したことのある生

徒が比較的多く、クラスにも、アメリカや台湾、香港での生

活経験者が 5 名ほどいる。全体的には素直で、前向きに

取り組もうとする生徒が多い。しかし、友人との気持ちのす

れ違いや自分の気持ちをうまく伝えられなかったためにト

ラブルになったことも多かった。また、休み時間など仲の良

い生徒どうしではよく話しているが、人前で話をしたり、意

見を述べることを恥ずかしがる生徒が多いように感じられる。

人の話をしっかり聞いて理解しようとする姿勢を身に付け、

自分の考えや意見を述べられるようになってほしいとの思

いから、まずグループ単位での話し合い活動を実施しよう

と考えた。 

また、教育熱心な家庭も多く、受験に向けての勉強には

熱心で、卒業後の高校進学には関心が高いものの、将来

どんな職業につきたいのか、どんなふうに生きていきたい

のか、について考えたり、イメージする機会が少ない。今

回、東京外国語大学の学生や留学生との交流や話し合い

活動を通じて、「将来こんなふうに 

生きたい」という気持ちを持って、自己実現のために、

様々な活動に精一杯取り組んでいこうとする姿勢を見つけ

てほしいと考え、この単元を設定した。 

 

ねらい 

・ 学生との意見交換を通じて、学生との交流を深めて

いく。 

・ 学生やクラスメートとの対話を通して、自分の考えを

相手に伝え、他者の考え方を理解しようとすることが

できる。

 

 

 

 

活動の内容 

学 習 活 動 担任（◇支援と☆評価） 講師（◇支援と☆評価） 

1．東京外国語大学の留学生と

学生とのあいさつ。2 分 

 

 

2．今日の話し合いのテーマを説

明する。2 分 

 

 

 

 

 

 

 

◇ クラス全体に今日の話し合

いのテーマと方法を説明す

る。 

 

 

◇東京外国語大学の留学生の母語と学

生が専攻している言葉で、あいさつする。 
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3．班ごとに話し合う。 

約 35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇全班を巡回し、必要に応じて、

支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇各班の進行状況を見て、先に

進むように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇各班で真ん中に座り、生徒と話し合い

活動を行い、支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆しっかり自分の考えを言えているか。 

☆他の人の意見をしっかり聞くことができ 

 

◇生徒の支援をする。 

「今度の夏休みに 1 ヶ月ホームステイをすることになりました。6 枚の写真の中でど

こがいいですか？その理由を各班で学生と一緒に話し合ってみよう。まず、6 枚の

写真についてよく見てわかったことや疑問に思ったことを、各班で情報交換をして

みよう。次に自分が行きたいと思う写真を一つ決めて、カードに書き、班のみんな

にその理由を説明してみよう。」 

1．6 枚の写真をよく見て、わかったことや疑問に思う点など、お互い

に情報交換をする。10 分 

2．自分が行きたいと思う写真の番号をカードに書き、できたら理由

も書く。3 分 

3．一人ずつ選んだ番号とその理由を班員に説明していく。7 分 

4．学生は、なぜ以下のような結果になったのかを生徒に投げか

け、話し合っていく。（互いの価値観の相違を認識させていく）

15 分 

   a. 「多数派」と「少数派」に分かれた場合 

  なぜ大勢が同じ写真を選んだのか。例えば自然が豊かだからな

のか、その理由を問いかけていく。 

  それに対し、少数派がその写真を選んだ理由は？ 

  似た視点（理由）で選んだのか、違うのか？ 

  b.みんな違う写真を選んだ場合 

  それぞれ写真を選んだ理由を考え、違う場合には互いの価値

観が違うことに気付かせる。またはその中に共通性が見いだ

せる場合には、その点にもふれていく。 

 

5．班長は話し合いの様子を他の班に報告する準備をする。3 分 
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4．班ごとに話し合った様子を報

告する。6 分 

 

5．振り返りシートに記入する。 

  5 分 

6．あいさつ 2 分 

 

◇1～6班に今日話し合った様子

を報告するように指示する。 

 

◇振り返りシートを班長に配り、

記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇東京外国語大学の留学生の母語と学

生が専攻している言葉で、さようならと言

う。 

 

感想 

 

生徒の反応 

・ 第一回目と比べると、生徒に積極性がみられた。意見

が活発に交わされ、全員が話し合いに参加していた。 

・ 生徒同士の意見交換が多くなった。 

 

反省・評価点 

・ 前回と比べると、生徒の意見交換が活発になった。2

回目ということで、慣れてきたのかもしれない。特に、私

の担当した班で前回ほとんど意見を言わなかった女性

が自分から話し合いに参加していた。さらに、目につい

たのは生徒同士で質疑応答していたことだ。私が促さな

くても生徒自身で疑問点をみつけて質問していた。 

・ 反省点として、計画案のねらいまで生徒を誘導できな

かったことがある。目先の質問などにつられてもっとも肝

心なところを見逃してしまったようにおもえる。また、特定

の生徒と話すために、他の生徒たちに、生徒同士で話し

合いをするように言ったが、すぐ雑談をしていた。今後は

やはり全員をいれた話し合いをしていかなければいけな

い。（伊藤） 

 

 

生徒の反応 

写真のビジュアルさや、普段目にすることのない他国の

生活風景が、生徒たちを強く惹きつけたと思う。 

テーマ設定がとてもレベルの高いものだったから、生徒

がどこまで深く考えられたかわからない部分もあるが、自

分なりに写真から見えるものを考え、伝えようとしてくれたと

思う。 

 

反省点 

写真のビジュアルさは、生徒の興味をひく上ではとてもよ

かったと思うが、テーマが高度だったため、写真から直接

わかること［気候、生活環境等］についての表面的な意見

の出し合いに終始してしまい、議論に深みを持たせるとこ

ろまでいけなかった。また、議論するということが難しかっ

たようで、意見交換になってしまった。 

 

全体的な評価 

テーマが豊かさという難しいものであったため、生徒がどこ

までその方向性で考えることができたか疑問だが、意見を

出し合う際に、自分と違う価値観を持つ友達の意見も自分

の考えに取り込もうとする姿勢が見えたりして、全体的にど

の生徒も話し合いには積極的に参加していたと思う。（小

宮山） 

 

 

活動の様子 

全体として、目標の 1 つであったディスカッションという形

にはなっていなかった。誰かが意見を言うとそれに対する

反論や意見が出ることはあまりなく、1 つの意見から発展し
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ていくことはなかった。また全体として 1 つの議場という感

じではなく、班の中でもいくつかのグループに分かれてし

まい、その中での意見の出し合いという場面が多かった。

しかし、こちらから意見を求めると、考え込んだりすぐに発

言したりの差はあったが、誰もが自分の意見を述べてい

た。 

 

感想・反省点 

今回は 2 回目ということで、以前より私自身も中に入って

いけて、もう少し分かってもらえたのではないかと思う。しか

し今回難しいと感じた点は、生徒を 1 つにまとめ集中させ

ることだった。こちらに話を聞いてもらうというのにも、一工

夫が必要なのかもしれない。お互いの価値観をより深く知

り合うというのが今回のテーマの 1 つだったが、話し合いを

続けていった中で生徒がそのことに気づけたかどうかはは

っきり言えない。しかし、1 つの事柄に関してこちらが予想

していたのとは違った意見もでたりして、なかなかおもしろ

い内容だったと思う。（河野） 
 

 

生徒の反応 

1．一時受け入れ中の生徒など、担当班の生徒が 7 名だ

ったため、全員を一度に集中させることができなかっ

た。特に机の端のほうに座っていた生徒同士で個人

的に意見を交換していることが多く、全体でのディスカ

ッションが成立しにくかったといえる。 

2．写真を見比べている途中で、1 人の男子生徒が閉鎖

的な態度を示し、写真が小さすぎて何も見えないとい

い始めた。そこで、他の生徒が言葉で写真 1 枚 1 枚を

説明し、非常にいい情報交換をすることができた。し

かし、そのため予定よりも時間がかかってしまい、後半

の結果について、十分なディスカッションをすることが

できなかった。 

 

 

反省・評価点 

1．本来 5 班を担当していたアンジェラさんが、大学の試験

のため欠席していたので、私が代役をつとめた。私は前

回は、撮影を担当していたため、ほとんど生徒とは面識

がなく、やや緊張しているように感じられた。第三回では

アンジェラさんが再び担当することになっているが、都

合もあり不確実である。連続した授業効果を狙うのは難

しい点もあるかもしれない。 

2．今回の授業案を決めるにあたっては、先生方と話し合う

非常にたくさんの機会をいただいた。大学生として私た

ちが取り組む意義と、生徒に何を与えられるのかという

ことについて改めて考えさせられた。 

3．授業案を検討する際、学生と生徒が同じ視点で意見を

交換できるようにと考え、あらかじめどのような写真を見

せるのかといった説明を、学生に対して一切行わなかっ

た。しかし実践中には、学生が進め方に困難を感じる場

面も多かったようで、あらかじめ見せてから授業に臨ん

だほうがよかったのではという反省がなされた。（木矢） 

 

 

生徒間で意見交換はできていたか？ 

前回の授業より、難しいテーマについてのディスカッション

だったが、みんな積極的に意見交換に参加していた。 

 

生徒と交流できたか？ 

生徒が自分から進んで私に意見を求めてくれたこともあっ

て、自分のカンボジアについての思いを生徒達に伝えら

れたと思う。そして私も生徒 1 人ひとりの考え方がわかって

きた。次回の活動の時に生かせそうだ。 

 

この活動でよかったこと。 

生徒が自分の意見をもつことの難しさがわかったこと。そし

て生徒達がたがいに意見を交換することで、自分にはな

かった考えを知ることができたこと。（小谷） 
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4） 第三回目 授業案 

報告者：木矢 恵梨子（大学院地域文化研究科博士前期

課程言語文化コース 2 年） 

 

活動日時 10 月 13 日(金) 5 校時 13 時 10 分～14 時 

 

生徒の実態 

 本校は、海外からの編入や海外で生活したことのある生

徒が比較的多く、クラスにも、アメリカや台湾、香港での生

活経験者が 5 名ほどいる。全体的には素直で、部活動や

行事、学習などに真面目に取り組もうとする生徒が多い。

しかし、自分の気持ちをうまく伝えられなかったり、友人の

気持ちを理解することができず、気持ちがすれ違い、トラ

ブルになることも多い。休み時間など仲の良い生徒どうし

ではよく話しているが、意見を述べたり、人前で話をするこ

とを恥ずかしがる生徒が多いように感じられる。また、教育

熱心な家庭も多く、受験に向けての勉強には熱心で、卒

業後の高校進学には関心が高いものの、将来どんな職業

につきたいのか、どんなふうに生きていきたいのか、につ

いて考えたり、イメージすることが少ないように感じられる。 

 

ねらい 

・学生との対話を通して、自分の現実をみつめ、自分の生

き方、考え方について考えることができる。 

・学生への質問を通して、学生の中学時代や目指してい

ることなどを知り、学生の考え方を理解しようとすることがで

きる。

 

 

生徒から学生への質問・回答 

外語大生の  李 冬梅  さんから  1 班のみんなへ 

 

☆みんなからの質問の中から 5 つ選んで、答えてもらいました。どんな話が聞けるでしょうか？ 

 

Q1．李さんのご家族はどんな方ですか？ 

A．私は四人家族です。父は小さな水力発電所で働いていて、母は無職です。父は落ち着きが足りない性格です。その

点は母がカバーしています。私の性格は父に似て、顔は母に似ています。下に今年 18 歳になる弟がいますが口癖は

「なんでもいいよ」、「別に」とかでちょっと情けないですね。今年大学試験を受けたのですが、成績がよくなく今家族全

員でどうするかと頭を悩ましています。家族のことは面倒くさいけど、大好きです。 

Q2．どんな中学生でしたか？ 

A．周りから認めでもらうために一生懸命でした。家でも学校でもいい子だったので、ちょっとした証書をもらったりして、両

親の誇りだったかも…いつも友情に飢えていて、「親友」二文字に弱く彼（彼女）のためなら何でもやりました。しかし、や

るだけで自分の考えをきちんと伝えることができなかったので、友達に誤解され悔しくてよく泣きました。昔も今も泣き虫

です。 

Q3．今の中国の子供たちと私たちの違いは何ですか？ 

A．地域経済の発展状況によって子供達を取り巻く環境は全然違います。すごく恵まれた環境化で勉強や個人技能を伸

ばせる子供がいれば、条件が揃わず勉強をあきらめなければならない子供もいっぱいいます。みんなすごく過酷で狭

い選択肢内で一生懸命に勉強しています。勉強できる子はどんどん伸ばしてあげて、勉強できない子は切り捨てられる

といっても過言ではないです。日本の子供達は本当に恵まれていると思いますよ。学校に優れた物的環境が整ってい

るから個性を重要視する教育を受け、多彩な部活もできる楽しい学校生活を過ごしていますよね。だから自分が恵まれ

ていることを知って、何でも頑張ってほしいです。 
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Q4．理想の大人とは、どんな人だと思いますか？ 

A．日本の年齢の数え方だと私は今年 23 ですが、中国の数え方だと今年 25 です。どちらでも年齢からするとおばさんと

呼んでもいい「大人」ですね。でも、まだ自分が大人になった気がしませんし、どんなのが大人かはっきりと分からないま

まよく「大人にならなきゃ」と考えたりします。今の段階で私が言える大人というのは「社会のルールに旨く則って、自己

管理ができる人」だと思います。そして「理想な大人」というのは「自分の夢を見失わずそれに向かって頑張れる人と、自

分の夢を実現できた大人」だと思います。みんなはまだ中一ですが、所所は私よりも全然大人です。一つだけハッキリい

えるのは大人であるか子供であるかは年齢で決められないとのことかな、、、 

Q5．どんな生き方をしたいですか？ 

A．日本に来て 6 年目に突入しました。毎日夢と現実の間で悪戦苦闘しています。バランスがうまく取れなくていつもぎり

ぎりの生活を送っています。原因は自分にあると思いながらも、現状から逃げたり言い訳をしたりしています。このような

自分だから、今描いている将来の生き方は①目の前のことを一日きちんとできるように頑張ること（リアルにいうと大学を

無事に卒業すること）②大学院に入り学位をとること、この間に夢をなるべく具体的に描くこと（日本語教育にかかわる事

業で自分が一番向くものを絞ることかな？）③経済力をつけること（お金がないと本当に大変だから、夢にも資金がいっ

ぱい必要だから）④夢の実現段階に入ることなどなどですかね。夢も生き方も時間とともによく変わります。夢と生き方を

貫くことも大事ですが、変わるというのもある種の進歩ではないですかね。 

 

 

 

外語大生の 木矢恵梨子  さんから ５班のみんなへ 

 

☆みんなからの質問の中から 5 つ選んで、答えてもらいました。どんな話が聞けるでしょうか？ 

 

Q1． どんな中学校に通っていましたか？ 

A． 私は中高一貫の女子校に通っていました。というのも、6 歳からバレエを習っていて、高校受験の年にある発表会を、

受験勉強に邪魔されたくなかったのです。それくらいバレエが好きだったので、高校受験のない中高一貫の学校に進

学しようと思いました。(でもバレエは背が伸びすぎてしまったので、中学校でやめました。) 

Q2．受験前の勉強方法を教えてください。 

A． 外大をめざしていたので、ほとんど英語ばかりやっていました。といっても、英語はすごく嫌いだったので、飽きると世

界史の本などを読んでいました。どちらかというと、世界の出来事に対する関心が強かったように思います。基本的に

は、自分の夢に向かって、好きで勉強していると感じていたので、嫌だと思ったことはないです。 

Q3．大学は、休みがなくなるほど、忙しいですか？ 

A． 私はサークルなどに入っていなかったので、一年生のときはそれほど忙しくありませんでした。年々、忙しさが加速して

いっているように思います。でも大学生は、あらゆることに触れて自分の興味を深めることが本分だと思っているので、

雑誌を読んだり、映画を観たり、旅行に行ったりするのも勉強の 1 つ、というわけです。でも授業料がもったいないの

で、自分で選択した授業を休んだことはほとんどありません。 

Q4．日本と専攻語国の文化などの違いや同じところを教えてください 

A． イタリアと日本は、違う所だらけで、同じところなんて、人間だということだけじゃないかと思ってしまうくらいです。人生

に対する構え方が全く違います。社会より何より、自分が人生を楽しむことを優先していることが最大の違いかもしれま

せん。 
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Q5．将来、一番頑張りたいことは何ですか？ 

A． 本を作る会社に就職することが決まったので、はやく仕事を覚えて、本を作れるよう一人前になることが目標です。世

界中から、自分がいいと思う本を見つけて日本で出版することが夢です。 

 

 

外語大生の 小宮山陽子  さんから 3 班のみんなへ 

 

☆みんなからの質問の中から 5 つ選んで、答えてもらいました。どんな話が聞けるでしょうか？ 

 

Q1．中学生時代、どんな中学生でしたか？どんなことに熱中していましたか？部活は？好きな教科は？ 

A．中学生の頃は、外国大好き！！という感じで、その頃から洋楽にはまっていました・笑。私は、校則が厳しい私立に通

っていたのですが、その中ではかなりふざけていた方だと思います・笑。部活はESSに入っていました。好きな教科は、や

っぱり英語でした。でも、成績は全然よくなかったですが・・・。 

Q2．高校はどんなところですか？楽しかったですか？ 

A．中高一貫だったので、中学の時と雰囲気は変わりませんでした。高校生になると勉強も大変になったけど、運動会や文

化祭を運営する側にまわれて充実していました☆ 

Q3．中学時代の夢は、何でしたか？ 

A．夢・・・特になかったですが、英語は話せるようになりたいと思っていました。今も実現していないですが・・・。 

Q4．どうして外語大に行こうと思ったのですか？中学生の頃から、外語大に行こうと思っていましたか？ 

A．外語大には、26 言語の学科があるということが、まず魅力的でした。とは言っても、実際に自分が専門的に学べる言語

は限られてきますが、こういう環境にいるというだけで、日本という枠を超えた視点に立てる気がします。私は、日本の文

化とは異なる文化を知ることが大好きです。それは、中学生くらいの時から、自覚していたことです。異なる文化を知ると

いうことは、さまざまなものの考え方を知ることにつながります。そして、結果的には、自分の国を違う視点から見つめな

おし、深く理解することができると思います。文化は、言葉と直接結びついています。だから、言語を学ぶことは、その言

語を内包する文化を知ることになります。私が、外語大に行こうと思ったのは、確かに他の国の文化に対する興味があっ

たからというのも理由のひとつですが、自分の価値観の幅を広げて外国だけでなく日本も、もっと深く見つめなおしたい

というのが、一番の理由です・・・と、優等生的な答えになってしまいましたが、やっぱり言語というツールを使って、全く

異なる文化世界の人とつながれるのは、単純に楽しいでしょう。中学生の頃は、大学について考えたことはないで

す・・・。 

Q5．将来、どういう人になりたいですか？ 

A．外語大に行く理由とかぶるのですが、物事をいろいろな角度から見ることのできる人になりたいです。 

ドイツ語と英語がきれいに話せる人にもなりたいです・・・。 
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活動の内容（二重カッコは、学生と生徒の協働活動）

 

感想 

生徒に質問し、考えさせることを意識し、話を進められ

たと思う。自分の意見をはっきりのべることはできたと思う。 

その反面、生徒の考えを引き出すことにあまり時間を割

けなかったような気がする。話をはじめると、自分の話に酔

っているのを自覚し、恥ずかしかった。最近になって考え

るようになった、自分の生き方像。中学 1 年生には難しい

話だったと思うが、これを契機に考えるきっかけとなったな

学習活動 学生の役割 ◇教師の支援 と ☆評価 

1．今日の授業のねらいについて知る。 3 分 

 

2．班ごとに、学生に中学生の頃や、どうして外

語大で学んでいるのか、これからどのように生

きていきたいかなどについて、事前に書いて

もらったプロフィールをもとに、班長が司会を

担当し、インタビューを進める。25 分～30 分 

 

 

分 

 

 

 

 

3．時間がとれた班は、下の項目を参考にして、

自分が大事だと思うものについて、意見交換

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．学生へのインタビューを通じてわかったことな

どを、各班の班長が報告する。10 分 

 

 

 

・ 生徒の質問に答えな

がら、自分の目標をイ

メージさせるために、

生徒にも質問をしてい

く。 

 

 

 

 

 

 

・ どうしてそう考えたの

か、生徒に考えさせる

ような質問をしていく。

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の方から 3 回の授業の

感 

 

 

・ 学生から 3 回の授業の

感想を述べてもらう。 

◇今日の授業のねらいと方法を説明

する。 

 

 

 

自分自身どんな生き方をしたいのか、

について考えさせるように、発問して

いく。 

☆ 学生の話を聞き、学生の考え方を

理解しようとしているか。 

☆ 学生へのインタビューを通して、

自分自身どんな生き方をしたいの

か、について考えようとしている

か。 

 

 

◇話し合いにあまり参加していない生

徒や、話し合いがうまく進んでいない

は班に入って支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今日の授業及びこれまでの 3 回の

交流授業について、振り返えりをさせ

る。 

あなたにとって、どんな生き方が理想的ですか？ 
（この授業までに生徒の意見を加えて、10 項目程度を提示する） 
1．あまり、好きでなくても収入の多い職業を選びたい。 
2．興味を持てる仕事が一番適していると考え、自分を生かす道だと思う。 
3．将来、有名になるように努力し、それなりの地位や名誉、財産を得たい。 
4．仕事で無理をしないように、健康を第一にして生活したい。 
5．多くの人々に役立ちたいので、ボランティア活動などを積極的に行いたい。 
6．私は趣味や好きなことに時間やお金をかけ、楽しく生活していきたい。 
7．他人にさしずを受けず、自由に仕事をしたい。 
8．たとえ、上司や会社と意見が食い違っていても理想を実現するために頑張りたい。 
9．仕事のためなら、自分の時間を犠牲にしても構わない。 
10．どんな時でも、自分の気持ちや考えを偽らないように生活していきたい。 

自分自身を振り返り、これからどのような生き方をしていきたいか、などにつ

いて考えていく。 
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ら大変うれしく思う。 

普段頭の中で考えていることは、言葉にしようとするとす

ごく難しかった。今回の授業で一番収穫を得たのは自分

であり、大変良い経験だった。 

 

実践において心がけたこと 

前回、活動のねらい通りに話を進められなかった反省を生

かし、活動内容の内容通りに話をすすめられるようにした。 

 

3 回の活動を通しての感想 

1 回目、始めて授業をするときはどうなるのか大変緊張

したが案外なんとかなるもんだと実感した。2 回、3 回と回

数を重ねるうちに生徒もなじんでくれて、とても楽しかっ

た。 

特に 3 回目はテーマが大変難しかったため、授業に行

く前に何を話すべきか、何をつたえればいいかすごく考え

たが、まとまらない状態だった。しかしその場でしゃべった

ことは普段なにげなく考えていることだった。一見無駄に

思えることがこういう場で生きていることを実感し、うれしく

思った。3 回目で感じたのは、何を伝えるべきかということ

ではなく、何を伝えたいかということが一番大切になってく

るということ。この活動は自分にとって稔り多い物だった。

（伊藤） 

 

生徒の反応 

話題がわたしたち自身のことで話す内容に困ることがなか

ったので、話を違う方向に発展させやすく生徒の方も興味

を持ってついてきてくれたと思う。こっちが、話を振ると沈

黙になってしまうこともあったが、問いかけに対して真剣に

考えてくれて積極的に発言しようとしてくれていた。 

 

反省点 

授業では、生徒との言葉のキャッチボールを目指していた

が、生徒が質問して私が答えて話がとまってしまうことが多

かった。私も話が双方向になるように努めたが、一方通行

的な対話になりがちだった。やっぱり発言に積極的な子と

そうでない子がいるので、どうやって、みんなが話の輪に

加われるようにするかを考えなければいけないと感じた。 

全体的な評価 

今回は、私たちのフリートークのような感じだったので、生

徒の方もとっつきやすかったのではないかと思う。 

内容も、私たちの中高生の頃のことや今の学生生活のこと

が大半を占め、生徒にとって身近で興味深かったようだ。

特に、大学生活のことは、想像がつかないらしく、その関

連の話はとても反応がよかった。確かに、言葉のキャッチ

ボールそのものがスムーズにできたとはいえないが、今ま

での授業の中で、一番生徒にとってメッセージ性がある授

業になったのではないかと思う。 

 

全 3 回を通してのまとめ 

各、授業それぞれテーマをもっていたが、人とコミュニケ

ートするという一貫した包括的なテーマがあった。確かに、

普段のたあいないおしゃべりなら、誰とでも気負いなくでき

るが、1 つの深いテーマに対して、自分の意見をしっかり

持ち、他者にわかりやすく伝え、また他者の意見を聞くと

いうのは、実際には難しいことだ。今回のボランティアで、

そのことをとても強く感じた。わたしたちは、一応授業をサ

ポートする側として参加したけれど、テーマが豊かさや職

業価値観、コミュニケーションなど普遍的なものだったので、

生徒と話す中で、私のほうが考えさせられることが多かっ

た。今、インターネットなどのデジタルメディアが発達してコ

ミュニケーションの形が多様化している中で、コミュニケー

ションの重要性はより高まっているから、こうした形の授業

はとても必要だと思う。（小宮山） 

 

活動において心がけたこと 

まず、こちらからも問いかける際に、将来について考えるよ

うな問いをしていくことを心がけた。いかに問いかければ、

生徒が自分のことや、これからのことを考える機会になるだ

ろうかに注意して対話を行った。また、1 人の生徒が質問

をしてくる際に、1 対 1 の会話になってしまわないよう、でき

るだけ班員全員と話すことを意識した。 
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感想・結果 

今回は 3 回目ということもあり、みんな比較的うち解けた雰

囲気の中で行え、一部の生徒からは積極的な発言もあっ

て、私自身一番満足のいくものだった。話をしていく中で

将来つきたい職業、今好きなこと等を訪ねる機会もあり、

少しは授業の目標を達成できたのではないかと思う。初め

席に着く前に女子生徒 2 名が私を呼びに来てくれたり、席

に着くと、今回初めて会う生徒のことを紹介してくれたりす

ることがあったのだが、その時は私もその班に馴染むこと

ができたのかな、と感じ嬉しかった。反省点は、最後の、将

来優先したい事柄を話し合ったときに、1 人ずつ理由を挙

げていっただけで終わってしまったので、もう少し議論等

で内容をふくらませることができると良かった。また、今回

初めてあった生徒や自分からはあまり積極的に発言しな

い生徒とは、どうしても話す回数が減ってしまったのが残

念だ。 

 

3 回を通しての感想 

最初はやり方、目的、全体の流れ等がよく分かっておらず、

また中学 1 年生という年齢もぴんとこないこともあって多少

不安があった。しかし 3 回の作業を通して徐々に方向が見

えてきて、生徒とも互いに知り合えるようになった。3回を通

してまず重要だと感じたのは、実践だけでなく、その過程

の方向を決める話し合いにも参加することだ。私が参加し

たのは 2 回目の授業の前の話し合いだったが、それに加

わることで意図や方向性が理解でき、自分も参加し考える

ことで、新たな視点で 2 回目の実践に望めた。実践では計

画通りに事を運ぶことが難しく、目標をどれだけ達成でき

たか自信はないが、中学生と話し合う機会がもてたことは

普段にはない、非常によい体験だった。私自身も実践を

行う際に自らを振り返るといった作業を行うことで、新たな

発見や気づきがあり、得たものは多かった。3 回という回数

でしっかりしたことはできなかったかもしれないが、みんな

が何らかのことを感じてくれていたら嬉しく思う。（河野）  

 

実践において心がけたこと 

出来る限り即答する〔直感で答える〕 

 

感想、結果 

第一回、二回よりもみな笑顔で受け答えができていた。談

話みたいな雰囲気で進めることが出来た。そして私がカン

ボジアについての質問に答えていることで、興味を持って

くれたみたいで今度が外祭に来るそうです。 

 

3 回を通しての感想 

生徒の反応の変化を見ることができた。特に質問に対する

姿勢が積極的になっていった点。（小谷） 

 

 

(3)川崎市立土橋小学校 

 

1） 概要 

報告者：甲田 友子（外国語学部ドイツ語専攻 4 年） 

 

外大の学生が土橋小学校で授業を行うのは、今回が初

の試みである。 

そもそも土橋小学校は今年度開校した新しい学校であ

り、川崎市で帰国児童の受け入れを積極的に行っている

富士見台小学校等、周辺の三校から児童が集まっている。

そのため特徴として、各クラスに数名ずつ海外での生活経

験のある子どもがいる。子どもたちの外国への関心は高く、

習い事で英語をやっている子どもも多い。 

 児童の学力は比較的高く、漢字や計算などよくできる子

どもが多い。また話すことも上手で、人前でも自分のことを

しっかり話せる子が多い。しかし、人の話を聞くのは苦手

で、他人の話に耳を傾けて内容を聞きとったり、それにつ

いて的確な意見が言える子ともは少ないという。 

 そこで今回、外大の学生が行う授業は、「聞く力を育て

る」ことに重点を置いて進めていくことになった。 

 授業は、4 年生の 1～4 組、合計 4 クラスで実施する。「な

にが作れるかな？力をあわせて～留学生・日本人学生と

の交流を通して～」と題し、全 3 回の授業を通して子どもと

学生とで制作活動を行う。参加学生は、日本人学生 3 人、

留学生 3 人の計 6 人だが、授業の際には 1 人ずつ、5～6

人の子どものグループを担当する。何を制作するかはグ

ループごとに異なり、まず学生から大まかな枠組みを設定
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した上で、子どもとの話し合いで具体的なことを決定して

いく。そのため、同じ学生が担当していても、クラスごとに

違った活動をすることになる。国際理解教育というと、留学

生と日本人学生がペアになり、留学生の国の文化・慣習を

紹介するという授業が多い。しかし今回の授業はそうでは

なく、協働で留学生や日本人学生と何かを作成する過程

の中で、子どもが「その人の背景に流れている文化や考え

方を感じ取れる」ようになることをねらいとしている。 

 また「聞く力を育てる」ことを重視しているので、学生が子

どもを指導していくような授業にはせず、子どもと一緒に話

し合う姿勢を取ってほしいとのことだった。そのため学生は、

グループ内での子ども同士の意見交換を大切にした授業

を心がけた。 

参加メンバー 

 遠田友香(外国語学部日本語専攻 4 年)、相川奈美(外

国語学部フランス語専攻 3 年)、砂田かおり(外国語学部ド

イツ語専攻 1 年)、鄭 仁淑（外国語学部日本語専攻 3 年）、

朴 志禮（外国語学部日本語専攻 3 年）、モンコンチャイ・

アッカラチャイ（研究生）、甲田友子(外国語学部ドイツ語

専攻 4 年・コーディネーター)、廣瀬美穂(外国語学部ドイ

ツ語専攻 4 年・コーディネーター補佐) 

 

タイトル 

「なにが作れるかな？力をあわせて～留学生・日本人

学生の交流を通して～」 

 

 

活動日程 

① 6/22 第一回目 実践授業 

② 6 月第 5 週 この授業のための自習時間を、1 時間各クラスでとる 

グループで制作を進める 

③ 7 月第 1 週 同上 自習時間 

④ 7/13 第二回目 実践授業 

⑤ 9 月第 2 週 自習時間 

⑥ 自習時間 

⑦ 10/26 第三回目 実践授業 

⑧ 10/30 発表会 制作したものを発表する 

授業期間外も FAX を使って、学生と子どもたちはやりと

りをした。自習時間が終わると、子どもからどこまで作業が

進んだかの報告と、質問などが支援室あてに FAX で送ら

れてくる。学生はそれに答えて、小学校に FAX を送り返す。

4 クラス全てで、頻繁にこのやりとりを行った。 

 最後の発表会の様子をビデオに撮影し、それを学生の

親や友達に見てもらった。そしてその見た人に感想を書い

てもらい、それを小学校に送った。これは子どもと学生の

交流と、「学生の親・友達が見る」ということで子どもの発表

会へのモチベーションを高めることを意図したものである。 

 

各班の主な制作内容 

遠田友香：  寸劇  

 

相川奈美：  飛び出す絵本 

 

砂田かおり： ストリートチルドレン、難民などの暮らしにつ

いて知った上で、発表会ではクイズ形式で

他の班にこうした子どもたちの暮らしについ

て紹介する。また「僕たち・私たちの望む世

界・住みたい世界」をテーマに班で 1 枚絵

を作成する。 
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朴 志禮 ： 「夢の場所」の絵を、1 枚の大きな画用紙に

描く 

鄭 仁淑 ： 紙芝居を、写真を使って作成する 

 

モンコンチャイ・アッカラチャイ： タイの歌「ぞうさん」を歌

い、それにあわせて踊り

を考える、 タイ文字で 

自分の名刺をつくるなど 

 

 

2） 第一回授業報告 

 

活動日時 2006 年 6 月 22 日（木）、2 時間目～5 時間目

（9：30～14：15） 

 

活動の内容 事前に学生のプロフィールとともに、以下の

ように、その学生がやりたいことを子どもに知らせている。  

遠田友香    劇 

相川奈美    飛び出す絵本 

砂田かおり   世界の子どもについて知る  

朴 志禮    夢の場所を考える  

鄭 仁淑    写真を使って紙芝居をつくる 

モンコンチャイ・アッカラチャイ  タイ文字を使

った制作・タイの歌やダンス 

子どもは第一回の授業までに、1 人ずつ具体的な案を

考えてきている。例えば、劇の班ならどんな劇がやりたい

か、絵本ならそのストーリーなどである。 

第一回目の授業ではまず、その子どもが出してきた案

（6 人グループなら 6 つの案が出る）をつきあわせて、話し

合いながら実際に何をするか決める。また、次回（7/13）の

授業までに、子どもが自習時間でやっておくことの、課題

を出す。 

 

授業の流れ  

  学生が前に出て自己紹介。この時、クラス全体に向

けて「聞くことの大切さ」を知らせる。 

                ↓ 

各グループに分かれての話し合い。はじめはお互いを

知り合うために自己紹介を行う。 

              ↓ 

グループでその日決まったこと、次回までの宿題を子ど

もの代表が発表。 

また、学生からそれぞれのグループがどのように話し合え

ていたかを発表する。 

 

 

メンバーからの報告 

 

1. 報告者：相川 奈美（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

活動の内容   制作テーマ「飛び出す絵本」 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

飛び出す絵本のテーマを決め、次回までにやることなどを

話し合った。 

テーマ｢冒険物語｣ 

まず船で海を航海している場面から始まり無人島にたどり

着く。最終的には無人島で宝を発見するという冒険物語。 

みんなそれぞれやりたいテーマを考えていてくれて、話し合

いがスムーズに進んだ。また決まったテーマに対しても積極

的に意見やアイディアを出してくれた上に他の人の行った

アイディアにも耳を傾けていたので内容の濃いものができ

た。 
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(2)  2 組 （3 時間目） 

飛び出す絵本のテーマを決め、次回までにやることなどを

話し合った。 

テーマ｢未来にあるだろうもの｣ 

未来にあるだろうものを想像して、それを説明するような仕

掛けを組み込んだ絵本をつくる。 

はじめはテーマを考えていなかった子どもたちもテーマが

決まってからはちゃんとやりたいことを発表した。恥ずかしが

って自分の意見を言えない子がいたがリーダーになった子

が話し合いをちゃんとまとめていた。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

飛び出す絵本のテーマを決め、次回までにやることなどを

話し合った。 

テーマ｢未定(話をつくりそれを絵本にする)｣ 

様々な意見が出たために 1 回目の授業で 1 つにまとめるこ

とができなかった。しかし今後の授業で上手くストーリーをま

とめていく。 

子どもたちがそれぞれに自分の思ったことをどんどん発言

はしたもの、話し合いながら 1 つにまとめることがあまりでき

なかった。しかし、班の子どもたち同士がお互いそのような

人の話を聞こうとしない態度を注意しあっていた点はとても

よかった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

飛び出す絵本のテーマを決め、次回までにやることなどを

話し合った。 

 

テーマ｢世界一周旅行｣ 

班のメンバーである 6 人それぞれが自分の興味のある国に

ついて紹介する仕掛け絵本をつくり紹介する。1 人 1 ページ

を担当しそれを最後にまとめて本にし、それを見た人たちが

世界を旅行した気分になれるようにする。 

 

ちゃんと事前にそれぞれがテーマを考えてきてくれたので

話し合いが進みやすかった。また決まったテーマに対しみ

んなが興味を持ち、積極的に様々なアイディアを出せた。

人の話を聞くという態度もなかなかできていたと思う。自分

が興味を持った国を調べながら本を作っていくために子ど

もたちそれぞれが責任を持って自発的に取り組もうとしてい

た。 

 

反省点 

今回の授業では事前に模擬授業などを行っていたわけ

ではなかったのでぶっつけ本番の状況になってしまい話

し合いの進め方が手探り状態になってしまったと思う。また、

子どもたちから出た多種多様なアイディアを1つにまとめる

際、本当ならば全て子どもたちに任せるべきだったと思う

が時間の問題上自分で話をまとめてしまった。これらの反

省点生かし、次回からは子どもたちが話し合いをスムーズ

に進められるようにもっと時間配分を上手く考えながら話し

合いを導く役になれるようしたいと思う。 

 

 

 

 

感想 

子どもたちが自由な発想をもっていてどんどん意見を出

すところに感心した。また自分たちが興味を持ったことに

対して積極的に発言をするところもよかった。自分の考え

と他の人の考えを話し合いながら融合しようとする姿にも

感心した。しかし、中にはまったく話を聞かない児童や自

分の意見を譲らない児童がいたため、話し合いがうまく進

まないときもあった。しかしそのような状況においても私が

注意するだけでなく、子どもたちがお互い注意しあってい

る点はとてもよかったと思う。
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2. 報告者：砂田かおり（外国語学部ドイツ語専攻 1 年）  

 

活動の内容 制作テーマ「世界の子どもたち」 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

資料写真を提示してクイズ 

 ～コレは何をしているところ？どうして？ 

というクイズを出し、児童に写真（6～7 枚）から見える世界の

子どもたちに関連する問題を考えさせる。世界地図で、写

真の場所も確認させる。特にどうして？という部分を深く考

察させる。 

 写真を見終わった後は、戦争や飢餓に関する写真集を見

せてその解説をした。 

 ～宿題：ワークシートを埋める。ワークシートはクイズをよく

聞いていれば解けるようになっている。一部調べるように要

求してあるが、基本的には自分たちで考えて行う。また、世

界の子どもたちの現状についてクラスのみんなに詳しく知っ

てもらうためにクイズを作成する。クイズでは正解のみ提示

するのではなく、その詳しい説明まで要求する。 

基本的に落ち着いた児童が多く、話はよく聞けていた。宿

題もよく理解していたように思う。写真の場所を地図上で確

認するときは興味津々といった様子だった。歴史や戦争に

ついて見識のある子どもが多かった。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

同上 

 

おとなしい子が多く、女の子は正解を必死に出そうとして引

っ込み思案になっていたように思う。男の子は行っているこ

とが理解できなかったのか定かではないが、意見を言わな

い児童が多かった。こちら側としては児童が提示した解答

の正確さではなく考察の過程がより大切であると考えている

ので、調べるのではなく児童同士の議論を通してグループ

としての解答案を導き出してほしい。また、障害者の児童に

どう接すればよいのか分からず嫌な思いをさせてしまったよ

うに思う。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

同上 

 

写真や説明をよく見、よく聞けており、意見も 1 人 1 人まん

べんなく言えていた。途中から集中力が欠け、つまらなそう

にする児童もいたがみな興味津々といった様子だった。た

だこちら側の説明が悪かったのか、宿題やその後の展望に

ついてはよく理解できていないように思った。机椅子の配置

が適当だった。 
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(4)  4 組 （5 時間目） 

同上 

 

おとなしい児童が多く意見がどんどん出てくる、といった様

子ではなかった。よく聞けているものの、聞く環境のせいも

あってか注意力が散漫していたように思う。またある 1 人の

児童が写真について深く考えようとしておらず、そちらに注

意ばかりいってしまい思うようにうまく進まなかった。だらだら

と進んでしまったため途中で児童を飽きさせてしまった。宿

題についてはよく理解できており、児童だけの話し合いは

比較的スムーズに出来るのではないだろうかと思う。 

 

反省点 

「小学校 4 年生」の実情や学習・知識レヴェルについて

十分に理解できていないままグループワークに臨んだた

め、こちらの予想と食い違いがあり若干軌道修正した。児

童の見識が予想外に深く、こちら側が出題するクイズ（ワ

ークシート）は児童にとって簡単すぎたように思える。今回

は「世界の子どもたちを知る」というテーマのもとグループ

ワークを行ったため「聞く力」が占めるウエイトが大きすぎ、

その結果児童同士の話し合いの中で譲歩したり意見を戦

わせたりということが全くなくなり、児童を途中で飽きさせて

しまった。 

感想 

概ね予定通りに進んだが、児童の見識の深さには驚か

された。私が担当したグループは人の話をよく聞けて、自

分の意見をきちんと言う児童が比較的多かった。その反面、

聞かない児童は全く聞かないという二極化が見られたよう

に思う。クイズや絵（絵は 9 月に入ってから行う）の作成を

通して創造・想像力を働かせて世界の子どもたちについ

て表層的な情報のみを知るのではなく「なぜ」の部分をし

っかり考えてほしい。 

 

 

 

 

 

3. 報告者：遠田友香（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

活動内容 制作テーマ「劇」 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

子どもたちが具体的にどのような劇を作りたいのかの話し合

い。台本を作るのか、既存のものをやるのか話し合った。 

宿題は、やりたい漫画を持ち寄ること。 

興奮してしまって、少し違う方向に行ってしまうこともあった

が、意欲的であるゆえの行動であると認識している。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

どんな劇をやるかの話し合い。1 組の反省を生かして私が

それとなく国語の教科書の小説を提案。四年生の教科書の

小説を英語に訳して上演することに決定。配役も決定した。

宿題は必要な衣装や小道具を準備すること。 

全員女の子だったということもあって、最初はみんな恥ずか

しがって意見を言わなかったが、教科書のような身近な小

説で話をすすめると知っていることを一生懸命私に話そうと

してくれていた。 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

どんな劇をやるかの話し合い。2 年生の教科書の小説に決

定。 

宿題は配役の決定と必要な衣装や小道具を準備すること。

 

子どもたちによるいろいろな提案が錯綜してはじめは混乱

したが、台本が決定すると、配役について楽しそうに考えて

いた。ただ、教科書の別の小説について話し込む児童もい

て、戸惑ってしまった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

どんな劇をやるかの話し合い。白雪姫を英語に訳して上演

することに決定。配役も決定。 

宿題は必要な衣装や小道具を準備すること。 

配役でもめたが、譲歩する子もいて、穏便に決めることがで

きた。英語が話せる子がいるようで、その子の意見に流され

がちなところもあって、それが心配である。 

 

反省点 

子どもたちにすべてをゆだねるつもりで当日挑んでしま

ったので、こんなに話がすすまないという想定をしていなく、

甘く見ていたなと反省しました。いくつか台本を用意してい

くべきだったかなとおもいます。 

 

 

 

 

 

 

感想 

まずは、小 4 のパワーに圧倒されました。課外授業とい

うこともあってかみんな興奮していてまとめるのが大変でし

た。大学生の講師として、ふざけて話し合いを妨害する子

どもたちにはどんな対応をすればいいのかわかりませんで

した。でもそんな中、まとめようとしたり、きちんと話を聞こう

とする子もいて、大人になると消えて行く個性も、子どもの

うちはみんな豊かなんだと実感しました。それなのに、子ど

もたち同士苗字で呼ばせあうやり方は、子どもを無理にオ

トナに近づける方法のような気がして、不自然さを感じまし

た。 

 

 

 

 

4.報告者：朴 志禮 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

活動内容 制作テーマ「夢の場所」 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

題（夢の世界）に沿って話し合い。夢の世界にあって欲しい

ものとその理由を発表してもらう。 

男の子たちがとても活発でよく発表してくれたがその分、女

の子たちは黙ってしまうような気がした。1 人ずつ発表するこ

とを念頭に入れておくようにするのが重要。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

1 組と同じ。 女の子だけの班で落ち着いた感じ。聞くのは上手なんだけ

ど話すのが苦手だと思う。両方の力を育てられたらと思う。 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

1 組と同じ。 男女の児童のバランスが取れていてよかった。話を聞こうと

努力するのが結構みえた。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

1 組と同じ。 3 組と似たような感じを受けた。 

 

反省点  

クラスによって同じ作業でもそれぞれ反応が違ったので、

それに沿って進行方法を工夫しないといけないと思う。 

次回までの課題は、4 回目の授業（7/13）に実際ものを

作るので具体的に何が作りたいかをリストアップしておくこ

と。紙に書き留めておくので良い。（希望としては 20～30

個くらいは考えてもらいたい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.報告者：鄭 仁淑 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

活動内容 制作テーマ「写真を使った紙芝居」 

(1)  1 組 （2 時間目)  

行ったこと 児童の反応 

紙芝居でどういう物語をするか、そして何枚くらいの紙芝居

にするかを話し合った。 

その結果、空を冒険する話をやることに決めた。 

女の子だけのグループだったのでおとなしかったが、しっか

り自分の意見を述べつつほかの人の話もよく聞いていた。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

紙芝居でどういう物語をするか、そして何枚くらいの紙芝居

にするかを話し合った。 

その結果、天才サッカー少年物語をやることを決めた。 

男の子だけのグループだったせいか、活発すぎる感じだっ

た。 

意見がみんなバラバラでまとめるのが大変だった。が、誰も

意見を言わないよりはいいかなと思った。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

紙芝居でどういう物語をするか、そして何枚くらいの紙芝居

にするかを話し合った。 

その結果、桃太郎物語をやることを決めた。 

みんな意見を言ってくれた。また、他の人の意見に対して

自分の意見を譲ったりしていた。話がけっこう進んでよかっ

た。 
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(4)  4 組 （5 時間目） 

紙芝居でどういう物語をするか、そして何枚くらいの紙芝居

にするかを話し合った。 

宇宙人と戦う物語をやることを決めた。 

いろんな意見があったが、みんなほかの人の話をちゃんと

聞いたので話はひとつの方向にまとまった。 

 

反省点 

子どもをコントロールできない自分のことが情けないと思っ

た。 

 

 

 

感想 

思ったよりけっこう大変だと思った。大変であるがやり遂げ

たときの満足感は大きいだろうと思った。 

 

 

6. 報告者：モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生） 

 

活動内容 制作テーマ「タイ文字を使って何かをつくる・タ

イの歌を歌いながらダンスをする」 

 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

それぞれの子どもの意見を出してもらい、それができるかど

うか話し合いで判断した。 

決まったこと 

・ タイの文字で名刺を作る 

・ タイの「象さん」という歌を歌いながら踊る 

宿題 

・ 「象さん」の歌を練習する 

・ この歌に踊りを合わせる（創造） 

子どもたちは、自分の考えてきたことを積極的に発言した。

しかし、あまり発言しなかった子どももいた。そこで、その子

にいろいろ聞いてみたら、ちゃんと言ってくれてよかった。

決まったことは子どもたちがやりたいことなので、みんな目

がキラキラしてやる気があるように感じられる。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

それぞれの子どもの意見を出してもらい、それができるかど

うか話し合いで判断した。 

決まったこと 

・ 「象」というテーマで紙芝居、もしくはポスターを作

成 

・ タイの「象さん」という歌を歌いながら踊る 

宿題 

・ 「象さん」の歌を練習する 

・ この歌に踊りを合わせる（創造） 

同上 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

それぞれの子どもの意見を出してもらい、それはできるかど

うか話し合いで判断した。 

決まったこと 

・ タイの文字で名刺を作る 

・ タイの「象さん」という歌を歌いながら踊る 

宿題 

・ 「象さん」の歌を練習する 

・ この歌に踊りを合わせる（創造） 

 

同上 

(4)  4 組 （5 時間目） 

それぞれの子どもの意見を出してもらい、それはできるかど

うか話し合いで判断した。 

決まったこと 

・ タイ語で自己紹介して、友達に通訳してもらう 

・ 自己紹介カード（A3 ぐらい）を作成 

宿題 

・ 自己紹介の内容を準備 

・ 自己紹介カードを飾る物を用意 

同上 

4 組は特に自分の意見を出した後、ちゃんとその理由を加

えていてとてもよかった。最初、自己紹介カードの紙のサイ

ズに関する意見が二分したのだが、話し合いでちゃんと意

見や理由を発言し、最後は合意に達することができた。 

 

感想  

子どもたちのやる気を見て、自分も発表会でどうなるかを

本当に楽しみにしている。きっとうまくできるだろうと思う。

今回、子どもたちは協力してくれて、話し合いでちゃんと意

見を出したり、友達の意見に反論したりしていて本当に感

動した。とても話しやすい子どもだと思う。 

 

3） 第二回授業報告 

 

活動日時  2006 年 7 月 13 日（木）、2 時間目～5 時間目

（9：30～14：15） 

 

活動の内容  

  それぞれのグループで、制作活動を進めていく 

 

 

 

 

授業の流れ  

  各グループに分かれての話し合い   

         ↓ 

前回同様、授業の終わりに、子どもからその日やったこ

とと次回までの宿題を発表させる。また、学生はグループ

の話し合いの様子についてコメントする。 

 

 

メンバーからの報告 

 

1. 報告者：相川奈美（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

タイトル 「飛び出す絵本を作ろう！」 

 

授業の目的  

前回は各クラス絵本の話の内容を決め、各自どのようなペ

ージを作成するかグループ内で相談しながら進めた。今
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回はその下書きを基によりよい作品を作れるようにグルー

プ内で話し合いを行い意見交換した。また、次の授業まで

の宿題などを決めた。 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

「冒険」をテーマにした飛び出す絵本の制作準備。 

自分のページの下書きを作ってもらい、どのように飛び出す

仕掛けを作るかを話し合った。 

子どもたちが事前に飛び出す絵本の作り方の資料を読ん

でおり、そのアイディアを上手く応用させて自分の仕掛けを

作ろうとして、とても積極的であった。またグループ内でアド

バイスを与え、それを真剣に聞いて議論を交わしていた。

聞く力だけでなく自分の意見を話す力もついているように感

じた。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

「未来」をテーマにした飛び出す絵本の制作準備。 

前回決めた大まかな話の流れを再度確認し、それから各自

が担当するページをどのように工夫し、つながりを持たせる

かを話し合った。 

制作するものが具体的になってきたことにより、前回よりもよ

り活発に意見が言えるようになった。また子どもたちが制作

のヒントになる本などを自主的に持ち寄り、それをグループ

で共有していたのがとてもよかった。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

「冒険」をテーマにした飛び出す絵本の制作準備。 

前回話し合いで決めたストーリーを再度確認した。また各自

の担当のページを話し合いにより決めどのように仕掛けを

作るかも話し合った。 

 

話し合いは女の子によりうまく進行されていた。前回に比べ

話し合いする際の｢聞く姿勢｣は改善され、それぞれが自分

の意見だけでなく人の意見をちゃんと聞くようになった。ま

た意見を言う際にもしっかり自分の番を待っていたのが印

象的だった。そのために話し合いにより不平不満なく担当

ページがスムーズに決まった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

｢世界一周｣をテーマにした飛び出す絵本の制作準備。 

グループのメンバーがそれぞれ興味のある国について調べ

てきたものをメンバーに報告し、今後どのように仕掛け絵本

を作成するかを話し合った。 

 

子どもたちが積極的に調べ学習をしていて感心した。下書

きを終えて清書段階に入っている子どももいて、積極性を

感じた。また人の話しを静かに聞いていた。調べ学習は個

人的な活動になってしまったが、授業では話し合いをしな

がらお互いの制作しているページがよりいいものになるよう

に意見を交換していた。 

感想・反省点  

前回に比べ、どのクラスにおいても話し合いが円滑に進む

ようになった。子どもたちが自分のやるべきことをより具体

的に理解し始めたために積極的に質問や意見を言い合っ

たからだと思う。しかし、「話し合い」により子どもたちの意

見を尊重して決めていきたかったが、時間が限られていた

ためにやむを得ずこちら側から指示することになってしま

ったのが反省点である。また話しの聞いている程度は子ど

もたちそれぞれで異なったため、あまり聞いていない子ど

もにはより注意を払うように心がけた。しかし、そうすると今

度はグループ全体の話し合いが進まなくなってしまい結局

は面倒を見切れなかったのが反省点である。 
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2. 報告者：砂田かおり（外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

 

タイトル 世界の子どもたち 

 

授業の目的  

前回課題にしたワークシートの解答、発表用クイズの問

題・解答解説の作成（ワークシート答え合わせ段階では解

答提示者である学生の意見を、クイズ作成段階では児童

の意見をよく聞くようにする。活発な意見交換や互いの価

値観の違い・それに対する譲歩などもクイズ作成過程での

議論で学び考える）。

活動の内容 

(1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

ワークシート答え合わせ、クイズ作成 学生の話を聞く時は非常に静かに聞いているのだがクイズ

を考えようとすると考えが浮かばないのかみな黙り込んでし

まった。集中力も散漫していたように思う。自然と学生側が

誘導するような形になってしまい児童による議論が活発化し

友達の意見を聞くという理想的な活動には到らなかった。 

 

(2)  2 組 （3 時間目） 

ワークシート答え合わせ、クイズ作成 

 

比較的作業の進み具合が早かったため児童が作ってきた

クイズに助言を与えるという形になった。グループ内での役

割分担など、1 人 1 人が意見を言う機会を持つことができた

と思う。児童間では話し合いをするのだが学生の意見はあ

まり聞けていない気がした。最後のあたりでは時間をもてあ

ましてしまい、ただ単におしゃべりの時間となってしまった。

 

(3)  3 組 （4 時間目） 

ワークシート答え合わせ、クイズ作成 

 

よく意見を言い、話を聞いている児童もいれば意見を学生

側から求めても答えない児童やつまらなそうにする児童も

おり、二極化が顕著なグループである。クイズについては児

童が考えてきたものを生かすことができず、かなり学生側で

誘導してしまった。クイズ作成にあたっては一部児童しか参

加していないので「どう思う？」などとまんべんなく意見を言

える・聞けるようにした。余った時間で次回の課題である絵

の参考資料として持参した平和に関する絵本を見てもらっ

た。 
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(4)  4 組 （5 時間目） 

ワークシート答え合わせ、クイズ作成 

 

班員が少ないせいもあってか活発な意見交換が出来た。し

かしやはり意見を言わない・関心を示さない児童も中には

みられた。グループ内での役割分担をするなどして個人が

責任を持ってすべき仕事に対しての意識を明確にさせ話し

合いへの参加を促がすようにした結果、お互いの意見を取

り入れて上手に軌道修正しつつ話し合いを進めることがで

きた。 

反省点  

聞く力を育てるという目標に関して、①学生の話を聞く 

②児童（友達）の話を聞く という二項目について反省する

と、①では全般的にあまり達成できていないように思う。例

えば課題について児童に話した後に「次の宿題は何です

か」と児童に問われるケースがほぼすべての班で見られた。

しかし聞いている児童の多くは学生の目をしっかり見てう

なずいたり相槌を打ったりするなど、聞くことに一生懸命で

ある様子がこちら側にも非常によく伝わってきた。またワー

クシート作成についても初回の活動（6 月 22 日）の段階で

答えに結びつくキーワードやほぼそのままの答えを学生

側から提示していたにも関わらず全く異なる解答を児童が

示しているなど、学生の話が聞けていないのではと思う部

分が多々見受けられた。話が長いという児童側からの指

摘にもあるとおり、おそらく私個人の話し方の力量も関係し

ているのだと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想  

児童間での意見交換があまり活発に行われなかったこ

とから、とりあげたトピックや助言などが少し難しすぎたよう

に感じている。クイズ問題を何にするかという取り組み難い

論点よりも比較的考える必要のない話題についての議論

が集中したことに関しては私が想像・理想としていた話し

合いの形態からは遠ざかっているものの議論の 1 端である

ことを思えばそれはそれでよいのではないかとも思う（例え

ばワークシートを元にクイズを作成しようとしてもなかなか

意見は出ないのだが、いざ3択問題のクイズで答えを何番

にするかという議論になると即座に皆が反応する、など）。

また、意見が出ないためどうしても学生側が誘導するような

形となり、結局学生の話を聞くことに活動の大半を費やし

てしまう班もあった。学生側の助言が助言以上のものにな

っている感は否めない。しかし次回からの活動は発表に

向けての話し合いも活発化するだろうと思われる（せざるを

得ない）ので、児童がお互いの意見を聞き譲歩しつつ協

力して 1 つのものを作り上げる過程で多くを学ぶことができ

るのではないかと思っている。 
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3. 報告者：遠田友香（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

タイトル 劇を作ろう 

 

授業の目的  

台本と小道具の製作状況を確認し、本読みをする。1 人 1

人自己主張をしつつ他の子の意見にも耳を傾ける。 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

台本の確認、削るところを決めた。 

作る小道具の確認。 

本読み。 

子どもたちが自ら本を選出してきたため積極的だと感心し

た。途中少し喧嘩のような状況になったが、空気を読んで事

態を収拾する子もいた。本読みは恥ずかしがる子が多かっ

た。 

 

(2)  2 組 （3 時間目） 

英語での本読み。 

小道具の製作。 

子どもたちは恥ずかしがって英語を読もうとせず、苦労した。 

 

(3)  3 組 （4 時間目） 

小道具の製作。 

本読み。 

自分たちで身につけるものを製作しているということもあって

みんな楽しそうに製作していた。本読みのときも、みんなで工

夫して話し合って読み方を決めるなど、感心する場面もあっ

た。 

 

(4)  4 組 （5 時間目） 

本読み。 

立ち稽古。 

帰国子女の子がいたこともあり、台本を自分たちで作ってくる

など積極的な姿勢が見られた。ただ、立ち稽古の段に入ると

男子が恥ずかしがってやろうとしないなど混乱も生じたが、改

善してくれそうなので期待をしたい。 

反省点  

聞く力については、興奮すると自分が自分がという具合に

なってしまう子もいたが、私が話す時は話を一生懸命聞い 

てくれようとする子が多いように思われた。子ども同士での

聞く力を育てるのは難しいことだと感じた。 

 

 

 

 

 

感想  

みんな積極的に授業に参加する姿勢が見られ、好きなこ

とをさせるときの子どもの力はすごいなぁと再確認しました。

勉強では発揮できない力をこのような授業で発揮できる子

があらわれるといいなと思いました。 
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4. 報告者：朴 志禮（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

タイトル 夢の世界をつくろう 

 

 

 

活動の目的  

聞く力を育てる授業になるために、班のみんなが互いに意

見交換をすることを中心にして進める。単なる自分の意見

発表に留まらず、相手の意見をしっかり聞く姿勢をとれるよ

うにする。 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

夢の世界にあるもののリストづくり。 

リストに従って夢の世界づくり。 

班のみんなが前回に自分の意見ばかり主張していたに対し

て、結構まとまった感じになっていた。このまま最後までお

互い尊重しながら進めてほしい。 

 

(2)  2 組 （3 時間目） 

夢の世界にあるもののリストづくり。 

リストに従って夢の世界づくり。 

女子児童の班だけであってやや消極的には発表をしたの

が気になる。もっと自分の意見を発表し、増して相手の意見

をちゃんと聞いてあげてもらいたい。 

 

(3)  3 組 （4 時間目） 

夢の世界にあるもののリストづくり。 

リストに従って夢の世界づくり。 

自分の意見を発表する際に、相手にことも考えながら、発

言の順番を譲りあうようになってきたのでとても感心した。 

 

(4)  4 組 （5 時間目） 

夢の世界にあるもののリストづくり。 

リストに従って夢の世界づくり。 

全体的にまとまった感じ。しかし 4 組でも女子児童たちが控

えめであったのが気になる。 

 

反省点 

 第一回目の授業を行った限り、相手の意見を聞くのが

苦手な児童が多いという印象が強かった。特定の 1 人に

話す時間が傾かないようにした。発言する際には、手をあ

げて発言することをみんなに伝えてから、一人ずつ発表し

ていくようにした。 
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5. 報告者：鄭 仁淑（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

タイトル 「写真を使った紙芝居」 

授業の目的 各シーンを写真で撮ること

 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

校庭で空を旅する写真を撮った。 最初はみんな恥ずかしいと思って消極的であったが、少し

慣れてからはどんどん意見を出しあって撮影を進めてい

た。 

 

(2)  2 組 （3 時間目） 

校庭でサッカーする写真を撮った。 

 

生徒がみんなサッカー好きで、ボールを蹴りたいと言い出し

てそれを止めることが一番大変だった。生徒たちは紙芝居

の内容を話し合って撮影を進めることより、ボールを蹴ること

に集中していた。 

 

(3)  3 組 （4 時間目） 

小学校の隣にあるふれあい広場で桃太郎の話を演じながら

写真を撮った。 

 

移動に時間がかかったが、写真取るときは意見を出したりし

て最後まで写真が撮れた。 

 

(4)  4 組 （5 時間目） 

校庭で宇宙人と戦う場面を撮影した。 

 

撮影が一番スムーズに進んだ。 

みんな積極的に意見を出しあった。そして、撮影をそのまま

受け入れるのではなく取り直したりすることができた。 

 

反省点 

外での撮影だったので生徒を集中させることが十分にでき

てないと思った。そして、時間が短い反面進めることが多

かったことに焦り私の意見を出しすぎたのかと思った。 

 

 

 

 

 

 

感想 

いろいろと大変だが、子どもたちが自ら動いてくれるのが

見えて、始めたときの不安は少し減った。 
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6. 報告者：モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生） 

 

タイトル タイの文字を楽しもう！ 

  

 

授業の目的  

各組の児童と、前回決定した活動を始める。活動している

間に、多少やり方を変える可能性があるので、そのつど話

し合いをし、決定する。

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

行ったこと 児童の反応 

・児童が自分の名前をタイの文字でどう書くか調べて書い

た。その各自の名前をチェックした。その後、自分の名前を

書くための紙のサイズを話し合いで決めた。 

・『象さん』の歌を練習した。 

みんな積極的に話し合ったりした。特に歌の練習のとき、全

員頑張って歌っていた。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

・前回決定した活動は児童から多少変えたいという意見が

出た。そのとき、話し合いが行われ、各自「象の紹介カード」

を作成することに決めた。 

・初めは、普通に『象さん』の歌を歌って練習していたが、児

童からの意見でリコーダーを吹きながら、歌うということに決

めた。歌を歌う担当とリコーダーを吹く担当については児童

が話し合って決めた。 

 

みんなお互いに助け合って、いろいろ議論した。話し手は

自分の意見を積極的に出し、聞き手もちゃんとそれにコメン

トした。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

・話し合いでネームカードのサイズは 7X10 にした。 

・児童と一緒にタイ語で各自の名前を書いた。 

・「象さん」の歌を練習した。 

 

CD をまだ聞いていなかったため、なかなか歌の練習は進

んでいないが、みんな努力して歌っていた。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

・各自の名前をタイ語で書いた。 

・通訳の練習をした。 

 

話し合いをするための授業時間が足りず、残念ながらこの

班ではほとんどできなかった。しかし、私が言ったことはちゃ

んと聞いていてくれた。 

 

反省点  

しなければならないことがたくさんあるが、時間があまりに

も短いため、話し合いの場がなかなか作れなかったという

こと。 

 

 

 

感想  

児童はみんなやる気があるように感じられる。みんな積極

的に活動をしている様子をみて、本当に感動した。 
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4） 第三回授業報告 

 

活動日時 2006 年 10 月 26 日(木) 、2 時間目～5 時間目

（9：30～14：10） 30 日(月)、同上（5 時間目の 4 組の授業

は、小学校の研究授業） 

 

活動の内容 

26 日 各グループで、制作の仕上げをするとともに発表 

の準備をする。 

 

30 日 発表会 

   各グループで、子どもたちが制作したものを発表

する様子をビデオに撮影した。そのビデオは学生

が、両親や友達に見せて感想の手紙をもらった。

後日、その手紙を小学校に送った。 

 

 

 

メンバーからの報告 

 

1. 報告者：相川奈美（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

タイトル 「飛び出す絵本を作ろう」 

 

授業の目的  

26 日: 子どもたちが作ってきた絵本をまとめ、発表の練習

をする。  

30 日: 完成した作品ならびに活動の発表をビデオに撮

る。 

 

 

 

 

(1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 本番までにどのように仕上げていくかなどの

話し合い 

発表スタイルを決める 

絵本が作り終わっていないことに対して不安があったようだ

が、話し合いをすることでいつまでにどうすれば終わるかと

いう目標を決めたことでやる気を出したようだった。最終段階

に近づくにつれて積極的に質問や意見をしてくるようになっ

た。 

30 日 発表の練習と本番の撮影 

今回の活動の振り返り 

はずかしがりながらも自分たちのページを生き生きと紹介し

てくれた。反省会の時に子どもたちそれぞれが「グループで

1 つのものを作り上げるときの話し合いの難しさ」と、同時に

「聞くことの大切さ」身をもって学んだと言ってくれた。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 飛び出す絵本の発表練習 既に本を完成させていて、あとは練習を重ねながらよりよく

発表できるように工夫を凝らしていた。作品が形になるにつ

れ連帯感が生まれた上にそれぞれが意見をするようになっ

ていた。 

30 日 発表の練習と本番の撮影 

今回の活動の振り返り 

最初は何をしていいかわからず話し合いもなかなか進まな

かったが、撮影に一生懸命取り組む姿を見ることで子どもた

ちなりに工夫を凝らし取り組んできたことがよくわかった。 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 絵本のまとめと発表の練習 自分たちの作品が形になるとだんだん結束力が出てきた。

女の子が中心になって班の子どもたちの意見を上手くまとめ

ていた上に、発表はよりいいものを目指し何度も練習と工夫

を凝らしていた。 

30 日 発表の練習と本番の撮影 

今回の活動の振り返り 

とても生き生きと撮影をしていた。最初はそれぞれが意見を

言うだけでなかなか譲らなかったが、結果的にそれぞれの

やりたいことを上手く混ぜ合わせ作品を作れたために満足し

ているようだった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 絵本のまとめと練習 どのように発表するかなどを決めた。自分のページについて

の発表のみならず他の子の発表に対するアドバイスなどを

お互いがしていた。 

30 日 発表の練習と本番の撮影 

今回の活動の振り返り 

撮影の練習をしながらもっとよりいいものを作ろうと工夫をし

ていた。比較的話し合いをスムーズに進めてきた班ではある

が、回数を重ねていくうちに発言するときのタイミングなどが

上手くなっていたと感じた。 

 

反省点  

上でも触れたように今回の作業を通じて『聞く力を付け

る』を意識的に行い、それを上手く学ばせることが出来たク

ラスと、そうでないクラスがあった。最終日での反省会で、

班員同士の批判で終わってしまったクラスもありとても残念。

しかし、私自身は実際には子どもたちの話し合いの態度

はよくなっており『聞く力』もついてきたというのは感じた。

最初は様々な意見を投げ合うだけであったが、徐徐に相

手の話を聞く力を養ったことで相手の意見に対して的確な

発言を出来るようになり『言葉のキャッチボール』ができる

ようになったと思った。また 1 つの作品が形になるとその力

が急激に伸びた気がしたが、これは子どもたちが同じ目的

を共有したからではないかと思った。このように子どもたち

自身の成長はあるが、それを上手く気付かせることが出来

ないときがありそこは反省点であると感じた。 

 

 

 

 

 

全体の活動を通しての感想  

子どもたちの吸収力には驚いた。最初は何をしていい

のかわからずにいたが徐々に自分たちのやりたいものが

形なるにつれて積極的に意見を言うようになるなど変化が

見られた。話し合いの進行も授業の回数を重ねていくうち

に話し合いの軌道修正をする回数が減り、最終的には全

く私が介入しなくても自分たちで話し合いを出来るようにな

っていた班もあった。このようなグループでの作業で 1 つ

のものを作り上げる経験をする事で、自分以外の人の考え

にじかに触れ合いながら相手の考えを尊重できる力を小

学生のうちから養うことはとても大切であると改めて感じた

上に、このような子どもたちの成長に少しでも関われたこと

がなによりいい経験になった。 

 

 

 

 

 

 



 

－117－ 

2. 報告者：砂田かおり（外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

 

タイトル 世界の子どもたち 

  

 

 

 

授業の目的  

26 日: リハーサルを行い、最終確認をする。今時は学生

側からあまり指示を出さないようにし、児童たちが

主体的に行動し議論するに任せる。 

 

30 日: 完成した作品ならびに活動の発表をビデオに撮る。

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 発表準備（話し合い） 発表の際の分担が決まっておらず、リハーサルもままならない

状況であったので大学生 1 人があせりを感じつつの話し合い

であった。男の子はすぐに話をそらし、本気で考えようとしてい

ない。結局大学生が多くを指示する形となった 

30 日 ビデオ撮りと反省会 ビデオ撮りを始めようとするときも落ち着きがないなど、協力の

姿勢が男の子にあまりみられなかった。話し合いの時も、ある 1

人の女の子（班のリーダーシップをとっていた）だけが大学生

の目を見て真剣に話を聞き、活動の感想を述べていた。男の

子に話をふってもすぐに話をはぐらかすなど自分の感想につ

いて深く考えようとしていなかった。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 リハーサル 班員全員が協力しており、自分のやるべき仕事と果たすべき

責任を個人で把握できていた。大学生が入り込む余地がない

ほど自分たちでしっかりと意見を戦わせ、1 つのものを作りあげ

ようとしていた。最後の反省会では、全員が大学生の意見に耳

を傾けていた。 

30 日 ビデオ撮りと反省会 ビデオ撮りは互いが協力しスムーズに行うことが出来た。児童

たちはみんなそれぞれ意見を持っているのだが、この時はあ

ちこちで同時に話し出すなど互いの意見を聞く姿勢があまりみ

られなかった。大学生の話も、あまり集中して聴くことができな

いようだった。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 リハーサル ああだこうだとお互いの意見を戦わせながらも、女子が中心と

なって班をまとめあげよいものを作ろうとみんなで頑張ってい

た。2 組の場合と同様、児童による積極的な言動で非常に有

意義な時間であった。 

30 日 ビデオ撮りと反省会 振り返りシートに記入することに気をとられ、なかなか話し合い
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が進まなかった。女の子は意見を言うが、男の子は全く言わな

かったり話を茶化したりと感想を述べようとしなかった。 

少し気が緩むとすぐ男子同士で遊んでしまう。まとまった話し

合いをすることができなかったので女の子たちは「これで終わ

っていいの？」と口々にもらしていた。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 リハーサル 2、3 組と同様、児童間でどんどん意見を出しながら創造的活

動ができた。大学生側が特に支持をしなくても自主的に考えて

取り組み、班員全員が議論に参加している様子をみて理想的

な活動だなぁと思いつつ眺めていた。 

30 日 ビデオ撮りと反省会 ふりかえりシートに時間をかけすぎてしまった。ビデオ撮り後の

話し合いでは、観覧の先生方が多かったせいか児童が緊張し

てしまい、話がなかなか前に進まない場面もあった。途中で発

表にむけて仕事をきちんとしなかった人のことで口論になりか

けたが児童と大学生とでなんとか静めた。全体的にこの班が一

番話し合いにおいてもお互いの意見を聞くことができていたよ

うに思う。 

 

反省点  

この活動では「聞く力を育てる」という目標が掲げられて

いたが、私が関わった子どもたちに関して言えばこの活動

により聞く力を養うことが出来たかといえば正直疑わしい。

というより聞く力がある児童と全く話に耳を傾けようとしない

児童の差が顕著であるように思われる。本当に話を聞けて

いる児童は班に1～2人しかいなかったように記憶している。

私の話や話し方が冗長で、退屈な内容であったことは否

めないがそれを差し引いても児童間の聞く力の差は大き

いだろう。私個人の反省としては、もう少し児童にとって分

かりやすい説明や解説を加えるべきであったと思っている。

そうすれば児童の反応も違っていたのではないだろうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の活動を通しての感想  

私が授業のテーマを「世界の子どもたち」と設定したの

は、児童たちに自分と同年代の子が世界でどのような暮ら

しをしているのかを知り、視野を世界へと広げてほしかった

からである。10 月 2 回の活動では、児童たちは「最初は勉

強みたいで嫌だなと思ったけど、調べていくうちにいろん

な子どもたちについて知ることができて楽しかった。よかっ

た。」と言ってくれたので、啓発活動の一翼を担うことが出

来たことに対しては嬉しく思う。ただ、小学 4 年生には少し

難しいテーマだったかもしれないとは今でも思う部分があ

るが、子どもたちにとってこれが世界に目を向ける 1 つの

契機となってくれれば幸いである。 

授業を行う学校・学年内で意見や活動内容、児童への

姿勢やテーマとするものなど首尾一貫した協調性が必要

である。児童に直接影響を及ぼすことになるので、授業を

提供する側として大学生・先生との両者のまとまりが重要

になってくるだろう。児童間との連携に関しては、FAX で

やりとりするなどして大学生と児童のコミュニケーションを

深めることができたことが活動の成功につながったと思う。 
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3. 報告者：遠田 友香（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

タイトル 劇を作ろう！ 

  

 

授業の目的  

26 日: 劇のリハーサルをして、気になる点を話し合う。 

30 日: 完成した作品ならびに活動の発表をビデオに撮

る。 

 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 劇のリハーサルを 2 回して、出る位置の確認

や、直したらいいところを話し合った。 

予想以上の出来上がりにとても驚いた。前回に比べて本当

に進んでいたため、子どもたちも私に見せたくて仕方がない

様子だった。大道具も小道具も自分たちで作っていて感心

した。ほぼ完成の段階にあるせいか、子どもたちは非常に生

き生きと、楽しそうに取り組んでいた。 

30 日 ビデオの撮影を 2 回して、反省会をし、プリン

トに記入してもらった。 

1 回目の撮影で最後の最後に大道具が壊れてしまうというハ

プニングも起きましたが、切り替えてすぐに撮り直しに移れて

いて感心した。みんな本番だということもあって、ふざけてい

る子どもは子ども同士で注意しあっていて、小さな社会でき

ちんと秩序がとれていると感じた。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 英語の練習とリハーサル。 私が送ったはずの英語のカセットテープを聞いていなかった

ようで、リハーサルができるような状況ではなかったので少し

困惑した。子どもたちは、女の子しかいないせいか消極的

で、英語を話すことに恥ずかしさを感じている子達も多く、完

成が危ぶまれた。しかし、一方で英語を話してみようとやる

気を見せる子どもたちが主役の 2 人だったので、2 人が全体

の気持ちをひっぱっていっていたようだった。 

30 日 セットの配置を話し合い、ビデオを撮影する。

その後反省会とプリントの記入。 

劇が完璧には完成していなかったため、撮影まで少しもた

ついてしまったが、ここまでつくってきたものをきちんとした形

で仕上げたいという子どもたちの気持ちも手伝って、思った

よりスムーズに進んだ。やる気のある子どもの気持ちが、そう

でない子どもを変えていた。 

反省では、英語を習ったら私が書いた台本を、カタカナじゃ

なくて英語の方をもう 1 回読んでみたいと言う子がいるなど、

感動してしまう場面もあった。 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 劇のリハーサルを 2 回して、出る位置の確認

や、直したらいいところを話し合った。 

私がいない間の授業で小道具をきちんとそれぞれ用意でき

ていて、私に見せたくて仕方がない様子だった。途中でふざ

けてしまう男の子もいたが、少し放っておくと子どもたちで解

決してくれるということがわかった。ふざけてしまう子も、劇を

やるのが楽しくて、つい興奮してしまってふざけてしまってい

る様子だった。 

30 日 ビデオの撮影を 2 回して、反省会をし、プリン

トに記入してもらった。 

ビデオの撮影ということでいつもより更に興奮気味だったが、

今までの成果をきちんとした形で残したいという意志が見

え、1 回目もうまくいったのに 2 回目の撮影を行った。みんな

生き生きと演技をしていてよかった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 劇のリハーサルを 2 回して、出る位置の確認

や、直したらいいところを話し合った。 

衣装を用意するなど、ただならぬやる気が伝わってきて圧倒

された。劇もほぼ完璧に出来上がっていたため、あまり言うこ

とはなかった。ただ、男の子たちは劇になると恥ずかしがっ

て声が小さくなってしまうので、それがかわいくて可笑しかっ

た。女子に指摘されて頑張って声を出そうとすると、顔が赤く

なってしまう子もいて、それはそのままで見ていることにし

た。 

30 日 ビデオの撮影を 2 回して、反省会をし、プリン

トに記入してもらった。 

衣装の着替えに少し時間がとられたが、撮影はうまく進行し

た。気合が入っていたあまりに、「はじめの言葉」での言葉を

忘れた忘れないで一時喧嘩が起きそうだったがなんとか乗り

切ることができた。ギャラリーの多さに恥ずかしがり屋の男子

が圧倒されていたのがかわいそうだった。 

 

反省点  

聞く力を育てるために私が試みたことは、子どもがはしゃ

いだりして混乱が生じたときになるべく混乱がおさまるまで

「待つ」ということです。収拾のつかないような混乱ではもち

ろん一言渇を入れますが、なるべく子どもたちの間で解決

することで、聞く力が養われるのではないかと思ってやっ

てみました。結果、子どもたちの中に注意する子や「やろう

よ」とやる気を失っている子を促す子が必ずグループに何

人かいるため、自分たちで解決してくれたので成功したの

ではないかと思っています。 

 

 

 

全体の活動を通しての感想  

普段触れ合うことのない年代の子たちと話し合ったりし

て劇を作っていったことは、本当に私の刺激になりました。

子どもたちの一挙一動が私には新鮮で、観察していて気

づかされることがいろいろありました。 

最初の授業のときは、この年代の子どもたちには何かを

教える機会どころか触れ合う機会さえないため、どう対応し

ていいのかわからず、とても戸惑ってしまいました。しかし、

回数を重ねてだんだん対処の仕方がわかってきて余裕も

でき、混乱が生じてもあわてたりイライラしたりしないで済

むようになりました。このように余裕を持って人と接すること

は、社会に出てからも役に立つことなのかもしれないと思
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います。ここで言葉にしつくすことができないのが残念で

すが、他にも私のこれからの財産になったことは本当にた

くさんあります。子どもたちにもう会えないことがとても残念

ですが、このボランティアを、次のボランティアの意欲につ

なげていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

4. 報告者：朴 志禮（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

タイトル 夢の世界づくり 

  

授業の目的  

26 日:  最終回に向かって総まとめをする。韓国人の友

人に見せることにしたので韓国語で挨拶の練習

をする。 

30 日:  完成した作品ならびに活動の発表をビデオに撮

る。 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 前回まで作った夢の世界に入るアイテムをど

んな形で入るかをみんなで話し合い。 

児童たち 1 人 1 人が熱心に取り組んだ様子だった。 

30 日 ビデオ撮影を兼ねた授業だったので少し緊

張した様子。  

時間の配分において、混同したので順調に進むのかが不安

だったが、予定通り無事撮影終了。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 夢の世界は前回まで作成が終了したので、今

回は次回の発表に向かってリハーサルを実

践。 

事前に台本まで用意してあったのがよかった 

30 日 1 組と同様。 ビデオ撮影を兼ねた授業だったので少し緊張した様子。  

(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 夢の世界は前回まで作成が終了したので、今

回は次回の発表に向かってリハーサルを実

践。 

韓国語の挨拶の練習するとこで多言語にふれる事に興味を

持っている様子。 

30 日 1 組と同様。 ビデオ撮影を兼ねた授業だったので少し緊張した様子。  

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 夢の世界の規模が予想より大きくなっていた

ので紹介の順番を少し変更して、さらにコメン

トの修正をした 

 

3 組の児たちと同様に韓国語の挨拶を練習するところで多

言語にふれる事に興味を持っている様子。 

30 日 1 組と同様。 ビデオ撮影を兼ねた授業だったので少し緊張した様子。  
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反省点   

 最初は児童からの話もあったように、お互いの話を聞い

てくれる力が若干欠けていたと思う。授業を重ねることにつ

れてお互いに話を聞いてあげられるようになってきたと思

われる。 

 

全体の活動を通しての感想 反省点と同様。 

 

 

 

 

 

5. 報告者：鄭 仁淑（外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

タイトル 写真で作る紙芝居 

  

授業の目的  

26 日:  お互い意見をまとめて作品を完成して発表のリハ

ーサルをした。 

リハーサルした後、みんなに作業中の感想を聞

いてみた。 

30 日:  完成した作品ならびに活動の発表をビデオに撮

る。

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 まとまってない最後の話をまとめた。 なかなか意見がまとまらず、ドタバタしていた。 

30 日 残りの作業をやってビデオを撮った。 26 日以降、お互い自分の意見を言い出していて作品は完

成していなかった。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 完成した作品に台詞を加えた。そしてリハー

サルも行った。 

台詞の担当を決めるときちょっとしたもめごとはあった。 

30 日 完成した作品の発表をビデオで撮った。 途中で些細な事で喧嘩があったが、撮影の時はみんなちゃ

んとやってくれた。 

(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 台詞の担当を決めた後リハーサルを行った。 ふざけたりする子どももいたが、リハーサルの時は真剣にや

ってくれた。 

30 日 完成した作品の発表をビデオで撮った。 撮影の前は走ったりしていたが、本番の時は集中したので

無事に終わった。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 残りの写真を貼った後リハーサルを行った。 何をしなければいけないかをちゃんとわかっていたので作業

は順調に進んだ。 

30 日 完成した作品の発表をビデオで撮った。 撮影は上出来だった。しかし、他のクラスとは違ってギャラリ

ーが多かったのでみんな緊張気味だった。 
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反省点  

何かを作り始めることは最後まで完成しなければならな

いという重圧感を与える。 

今回の活動はグループ作業の中で聞く力を育てるとい

う目的であった。しかし、子どもたちには作品を完成するこ

とで精一杯になってしまい、聞く力を育てるという目的はう

まく伝わったのかと言う疑問が残った。 

 

全体の活動を通しての感想  

合同作業というのは作業を進める過程の中で自分の意見

を相手に伝えたり、相手の意見を聞いたりする能力が育て

られるいい方法だと思う。参加した子どもたちに作品を作

るときどうだったのかを感想を聞いてみたら楽しかったとか

大変だったとかなどの意見があった。そして結構喧嘩もし

たらしい。喧嘩があったということは意見の交換があったと

いうことになる。子どもたちは喧嘩をしてお互いの意見を受

け入れてまた新たな結論を出してきたと思う。その過程の

中でみんなは人の話を聞くことの大切さを考えるようにな

ったらいいなと思った。 

 

 

6. 報告者：モンコンチャイ・アッカラチャイ（研究生） 

 

タイトル タイの文字を楽しもう！ 

  

授業の目的  

26 日: 話し合いで発表仕方を決める目的とする。 

30 日: 完成した作品ならびに活動の発表をビデオにとる。 

 

活動の内容  

 (1)  1 組 （2 時間目) 

 行ったこと 児童の反応 

26 日 夏休みの間、練習していたことを発表してもら

った。本番でどのように発表すればいいかを

話し合って決定した。 

少しけんかになりそうな場面があったが、結局意見が 1 致し

た。 

30 日 ① タイ語で挨拶 

② 自己紹介 

③ 「ゾウさん」の歌の発表 

④ 交流のふりかえり（文章） 

⑤ 反省会・感想 

今日はいつもと違って子ともたちが興奮したせいか分からな

いが、なかなか落ち着けられなかった。しかし、いつもグル

ープリーダーが言ったら、しばらく冷静になり話を聞いたの

である。 

(2)  2 組 （3 時間目） 

26 日 夏休みの間、練習していたことを発表してもら

った。本番でどのように発表すればいいかを

話し合って決定した。 

グループリーダーが言ったことをみんなちゃんと聞いたが、

グループリーダーはあまり他人の意見を聞かないよいに感じ

られた。 

30 日 ① タイ語で挨拶 

② 自己紹介 

③ 「ゾウさん」の話 

④ 「ゾウさん」の歌の発表 

⑤ 交流のふりかえり（文章） 

⑥ 反省会・感想 

失敗したところが多く、みんな発表のことをがっかりしたように

思われる。撮り直すように数度頼まれた。しかし、時間があま

りないため、そのままで撮ってしまった。反省会で、「ふざけ

たりしているひとが多かった」のような友達の失敗について

言ってばかりいた。グループリーダーは積極的にみんなを引

っ張っていくように見えるのだが、やり過ぎて他の人が言っ

たことを聞かなくなったということが感じられた。 
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(3)  3 組 （4 時間目） 

26 日 夏休みの間、練習していたことを発表してもら

った。本番でどのように発表すればいいかを

話し合って決定した。 

発表の仕方は全然考えていなく、いろいろ意見を出しなが

ら、話し合って決定した。最後にいい形になって良かったと

思う。 

30 日 ① タイ語で挨拶 

② 「ゾウさん」の歌の発表 

③ 交流のふりかえり（文章） 

④ 反省会・感想 

やはりみんな「緊張！緊張！」と言ったが、子どもなりの発表

がよくできたと思う。反省会でみんな冷静でおとなしく反省し

たりして良かったと思う。 

(4)  4 組 （5 時間目） 

26 日 夏休みの間、練習していたことを発表してもら

った。本番でどのように発表すればいいかを

話し合って決定した。 

話し合いでなくジャンゲンでクイズ発表の順番を決めたので

ある。 

30 日 ① タイ語で挨拶 

② 自己紹介+通訳 

③ タイに関するクイズ 

④ 交流のふりかえり（文章） 

⑤ 反省会・感想 

発表の中でも、反省会でも子どもたちが他人の意見や考え

をよく聞くということを意識して制作活動をしたと感じられた。

他の班と違って自らそのようなことを言っていたからである。 

反省点  

グループで話し合い、相談しながら、制作活動に取り組

んでいくという形でしてきたが、最後の発表の反省会で気

付いたことは子どもたちが発表のことしか考えず、失敗して

しまった時文句ばかり言っており、本当に他人の意見を聞

く力がよくなってきたかは不明。しかし、きちんと出来てい

る班ももちろんあった。 

 

全体の活動を通しての感想 

最初はどのように話し合いの場を作るかを全然分からな

くて、とても困った。しかし、やっているうちに、だんだん分

かってきてよかったと思った。 

子どもたちの興味関心によって制作活動を決定した時

とても心配だった。小学校 4 年生にとっては難しすぎるの

ではないかと思っていたが、次々来校しだんだん行けそう

に感じていた。本番でみんな頑張って上手に発表ができ、

とても嬉しかった。 

 

 

 

総括 

 授業が始まった時は、学生メンバーは授業の進め方や、

どう子どもと接すればいいのかということが分からずに戸惑

っていた。しかし回を重ねるにつれ、授業を行うことに慣れ

るとともに子どもとの距離も縮まり、徐々に余裕が出てきて

いた。1 クラスにつき 1 回 45 分の授業時間で、制作を進め

るとともに子どもとの話し合いも重視しなくてはいけないた

め、「時間が足りない」という声が多く聞かれた。制作する

のに手一杯で子どもとあまり触れ合えなかった、休み時間

も有効に使って子どもと接するべきであった、という意見が

あり、次回に向けての改善点といえる。 

 「相手の話をちゃんと聞く」という目標について、子どもに

本当に伝わったかどうかが授業だけでは判断できずやや

不安であった。しかし、後日届いた子どもからの感想を見

ると、「人の話をちゃんと聞かなくてはならないことが分かっ

た。今度から、気をつけたいと思う」ということが多く書かれ

ており、ちゃんと伝わっていたのだと分かり安心した。 

 学生は 1 人で 4 グループの異なる活動を見なくてはなら

ず、負担は決して軽いものではなかったと思うが、学生に

とっては、それだけにやりがいが大きかったようである。 
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特に、今回の活動を通しては、子どもの持つ力に驚かされ

ることが多かった。例えば、第二回から第三回の授業は 3

ヶ月ほど間があいてしまうため、メンバーは、子どもがその

間にちゃんと作業を進めることができるか心配していた。し

かし、いざ 10 月に小学校に行ってみると、多くの班でこち

らの予想を上回る出来で制作を進めており、皆、安心する

とともに子どもの工夫・創造力に感動していた。また、担当

の三井先生によれば、この授業では子どもが自発的に動

いており、FAX も先生を介さず自分たちでどんどん送って

いたという。子どもたちも、授業を楽しんでくれたようで良か

ったと思う。 

 土橋小学校での授業は、学生側にとっても、とても良い

経験となった。子どもたちも、今回、学生・留学生との授業

をきっかけに、自らの興味・関心を広げていってくれれば

良いと思う。 

(4)府中市立府中第七中学校 

 

1) 概要 

 

英語圏以外からの留学生の文化紹介を通じて、アメリカ

以外の外国へと視界を広げたい、という府中第七中学校

の先生からの要望のもと、留学生の人選から活動を始め

た。留学生が決まりしだい中学校に連絡し、総合学習の時

間を使って生徒たちが各留学生の出身国について調べる、

という作業の末、第一回の実践日を迎えた。前準備の状

況はクラスごとにバラつきがあったものの、生徒が留学生

に質問を行うなど、活発な交流が見られた。第一回の活動

では次回に行なわれる生徒の発表のネタとなるように全般

的な出身国紹介を行ない、第二回の活動は生徒の発表を

評価することに重点が置かれた。第一回と第二回の間に

時間があったにも関わらず、中学校の生徒と連絡が取れ

たかったことが悔やまれるが、生徒たちはそれぞれ精一杯

の発表を私たちに披露してくれた。 

 

2） 第一回活動 

 

活動日時 2006 年 7 月 4 日、13:25～15:15 

 

参加メンバー 

和田 はる菜 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

露木 智子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

飛田 美由紀 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

中村 未央 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

矢ヶ部 真理 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

河野 千早穂 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

パラシオ・フェルナンド （PCS） 

ツェレテリ・タマラ （PCS） 

ファウスト・ペレイラ (大学院地域文化研究科博士前期課

程日本語教育専修コース 2 年） 

李 松蘭 （研究生） 

アルベルトゥス （研究生） 
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各チームからの報告 

 

アルゼンチン班 

報告者:葛山 紋子（スペイン語外国語学部専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

パラシオ・フェルナンド（PCS）、葛山紋子（外国語学部スペ

イン語専攻 4 年） 

 

 

活動の内容 

行なったこと 生徒の反応 

第一部：アルゼンチンを知ろう 

1) クイズ 

国旗、伝統的な料理、飲み物、母国語、大陸、山脈、首

都、日本と比較した面積・人口、アルゼンチンの人・国のス

ポーツ・動物、アルゼンチンにいる動物、踊り、人気のある

漫画 

 

2) アルゼンチンの名所・動物 

・イグアスの滝、ウマワカの谷、パタゴニア、ペリトモレノ氷

河、バルデス半島、砂漠、サンフアン 

・ピューマ、ラマ、鯨、カルピンチョ、アルマジロ、レア 

 

3) スペイン語を学ぼう 

あいさつ・自己紹介 

 

 

4) 質疑応答 

 

 

 

 

第二部アルゼンチンの踊り（チャカレラ） 

 

写真などを使って、視覚的に紹介したので、非常に興味を

引くことができた。 

大陸、首都、国旗、人口、面積などは事前に調べ学習をし

ていたようだった。人口と面積との比較の際に、家の大きさ

などの質問が出た。首都の写真 

サッカーの国というイメージが強かったと思うので、国技が

パトというスポーツだったということに驚いていた。 

ペンギンがアルゼンチンにいることを知らなかったので、よく

話し合っていた。 

アルゼンチンの国の動物コンドルについて、大きさなどの説

明を聞き、驚いていた。 

 

氷河の動く音の話に興味を示していた。 

アルゼンチンにも白夜についての質問が出た。 

 

 

 

 

あいさつの練習でも大きな声で参加していた。フェルナンド

との会話のやりとりも意欲的に参加してくれる子もいて、興

味を持ってくれていた。 

 

アルゼンチンではやっているもの、農作物、アルゼンチンで

虫が有名か。 

 

男の子はやる気があったが、女の子は最初照れてなかなか

参加したがらなかった。指示を聞きながら、一生懸命踊ろう

としていた。 
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感想 

非常に興味深い活動だったことを、何よりも強調した

い。 

生徒達が前もって下調べをしていたことに感動したし、

友好の印として日本とアルゼンチンの旗を作っておいてく

れたことも嬉しかった。 

もちろん先生の協力があってこそ成り立った作業（下調

べなど）もあったと思うが、学校全体が私たちの活動にとて

も協力的であったことが意外だった。 

「私」の生徒だけでなく、他の生徒や先生方も私たちの 

ことを温かく迎えてくれたのが印象に残っている。 

私はアルゼンチンの文化や歴史、食べ物や慣わしなど 

についてクイズ形式で発表を行ったが、国によって社会の

仕組みや常識が異なることをとても楽しみながら学んでく

れたようだ。 

例えば、アルゼンチン人にとってクジラはとても大切な

生物だが、クジラは食べないとか… 

私の国、アルゼンチンについて生徒たちが恥ずかしがり

ながらも、知りたがっていると感じたことが一番嬉しかった。 

発表の最後に行なった質疑応答では非常に深い質問も

飛び出し、私はかなり真剣に考えなければいけなかったく

らいだった。 

そのような点からすれば、紋子がいてくれたおかげで私

の語学力を補ってもらえ、とても助かった。あと、ダンスを

授業の最後に踊ったのもよかった。 

全員でチャカレラというアルゼンチンの伝統舞踊を踊っ

たが、みんなで踊る日本の盆踊りとどこか共通点があるよう

でおもしろかった。特に女の子たちは最初のうちは踊るこ

とに対してあまり乗り気ではなかったが、徐々に、汗をかき

ながら踊りまわるくらい活発に参加してくれるようになった。 

私自身も十分この授業を楽しんだし、下調べや私が教

えた踊りなど、この授業に参加してくれたことで生徒たちも

たくさんのことを学んだはずだ。 

外大のボランティア活動に参加している学生にはもっと

このような活動を広げていって欲しい。 

このようなプロジェクトは外国人に対する偏見や恐怖感

を取り除く助けになるし、日本とは全く異なった社会に住

む人々の実際を学ぶ貴重な機会を子どもたちに提供する

ことができるからだ。 

このような、異文化に対する理解力を深めるプロジェクト

に対し協力していただいた府中市の方々に感謝する。 

 

（原文） 

First of all I must say that it was a very very 

interesting activity. I was really moved by the fact 

that the students had prepared themselves well in  

advance. They all had read something about 

Argentina, they had painted the 2 flags, Argentina 

and Japan as a way to show friendship and that was 

very nice. 

Of course the teacher there was very supportive 

and he had done a very good job in making the kids 

interested in researching about my country before 

hand. 

It was also interesting that the whole school was 

looking forward to the event and so everybody 

welcomed us very nicely, not only "my" students 

but all the students and staff at the school. 

While I did my presentation, I had prepared a quiz on 

Argentina, its culture, its history, foods and 

traditions and it was very interesting to see that the 

kids were having fun with that and that they knew 

some of the answers from before hand and some of 

the new information came to their minds to 

understand how things work differently in different 

countries. For example they were surprised about 

the fact that for us, Argentinean, whales are very 

important and that we don't eat them... 

One of the things I liked the best was the fact that 

kids were really willing to learn about my country, 

they were shy of course, but they were interested. 

At the end of my presentation they also did many 

interesting questions that I had to think well before 

answering. In this sense it was great that Ayako was 

with me because my Japanese was not enough to 

explain all. 
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The last thing that was good was the "dance" we 

had before finishing. We all danced a traditional 

Argentinean dance called Chacarera, somehow 

similar to the one Japanese dance in the matsuries, 

because we all dance together and is more a group 

dance than a couple dance. 

In the beginning kids, especially girls, were kind of 

reluctant to dance, but after a bit they were 

sweating a lot as well because they were dancing  

and moving. 

I think it was a lot of fun and I believe that the 

children learnt new things, both by researching 

before hand and by participating in the class with me. 

I want to encourage the group of volunteers from 

Gaidai to keep on working on the project because it 

really helps people overcoming their fears to 

foreigners and it makes the young students learn 

about peoples and realities that are very very 

different from the ones they live in everyday life in 

Japan. 

In this sense I should also congratulate the 

authorities of the school in Fuchu as they were 

willing to take part of the project. （Fernando Palasio） 

 

 

 

クイズ形式だったこともあり、生徒達は楽しんで参加してく

れたと思う。内容が盛りだくさんだったこともあり、時間が足

らなくなってしまったが、休憩時間をなくしても授業をやっ

てほしいというほど生徒達は意欲的だった。中学生というこ

とで、スペイン語のあいさつの練習などに参加してくれるか

心配だったが、積極的に参加してくれたのでよかった。質

疑応答では、いろいろな質問が出ていて、アルゼンチンに

興味を持ってもらえてよかったと思う。第二部の踊りでは、

女の子がなかなか参加してくれなかったので、難しかった。

参加しやすいようにするには、どうすればいいかを考える

必要があると思った。（葛山 紋子） 

 

 

ブラジル班 

報告者：河野 千早穂（外国語学部ポルトガル語専攻 

1 年） 

 

参加メンバー 

ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究科博士前期課程

日本語教育専修コース 2 年）、河野千早穂（外国語学部ポ

ルトガル語専攻 1 年） 

 

活動の目的 

ブラジルの地理、文化、言語などを紹介することでブラジ

ルに興味を持ってもらい、その後の調べ学習に役立てて

もらう。

 

活動の内容 

行ったこと 生徒たちの反応 

1) 自己紹介 

2) 位置、気候、地理、人種紹介 

・地球儀上のブラジルを 1 人の生徒に代表で示して 

もらう。 

・地図を使ってブラジルの大きさ、それ故の気候の多

様性を紹介。 

・写真を使ったりクイズを交えたりして、人種の多様

性、国旗の由来、食事などを紹介。 

 

 

・ 位置は分かっていた。 

  

・ サンパウロ州と日本の本州がほぼ同じ面積だという説明で

23 倍を具体的に示したとき、驚きの声が多数上がった。 

・ クイズなどには参加してくれたが、説明が長引くと集中力

が切れてしまう生徒が多かった。 
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3) ブラジル観光ゲーム 

・班ごとに、内容を示した紙を元に多数の写真の中か

ら適当なものを選んでもらい、それを簡単に発表し

てもらう。こちらからも写真の説明を補足する。 

4) 音楽 

・実際に曲を流し、ブラジルの音楽を紹介。 

・ 写真を探す段階では活発だったが、その後の発表ではや

はり集中力が持たなかった。 

 

 

・  音楽が流れると生徒の顔があがった。 

 

改善すべき点 

こちらの説明ばかりではなく、実際体を動かしたり考えた

りする、もっと生徒が参加できるものが望ましかった。また、

途中で一度も休憩を入れなかったので、もう少し時間配分

に気を配るとよかった。 

 

感想 

 時間の面から見ると授業のための活動の数は充分だっ

たが、私たちは生徒たちの反応に対する準備が足りなか

ったと思う。生徒たちが授業のために勉強しておいた。授

業はクイズ形式で行って、生徒たちは簡単に聞かれた質

問に答えた。また、生徒たちは想像以上に静かで、実際

に彼らの興味を引いているかどうか分かるためのフィード

バックをつかめなかった。そのせいか、最初の段階の活動

は計画よりずっと早く終わった。グループのメンバーは全

員積極的に参加したが、授業の実践の前にもう少しリハー

サルしておけばよかったと感じた。1 回のフルタイムの模擬

授業も必要だったと思われる。 

 授業の環境は良かった。不足する教材はなく、使いやす

かった。 

 発表のもっとも重要な問題は時間管理だったと思う。発

表を全体的に見ると、次の改良点があると思う。 

 1 つは活動の計画については、時間が余ることを防ぐの

に、予備の活動を用意することである。 

 もう 1 つはリハーサルの数を増やすことである。 

 さらに今後、生徒の反応の可能性を考えて、反応が薄い

生徒のケースのためにも用意する必要があると思う。以前

経験した、小学校の発表に比べると中学校の生徒がおと

なしく、騒いでいる生徒を静かにさせるためのタイムロース

はない。 

 以上を踏まえて、今度より、生徒たちの興味を引き、ブラ 

 

ジルや他の海外の国々に知りたい気持ちを生かせるのに

貢献したい。（ファウスト） 

 

今回授業を行ってみて、生徒を引きつけつつ必要なこ

とを伝えていくという作業が、いかに難しいものかがよく分

かった。ブラジルのことを広く紹介する中で、こちらとして

はその中にその後調べるテーマをさり気なく散りばめたつ

もりだったが、はっきり「こういうのを調べるといい」と言わな

いと、自主的には感じ取ってもらえなかったかもしれない。

それというのも中学 1 年生という年齢がイメージしにくく、思

っていたよりも幼かったからだと思われるので、そのあたり

の対応の臨機応変さも必要だと思った。しかし今回は準備

段階からすべて考えて授業に望むという形で、それに責

任を感じた分、有意義な体験だった。今後この経験を生か

していけたらいいと思う。（河野） 

 

 

インドネシア班 

報告者：中村 未央（外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

 

 

参加メンバー 

アルベルトゥス（外国語学部日本語専攻 2 年）、中村 未

央（外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

 

活動の目的 

留学生とのふれあいを通して、中学校の教科書からは

吸収することが出来ないであろうインドネシアの多様性を

一緒に想像する。第二回目の自主的な調べ学習の一助と

なるように、ステレオタイプな見方を越えて、インドネシアを

どうやって理解していけばいいのか問いかけていきたい。 
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活動の内容 

活動実施内容 子ども達の反応 

1) 自己紹介（5 分） 

2) ｢レヌカの学び｣→「アルビの学び」 

①日本人学生の場合＝ブラジル留学体験、の 

例をまずウォーミングアップとしてやってみた。 

・ 児童 4 人程度の班に分け、4 枚のカードを使い話し合

いながら分類してもらった。 

・ 黒板に各班がカードを貼って、分類の仕方をクラス全

体で共有した。又、なぜそのような分類にしたのか生

徒に説明してもらった。 

・ 日本人学生が正解を言い、児童に理由を説明した。

（あくまでも 1 個人から見たターニングポイントであるこ

とを強調） 

② 留学生の場合＝アルビの学び（インドネシアバージョン）

をやってみる。 

・ カードを 10 枚使って、4 人ごとの班で相談話し合って

もらった。（あとは日本人学生の場合と同じプロセス） 

※「レヌカの学び」とは・・・ 

留学生について質問を生徒に投げかける。 

「この出来事（事柄）はアルベルトゥスさんが日本に来る前に

していたことでしょうか？それとも来た後にしたことでしょう

か？」 

       休憩 10 分             

 

3) 質問コーナー 

・留学生が生徒に質問するように促し、質問に答えつつ、イ

ンドネシアについて掘り下げて語った。 

 

4) まとめ 

 

・初めはどう分類するか戸惑っていたようだが、班毎にい

ろいろな理由付けを考えてくれていた。 

・発表する際、恥ずかしがって発表できない子が多くい

た。 

・正解を私たちが発表し、解説をしている時、生徒達は話

をじっくり聞いている様子だった。 

 

 

 

 

 

 

 

・2 回目の方が皆ゲームに慣れたらしく、班毎の議論も活

発になり、楽しんでくれていたようだ。 

 

・しっかりと話をメモにとっている姿が見られた。 

 

 

・休憩時間も留学生の周りに集まって、自分が疑問だと思

っていることを積極的にぶつけてくる様子が見られた。 

(質問) 

・インドネシアの植物、流行のスポーツ、調味料、名前、果

物、ビール、気候、言葉等 

・インドネシア語の発音に挑戦するのが気に入った様子だ

った。 

 

改善すべき点 

 ・各班がどこに座っているかわかりづらかった。次回班を

作って分かれてもらう時には、班の番号を書いたプレート

を用意した方が良い。 

 ・生徒が質問を沢山用意してくれていたので事前にある

程度聞いておけば、もっと的確な答えを用意できただろ

う。 

感想 

最初、子どもがついて来られるかは心配ですが、実際

にやってみれば子どもたちは熱心だったのでビックリしまし

た。 

私は、子どもたちに知識を与えるのではなく、子どもた

ちと一緒に何か考える授業がいいと思います。 

中学生生徒が意外と授業に積極的に参加してくれて、そ
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の感触がとても良かったので安心したと共に、一緒に多文

化のことを考えてくれた生徒さんたちに感謝したい気持ち

で 1 杯である。（アルベルトゥス） 

 

「アルビの学び」で、異文化体験がどのような形でターニン

グポイントになるのか考えてもらった時、生徒達が自分の

頭で想像してくれた事、答えと違っていたとしても新しい発

見をつかんでくれたであろう事が、私たちの今回の活動で

の収穫だったと思う。 

 また、生徒が事前に質問を沢山考えてくれていたため、

「インドネシア・レクチャー」ではなく質問コーナーにしたが、

かえって生徒さんの希望にこたえられて良かったと思う。 

 ステレオタイプ的な見方ではなく、よく異文化を見てみる

/考えることの大切さを、次の調べ学習段階で思い出して

くれればいいなと願っている。（中村） 

中国班 

 報告者： 飛田 美由紀（外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

李 松蘭（研究生）、飛田 美由紀（外国語学部ロシア語

専攻 4 年） 

 

 

活動の目的 

留学生の経験を通して中国の言語や文化を紹介し、関心

をもってもらう。また、調べ学習の一助となるようにする。 

 

活動の内容 

行ったこと 生徒たちの反応 

1) 現地語導入 

・留学生が中国語のみで漢字の結び・1～5 の足し算 

あいさつを説明。 

 

・20 分後に実は日本語が話せるということを暴露する。 

 

2) 中国の祭日の話 

労働の日などを説明。 

 

3) 留学生が中学校時代で思い出に残っている話 

・「李さんが中学校時代で思い出に残っていることは何でし

ょう？」と質問し、答えがでたところでエピソードを語った。 

 

4) 民族の話 

・「李さんは中国語と日本語のほかにもう 1 つ言語が話せま

す。それは何でしょう？」という質問から始め、その理由を説

明しつつ、中国の民族の話をする。 

 

5) 漢字クイズ 

 

・ 留学生が日本語を話せないと思い、最初は戸惑って

いたが、徐々に真剣に話を理解しようとしており、問題

にも答えられた。 

・ 日本語が話せると言うことが分かって、安堵の表情が

みられた。 

 

・ 10 月に 1 週間の休みがあると言うと、「いいな～」と言っ

ていた生徒が何人かいた。 

 

・ 席取の話には興味を示さなかったが、誕生会で長家

を飲んだ話をすると喜んでいた。 

・ ここで緊張がほぐれた。 

 

 

・ 母語や母国語、民族といったことを説明してもピンと来

ないようで、反応がなかった。 
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・中国語の漢字を書いたカードを見せ、日本語の何を表し

ているかを答えてもらった。 

・正解した子にはお菓子をあげた。 

 

6) 質問コーナー 

・なるべく李さんに関しての質問をするようにお願いした。 

・質問をしてくれた子にはお菓子をあげるようにした。 

 

7) 羽蹴り 

・お手玉のようなものを足でける遊びをチームに分かれて競

い合った。 

・合計得点の一番高いチームにお菓子をあげた。 

 

・ 漢字クイズが一番盛り上がっていた。 

・ 皆が次々に手を挙げて答えてくれた。 

 

・  聞きたいことがたくさんあったようで、次々と質問がで

た。 

・ お菓子の袋に中国語で一言メッセージを書いたので、

それを見てはしゃいでいた。 

 

・ 夢中になってやっていた。 

・ 初めは恥ずかしがりながらも、皆楽しんでいた。 

 

改善すべき点 

1)民族の話があまり伝わらなかった。シミュレーションゲー

ムをするか、映像を見せないといけないと感じた。 

 

2)また、遊びでお菓子をあげたのが失敗だった。生徒がお

菓子のために頑張っているような気もしたし、貰える子と貰

えない子が出てきてしまった。あげるのであれば全員にあ

げたほうがよかった。 

 

3) 第二回活動 

 

活動日時 2006 年 12 月 12 日（火）、13:25～15:15 

 

参加メンバー 

（コーディネーター） 

和田 はる菜 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

露木 智子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

（スタッフ） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

飛田 美由紀 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

中村 未央 （ポルトガル語 4 年） 

矢ヶ部 真理 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

河野 千早穂 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

パラシオ・フェルナンド （PCS） 

ツエレテリ・タマラ （PCS） 

ファウスト・ペレイラ (大学院地域文化研究科博士前期課

程日本語教育専修コース 2 年） 

李 松蘭 （研究生） 

アルベルトゥス （研究生） 

 

 

 

アルゼンチン班 

報告者:葛山 紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

マルティン・ミランダ（JLC）、葛山紋子（外国語学部スペ

イン語専攻 4 年） 
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活動の目的 

 生徒たちの中間発表を聞き、感想・改善点を述べる。 

生徒の発表内容 メンバーのアドバイス・コメント 

1) 独立前の歴史 

 

 

 

 

2) 学校（制度･科目･生徒の様子など） 

 

 

 

3) 祝日（秘書･学生･恋人・友達･子ども・正

直者・死者の日など） 

 

 

4) 農作物（品目・生産量など） 

 

 

 

5) 食べ物（ミラネーサ・ロクロ・ア・ラ・クリオ

ージャ・チョリパン） 

 

 

 

 

6) 食べ物（アサド･エンパナーダス･デザー

ト･お菓子） 

 

 

7) 飲み物（お茶類〈マテ茶〉・酒類〈ワイ

ン〉） 

 

8) アンデスの動物（リャマ・グアナコ・アルパ

カ） 

 

9) 海辺の動物（ペンギン・オタリア・クジラ・

マルティン・葛山：9 カ国の国名を説明したほうがいいと思う。 

葛山：独立の経緯を説明したほうがいいと思う。クイズを入れてい

たのは工夫されていてよい 

 

マルティン：クイズの答えがいくつか間違っている（年度の始まり、

制服、ランドセルなど）。学校で習う科目について。 

葛山：日本人学校についてと、アルゼンチン一般の学校につい

て分けて発表したほうがいいと思う。 

 

マルティン：他の祝日もある。 

葛山：祝日というテーマが面白いと思った。他の祝日も簡単に説

明するといいと思った。 

 

マルティン：農業と地理についての関係についてコメント。 

葛山：表やグラフを使って説明している点がわかりやすくてよい。

他の国と比較している点もよい。 

 

マルティン：いろんな写真を使っている点がよかった。料理の起

源についてのコメント。 

葛山：写真を使っている点がよかった。料理名についても説明し

ている点がよかった。なぜこのテーマを扱ったかを言ったところも

よかった。 

 

マルティン：アルゼンチン人が 1 年に食べる牛肉の量をコメント。

お菓子の食べ方についてコメント。 

葛山：作り方や味について説明している点がよかった。 

 

マルティン：ワインの種類についてコメント。 

葛山：具体的に説明できていてよかった。 

 

マルティン：アルパカについて詳しくコメント。 

葛山：写真を使ってわかりやすく説明していてよかった。 

 

葛山：種類などをもう少し詳しく説明するといいと思う。調べた感



 

－134－ 

シャチ） 

 

 

10) 自然現象（気候･漂流･オーロラ･白夜） 

 

 

 

 

11) 楽器（パンドネオン・チャランゴ） 

 

 

 

 

12) アルゼンチンタンゴ 

 

 

 

13) 民族衣装（ガウチョ） 

 

 

 

14) パト（歴史・ルール・道具など） 

 

 

15) マファルダと言語（スペイン語の挨拶な

ど） 

想を述べていてよかった。 

 

 

マルティン：オーロラについて詳しいコメント。 

葛山：オーロラのでき方、見られる場所など、非常に詳しく説明で

きていてよかった。興味深いテーマを選んでいると思った。表をう

まく使っていてよかった。 

 

マルティン：楽器の起源、使う機会についてコメント。音源もあると

さらにいいと思う。 

葛山：楽器というテーマが面白いと思った。楽器の形体などを詳

しく説明していてよかった。 

 

マルティン：踊っている映像もあるとよいと思う。 

葛山：アルゼンチンタンゴの始まりについて説明していてよかっ

た。 

 

マルティン：ガウチョが唯一の民族衣装ということをコメント。 

葛山：女性について考えて、感想を述べているところが非常によ

かった。 

 

マルティン：パトの詳しいルールについて説明。 

葛山：写真などもあるといいと思う。 

 

葛山：読者や物語について説明していてよかったと思う。 

 

感想 

学校側の不備がいくつかあったと思った。1)メンバー紹

介がなかった。2)15 分遅れた。3)メンバーは生徒に背を向

けて意見していた。4)パワーポイントがきちんと準備されて

いないものもあった（古いバージョン）。(マルティン・ミラン

ダ) 

 

全体的によく調べていると思いました。少人数で調べ、

発表をしていて、よくがんばっていると思いました。選んで

いるテーマも興味深いと思いました。ただ、私たちの役割

があまりよくわかりませんでした。アドバイスを聞いて、メモ

している様子もなかった。また、質問を事前に FAX などで

送って、返すことができれば発表のときに活かせたのでは

ないかと思いました。(葛山紋子) 

 

 

 

 

 

 

 



 

－135－ 

ブラジル班 

報告者：河野 千早穂（外国語学部ポルトガル語専攻 

1 年） 

 

参加メンバー 

ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究科博士前期課程

日本語教育専修コース 2 年）、河野千早穂（外国語学部ポ

ルトガル語専攻 1 年） 

 

活動の目的 

以前の活動を受けた発表を聞き、補足やアドバイスをする。

活動の内容 

生徒の発表内容 メンバーのアドバイス・コメント 

1 班の発表 

「ブラジルと日本の共通点と違い」 

・ ブラジルでは時間にルーズなことが多い 

・ レストランでは料理を残すことが一般的 

・ 野菜・果物・コーヒー・サトウキビが盛ん、鉄鉱石

が豊富 

 

2 班の発表 

「ブラジルの・人種・まち・市場」 

・ インディオとポルトガル人の混血の存在 

・ 黒人、ヨーロッパ移民、日系人など、多様な人種

の存在 

・ サンパウロは移民の町、東洋人街 

・ 市場にはサンパウロ、サルバドール、フェイラの青

空市などがある 

 

3 班の発表 

「ブラジルの気候・農業・工業」 

・ ブラジルの地域的な気候の特徴（雨期・乾期、熱

帯、高原、北東部等） 

・ 農業の土地利用、農業人口状況、コーヒー・大豆

栽培が盛ん 

・ 工業では鉄鉱石の資源などが採れる 

 

4 班の発表 

「ブラジルの音楽・概要・動物」 

・ 有名な音楽にはボサノバ・サンバがある 

・ 首都はブラジリアで公用語はポルトガル語 

・ サッカーが盛ん 

 

ファウスト：発表ほど時間にルーズなわけではなく、特

に仕事の場などでは時間にルーズなのはよくないとさ

れている。 

食べ物を残すことは良くないという認識がある。 

 

 

 

ファウスト：人種が多様なので、法に差別を禁止するも

のがある。 

混血が進み、特定できないほど様々な血を受け継い

だ人が多い。 

フェイラは市場という意味なので、固有名詞ではない。

河野：逆に日本にも日系ブラジル人が大勢来ているの

で、背景などを調べてみると良い。 

 

ファウスト：農業面積はブラジル国土の 31％になる。 

鉄鉱石のような資源の採掘だけでなく、それらを精錬

することも盛ん。 

河野：グラフ等でまとめてあり、見やすかった。 

ブラジルではサトウキビの代替エネルギーや航空機な

どの工業分野も世界トップクラスである。 

 

 

ファウスト：音楽には例えばＭＰＢのように他に 100 種

以上があるので調べると良い。 

河野：ワニはユニークな発想。ブラジルといえばサッカ

ーのイメージだが、他にもバレーやＦ1 が強い。 
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・ ブラジルといえばワニで、ワニの説明 

 

5 班の発表 

「ブラジルの料理とお菓子」 

・ ヨーロッパと黒人と地元の料理の融合が見られる 

・ 有名な料理はフェイジョアーダ 

・ 有名なお菓子はポン・デ・ケージョ 

 

 

6 班の発表 

「ブラジルの世界遺産」 

・ 遺産の紹介（ディアマンティーナ・ゴイアス・オウロ

プレット・イグアスなど） 

 

 

ファウスト：ブラジルでも米を食べる。ただし日本とは少

し食べ方が異なる。 

日本に比べブラジルでは牛肉が安い。1 ㎏ 100 円くら

い。 

河野：ポン・デ・ケージョはおいしいので、機会があっ

たら是非食べてみてほしい。 

 

ファウスト：（世界遺産の写真を紹介） 

河野：例えばオウロプレットは金で栄えた町であるが、

遺産から広がってブラジルの歴史について調べるのも

おもしろいかもしれない。 

 

 

改善点 

学校側との連携をもっととれるとよかった。生徒がどのよう

な内容を、どのように発表するのかということを事前にもう

少し具体的に知ることができたら、こちらも的確なコメントを

用意できたのではないかと思う。（河野） 

 

 

感想 

今度の活動は生徒による発表であった。6 つのグルー

プがそれぞれブラジルに関わる一つのテーマについて調

べて、発表をした。それぞれのテーマはブラジルの日常生

活や社会などの広い幅をカバーして、バリエーション豊か

だった。 

 私たちに知らされたテーマの題目は多少大雑把であっ

たため、それぞれの発表に対応できるためどう準備すれば

よいかちょっと迷っていた。また、役立ちそうな資料も用意

した。 

 それぞれのグループはよく調べたことがわかったが、多

少の偏りのある見方も見られた。たとえば、マイノリティー

的な行動や側面がマジョリティーのように扱われて、現代

ブラジルの本当の姿を描写しないものもあったと思われる。

インターネットで得られた情報に基づいた発表が多かった

と思われる。しかし、生徒たちが 1 つのデータ源だけでは

なく、ある側面についていくつかの観点を集めれば、発表

の偏りが避けられ、より良い発表ができたのだろうと思われ

る。 

以上を踏まえて、今後の活動では、生徒とのコミュニケ

ーションを高める必要があると思われる。たとえば、今度以

前に受けた発表にテーマに対して、いくつかの情報を生

徒たちに提供することで、より細かく調べることができたと

思われる。たとえ生徒たちが前を持ってインターネットの検

索で使用されるわずかなキーワードでも知っていれば発

表が大きく変ると思われる。（ファウスト・ペレイラ） 

 

 生徒たちは多岐にわたる分野を調べていて、聞いてい

ておもしろかった。活動終了後に担当の先生から「本当は

もっと調べてあったが発表のために短くした」ということを聞

いて、生徒たちのがんばりが伺えた。また発表の内容に関

しても、第一回の実践の時に私たちがふれた内容が多く

含まれていて、多少は参考になったのだろうかと考えると

やりがいを感じた。 

全体を通して感じたこととしては、私たちの班の府中第

七中学校の国際理解教育の形は、一方的な情報の伝達

に終わってしまったのではないかということだ。私たちが取

り扱った内容に対して生徒たちが発表するという形でのや

りとりはあったが、例えばファウストさん、私と生徒が個人的
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に話すといったような直接的なふれあいはなかった。今回

行ったことも国際理解教育の 1 つの形であると思うが、もう

少し違うアプローチの仕方もあったかもしれない。（河野） 

 

 

インドネシア班 

報告者：中村 未央(外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

 

参加メンバー アルベルトゥス（外国語学部日本語専攻 2

年）、中村 未央（外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

活動の目的 

生徒達が取り組んだインドネシアについての調べ学習

にコメントして、生徒達のインドネシアについての深い理解

を目指す 

 

活動の内容 

 第一回目の授業を踏まえて生徒達がどのような発表をす

るのか見て、内容についてのコメント、調べ学習の本番の

発表に向けてアドバイスをした。

生徒の発表内容 メンバーのアドバイス・コメント 

1. はじめのあいさつ 

 

2. 各グループの発表とそれに対するアドバイス 

 

1) インドネシアの言葉について 

数字、アルファベット、アニメ、略語（アルファベットで

表す略語について）、方言について発表した。数字の

読み方に意味が含まれていることや、日本のアニメが

インドネシアでも放映されていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) インドネシアの食べ物について 

米、インドネシア料理の特徴、有名な料理、よく獲れる

魚、果物（ランブータン、バナナ等）、お菓子、ファース

トフード、屋台について調べた。異なる香辛料を使うこ

とや、屋台で食事をすることが多いのに興味を持った

ようだ。 

 

 

 

 

 

アルベルトゥス（以降 A と表記）： 

単に調べるだけでなく、調べたものの中で関係性を見

つけるべきである。似ているところがあったら、自分なり

にどうしてそうなのか考えること。 

（先生からの質問「インドネシアのアニメが調べにくか

ったそうだが、どう調べるとよいか？」に対して） 

インターネットの Yahoo だけでなく Google で調べてみ

ると良い。インターネット辞書 Wikipedia を活用してもい

いと思う。 

モスラはインドネシア語なので調べてみるといい。 

中村（以降 N と表記）： 

感想の時に、日本と比較してどう違うと思うかを入れる

ともっと良い。調べる部分は大分できている。もっと数

字の表を大きく紙に書くと見やすい。 

 

A：日本のものと共通性があると言っていたので、どうし

て共通しているのか調べてほしい。生徒からの感想で

「料理を調べることでインドネシア語が少し分かった」と

いうのがあったが、料理から見るインドネシア語に着目

すると面白いだろう。 

N：絵がきれいで良かった。バナナの種類がいろいろ

あると言っていたが、食材を調べる時は種類を調べる
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3) インドネシアの家について 

建材、家の構造、家内部の家具、マンディ（水浴び）に

ついて発表した。家の住み方、暑い気候を持つ国な

ので水浴びを頻繁にするということがわかったようだ。 

 

 

 

 

 

4) インドネシアの動植物について 

猿、ゴキブリ、犬、ワニ、豚、インドネシアの代表的な植

物について発表した。日本のものとは異なる動植物、

宗教的な意味を持つ動物のことを調べていた。 

 

 

 

 

 

5) インドネシアのお金について 

貨幣・紙幣の種類や価値、お札の人物・スカルノ大統

領の経歴、対日輸出・輸入の状況について発表した。

当日はパワーポイントが使用できなかったが色とりどり

の貨幣の写真を持って説明していて工夫されていた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だけでなく、どのように調理されるのか、何を使って食

べられるかも調べてみると良い。 

 

A：居住に関わる習慣についても調べられていて具体

的な発表だった。民族によっても住む家の種類が違う

ので、そこを調べてみればさらに良い。 

N：習慣について調べていたところが良かった。発表を

聞いている人が実際にインドネシアの生活をイメージ

しやすくなるからだ。インドネシアのどこに住んでいる

かによって家の種類も違うらしいので、他に家の外の

様子を写した写真もあれば載せてみてはどうか。 

 

A：細かく調べられていた。ただ調べるだけでなく、調

べたものが何を意味するのかを考えていくべきだ。 

N：よく調べていたと思う。植物の絵はあったが、動物

の絵もあったほうがいいと思った。というのは、インドネ

シアでは日本とは形・大きさが違う動物が存在するから

だ。また、地域によって植物が違うとアルベルトゥスさん

が言っていたので、地図も使用するとわかりやすいだ

ろう。 

 

A：インドネシアの貨幣・ルピアの価値を具体的にイメ

ージさせるために、その貨幣を使って何が買えるか調

べてみると良い。 

（生徒の感想で、「様々な資料を調べると、違う内容が

書いてあり、どれが本当のことを言っているのかわから

なかった。」ということに関して）迷った時は、出所をは

っきりさせておくべきだ。 

N：貨幣の写真とその説明がビジュアル的にわかりや

すく非常に良かった。パワーポイント等の機材が使え

ることが素晴らしい。自分の意見を言えるようになって

ほしいと思った。なぜスカルノ大統領が貨幣に出てき

たか考えてほしい。というのも、様々な大統領が今まで

いた中で、スカルノ大統領が貨幣に出たことには、そ

れなりの国民の信頼があったからだろう。彼が在任中

に何をしたか、国民にはどう考えられているのか。確か

に様々な情報があって迷うところもあるだろうが、それ
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6) インドネシアの儀式について 

成人式、ジャワやバリにおける結婚、葬式、イスラム教

について発表した。カーニバルのような盛り上がりを見

せる葬式がある島もあるということを知って驚いたよう

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7) インドネシアの民族音楽について 

民族文化、独特の楽器について発表した。日本とは形

状の違う様々な楽器について、写真を使って説明し

た。 

 

 

 

3.おわりのあいさつ 

らの情報をもとに自分達ならどう考えるかという点を含

めると、より充実したものになるだろう。インドネシアの

貿易の部分で、日本にあるインドネシアの身近な商品

をあげるともっと良い。 

 

A：日本は無宗教だが、インドネシアには多くの宗教が

ある。なぜそうであるのか調べていると良い。世界には

イスラム教を信じている国がたくさんあるので、インドネ

シアにおけるイスラム教と他国におけるイスラム教につ

いて調べてみてほしい。 

N：儀式の説明の時、パネルを使ってやっていたのが、

とてもインパクトがあって素晴らしかった。イスラム教が

多くの人々に支持されている意味、メリットについても

触れてほしい。インドネシアだけでなく、世界中で信仰

を集めている宗教だからだ。イスラム教は馴染みがな

く、聞く人にとっては難しいと思うので、その儀式がど

のようなものか、どんな意味を持つのか噛み砕いてい

くといいと思う。 

 

A：バリ島の中でも場所によって、民族が違うのでその

点についても調べると良い。 

N：写真を使っていたので、わかりやすくて良かった。

音楽があったらもっと良かったと思う。インターネット等

でもガムランなどの音をとることはできるはずなので、

できたらやってほしい。民族楽器が使われるシチュエ

ーションについても調べられると良い。 

 

 

 

改善点 

 生徒達にさらに追求してもらいたいことは、調べた事実を

踏まえた後に、自分達はそれに対してどのような意見を持

つのか明確にする事である。発表とはあくまでも、個人ある

いは各班自身が考えている立場から行われるものではな

いだろうか。調べるという作業は現段階でできているので、

自分達の意見を発表することを目指してほしい。 

 コメントする側の反省点は、生徒と密に連絡が取れなか

ったことである。1 回目の実践の後に生徒達は調べ学習で

行き詰まることがあったと、担任の教師が語っていた。1 回

目の実践で私達は、異文化を理解する時に偏見を持った

目で見ないで、実際に外国人・留学生と触れ合って自分

たちの目で実際に見てみる事の重要性を伝えた。生徒達

からインドネシアに関する疑問や調べ学習を進める上での

悩みを受けられるようにこまめに連絡を取れていれば、さら

に内容的に深い調べ学習ができたのではと思った。 
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感想 

 子どもたちは、誰よりも純粋な目を持ち、すべてを見通す

ような鋭い感性を持っています。大人になると、いつしかこ

の能力がなくなります。私は､インドネシアのことを教えに

来たのですが、いつの間にか子どもたちから教わるように

なりました。 

 子どもたちが大人になる時､私のことを覚えているかどう

か知りませんが、私にとって、子どもたちとの触れ合いは、

何よりの国際交流であり、心支えでもありました。交流の場

を設けて頂いて感謝します。(アルベルトゥス) 

 

 

 印象的だった事は、生徒達が予想以上に詳しくインドネ

シアの事物を調べていたことだ。インターネットだけをほぼ

頼りにしていたため、様々な視点が盛り込まれている発表

とは言えないが、生徒達が自分の好奇心に沿って、調べ

学習を楽しんで行っているように見えた。 

 生徒達の中には、｢情報はたくさんあったが、どの情報が

正しいのかわからなくて困った。｣という生徒がいた。インタ

ーネットの検索ボタンを押せば簡単に多くの情報が得られ

る時代であるが、その中で本当に有用な情報かどうかを見

分けるのは難しい。中学生の段階でこのような困難を感じ

たという事は、生徒達にとって貴重な経験になったのでは

ないかと思う。 

 また､「インドネシアの情報がなかなか見つからなくて困っ

た」という生徒の意見もあった。インターネットや文献で調

べられることには限界がある。その意味で、留学生が自分

の出身国について生身の語りをすることは、生徒達がわか

らなかったことを埋めるのに役に立つだろう。だからこそ、2

回の実践の時だけでなく、生徒が調べ学習で困った時に

はいつでも、生徒と学生ボランティアの間で連絡が取れる

ようにしておくべきだったと思う。 

 来年度に期待することは、1 回目と 2 回目の実践との期

間、もっと密に生徒と学生の間でコミュニケーションをとり、

「人理解」を充実させることだ。（中村） 

 

 

 

中国班 

報告者：飛田 美由紀（外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

周首能（外国語学部朝鮮語専攻 2 年）、飛田美由紀（外国

語学部ロシア語専攻 4 年） 

 

活動の目的 

第一回の授業をふまえて生徒が調べ学習をして、発表を

聞き、アドバイスをする。

活動の内容 

生徒の発表内容 メンバーのアドバイス・コメント 

1) 始めの言葉 

2) 各グループの発表とそれに対するアドバイス 

(1)「中国の料理について」 

  中国四大料理についてパワーポイントを用いて紹

介した。クイズや珍しい料理も紹介していた。（目玉料

理など） 

 

 

(2)「中国のスポーツについて」 

  クイズ形式で中国の代表的なスポーツについて紹

介した。（卓球、少林寺など） 

 

飛田：パワーポイントを使っていて見やすかった。 

発表の仕方については、もうすこしスムーズにすると良

い。 

周：写真もあって見やすかった。四大料理は確かに代

表的な料理だが、実際は 4 種類だけではなくもっとたく

さんある。 

 

飛田：クイズは面白かったが、正解を発表したら、それ

についてもう少し説明を加えてほしい。 

周：少林寺は正確にはスポーツではない。自己防衛の
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(3)「日本と中国の文字の違いについて」 

  中国の漢字の意味をクイズ形式で紹介した。 

（「手机」は携帯電話の意味） 

 

 

 

 

(4)「日本と中国の関係（唐・漢・清）」 

  年表を作って、それぞれの時代に起こっていたこと

を整理して発表した。（遣唐使など） 

 

 

 

 

(5)「中国の動物について」 

  中国で有名な動物から始まり、最近発見されて話

題になった動物も紹介していた。 

（パンダなど） 

 

 

(6)「中国の学校（日本との違い）」 

  中国では日本より授業数が多いこと、塾がないこと

を発表した。 

 

 

 

(7)「中国の服装とことば」 

  中国の伝統的な民族衣装やあいさつなどについて

紹介した。 

 

 

 

(8)「民族の楽器」 

  中国の伝統的な楽器について、イラストを交えて紹

介した。 

ための武術で、人と戦うものではない。 

 

飛田：中国漢字の意外な意味が分かって面白かった。

しかし、クイズで正解者が出ないときにはヒントを言っ

たり、正解を言ってしまったりして、展開を素早くしてほ

しかった。 

周：自分も知らなかった漢字の意味もあり、驚いた。よ

く調べてあった。 

 

飛田：ただなんとなくこの 3 つの時代に絞ったと言って

いたので、連続した時代で調べると系統性があって良

い。 

周：年表はよくできていた。これから学校の授業などで

もっと日本と中国の関係について学んでいってほし

い。 

 

飛田：写真もあったし、最新のニュースも取り入れてい

て興味深かった。しかし紹介するならその動物がどん

な特徴を持っているのかもう少し詳しく調べてあるとも

っと良かった。 

周：パンダ以外にも中国では朱鷺が有名である。 

 

飛田：図を使ってわかりやすく説明していてよかった。

時間割を作っていて見やすかった。 

周：時間割は分かりやすかったが、全ての教科を網羅

していなかった。実際は各学校によって少し違うことも

ある。 

 

飛田：写真があって見やすかった。ただ服装とことばと

いうテーマはあまり結びついていないように思われるの

で、服装だけに絞ると良かった。 

周：紹介された民族衣装は漢民族だけが着るものであ

る。中国人みんなが着るというわけではない。 

 

飛田：手書きのイラストが描いてあってよかった。 

発表の仕方もスムーズだった。 

周：よく調べてあった。イラストが大きくて見やすかった。
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(9)「民族について（数・宗教・生活習慣）」 

  中国の民族について数などをグラフにして紹介し

た。 

 

 

3) 終わりの言葉 

飛田：最後に自分達の意見も加えていたのが良かっ

た。難しい問題にも関わらずよく取り組んでいた。 

周：良い発表だった。興味が有ったらこれから具体的

な民族問題について勉強していってほしい。 

 

改善すべき点 

 反省点として時間が長引いたこと、発表を聞く側が私語

をしたり、メモに夢中になっていたりしたことがあげられる。

発表する側は役割分担を明確にし、また発表後は生徒か

らも質問をするようにすると互いに内容が共有できると思

う。 

 発表の仕方については、独自の意見も交えて詳しく発表

する班もあれば、打ち合わせ不足なのか途中で止まって

しまう班もあり様々だった。後日の学年発表会に備え、各

班反省をして他の班の良いところを取り入れていくと良い。 

 

 

感想 

子ども達の発表にすごく感心した！特にパワーポイント

を使った班には本当に驚いた。時代の差を感じさせられた

(笑)。 ほとんどの皆さんがまじめに調べてくれたようで、本

当に良かったと思う。 

中には適当な班もあったが、しかし全体で通して見ると

やはりしっかりとした授業と言えるのではないだろうか？

（周首能） 

 

 

 1 班のメンバーが 2、3 人だったためか、全員が積極的に

協力して発表していて良かった。前回の授業で説明したこ

とを発表テーマにした班もあり、覚えていてくれて嬉しかっ

た。 

 また、生徒達は本やインターネットを通じて調べたものを

そのまま発表していたが、周さんが生で感じた中国の実情

について話してくれたため、ステレオタイプ的なものがなく

なってよかったと思う。私も地域によって、また人によって

異なってくるということを改めて強く実感させられた。 

 最後に、今回の授業は生徒が主体的ということでは良か

ったとは思うが、前回の発表内容と直接的には結びつい

ていないことが残念だった。一般的なことを発表してアドバ

イスをして終わってしまったので、むしろ第一回目の授業

で今回のような発表をさせ、第二回目で国際理解の授業

をしたほうがより国に対する固定観念がなくなったのでは

ないかと、個人的には感じた。来年以降第一回目と第二

回目の授業のつながりに関して学生と学校でお互いの授

業目標を話し合うと良い。（飛田） 
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グルジア班 

報告者：矢ヶ部 真理(外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

ツェレテリ・タマラ（PCS）、矢ヶ部真理（外国語学部ロシア

語専攻 4 年） 

 

活動目的  

生徒のグルジアの発表を聞いてアドバイスや訂正をする。

活動の内容  

生徒の発表内容 メンバーのアドバイス・コメント 

1.あいさつ 

 

2.各グループの発表とそれに対するアドバイス 

 料理、年中行事（クリスマス、お正月など）、 

 学校制度、食事 

 

 

とてもよく調べられていて、ほとんど間違っているところ

はありませんでした。 

間違っていたのは、グルジアの学校制度についての

発表で、「グルジアの学生は小学校で刑務所見学があ

る」というものがありましたが、みんながそれをやるわけ

ではないそうです。 

 

感想 

生徒のみなさんは、はっきりと元気よく発表していて態

度がとてもよかったし、発表内容もレベルの高いものだっ

たと思います。（矢々部） 

 

 

 

 

 

(5)新宿区立大久保小学校 

報告者：山田 洋平（外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

金 智恩（外国語学部日本語専攻 3 年） 11/2, 12/14.21 

朴 志禮（外国語学部日本語専攻 3 年） 10/17, 12/7 

山田洋平（外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

 

活動日時 

2006 年 10 月 17 日、11 月 2 日、12 月 7・14・21 日（計 5

回） 13：50～14：35 

 

活動の内容 

5・6 学年の児童のうち、児童の希望により韓国語を選択

した20名に対し以下のような授業を行なった。生徒には韓

国や他の国から来た児童、韓国語がわかる児童が含まれ

る。内容は基本的に語学に重点を置いて、とのことであっ

たが韓国語の知識の差で不平等が生じる可能性があった

ため（韓国語を知っている児童にとってつまらない内容に

ならないように）文化的な内容も扱っている。以下の内容

は他の言語を選択しても同様な授業内容になるように学

校側から指定されたものを基本としている。 

第一回 あいさつ・自己紹介。自分の名前をハングルで書

いてみる。 

「こんにちは」「私は～です」といった表現を使って自己

紹介。予め参加児童の名前を聞き、各児童の名前をプリ

ントして配布。自分の名前を書く練習をし、余力があれば

友達の名前も書いてみる。 

第二回 学校にあるものを韓国語で言う。 

小学生向けの韓国語テキストを参考に、語彙の学習を
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行った。ハングル表記・振り仮名を付したカードを提示し、

発音して覚えさせる。余力があればハングル表記を書き写

す。 

第三回 ティータイム 

学校側からの希望では「お茶の作法」ということであった

が、これを拡大解釈し「韓国のティータイム：お茶とお菓子

について」という内容を扱った。韓国でポピュラーなお茶 5

種類とお菓子を用意し、味わってもらうというもの。前半は

ゲームを行い、お茶の名前および数字（1～4）を覚えても

らう。後半お茶の名前を思い出しながら試飲・試食。 

第四回 遊び 

チームを組んで韓国でポピュラーな遊び（ユンノリ）をし

た。これを通じてユンノリで使う用語を韓国語で覚えるばか

りでなく前回の数字の続きなども使うようにした。 

第五回 調理（チジミ）。 

4 班に分かれ家庭科室にて調理を行なった。食材は小

麦粉・卵・調味料・ニンジン・ニラなど。食品衛生上、生肉

は用いなかった。全体での説明後、各班を回って指示。

言葉としては「いただきます」「ごちそうさま」の表現を復習。

片付け後、班ごとに国際理解教室の感想を述べてもらっ

た。 

 

児童の反応 

韓国語の知識などにバラツキが見られるものの、基本的

には自主的に韓国語を選択してきた児童とあって韓国語

に対する関心は強く感じられた。しかし当初は内容が簡単

すぎる児童にとっては集中が続かず、授業の進行がうまく

いかない場面もあった。後半、ゲームなど動きを取り入れ

た内容にすることで全体のまとまりが取れてきて多くの児

童が積極的な姿勢で取り組んでくれた。 

 

感想・課題 

大久保小学校は様々な文化背景を持つ児童がいると

いう点で自分自身勉強になるところが多かった。自分がい

かに隣国のことを知らなかったか再認識したとともに、児童

たちにどのような視点で国際理解教室は行なわれるべき

かという点が課題として残った。彼らにとって意識しなけれ

ば殊更に「外国」などと区別する必要のない、しかしながら

文化や言葉の面での隔たりは大きな隣国に関して児童は

どのような視点で今回の授業を吸収していたのかもっと注

意を払えば良かったと思う。学習の方法として視覚的な資

料を効果的に使用し、ゲームなどで全員がうまく参加でき

るような形でメリハリをつけて集中力の削がれない構成に

もっと工夫をすべきであった。 

 

(6)府中市立小柳小学校 

 

1) 概要 

報告者：田村かすみ（外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 

参加メンバー 

田村 かすみ （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

青木 美江 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

遠田 友香 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

中村 理香 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

黄 美花 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

豊田 真也 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

池北 眞帆 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

橋本 沙織 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

伊井 紘子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

神宮 桃子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

田代 真優 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

税所 佳奈 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

北村 美沙子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 
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仲山 和也 （外国語学部ポルトガル専攻 1 年） 

山田 大成 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

内山 ゆみ （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

陳 哲軒 （ISEP） 

ベンジャチャチャーワーン・ジュリー （ISEP） 

シーヌアン・ウォララット （ISEP） 

トーイン・チャンジュター （ISEP） 

 

活動日時 

 2007 年 2 月 26 日（月）、3 月 1 日（木） 10：45～12：20 

 

コンセプト 

昨年末に行われた多文化学生フォーラムで東外大スタ

イルとして示された「国理解」ではなく「人理解」、「1 人称で

語る国際理解教育」の姿勢をできるだけ体現しようとしまし

た。チーム編成ではこの姿勢のもと、昨年までのようにチ

ーム名を国名で付けるのではなく中国出身の留学生 3 人

の名前をチーム名とし、彼らを中心として編成を行いまし

た。また、1 日目の授業で外側から留学生のことを知った

後、2日目の授業では留学生個人のことを知るための授業

案を班ごとに作成しました。 

 

授業の内容 

1 日目：「○○さん（留学生）のおうちへ行ってみよう！す

ごろく」の作成 

活動は各クラス（全 3 クラス）で行いました。中国からの

留学生 3 人を中心とした 3 つのチームをそれぞれのクラス

に配置し、府中から中国出身の留学生のおうちまで行くす

ごろくを作成しました。具体的には小学生を 5 グループに

分け、各グループに中国出身の留学生以外の学生がつき、

班ごとに 1 つのすごろくを作るようにしました。子どもたちの

中には府中を出ることすら想像することが難しい子も少な

くない、とのことだったので交通手段と通過ポイントを提示

したマップを作成し、それを参考にして作成することにしま

した。 

2 日目：2 日目…「○○さん（留学生）のことを知ろう！」 

 1日目の授業で外側から知ることができた留学生のことを、

より深く知ることができるように授業案を作成しました。具体

的な授業案の内容は各チームの報告に載せています。 

 

 

2） 各チームからの報告 

 

李さんチーム 

報告者：池北 眞帆(外国語学部スペイン語専攻 1 年) 

 

1 日目 子どもたちの様子 

 

内容説明 

 積極的に、興味を持って聞いてくれていた。 

 

作戦タイム 

 私たちがフォローしていくと(半ば誘導尋問のような感じ

ではあったが)、質問を思いつけるという感じではあった。

やはり中国に行くことに関してピンときていない子もいた。 

 

質問タイム 

 質問の内容が重複してしまってふてくされてしまった子も

いた。 

 

すごろく作成 

 これだけの人数で意見をまとめることはとても難しかった。

けんかが始まって泣き出す子も出て、大変だったグループ

もあった。また、中国の都市に関してはやはりぴんときてい

なくて、わかない子が多かった。 

 

発表 

 発表の準備の時間がなかったので戸惑いながら発表し

ている子もいた。それでもそれなりに自分たちのチームの

良さを考えて発表していた。質問のときも、質問しにくい内

容ではあったと思うが、積極的に質問していて良かった。 

 

2 日目 活動の内容 

（1）あいさつ、自己紹介（5 分） 

（2）「李さんはどんな子どもだったのかな？」（45 分） 

 内容説明（5 分） 
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 クイズ、李さんのお話（10 分×4 問）：クイズを交えながら、

李さんの家族と子ども時代(生まれてから小学生まで)につ

いて知る。クイズは 4 問あり、形式は 4 択にして 4 隅にボラ

ンティアメンバーが選択肢（A,B,C,D）を書いた紙を持って

立ち、正解だと思うものに移動した。その後、なぜその答

えを選んだかを李さんから子ども達に質問し、写真につい

て李さんにお話してもらった。 

（3）「李さんにみんなのことを紹介しよう！」（45 分） 

内容説明・体制変更（10 分） 

  話し合い（10 分） 

発表（15 分） 

 李さんからの質問（10 分） 

 子どもたちを 8 つのグループ分けて、各グループ 1 つの

テーマを話し合う（例：みんなが好きな遊び、みんなが

思いでに残っている学校行事…など）テーマは 4 つ用

意し、同じテーマを 2 つの班がそれぞれ話し合ってもら

った。その際、日本人学生 4 人が2 つの班を担当して交

互に見た。 

 

感想 

1 日目：実践が初めてで緊張したが、子ども達とはすぐに

なじむ事ができた。想像以上に子ども達が色々考えてす

ごろくを作っていたので感心した。やる気のない子どもの

意欲をどう引き出せばよいのかが分からず、グループをま

とめるのは難しかった。子ども達の様子：積極的に取り組

む子どもと退屈そうにしていたりふざけてばかりだったりす

る子どもの差がかなりあった。 

2 日目：クラスは違って少し緊張したが、1 日目より余裕をも

って子ども達と接する事ができた。授業は留学生の負担が

大きすぎたけれど、子ども達の集中力は想像以上で驚い

た。話し合いの時は子ども達が色々な事を考えるきっかけ

を作る事が重要だと実感した。 

反省点  

・李さん任せの授業案になってしまった。 

・子どもたちが盛り上がりすぎたときに上手くまとめられな

かった。 

 成功した点 

・時間配分がぴったりだった。 

・子どもたちが飽きることなく集中して取り組んでくれた。 

・李さんから子どもたちへ、だけでなく、子どもたちが李さ

んに自分たちのことを教えるという時間も設けた授業だっ

たので、みんな積極的に参加してくれた。 

  

感想 

 1 日目と 2 日目でクラスが違ったので、なじめるか心配だ

ったが、みんなすぐ懐いてくれて楽しく活動できた。しっか

り意見を持っている子が多く、感心させられた。また話し合

いのサポートの仕方によって、子どもたちが色々なことを

考えるきっかけを与えることができるということを実感した。

子どもたちとの活動は純粋に楽しかったので、またぜひこ

のような活動に参加したい。（内山） 

 

私は初めて日本の小学校に行ったので、いい経験をも

らいました。その日はとても楽しかったです。もし機会があ

ったらボランティアをやりたいと思っています。（トーイン・チ

ャンジュター） 

 

子どもたちは僕たちがくるのがとても楽しみだったようで

元気いっぱいに活動してくれた。すごろく作成の時には、

子どもたちは自分の考えを次から次に言ってくれて、積極

的に取り組んでいた。その反面、同じグループ内で、意見

の相違から一部の子どもたちが口げんかをしてしまって、

思うようには作業が進まなかった。けんかをした子どもたち

の 1 人が、2 人ですごろくを作ったときのほうがよかったと

言っていたので、多人数のグループワークは難しかったの

かなと思った。 

ボランティア活動を通してあまり日常的には接することの

ない子どもたちと共に過ごして貴重な体験ができた。なか

でも、彼らの想像力の高さに非常に感心し、驚かされた。

（仲山） 

 

1 日目…子どもたちの元気さに最初は戸惑ったが、すごろ

く作りを一緒にやっていくうちに自然に打ち解けることが出

来た。そういう意味でもすごろく作りは 1 日目のアクティビ

ティに最適だったと思う。子どもたちもはじめは警戒してか

少しおとなしかったが、だんだんと積極的に活動に参加し
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始め、いろんな意見を述べるようになった。活動していくう

ちに子どもたちそれぞれの特徴がなんとなく分かってきて、

ますます子どもたちと接することが楽しくなっていった。1

人または複数人の積極的な子ばかりがすごろく作りをどん

どん進めていかないように、スタッフが他のあまり積極的で

ない子にも話しかけたりして目をかけることも大事だと思っ

た。想像していたより子どもたちが活発だったので、2 日目

も頑張ろうという気持ちになった。 

2 日目…なんと言っても 2 日目の李さんの授業の運び方が

非常に上手かった。自分のことばかりを話すのではなく、

子どもたちに質問をして彼らの意見に耳を傾け、その意見

に対してまた自分がコメントをするというやり方がとてもよか

った。これこそ国際理解・人理解のためにもっとも重要な

やりとりではないかと強く感じた。しかし、今回は留学生の

李さんが日本語も上手く、授業もきちんとこなせるような人

だったからよかったが、もっと日本語が話せなくて授業運

びも苦手な留学生とともに国際理解教育をするときに、い

かにして留学生をサポートし、伝えたいことを伝え、知って

もらいたいことを知ってもらえるかが今後の課題だと思った。

後半のアクティビティは子どもたちならではのユニークな発

想に触れることが出来てとても楽しかった。国理解ではなく

人理解という観点からすれば、このアクティビティが一番そ

の目的を達成できた活動だったと思う。（子どもたちと李さ

んの間の理解だけでなく、子どもたちの間の理解もあった

から。） 

 

以下、自分の思う反省点と解決策をあげておきます。（反

省点に関してはしょうがない点もいくつかありますが） 

・1 日目の質問タイムで、後のほうに質問するグループが

質問することがなくなり、そのせいで質問できなかったグル

ープのムードが悪くなっていた。 

→あらかじめスタッフの方で質問の内容を考えておき（チ

ーム数×3 つの質問）、子どもたちのネタが尽きたらスタッ

フが何とか誘導してそれらの質問をさせるように仕向ける。 

・すごろく作成に思ったより時間がかかった。 

→時間がかかることはしょうがないにしても、切り上げ方が

悪かった。始めの段階で「作成の途中でも発表してもらい

ますが、その時でも工夫したところや面白いと思うところを

発表してくれればいいです」みたいなことを言っておいた

ほうが良い。 

・発表の内容が浅く感じられた。他の班の発表を聞く態度

が良くないところもあった。 

→これも始めの段階で発表の仕方や発表してもらう内容を

具体的にこちらから示しておく。それもあらかじめ紙に書い

て黒板に貼っておくと良い。聞く側の態度も同様に。 

・2 日目の最初の授業が李さんに頼りっぱなしの授業だっ

た。 

→日本の学生も話の間で少し参加できるような形が理想

かも。英語でしゃべらナイトみたいな感じ。ただ今回に関し

ては李さんの授業の運び方が良かったので、ヘタに他の

学生が口出ししないのが逆に良かったのかもしれない。 

 

良かったと思う点 

・2 日目の最初の授業の子どもたちの話を聞く位置。 

→李さんを半円で囲むような形が、自然と李さんと子ども

たちの距離をだいたい均等にして、話が聞きやすくなって

いた。 

・スタッフが立っている位置。 

→李さんだけを前に立たせ他のスタッフは四隅にばらける

という形が、これまた自然と子どもたちに主役は誰なのかと

いうことをうまく認識させやすかった。 

・2 日目の最後の授業が個人的には一番よかった気がす

る。 

→子どもたちが主体的に意見を述べられるような活動だっ

たし、子どもたちならではのユニークな発想が聞けて面白

かった。子どもたちの発表に対してさらに李さんが自分の

意見を述べるというのも対話をしているようで非常に良かっ

た。（山田） 

 

ミーティングに出席することなく急遽実践に参加すること

になりましたが、授業の流れが分かりやすかったので、生

徒と交流しながらうまくすごろくを完成させることが出来たと

思います。各クラスが 6 グループに分けられ、そこへ学生

が 1 人ずつつくと聞いていました。しかし実際に教室へ行

ってみると、グループは 5 つしかなく少し戸惑いました。ま

た、すごろく作りの注意事項の説明をする人や全体の時
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間配分を見る人、DVD を撮る人などの担当が事前に決め

られておらず、当日の朝や実践中にばたばたとしてしまい

ました。当日の担当を早めに決め、細かな打合せにも時

間をかけられればもっとよかったと思います。また、もう少し

1 グループの児童数が少なくなるように実践に参加する学

生を出来るだけ多く確保することも大切だと思いました。

（和田） 

 

1 日目：小学生達の元気さに驚きました。日本ではゆとり教

育が問題だと騒いでいるのですが皆とても素晴らしい教育

を受けていると思います。小学生の時から一緒にいろいろ

な発表や話し合い、作る作業などやっているから皆こんな

に元気でしっかりしていると思いました。   

2 日目：遊び心が刺激されてなかなかまとめるのが大変で

したが、皆きちんと話を聞いてくれたし四択から選択してそ

れなりの理由も述べてくれました。又、皆「外国人」の李さ

んではなく外国人の「李さん」として話しかけてくれたので

今回活動の宗旨にも沿った成功だと思います。子どもは

純粋で可愛く、知っているのも多く大人より包容力あると感

動しました。いい経験させて頂きました。協力して下さった

先生と 1 組の皆さんありがとうございました。（李冬梅） 

 

 

ボランティアに行く前は小学校 3 年生がどんなものかと

いうのがよく分からなかった。実際に接してみて、男の子は

思ったよりも元気で反応がいいなと感じた。特に 1 日目は、

自分で仕切りたがる子が、けんかを始めたりして戸惑うこと

もあった。女の子は落ち着いている子が多くかった。また、

小学校 3 年生なりに色々考えているということも感じた。そ

れを引き出してあげるのが私たちの役割だと思ったが、1

日目はまず子どもたちをまとめるのに精一杯で、上手く出

来なかった。特に参加しようとしない子、参加する気はある

ができない子に関しては私たちがフォローしてあげなくて

はと感じた。（池北） 

 

 

 

 

黄さんチーム 

報告者：青木美江（外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 

一日目 

 

流れ 子どもたちの様子 

内容説明 

 

 

 

作戦タイム 

 

 

質問タイム 

 

 

すごろく作成 

 

 

先生から事前に指摘されていた通り、興奮状態の子どもが多く、落ち着いて内容

説明を聞くまでに多少の時間がかかった。 

内容説明では抱いた疑問をすぐに質問してくる子どもが多かった。 

 

日本人学生がサポートしないとすごろく作成に適する質問を考えるという段階まで

至らない班が多かった。 

 

他の班の質問と黄さんの回答をちゃんと聞かない子どもも多く、とにかく自分の班

が黄さんに質問するということに集中していた。 

 

積極的に活動し、同じ班のほかの子どもに作業を促す子どもがいる一方、すごろく

に全く興味を示さず手遊びを始める子もいた。また何をやればいいかわからない、自

分は何もできないといった子どもも見受けられた。そのような子どもたちに日本人学生
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発表 

 

 

は話しかけるようにしていたが、作成の時間が少なく、ひとつの班に 6～7 人の子ども

たちがいたのでうまく対応できないことも多かったと思う。 

黄さんも積極的に各班を回っていたので、その都度子どもたちは質問をしていた。

日本人学生が少しヒントを与えることで、各班とてもユニークなすごろくを作成する

ことができたように思う。 

 

やはり他の班の発表をきちんと聞くことができない子どもは多かった。 

しかし、それぞれの班が工夫した点など自分たちの意見をしっかり発表することは

できていた。 

 
2 日目 

流れ 子どもたちの様子 

あいさつ、自己紹介 

 

 

 

 

 

ブレイン・ストーミング 

・ 黄さんについて子どもたちが想像し、用意した紙に

書いてもらう。 

・ 2 人 1 組で作成する。 

 

〔流れ〕 

内容説明 

作成 

クラス全体でシェアしながら黄さんに語ってもらう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアメンバーのことをほとんどの子どもたちがフルネ

ームで覚えていてくれた。服装など詳細まで覚えている子ども

たちも多かった。また 2 日目は参加できなかったメンバーにつ

いて尋ねる子どもたちもいた。 

 

 

きちんと説明を聞こうとする姿勢が見られた。すぐにルールを

理解してくれたように思う。 

当初の予定ではひとつの班で 1 枚のブレイン・ストーミングを

作成する予定だったが、1 日目の反省から 2 人、または 3 人で

1 枚のブレイン・ストーミングを作成してもらうことにしたので、子

どもたちは作業しやすいようだった。1 日目ではやることに関心

を示さなかった子どもも積極的に黄さんに質問をしていた。子

どもたちが黄さんについて考え、想像してもらうことが趣旨だっ

たが、とにかく正解を書こうと必死になっていた。そのせいか、

全くわからないと言ってなかなか書くことができない子どももい

た。 

シェアする時間では積極的に発表する子どもが多かった。 

1 日目のすごろくで得た情報をきちんと生かしている子どもた

ちが多かった。 

時間が経つにつれ、子どもたち同士で喋り始め、集中しない

子どもも出てきた。 

 

クイズは夢中になって答えようとする姿勢が多く見受けられ

た。 
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黄さんの小学生の時間割クイズ 

小柳小学校の時間割りと違う点をクイズにして、黄さ

んが学校生活について語った 

 

〔流れ〕 

小柳小の子どもたちが学ぶ教科と黄さんが学んだ教

科の違い、給食の違いについて、黄さんが子どもたちに

質問しながら語る。 

クイズを行う。 

算数の時間ということで、黄さんが中国語と朝鮮語で

1 から 10 までの数字を教える。 

目の体操を行う。 

給食の違いには関心を持った子どもたちが多かった。 

実際に手を動かしながら、声にして数字を学ぶことは楽しん

でいたようだ。 

目の体操もものめずらしい感じで行っていた。 

 

 

感想 

私にとっては初めてのボランティアということで、ほぼ手

探りの状態でした。いざ本番となると 3 年生の圧倒的なパ

ワーで正直精神的に疲れてしまいました。1 日目のすごろ

くはなかなか生徒達が集中出来なくて、作り上げるのがや

っとでした。中には自分から参加しようとしない子もいてそ

ういう子に如何に興味を持たせるかという点においては自

分の力不足を痛感しました。2 日目のブレインストーミング

はふざけて書いている部分もあったけど、参加しようとする

姿が多く見られて良かったのではないでしょうか。模擬授

業形式は黄さんに任せっきりで自分は前につったってい

るだけだったので、何かフォローすべきだったと反省して

います。全体としては、自分の考えが甘すぎたし、もう少し

心構え（？）をしていけば良かったと思いました。あとは、

小学校の先生の大変さや教育の難しさを改めて感じた 2 

日間でした。懐かしい給食が食べられて嬉しかったです。

（税所） 

 

その日、一緒に子どもたちと遊んで本当に楽しかったで

す。今度、機会があれば、また行きたいと思っています。あ

りがとうございました。（ベンジャチャチャーワーン・ジュリ

ー） 

 

反省としては、先生方も指摘されていた様に 1 班の人数

が多かったことで、私の班は 7 人いて話し合いに入れず遊

んでしまう子がいたり、むしろ話し合いにならなかったりだ

った。私達学生も含めてかもしれないが、皆すごろく 15 マ

スをどう作ればいいのかよくわからなかったようで実際の交

通手段を考えたあとなかなか進まなかった。黄さんへの質

問も予想したより(お土産を買うのに黄さんは何人家族か、

黄さんは実際どう帰っているのかなど)あまり出ず、小 3 に

合わせた授業案を考えるのは難しいと実感した。でも児童

達がすごく興味を持って授業にのぞんでくれたのがわかり、

豊かな発想や好奇心に驚き、今回参加して良かったと思

った。（神宮） 

 

 全体を通しては成功といえるものだったのではないかと

思います。私の考える反省点を以下列挙します。 

・ すごろくを作る時間が意外と足りなかったため、多数

の児童が他の班の発表に耳を傾けず、自分たちのす

ごろくを仕上げることに集中してしまっていた。 

 →発表方法を工夫するべきだった。 

・ すごろく作りに参加しようとしない児童がやはり出てし

まった。（ある程度は仕方ないが。） 

・ 先生もおっしゃっていたが、グループの人数が多くて

意見を一致させるのが難しく生徒同士の言い合いに
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なることもしばしばだった。 

・ ブレインストーミングが連想というよりもクイズになって

しまい、児童が想像しようとせず答をあてることに焦点

をあててしまっていた。 

・ 休憩をはさまなかったため児童たちの集中力が続か

ず最後には遊び始める児童もいた。 

 一言で言えばとても勉強になる活動でした。国際理解教

育という趣旨からは外れるのですが、いかに児童たちに興

味をもたせるかということの難しさを痛感しました。少しでも

興味がなくなると児童たちはすぐに違うことをやり始めたり、

話を聞かなくなってしまったりします。特に 2 日目は 1 日目

に比べて遊び的要素が少なかったためそれがネックにな

っていたような気がします。 

 しかし、黄さんの話を聞いて頷く児童や、声を出して驚く

児童など、様々な反応が見られたのは嬉しかったです。時

間割や数字、目の体操に児童たちがしっかり反応を示し

てくれていたのである程度までは成功といえるのではない

でしょうか。国際理解というラインまで達しなくとも、日本と

中国との違いに少しでも興味を持ってくれたのであれば、

この活動の意義はあったのではないかと思います。 

（田代） 

 

 学生多文化フォーラムに参加したものの国際理解教育

の実践を行うのは初めての経験で、やはり知識をただ得る

ことと実際に活動することの違いを実感した。一番大変だ 

ったのは授業案作成であったように思う。「国理解」でとど

まらず「人理解」を目標とする中で小学 3 年生のレベルに

あわせた授業案を作成することは難しく、何度も練り直した。

最終的な授業案が決定したのが遅かったため、チーム内

でのミーティングや準備が行き届かなかった点も多かった

と思う。 

 実際に 2 日間の授業を通して子どもたちの反応や考え、

行動を少しでも知ることができ、とても勉強になった。1 日

目ではあまり関心を示さず積極的ではなかった子が、2 日

目では留学生に一生懸命質問している様子が見られたり

したのは正直うれしい出来事だった。留学生の黄さんがう

まく授業を進めていってくれたが、私たち日本人学生がそ

れをうまくサポートできなかったのは反省すべき点である。 

 今回の実践で学んだことや反省すべきことは次回に生

かしていきたい。（青木） 

 

 2 日間の小学校での実践はとても楽しかったです。日本

の小学生と初めて接したこと、給食を食べてみたこと、日

本と中国の小学生の時間割が異なっていたことなど、新鮮

な経験をし、学んだことが多いです。 

 2 回の授業で、「何を小学生たちにいちばん伝えたかっ

たのか」という主題がはっきりしてなかったような気がしまし

た。もっと時間の余裕をもって準備をすればより良い授業

になれたのではないかと思いました。（黄 美花）
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陳（ヴィクター）さんチーム 

  報告者：田村かすみ（外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 

1 日目 

流れ 子どもたちの様子 

内容説明 

 

 

 

作戦タイム 

 

 

質問タイム 

 

 

 

 

すごろく作成 

 

 

 

 

発表 

何が始まるのか興味深々といった様子。 

初めて見るボランティアメンバーたちにあまり人見知りして

いる様子はなかった。 

 

何を質問するかなかなか話し合いが進まなかった班も多

かった。 

 

すごろく作成とはあまり関係のない質問もでた。 

おみやげを買う際に知っておく必要のあるヴィクターさん

の好きなものは何かを聞く質問もあり、このときの答えが 2

日目の授業の際に役立った。 

 

どのような交通手段を取るか、どこを通っていくかなかなか

進まない班も多かった。 

うまく班での活動に関われず自分の好きなことを初めてし

まう子どもや意見をあまり言えない子どももいた。 

 

鈴木先生がしきってくれたおかげでスムーズに進むことが

できた。 

 

2 日目 

流れ 子どもたちの様子 

あいさつ、自己紹介 

 

 

クイズ「誰が好きなもの？」 

〔概要〕 

ヴィクターさんと日本人学生（代表 1 名）が自分の好きなも

のを写真に撮り、子どもたちにどちらが好きなものか当て 

てもらう。 

〔流れ〕  

・説明 

予想していたよりもボランティアメンバーのことを詳細に覚

えていた。 

 

1 日目の授業の質問タイムの際の質問の答えを子どもた

ちがよく覚えていたため、思ったより簡単に正解を当てら

れてしまった。 

子どもたちはエピソードよりもゲームの答えを当てることに

一生懸命になっていて、言いたかったことがうまく伝えられ

なかったような気がした。 
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・考える時間 

・答え合わせ、エピソード 

 

「ヴィクターさんに 3 年 3 組を紹介しよう！」 

〔概要〕 

子どもたちに自分たちのクラスを紹介してもらう。 

〔流れ〕  

・説明、考える時間 

・紹介 

 

漢字当てクイズ 

日本、香港、中国で使われている漢字を提示し、どれがど

こで使われているのかあててもらう。 

→「中国語」は 1 つではない、ということを伝える。 

 

子どもたちにとって身近なものを広東語で示し、何なのか

当ててもらう。（例：ドラえもん） 

 

ボランティアメンバーにニックネームを付けよう！ 

 

質問コーナー 

子どもたちからヴィクターさんへの質問だけでなく、ヴィク 

ターさんから子どもたちの質問もする。 

 

 

 

 

自分たちのことであるからか子どもたちが楽しそうに、かつ

比較的集中して話し合ってくれた。 

発表の際に後ろの方の班の声が聞き取れなかった。発表

形態に工夫が必要だった。また、子どもたちの発表に対し

てコメントを入れることもできず、話を広げることができなか

った。 

 

 

メインにしていた上記の 2 つのアクティヴィティが予想外に

早く終わってしまい、あわててする予定ではなかった広東

語で書かれたドラえもんが何なのかを当ててもらうクイズを

追加した。 

 

 

 

時間が余ってしまったために、急遽行うことにした。 

 

結局ヴィクターさんへだけではなく、他のボランティアメン

バーへの質問、他のボランティアメンバーからの質問のコ

ーナーになってしまった。 

感想 

今回は初めてのボランティア活動であった。皆のおかげ

で、様々なことが勉強できて、本当にありがとうございまし

た。 

子どもと共に過ごした時間を通じて、小学の教育制度の

長所と短所がよく分かった。まず、本当に日本の教室の自

由度に驚いた。授業の最中なのに、みんなが遊んでいた。

そのような教室が香港では絶対考えられない。混乱な教

室を管理するために、先生が優しく子どもに正しいマナー

を教えた。先生のその優しさにもよく感心した。もし同じこと

が香港の教室で起これば、叱りは唯一な解決の方法と言

えよう。それ以外、先生と学生の友人のような関係が素晴

らしいと思う。それに対して、香港の先生と学生の間に未

だ広い溝があって、緊張感が何となく感じる。 

確かに鈴木先生は経験が多くあって、素晴らしい先生

だが、そういう先生の人数は少ないだろう。経験を積んだ

先生の不足は学級崩壊の原因の 1 つとして働いていると

考えられる。そのため、先生の訓練が大事だと思える。そ

れは日本だけでなく、香港にも同じだ。 

次は今回の活動で反省すべきなところである。もちろん

皆さんのおかげで、完全に完成したが、困難なところもあ

った。まず漢字クイズの不足なところだ。確かに漢字クイズ

は国際教育の一環として有効的な活動と思われる。しかし、

子どもがやっぱりあまり興味ないのを見られた。結局、思っ

たより早く終わってしまって、時間が多く残った。そう考え

れば、活動の意義と面白さのバランスはあまりよくなかった
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と思える。また、残った時間を潰すために、急にあまり準備

しなかった提案を使って、さらに緊張になってしまった。幸

いに、田村さんのおかげで、何となくできた。 

難しいところはあるが、本当に楽しかった。ありがとう。

（陳哲軒（ヴィクター）） 

 

参加する前は子ども達をうまくサポートできるかなど心配

なことがたくさんあったけれど、実際に活動してみると私が

口を出さなくても子ども達ならではの自由な発想で一生懸

命真剣に頑張ってくれて、正直、小学生の力を甘く見てい

たなと感じた。私達に対して人懐っこく、進んで話しかけて

くれて嬉しかったし、留学生にもとても興味を示していたの

が印象的だった。 

反省点・課題としては始めに担任の先生からお話があ

ったように課題を真剣に行う子、集中力を欠いてしまう子、

発言を積極的にする子、引っ込み思案な子などがやはり

でてしまい、1 人 1 人がうまく活動に参加できるように役割

を与えるということが難しかった。それから、2 日目は話し

合いが多かったこともあり子ども達が集中力を欠かしがち

になってしまっていたのでやはり授業案を考えるときは遊

び的要素をどう取り入れるかに重点を置く必要があると思

った。 

初めて参加して子ども達から私自身も多くのことを学ぶ

ことができ、とてもいい経験になった。（橋本） 

 

今回初めてボランティアに参加させていただいて感じた

ことは子どもたちがすごく国際理解に興味を持っていると

いうことです。給食の時間の時に私に英語を勉強したとき

の話をすごく楽しそうに話してくれたのが印象的でした。ま

だ小学 3 年生なのにしっかりとヴィクターさんの話に耳を傾

けていた姿をみてこのような授業をもっと普及させたら何か

かわるのかもしれないなと感じました。子どもたちは元気で

時に騒がしくなってしまうときもありましたがしっかりと班の

中で話し合うときは話し合って人が話してるときはちゃんと

聞く、というけじめをつけていたことに驚きました。今後もで

きる限り参加していきたいと思っているのでよろしくお願い

します！（伊井） 

今回のボランティア活動で、子ども達が積極的に自分

達とは違う他者、異文化を理解しようとする努力が伝わっ

てきた。また自分とは違うバックグラウンドを持つ相手に対

して賢明に自分を伝えるためにいろいろな努力をしている

場面も多々見られた。子ども達がヴィクターさんに対して

自分達の言っていることが伝わらないとわかるとボディラン

ゲージやわかりやすい言葉を使ってコミュニケーションをと

ろうとしているところが印象的だった。こうした経験は世界

には自分達とは違う文化背景を持った人が存在することを

理解し、自分達の文化を相対化する上で子ども達にとって

貴重な経験になったのではないかと思う。また今、子ども

達がそう実感できていなかったとしても大人になって外国

人の方と接する機会があった場合に今回の授業の内容は

将来の子ども達にとって大きな意味をもつはずだと信じて

いる。（豊田） 

 

初めて子ども達とすごろくをやって楽しかったです。昼

ごはんの時もよく話し合って面白かったです。みんなは元

気で、あかるくて、本当にかわいい。もしチャンスがあれば、

またボランティアをしたいなあと思います。経験になりまし

た。（シーヌアン・ウォララット（トロン）） 

 

1 日目は鈴木先生の助けもあり、どうにか終わらせること

ができたが、2 日目についてはうまくいったとは言い難い出

来だったと思う。 

まず、授業案作成の時点で、子どもたちの集中力を見

誤っていたため時間配分を失敗してしまった。思ったより

スムーズに進んだため時間が余ってしまい、急遽予定に

はなかったアクティヴィティを入れることになってしまった。 

それから、授業形態にももう一工夫する必要があった。

ボランティア終了後、ボランティアメンバーの立ち位置 1 つ

でも子どもたちの集中力が変わってくるとの指摘があった

のだが、自分たちは何も考えずに黒板の前に 1 列に立っ

ているだけで、子どもたちの視点で誰がメインなのかわか

りにくかっただろうと思う。授業をうまく進めるためにどのよ

うに効果的な「場」を作るのかを再考する必要があると感じ

た。 
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何よりも、今回の授業案で「人理解」を達成できたとはと

てもではないが言うことはできないだろう。授業案の内容に

しても、授業の進め方にしてもヴィクターさんの持つ独自

の「文化」を子どもたちに伝えるには不十分であった。どの

ようにしたらその人ならではの「文化」を子どもたちにもわ

かるように際立たせ、子どもたちが飽きることなしに伝える

ことができるのだろうか。難しい課題であるが、これからも

支援室の活動をする機会があるならぜひ追求していきた

いと思った。（田村） 

 

(7)狛江市立狛江第一小学校 

 

1) 概要 

報告者：柴本 智代（外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

 

授業の詳細 

小学校6年生の93名を対象に2月20日（火）・27日（火）

の 2 回にわたって行いました。1 回目の 20 日は、学年全体

を世界に例え、『世界がもし 100 人の村だったら』という、ゲ

ーム活動をしました。2 回目の 27 日は、フランス、韓国、ア

ルゼンチンの 3 つの班が各クラスに分かれ、3 時間目は学

生側からの授業（主に留学生の日本留学のきっかけや将

来の夢）を行い、4 時間目は子どもたちからの発表（子ども

たちの好きなもの、今欲しいものなどの発表）を行いまし

た。 

 

感想 

今回コーディネーターとしての仕事を担当させて頂くこと

になり、今までの活動とは違い、学校側と連絡を取ったり、

ミーティングを行ったり…と、“全体をまとめていく”という仕

事をしました。「自分に出来るのか」とか、「これで大丈夫

か」など、自分の中で本当にたくさんの不安がありました。

なので、無事 2 回の授業を終えることができた時は、本当

に心からほっとして、嬉しかったです。この 2 回の活動が本

当に充実したものとなり、無事終えることが出来たのは、狛

江第一小学校の先生方、元気な子どもたち、支援室スタッ

フの方々、未熟な私に適切なアドバイスをたくさん頂き、ひ

っぱってくれた飛田さん、一緒に活動をしてきたボランティ

アメンバーの学生・留学生の方々、「世界がもし 100 人の

村だったら」のゲームで協力をしてくださった葛山さん、本

当にたくさんの方々の支えがあってこそのことであり、感謝

の気持ちでいっぱいです。 

 

全体を通しての振り返り 

反省点としてあげられることは、メンバーが確定し、全体

が動き出してから実践本番までの期間がすごく短期間で

あり、かつ、学期末のテストとも重なっていたため、もっと早

くから（出来れば 12 月頃から）メンバーを集めて、年明け

には実践案の作成など、準備に取り掛かれていたら、より

よい授業を行うことが出来たのではないか、ということです。  

良かった点は、まず、学校側との連絡は、スムーズに取れ

ていたことです。実践前に実際に学校へ行き、直接先生

方とお話をしながら、授業の打ち合わせを行うことができた

のもとてもよかったと思います。夜まで時間はかかってしま

いましたが、事前に先生方と念入りに打ち合わせを行うこ

とができ、2 回の実践が本当に充実したものになりました。

次に、授業が学生側からだけではなく、子ども達側からの

発表もあったことです。留学生や学生達も、子ども達の発

表を聞き、今の子ども達の様子や、好きなことなど、たくさ

んのことを知ることができました。また、2 回目の授業の中

で、事前に子ども達に聞いた留学生への質問事項をイン

タビュー形式などで答えていったことで、児童達の知りた

いことに対してたくさん答えられたのではないかと思いま

す。 

 

2) 各チームからの報告 

 

アルゼンチン班 

報告者：伊藤 洋（外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

参加メンバー マルティン・ミランダ（留日センター） 中村

恵理（外国語学部スペイン語専攻 2 年） 伊藤洋（外国語

学部ロシア語専攻 1 年） 
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活動日時 2007 年 2 月 27 日(火) 3、4 時間目 

 

 

活動の目的 マルティンさんの話を聞いて、外国人の日本

観を実感するとともにアルゼンチンについて理解を深め

る。 

 

活動の内容 

行ったこと 生徒たちの反応 

1．簡単な自己紹介 

・はじめに学生が、最後にマルティンさんが自己紹介を

する。 

 

2．アルゼンチンについての簡単なクイズ、回答をマルテ

ィンが解説。 

例 「アルゼンチンの面積は日本の何倍？」 

 

 

3.マルティンに質問 

・マルティンに学生からあらかじめ生徒から出ていた質問

をして、答えてもらう。 

例「日本に興味を持ったきっかけは？」 

 

生徒による質問 

自己紹介で名前を言う前に生徒から名前を叫ばれる始

末。全体としてかなり反応がよかった。 

 

 

積極的に挙手が見られた。 

マルティンの少々難解な解説を熱心に聞いていた。その

一方で学生が踊ったときにはかなり盛り上がっていた。 

 

クイズの時よりも熱心に話を聞いていた。教室が静まりか

えったときもあった。 

 

 

 

アルゼンチンに関することより、マルティンに関する質問

が多かった。 

 
感想 

ボランティア当日、こちらから提供する資料や呼び掛け

に対して生徒からどんな反応が返ってくるか不安だった。

というのも、ボランティア実践の前、小学校の先生から子ど

もたちは恥ずかしがり屋だと聞いていたからだ。しかし、授

業が始まると留学生の話にしっかり耳を傾け、純粋に驚き、

その場で素直な感想を示してくれた。生徒にさかんに話し

掛けながら進行していったためか、打ち解けた雰囲気で

進めることができた。近い距離での外国との出会いを提供

できた今回の実践内容はかなり満足のいくものだったと思

う。 

  ただ、実践に行く前にもっと小学 6 年生の雰囲気や学

習のレベルを把握できていたらよかったと思う。生徒に対

する質問の内容や、話し掛ける口調などは、授業の満足

度に直接関わってくる。過去のボランティアの資料や生徒

が使う教科書など、少しでも目を通しておいたら実践前の

心持ちも違っていただろう。 

  また、すべての生徒が最初から最後まで集中力を切ら

さずに話を聴いていたかというと、そうではない。中には友

達と小声で話しだす子や、自分の世界に入って話に集中

できない子などさまざまな生徒がいた。しかし地図や音楽

などの視覚、聴覚にうったえるものに関しては全員の反応

がよかった。やはり単に話すことのみに偏らない、生徒の

興味をひく、かつ印象に残るような工夫は必要だと思った。

(中村) 

 

2 回目は 1 回目と比べて格段に生徒との距離が縮まっ

たようだ。生徒と同じ目線で接しようと心がけた成果と見ら

れる。授業に関しては、生徒の勢いが強すぎて進行しにく

い時があったが、時間通り遂行することができた。留学生
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のマルティンの話には熱心に耳を傾け、話を聞いている姿

に小学生から中学生に上がろうとしている生徒を見ること

が出来たと思う。個人的にはクラスの半分の生徒が塾に通

っている事実に驚いた。話を聞くと教育界では 2002 年問

題（ゆとり教育の開始）が大きいらしい。小学校や中学校

で勉強のほかにクラブ活動や企画活動で友達と触れあう

ことと、それから学ぶことが将来大切になってくると思う。勉

強熱心になることがクラブ活動をしなくなることには簡単に

は繋がらないと思うが、そのことを大切に生活して欲しいと

思った。（伊藤） 

 

私は27日にだけ参加しました。予定の観点として、問題

はあまりありませんでした。ただ、最初学校の生徒は私達

にちょっと遅く迎えに来ましたから、その後の時間は短くな

りました。その後、予定通り行いました。 

 生徒達の学校の生活に関する発表は良かったと思いま

した。単なる留学生が生徒達に自分の文化のことを教える

ことではなく、留学生が生徒から日本文化について教えて

もらえたら、とてもいい経験になると思いました。 

 最後、花や留学生へのプレゼントは意外に素晴らしかっ

たです。(マルティン・ミランダ) 

 

フランス班 

報告者：井田 明日香（外国語学部フランス語専攻 4 年） 

 
参加メンバー フィリップ・マガン(研究生）、井田明日香

（外国語学部フランス語専攻 4 年）、加藤芽実（外国語学

部イタリア語専攻 1 年） 

 

活動日時 2007 年 2 月 27 日(火) 3、4 時間目 

 

活動の目的 留学生の国や文化の紹介。留学生が日本

に留学するきっかけとなったことを通して、将来を考えるき

っかけとする。 

 

活動の内容 

行なったこと 生徒たちの反応 

1.専攻語での挨拶 

留学生から順番に自分の専攻語と日本語で自己紹介。 

 

2.留学生の国紹介 

「フランスと言えば何を連想するか？」 

「フランス人ってどんな感じ？」と生徒に質問。 

世界地図を使ってフランスの説明。人口は日本の半分だが、

面積は日本の 2 倍。 

 

3.留学生の 12 歳の頃の生活の紹介 

水土日は学校が休みだった。 

水曜日はテニスをしていた。 

学校は 16 時過ぎまでと、日本の学校より長かった。 

お昼を食べに家に戻っていた。 

 

4.日本留学を決意したきっかけ 

日本のアニメが好きだった。 

 

→留学生からの挨拶では、聞きなれない言語にびっくりし

ていた。 

 

→最初は意見が出なかったが、「エッフェル塔」「フランス

パン」という意見が出た。エッフェル塔を知っている人は

多かった。 

→フランス人の印象として、「背が高い」「色白」「青い目」と

いうことを挙げていた。 

 

→水曜日が休みということに、皆驚いていた。 
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12 歳か 13 歳の頃から日本で勉強しようと決めていた。 

 

5.質問コーナー 

1 週間前に書いてもらったアンケートを基に、児童から積極

的に質問が出される。 

（例）旅行で行って一番よかった国はどこですか？ 

   フランス料理で好きな料理は何ですか？ 

   何で納豆が好きなのですか？ 

   好きな日本食は何ですか？ 

 

6.数字を使ってグループを作ろう 

フランス語で 1～5 の発音練習。 

その後、その人数で集まって座る。 

 

7.留学生からのメッセージ 

白人＝アメリカ人ではない。 

普段道端で歩いていて、「Hello！」と言われると傷つく。フラ

ンス人としてのプライドがある。英語で話しかける前に、どこの

国出身か、と聞いてほしい。 

→皆熱心に話に聞き入っていた。 

 

 

 

 

 

 

→好きなフランス料理が「うさぎのマスタード焼き」だと 

いうことにびっくりしていた。 

留学生とだいぶ打ち解けた感じだった。 

 

 

→4 と 5 の発音が混同するようだったが、すぐに数字を 

覚えてグループを作れた。皆楽しんでいた。 

 

 

→なかなか実感が沸かないような感じだったが、熱心に聞

き入っていた。 

 

反省点 

数字を使ってグループを作るゲームにもっと時間を割きた

かった。また、全体的に時間が押していて、少し急ぎ足に

なってしまった。 

 

感想 

少し時間が足りなくて、焦ったけど、内容的に特に問題

はありませんでした。少しフランス語の勉強をしたんですが、

時間が足りなかったので、5 分しか出来なくて、残念と個人

的には思った。（フィリップ・マガン） 

 

初めての多文化教育支援のボランティア活動に参加し、

大変貴重な経験をさせていただきました。私自身フランス

に対する新たな発見がありましたし、児童の普段接する機

会のない人（留学生・大学生共に）に対する好奇心、そし

て溢れるエネルギーを感じ、非常に楽しんで活動を行なう

ことができました。また、9 年ほど前になる小学校生活を思

い出し、懐かしい気持ちにもなりました。 

 

今回は多文化教育支援ということで、異文化理解のノウ

ハウというより、子ども達と接する楽しみ、子ども達の視点

からの様々な発見、また感情の共有、といったことを経験

でき、非常に勉強になりました。 

また、留学生フィリップの日本に対する思いや、日本に

対する深い知識にも感心するばかりでした。この経験を今

後私自身がやっている別のボランティア活動でも生かして

いけたらと思います。コーディネーターの皆さん、支援室

の皆さん、貴重な機会を与えてくださり、ありがとうございま

した。（井田） 

 

今回初めて国際理解教育に参加してどのような実践に

なるか不安もあったが、コーディネーターと狛江小の先生

方そして児童たちの協力のお陰で本当に楽しく充実した

授業ができたと思う。我々が授業をするだけでなく、児童

の参加や発表を多く取り入れられたのが良かった。今回の

反省を活かしてぜひまたこの活動に参加したい。（加藤） 
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韓国班 

報告者：重廣 里織（外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

 

活動日時：2006 年 2 月 27 日(火) 

 

参加メンバー 金 旼慶（外国語学部日本語専攻 2 年）、

重廣里織（外国語学部カンボジア語専攻 1 年）、春山奈保 

（外国語学部英語専攻 4 年） 

 

活動の目的 日本の大学で勉強している留学生の視点か

ら、異なる国への理解を促す。また、ゲームなどの活動を

通して、韓国の言葉や文化を知ってもらう。 

活動の内容 

行なったこと 生徒たちの反応 

1.挨拶・自己紹介 

 

2.各専攻語を用いた言葉の紹介 

 

3.金さんへのインタビュー 

 

4.韓国クイズ  

 

5.生徒からの質問 

 

 

1 英語に関しては分かる生徒も多く学生側から分かったか投

げかけると反応はよかった。カンボジア語という普段耳にす

ることのない言葉で話すと感嘆の声を漏らしていた。本場の

韓国語には拍手も起きた。 

2 ｢おいしい｣という意味の 3 つの異なる文字を前にへえ～と

驚き、関心を見せていた。 

3 まずは流れを作るために学生側が用意した質問を金さんに

した。真剣に聞いていた。 

4 移動を伴うゲームだったので楽しい分ふざける生徒もいた

が、学生や金さんが話すとすぐに聞く姿勢を見せ、韓国の

文化などを示す写真と説明に目を輝かせて聞き入っている

ようだった。 

5 3 のインタビューの直後に生徒に質問を促したときはなかな

かでなかったが、ゲームの後のせいか特に男子生徒から積

極的に質問があがった。よく聞いていたが長くなると気が散

りだす場面もあった。 

 

その他 4 限の生徒たちからの発表のあとの金さんの将来の

夢に関する話などには、生徒たちが現在ちょうど直面してい

る問題なのかとても一言一言を真摯に受け止めているようだ

った。 

 
改善すべき点 

1）今回はうまく行ったから良かったものの、もう少し事前

の準備はしっかりしたい。 

2）今回は教える側と子どもたちという境界線が比較的は

っきりしていたので、子どもたちと一緒になって遊ぶなどの

やりかたもいいかもしれない。どちらがいいのか。 

3）韓国クイズに関して、子どもたちは移動するという活

動に夢中になるあまり留学生によるカードの説明の部分が
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少しうるさくなってしまったこともあった。また、クイズの内容

が結構簡単だったようなので、後半もう少し難易度の高い

ものも混ぜるとよかったかもしれない。 

 

感想 

まず、とても楽しかったです。そしてまだ小 6 なのに色々

調べて準備して、さらに人の前でそのように発表が出来る

というのにとても驚きました。また先生がなるべく干渉せず、

子どもたちにすべてをまかせていた所も印象深かったで

す。とてもいい体験でした。（金） 

 

準備も慌ただしくリハーサルもできず、うまくいくか不安

だったけれど適所適所に子どもたちが食い付いてくれてこ

ちら側も楽しくやることができた。金さんへの質問や子ども

たちからの発表を見ていても、まだまだ幼く思える部分とし

っかり自我をもち子どもとは一概に言えないような面も垣間

見ることができ、貴重な体験ができてよかった。（重廣） 

 

時間が足りるかどうか不安だったが、子どもたちもしっか

りと学生や留学生の話すことを聞いていて、スムーズに運

んだのでよかった。留学生である金さんが日本に来たきっ

かけ、驚いたこと、困ったことなどは、児童たちは普段はあ

まり触れることのない視点だと思う。今回の交流が、少しで

も児童たちにとって異なる国の文化や考え方を知る機会と

なったならよいと思うし、今後もこういった活動をどんどん

体験してほしい。「やりたいと思うことが見つかったら、人に

なんと思われようと実現させてください」という、キムさんの

将来の夢についてのお話を聞く児童たちの真剣な顔が、

今でも目に焼きついている。（春山） 

 

 

(8)三島市立東小学校 

報告者：森本 舞（外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

参加メンバー 

森本 舞（日本語専攻 4 年） コーディネーター 

掛本 繭子（日本語専攻 3 年） ワークショップ版「世界

がもし 100 人の村だったら」ファシリテーター 

葛山 紋子（スペイン語 4 年） ワークショップ版「世界

がもし 100 人の村だったら」ファシリテーター 

黄 世忠（日本語 3 年） 国際理解教育 

岡田 真悠子（朝鮮語 2 年） 国際理解教育 

麻 春禄（日本語 2 年） 国際理解教育 

佐藤 千秋（朝鮮語 2 年） 国際理解教育 

周 首能（朝鮮語 2 年） 国際理解教育 

オ・ミヨン（研究生）  国際理解教育 

 

以下 ワークショップ版「世界がもし 100 人の村だったら」 

参加者 

佐藤 美幸（ロシア語 3 年）  

門脇 弘典（フランス語 3 年）  

原田 史歩（アラビア語 4 年）  

南 龍太（ペルシア語 4 年）  

岡 直樹（日本語 4 年）  

栗原 朋応（日本語 4 年）  

中川 寛子（ポルトガル語 3 年）  

萩原 礼子（ポルトガル語 4 年）  

田村 かすみ（スペイン語 1 年） 

武田 千香先生（運営委員）  

青山 亨先生（運営委員）  

森朴 憲治（運営委員）  

岡崎 智子（支援室スタッフ） 

相原 幸子（支援室スタッフ）  

 その他学生数名 

 

活動日時 

2006 年 10 月 25 日（水） 9 時～14 時 

 

場所 

東京外国語大学内 

留学生日本語教育センター・さくらホール 

食堂 1 階ミール 

付属図書館 

研究講義棟 105 教室、106 教室、110 教室、

206 教室<支援室> 
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活動の経緯 

2006 年 7 月 13 日の朝日小学生新聞に、川崎市立東柿

生小学校での実践が取り上げられた。その記事を見た三

島市立東小学校入野康孝教諭から、ぜひ東小学校の 6

年生にも国際理解教育を、と支援室に連絡があった。三

島市立東小学校 6 年生は修学旅行で東京に来ることにな

っていた。そこで修学旅行の訪問先の 1 つに東京外国語

大学が加わり、希望者 20 名と入野先生が東京外国語大

学を訪問し、東京外国語大学学生との交流学習が行われ

ることとなった。 

 

活動の目的 

1）国際理解教育 

2）1 日大学生体験 

 

 

 

 

ワークショップ版世界がもし 100 人の村だったら 

（9 時～11 時、留学生日本語教育センター・さくらホール） 

パワーポイントを表示し、私たちの日常生活と世界がつな

がっていることを伝えた。（例：てんぷらうどんの海老） 

児童、学生、教職員が一緒に「ワークショップ版世界が

もし 100 人の村だったら」を行い、世界が直面する貧困の

問題をシミュレーション学習した。活動のあとグループでの

意見交換、児童 1 人 1 人が意見を持ち、発表することを重

視した。児童は世界の貧困を解決するために自分達にで

きることを考えた。（例：給食を残さない） 

 
以下、資料の一部を参照 

・役割カード   

・パワーポイント資料 

 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：中国語 
   あいさつの言葉：ニーハオ 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：ウルドゥ語 
   あいさつの言葉：ジュレ 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 
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役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：ヒンディ語 
   あいさつの言葉：ナマステ 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：ジャワ語 
   あいさつの言葉：スラマットシアン 

4. กรุณานั่ง 

この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：テルグ語 
   あいさつの言葉：ナマステ 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アジア 
3. 言語：ベンガル語 
   あいさつの言葉： 

アッサラーム アライクム 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 
役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アフリカ 
3. 言語：アラビア語 
   あいさつの言葉： 

アッサラーム アライクム 

 
4. あなたは字が読めません。 

役割カード 
 
1. 性別：男性 
2. 地域：アフリカ 
3. 言語：ヨルバ語 
   あいさつの言葉：エ カサンゥ 

4. กรุณานั่ง 
この表記は、「座ってください」という意味で

す。これを見せられたらその通り（座る）に

してください。このことは、他の人には言わ

ないで下さい。 
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えびの養殖
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昼食、昼休み 
（11 時～12 時 15 分、食堂 1 階ミール、付属図書館、講義

棟） 

児童が学食を体験し、学生と自由に交流できる時間とし

た。大学生協の方の協力で食券を作っていただき、スムー

スに食事を準備することができた。その後付属図書館と研

究講義棟内を見学した。図書館では外国語で書かれた本

に興味を示す児童や、かくれんぼをする児童がいた。 

 

児童による三島の紹介 

（12 時 20 分～13 時 10 分、講義棟 110 教室） 

児童が大学生に向けて、3 島の歴史や景勝地、特産物

を紹介した。昼休みであったため多くの学生が聞きに来た。

学生のうなずき、感嘆しながら聞く姿勢に児童は喜んでく

れたようだ。 

 

国際理解教育 

（13 時 20 分～13 時 50 分、研究講義棟 105 教室、106 教

室、110 教室、206 教室<支援室>） 

(1)ソウルチーム（オ・ミヨン、佐藤 美幸） 

「料理を通して知る韓国」講座 地域によって様々なキ

ムチを紹介した。 

(2)吉林チーム（麻 春禄、佐藤 千秋） 

吉林で有名な樹氷を中心に、食べ物、特産物などを紹介

した。 

(3)大連チーム（周 首能、森本 舞） 

周さんが日本に来たきっかけを紹介しながら、中国と日本

の違いと共通点を伝えた 

(4)台湾チーム（黄 世忠、岡田真悠子） 

台湾の言葉を学習。貴さんのギターの演奏で楽しみなが

ら交流した。 

 

まとめ・記念撮影 

（13 時 50 分～14 時、講義棟 110 教室） 

児童からお礼の言葉とお土産「福太郎」をいただいた。 

 

活動をふりかえって 

(1)タイムスケジュール 

 児童も学生も楽しむことができ 5 時間という時間があっと

いう間に感じられたが、一部の児童に疲労がみられた。修

学旅行の 2 日目ということを考慮し、もっと弾力性のあるス

ケジュールで児童を迎え入れるべきだったろう。今後小学

生が外語大を訪問することがあれば、大人と児童の体力

差、さらに児童がおかれている状況（今回の場合、修学旅

行 2 日目であること）を考慮すべきである。 

 ワークショップ版「世界がもし 100 人の村だったら」は 120

分要すると考えていたが、スライド上映を含めて 90 分で十

分だった。そのため最後の方が間延びしてしまった。また

教室予約がうまくできず、予約した教室が授業中であった

ため、昼食後のスケジュールに遅れが生じた。 

 

(2)ワークショップ版「世界がもし 100 人の村だったら」 

ファシリテーターの学生が人数比率をできる限り再現する

ため準備をしてくれた。児童はしっかりと自分の意見を持

つことができ、「自分はこう思う。なぜならば・・・」と活発に

意見交換をしてくれた。活動が早く終わってしまい意見交

換の時間が長くなってしまったが、苦労なく話し合いを続

けることができた。 

 

(3)昼食・昼休み 

急遽図書館見学をすることになった。児童はそれぞれに

図書館を楽しんでいたようだった。昼食を食べながら児童

と大学生が会話した。 

 

(4)国際理解教育 

留学生 1 人、日本人学生 1 人、児童 5 人と少人数で輪

になって話しをした。写真を見せると子どもたちはぐっと引

き込まれた様子だった。支援室の他の国際理解教育と違

い、今回は 1 回だけのイベントであったため、料理や景勝

地の紹介を行ったチームが多かった。（韓国チーム：料理、

主にキムチを通して知る韓国講座・吉林チーム：吉林の名

物樹氷について・台湾チーム：台湾ってどんなとこ？・携

帯電話の普及率など、大連チーム：周さんが日本に来た

理由を通して、日中の違いと共通点に気づく） 
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(5)準備 

学生の募集を共生学講座の1 週間に行い、10月 3 日か

ら準備を始めた。だがなかなか学生、特に留学生を集める

ことができず、予定した通り準備に入ることができなかった。

平日の日中に時間のある学生は少ない。そのため全ての

活動に関わる学生数名と、午前中に参加する学生、午後

に参加する学生に分けて対応した。 

 

参考文献 

100 人村教材編集委員会編集「ワークショップ版 世界が

もし 100 人の村だったら」（2003 年、非特定営利活動法人 

開発教育協会） 
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取材記事「修学旅行で留学生と交流」（朝日小学生新聞 2006 年 11 月 7 日） 
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(9)第 5 回大泉日系ブラジル青少年フェスティバル 

報告者：向井 香純（外国語学部ポルトガル語専攻 2 年） 

 

参加について 

2006 年 10 月 8 日、群馬県大泉町文化村大ホールにて

行われた第 5 回大泉ブラジル青少年フェスティバルに参

加した。 

当フェスティバルへは 2004 年から参加しており、本年も

主催者である高野祥子さんからお招きいただき、参加させ

ていただけることとなった。本年度は、ことばや文化の共通

点・相違点を知り、面白さに気付き、興味をもってもらうこと

を目標として、日本語とポルトガル語のことばの中に見ら

れる共通点と相違点、また文化の違いを紹介する劇を制

作した。準備の段階では、紹介するトピックの発案、台本

の作成、ポルトガル語翻訳、留学経験のあるメンバーとネ

イティブの留学生による添削といった作業を行った。また、

当日は 14 名のメンバーが参加した。 

 

感想･反省点 

準備の段階では、発案、台本の作成で少し手間取った

こともあり、かなりバタバタとしてしまった。特定の作業に関

わるメンバーが偏ってしまっていたので、それらの作業が

スムーズに行かなかったのだと反省している。もっときちん

と役割分担をするべきだと思った。 

準備で手間取っていたために、事前の練習があまり行

えず、当日の本番までの時間を練習に費やした。そのた

め他の団体の発表を見たり、会場に来ているブラジル人

の方々と交流をする時間をあまり持てなかった。昨年まで

の反省でも言われていた事だが、改善できなかったのが

残念であった。 

発表自体に関しては、とくにトラブルもなくスムーズに行

えたのでよかったと思う。劇の内容を観客の方々、とくに小

さな子どもが理解してくれるかどうか不安だったが、最中に

笑いがおこる場面があり、また劇中のクイズに楽しそうに反

応する子どもの姿もみられた。 

この発表で目指していた、「ことばや文化の共通点・相

違点を知り、面白さに気付き、興味をもってもらう」という目

標について、そのような機会を与えるという意味において

は達成できたのではないかと思う。 

 

発表の内容 

以下に発表の内容を紹介する。 

発表は、ポルトガル語と日本語の両方を用いて行われた。 

 

登場人物：ナレーター、ブラジル人留学生クラウジア、祖

父、祖母、父、母、兄、姉、妹（黒子、音響・照明、記録） 

設定：ブラジル人留学生クラウジアは日本の一家のもとで

ホームステイしている。場面は夕飯の食卓。 

 

ナレーター： 

Bom dia! Nós somos estudantes que membro da Rede de 

Intercâmbio com os Estrangeiros Residentes no Japão da 

Universidade de Estudos Estrangeiros de Tóquio. É nosso 

apelido é AMIGOS. Na universidade, estudamos língua, 

sociedade e cultura dos países estrangeiros. AMIGOS faz 

vários intercâmbios com os estrangeiros residentes no 

Japão. Nossas palavras chaves são contato, comunicação, 

palavra e aprendizado. Hoje, vamos fazer um teatro que 

apresenta o intresse de palavras. Então assistam, por favor. 

Nós gostaríamos de falar como interessante as palavras 

japonesas. 

こんにちは！私たちは東京外国語大学の東京外大在日

外国人交流ネットワーク、アミーゴスに所属している学生で

す。大学では、外国の言語や社会、文化について勉強し

ています。アミーゴスでは、それらを生かし、ふれあい、伝

える、ことば、学ぶをキーワードにして、在日外国人の方々

とのさまざまな交流活動を行っています。今日は、みなさ

んにことばのおもしろさを紹介する劇を行いたいと思いま

す。それではご覧ください。  

 

Ha um mês desde que Claudia que é brasileira e 

intercambista começou a morar em casa de Takeda. Ela 

têm um interesse pela cultura japonesa e veio ao Japão 

para estudar japonês. Ela se assustou muitas vezes na vida 
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no Japão todos os dias. Agora está a hora de jantar agora. 

Conversando com alegre. Vamos assistir. Olha,eles estão 

conversando com alegria. 

武田一家にブラジル人留学生クラウジアがやってきて 1 ヶ

月になりました。彼女は日本の文化に興味を持ち、日本語

を勉強しにやってきましたが、新しい発見の連続で、毎日

驚くことばかりです。ちょっと彼女の様子を覗いてみましょ

う。 

（少し間をおいて）あ、ちょうど今は武田家の夕食の時間で

す。何やら盛り上がっているようですよ・・・。 

 

（はける）(フェードイン) 

 

一同：ハハハハと笑い声 

 

母 ：Então, estão todos aqui?!? Vamos comer. 

じゃあみんなそろったわね。 

 

一同：いただきます （食べ始める） 

 

父 ：Mm ... , a croquete da mãe é gostosa. 

うーん、おかあさんのコロッケはうまいなあ。 

 

 

姉 ：Claudia,vocé já acostuma com a vida do Japão？ 

クラウジア、日本にはもう慣れた？ 

 

クラウジア(以下ク) ：Já acostumei. 

うん、だいぶ慣れたよ。 

 

兄 ：Tem alguma diferença entre a vida do Brasil e do 

Japão?  

ブラジルの生活とは違うことはなかった？ 

 

ク：Tem.Quando japoneses comem soba,fazem barulho,né? 

あぁ、あったよ。日本人がそばを食べる時に音をたてる

のよね。 

母 ：No Japao, nos comemos soba com fazendo barulho. 

Isto pode significa que comida é gostosa. Quer dizer, 

isso é o sentimento de agradecimento. 

日本では、音を立てて食べることで、その料理がおい

しいことを表すの。つまり、感謝の気持ちの表れなの

よ。 

 

ク  ： Ah, é? entendi.Além disso,quando japoneses se 

cumprimentam,me parece uma atitude deles fria.  

へえ。そういえば日本人のあいさつってとてもそっけ

ないと思ったわ。 

 

祖母 ：Porque？ Porque você acha assim? 

なんで？なんでそんなふうに思うの？ 

 

ク ：Porque,normarmente brasireiros se abraçam e beijam 

para cumprimentar. Japoneses não fazem assim. 

なぜならブラジル人はあいさつのたびにハグとキスを

するの。日本人はそうしないわ。 

 

妹 ：Entendi. Como você faz isso? 

へぇ、それどうやってやるの？教えて。 

 

ク ：Então,vou mostrar pra você. 

じゃあやってみせるわ。 

 

 (クラウジアが妹にハグしようとする) 

 

妹 ：Ah,está a hora do pragrama de chibimaruko na TV! 

Eu gosto deste programa muito! 

あ、私の好きなちびまるこちゃんの時間だ！ 

 

（テレビを付けに行く、そしてクラウジアかわされる） 

（おどるぽんぽこりんの曲,妹はテレビの方へむかう。） 

 

ク ：Eu sempre penso que esta marukochan é menina 

bonitinha aqui no japão. 
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Mas no Brasil,o nome Marco é usado para homens.Eu 

tenho um amigo que se shama Marco.  

Ele é o homem macho.Por isso marukochan parece 

estranha para mim .Em português,uma palavra termina 

com o é o sabstantivo masclino. 

前から思っていたんだけど、まるこちゃんはかわいらし

い女の子だけれど、ブラジルではマルコは男性の名前

として使われるのよ。私の友人にもマルコという男の子

がいるけど、彼はダンディーでマッチョなの。だからとて

も変な感じがするのよ。ポルトガル語では語尾にOがつ

くと男性名詞だからそう感じるんだと思うわ。 

 

姉 ：Ah,é! Não sabia.Que legal! A diferença da cultura é 

muito interessante. Eu quero saber mais! 

へえ、知らなかった。びっくりだわ。やっぱり文化の違

いはおもしろいわね。もっといろいろ知りたいわ。 

 

ク ： Hoje,eu estudei o probérbio japonês na 

universidade.Em português,tem muitos provérvios 

que significa quase igual como os japoneses. 

Japoneses e Brasireiros têm cultura diferente.Mas 

pensam mesma coisa.Achei muito interessante. 

それならば私、今日学校で日本語のことわざを習

ったのだけれど、ポルトガル語にも似たような意味

のことわざがあるの。違う文化をもつ人が同じような

ことを考えているって知ったらとてもおもしろくな

い？ 

 

妹 ：Me dá alguns exemplos !Eu quero saber. 

へぇどんなのがあるの？教えて！ 

 

ク ：Vou te perguntar sobre os provérbios que  aprendi 

hoje na aula. Eu queria que você pensassem juntos!! 

じゃあ今日習ったことわざでクイズを出すわね。客席の

みなさんも一緒に考えてみてくださいね。 

 

(一同舞台前方に移動)  

Primeira questão. O provérbio Calcanhar de Aquiles 

significa o ponto fraco onde nós não queremos que outra 

pessoa toque, e em português, significa o tendão de 

aquiles . E em japonês, tem o provérbio que significa o 

ponto fraco como assim. É benkeinonakidokoro. Benkei é 

o nome do homem. E este provérbio significa o ponto 

fraco de Benkei. Aqui é uma questão onde é o 

benkeinonakidokoro. 

第一問。calcanhar de Aquiles は力を持っている者の、人

に触れられたくない弱点という意味で、ポルトガル語では

アキレス腱のことを言うのだけれど、同じ意味の日本語の

ことわざに「弁慶の泣き所」があるの。それでは「弁慶の

泣き所」はどこでしょうか。 

 

(黒子が出てきて説明のプラカードを掲げる) 

 

①cotovelo  ②glavera  ③canela 

①ひじ ②眉間 ③すね 

 

(黒子がプラカードを持ってきて祖母、母、兄に手渡す。3

人は順にプラカードを掲げて読み上げる。) 

 

祖父：Eu sei!Esta resposta é numero 3 . Benkei é o herói 

japonês antigo. E Aquiles é o herói dos mitos da 

Grécia. Assim como o ponto fraco de Aquiles foi 

tendão de aquiles,é de Benkei foi canela. Por isso 

canela significa “o ponto fraco de benkei”  

わしは知っておるぞ。答えは③のすねじゃ！(③のプ

ラカード以外をおろす)弁慶とは日本の昔の英雄なん

じゃ。ギリシャ神話に登場する英雄のアキレスの弱点

がアキレス腱だったのと同様に弁慶の弱点がすねだ

ったことから、すねのことを「弁慶の泣き所」というんじ

ゃ。 

 

(一同、感心する) 
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ク ：Segunda questão. Vocês sabem um provérbio "Gato 

que corre atras de dois ratos, fica sem nenhum" não é? 

Em japonês há um provérbio que tem o mesmo 

significado. Segundo o provérbio japonês, as coisas 

comparadas são diferentes. 

Tem um questão. O que são esses? 

それでは第二問。Gato que corre atrás de dois ratos, 

fica sem nenhum.は日本語にも同じようなことわざがあ

るのだけど、日本のことわざの場合、たとえられるもの

が違うの。さぁ何と何にたとえられるでしょうか。 

  

①homem e mulher  ②homem e coelho  ③coelho e 

tartaruga 

①男と女 ②人間とウサギ ③うさぎとカメ 

 

（黒子がプラカードを持ってきて父、姉、妹に手渡す。3

人は順にプラカードを掲げて読み上げる。） 

 

兄 ：Já sei! Esta resposta é número 2. 

Isso é o provérbio japonês,“二兎追うものは一兎も得

ず ” ,não é? Quando tentar a conseguir as duas 

coisas,finalmente não pode ganhar as duas. Em 

português um gato e uns ratos é são usados para ser 

comparados,mas em japonês um caçador e uns 

coelhos são usados. Os dois provérbios têm mesmos 

significados,mas os animais comparados são muito 

diferentes. Isso é muito interessante,não é? 

わかった！答えは②の人間とウサギだよ。(②のプラカ

ード以外をおろす)日本のことわざの「二兎を追うもの

は一兎も得ず」だろう？欲張って2つのものを欲しがっ

ていては結局 2 つともを得られないという意味だ。ポル

トガル語ではネコとネズミだけど、日本語では狩りをす

る人間とウサギにたとえられるんだね。同じ意味なの

にたとえられるものがまったく違うなんてとてもおもしろ

いよね。 

 

 (一同、頷く)   (フェードアウト) 

ナレーター： 

Parece que todos têm muitas interesse pela língua.  

E vocês? Nós queriamos que vocês pensassem as 

differenças de sentimento que vem do differença de língua, 

e os comuns apesar da differença de língua portuguesa e 

japonesa. 

クラウジアも武田家の皆も、ことばにとても関心を抱いてい

るようですね。みなさんはいかがでしたか？ことばのちがい

によって起こる考え方の違いや、また反対に、ことばがち

がっても同じように感じ、表現するときもあるということのお

もしろさ、不思議さを感じていただけたら私たちはとてもう

れしいです。 

 

(出演者が皆出てきて並ぶ) 

 

ナレーター： 

Então, me deixa apresentar nossa atividade. 

Nossa entidade é Rede de Intercâmbio com os Estrangeiros 

Residentes no Japão da Universidade de Estudos 

Estrangeiros de Tóquio, que se chama Amigos. Foi 

organizada pelos estudantes que queriam ajudar as 

crianças residentes no Japão a estudar nas escolas 

japonesas. Agora fazemos várias atividades significantes: 

por exemplo, além de atividade da assistência educativa 

para as crianças estrangeiras numa escola primária em 

Tóquio, fazer a tradução e organizar os simpósios.Também 

participamos ativamente de festas e eventos como a do 

hoje. Se vocês tiverem interesses na nossa atividade, 

tomam contato conosco!!!!!!!!!      

それでは、私たちの活動を紹介します。 

東京外大在日外国人交流ネットワークアミーゴスは、在日

外国人児童の学習支援をしたいという学生の思いから始

められました。現在は、東京の小学校における学習支援

活動だけでなく、翻訳活動、勉強会やシンポジウムの開催

などを行なっていたり、このようなフェスティバルに積極的

に参加したりしています。興味を持ったらぜひアミーゴスに

アクセスしてみてください。 
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一同：Muito obrigado!!!!!!! 

ありがとうございました。

(10)品川区立社松小学校すまいるスクール 

報告者：金 智恩(外国語学部日本語専攻3年) 

 

去年に引き続き、今年もうりぬりでは品川区立社松小学

校でのすまいるスクールで「韓国教室」を実施しました。去

年と違うのは、去年は3ヶ月間の短期間での実践でしたが、

今年は1年にかけて全部で22回の実践を行いました。 

品川区立社松小学校のすまいるスクールは他校の「国

際理解教育」と比べ、いくつかの相違点があります。 

まず一つ目は、韓国人留学生だけのペアで行っている

ことです。うりぬりというサークルが最初できた時、韓国人

留学生が中心となっていたということと、去年からは日本人

学生も増えてきたものの希望者がいなかったため、韓国人

留学生だけの実践を行っています。 

二つ目はすまいるスクールは放課後の活動であること

です。すまいるスクールは品川区教育委員会が実施して

いる活動で主催が小学校ではなく、品川区教育委員会で

あることです。品川区内の小学校の全40校が実施してい

ます。社松小学校はその一つであります。放課後の活動

であるため、束縛性はなく、参加を希望する児童のクラス

であります。社松小学校の全児童の人数が少ないというの

もあり、今年の参加希望者は子ども10人以内という少数の

人数で行われました（固定メンバーは4人で入れ替えが毎

月あります）。本来は児童たちの活動場でありましたが、保

護者を同行する児童もいて、保護者3人が固定的に参加

しました。参加希望者を募集して行う授業であるため、学

年が統一していないのもすまいるスクールの特徴です。 

三つ目は品川区立社松小学校での「国際理解教育」は

すまいるスクールの当初の目的ではなく、外大で行ってい

る「国際理解教育」の形を取り組んだのはうりぬりのメンバ

ーの要請からだということです。そのため、授業内容への

希望や、事前の打ち合わせはほとんどなく、実践を行って

いる学生二人での打ち合わせのみです。完全に学生に任

せている状態です。 

何よりも長期間にわたっての実践なので、児童と学生と

のコミュニケーションが十分にとれることが一番の特徴であ

ります。 
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第1回 2006年5月6日 韓国ってどんな国？ 

 韓国の基礎知識を写真を見せながらクイズ形式で学習

しました。クイズの問題は韓国の国旗、国技、服、国歌、民

族舞踊などに関するもので全部10問を出しました。選択肢

には韓国のものの写真と他国のものの写真があってその

中から韓国のものを選び出す形式にしました。この授業の

狙いは韓国を知るということだけではなく、ほかの国につ

いての情報も取り入れつつ、日本との比較および、世界の

人々の生活の相違点についても児童に伝えられるように

することにありました。 

 

第2回 2006年5月20日 韓国ってどんな国？ 

 前回に行った授業の内容が大量であったことと、韓国に

ついて全く初めて接する児童もいたため、ゆっくりしたペ

ースで復習を行いました。韓国についての疑問とか、すま

いるスクールで「韓国教室」に参加した理由など、児童が

前回の授業で思ったことや、韓国について思っていること

について一人ひとりの意見を聞きました。 

 

第3回 2006年6月3日 韓国語を書いてみよう 

 学年が1年生から5年生まで多様であったため、学習能

力の差があり、韓国の文字を教えるには無理があると判断、

自分と家族の名前、前回習った韓国のものの名前をかい

てみる程度の授業を行いました。まったく、韓国語を知ら

ないため、白紙に韓国語を書くのは難しく、事前に児童の

名前を韓国語で書いた紙を各児童に配り、その上になぞ

る方法で練習をしました。 

 この授業の狙いは、韓国の文化を異文化で感じながらも、

自分の名前を書くことで親近感を覚えることにあります。 

 

第4回 2006年6月17日 韓国語をしゃべる 

 これから授業を進めるなか最小限必要となる答えや呼称

を韓国語で教え、授業中に使えるように練習しました。自

己紹介と簡単な挨拶、「はい」「いいえ」など教室で使える

言葉を教えることで、簡単な会話ができることを目的にしま

した。なるべく文字を使わずに声だけの練習をし、「耳で聞

いてしゃべる」という形式で進めました。 

 とても簡単な会話ではありますが、児童たちは韓国人と

韓国語で会話ができたという達成感とこれから韓国人に会

ったら会話ができるかもしれないという自信を持ち始めまし

た。この授業は留学生との距離を縮めるきっかけにもなり

ました。 

 

第5回 2006年7月1日 これは何ですか 

 すまいるスクールの雰囲気の特性上、子どもたちからの

質問が多いです。それに、少人数なのでその質問に答え

ることもできるので、質問の仕方を韓国語で教えました。 

 

第6回 2006年7月15日 韓国で買い物をしたら？ 

 買い物をする場面を設定した上で使える韓国語を教え、

韓国の紙幣についての授業をしました。数の数え方から、

「～をください」の表現を教え、「これは何ですか」「これは

～です」などの表現を復習しました。この授業は児童と保

護者の希望の声があって行った授業で、「韓国へ行って

みたい」から「行ったらすぐ使える韓国語は何があるか」な

どを考えて設定した授業でした。 

 

第7回 2006年8月5日 語彙を増やそう 

 韓国語の単語帳を作り、言葉の発音の練習とこれまで学

んだ表現に言葉を入れて応用する授業を行いました。身

の回りのものから児童が｢これは韓国語でなに？｣という質

問になるべく答えように授業を進めました。 

 

第8回 2006年8月19日 韓国の童謡 

 最近韓国で児童たちによく歌われている韓国の童謡を

教えました。「オルチェンイソング」というおたまじゃくしがカ

エルになる過程の内容の歌です。歌の歌詞に出てくるお

たまじゃくしやカエルの動きなどを表現する言葉にも注目

し、同じことを見ても表現する言葉が違うのは言語が違うた

めなのか、感じ方が違うためなのかということについて話し

合いをしました。 
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第9回 2006年9月2日 韓国語で色を覚えよう 

 虹色と韓国の国旗の色である白、黒を加え、塗り絵をし

ながら色を覚えました。 

 

第10回 2006年9月16日 韓国語での挨拶 

 韓国のあいさつは日本のあいさつと違うところがいくつか

あって、それを教えながら練習を行いました。朝、昼、晩の

あいさつが全部同じであることはこれまでの学習で覚えて

いた内容ですが、「さよなら」を韓国語にしたら、立場によ

って喋る言葉が変わってくるのでその内容を詳しく説明し

ました。日本語にはない感覚だったので児童が覚えるに

はとても大変でしたが、毎回会うときと別れるときに繰り返

して練習することで、自然に覚えるようになりました。 

 

第11回 2006年10月7日 動物の鳴き声 

 動物の名前と鳴き声を覚えました。まず、動物の名前を

韓国語で覚え、その動物の鳴き声を韓国語で言ってみま

した。鳴き声を韓国語と日本語にしたら、かなり違うので児

童たちからは違和感があるという意見もありましたが、その

分楽しく覚えることもできました。動物の名前や鳴き声を覚

えることだけではなく、動物の顔を折り紙で作りました。 

 

第12回 2006年10月21日 韓服を折り紙で作ろう 

 韓国の伝統的な服である、韓服を折り紙で作ってみまし

た。これまでの授業でいろんな場面から写真などで見てき

た韓服を作ることでさらに、韓国の服になじみができまし

た。 

 

第13回 2006年11月4日 韓国の結婚式 

 韓国の結婚式や儀式の写真を見ながら、結婚式の内容

についての授業を行いました。結婚式で着る服や使われ

る食べ物、儀式の意味など、韓国だけの結婚式の特徴に

ついて話し合いをしました。 

 

第14回 2006年11月18日 日本と韓国のカレンダー 

 韓国の祝日や祭日などについて韓国のカレンダーを見

ながら授業を行いました。お正月やお盆が旧暦であること、

8月15日が日本と韓国では違う記念日になっていること、

そして、日本にはない祝日についても話し合いをしまし

た。 

 児童からは日本にしかない祝日についても話してもらい、

お互いの国の祝日の特徴についても考えるきっかけにな

りました。 

 

第15回 2006年12月2日 韓国のお正月 

 韓国のお正月についての授業を行いました。お正月の

遊びや食べ物について、日本のお正月と比較しながら話

し合いをしました。意外と韓国の民族遊びというものが日

本の遊びと似ていて、児童の理解も早かったです。写真を

見せながらやり方や名前など説明し、次回の予定である

「ユンノリ」のやり方やルールについて詳しく教えました。 

 

第16回 2006年12月16日 ユンノリで遊ぼう 

 韓国の民族遊びである「ユンノリ」を行いました。これは

去年も行ったもので、去年に引き続きすまいるスクールに

参加している児童からの強い要望がありました。第15回目

で民族遊びを勉強した上で行ったため、内容もよく知って

いて、スムーズに進行することができました。 

 

第17回 2007年1月6日 韓国の季節と天気 

 10回以上、授業の流れが韓国だけの特徴とか、日本との

比較になってしまったため、日本と韓国の共通点について

授業をすることにしました。韓国と日本は近いので天気も

季節もよく似ているということから、韓国の天気について話

をしました。韓国にも四つの季節があること、梅雨があるこ

となどについて教え、天気予報で使う言葉を覚えました。

「天気の時計」というのを作りました。天気の様子を絵と言

葉を(晴れ、曇り、雨、雪など)書いて、毎日の天気を児童

が針を動かして表せるようなものです。 

 

第18回 2007年1月19日 韓国のお茶とお菓子 

 韓国人が楽しむお茶を飲みながら、今まで授業でやって

きた内容をクイズ形式に復習をしました。韓国の｢ゆず茶｣

「ドゥングレ茶」「ナツメ茶」などいろんな種類を飲んでみま
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した。これまでの授業で、写真をみるとか話を聞くだけだと

よく想像がつかなかったものもあったので、飲んだり食べ

たりする体験式の授業を行うことで、韓国の食文化も物の

理解もしやすくなってきました。 

 

第19回 2007年2月3日 韓国の昔 

 韓国の昔の風景や物を写真で見せながら、韓国の昔を

想像してみました。その写真を日本にはないけれど韓国

にはあったもの、日本にも昔はあったものと比べながら、そ

れぞれの国の人々の生活について話し合いをしました。

例えば、「竹で作られた抱き枕」は日本にはなかったけど、

韓国人は昔によく使っていた、なぜなら、暑い夏に涼しく

眠れるからであるというような「ものを見て人々の暮らしの

様子を想像してみる」形式に進めました。韓国だからこそ

あるものもあって、キムチや味噌、醤油などを保管していた

つぼを見ながら、韓国人の知恵についても話し合いをしま

した。 

 この授業の狙いは時代が変わって「韓国でも昔は使った

ものを使わなくなっているのはなぜだろうか」「今の韓国人

の生活と昔の生活が違うのはなぜだろうか」などについて

話し、日本の生活の変化についても改めて考えてみること

でした。 

 

第20回 2007年2月17日 韓国の食文化 

 韓国では食事をするときにどういうものを使っているかと

いうのを実物を見ながら手にとって触ってみながら話し合

いをしました。また、日本の食事マナーと比べながら韓国

人の食事マナーについても学びました。 

 

第21回 2007年3月3日 韓国の食べ物 

 韓国の料理でみんながよく知っているチヂミをみんなで

作って食べました。 

 

第22回 2007年3月17日 まとめ 

 全体的なすまいるスクールの雰囲気がとてもリラックスし

ている雰囲気で授業というよりも｢プレイ｣に違い感覚で行

われました。そのため、内容を軽くし、学生が一方的に伝

えるよりは児童一人ひとりの意見を聞いたり、質問に答えら

れるようにしました。大体の授業の内容が韓国語を教える

ような授業の題名にはなっていますが、韓国語を覚えるこ

とが中心ではなく、あくまでも児童と学生がコミュニケーショ

ンをとる一つの素材としての韓国語です。比較の授業が多

かったのは、最初からの狙いではなく、学生が準備してい

く授業の内容に対して、児童からの自然に出てきた「日本

の場合は～だ」「日本にもある」「日本にはないのに…」の

ような声をひろい、それに対してのコメントをしたためであり

ます。授業の内容は韓国との日本の相違点について行っ

たものが多いものの、1年間の韓国人留学生との付き合い

で何よりも韓国人と韓国について親近感を覚えることがで

きました。 

 すまいるスクールは授業の一環ではないため、児童のモ

チベーションも学校の授業とは少し違います。厳しい授業

よりは学生との会話が気楽にできたところがむしろ、児童と

学生の人間関係を形成するには効果的であったと思いま

す。 

 1時間の授業で何かを学ぶことも大事でありますが、日々

児童と学生の距離が近づいてきていることを感じられる実

践でした。 
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1-3. ボランティア支援体制の拡充 

文責:岡崎 智子（専従スタッフ） 

 

今年度の支援室の活動は、昨年度に増して精力的に、

また多岐に渡って行われた。学習支援活動では、11 月に

府中市教育委員会と覚書を交わして以来、府中市の小中

学校においても学習支援活動を行うことになり、今年度は

計 7 校で実施された。今年度のペースを考えると、来年度

も引き続き依頼が増えるのではないかと予想される。対象

児童生徒の母語は様々で、まさに本学ならではのサポー

トと言えるだろう。また、国際理解教育活動といった昨年度

の活動以外に、今年度は「多文化多言語劇」や「学生多

文化フォーラム」など学生主体の催しがいくつも企画、実

施された。内容はもちろん学生が自主的に動く姿勢こそ、

この支援室の大きな特徴でもあり、そういった学生を育て

ることが支援室スタッフの一つの任務とも言える。 

支援室での活動を通して、学生は社会における自分を

知り、様々な問題にぶつかりながらそのたびに一歩ずつ

成長している。昨年 12 月に行われた「学生多文化フォー

ラム」においては、当日まで何度もディスカッションを重ね、

多くの準備を要した。学生たちは妥協することなく、最後の

最後まで当日発表する内容について粘った。まさに社会

人にも劣らないその姿に、大学で勉強しただけでは身に

つかない何かを彼らは得たのだと、私は思った。 

本節では、支援室スタッフによる学生ボランティア支援

について、今年度の具体的な活動内容を提示し、現在あ

げられる課題をもとに、来年度の指針を立てていきたい。 

 

(1) 学生ボランティア登録者数と活動参加状況 

200７年 3 月 31 日現在の学生ボランティア登録者数およ

び活動参加状況は、表 1 の通りである。2006 年度ボランテ

ィア活動実績の詳細については、本節末の「ボランティア

活動明細」をご覧いただきたい。 

このうち、「東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～（以下、東外ネット）」の活動と「うりぬり」の活動は

学生による企画であり、その他は支援室が企画または外

部から依頼されて開始した活動である。 

支援室で活動することのメリットの一つとして、学年・専攻・

国籍を越えた人との関係を築くことができる。活動人数が

増えたこともあり、実際支援室のスペースでは手狭に感じ

ることもよくある。そのため「東外ネット」や「うりぬり」など大

人数でのミーティングは別教室で行うこともしばしばあった。

だが、そうすることで、活動しているメンバーを支援室スタ

ッフが把握できなかったり、そのグループ内の学生としか

関わりのない学生ボランティアが何人もいる、といった事態

が出てきた。人数によっては難しいかもしれないが、なる

べくミーティングを支援室で行うこと、同じ空間の中で顔を

合わせること、そのこと自体にも大きな意味があるのではな

いかと思う。 

 

(2) 学生による活動企画状況 

 支援室では、学生の自主的な企画を随時募集している。

2006 年度、支援室に申請された活動企画書（支援申請

書）は 8 件である（表 2 を参照）。申請された企画は、運営

委員会によって承認するかどうか審議される。 

 

(3) サポート内容の多様化 

学生ボランティアへのサポートと一口に言っても、活動

内容だけでなく、関わる学生の求めるものも様々で、日々

多様化している。今年度支援室スタッフが行ってきた主な

サポート内容は、表 3 の通りである。 

 

(4) 現在の課題と来年度の指針 

  各活動において、ぞれぞれ新たな課題が出てきており、

改めてその活動の意味、目的を考え、それぞれに応じた

対応が今後必要になってくるだろう。課題についての詳細

は、以下の通りである。 

 

・府中国際交流サロンにおいて、これまでの児童生徒の

日本語能力は極めて高く、サロンでの活動は日本語指

導ではなく教科指導をとっていた。ただ、最近になって、

日本に来てまだ間もない児童生徒が増え、学生も始め

ての対応に試行錯誤している。またサロンで催される

「お楽しみ会」などで、日本語の話せる児童生徒と、話
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せない児童生徒との交流がなかなかうまくいかないこと

も課題のひとつである。今後は、例えば「お楽しみ会」で

言葉を必要としないゲームで交流をはかったり、生徒同

士を結び付けるような工夫が必要になってくるだろう。 

 

・府中市の学習支援ボランティアに関しては、11 月に覚

書を交わし 12 月から活動が始まったところで、様々な面

で手探りの段階である。学生たちのほとんどが、日本語

指導に関しての知識や経験がなく、児童生徒からの質

問（例：助詞がなぜ必要か、など）に答えられないといっ

たこともあった。学生たちは個別に活動していることもあ

り、お互いにそれぞれの疑問や課題を共有できればと

いうことで、3月に学生を集めて意見交換会を行ったとこ

ろ、これが非常に意義のあるものになった。今後は定期

的に意見交換会を行うことと、この活動を行っている学

生のメーリングリストをもっと利用し、メーリングリスト上で

も意見交換をできるようにする予定である。また、教員と

の連携もまだ開拓の余地が大いにあるので、今後の課

題として取り組んでいきたい。 

 

 

 

・国際理解教育では、依然として学校との事前打ち合わ

せが不足しているという声をよく聞く。外大と学校との距

離といった立地上の問題もあるが、できるだけ直接教員

と学生が議論できるような場面を今後設定していきたい。

また、授業案を作るにあたって、実践する学年、クラスの

様子を事前に知ることは不可欠であるので、そのあたり

も今後教員との連携が重要となるだろう。 

 

・活動全般に関するものとして、支援室に登録したもの

のまだ一度も活動をしていない学生もかなりいるのが

現状である。活動している学生に話を聞くと、そのほと

んどが最初支援室に足を踏み入れるのに勇気がいっ

たと言う。活動している学生同士の親密な関係が出来

上がっている中で、どうやってその中に一人飛び込ん

でいくか。そういった現状を認識し、スタッフ含め活動

している学生たちも、うまく活動に誘導できるようなアク

ションをとっていく必要があると思う。物理的な対策とし

て、支援室の扉をガラス扉に付け替えたが、そういった

こともアクションの一歩になったのではないだろうか。 
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表 1  学生ボランティア登録者数および活動参加状況（2007 年 3 月 31 日現在） 

(1) 学生ボランティア登録者数 381 名

(2) 活動参加者数 260 名

① 府中国際交流サロンにおける学習支援   30 名

② 小金井市立小金井第一小学校における学習支援   1 名

③ 
府中市教育委員会から依頼のあった学校におけ

る学習支援 
  8 名

④ 川崎市立東柿生小学校における国際理解教育   23 名

⑤ 川崎市立土橋小学校における国際理解教育   8 名

⑥ 川崎市立宮前平中学校における国際理解教育   7 名

⑦ 府中市立府中第七中学校における国際理解教育   14 名

⑧ 府中市立小柳小学校における国際理解教育   23 名

⑨ 新宿区立大久保小学校における国際理解教育   3 名

⑩ 狛江市立狛江第一小学校における国際理解教育   13 名

⑪ 三島市立東小学校における国際理解教育   10 名

⑫ 
学生多文化フォーラム・プレフォーラムにおける 

実行委員及びサポート 
  29 名

学習支援に関する調査研究 （14 名）

国際理解教育班 （13 名）（活動内容） 

フォーラム当日のサポート （2 名）

⑬ 
東京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos

～の活動 
  29 名

新宿区立大久保小学校におけ

る学習支援 
（3 名）

大泉日系ブラジル青少年フェス

ティバル参加 
（14 名）

フェスタジュニーナ（横浜市立潮

田小学校）参加 
（10 名）

（活動内容） 

川崎市立殿町小学校における

通信簿翻訳 
（29 名）

⑭ うりぬりの活動   48 名

（活動内容） 

品川区立杜松小学校「すまいる

スクール」における国際理解 

教育 

（5 名）

（内訳） 

  

⑮ 多文化多言語劇   14 名
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表 2 申請された学生企画の概要（2006 年度）

  1 2 3 4 

申請日 06.4.20 06.5.11 06.5.23 06.6.18 

申請者 金智恩 石井まり 鈴木啓之 向井香純 

専攻 

学年 

日本語 

3 年 

ポルトガル語 

2 年 

アラビア語 

1 年 

ポルトガル語 

2 年 

活動の名称 
「すまいるスクー

ル」韓国講座 
学習支援活動 多文化多言語劇 フェスタジュニーナ

団体名 うりぬり 
東外ネット 

（注 1） 
多文化多言語劇 東外ネット 

概要 

 

品川区立杜松小学

校学童保育「すまい

るスクール」で、韓国

の文化から韓国語ま

で、韓国の全般的な

ことを紹介する。（第

一,第三土曜日） 

 

新宿区立大久保小

学校にて、ブラジル

から来た児童に学習

支援を行う。（毎週

火,木曜日） 

 

外語祭もしくはその

後のフォーラムなど

で劇を演じる。語劇

を通して、地域社会

における多文化交流

の際に起こった問題

を伝え、スムーズな

交流のための情報を

提供する。また、多く

の言語を劇中に用

い、語学のおもしろさ

を伝える。 

 

横浜市鶴見区の潮

田小学校で、ＩＡＰＥ

（外国人児童生徒保

護者交流会）や在日

ブラジル人児童生徒

の保護者が中心とな

って催されるフェスタ

ジュニーナに参加し、

開催や運営の手伝

いをする。 

支援 

要求額（円） 

1,500/回 

×2 名  

920/回 

×参加者数 
特になし 17,200 

使途 
学生交通費 

教材のコピー 
学生交通費 

文具類 

資料のコピー 
学生交通費 

審査 

合否 
○ ○ ○ ○ 

実施 ○ ○ ○ ○ 

（注 1）「東京外大在日外国人ネットワーク～Amigos～」を指す。 
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  5 6 7 8 9 

申請日 06.6.27 06.9.15 06.9.22 06.11.10 06.12.01 

申請者 飛田美由紀 中村未央 石井まり 秋田祐実 徐康源 

専攻 

学年 

ロシア語 

4 年 

ポルトガル語 

4 年 

ポルトガル語 

2 年 

ポルトガル語 

2 年 

日本語 

2 年 

活動の名

称 

ＪＯＣＡスキルア

ップセミナーの

会 

日本通訳学会 

第七回年次大会

第五回ブラジル

青少年フェスティ

バル 

外語祭「巨大す

ごろく」 
異文化理解講座

団体名 個人 東外ネット 東外ネット 東外ネット うりぬり 

概要 

 

ＪＯＣＡの「地球

生活体験学習ス

キルアップセミナ

ー」に参加する。

職員のアドバイ

スを得たり、Ｏ

Ｇ・ＯＢの方と意

見交換したり、ま

た実際に生徒の

立場になって講

義を受けたりし、

これらを支援室

での活動に生か

す。 

 

9 月 23 日に本学

で開催される日

本通訳学会第七

回年次大会で、

東外ネット～

Amigos～の外国

人児童への学習

支援における取

組みについて発

表する。 

 

10 月 8 日に大泉

で開催される第

五回ブラジル青

少年フェスティバ

ルに参加する。

今回は、日本語

のおもしろさを知

ってもらうため

に、劇とクイズを

交えた出し物を

行う。 

 

Amigos として外

語祭に企画参加

し、その中で、来

場者にブラジル

移民の歴史およ

び Amigos の活

動を紹介する。 

 

以下の内容で、

異文化に関する

プレゼンテーショ

ンを行う。①韓

国と日本の食文

化②韓国と日本

の地下鉄③韓国

と日本の家族 

支援 

要求額

（円） 

500/回 

×参加者数 
特になし 

3,380 

×参加者数 
特になし 特になし 

使途 参加費 
教室・機材 

活動報告書 

学生交通費 

文具類 
機材・文具類 教室・機材 

審査 

合否 
× ○ ○ ○ ○ 

実施 ○ ○ ○ ○ ○ 
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表 3 スタッフによる主なサポート内容 

1 学生ボランティア登録者及び各活動グループの名簿管理 

2 ボランティア活動参加者の把握・記録 

3 物品購入や交通費支給のための手続き 

4 傷害保険加入の周知と確認 

5 学生用各種メーリングリストの管理と情報提供 

＜全般＞ 

6 学生専用書架・パソコン等、支援室利用のための整備と管理 

7 派遣先団体との定期的なミーティング・保護者面談 

8 派遣先団体とトラブルが発生したときの対応 

9 学生ボランティアと児童生徒とのマッチング（コーディネート） 
＜対派遣先団体＞ 

10 関連する研究会・会議・講演会等への出席と報告 

11 
個別テーマ（「学習支援」・「国際理解教育」など）について、活動内容や

教案作成に関するアドバイスと実施の手助け 

12 
学生コーディネーターに対する活動推進に関するアドバイスと実施の 

手助け 

13 学生ボランティアからのボランティア活動に関する相談の受付と対応 

＜対学生ボランティア＞

14 
企画申請者に対するアドバイスと手助け（企画書の作成、立ち上げまで

の作業や外部との交渉など） 
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2. 教育・研修 

 

2-1. 教育研修プログラム「2006 年度夏季多

言語多文化共生学講座」 

 

(1) 授業概要 

 

講義名：オリエンテーション  

講師：河路 由佳 

多言語・多文化が同じ空間で豊かに響きあって暮らせ

る社会環境を如何に実現してゆくか、は、現代日本社会

の大きな課題です。 

中でも日本語を母語としない子どもたち（以下、JSL 児

童・生徒）のための学習支援は最も深刻な問題のひとつで

すが、これまでの様々な実践、研究の成果から、最近特に

注目されているのは、JSL 児童・生徒の学習支援の上で、

彼らの母語を尊重し、育てることの重要さです。本プログラ

ムは、社会の要望に応えるべく、子どもたちの母語にあた

る言語を用いた学習支援ボランティアに必要な知識、技

能を養うことを趣旨としています。 

オリエンテーションでは、まずその趣旨への理解を深め

てもらい、本プログラムを通して学ぶべき目的意識を確か

なものにしてもらおうと思います。 

ボランティアのための「やさしい日本語」についても問題

提起をし、とりくみの現状をご紹介する予定です。 

 読んでおいてもらいたい本： 

宮島喬・太田晴雄編（2005） 

『外国人の子どもと日本の教育――不就学問題と多文

化共生の課題』東京大学出版会 

 

講義名：日本の小学校の教科教育 

講師：矢崎 満夫 

日本の小学校における教科教育を JSL 児童（日本語指

導が必要な児童）に対して行う場合、指導者はどのような

点に配慮していくといいのだろうか。算数と国語の教科内

容を中心に実際に教材を検討しながら、教える立場にな

ったときに役立つと思われる具体的な対処の方法につい

て、受講生とともに考えていきたい。 

 

講義名：多文化コミュニティを理解するために 

講師：田村 太郎 

日本で暮らす外国人は年々増え続けています。とりわ

け地域によっては新入生の 1/4 が外国人児童という小学

校も出現するなど、子どもを取り巻く環境は急速に「多文

化」化しています。本講義では、外国人住民の現状と今後

の課題について、各地の事例を取り混ぜながら紹介しま

す。また教室で起きているさまざまな出来事をケーススタ

ディとしてとりあげ、演習を通して今後の多文化社会にお

ける学校のあり方や、ボランティアの役割についても考え

ます。この講義を通して、日本における外国人住民の現状

への理解を深め、今後外大生に求められる役割について

考えるきっかけをつかんでもらうことを期待します。 

 

講義名：第二言語習得 

講師：海野 多枝 

この講義では、外国人児童生徒が避けて通れない第二

言語としての日本語習得を支援する上で必要となる第二

言語習得理論の基礎を扱う。まず、学習者の日本語習得

の問題を、第二言語能力の発達過程という観点から捉え、

第二言語学習者の言語能力の特性について様々な観点

から考察する。その上で、第二言語習得環境で学ぶ学習

者の言語発達過程の特徴について、学習者言語データ

の具体例を交えて紹介する。また、これに関与する学習者

の内的メカニズムと環境要因の影響関係についても時間

の許す限り論じたい。 

これらの議論を踏まえて、外国人児童生徒の日本語習

得を支援する際に考慮すべき点について考察を加えるの

がねらいである。 
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講義名：バイリンガリズム 

講師：伊東 祐郎 

来日した子どもたちは 1～2 年もすれば流暢な日本語を

話すようになるが、その流暢さは必ずしも学力と結びつい

たものではない。学習言語力の習得には 5～7 年かかると

言われている。成人学習者の場合は、既に母語が確立し、

認知能力も高いレベルにあるが、児童生徒の場合は、第

一言語が発達段階にあるため、メタ認知力も成人ほど発

達していない。外国人児童生徒への学習支援においては、

成人とは異なった観点から取り組まなければならない。バ

イリンガリズムを概観し、有効な学習支援のための手がか

りを探ってみたい。 

 

講義名：子どものための日本語指導（1）-初期指導のた

めのカリキュラムガイドラインと日本語文法を概観する－ 

講師：柏崎 雅世 

外国人児童生徒のための日本語指導においては、ま

ずはじめは、生活言語を習得する段階の初期指導が考え

られる。この段階の指導のための指針として「カリキュラム

ガイドライン」が作成されている。このガイドラインで提示さ

れているシラバスを検討するとともに、その文法構造シラ

バスの全体像を把握するために、日本語教育における文

法体系を、国語教育の知識と対照させながら概観する。 

参考文献： 

東京外国語大学留学生日本語教育センター編集（1998）

『外国人児童生徒のための日本語指導第 1 分冊－カリキ

ュラム・ガイドラインと評価－』ぎょうせい 

吉川武時（1989）『日本語文法入門』アルク 

 

講義名：子どものための日本語指導（2）-学習日本語の

指導- 

講師：小林 幸江 

講義では以下の 2 点について取り上げる。 

1.日本語指導の必要な子どもたちに、日本語の何をどの

ように指導するかについて。  

この中で、子供向け教材の代表的なものを紹介する。 

2.習得に時間がかかる学習日本語の実態、および学習日

本語の何をどのように学ぶかについて。 

科研での調査・研究の成果を踏まえ、具体的な事例を

あげながら話を進めていく。 

参考書・教材： 

「教科学習につながる外国人児童用日本語教材および

教授法の開発」 平成 14－17 年度 科学研究費補助金 

基盤研究（C）（2） 

研究報告書(研究代表者・横田淳子) 2006・3 

 

講義名：子どものための日本語指導（3）―コミュニケーシ

ョンゲームを使った指導法- 

講師：藤森 弘子 

本演習では、年少者が楽しく学べるようゲームを使って、

日本語文型や表現の練習や定着をはかる指導法の説明

および実践を行う。★文型例）N１はN2です／NはP（位置

詞）にあります・います／T（時間）+P（場所）で N をV ました

／どんな N ですか／つぎに何をしますか＜V て形＞／こ

れは何だと思いますか ★活動例）ジェスチャーゲーム／

動物あてゲーム／クイズグランプリ／カードゲーム（助数

詞・形容詞・動詞）など 

参考図書： 

藤森他『日本語コミュニケーションゲーム 80』（ジャパンタイ

ムズ出版 1995） 

足立他『絵で導入・絵で練習』（凡人社 2004) 

春原他『にほんご宝船―いっしょに作る活動集―』（アスク

語学事業部 2004) 

 

講義名：国際化の進行と日本社会（科目名：日本の社会

と文化）―農村における国際結婚を中心に― 

講師：野本 京子 

1980 年代後半から「ニューカマー」とよばれる人々が急

増していきますが、まずそれは外国人労働者問題としてた

ちあらわれました。現在は定住化が進み、外国人市民とし

て生活する個人・家族が増えているのは、皆さん周知のこ

とと思います。ここでは、まずその背景や事情について理

解していただきたいと思います。 

具体的に取り上げたいのは、日本における国際結婚の

動向です。とりわけ 1980 年代後半に社会問題となった日

本の農村地帯への「アジアからの花嫁」問題とその後につ
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いてです。結婚とはきわめて個人的な行為ですが、それ

が社会問題となった背景には、どのような状況があったの

でしょうか。日本の農村の現状も視点に入れながら考えて

いきます。 

 

講義名：対人コミュニケーション 

講師：宮城 徹 

外国人児童生徒の学習支援ボランティア活動では、当

然のことながら色々な人たちとのコミュニケーションがその

活動の中心となります。みなさんの能力やスキルを最大限

に発揮できるような対人関係の作り方についてアクティビ

ティを通じて学んでいきましょう。 

 

講義名：まとめ 

講師：河路 由佳 

全 5 日間のプログラムで学んだことについて、アンケート

の記入などを通して確認し、学習の定着を図ります。でき

たら、それぞれの成果を受講者全体で交換、共有し、今

後、それをどのようにそれぞれが生かしてゆくか、考えても

らいたいと思います。 

 その後、修了証の授与、支援室で行っている学習支援

ボランティア活動の紹介を行なう予定です。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語 

英語（中級以上）A アリソン・メアリー・スチュワート 

英語（中級以上）B 宮原万寿子 

アラビア語（初級） エル・カワーウィシュ・ハナン・ラウィ 

ーク・モハンマド 

カンボジア語（初級） 岡田ウンサー・マロム 

中国語（初級） 王 亮 

スペイン語（初級） フランシスコ ホセ バレラ ロドリゲス 

ポルトガル語（初級） ロドリゴ・ケンジ・ヤマシタ 

フランス語（初級） フランソワ・ルーセル 

朝鮮語（初級） 申悠琳 

 

外国から新しくやってきて日本で暮らす外国人の方は

年々増えています。それにともなって日本語を母語としな

い子どもたちの教育が、大きな問題になっています。子ど

もたちが、どこにいても健やかに成長できるように教育の

機会を提供してゆくべきであることは、「子どもの権利条

約」などでも定められています。また、多様な文化背景をも

つ子どもたちがそれを魅力的な個性としてもつ豊かな人

材に育ってゆくことは、未来の地球社会にとっても望まし

いことです。 

しかしながら、今まで日本語を母語とする子どもたちば

かりを対象として考えられてきた日本の小中学校での教育

においては、日本語以外の言語を母語とする子どもたち

が、学びはぐれてしまう現実も多く報告されています。日本

語以外の言語が話せるということが生かされず、「ことばの

できない子ども」とみなされることの問題も指摘されています。 

子どもたちの母語は発展途上で、小学校、中学校で学

ぶことがらや考え方を母語で話す力を持ちませんが、理想

的には、日本語とともに母語も年齢相応に伸ばすことがで

きることが、子どもの十全な発達のために望ましいといわ

れています。子どもたちがその父母や祖父母と自由に会

話できる力を保障してゆくことも大切です。 

子どもたちの多くは親の都合で来日し、いつまた親の都

合で日本を離れるかわからない状況にあり、日本語指導

だけでは十分ではないのです。 

本プログラムの外国語の授業は、こうした状況をふまえ

て実施されます。 

受講者のみなさんの希望で外国語のクラスを設定したと

ころ、今回は、英語、アラビア語、カンボジア語、中国語、

ポルトガル語、スペイン語、フランス語、朝鮮語のクラスを

開講できるはこびとなりました。 

みなさんが子どもたちの母語を用いての学習支援がで

きるようになることを想定し、今回は、小学校で学ぶ算数

（特に小学校 3、4 年生）をとりあげることとしました。 

4 日間で扱える内容は限られていますが、講師は、それ

ぞれの言語の使われる地域の教育事情などにも明るい方

ですから、言語以外の事情も学べるはずです。子どもたち

の母語による学習支援について、有用な知識をいろいろ

と学んでください。 

外国語のクラスは、原則として学生の専攻語である言語

の初級レベルのクラスと、中上級レベルの英語クラスに分

かれています。 
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初級は、その言語を専攻語とする 1 年生が主たる対象

です。4 月から学び始めた新しい言語ですが、今後その言

語の専門家に育ってゆくことが期待されている学生たちで

す。基本的な知識を補いながら、「算数」の単語や言い方

を学びます。 

英語のクラスは、中上級となります。対象学生は、言語

学習の基礎は終えていますが、小学校の「算数」を学ぶ機

会はなかったものと考えられます。今回の授業では「算数」

で学ぶ基本的な単語や言い方に慣れ、「算数」をその言

語で説明することを学びます。 

子どもたちは、ボランティアの学生が自分の母語を少し

でも話せると、とても心強く思うようです。数字や＋、－、×、

÷などの読み方などの基本から初めて、小学校での子ど

もたちとの日常会話も視野に入れ、言語の基礎を学びます。                     

（河路 由香） 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 英語 A 

講師：アリソン・メアリー・スチュワート 

Because of the relatively high level of mathematics in 

Japanese elementary schools, priority is given to math 

instruction. 

MONDAY: 

Arithmetic, addition, subtraction, multiplication, division 

TUESDAY: 

Fractions, percentages, time, money 

WEDNESDAY: 

 Geometry, circumference, area, angles 

THURSDAY: 

Collecting and presenting data: graphs, charts. Problem 

solving (math) Problem solving (daily school life) 

Students will be given handouts of useful vocabulary and 

models of explanations (spoken and written). There will be 

lots of opportunity to practice explaining problems in 

English both in pairs and at the blackboard. 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 英語 B 

講師：宮原万寿子 

I. Aims and Purposes of the Four -Day Program 

The four-day program provides the basic English 

language necessary to explain arithmetic skills covered in 

the 9th and 10th grade math textbooks in Japan. Activities 

and games with numbers that help motivate young learners 

will also be introduced. The course is hands-on, and 

participants will be expected to present a mock lesson on 

the last day of the program. 

II. Topics for the Four-Day Program 

(subject to slight changes) 

DAY ONE: “Mostly Numbers!!! (Part I)” 

1. Numbers and the Number System  

2. Calculations: Addition, Subtraction, Multiplication   

and Division 

3. Multiples and Factors 

4. Prime Numbers / Odd, Even, Square and Cube Numbers 

DAY TWO:  

A. “Mostly Numbers !!! (Part II)” 

1. Fractions 

2. Decimals 

3. Ratio and Percentages 

4. Roots 

5. Rounding Off, Estimating, Approximating 

B. “Angles and Shapes ??!!”  

1. Angles (using rulers, protractors)  

2. Various Shapes (circles, squares, rectangles, etc) 

3. Perimeters, Areas, Volumes 

4. Solids, Nets and Projections  

5. Polygons 

6. Symmetry 

DAY THREE: 

A. Measurements (weight, length, capacity, conversions) 

B. Handling Data (bar charts, pie charts, line graphs, 

tables) 

C. Probability 

DAY FOUR: 

A. Problem Solving 

B. Presentation 
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講義名：学習ボランテイアのための外国語 アラビア語 

講師：エル・カワーウィシュ・ハナン・ラウィーク・モハンマド 

予定されている日程が、ちょうどラマダン（断食月）の初

めに当たるので、アラビア語の授業時間は、9 月 30 日

（土）と 10 月 1 日（日）の朝 10：00 からに振り替えて実施し

ます。受講者はこの日時にアラビア語の研究室に来てくだ

さい。両日、2 コマ分ずつ、授業をします。 

アラビア語で書かれた算数の教科書を見てもらい、アラ

ビア語での算数の学習について学びましょう。また、日本

で生活するアラビア語圏の子どもたちは、イスラム文化を

背景に持つ子どもたちが多く、文化の面で苦労することが

多いようです。文化の面での問題点や支援のための知識

なども、とりあげる予定です。 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 カンボジア語 

講師：岡田ウンサー・マロム 

受講生が将来カンボジアの小学生を指導するために必

要なカンボジア語の基礎力を養うことを目的とする。教材と

して、カンボジアの小学校で使用されている算数の教科

書及び講師が作成したプリントを利用する。日本の小学校

で学ぶ算数について、整数の四則計算を中心に、算数の

記号の呼び方、掛け算の暗誦の方法等を学ぶ。同時に、

小学生との会話を想定し、円滑なコミュニケーションのた

めに必要な語彙や表現を学ぶ。また、指導対象となる小

学生が、日本の小学校で困っていることを推測できるよう

に、カンボジアの小学校の学校設備、カリキュラム、教科

書、時間割などの事情や、都市部・農村部それぞれの小

学生がどのような生活を送っているかについても適宜解説

する 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 中国語 

講師：王 亮 

授業紹介： 

日本と中国の間には「世界一」の「近いようで遠い」文化

があると思います。そういった両国文化の違いを完全に理

解することは大変難しいが、しかし、その一側面である「小

学生の算数」から、なるべく皆様に日中文化の相違点や

共通点を紹介し、理解していただきたいです。 

内容： 

「小学生の算数」という大きいタイトルの基で、中国の小

学校で使う算数の用語を学んでいただきます。その上、中

国の小学校算数についての教わるシステムややり方を体

験していただきます。授業進行と共に、皆様が関心のある

中国の小学校事情や中国小学生の考え方などにも質疑

応答の形（ご要望があれば講義でも可）で紹介します。 

目的： 

短い期間でなるべく多くのことを皆様に体験していただ

きたいと思います。文化というものは「勉強」によって理解

するより、身を投じて馴染むのがもっと大切で効果があると

思います。まして異国の文化を理解することは尚更だと思

います。したがって、今回の「授業」を通じて、皆様は中国

の文化をより多く理解できることに目的を置く所存であります。 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 スペイン語 

講師：フランシスコ・ジョゼ・バレーラ・ロドリゲズ 

スペイン語を母国語とする子ども達を対象に、「算数」を

教えるために必要な「基本的な専門用語」や、「学習支援

に役立つ表現」を学習します。講座では、日本で使用され

ている小学 3･4 年生向けの算数の教科書を教材に、具体

的な例題を挙げながら実際に声に出して、「説明する事」

に挑戦します。1 日目は、「基本的な専門用語」と「整数の

しくみ」を身につけ、「足算・引算・掛算・割算」へ展開しま

す。2 日目は「分数」や「小数」などの表し方、3 日目には

「重さ」「広さ」等の物の単位を、最終日には「復習とまと

め」を行い、子ども達への学習支援に役立てられるよう、応

用的な活用を学びます。 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 ポルトガル語 

講師：ロドリゴ・ケンジ・ヤマシタ 

この講義では受講者が少ないため、できるだけ学生た

ちに多く話してもらいたい。ポルトガル語での数学用語の

言い方にとどまらず、数学の問題解答を正しいポルトガル

語で説明できることを一番の目標とする。小学校 3、4 年レ

ベルのポルトガル語で書いた問題のプリントを配って、最

初に必要な用語の言い方を教えてから、皆さんに解答を

説明してもらう。この流れで皆さんのポルトガル語を補いな
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がら数学用語を身につけることがねらいである。プラスア

ルファとして、ブラジルの新聞記事から現在のブラジルの

教育や社会全体の状況を分析する。ただし、新聞を読む

自信がない学生は心配する必要はない。 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 フランス語 

講師：フランソワ・ルーセル 

Nous étudierons ensemble comment transmettre en 

langue française certains éléments du programme de 

mathématiques de l’école japonaise : les surfaces, les 

volumes, les graphiques et tableaux, l’utilisation de « □ », 

etc. (vous pouvez aussi m’indiquer vos souhaits par 

courriel : roussel@tufs.ac.jp). Un mini-test d’application 

est prévu en fin de session. 

 

講義名：学習ボランテイアのための外国語 朝鮮語 

講師：申 悠琳 

본 수업에서는 산수를 중심으로 학생들의 

벌런티어 활동에 있어 필요한 어휘와 표현 의사소통 

능력의 함양을 그 목적으로 한다. 한정된 기간에 

효율적 습득을 위하여 매회의 과제물들과 더불어 

학생들에게는 예습과 복습을 한 후 수업에 임하기를 

바란다. 수업에서는 독해뿐만 아니라 소수 인원의 

장점을 살려 구두연습과 질의에 답하기 등 실전에 

필요한 부분들을 중시하여 연습해나가기로 한다. 

 

 

(2) 時間割 

 

 1 （10：00-11：00） 2 （11：10-12：10） 3 （13：10-14：10） 4 （14：20-15：50）

9/25（月） 
オリエンテーション 

（河路） 

日本の小学校の教科教育

（矢崎） 

日本の小学校の教科教育 

（矢崎） 

9/26（火） 

多文化コミュニティを 

理解するために 

（田村） 

多文化コミュニティを 

理解するために 

（田村） 

多文化コミュニティを 

理解するために 

（田村） 

9/27（水） 
第二言語習得 

（海野） 

バイリンガリズム 

（伊東） 

子どものための日本語指導 

（柏崎） 

9/28（木） 
国際化の進行と日本社会 

（野本） 

国際化の進行と日本社会

（野本） 

子どものための日本語指導 

（小林） 

ボランティアの 

ための外国語 

 

9/29（金） 
対人コミュニケーション 

（宮城） 

対人コミュニケーション 

（宮城） 

子どものための日本語指導 

（藤森） 

まとめ 

（河路） 

 

(教室) 

ボランティアのための外国語以外の授業…104 

ボランティアのための外国語 英語 A…220（アリソン・メアリー・スチュワート） 

                   英語 B…222（宮原万寿子） 

                   中国語…208（王亮） 

                   アラビア語…813（ハナン）※9/30 10/1 10:00～に変更 

                   カンボジア語…308（岡田ウンサー・マロム） 

                   スペイン語…309（フランシスコ・ホセ・バレラ・ロドリゲス） 

                   ポルトガル語…310（ロドリゴ・ケンジ・ヤマシタ） 

                   朝鮮語…311（申悠琳） 

                   フランス語…312（フランソワ・ルーセル） 
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(3) 学びの記録 

 
第 1 日目 1 時間目 オリエンテーション 

講師 河路 由佳 

 

外国語学部日本語専攻 3 年 掛本 繭子 

JSLという言葉を初めて知った。今までは、うまく表せず困

っていた。私もJSL児童に日本語を指導する際、日本語が

話せることに安心し、母語への配慮をしていなかった。し

かし、授業後試しに児童へ母語を交えての指導を実践し

てみた。すると、今まで児童がわかっているふりをしていた

言葉が見つかったり、児童も母語を交えて会話することで

意志の疎通が容易になったりと効果が見られた。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 1 年 山田 大成 

今回は JSL 児童･学生のことや、母語を保つことの大切

さ、やさしい日本語の重要さについて簡単ではあったが学

ぶことができてとても有意義だった。特にやさしい日本語

についてはこれから JSL 児童･学生またそれ以外の日本で

暮らしている外国人と接していく上で、ぜひしっかりと学ん

で身に付けたいと思った。これからの 5 日間でどのようなこ

とを学んでいくのかが大体つかめたという点でいいオリエ

ンテーションだった。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 丸田 友紀 

言語喪失、セミリンガルなど、JSL 児童の子ども達に関

わる問題の深刻さに改めて気づきました。JSL の子ども達

をサポートして日本の国内に豊かな多言語･多文化社会

を築いていくことの重要性を感じました。この授業ではじめ

て「やさしい日本語」のことを知りました。外国人に対して

はとにかく英語と決めつけてしまいがちだと思いますが、

日本にいる外国人たちにとってやさしい日本語で情報を伝

えることが、これからのことを考えても有効だとわかりました。 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 加藤 芽実 

私は日本語教師という職業に興味があるので、その知

識を得るためという漠然とした気持ちでこの講座の受講を

決めたが、オリエンテーションでより明確な趣旨･目的とそ

の深さを実感した。 

JSL 児童・生徒のための母語･日本語双方による学習支

援は、その子ども自身のためのみならず、多言語多文化

が進むこれからの社会で日本が言語的文化的に豊かにな

るための第一歩である。また、子どもたちが母語言語を喪

失したり、セミリンガルになること、又、言語習得の不完全

さによる精神的不安に陥ることを防ぐ助けをするために、

日本にある最も多言語多文化な東京外国語大学に属す

る私たちにできることは、大いにあるだろう。その一員とし

ての自覚を持ってこの講座に臨みたい。 

 

研究生 モンコンチャイ アッカラチャイ 

JSL 児童という用語は初めて本当の意味･概念がわかる

ようになりました。そして、今現在彼らに関する問題なども

前より具体的に理解できるようになりました。 

本プログラムを通して JSL 児童生徒に自分は何かできる

か（助けられるか）を学んでいきたいと思います。 

 

第 1 日目 2・3 時間目 日本の小学校の教科教育 

講師：矢崎 満夫 

 

外国語学部朝鮮語専攻 1 年 有銘 佑理 

久しぶりに小学校の教科書を開いてみて、国語の教科

書の内容には日本語という言葉だけでなく、日本文化の

色も強い部分があるなと感じました。 

私たちのとった国語の教科書に「“ふゆ”から思いうかぶ

ものは？」という内容がありました。お年玉やたこあげ、こた

つなど日本独特の文化を挙げていて、JSL 児童にはひと

つひとつ説明や実際の経験が必要だと思いました。また、

「さむい、つめたい、ゆきがっせん」なども挙がっていました

が、ここで「常夏の島の子はまず冬を知らないかもね」とい

うグループメンバーや矢崎先生からの指摘もありました。そ

の時、本当に多言語だけでなく、多文化の難しさを知りま

した。 

自分が当たり前だと思っていて、そうではないことに気

づくのはとても難しいことですが、JSL 児童･生徒がクラスに

一人いることでその部分に気づくというポジティブな面があ

るということに気がつきました。 
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外国語学部英語専攻 1 年 渡辺 美香 

児童が楽しみながら学べるような工夫やアイデアがたく

さんあって、魅力的な授業だと思った。もし私が小学生だ

ったら、絶対に矢崎先生の授業を受けてみたい！と思うと

思う。やはり何をするにしても、第一に、児童･生徒のことを

思うということが大事なのではないかと思った。 

最後に実際に矢崎先生がモンゴル出身の児童に教え

ているビデオを見て、日本語を母語としない児童･生徒に

教えるのは、頭で考えるよりも数倍難しいのだということに

気づいた。私たち日本人にとっては感覚でわかってしまう

ことも、JSL 児童･生徒にはわからないため、一から教えて

いかねばならない。どうしたら彼らに理解してもらえるか、

教育者側は常に彼らの視点に立って考えていかねばなら

ないと思った。 

 

外国語学部英語専攻 1 年 安藤 さゆり 

矢崎先生からは日本の小学校における教科教育につ

いて講義を聞きました。矢崎先生の学習メソッドはおもしろ

いものばかりでした。相手が小学生というだけあって、カー

ドを作って漢字を覚えさせたり、ゲーム形式で競わせたり、

児童を飽きさせない工夫が盛りだくさんで感心させられま

した。学習内容が充実しているだけでなく、ビジュアル的

にも楽しい教材でなければならないことを学びました。 

また、外国人児童にだけ意識を集中させるのではなく、

クラスの生徒と仲良くなって、日本語学習に巻き込んでい

く、ということもなるほどと感心しました。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 田村 かすみ 

JSL 児童･生徒たちが学校での勉強をスムーズに理解

できるためには、教える側にも工夫が必要であるということ

を実感した。また、わかりやすさだけでなく、カードゲーム

などの遊びなどを通して、子どもが楽しんで学べる工夫も

大切だと思った。 

JSL 児童･生徒の指導は、時間･手間がかかり、学校で

は十分に補えない部分もあると思うので、私たちボランティ

アが一人一人の子どもに向き合って、きちんとした理解を

うながせるように頑張らなくては、と改めて思った。 

 

外国語学部ポルトガル専攻 1 年 河野 千早穂 

まずこの授業で感じたのは、自分が相手の立場に立っ

てみることの重要性だった。教えることばかりに考えがいっ

てしまい、相手に理解してもらうことを求めがちだったが、

もし自分が慣れない言語だけで授業を受けることを考える

と強く要求しすぎるのはよくないと思った。相手のペースで

やることを心がけたい。（中略） 

日本語の授業よりも教科内容も理解を優先する。 

ビデオを見ていて、相手は子どもなのでただ教えるだけ

ではいけないと感じた。集中力が切れたり話しを聞かなか

ったりすることもあるだろうし、ひきつける工夫が必要。自

分の思い通りにばかりいかないことも認識しなくてはいけ

ない。 

 

第2日目 1・2・3時間目 多文化コミュニティを理解するために 

講師：田村 太郎 

 

外国語学部カンボジア専攻 1 年 野 衣久美 

グループワークでの問題には、深く考えさせられた。私

たちの意識の中に当たり前のようにステレオタイプが染み

付いていると思うと、何だかこわくなった。 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 本山 綾乃 

現場で起きている出来事をケーススタディとしてとりあげ、

「課題」「理想の姿」「ボランティア（外大生）として具体的に

できること」を議論した。とてもいい経験になった。 

また皆の発表を聞いて、すごく刺激を受けた。それらの

ケーススタディを吟味してみて、学校側（受け入れる側）の

事前の準備がかなり不足していることを知った。また、これ

らの事前の準備がとても重要だとわかったし、ボランティア

の大切さに気づいた。外大生のようなボランティアを欲して

いる児童･生徒が多くいることがわかったので、これから積

極的にボランティアに参加しようという意識をもてたし、とて

も楽しい授業を受けられたと思う。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 重廣 里織 

田村さん自身の経験をより実感しやすく“人の移動”とい

うものが誰のせいでもなく、生きていくために起こる自然な
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現象だということがわかった。 

また、多文化共生と教室をめぐるケーススタディでは、

JSL 児童の抱える問題をいくつかの事例をもとに考え、課

題・理想の姿・そしてそれに近づくための具体的な活動を

はっきりさせ、3 つのバランスをとることが大切だと知った。 

現場の先生としてできることと私たち外大生にしかでき

ないこととの違いもあることを知り、自分が外大生である誇

りと使命を感じた。ただ、JSL 児童の抱える問題の中に、教

える側･ボランティア側の“JSL は日本と○○国の架け橋に

なりたいはず”といったステレオタイプにより、苦しむケース

があることは少しはっとさせられ、覚えておきたいと思っ

た。 

 

外国語学部フランス語専攻 1 年 谷 あゆみ 

多文化共生の基本的な概念と、移民が増えている原因

がわかった。ケーススタディでは、いろいろな意見が聞け

て勉強になった。「Hidden Curriculum」というのは、初めて

聞く言語だったが、まったくその通りだと思った。さまざまな

人種･文化･背景の人がいて当たり前という環境を作ること

が大切。 

日本のテレビは、アメリカやカナダのような規定はないけ

れど、もっと多文化化に配慮した番組作りをしてほしい。

「こんび太郎」の話も出たが、お笑いなどの中には、外国

人をばかにしたようなものもあるので、子ども達に悪いイメ

ージを抱かせてしまうのではないかと思う。 

ボランティアや教える側のステレオタイプもなくさなくて

はならない。今日学んだことをこれからしっかり活かしたい

と思った。 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 原田 真里 

ケーススタディは面白かった。2 限目のディスカッション

を経て、私は迷わずケース 3 についてディスカッションしよ

うと決めた。というのは、日本人生徒（児童）の一人が発し

た「やっぱりガイジンは踊りがうまいんだね」という言葉全体

と「ガイジン」という言葉には、日本人の持つ排他的な見方

や外国の人々に対する固定観念や彼らに関する知識不

足が表れているように感じたが、それをどう生徒に伝える

かについて、自分でうまく答えが出せなかったからだ。ディ

スカッションでいろんな人の意見を聞けて、とても勉強にな

った。また他人の意見について自分の意見を出したりして、

提案を発展させていくのはとても楽しかった。このディスカ

ッションを通して、日本人の持つ排他的な見方、「ガイジン

（＝alien?!）」的な見方をなくしていくためには、自国と多国

の文化や言語について知り、互いに尊重することが必要

なのだと感じた。 

また、ケース 4 について、陳さんが日本に憧れて日本に

来た場合/陳さんが自分の意思に反して日本に来た場合

と陳さんが幼い場合/陳さんがある程度の年齢の場合に分

けて検証したグループがあったが、彼らの発表はとても興

味深かった。「中国人であることを早く忘れたい」という陳さ

んの真意を知るためには、これらの視点は非常に大切だと

思う。私たちは日本に来る外国の人々に対して、彼らは自

国に誇りを持っているに違いないと思いこみ、“異文化理

解のため”彼らに自国の文化などについて話すよう求めが

ちである。しかし考えてみよう。私たちが外国に行ったとし

て、現地の人々に日本文化について尋ねられた時、多く

を語れるであろうか。その国の国民としてのあり方は一人

一人違っている。私たちがJSL児童・生徒の学習支援を行

う際には、上に挙げた 2 つの視点などから、その人の「○

○人としてのアイデンティティ」を理解した上で、私たち日

本人と「互いに学び合う」姿勢で取り組む必要があると感じ

た。 

 

第 3 日目 1 時間目 第二言語習得 

講師：海野 多枝 

 

外国語学部ロシア語専攻 1 年 大石 寛子 

外国人児童生徒の第二言語習得の程度を判断する際

には、表面上会話できているから年齢相応であると考えて

はいけないと分かりました。教科学習における言語能力か

ら習得の程度を考慮する必要があると知りました。 

2 言語の到達度による分類で、モノリンガル、部分的、

完全、制限的バイリンガルの 4 種類が絵で表されているの

が分かりやすかったです。沈黙期は性格の外交的か内向

的かによって差があるということに驚きました。 

子どもが沈黙期に入ると、親が心配して無理に話させよ
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うとすると聞きましたが、沈黙期は第一言語、母語習得の

際のゆりかご時代のように単語を蓄積したり状況を判断し

ようとしているので、悪い時期ではないと知りました。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 柴本 智代 

外国人児童生徒が直面する問題の一つ、第二言語習

得について学問的に詳しく知ることができたと思う。特にわ

かりやすく、印象に残ったのは、2 言語の到達度による分

類を示した図である。制限的バイリンガルの子たちが 1 割

程度存在していることを初めて知った。 

第二言語習得に関する課題は、児童生徒に日本語を

教えたりするときに必ず知っておかなければならないこと

だな、と強く思った。 

 

研究生 モンコンチャイ アッカラチャイ 

JSL 児童生徒の日本語能力の発達に影響しうる要因を

少しわかってきました。受講する前に、環境や教授法、指

導法といった外的要因（external factors）しか考えていな

いです。しかし、これ以外に、性格や動機などといった内

的要因（internal factors）もあるということがわかるようになり

ました。特に現場で日本語を教えることになったら、その

JSL 児童生徒の動機や好きな学習スタイルということも知ら

ないと、児童の勉強する気がなくなり、能力の発達がなかなか

見えなくなるでしょう。 

また、沈黙期（silent period）もおもしろかった。海野先生

が自分自身体験したことも含めて教えていただいて、分か

るようになりました。 

 

外国語学部トルコ語専攻 1 年 萩原 絵理香 

興味のある分野だったので、おもしろかった。私は 0 歳

10ヶ月～5歳7ヶ月までアメリカに住んでいたが、当時話し

ていた英語は忘れてしまった。小学校で、いくつかのカタ

カナ言葉にアクセントのなまりが残った（「インタビュー」な

ど）が、高学年になる頃にはなくなった。ただ、一貫して

「言葉」への興味は強く持っていた。こうした経験から、「私

の言葉への関心は外国在住と関係があるのだろうか」「当

時染みこんだ英語は消えてしまったのだろうか」という疑問

を持っていた。この講義を聞くことで、その疑問を解く学問

分野に触れることができた。また、そうした理論だけでなく、

その実践としての教育にも関心を持つことができた。 

 

外国語学部ロシア語専攻 1 年 松井 真雪 

「第一言語」の位置づけと重要性について考えさせられた。

L2 を発達させるには L1 もある程度運用できる能力が必要

とされることなどは、私たちが専攻語の力を伸ばしていく上

でも念頭に置いておくべきことだと思った。 

しかし、「第一言語」とは一体何なのか。私はそれぞれ

の人がアイデンティティを感じる言語こそが、その人にとっ

ての第一言語であると思う。 

 

第 3 日目 2 時間目 バイリンガリズム 

講師：伊東 祐郎 

 

外国語学部朝鮮語専攻 2 年 岡田 真悠子 

外国人児童・生徒に対する日本語教育制度があまりに

も不十分であることに衝撃を受けた。他の講義でも聞いた

が、外国人児童･生徒が日本語で会話することができても、

学校の授業についていくことは困難であるそうだ。もし学

校側が「この子は日本語が話せる」と判断してしまえば、そ

の子どもは日本語の読み書きの訓練を受けずに、日本語

の在籍授業へ参加させられることになる。そうすると、外国

人児童･生徒には大きな負担がかかり、授業についていく

ことが困難になってしまう。外国人児童･生徒を在籍授業

に戻す際の判断基準を明確にするなど、日本語教育制度

には改善されるべき点がまだまだあると思った。 

 

外国語学部中国語専攻 1 年 小磯 友美 

・ 「臨界期」の前の子どもと後の子どもとで、教育アプロー

チは異なる。 

・ JSL 児童･生徒は個々人の家庭環境によってモチベー

ションは違う。 

・ 国語教育は日本語コミュニケーションが十分可能なこと

が前提にある。 

・ 中学生以上の JSL 生徒になると、個人の中で確立され

た母語を引き出しつつ、日本語の力を伸ばすことが、一

番有効とされ、外大生にはこれができる。 
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外国語学部ポルトガル語専攻 4 年 和田 更沙 

部屋の 4 隅というのを初めて知り、初めてやった。それ

ぞれの立場の人の考えが聞けておもしろかった。挙手によ

るアンケートよりも、考えや行動が人により様々であること

が実感しやすかった。 

日本にいるのだから日本語というのではなく、確かに日

本語も大切ではあるが、母語の能力や母語で学んできた

ことが L2 においても応用できること、母語の重要性を改め

て認識した。 

また、ことばそのものというよりは、周りの環境を整えてあ

げること、教室や地域に置ける人間関係作り、家庭環境な

ど、安定した環境作りにも気を配らねばならない。範囲の

広い問題だと思う。 

Amigos で行ったふれあい祭り参加や大泉フェスティバ

ルなど、児童のことばの習得そのものには関係ないけれど

も、ブラジルのことを知ってもらい、人間関係を築くという意

味において、間接的にではあっても貢献できていたかな、

と感じた。よかった！ 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 草川 鮎子 

・ 書き言葉は強く強要していかないと、必然性が低いの

で習得が難しい。 

・ 教科の先生と日本語学級の先生は、互いに密接し、情

報交換をしながら、JSL 児童の指導にあたっていくべ

き。 

・ 子どものこれからの人生に合わせて指導体制を考える

必要がある。例）日本に永住する子と帰国の可能性が

ある子 

・ 自分の居場所･精神の安定･周囲の子ども達とのかかわ

り等が確保できた上で「学習」はできるので、これらを構

築していくことが重要。 

・ 言語習得のプロセスは子どもだけでなく、自分が言語を

学ぶ上でもあてはまることだったので、興味深かった。

アウトプットをできるだけ多くするには、良質な内容をイ

ンプットすることが大切。 

 

外国語学部英語専攻 1 年 渡辺 美香 

最初 4 隅に分かれるゲームでいろいろな考え方やバック

グラウンドを持っている人がいるということを知れてよかった。 

JSL 児童・生徒に教える側は、その子たちに理解しても

らいたい、身に付けてもらいたいと思って、どうしても「学

び」の方を重視しがちだけれども、その前に、その子たち

全員が気持ちよく楽しく学校に来られる環境を作ってあげ

ることが必要だということを忘れてはいけないと思った。ま

た、児童や生徒一人一人学習意欲は違うということも覚え

ておかねばならないことだと思った。 

いずれにしても、やはり、JSL 児童･生徒の立場になって

考えることが大切だと思う。しかしこれは何も JSL 児童･生

徒に限ったことではない。私は今、塾で個別指導のアルバ

イトをしているが、その際にも、生徒一人一人の現状･性格

に合わせた授業を考えようと思った。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 野村 沙紀 

JSL 児童･生徒のことや、言語習得の臨界期などを学ん

だ。バイリンガルは 2 つの言葉で違う能を使うものだと思っ

ていたので、2 言語共有説はとても興味深かった。 

 

第 3 日目 3 時間目 子どものための日本語指導(1) 

講師：柏崎 雅世 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 本山 綾乃 

私は日本語を第二言語や外国語として習得するのは難

しいと考えていた。しかし「N は N です」で、身の回りのもの

が説明できることや、順序を変えなくても文末に「か」をつ

けることで疑問文に変えられるから「簡単！」という留学生

がいるときいて、目からウロコだった。授業を受ける中で、

助詞などはやはり難しいのではないかと思ったが、そういう

ふうに一言語として日本語を捉える視点をもてた気がして、

とても嬉しい。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 野 衣久美 

日本語指導というと、日本人なら誰でもできるような感じ

がしたが、実際はそうではないと知れてよかった。 

いつでも相手側の気持ちになってやることが大切だと強

く思った。自己満足ではだめだ。 
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外国語学部日本語専攻 3 年 掛本 繭子 

算数の問題を扱ったケーススタディが大変興味深かっ

た。時制の書き方の違いが児童にとって大きな壁であるこ

とを感じた。まだ論理的な思考のままならない児童に文法

を指導していくのは難しい。ガイドラインは大変参考になっ

た。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 田村 かすみ 

日本語教育について学ぶのは、今回が初めてで、文型

での教育法には目からウロコだった。 

私たちのように、日本語を母語とする者からしてみれば、

何てことない文章でも、第二言語として学んでいる JSL の

子どもたちにしてみれば理解しがたいのもでもあるのだ、と

いうことを実感し、子ども達が教科書や問題文をよく理解

するために、文型を教えたり、内容をやさしい日本語で説

明したりするなどの工夫が必要だと思った。 

 

外国語学部フランス語専攻 1 年 谷 あゆみ 

日本語を母語としていると、あまり深く考えずに、感覚で

使っているけれど、助詞の使い分けは説明がとても難しい。

今聞かれても、きっと答えてあげられないだろうと思う。プ

ロとして日本語を教えている方は、どのように説明している

のか、実際に見てみたいと思った。 

中学校の教科書に出てくる文法表現はほとんど小学校

で学ぶもの。中学生になってから来日した子どもは、教科

の内容が難しくなるだけでなく、出てくる日本語も高度にな

って大変。早く、中学校にも、JSL 児童･生徒に対応できる

サポート体制を作らなければならないと感じた。 

 

第 4 日目 1・2 時間目 国際化の進行と日本社会 

講師：野本 京子 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 草川 鮎子 

・ 80 年代の「不法残留」のマイナスイメージが現在にも影

響を及ぼしている。 

・ 日本国籍へ帰化する人の多さ、同化主義的帰化 

・ 国際結婚の増加、普段あまり意識していなかったが、具

体的な数字を見ると、急激な増え方に驚かされた。 

・ アジアからの花嫁、村の存続が危ぶまれるからといって、

結婚までの日数や外国人女性に対して出す条件など

について、村側は勝手なように思えた。母国でかなり活

躍できそうな人が、母国よりも経済的に発展した他国の

一農村で農業に従事する、労働力としての人の移動に

ついて考えさせられた。 

 

外国語学部ロシア語専攻 1 年 大石 寛子 

不法就労摘発者数がかなり多いのに、実際の数はもっ

と多いと知って驚きました。外国人問題について考える場

合、オールドカマーではなくニューカマーばかりに焦点を

当てていたことに気がつきました。在日韓国人の数だけ割

合が一気に低下していたのは家族ぐるみで日本籍に変え

るという「帰化」によって起こったと知りました。 

農村の外国人妻についての現象は本当に興味深いも

のであるとともに、日本人の農業に対するイメージの悪さ

が社会現象として現れるようになったとショックでもありまし

た。外大の常識が世間の常識ではないという意識は今まで

あまり強くありませんでしたが、世間をゆさぶれるような活動

を外大生としてやってみたいです。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 飯岡 由香 

在日コリアンの歴史的背景を具体的に詳しく知ることが

できた。オールドカマー、ニューカマーのきちんとした定義

も学べてよかった。 

私の身のまわりでは、夫が日本人で妻がアジア系外国

人であるパターンがほとんどであったし、メディアで見るよ

うなカップルもこの組み合わせが多かったので、そもそもこ

のスタイルだと思っていたが、時代とともにその数が増加し、

組み合わせも変化した結果であることを知り、大変興味深

かった。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 丸田 友紀 

多文化共生というとき、ニューカマーだけでなくオールド

カマーについても今までどのように対応して来たかを見直

し、これからの共生を考えていかなければならないというこ

とを知りました。オールドカマーについては言葉には不自

由しないけれど犯罪などと結びつけ悪いイメージを持って



－193－ 

いる日本人が多いことが問題で、そういう偏見をなくすこと

が大切だと思いました。 

また、国境を越えた人の移動に、農村における国際結

婚があることをはじめて知りました。結婚するまでの期間が

短く、「目的」のある結婚なので、機械的というか、すこし違

和感を感じます。今回の授業ではケーススタディがなかっ

たので、実際どういうところにこの問題が出ているのかとか、

それに対してできることが明確に見えませんでしたが、これ

から増えていく国際結婚から広がる多文化社会について考

えてみたいと思いました。 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 本山 綾乃 

外大にいると、どの国籍の外国人も日本人と平等に扱

われ、生活し、学んでいると思うが、ここから一歩外に出る

と、こことは全く違う世界があるのだと聞いてハッとした。大

学内では多言語･多文化保持者が共生していると思って

いたけれど、世間一般のそういった問題に目を向けなけれ

ばならないと思った。また、現在たくさんある国際結婚につ

いて、知らなかったことがたくさんあった。村の存在を守る

ためにも、と村をあげて花嫁探しに躍起になるところ。それ

で村が何とかなったとしても、花嫁を「買った」ことにはなら

ないのか、幸せになり裕福な生活ができる花嫁はそれが良

いのか。まだまだ知らなければならないことがたくさんあると

分かった。 

 

第 4 日目 3 時間目 子どものための日本語指導(2) 

講師：小林 幸江 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 飯岡 由香 

JSL 児童を指導する上で使う教材を選ぶことは、重要な

ポイントであることがわかった。指導する側に日本語を外

国語としてとらえる意識がどれだけあるかによるのだなと思

った。 

初級の英語の本と 1 年生の国語の本の文章が 2 つプリ

ントに載っていたが、全く方針が、目的が異なることがわか

った。この違いを指導者が側はもっと理解し、JSL 児童･生

徒の日本語指導にあたるべきだと思った。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 1 年 山田 大成 

この講義では、JSL 指導でどう教えるかの中の初級指導

における指導上の留意点という所がすごく参考になった。

生活言語を身に付けさせる上で、視覚的な補助を使った

り、表現の簡単な日本語を用いたり、児童生徒の沈黙期を

考慮したりすることが、とても大切なことだと学んだ。 

また、日本語学習指導の場合は、学習日本語の特徴を

しっかり学んだ上で児童生徒が学習内容･問題の内容を

しっかり理解できるように、我々教える側が工夫して分かり

やすく教えなければならないと感じた。 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 加藤 芽実 

JSL 児童･生徒に対しても、教育を受ける権利は保障さ

れている。ところが教室で“少数”である彼らに十分な教育

が行われているかというと、そうではないのが現状だ。 

オーストラリアやニュージーランドにおける ESL 指導に

比べると日本の JSL 指導はまだ歴史が浅い。しかし JSL 児

童・生徒は増える傾向にあるから、一刻も早い教育確立が

必要だと思う。 

現在行われている（だろう）取り出し指導はもちろん、母

学級で個人的にサポートをつけることや、母語を用いた指

導も必要だとされている。 

初期指導においては、指導者が配慮すべき点が多くあ

った。例えば、視覚的な指示、わかりやすい表現で子ども

の知識の量に合わせること、自分の日本語がモデルにな

ることも意識しなければならない。適切な教材不足なども

あるが、教師側の努力が反映されるのだと思った。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 野村 沙紀 

日本の小 1 の国語教科書は外国人児童にはとても難し

いこと、学習言語は身に付きにくいことなどを学んだ。教科

書の文をところどころ切れば、内容が分かるなど、教えるに

はどうしたらいいかがわかった。沈黙期がコントロール会話

についても知った。 

 

外国語学部朝鮮語専攻 2 年 岡田 真悠子 

授業に参加できずに、授業中ずっと絵を描いていた南

米出身の女の子のように、日本語で行われる授業につい
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ていけない子どもたちがたくさんいて、そのまま学校を辞

めてしまうこともあるという現状を聞いて大きなショックを受

けた。JSL 指導の歴史の浅さを改めて感じた。 

日本の小学校の教科書で使われている日本語例の資

料を見て、私たちが普段使っている話し言葉と教科書に

使われている日本語はかなり違うということに気づいた。話

し言葉で助詞は省かれることが多いが、教科書には頻繁

に出てくる。私たち母語話者は、このような違いを意識する

ことは少ないが、外国人の子どもたちにとってはとても難し

いことだと思った。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 4 年 和田 更沙 

意識しながら、改めて教科書の日本語を見てみると、ひ

らがなに加え、カタカナ・漢字・異なる文体・長い文章、こ

んなにも外国人児童にとって難しいだろうと思われる場所

があるのだとわかった。 

 

第 5 日目 1・2 時間目 対人コミュニケーション 

講師：宮城 徹 

 

外国語学部英語専攻 1 年 安藤 さゆり 

講義の中で相手にあいづちを打ってもらわないのは、と

ても話しにくくて、雰囲気が悪くなることだと気づきました。 

あと、自分はわりと聞き手で、話すときに話したいことが

あっても、聞き手に理解してもらえるような筋道のしっかり

立った話し方ができないので、頭を整理して、考えをまと

められるようになりたいです。 

また、今日自分の考えを話した時に、周りのみんなが自

分の話をあいづちを打ちながら聞いてくれて嬉しかったの

と、話し終わった後に普段は感じない疲れを味わったので、

脳を使って話したんだなと実感しました。 

 

外国語学部日本語専攻 4 年 森本 舞 

・ スキルとは体験から学ぶもの。 

・ 対人コミュニケーションの基本は聴く姿勢、聴いている

よという態度。 

・ 相手を受容し、受容していることを相手に伝えることな

どが大切。 

・ 初めて会う人たちとディスカッションをする。 

(ほどよい緊張感, もっと知りたい、もっと聞きたい、あい

づち、質問、反応) 

・ 体験や思っていることを聞くと、聞く前よりずっとその人

を身近に感じられた。 

 

外国語学部フランス語専攻 4 年 山田 寛子 

誰かと会話をするとき、聴くという意識したことはなかっ

たが、反応されることの嬉しさを初めて知った。 

A グループでディスカッションしたとき、後で習った開い

た質問にあたるだろう質問が多かったので、会話がはずん

だと思う。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 坂本 悠 

・ グループディスカッションをすることで様々な意見を言

い合い、聴くことができる。そういう場を設けて話し合うの

は良いことだと思う。 

・ 話しているときの自分がどうかを客観的に見たりするの

は難しい。どんな風に話せば相手は理解してくれるかを

考えて、易しい言葉で伝えられたらと思う。 

・ 相手の立場になって、ものを考えることをして、話を聞

けたらいいと思う。 

・ みんなが参加できる話し合いを目指す！ 

・ 自分はディスカッションをしていて、とても楽しめたので、

これからディスカッションをやる時は、みんなが楽しめる

のを目指したい。 

 

外国語学部日本語専攻 4 年 松崎 舞子 

この授業では、対人関係を築く上での基礎となる「聴く」

ことと「話す」ことについて考えさせられた。 

普段はなんとなく話したり、なんとなく聞いたりしているこ

とが多いが、このように意識してみると、様々なことが見え

てくるように感じた。 

自分のことに関して言うと、相手の話に心を集中させて

聴くことはできたが、自分の感じたことや意見などをうまく

返すことができなかったように思う。そうすると「聴く」というこ

との意義･効果が半減してしまうように思え、こうして意識を集

中して考えてみて、「会話のキャッチボール」をすることの大
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切さを改めて知ることができた。 

 

外国語学部中国語専攻 1 年 小磯 友美 

・ 見ず知らずの人たちと自己紹介をし合い、共生学講座

の受講動機がなんなのかなどをお互い発表し合い、聴

くことの大変さや自分の話したいことを伝えることの難し

さを学んだ。 

・ 話すとき、聴くとき、こんなに頭を使うとは思わなかった。 

 

第 5 日目 3 時間目 子どものための日本語指導(3) 

講師：藤森 弘子 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 原田 真里 

今日の授業は、今までの授業で習った日本語文法をよ

り実践面で生かすためのゲームだったので、昨日までの

授業よりも取り組みやすく、面白かった。文字を覚えたり、

文法を学ぶことも言語学習の上ではとても重要だが、あい

さつや買い物など、日常の場面において、まず音（聞いた

り声に出すなど）から、日本語を学ぶ方が、楽しくそして身

につくのも早いのではないかと思った。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 柴本 智代 

ひらがなラップ！すごくびっくりしました。でもなんだか、

現代的な教材だなと思いました。子どもたちに日本語を教

えるには、このようなコミュニケーションゲームを使うことは

とてもよい方法だなと思います。何より子どもは遊ぶことが

好きだと思うからです。絵も入っていて、見ただけでもなん

だか楽しそう、と思える教材だと思いました。 

 

外国語学部フランス語専攻 4 年 山田 寛子 

ゲームでコミュニケーション能力を伸ばすというものをい

くつか見た。実際にたくさん使えるし、ディスコースの部分

でも役に立つとわかった。教える！と思うと、ついついスト

イックになりがちだが、情報面を和らげるのも大切だ。 

 

外国語学部日本語専攻 3 年 李 冬梅 

・ 「ひらがな」ラップ→単調無味な「50 音図」をカナダの留

学生センターではこのような面白い教授ができると思っ

てはいなかった。ぜひ広めていきたい。 

・ 勉強をしなければならない→もっと広い範囲で広めて

ほしい。 

・ 文型とゲームのうまい結合を常に探索し、キャッチすべ

きである。 

・ 「死んだ日本語」をいかに「生きた日本語」として教える

か、教授法が問われる。 

 

外国語学部カンボジア専攻 1 年 重廣 里織 

様々なゲームを使っての日本語教育を紹介してくれた。

ひらがなラップなどはネイティブの私たちからすると、思わ

ず笑ってしまいそうだが、よく考えれば英語をはじめた頃

は ABC の歌や数の数え方の歌もよく歌ったものだった。ま

た他の人と質問し合って、情報を得るインターアクションを

促進するゲームは、初歩的な人とのコミュニケーション能

力や語学を身に付けられて有効である。 

ゲームを使うことによって、学習者へのストレスを減らし、

楽しく日本語の文化・言葉に触れて積極性が向上し、記

憶力を助けてくれるなら、一石何鳥でとてもよい。またその

ゲームをする学習者を先生が見ることで、生徒のレベルを

把握することができる面もあることを知り感心した。 

 

第 5 日目 4 時間目 まとめ 

講師：河路 由佳 

 

外国語学部トルコ語専攻 1 年 萩原 絵理香 

どの講義も本当に充実していて、先生方の熱意も大い

に伝わるものだった。今後に活かせる経験をした。中身の

詰まった 5 日間だった。 

私は理論的な視点で第二言語習得に関心があり、この

プログラムに参加した。大変興味深い話を聞くことができ

た。また、同時に日本語指導のボランティアにも大きな関

心を持った。ぜひチャレンジしてみたいと思った。 

5 日間を見通す形で河路先生のまとめを聴くことが出来

た。1 つの視点にとらわれず、常に広い視野を持てるように

したい。 
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外国語学部スペイン語専攻 1 年 飯岡 由香 

今日本社会が多言語・多文化化に向かって進んでいる

ことを肌で感じてはいたものの、きちんと理解したり、どうい

う成り立ちであるのかをしらなかったので、この現状を知れ

て本当によかった。 

参加したことで同じような目的や関心をもった友達がで

きたことも私にとっては大きな収穫だった。（グループワー

クのおかげであると思う） 

今までの自分の経験とこの授業がリンクすることもあった

が、まだまだ知識として得た部分が多い。これからここで得

た知識を実体験で生かしていきたいし、そうできた時にこ

のプログラムを受けた意味が増すと思った。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 1 年 河野 千早穂 

このプログラムを通して何度も耳にし、大切だと言われ

たことはクラスの中での場所だったり、教える側との関係と

いった人とのかかわりだった。教える場合経験がないと教

えることばかりに目をむけてしまうが、それより以前にもっと

基礎的な人類に共通している大切なことがあるということを

心に留めておこうと思う。たとえば、JSL 児童と接するとき、

その子をまずは 1 人の人間としてとらえ、その後文化など

の付随的なものを、必要に応じて気にかけるという方法を

とるとよいということを学んだ。 

 

外国語学部日本語専攻 4 年 松崎 舞子 

JSL 児童生徒の学習支援について、今まで知らなかっ

た外国人問題について考えたり、日本のみのことに限らず

多言語多文化共生ということについて初めて気づいたこと

があったり、コミュニケーションについて考えてみたりと、自

分が支援する JSL 児童生徒のみならず、自分自身のため

になったことがとても多かった。 

内容の濃い 5 日間になり、夏休みの自由時間を削って

まで参加してよかったと心から思う。 

 

外国語学部朝鮮語専攻 1 年 有銘 佑理 

5 日間、本当に中身の濃い授業ばかりでした。外国語を

学んでいると、海外で活躍することが目標になりがちです

が、もう日本の中でも活躍の場が本当に大きくなってきて

いるということを感じました。日本人は外国人に対して、ま

た国際化している日本社会に対して意識がまだ薄いとい

われていますが、意識はありながら「どう行動していいかわ

からない」という人がたくさんいるのではないかと思います。

この講座では JSL 児童・生徒の学習面・心理面の問題、ま

たそれを深刻化させている社会の問題とそれに対してどう

アプローチするかを深く考える機会がたくさんあって、本

当によかったです。1つの問題にもいろいろな側面があり、

本当に複雑なことですが、自分の意識や知識を相手に押

し付けるのではなく、常に自分も学ぶ姿勢を持ってこの多

言語・多文化の社会に対して何か行動を起こしていきたい

です。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 柴本 智代 

今回のプログラムで学んだこと、得たことはとても一言で

言い表せない、言い尽くせないと思います。頭で学んだこ

とももちろんたくさんあったけど、カンボジア語での算数の

授業を通して、外国語で勉強を教わることの大変さを体験

することができたのは、私にとってすごくすごく貴重なもの

でした。府中サロンでの学習支援活動に参加している中

で、子どもたちが日本語で勉強する姿を見ていて、今まで

は「大変だろうな…」とは思っていましたが、ここまで大変な

ことだということを今回自分が体験することで初めて気がつ

きました。 

5 日間、アクティビティの授業もあり、すごくよかったです。

このようなことは、勉強したい！とおもっていたのですが、

なかなか授業とかでもなかったので、今回勉強することが

できてすごく嬉しいです。この 5 日間で学んだこと、得たこ

とを、今後の自分の活動に精一杯生かしていこうと思って

います。本当にありがとうございました。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 坂本 悠 

興味本位でやろうと思ったこのプログラム、5 日間を経て

色んなものを得られたと思います。これからの大学生活に

生かして生きたいし、もっとたくさんの事に挑戦したいです。

授業でも人との交流の機会はほとんどないですし、グルー

プディスカッションを出来たことはとてもよい経験になりまし

た。もし、またこのようなプログラムがあれば、ぜひ参加した
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いと思います。この 5 日間はとても充実していました。こん

なに楽しい授業を設けていただけた事に本当に感謝しま

す。短い間ではありましたがどうもありがとうございました。 

 

外国語学部日本語専攻 3 年 李 冬梅 

今までの多文化共生の講座やボランティア活動、中国

などと結びながら今回の授業を通じてこれまで「これ」と感

じながらはっきりしなかった知識点が分かるようになりまし

た。 

外国語大学はやはり「宝物」です。大学で勉強している

みなさんはいいチャンスに恵まれ、大きな可能性を秘めて

いると強く思います。私に出来ることはなんだろう、これか

らやるべきこと、河路先生の夢が実現できたように一歩一

歩地道にがんばっていきたいです。知識を習い続け、方

法を探し続けたいです。夢が膨らみました。「信頼」できる

いい先生になりたい。いい架け橋になりたいです。 
 

外国語学部ドイツ語専攻 1 年 小山 遥 

興味深い科目ばかり、特にボランティアのための外国語

では今回私は英語を学びましたが、新しく得ることが本当

に多かったです。今回の講座では、参加型のディスカッシ

ョンの授業が多かったのも魅力だと思います。 

今までディスカッションなどは苦手だったのですが、人と

意見を交換することは有意義なことなのだと気づきました。 

 

外国語学部英語専攻 1 年 渡辺 美香 

この 5 日間は非常に密度が濃く、有意義なものであった

と思う。 

これから生きていく中で、指標のようなものが出来た気

がする。最後の河路先生の話を聞いて、非常に心を打た

れた。今まで外国人児童・生徒はつらい思いをして、苦労

しているという話しが中心だったので、そういうことばかりで

はない、ひとつの見方でものを見てはいけないということに

気づいてよかったと思う。これから、将来、外国人児童・生

徒の学習支援にかかわることが出来るかはわからないけ

れど、今回身につけた知識や経験、今回感じたこと、学ん

だことを自分自身の糧にして、いきていきたいと思う。 

 

外国語学部中国語専攻 2 年 岩瀬 和恵 

もともと日本語教育に興味があり、日本語教育に関する

授業もうけてきましたが、JSL 児童・生徒についてはほとん

ど詳しい事情を知りませんでした。テレビで何度か取り上

げられているのを見たことがありますが、なんだか他人事

のようで深く考えることもありませんでした。今回この講座を

受けて学んだことは、ボランティアに関わるか関わらないに

関係なく、今日本が抱えているこの JSL 児童・生徒の問題

は誰にとってもとても身近なことであるということです。今ま

で考えもしなかったことについて考えるきっかけとなりとて

も有意義でした。ありがとうございました。 

 

外国語学部ドイツ語専攻 1 年 内山 ゆみ 

多言語多文化について様々な視点から学べて本当に

有意義だった。ボランティアとして活動することは、ただ言

語を教えればよいという単純な問題ではなく、子どもの交

友関係や生活にとても影響を与えるとよく分かった。 

それは本当に難しいことなので、もっと自分で勉強をし

ていきたいと思うし、同時に実際のボランティアを経験して、

そこからいろいろ考えていきたい。何事も思い込みや固定

観念で枠を作ってしまっては知らないうちに相手を傷つけ

てしまったり、うまくいかなくなったりということがよく分かっ

た。 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 鈴木 啓之 

共通して先生方がおっしゃっていたこと。 

・ 日常会話と学習日本語の違い 

  →理解した支援を！ 

・ 単純化、法則化しない 

→「～人の場合は」「～年生の場合は」ではない 

「～人」というカテゴリー化、「～すれば覚える」という法

則化はダメ。一人ひとり、個人差があることを忘れずに。 

・ これはあくまで理論、現場へ行って実践して！ 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 平川 大地 

一番強く感じるのは、「とても貴重な体験だった」というこ

とである。この講座を通して、様々なことを新鮮な視点で見

ることができた。アラビア語の授業で、いつもの授業では
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一味違ったアラビア語を見ることができたのは言うまでもな

いが、「教育」というものを「外国人」の視点で考察できたの

はとても大きいと思う。 

同時に、日本の教育制度がいろいろな意味で改善され

るべき点を有していることを痛感した。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 小谷 健太 

このプログラムの働きかけは教師側、発起人の共感によ

り実現。前々からお互い「何かを変えたい」という気持ちが

あった⇒キッカケが重要 

誇りの問題、必ず「誇り」＝「identity」とつながるわけで

はない。特に誇り＝出生地と結びつける必要はない。単な

る概念データであり、そこからその人物の identity につな

がるわけではない。それでは何が identity を形成するの

か？最終的には自分自身の考え＝行動＝経験のこのサ

イクルがその人を作っていく。信頼し合い、相手の気持ち

になって行動することで前にすすめる。 

 

外国語学部フランス語専攻 1 年 高木 亜麻子 

この講座では期待していた以上にいろんなものを得るこ

とができた。講義では今まで知らなかった日本の中での外

国人の現状や JSL 児童の支援の大切さについて知ること

ができて自分もボランティア活動をしてみたいと思ったし、

日本語教育にも興味がわいた。フランス語の算数の授業

は難しかったけれど少しでも自分の力になったし、もっと勉

強してフランス語を話せるようになりたいと思った。もうひと

つこの講座で得たことは、人と話すことの面白さとだと思う。

普段はただきくだけの授業が多いのでグループ活動など

でいろんな人の意見を聴いて、自分の考えも伝えるという

ことがとても刺激になってよかった。新しい友達もできて、

自分の世界がまた広がったと思う。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（アラビア語） 

講師：ハナン 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 原田 真理 

この授業で、アラビア語の算数や理科の授業の様子、

それに関する単語が学べただけでなく、エジプトでの学校

生活やハナン先生のお子さんの日本での学校生活につ

いてのお話を、ハナン先生がたくさん話してくださったの

でとても楽しかった。 

特にそのお話の中で、「日本ではみんな同じじゃないと

ダメなのが困る。ハナン先生の子どもには出来て日本の子

どもには出来ないこと、また、その逆のこともあるのだという

ことをわかってほしい。」とおっしゃったのが印象に残った。

世界規模でヒトの移動が起きている今、日本で「みんな同

じじゃないとダメ。」というルールは通用しなくなるだろう。

JSL 児童・生徒への日本語支援体制を整備すると共に、

私たちの意識の変革が必要なのだと感じた。 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 平川 大地 

・ エジプトの小中学生用教科書・参考書を読解する。 

先生の日本での子育ての体験談。 

・ 「結びなさい」「出しなさい」「完成させなさい」など、教科

書特有の語法 

・ 「正三角形」「降順・昇順」「たす・ひく・わる・かける」など、

各教科の専門用語 

・ 日本の学校に子どもを通わせる大変さ（生活習慣・規

則・宗教・制度の違い） 

・ まずは親に日本の学校事情をはっきりと説明してほしい。 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 鈴木 啓之 

・ 習慣の違いを子どもの親に説明してあげる。 

－食べ物：―ハラール、ブタ、エキス、ポーク →表記が

わかりずらい。麦、茶、米、しょうゆ、みそ →甘くない、

味付けが違う。 

－掃除：―下働きではないことの説明が必要 

－学級：――担任を通して親は行動すべきだと説明。

担任も率直さが求められる。 

－語学：始める歳のちがい。エジプトのシステム。 

－ラマダーンについて 

なんと、プリント 1.5～1.6ｃｍの分厚さ！すごい熱意です。

完全にではないかもしれないけれど、しっかり受け止めま

した。 

・ 時間を忘れるほど惹きつけられる内容でした。自分が

（日本人として、圧倒的多者として）おくってきた生活の
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記憶からは想像もつかない多くの問題が、少ない理解

の中で当事者（本人、家族）による解決を、待たざる得

ない状態で放置されていることを教えていただきました。

それだけに自分たちにかかっている期待は、決して国

外に出て行くことだけではなく、勉強している国・地域を

国内に紹介することやそれらの国・地域から日本に来た

人々のサポートであるのだと感じました。 

・ ハナン先生には、ラマダーン中にも関わらず、このよう

な発見多き講義をしていただいたことに感謝します。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（中国語） 

講師：王 亮 

 

外国語学部中国語専攻 1 年 小磯 友美 

・ 算数における基本的な用語を中国語で読むとどうなる

のか、また現在の中国の小中学校の状況や王先生が生

徒だった時の面白いエピソード、授業の後に行なわれて

いる「眼保健操」も教えてくださいました。 

・ 私は 1 年生なので、授業についていけるかとても不安

でしたが、何とかついていくことができ、「＋－×÷」式

や分数の大小比較など、いろいろなことが中国語で説

明できるようになり、自信になりました。 

・ 王老師に教わったことを決して無駄にしないよう、これ

からも日常会話のほうを磨き、ボランティアにいけるくら

い中国語に自信がついたら、教わったことを実践して、

中国人の JSL 児童・生徒の助けになればと思います。 

 
外国語学部中国語専攻 2 年 岩瀬 和恵 

・ どんなに難しい文章でも漢字で書いてあげれば、読み

方を調べることが出来るけど、記号で書いてあると、意

味はわかるのに読み方がまったくわからず、今まで授業

でも％の読み方くらいしかやったことがありませんでした。

また、中国独特の計算方法や語句など普段の授業では

学べないことをたくさん知ることが出来ました。 

・ 他にも、ネイティブな先生だからこそ分かる中国の事情

を教えていただき、毎回とても楽しかったです。 

 

外国語学部中国語専攻 4 年 松崎 舞子 

・ ほとんど中国語が出来ないため、最初はついていける

か心配だったが、4日間を終えた今、毎回とても楽しく勉

強できたように思う。普通の中国語の授業では習えない

ような、しかし算数を教えるにはとても基本的なことを学

ぶことができ、とてもためになった。 

・ また、毎回、中国の小学校の事情や現代の教育問題な

どについて教えていただいたのが、とても面白かった。  

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（スペイン語） 

講師：フランシスコ・ジョゼ・バレーラ・ロドリゲズ 

 

外国語学部スペイン語専攻 4 年 葛山 紋子 

 La clase era muy interesante. Aprendí las parablas y 

frases de matemáticas que no estudiamos en la clase 

universalia. También aprendí cómo enseñar a los niños. 

Sentí que es muy difícil enseñar con una lengua extranjera 

lo que ya he conocido. Pero los almunos de JSL tendrán 

aún más dificultad. Entonces es muy importante hacer 

clase divertida con juegos y quiz. 

 非常に面白い授業でした。大学の授業で習うことのない

算数の単語や言い方だけでなく、どのように子どもに教え

るかを学びました。自分が当たり前だと思っていることを外

国語で教えるのは難しいと思いました。でも、JSL 児童はそ

れにもまして学習に困難を感じているのだと思います。だ

から、一方的に教えるのではなく、クイズやゲームを使うこ

とで楽しんで学習したくなるような工夫をすることが非常に

大切だと思いました。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 田村 かすみ 

・ スペイン語での算数は正直かなり難しかった。単位や

概念などの単語はもちろんのこと、「たす」「ひく」「かけ

る」「わる」などの基本的表現も日本語とはだいぶ勝手

が違い、かなり苦戦した。しかし、実際にスペイン語での

授業を受けることで、子どもたちがいかに苦労して日々

の授業をうけているか実感できたし、先生が難しいとこ

ろを日本語で説明してくれたおかげでずいぶん理解で

きたことから、母語の活用の有効性を実感した。 

・ スペイン語での説明は難しいが、私がスペイン語で説
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明することで子どもたちが理解しやすくなるのなら、実践

してみたいと思う。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 飯岡 由香 

・ ある程度まで出来てしまうと、理由などを考えずに出来

るようになってしまうため、いちいちかけ算の理由などを

問われると答えに詰まってしまうことが多かった。「こうな

のだから覚えるしかない」のような態度ではなく、きちん

と説明してあげる視点を身につけられたと思う。 

・ この授業を受けてみて、短い間ではあったが、その中

で教え方を具体的に学べ、おさえるべきポイントやそれ

に伴うスペイン語を知り、このような教育を受けるのと受

けないのとでは大きな違いがあるなと思った。 

 

外国語学部スペイン語専攻 1 年 野村 沙紀 

・ スペイン語がまだよく分からないので、分からない部分

もあって大変だったが、知っている記号をスペイン語で

なんと言うか、表記の違いなど学べておもしろかった。 

・ スペイン語で説明するという体験もできてよかった。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（ポルトガ

ル語） 

講師：ロドリゴ・ケンジ・ヤマシタ 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 4 年 和田 更沙 

とにかくおもしろかった。4 年間主専攻語としてポルトガ

ル語を学んだが、その間こういったことはやらなかったので。

第一言語での知識は、第二言語を学ぶときにも活きるとい

うことをこの講座を通して学んだが、この語学の授業でそ

れを実感した。計算のやり方自体は、今まで、自分も学ん

できたのでもちろん分かるのだが、それをどうやってポルト

ガル語で説明すればいいのか。計算そのものは簡単に解

けてしまうので、その分、他言語で上手く説明できないの

が、とてももどかしかった。 

また、学ぶ中で、割り算の筆算のやり方や小数点の書き

方、九九や割り算の余りに対しての考え方の違いなど、新

しい発見もあり、それもまた勉強になった。 

1 年生には少し難しかったかもしれない。よくついてきて

いるな、すごいなと思いましたが。逆に、3、4 年生と一緒に

学べていたら、他にももっと多くの範囲に手を広げられた

かも、と思う。ですが、Rodrigo 先生にはとても感謝します。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 1 年 山田 大成 

この講義では、数字の読み方から、足し算、引き算、掛

け算、割り算、分数、少数、幾何学、実践的な文章問題な

ど、算数や数学で必要な知識をポルトガル語で学ぶことが

できた。本当に有意義な時間だった。普段の授業ではこ

のようなことは学べないので、少し得した気分にもなった。

しかも、この講義ではほとんどがポルトガル語で話され、説

明されていたので、聞き取れなかったり、単語が分からな

かったりして、ついていけない時も少しあったが、ポルトガ

ル語の聞き取りの勉強にもなったりして、とてもよかった。 

 

外国語学部ポルトガル語専攻 1 年 河野 千早穂 

この授業で習った数学の知識は、大学の講義や一般的

な語学書では触れないようなものであり、かつ実際学習支

援を行う際には、有用なものだったと思う。実践的でとても

よかった。 

また、授業がポルトガル語で行われたため、多少ではあ

るが、JSL 児童･生徒の立ち場に立てたようで、今後を考え

てもよい経験になった。理解のできない言語で新しいこと

を学習する難しさであったり、その中で図や身振り、知って

いる単語などから内容を推測することを身を持って体験し

たので、今後日本語で教える立場になった時に適切な態

度を取ることができるのではないだろうかと思う。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（フランス語） 

講師：フランソワ･ルーセル 

 

外国語学部フランス語専攻 1 年 高木 亜麻子 

算数に出てくるフランス語の単語やフランスでの算数の

教え方や日本との違いを知ることができておもしろかった。

フランスの教科書もいろいろ見られてよかった。ただ 1 年生

にとっては少し難しかったので、ボランティアで使える表現

とかも日本語を交えながら教えてもらえればよかったと思う。 
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外国語学部フランス語専攻 1 年 谷 あゆみ 

自分のフランス語の能力がまだ初歩の初歩で、フランス

語で指導できるレベルではなかったので、「フランス語が

わからない小学生」のような気分だった。その意味では、

JSL 児童・生徒の気持ちになれたような気がする。算数は

どこの国でも同じだと思っていたが、割り算の記号（÷はフ

ランスでは：）、小数点（フランスでは，）、筆算のやり方、数

字の書き方まで、いろいろなことが違っていた。私は質問

の内容も理解できなかったりしたけれど、3、4 年生はさす

が！教え方がとても上手だった。ボランティアや実践の場

で専攻語が活かせるよう、しっかり学んでいこうと思った。 

 

外国語学部フランス語専攻 4 年 山田 寛子 

Ce que j’ai appris ： 

・Il faut toujours une phrase complète en mathématique en 

France. 

・ Ces trois verbes： 

compléter, observer, reproduire sont  

nécessaire pour apprendre les tableaux. 

・ J’ai obtenu beaucoup de mots qui m’aident beaucoup à 

transmettre en français certains éléments du programme 

de math de l’école japonaise ： les unités, une 

somme ;poser l’addition ;l’abscisse etc 

学習支援に役立つことや日本との違いとして、以下のこ

とを学んだ。 

・ フランスの数学では、常に文章で答える習慣があり、日

本と違う。 

・ 表を説明するには、compléter, observer, reproduire を

使うと説明できる。 

また、役立つ語彙が増えた。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（朝鮮語） 

講師：申 悠琳 

 

外国語学部朝鮮語専攻 1 年 有銘 佑理 

この朝鮮語の授業を受けて本当によかった。主専の授

業でもこんな少人数で先生と一人ひとりが接することはで

きないので、少人数の環境がとてもよかった。最初は難し

く見えた数学の教え方も一つずつ先生と対話しながらす

すめていくとよくわかって、たどたどしいけど四則の計算も

説明できるようになった。 

本当に一人ひとりの発話量も多く、発音や語彙につい

ても細かい説明を受けることができた。これを本当にボラン

ティアの活動で生かしていきたいと思う。 

 

外国語学部日本語専攻 3 年 掛本 繭子 

講義もわかりやすく、各自のレベルに合わせて行えた。

最終的に計算の説明ができたことで自信がついた。 

 

外国語学部日本語専攻 3 年 李 冬梅 

「虎」は韓国語では「호랑이」（ホランイ）もちろんこの名

詞は知っているが、ふと聞かれたときに出てきたのは「トラ」。

先生いわく私が行っているのは「한자어」⇒「漢字語」らし

い。他のちがっている名詞や名称をみても自分が使って

いるものは「漢字」の影響下で直訳とも言えるものが多かっ

た。また、日本語との影響も受けている。中国の古い発音、

文字体系の研究には日本語の漢字と訓読みが役に立つ

とよく言われるが、韓国語の変化過程の研究では「朝鮮

語」が一役買うのではないでしょうか。 

 先生が中国語の意味を聞くのに、日本語のイメージを

言ったり私が使う朝鮮語を聞くのに「韓国語」を意識して答

えたり、頭の中の「言語」が入れ変わりが激しかった。⇒こ

の現象の原理があると思うが名称が？ 

 

外国語学部朝鮮語専攻 2 年 岡田 真悠子 

数字や記号の読み方、計算の説明方法などを学んだ。

ボランティアで使うような表現は、普段の授業ではなかな

か触れる機会がないので今回は学べてよかった。数字の

読み方など基礎的なこともじっくり練習する機会がなかっ

たので、よい復習になった。実際に黒板を使って韓国語で

算数の授業を行なったりもした。緊張したが、最終日には

かなりスムーズに授業が行なえるようになった。とてもよい

経験が出来たと思う。 
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講義名：学習支援ボランティアのための外国語（英語） 

講師：アリソン・メアリー・スチュワート 

 

外国語学部ドイツ語専攻 1 年 小山 進 

1st day Addition, subtraction, multiplication, division 

2nd day Fractions, decimals 

3rd day Distance, shapes 

4th day Graphs 

I really enjoyed this class. I had much trouble to explain 

even so easy problem at first, but I could learned many 

math vocabulary and expression, and that made it easier to 

show how to solve. I’d like to make good use of this 

experience someday. 

 

外国語学部トルコ語専攻 1 年 萩原 絵理香 

算数（小 4）について英語で問題を翻訳し、解き方を教

える練習をした。2 人組で教えあう練習をしたので、発言す

る機会は多く、自分の説明だけでなく相手の説明のしかた

も聞くことができ、勉強になった。図形の名称や分度器な

どの器具、分母や分子といった独特の言い回しを知ること

ができた。普段の学習からは得にくい分野であり、今後の

活動に大いに役立つと感じた。 

 

外国語学部イタリア語専攻 1 年 加藤 芽実 

4 日間の講義で小学 3・4 年生の算数を説明する基本的

な英語表現を教わった。語彙は普段使わないものばかり

なので難しいとは思っていたが、日本語ではやさしく感じ

られる算数の問題をわかりやすく、簡単な英語で訳すとい

う作業が大変だった。また計算のしかたも日本とイギリスで

は少し違いがあった。自分の英語に自信がなく、口ごもっ

てしまうこともあったが、子どもを不安にさせないよう拙くて

も自信をもって根気強く教えなくてはいけないということを

身をもってしった。また 算数用語だけでなく日常表現も少

し学べたのでとても充実したものだった。これを生かせる

機会を自分で見つけていきたい。 

 

外国語学部ドイツ語専攻 1 年 内山 ゆみ 

生徒の立場にたってプロセスを一つずつ説明したほう

が、子どもたちが計算についていきやすい。四則計算だけ

でも特殊な表現を使うことが結構あるので、それを使えるよ

うに訓練しないと教えられない。 

「算数」といっても問題文を読み取らないと解けないの

で日本語が分からないととても難しい。図を使えば多少は

伝えられるけど…。 

計算だけで解けてしまうものは比較的説明しやすいが、

もしどうしてそうなるのか、といったような質問をされたとし

たら、それに答えるのは難しい。 

 

外国語学部英語専攻 1 年 安藤 さゆり 

普段の英会話学習では学ぶことのない算数の用語を学

ぶことができました。図形の名前は特に知らないものが多

くてとまどいましたが、ギリシャ起源の単語は少し神秘的に

感じました。相手が小学生なので図や絵を使って説明す

るのも大事だと思いました。 

算数以外にも理科、社会、国語などもありますが特に国

語、社会は難しそうなのでその教科ならではの単語の勉

強もしたいです。 

 

外国語学部英語専攻 1 年 渡辺 美香 

実際にペアや先生の前で教科書を訳したり、解き方を

説明する作業を通していかにそれが難しいことであるか、

ということがわかりました。簡単なことでも、それを英語でわ

かりやすく伝えるのには本当に苦労した。 

しかし、今回は少人数で即座に質問したり先生に適確

な表現を教えてもらうことができ、また、今まで知らなかっ

た単語や表現をたくさん学ぶことができたので、非常に勉

強になったし、すこしでも身につけることができのではない

かと思う。 

「使える」表現をたくさん知ることができてよかった。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（カンボジ

ア語） 

講師：岡田ウンサー・マロム 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 丸田 友紀 

算数に使う用語はすべてはじめての単語だったので、
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カンボジア語だけの授業では身振り手振りを交えてもらえ

ないとなかなか理解できなかったです。生活言語と学習言

語の違いを身をもって感じました。 

1 日目は 90 分の授業が本当に疲れたけれど不思議と 2

日目以降はなれてきて、自分から進んで先生の言ってい

ることを汲み取ろうとすることができました。子どもの場合は

特に適応が早いと思いますが、慣れるまでの時間がつら

いのかなと思いました。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 坂本 悠 

小学校 3、4 年生の算数のやり方を学んだが、日本とや

り方が違い理解するのが難しかった。言葉の壁は大きいも

のなんだと実感。計算すること自体には日本のやり方でよ

いと思うが、図形のような問題を解くときは一筋縄ではいか

ない。単語もしらなければ何を求めていいかもわからない。

こういう時は図形をみてわかる範囲でどうにかしなければ

いけないと思った。 

自分は今、もう大学生で少しは言葉がわかるので楽しい

と思うがもし自分が JSL 児童のような立場だったらほとんど

理解できなくて頭を痛めると思う。 

円の名前等固有名詞はやはりおぼえるのが大変だと思

った。（計算はできても） 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 野 衣久美 

足し算、引き算、やっているときはすごく簡単なはずな

のに、言葉がよく分からないと、とても難しく感じた。分かっ

たような、分からないような…とてももどかしく、在日外国人

の子どもたちは大変な思いをしているのだなぁと実感でき

た。（そして、教えるということも、すごく大変なことなのだ、

と知ることができました。） 

引き算の繰り下げのやり方、割り算の式の書き方などは

日本と違く苦労したが理解できた時は嬉しかったし、日本

には無い単位など、とても興味深かった。最初は訳がわか

らなかったこともマロム先生のたとえの説明がとても分かり

やすくて、理解することができました。そのときの達成感が

とても新鮮でした。 

 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 重広 里織 

日本語でなら何の問題もない小学生で習う計算も、な

れない言葉ややり方だとこんなにも戸惑い大変だとは思わ

なかった。計算の仕方をすでに知っている私でさえこんな

に苦労するのに、新しく習う児童としてはどれだけのものだ

ろう、わかるわけないということが身をもって体験できて本

当に意義深かったと思う。ただ、日を重ねることで数学など

は繰り返し使う記号がでてきたり、図などだと視覚の効果

などもあって理解できるとうれしくてやる気になることも実感

した。「繰り返し勉強すること」「一生懸命理解しようと集中

すること」が大切だと思った。もし私が児童に教えることに

なったらその 2 つをやりやすくさせるような授業をしなくて

はと思った。 

 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 小谷 健太 

 

 

 

 

今回習った算数は難しくありませんでした。しかしマロム

先生と話してもっとカンボジア語を勉強しようと思いました。

今はまだカンボジア語があまり聞き取れません。ありがとう

ございます。 

 

講義名：学習支援ボランティアのための外国語（英語） 

講師：宮原 万寿子 

 

外国語学部ロシア語専攻 1 年 松井 真雪 

私は日本語で習った数学も苦手だったので、英語で教

える数学はさらに難しかったです。しかし、相手にいかに

簡潔に、わかりやすく伝えるのか、という点に意識し、伝え

ようとする術を学べた気がします。また同じ問題を説明す

る場合も人それぞれに違う説明の仕方があって、非常に

興味深かったです。この 4 年間で学んだことは必ず将来

何かの役に立つと思います。Thank you very much 
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外国語学部ロシア語専攻 1 年 大石 寛子 

英語で算数を教えるというのは初めての経験だったの

で、とても興味深かったです。高校のときにホームステイを

した際、ニュージーランド人の小学校 5 年生のホストブラザ

ーに、算数について質問されたことがあったのですが、日

本語では説明できても、違う言語で説明しようとすると、

中・高と数年間学んできた英語でも知らない用語ばかりで

困ったことがありました。 

グラフや図のつくり方や概念も、教えるときのために、日

本語自体でもどのように言葉で表現するのかを学んでおく

必要があるのと強く感じました。今回、算数の用語や特有

の形式、質問や説明の仕方を学んだことは、今後英語で

子どもたちに教えるだけでなく、自分自身が生きていくうえ

で必要な知識を得て、概念自体についても考えを深める

ことができたのでよかったです。 

 

研究生 モンコンチャイ・アッカラチャイ 

単語や言い回しだけでなく、それぞれの項目の簡単

な説明方法も教えてくださって、とてもよかったと思

います。やはり、質問は難しくないですが、どのよう

に簡単に説明するのかは大変難しいです。でも先生の

指導方法がとてもわかりすいし、今の自分は少し英語

で算数を説明できることができるようになったと感じ

ました。 

 

外国語学部フィリピン語専攻 1 年 濱嶌 奈保子 

・ 教科特有の単語は覚える EX 図形の名前、式の読み

方など 

・ 子どもが相手 

 ⇒授業時間中ただ説明していてばかりではダメ 

  －activity でならった事を復習 

  －ice break 

・ 言葉は出来るかぎり簡単に 

・ 用語はその言語でも説明できるように 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 草川 鮎子 

私は小学生の頃、算数が苦手だったため、何か新しい

問題を教わるときにはいつも細かい手順、考え方の説明が

ほしいと思っていた。なので、英語で小学生に説明するとな

ると、どうしても細かく説明しようとしてしまい文が複雑にな

ったり長くなってしまったりした。シンプルに分かりやすく説

明することはとても難しいと感じた。 

授業前やあとのちょっとしたゲームのようなものは、授業

に入る前のウォーミングアップにもなるし、授業に対するモ

チベーションも上がる。子どもには絶対こういったものをや

ったほうがすんなりと授業内容に入れると思う。ぜひ参考

にしたい。 

 

(4) アンケート集計結果 

1. 今回のプログラムは期待通りでしたか。  （計 36 名） 

a. 期待通りだった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 人 

b. 期待とは少し違っていた →2 へ・・・・・・・・・・・・・・6 人 

c. 期待とはかなり違っていた →2 へ・・・・・・・・・・・・・3 人 

 

2.1 (b.c.)の主な理由は何ですか。 

(b を選択した理由)＋評価 

・ 常に講義を聞き、ノートを取るような形式の授業を

やるのではと考えていましたが、実際は、学生たち

が授業内で動いたり、喋ったりで、参加型のものだ

ったので、少し驚きました。けれども、充実した時間

を過ごせたので良かったです。 

・ 期待していたよりもはるかに充実した講座だった。 

・ 良い意味で、思っていたものとは違いました。色々

な先 生 方 の話 を聞 けて、自 分 の興 味 を広 げること

ができました。 

・ 期待していたよりも、かなり良かった！ 

・ もっと講義中心の講座だと思っていたから。ですが、

結果的に参加型の授業もいくつかあったことは、私

にとってとても良かった。 

・ 思っていたよりはるかに充実したプログラムだった。

参加してよかったと心から思う。 

 

(ｃを選択した理由)＋評価 

・ 今まで大学で多文化社会に関する講義はたくさん

受けており、今回も似たような内容なのだろうと思っ

ていた。しかし、どの講義も熱心にやっていただき、

期待以上の感動のある講義だった。 
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・ 期待以上だった。意欲をかき立てられるものばかり

だった。 

・ 予期以上に充実していたので。 

 

3．今回のプログラムの内容は、よく理解できましたか。 

a. だいたい理解できた。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 人 

b. 半分以上は理解できた。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 人 

c. あまり理解できなかった。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0 人 

 

4．プログラムの内容で、「むずかしかったところ」「わかり

にくかったところ」は何ですか。 

・ 日本語の文法などは、普段意識したことがなかったの

で、教える立場になると難しいと思った。 

・ 特にないが、日本語の文法の授業は、以前やったこと

がない人にとっては、難しかったかもしれない。 

・ 「子どものための日本語指導」で日本語教育文法

の説 明 が早すぎるように感じた。もっとじっくり話 を

聞きたかった。 

・ JSL 児童・生徒の戸籍やそれにまつわる、法改正

などの歴史のお話。 

・ あえて言うならば、「国際化の進行と日本社会」の

レジュメが読みにくく、講義の内容も少し分かりにく

かった。 

・ 第二言語習得論などは、実際に目に見えて分かる

ことではないので、難しかった。 

・ 講師の方の話を聞くだけの授業。アクティビティで

実感が伴った授業と比べて、吸収しにくかった。 

・ 具 体 的 にどのような人材 が求められているのか？

／JSL 児童・生徒 

・ ボランティアのための外国語。 

・ 外国語の授業で、まだ 1 年生なので先生が言って

いることが、理解しにくいことがあった。 

・ 留学生センターの先生方々の用語中、専門的知

識語が、ちょっと分からなかったです。英語の知識

が足りなかったので、カタカナ名称が出た時、他人

より難しいと感じられたと思います。 

・ ボランティアのための外国語講座が 1 年生にとって

は少し難しかった。 

・ やはり専門的用語が多く授業の中で出てくると、難

しいな…と感じました。勉強不足なだけなんですが

…。 

・ 第 二 言 語 習 得 の講 義 は、専 門 用 語 が多 くて、理

解しにくいところもあった。 

・ 田村先生のケース・スタディーがむずかしかったが、

考えることができてよかった。 

・ わかりにくかったことは全くなかった。むしろ、レジュ

メ以上の説明や講師の方の解説が充実しており、

とても理解し易かった。ただし、時間内で扱うには、

少し内容が多すぎるのでは、と感じたことはあった。 

・ JSL 児童・生徒について、教師や学校側の問題に

ついては、良 く分 かったのですが、実 際 の教 室 内

で、他の生徒達がどのように振舞うことが、JSL 児童

たちを傷つけたり、悪影響を及ぼしているかについ

て、もう少し詳しく説明して欲しかったです。 

・ もちろん内容的には高度なこともあったが、参考文

献もあり、先生方も質問を受けつけてくださるとおっ

しゃっていたので、特に問題はないです。 

・ 韓国語、掛け算と割り算を説明すること。 

・ 特にないが、1 コマの時間に余裕がなく、説明が省

かれたものがあったのが、少し残念でした。 

・ 日本語指導に関して、全く知らなかったので、難し

いと感じた。 

・ スペイン語での算数が難しかった！！しかし、先生

がパワーポイントを使ったり、とくに難しいところは日

本語で説明してくれて、日本語がわからない JSL の

子どもたちも私達が工夫して教えたり、母語で補助

することで、わかりやすくなるのだなと実感した。   

・ 特になかった。 

・ 1 コマのだけの授業の場合、内容が多すぎたり、ペ

ースが速すぎたりして、わかりにくかったものがいく

つかあった。 

・ 特にありません。とてもわかりやすかったです。 

・ 語学の授業は、1 年生にとっては少し難しい部分

があったかと思います。 

・ 日本語文法の授業。普段当たり前に話している日

本語が、第二言語として捉えた時に、こんなに難し
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いとは思わなかった。文法面での説明も重要だが、

挨拶や買い物など、日常生活に即して教える方が、

わかりやすいし、楽しいと思う。（旅行用の会話集な

どを教材に使ってみては？） 

・ 日本語文法、文型。教えようとすると大変難しい。

いかに自分が入り組んだ言語を使っているかを思

い知った。 

 

5. プログラムの中で、特に印象に残ったことは何ですか。 

・ 各々の先生の授業に個性があること。 

・ 田村さんの授業。聴くスキルの必要性。河路先生のお話。 

・ 田村さんのお話。 

・ ボランティアのための外国語の授業。自分の専攻語を

生かせる授業だったので、とてもおもしろかった。 

・ 最終日の講義と田村先生の講義と林老師の講義。 

・ ボランティアのための外国語は、普段の授業ではやらな

いことだし、実際のボランティアでも使えそうな題材だっ

たので、とてもためになった。しかも講座は全てポルトガ

ル語だったので、実際に日本語が分からない児童・生

徒の気持ちが少し分かって、その経験も良かった。 

・ 田村先生のグループワークでケース 4 について話し合

ったこと。 

・ 全てのグループアクティビティ。語学の授業。田村先生

がおっしゃったこと：何か行動を起こそうという意識をも

ったまま終わるのではなく、そこから一歩ふみだすことが

大切！ 

・ グループディスカッションを楽しんで出来たこと。たくさ

んの人とふれ合えたこと（いろいろな先生方の話を聞け

たこと。） 

・ 毎日先生が変わり、勉強する内容も様々だった点が、と

ても良かった。 

・ 現場で活躍している先生達の話を聞けたこと。 

・ 学生さんは、言語が分からなくても「全身アンテナ」を張

り、一生懸命にやっている。／「信頼できる先生」は子供

の強い心の支えとなる。／言語習得は、話すだけでは

なく「居場所」の確保が大事である。／「聴く・聞く」のス

キルは表面ではなく、いかに「用心」して対処するかで

ある。／同じ関心のある皆と話をはずませ、夢や思いを

語り合えてよかった。 

・ 対人コミュニケーションのグループディスカッションでは、

聴くこと、話すことの難しさを感じたと共に、この講座に

参加した人たちの思いをきくことができて、とっても刺激

になった。 

・ フィールドワークやディスカッションを通して、多くの人

の様々な考えを知ることができたこと。 

・ ディスカッションなどで、他の人と意見を交換できたこと。 

・ 先生方の余談も含めて、世界中での体験のお話が聞

けたこと。 

・ 田村太郎先生の授業と、外国語による算数の授業です。 

・ 田村先生の講義での富の不均衡の現状がショックでし

た。人々が国境を渡るには、理由があるということを当

然のことながら再認識しました。 

・ フランス語での算数。割り算の仕方、記号の使い方など

の違いを、なんとか伝える努力ができたこと。JSL 児童・

生徒を含めて、みんなに働きかけること。 

・ 日本の社会、特に教育界が急速に国際していること。

更に、普段何気なく使っている日本語がいかに複雑で

あるかを教わったこと。 

・ 各言語の授業の中で、先生がその国の小学校の様子

について、とても細かく説明してくださったことです。日

本と違うところだけでなく、日本とこんな所が似ているん

だなという驚きも沢山ありました。 

・ ボランティアをする側がステレオタイプを持つため、そ

れが子供たちの負担となっている場合があるということ。 

・ 5 日目の 1・2 限目のディスカッション 

・ ディスカッションやケース・スタディをしたこと。 

・ 実際の現場で起こっている具体例。 

・ 田村先生の「ボランティアのための三本柱」を軸にディ

スカッションしたこと。／ボランティアのための外国語の

授業。特に専門語の多い数学は、単語一つ一つも大切

な勉強になりました。 

・ 最後の授業で河路先生や最初の授業で田村先生が言

っていたことで、「～人であることの誇り」を要求すること

が、必ずしも全ての人にとって、プラスにはならないとい

うお話が心に残りました。今まで自分は誇りというのも大

事かなぁと思っていたけれど、見方が変わりました。 
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・ 田村先生の授業でやったグループワーク。子どもにどう

やったら、違いを気にせず周りの子を受け入れていくか、

ということをわかりやすく伝えられるのか、難しかったで

すが、みなさんの意見をききながら、考えることでとても

勉強になりました。 

・ 実際に教える際の方法や学習日本語といった様な、こ

の講座を受けないとなかなか手に入らない情報がよか

ったと思う。 

・ 田村太郎さんの授業でいったケース・スタディ。／野本

京子さんの在日コリアンの授業。／ボランティアのため

の外国語（スペイン語） 

・ みんな意見交換場、という印象に残っています。 

・ 語学の授業。今まで、算数を外国語で説明しようと思っ

たが、単語を習って試みたことがなかったので、とても楽

しい印象深いものになりました。 

・ 第二言語としての日本語の難しさ。／田村先生のお話。

「ボランティアの３つの柱」 

 課題 → 理想像 

     ↑具体的な活動 

・ 日本で JSL 児童・生徒に対する教育支援ボランティア

以外でも、海外でボランティアをしたり、老人ホームでボ

ランティアをする際にも、この 3 つの柱を考えることは大

事だと思う。／まとめでの河路先生のお話。「～人であ

ることの誇り」を問うことの是非について。当初私は、「日

本に来た外国人（JSL 児童・生徒、留学生、etc）は「～

人である」ことに誇りを持っている、または持つべきであ

ると考えていた。しかし、世界規模で人々の移動が起こ

っている現代において、それを問うことは不適切、ある

いは無意味になりうると感じた。「～人」としてではなく、

一人の人間として他者と向き合い、互いの違いを認め、

尊重し合うことが重要なのだとわかった。 

・ ここがスタートだと多くの先生がおっしゃっていたこと。

実際に結びつけなければと思った。 

 

6. 今回のプログラムの前後で、ボランティアに対する意

識や心がまえが変わりましたか。 

a. 変わった → 7 へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 人 

b. 変わらなかった → 8 へ・・・・・・・・・・・・・・・・・0 人 

7. (6 で a と答えた人へ)どんなところがどのように変わ

りましたか。 

・ 日本語を効果的に教える方法がわかったこと。 

・ ボランティアに興味はあったが、ボランティアという

言葉に少し抵抗があった。まるで自分がいい子だと

でも言っているようで。でも今回の授業を受けること

で、純粋にボランティアでやっていることに興味を持

てたので、外国人児童に教えてみたいと思った。 

・ 田崎さんの「理想と課題」を考えて作らないと続か

ない、との話を聞き、内容を吟味する必要があるこ

とを感じた。 

・ ボランティアは、団体に所属したりして「ボランティア

をやってます！」というような人たちだけがやるもの

ではないと思った。専門家だけでなく、地域社会に

生きる人全員ができることだと思った。 

・ 今まで、やりたいとは思っていましたが、なんとなく

敷 居 が高 くて、一 歩 踏 み出 せずにいましたが、今

回の講義でボランティアへの関心・意欲は更に高ま

り、親近感も湧いてきて、何か学んだことをアウトプ

ットしていきたいと思います。 

・ JSL 児童・生徒のボランティアの際、JSL 児童生徒

の抱えている問題をしっかり理解して、固定観念を

捨て、ボランティアする側が、しっかりと責任を持っ

てのぞまないといけないと感じるようになった。 

・ ボランティアを必要とする人がいて、自分にもできる

ことがある、と知ったこと。そして実際、何かやろう！

という気持ちになれたこと。（今までは、ボランティア

は結 局 、自 己 満 足 じゃないか、と思 っていたので

「・・・・」） 

・ ボランティアの重要性（必要性）がかなり大きいとわ

かったし、私たちが何かやらなければならないという

ふうに変わった。 

・ 以 前 も、少 なからずボランティアには興 味 があり、

実際に小学 校 での活 動もやりましたが、今 の自 分

にできることがあれば、なるべくそれにもっともっとチ

ャレンジしたいと思うようになりました。 

・ JSL 児童・生徒との関わり方や、周りの日本人の生

徒との関わり方に対する心構え。 
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・ その子の母語がきちんとできないとやれないものだ

と思っていたが、そうでもないことがわかった。 

・ ボランティアとして熱中し、落ちやすい所が見えて、

これからもっと気を配らなくてはならないと思いまし

た。／「一人の日本語教師」としてのぞむボランティ

アは、知識もスキルも必要で、何よりも「人間性」が

問われると思いました。 

・ 今までボランティアに興味はあったけれど、なぜそ

のボランティアが必要なのかなどの基本的なことが

分かっていなかったので、今回の講座でそういうこと

を学んで、ぜひボランティアを通して、学習支援を

したいと思った。 

・ 今まで施設を訪問したりする際にも、準備はしてい

たものの、あまり相手の気持ちを、相手の視点に立

って考えるということができていなかったように思う。

それが、今回、プログラムを受けて、相手の視点に

立って考えることがいかに大切かがわかり、実践し

ようと思うようになった。 

・ ボランティア支援として実際どのように活動するか、

よく分かっていなかったが、少しそれが分かった。そ

れと同時に、状況に柔軟に対応し、色々な工夫を

する必要がある、という難しさも分かった。 

・ あまり気張らずに取り組めばよいということ。しかし、

事前の準備は必要。 

・ 今までは、どんなふうに教えたらよいのか、どんなこ

とを教えたらいいのか、よくわからない部分が多いま

ま、学 習 支 援 活 動 に加 わってしまいました。でも、

今回のプログラムで、本当に多くのことを学ぶことが

でき、今後の活動に活かせるな、と思ったことがたく

さんあります。 

・ 小 学 生 に日 本 語 を教 える時 は、その児 童 だけ焦

点をあてるのではなく、クラスの友達をまきこんで、

学 習 に巻 き込 んでいくという心 構 えが芽 生 えまし

た。 

・ 課題 → 理想 

  

 

この図のように意識して行ったことはなかった。ただ

活動していた。今は、理想を持ち、それを一緒に活

動する仲間と共有したい。 

・ ボランティアで重視することの中心が、自己実現・

事業の成功から、お世話する人（この場合 JSL 児

童・生徒）に変わった。お世話する人の立場・心理

を理解し、それを活動の中心に据えることの大切さ

を実感した。 

・ ボランティアというと“補助”というイメージが強かっ

たのですが、特に外 国語が話せるという外語大 生

に出来ることは思っている以上に多いのだということ

が分かりました。 

・ 今まではボランティアというと、「弱い立場の人を助

ける」というようなイメージがあったけれど、ボランティ

アを通して、自分自身も成長できるものだと感じるよ

うになった。 

・ 理論的な関心があって参加したが、実践に生かし

たいと感じ、ボランティアに参加したいと思った。 

・ ボランティアとは、課題と理想の姿をつなぐための

一 時 的 な活 動 である。一 時 的 であるゆえ、「無 報

酬」。ボランティアの支援がなくても理想の姿を維持

できるよう努めなければならない。 

・ 自分の知識や力を生かせる場は必ずあるのだから、

積極的に行動しようと思った。 

・ すぐ周りを見れば、自分にできることがあると感じた。

できることをやろうと思った。 

・ もともと興味があったボランティアに踏み出せずに

いたが、5 日間で学んだことをもとに挑戦してみた

い！と思えるようになった。 

・ 今まで、いきなり外国人児童・生徒に接したり、国

際理解教育に参加したりすることに対して、「自分

にできるのかな？」と引っ込み思案でしたが、「具体

的に何か行動したい！」と思うようになりました。コミ

ュニティ支援室の活動をもっと詳しく知るために、足

を運んでみたいです。 

・ 学習支援などのボランティアをするためには、いっ

ぱい自分 で知 識を取 り入れて準 備しないといけな

いのかと考えていて、ちょっと身構えてしまっていた

けれど、実践から学ぶこともあるのだと思いました。 

具体的な活動 
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・ 今回実際の現場で行われていることやその様子を

具体的な教材・VTR・グループワーク・ゲームなどを

通して体験することができたので、ボランティア活動

が自分にとってより身近に感じられるようになりまし

た。私でも、何かできそう、と思えたことも良かったで

す。 

・ 今までボランティアというものを漠然と「何かを行うこ

と」としかとらえていなかったが、実際には、課題や

目標をふまえなくてはならないという基本的なことを、

まずは理 解 した。他 にも外 国 から来 た人 たちへの

接し方も、例えば「～人」という概念についてなど、

今 までの考 え方 とは全 く異 なる見 方 を学 び、意 識

が変わった面が多かった。 

・ 支援させてもらう児童達・生徒達の背景に対しての

理解が深まった。又、彼らに対してどのように接し、

どのような方向にもっていったらいいかを知ることが

できた。（来 た児 童 ・生 徒 にその国 の“誇 り”をもた

せることが、本当に必要なことなのかどうか？etc） 

・ 国際理解教育という活動に参加しているのですが、

いつもただ自分の国の文化の紹介だけ考えていま

した。JSL 児童・生徒の問題も全然知らなかったで

す。 

・ 今まで、どのように接すればいいのか、教えればい

いのか、伝えればいいのか、ということが分からず、

困ったり、悩んだりしていましたが、こうすればいい

のだ、あの時の振る舞いはあれで良かったんだなと、

わかるようになりました。 

・ 今まで、ボランティアをしようと考える際に、具体的

な活動ばかり目がいって、そもそも（支援？）を必要

とする根本の課題や、活動を通して目指す理想に

ついて、考えたことがなかったが、今回の講座を通

してそれを考えることの大切さを知った。 

・ 日本語のとらえ方（日常＆学習など） 

 

8. (6 で b と答えた人へ)それは、なぜですか。 

（回答なし） 

 

 

9. 外国人児童・生徒への学習支援ボランティアに関して、 

今後、もっと知りたいこと、聞きたいことは何ですか。 

・ 生徒には小学校で教えるのですか？／どのくらい

の間 一 人 の生 徒 を担 当 するのですか？実 際 に行

って体験したいです。 

・ 児童（JSL もそうでない子も）の異文化受容・適応

について。 

・ 実 際 にボランティアをしたことのある学 生 さんに、

JSL 児童・生徒にどのように接したら良いのか、お

話しして欲しいと思いました。 

・ 知りたいこと聞きたいことは今はないが、支援する

にあたっては、しっかりとポルトガル語及び支援のた

めの日本 語をもっと学びたいし、これからぶつかる

疑問や壁は今回の講座で学んだことを思い出して

参考にしながら乗り越えていきたい。 

・ どんな人達がどこで、どんな風に行っているのか。

（実際に自分も関りたいと思っているので）／詳しい

支援内容（例えば、教材の教え方など） 

・ 支援室から届くメール（ボランティアのお願い）を、

これからよく読んで、参加できそうなものには参加し

ようと思うので、できるだけその主旨とボランティア内

容をわかりやすくしてほしいと思う。 

・ 私達、外大生ができることは？／私達にできる事で

ボランティアの需要があれば、やってみたい。 

・ 今回シラバスには書いてあって実際紹介していた

だけなかった「絵を用いた日本語指導」について知

りたい。 

・ 事前にどれくらい準備などをするのか知りたい。 

・ もっと外国語でどう説明するのか、表現をたくさん

知りたい。 

・ 実際にボランティア活動をした学生の体験談。 

・ 教 科 ごとの教 授 法 ・日 本 語 指 導 法 を、もう少 し実

践的に知りたいです。 

・ 第一言語が定着していない児童に日本語指導す

るとき、第一言語を喪失させないためにはどうすれ

ばいいのか。日本語だけ教えていれば、よいのか。 

・ 実際に小学校・中学校で取り出しを行っている先

生に話してもらう。 
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・ 日本政府（特に文科省）は JSL 児童・生徒、日本

語教育に関してどんな取り組みを行っているのか。 

・ 中東、特にアラブ系の子供達は、日本でどんな暮

らしをしているのか。 

・ 海 外からの日 本の政 策 に対する声 には、どのよう

なものがあるのか。 

・ 実践してみたいです。 

・ JSL 児童・生徒の母文化・母語やアイデンティティ

の問題についてもっと知りたいです。「～人として」と

いうのが、子供たちにとって負担になることも知って、

それにどう対応していくべきなのかいろんな意見を

きいてみたいと思いました。 

・ 算数だけでなく、他の教科の教え方も教わることが

できたらいいなと思います。 

・ スペイン語 での指 導 方 法 をもっと学 びたい。／児

童心理についてもっと知りたい。 

・ 今回算数だったので、理科や社会など彼らがつま

づきやすい分野の単語など。 

・ JSL 児童（小学生）と JSL 生徒（中学生）の求める

支援の内容の違い。 

・ 事前学習（国際理解など）の進め方、分野（言葉、

宗教、その他の文化）。 

→重要であるとおっしゃっていたので。 

 

10. 今回の「2006 年度夏季多言語多文化共生学講座―

―外国人児童・生徒の学習支援ボランティア入門――」

についての意見・感想をお書きください。 

 

・ 入門というよりも、今すぐに活動に移すことができるスキ

ルを身につけることができた。これを活動に移すことで、

本当にこの経験を生かすことができるだろう。 

・ とても充実した 5 日間でした。ここで終わりにしないで、

何か具体的な活動に取り組めたらいいと思っています。

またこのような授業があれば、是非参加したいです。 

・ 5日間という短い期間ではあったが、多くのことを学べた。

ボランティアに対する意識も高まった。 

・ とても有意義で、ボランティアに少しでも興味のある人、

外国人児童・生徒に関心のある人にとっては、最高だと

思います。これからも、このような講義があればと思いま

す。 

・ ボランティへの意識や心構えがとても変わったし、多言

語多文化共生ということについても、考えさせられること

が多くて、すごくいい経験だった。こうした学習講座はも

っと多くの人に知ってもらいたいとも思った。 

・ 自分の考えに幅がでる、とても良い機会だと思います。

普段、自分が接することのできない方々の話（先生はも

ちろん、他語科の人たちの話）を聞けて、良かった。 

・ かなり良かったです。大学生活の方向が少し見えた気

がします。また、こういうものをやってほしいです。 

・ とても自分のためになった。なので、今後また、このよう

な機会を設けていただければ、ぜひ、また参加したいで

す。 

・ ボランティアのための外国語は、開設する言語は限定

しても仕方がないと思うが、その中でなら必ず第一希望

の言語を受けられるようにすべきだと思う。実際に今、支

援している子供の言語での算数の言い方を知る必要が

あるのに、全く関係のない言語になってしまって、残念

だった。楽しく学習できたが、やはり、最も必要性のある

言語で学べる方がいいと思う。 

・ あまり言語やバイリンガルには興味がなかったけれど、

今回の講座を受けて面白いと思った。今まで、日本語

教師などの職業になりたいとか思ったことがなかったけ

れど、興味を持った。視野が広がった。 

・ 出られなかった初日、本当に惜しいと思います。このよ

うな講座を増やし続けてほしいです。 

・ 今まで知らなかったことをいろいろ知ることができ、これ

からやってみたいと思えることも見つかったので、本当

に出てよかったです。 

・ 5 日間はあっという間でしたが、とても楽しく勉強になり

ました。ありがとうございました。 

・ どの科目も JSL 児童・生徒をピンポイントにした授業ば

かりだったけれど、その JSL 児童・生徒の持つ背景や事

情は様々で、それに対応していく柔軟性が必要になる

なあと感じました。5 日間中身の濃い授業を受けることが

できたのをとても嬉しく思います。ぜひ実践に生かした

いです。 
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・ 本当に有意義な講座だったと思います。聞くだけの授

業ではなく、アクティビティも多く含まれていて、楽しかっ

たところもたくさんありました。このようなことは、普段の授

業では、あまり学べないことなので、これからもこのような

講座を開いてほしいと思います。 

・ 学部の授業では、拝見することのない先生方にお越し

いただき、貴重なお話をしてくださって、本当に参加し

てよかったと思いました。日本にいる外国籍の人に対す

る意識が変わったと思います。 

・ 参加型（ディスカッション）でとてもおもしろかった。 

・ 外大ならではの、非常に画期的・有意義な講座であっ

た。「国際社会で活躍する」といのは、単に海外で何か

をすることだけではなく、ここ日本で国境・文化・言語を

越えた活動をすることも意味しているのだと、強く感じた。

なぜなら、ここ日本もとりもなおさず、「国際社会の一部」

だからである。この講座は、日本社会、日本語、外国人

生徒など、様々なものを多角的にとらえる大きなきっか

けとなった。参加して本当に良かった。お世話をして下

さった先生方、スタッフの皆様に心から感謝したい。 

・ 私は元々日本語教育に興味があり、特に子供に教えた

いと思っていたのですが、日本にいる外国人児童・生徒

への日本語教育については、あまり考えたことがありま

せんでした。今回の講座で自分の専攻語についての興

味もさらに増え、それに外国にばかり目を向けていた自

分に気付きました。これからの日本では、外国人児童・

生徒は増えていくと思いますし、自分にできることを実

際にやってみようという気持になりました。 

・ 多言語多文化社会についても、学習支援についても、

たくさんの知識を得られたし、いろいろな人の意見を聞

くことで、自分の中でも意識を高めることができたと思う

ので、よかったです。 

・ 大変充実した 5 日間でした。視野が広がったこと、多く

の人と知り合えたことが、よかったです。 

・ 大阪外語大にボランティア論という授業があるのをうら

やましく思った。とても楽しい講座だった。一緒に学ぶ

仲間がいるといのは、何て素晴らしいことなのだろう。 

・ 今回の講座をとってよかったです。ぜひまた開いて

ほしいと思います。これからどんどん学んだことを生

かしていきたいです。 

・ 授業の内容は非常に興味深かった。また、学年を

こえたメンバーでディスカッションができた点も良か

ったと思った。 

・ 非常にためになったと思う。今回で打ち切りということだ

が、ぜひまた開いてほしい。この 5 日間で学んだことを、

ぜひ次のステップへ生かしたいと思った。 

・ 一つ一つの授業に「ハッ」とさせられることが多くありまし

た。グループワークが多かったことで、いろんな人と語り

合えたことも良かったです。留日センターにいる留学生

と外国人児童・生徒の学習支援についても考えることが

できれば良かったなと思います。 

・ とても濃い 5 日間でした。この 5 日間で一緒に勉強した

仲間ともこれから多言語多文化社会の問題を考えてい

きたいです。1コマ60分といのは短いですが、入門講座

として、浅くいろいろ知るのには、ちょうどいいと思いま

す。 

・ どの授業もとても興味深いものばかりで、出席できて本

当にうれしかったです。この講座は今年で終わりとのこと

ですが、また形は違っても、こういった講座をぜひ開い

て欲しいです。お願いします！！ 

・ この講座に出ないと得られない知識も多く、とても有意

義だった。今後もこのような場があったら参加したいと思

うし、ここで得たものを生かしていきたいと思う。 

・ すごく内容の濃い 1 週間だった。本当に参加できて良

かったです。ありがとうございました。この経験を“知識”

で終わらせないように、“行動”を起こしていきたいと思

います！！ 

・ とてもすばらしいプログラムです。今年で終わると聞い

て、残念に思うのですが、毎年やり続ければいいなと思

いました。 

・ 語学の授業をレベル別にする。授業によっては、1 年生

より 2 年生以上を中心とした方がいいものもあったかな、

と思います。でも、話を聞いていると、動機はそれぞれ

でも、各自得るものはあったようなので、トータルではよ

かったと思います！！ありがとうございます。 

・ とても勉強になった。私はもともと、海外でのボランティ

ア活動に興味があったが、外大に入って、「多言語多文
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化社会論入門」を受講して、日本での多言語・多文化

化の状況を知り、さらにこの講座で実際に JSL 児童・生

徒に対する日本語指導を行っている方の講義を受けて、

日本でも私達にできる活動があること、そして私達の支

援を必要としている人がいるのだと強く感じた。この講座

をきっかけにして、私も何らかの形でボランティアに関わ

っていきたい。ありがとうございました。 

・ 語学指導のハナン先生の熱意がプリントの厚みに、滲

み出ていて、自分達がしっかりやらねばと思った。そし

て、すべての先生がそれに劣らず「伝えねば」という強

い意識を滲ませる授業をしていらっしゃったので、とても

楽しい（interesting）1 週間を過ごすことができた。 

 

2-2. スタディ・ツアー「多文化のまち－大

久保・百人町を歩く－」 

文責：長田 広介(運営委員) 

 

日時：2006 年 4 月 22 日（土）15 時 30 分～20 時 

場所：新宿区大久保・百人町 

講師：山本重幸氏（共住懇） 

 

本企画は、私たちの身近で進みつつある多言語・多文

化化を実体験するスタディ・ツアーである。ツアーの舞台

は新宿区大久保・百人町。アジアを中心とした 5000 人を

超える外国籍区民が生活しており、まさに国内の、しかも

私たちの足元で進みつつある多言語・多文化化を実感で

きる地域である。講師を務めていただくのは、「共住懇」の

代表を務める山本重幸氏。「共住懇」は大久保・百人町を

拠点に、グローバル化の中で変貌する地域社会（都市コミ

ュニティ）の新しいあり方を追求している市民のボランタリ

ーグループである。 

スタディ・ツアーには学生 16 名と教職員 5 名が参加し、

講演とツアーの 2 部構成で行われた。第 1 部の講演では、

山本重幸氏や他のメンバーの方から “多文化のまち”大

久保・百人町の現状をお話しいただき、そこで起きている

様々な問題について理解を深めた。そして第 2 部では、

講演で学習したことを踏まえ、実際に町を歩く。学生にとっ

ては、講演で学んだことについて実際に町を歩いて実体

験でき、私たちの身近で進みつつある多言語多文化化に

ついて意識を高める良い機会となったであろう。ツアー後

の懇親会では、様々な国の食文化が融合しているマレー

シア料理を食べ、学生、教職員、そして「共住懇」の方々と

交流を深めることができた。 

多文化コミュニティ教育支援室主催の新学期フェア「専

攻語を活かしたボランティアをやってみませんか？」の一

環として行われた本企画は、今後、支援室のメンバーとな

って活躍してくれる学生を発掘すると共に、学生、教職員

が一緒になって学習し、感じたこと、体験したことを共有で

きるという意味でも、意義深い企画である。 

なお、以下は参加した学生の報告書である。多言語・多

文化化を実体験した彼らの報告を、是非ご一読願いたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語学部フランス語専攻 3 年 三浦 圭織 

1 年間で街はそんなに変わるのだろうか。2 年連続して

このスタディ・ツアーに参加したのは、単純に去年参加し

て街歩きが楽しかったからだけではない。韓流ブームが下

火になってきた今、大久保の街はどうなっているのか。衰

退しているのか、逆にさらに活気に満ちた街になっている

のか、そもそもたったの 1 年間で街はそれほど変化するの

だろうか。その答えを知るために、今回のスタディ・ツアー

に参加した。 

 そこに住む人々が入れ替わっても、街の構造や雰囲気

は変わらない、私はこのように考えていた。しかし、大久保

の街は明らかに一年前とは変わっていた。 

まず街の雰囲気だ。前回のツアーでは、大久保の特色

である「多文化」の中でも韓国色だけが飛びぬけて目立っ

ていた。韓国系の飲食店や韓国人経営のお店が多く立ち

並び、すれ違う人々も韓国語を話す人達が多かった。しか

し、今回は、より多国籍になっているように感じた。韓国以

外のアジア諸国の飲食店が増え、街を歩いていても韓国

語以外の言葉を話す人達が多く見受けられたのである。

逆に、韓国系列のお店は減ったようだ。といっても、（私の

記憶によれば）そのお店はほとんどが韓流スターのプロマ

イドなどを売っていた、いわゆる日本の主婦層を対象にし

たようなお店である。韓流ブームが落ち着いてきた昨今で

は、店舗数が減るのも当然かもしれない。 

大久保の多国籍化に加えてもう一つ気づいた点は、異
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なる宗教の共存である。世界の他のどの場所に、一つの

ビルにお寺とキリスト教が共存しているところがあるだろう

か。今回のツアーでは訪れることができなかったが、イスラ

ム教の礼拝所も近くにあるそうで、大久保では世界三大宗

教がうまく共存しているといえる。これも多文化共生の一体

系であろう。前回のツアーでは、宗教に関してあまり注意

を払っていなかったので、一年前と比べて変化があったの

かはわからないが。 

大久保では人や店の移り変わりが激しく、新しくできた

店舗が 2、3 ヶ月でたたまれることも珍しくないそうだ。この

短期間での変化の激しさを、外国籍の方も日本国籍の方

も含めて大久保の住民はどう受け止めているのだろうか。

その機会はあったのに、大久保住民の生の声を聞くことが

できなかったことは反省点である。 

街は普遍的なものではなく、その時々の住民によって

日々変化するものであり、ましてや一年間という長期間に

おいてはなおさらである。しかし、今回気づいた街の変化

や異なる宗教の共存は、すべて多文化共生につながって

おり、大久保の多文化を受け入れる根本的な姿勢は変わ

っていないのではないだろうか。 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 樫本 るい 

私は、今回初めて大久保のような多文化の街に行って

色々なことを学んだ。大久保の第一印象は、「不思議な

街」であった。というのも、国は日本のはずなのに、街のい

たるところに韓国語やアラビア語などの異国の文字で書か

れた看板があるのが目に入ったからである。まるで、日本

ではないどこか他の国にいるような錯覚を覚えた。また、道

を歩いている人も外国人が多かったので余計にそのような

錯覚にとらわれた。しかし、街を長時間歩いていると不思

議なことにそのような違和感を感じなくなっていた。ツアー

の途中で入ったアラビア系の食料品店の店主は、相手が

どこの国の人かに関わらず親切に話しかけてきてくれて、

色々な話をしてくれた。また、韓国料理店では、韓国人だ

けではなく日本人の客も普通に来ていて街に溶け込んで

いた。最初は様々な国が入り混じったような街だと思った

けれど、大久保は様々な国があってこそ一つの街なのだと

思った。 

一緒に大久保を訪れた韓国人が、大久保は本場の韓

国料理が食べられるうえに、それ以外の韓国のお店も多

いから、韓国に帰ってきたみたいで落ち着くと言っていた。

きっと、韓国人だけでなくイスラム系やアジア系の日本在

住の人々も、同じような感情を抱くのだろう。親や兄弟、親

戚などと離れて日本で暮らしている外国人には、このよう

な母国を思い出せる街の存在がとても大きいのだと思う。 

このように、様々な国の人々がほとんど大きな仲違いも

なく生活できているのは、今回のツアーで私達を案内して

下さった「共住懇」の方々の活動のおかげだと思う。「共住

懇」は、普段は接しづらい印象がある外国人と触れ合う場

を提供したり、一緒に防災訓練をする機会を設けたりして、

日本人と外国人が協力する姿勢を作り出して、地域の国

際交流にとても大きな役割を果たしている。 

つい最近、日本人と結婚して中国からやってきた女性

が日本語があまりうまくなかったために、地域の人々の輪

に入れず、自分の子どもも友達に受け入れられていない

のではないかと考えるようになり、他人の子どもを殺してし

まうという事件が起こった。私は、もしこの地域にも大久保

の「共住懇」のようなシステムがあれば、このような悲惨な

事件は起こらなかったのではないかと思う。 

私達は外国から来て日本に住んでいる人々を「外国

人」という枠でくくらずに、同じ地域の住民として受け入れ

て、コミュニケーションをとり、共に協力して生活していくこ

とでお互い心地良い暮らしをおくることができるだろう。 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 崔 安鎮 

今回の「新宿の現状について～大久保・百人町を中心

に～」というプログラムに参加したのは河路先生の誘いか

らでした。私は日本の福岡に 3 年間住んでいて、東京のあ

たりは何も知らなかったです。しかし、韓国の人々に「大久

保」にはたくさんの韓国の店や人々がいて、まるで韓国に

きたように思うと聞きました。そのため、いつか是非行きた

いと思い、今回参加することにしました。 

まずは、大久保で勤めている方からの大久保の紹介を

されました。東京都新宿区は 10 年余りで、人口約 30 万人

のうち 3 万人の外国人登録がある外国人集住地域である

こと。私自身が外国人だけれども、そんなにたくさんの外
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国人が住んでいるとは思いませんでした。特に、大久保、

百人町では住民比率で 3 割くらいになり、7000 人を超える

外国籍区民が住んでいることを教えてくれました。実際に

大久保に着くと、色んな言葉の看板を見つけることはもち

ろん、たくさんの外国人がいました。本当に外国に来たよう

な気がしたのです。 

特に、大久保小学校の話にはびっくりすることが多かっ

たです。この学校の児童は、総数約１45 人のうち約 60 パ

ーセントが、外国人の両親、もしくは外国人と日本人の両

親を持つ子どもたちだということです。そのために、日本語

が理解できない子どものための日本語教室や国際理解教

室などが開かれているそうです。また、学校から親に向け

て配られる配布物も 6 言語に対応していることはとても驚き

ました。小学校の時から自然と異文化に対する偏見もなく

とてもいいとおもいました。普通の学校だとお互いの違い

を認めず、尊重し難しいと考えられるが、グローバル化の

よい例だと思います。 

実際に大久保のあたりを歩いてみると、不思議にも日本

にいるような気がしませんでした。韓国語を含めた、たくさ

んの言語の看板や色んなところからの外国人が共に生き

ているところでした。私たちが食べたマレーシアの料理は

普段食べている料理と似たような点もありましたが、生まれ

て初めて味わう食べものや飲み物が多かったです。とても、

新鮮な気持ちになって友達と一緒にたのしむことができま

した。 

このような町が世界のどこかにまたあることを想像しなが

ら、私が外国人ながらも、いろんな外国人に役に立てるこ

とや、日本人に異文化を理解させることはできないのかと

考えるようになりました。是非役立てることを見つけ、実践

していきたいと思います。また、これからもこのようなスタデ

ィ・ツアーがあれば是非参加したいです。 

 

外国語学部フランス語専攻 1 年 谷 あゆみ 

わたしがこのツアーに参加してみようと思ったきっかけは、

日本語がわからず行き先の違うバスに乗ってしまって困っ

ていた中国人の家族を見たことだった。目的地とはまった

く違う場所に着いてしまって、とても不安だっただろうと思う。

わたし自身そのバスに乗るのは初めてで、中国語もわから

ず、力になることは出来なかった。 

大久保・百人町に行ったのは今回が初めてのことだっ

た。多文化のまちと聞いて、わたしは真っ先に、アメリカに

ある日本人街、中国人街といったひとつの民族がまとまっ

て暮らしているような町を思い浮かべた。しかし実際の大

久保は、確かに韓国人の多いエリア、イスラム系の多いエ

リアなどもあるが、ひとつのブロックにさまざまな言語の看

板が立ち並んでいて、「多文化」を実感した。特に韓国料

理の店が目立ち、耳にする外国語も韓国語が多く、まるで

韓国の街を歩いているようだった。これも近年の「韓流ブ

ーム」の影響があるのだろうか。 

「多文化のまち」とはいえ、そこに住む外国人と日本人の

間にはトラブルもあるようだった。やはりコミュニケーション

の問題が一番大きいという。日本語がわからないから、地

域の日本人住民と話せない。地域のルール（例えばゴミだ

し）もわからず、ルールを守ることが出来なくなってしまって、

日本人の住民に悪印象を与えてしまう。それでますますコ

ミュニケーションが難しくなり…というような悪循環。これを

断ち切るために、回覧板に翻訳をつける、在日外国人の

ための相談会などは非常に重要なことだとわかった。わた

しの住んでいる地域でも中国人や、ブラジル系と思われる

人を見かけることがある。このような取り組みがなされてい

るのかどうか調べてみようと思った。 

コミュニケーションの他にも、日本に移住する外国人に

はたくさんの問題がある。そのひとつが子育てだ。日本で

生活していくために、両親が夜遅くまで働かなくてはなら

ない家庭は、日本人家庭にも多い。近所に信頼できる人

がいればその人に留守中を頼むこともできるかもしれない

が、子どもを狙った犯罪も増えているし、簡単ではない。大

久保にはエイビイシイ保育園という 24 時間体制の認可保

育園がある。無認可、23 時間体制で始め、残りの１時間の

確保、認可のためにかなりの年月を要したという。共働き

の家庭が増えた今、保育園の数は圧倒的に少ない。外国

人の住みよい国にするには、まず日本人も暮らしやすい

国にしなければならない。 

「多文化共生」とは一体何なのか、スタディ・ツアーに参

加してからずっと考えていた。ただ単に多くの文化や人種、

民族が平等であるだけではない。この「多文化共生」という
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言葉を定義することは、とても難しいことであると思う。今回

のスタディ・ツアーで日本の多文化化の一端を体験するこ

とができ、ますます興味を持った。これからの大学生活の

中で、「多文化共生」のあり方について模索していきたいと

思う。 

 

外国語学部フランス語専攻 4 年 山田 寛子 

私が大久保、百人町を訪れるのは 2 度目であった。初

めて訪れたときというのは、韓国通の友人に連れられての

ことで、韓流スターショップを見たり、韓国料理店で数々の

料理を食べたりしたので、私の中には「大久保＝限りなく

韓国に近い町」というイメージが形成されていた。 

今回、このスタディ・ツアーに参加したことで、そのイメー

ジが変化して、「大久保＝多国籍、多言語、多文化の温か

い街」という実感になった。印象的だったことを述べたい。 

HALAL ショップの存在を初めて知った。食材を、タブー

に触れることなく購入できることは、外国人、特に日本語が

よく読めない人達にとっては、心強いと思った。その

HALAL ショップのうちのひとつに入店した。ヒンディー語、

アラビア語、英語、日本語を操り、私たちにラッシーをくれ

た気前のよい社長や、アラビア語を話す男性二人、フラン

ス人の彼氏を持つコートジボワールの女性がいて、しばら

く会話を楽しんだ。この小さな店の中だけで、4 言語も聞い

たことに驚き、大久保の多言語さを感じた。いろんな母語

を持つ彼らと話すのは、とても楽しかった。 

大久保小学校の外観を見学した。思ったよりも小さな学

校だった。私が府中国際交流サロンで学習支援を始める

きっかけが、この学校だった。よくテレビ番組で取り上げら

れるらしい。講習会では山本さんが、子どもたちの学習や、

夜間保育の問題について話してくださった。府中とは、少

し背景が違うなあと感じた。 

小学校周辺には木造築何十年という共同住宅や、ワン

ルームにひと家族が住んでいるアパートがあった。各国料

理や、各国スターの店などを見ると華やかだが、少し裏通

りに入ると驚いてしまう。お勤めに向かう若い女性ともすれ

ちがった。驚くほど安いビジネスホテルが何軒もあった。友

人と遊びに来たときには気づかなかった、違う大久保を見

たように感じた。 

講習会や、後の懇親会の会話で「ごみ、騒音、におい」

の問題が話題になった。在日外国人の問題とはこの 3 つ

だという。日本語があまりわからぬうちは、ごみの分別や出

す日にちなどを完璧にこなすことは難しいし、野外での立

ち話、マンション中にいきわたってしまうような出身国独自

の料理の香り。日本人にとっては慣れないものだから、問

題視されてしまう。ただ、会話の中で出てきたのだが、日

本人にとっておなじみの醤油の香りが、外国の人々にとっ

ては不快に思えることもあるのではないか。このように、「ご

み、騒音、におい」の問題というのは、お互いにあると言え

るのかもしれない。大久保の町が、全国の在日外国人の

問題を集約しているとしたら、なおさら、これらの問題にも

取り組めるとよいと思った。外国から来た人々のおかげで、

日本の商店街が活性化し、韓流ブームのおかげで主婦層

の客が増えた。良いことも悪いことも考えたい。 

他にも、いろんな国のよさがつまったマレーシア料理に

感動したり、あまりに細い道を車が走っていたり、多くのこ

とに驚き、感動し、考えたスタディ・ツアーだった。 

 

外国語学部アラビア語専攻 1 年 鈴木 啓之 

このレポートでは大久保・百人町周辺スタディ・ツアーで

得られた情報を元にして多文化共生社会について考察し

たい。 

 新大久保・百人町の位置する新宿区では、外国人登

録者が都内で最も多く、人口 30 万人のうちの約 10％を占

めている。その中でも新大久保・百人町においては、住民

の約 33％を外国籍住民が占める。そしてこの地域で特に

注目すべきは、その混住・共生の形態である。 

町を歩くと、通りに面した店の多様性にまず驚かされる。

扱う品物の多様性もさるものながら、店の看板に書かれた

文字の多彩さには目を見張るものがある。多くはハングル

や中国漢字であるが、中にはいくつかの判別不可能な文

字も含まれている。それらは一見して別の世界へ迷い込

んだような錯覚を来訪者に与えるが、それは海外での感

覚とはまた違うものである。それをよく表す例として文字の

混用を挙げたい。 

公園の前にあった一軒の韓国料理店の看板がそれで

ある。それにはハングルで二文字書いた後から“食堂”と
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漢字で付け加えられていた。この看板に見られる文字の

使用法は、この町における共生の形を物語っている。自分

の持つ文化を主張しながらも、異国日本の文化を受け入

れているのである。つまり、個人レベルで多文化社会が形

成されているのだ。ここでは同じ国籍の者同士での“集団

孤立型”社会や、居住国による押し付けの“文化統一型”

社会は形成されていない。むしろ住民の多くは、この“意

思疎通ある多文化”を楽しんでいるようである。町のいたる

所に貼られた語学・文化理解講座のお知らせや、地域情

報誌・掲示板での多言語表記などは、そのような姿勢の表

れであろう。相手の立場の理解と、自分の立場の発信が

みごとに両立されているのだ。 

そして、この様な働きかけが“日本－外国”の枠に限定

されないところが、特筆すべき点である。行程で立ち寄っ

たハラール(حلال:許された)食品店では、少なくとも日本語・

アラビア語・英語・フランス語が通じ、他の多くの店でも 2～

3 種の文字併記は当たり前のように行われている。交流が

すべての文化を縦横につないでおり、これがこの町特有

の連帯感を生み出しているようである。 

このような社会が形成された背景の 1 つとして考えられ

るのは、この町における居住の形態ではないかと思われる。

ある程度の波はあるものの、多くの外国籍住民が、他の文

化圏の外国籍住民と並行して来日している。そのため 1 つ

の共同住宅に国籍の異なる人々が一緒に暮らしているの

が当たり前の、混住社会が作り出されてきた。異国日本に

おいて、さらに他の文化との交流の必要性が生ずるので

ある。ここからは私見であるが、彼らの間での交流も片言

の日本語や挨拶を通じて、大変ぎこちなく始まったに違い

ない。完璧を奉じる日本人には難しいかもしれないが、そ

の姿勢に学ぶべきものは多いと思われる。 

 

外国語学部カンボジア語専攻 1 年 柴本智代 

私は、このスタデイ・ツアーに参加して、現在の日本社

会における多文化共生の“まち”を実際に自分の足で歩き、

体験するというとても貴重な体験をすることができました。 

まず私が驚いたのは、駅近くで見かけた電柱です。な

んと 5 種類もの言語で書かれているのを見つけました。さ

すが多文化のまち！と思いました。とても身近なところから、

わたしの住んでいるまちとは全然違う！と思いました。 

町を歩く前に、共住懇の方からお話を聞いた。その中で、

今の大久保のまちには、外国籍の方が平均 3 割近く住ん

でいることを知り、とても驚きました。だからこそ、多文化共

生のまちづくりが進んでいるんだなあ、と思いました。また、

「おいしい“まち”ガイド」という冊子を頂き、その中に紹介さ

れている外国料理店の数の多さ、種類の多様さに驚きまし

た。 

説明の後、まちを歩き出してみると、そこはまさに、韓国

にいるような感じでした。韓国料理店、韓国雑貨店など、

韓国語で書かれている看板がいたるところにありました。

韓流ブームの影響もあるのかもしれないけど、それにして

もすごい数だなあ、と思いました。 

私は、国際理解教育に興味があり、児童の半数以上が、

両親のどちらかが外国籍という大久保小学校にも、非常に

興味を持ちました。学校通信が多言語化、連絡網は言語

別、母語維持教育、国際日本語教室など、大久保小学校

の様々な取り組みを知ることができました。まさに地域とと

もに歩む学校だ、と思いました。 

今回、このスタデイ・ツアーで、共住懇の方に案内して

頂き、大久保のまちを普段とは違った目線で見ることが出

来て、普段生活しているだけでは気づくことのできなかっ

た大久保のまちの様々なところを知ることが出来ました。と

てもよい経験となりました。たくさんの韓国料理、雑貨店、

多国籍料理店には、ぜひ今度行ってみよう！と思います。 

これから変わり、進み続ける多文化共生社会を、もっと知

っていきたい、と思いました。 そして、自分には何が出来

るのか、探し、実践していこう、と思います。非常に貴重で

有意義な体験をさせていただき、本当にありがとうございま

した。 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 板久 梓織 

近年国際化が叫ばれている日本の中でも、大久保とい

う町は特異な町と言える。なぜなら大久保・百人町地域の

住民比率の平均三割は外国人であり、国際化している町

というより外国そのものと言った方がふさわしいからだ。日

本に旅行に来た外国人が母国の料理が恋しくなった時大

久保の町へ行き、母国の料理を食べるという話を聞く。ま
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た日本人を含めて、多民族が混ざっている大久保という町

を中心に現在日本では「多文化共生」という概念が推進さ

れている。「多文化共生」とは互いの違いを認め、共に尊

重し合い、豊かに生きていくことができるような社会をつく

ろうという概念である。しかし日本人と外国人という境界線

は明白に分かれているものではない。大多数の日本人と

違う肌であろうとも日本でしか居住経験がなく、日本語しか

話せない人々を「外国人」と定義することはできないだろう。

では、そういった人々や日本に居住しながら多文化の町

で暮らす日本人のアイデンティティの形成はどうなるのだ

ろうか、検証したい。 

沖縄やアイヌの人々は同じ日本とされながら本土の

人々とは違うアイデンティティを形成しているといってよい。

私たちはこの二つの地域を外国のように捉える傾向がある。

同じ「日本人」であるのに全く理解できない言語（方言と定

義される場合もある。）を話すし、文化を持っているからだ。

しかし彼らを「日本人」と考えるのは、本土の人々と同様の

教育が行われているからだということが一つ挙げられる。こ

のことを大久保の大久保小学校で考えてみると、日本人と

外国人の境界線がいかにあやふやなものであるかわかる。

大久保小学校も他の小学校と同様の教育を行っている。

また沖縄やアイヌの人々は本土と同じ教育を受けているが、

同時に自分の民族の歴史と文化を学び、本土の人とは違

うアイデンティティを形成していく。同じように大久保小学

校でも自分の母国（同じ民族が暮す国）へたとえ行ったこ

とがなくても日本語以外の言語を学ばせ、自らの中で様々

な文化を交錯させアイデンティティを形成させている。その

中で生活する「日本人」は他の地域の「日本人」とは違い

自国らしさを認識することは困難かもしれない。無意識の

内に得られるものではないからだ。ここで必要なのは他の

文化と比較する力と様々な文化を吸収することだ。アイデ

ンティティを自ら構築していく過程は他の地域のように知ら

ずに形成されるものではないため難しいかもしれないが同

時に「日本人」とは何なのかを意識する機会である。ここで

言うアイデンティティとは日本人外国人というアイデンティ

ティだけでなく個人一人ひとりの自分らしさを考える根本と

して構築されるべきだと私は考える。 

 

外国語学部日本語専攻 1 年 阿部康史 

今回私がスタディ・ツアーへ参加をしようと思ったのは、

今日の日本の多言語多文化化に興味があったのはもちろ

ん、いままでやってこなかったボランティアというものに挑

戦しようと思ったからです。また多文化コミュニティ教育支

援室での体験がこれからの目標である日本語教師という

職業に役に立つとおもったからです。まず、大久保という

町を歩いてみて思ったことは、自分とほかのツアー参加者

との多文化の捉えかたの差でした。私は地方出身というこ

ともあって、まわりから日本語以外の言葉が聞こえてくれば

驚きの目を向け、外国人のやっている店というものにも無

意識のうちに抵抗感を持っていました。大学生活をはじめ

てなんとなく感じていたことなので、この意識を変えられれ

ばいいなと思ったのもツアー参加の理由です。次に、町の

いたるところに外国語の看板が並んでいることが非常に新

鮮でした。地元の新潟に住んでいたときは日本の多文化

化ということはまったく実感できませんでしたが、大久保の

町を歩くことで切と体で感じることができました。例えば、韓

国人の経営している理容店の看板の「パーマ」や「カット」

が「パマ」、「カト」になっていて驚きました。大久保内で日

本人居住者と外国人居住者の関係がよくないことは「共住

懇」の方から聞きましたが、「パマ」「カト」のような看板の誤

りが正されないことに日本人と外国人との隔たりを感じまし

た。一方で、一歩アラブ系の人達がやっている食料品店

に入ってみると、20 人近い人数で押しかけたにも関わらず、

全員にヨーグルトのような飲み物をご馳走してくれました。

今まで持っていた抵抗感も薄まりました。自分たちから積

極的に語りかけていけば「壁」なんてどうってことないように

感じました。しかし案内してくださった方の話を聞くと、外

国人の日常生活での知識不足による不注意や、彼らのや

っている夜の仕事などが日本人の不審をかっているそうで

す。それは小さな問題で、話し合えば解決できそうですが、

実際にはそういった話し合いの場はないそうです。なぜ、

日本人は話をしようとしないのだろう？多文化化のすすむ

日本がこれから抱えていくことになる問題を大久保というそ

の縮図のなかで垣間見れた気がする。その後の懇親会で

も、多文化化にあまり関係のない話も含め、いろいろなひ

との話を聞けて非常に勉強になりました。これからも積極
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的に支援室の活動に参加していきたいので、よろしく願い

します。最後に、レポートの提出が期限ぎりぎりになってし

まい申し訳ありませんでした。 

 

2-3. イラストレータ講習会・パワーポイン

ト講習会 
文責：青山 亨（運営委員） 

 

支援室の活動にはマイクロソフト・パワーポイントを使っ

たプレゼンテーションやアドビ・イラストレータを使ったポス

ター作成の技能は不可欠であるという声を受けて、昨年度

のパワーポイント講習会に引き続き、支援室関係の教職

員・学生のスキルアップのために、初心者を対象にしたパ

ワーポイントおよびイラストレータ講習会を開催した。講師

は運営委員の青山が担当した。 

 

イラストレータ講習会 

10月 4 日（水）18 時半～19 時半、支援室にて第 1 回を

開催。参加者 9 人。アドビ社イラストレータの基本について

講義を受けたあと、参加者各自がパソコンを操作して簡単

なポスターの作製に取り組んだ。 

10 月 11 日（水）17～18 時、支援室にて第 2 回を開催。参

加者 13 人。文字デザインの基本について講義を受けたあ

と、第 1 回に引き続き、参加者各自がポスターの作製をお

こなった。別紙資料を参照。 

 

パワーポイント講習会 

10 月 18 日（水）17～18 時、216 のパソコン室にて開催。

参加者 7 人。マイクロソフト社パワーポイントによるスライド

作成の基本について講義を受けたあと、参加者各自がパ

ソコンを操作してハロウィンをテーマにした簡単なスライド・

プレゼンテーションを作成した。別紙資料を参照。 

 

イラストレータ講習会 

(1) 全体の流れ 

1. 第 1 週：イラストレータの考え方、「部品」作り 

2. 第 2 週：テキストの作成、背景の配置 

 

(2) イラストレータの考え方 

1. 「アートボード」（キャンバス）と「作業エリア」（机）と「アー

トワーク」（作品） 

2. 「ツール」と「パレット」 

3. 「レイヤー」 

4. 「オブジェクト」 

5. 「点と線と面」 

6. Word や Photoshop とどこが違うの？ 

 

(3) ステップ 1：「新規書類」を作ってみよう： 

1. 新規書類の作成 RGB、CMYK 

2. 「アートワーク」の構造 

3. 「アートワーク」の保存 AI、PDF、EPS および SVG 

 

(4) ステップ 2：オブジェクトの取り扱い 

1. オブジェクトを構成する要素 

2. 「箱」型オブジェクトの作成と変形 

3. 「線」型オブジェクトの作成と変形：ベジェ曲線 

4. オブジェクトの線と面 

5. 複数オブジェクトの組み合わせ 

 

(5) ステップ 3：文字の取り扱い 

1. 文字の入力 

2. フォントの設定 

3. 段落の設定 

 

(6) ステップ 4：画像ファイルの取り扱い 

1. 画像ファイルの読み込み 

2. 画像ファイルの変形 

3. マスク 

4. ビットマップ画像とベクトル画像 

 

(7) その他 

1. 注意事項 

2. 参考資料 
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パワーポイント講習会 

(1) パワーポイントの使いこなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－220－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－221－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－222－ 

(2) Power Pointによるプレゼンテーションの基礎－基礎

からスライド作りのABCまで－ 

 

1. パワーポイントの基本概念 

複数のスライドを講演者が意図した順番に提示すること

によってプレゼンテーションをおこなうソフト。 

ふつう1枚のスライドには、1つ以上のオブジェクトが貼り

付けられている。 

オブジェクトとは、スライドに貼り付けられたテキストもしく

は画像（写真、グラフ、表など）などの要素のことである。 

スライドとオブジェクトの関係は、紙芝居の台紙と台紙に

貼り付けられた切り紙のような関係である。 

 

2. パワーポイントを使ったプレゼンテーションのポイント 

説明：聴衆に新しい情報や概念を伝える。例：「七夕の

起源」「ココス島旅行写真日記」など 

説得：聴衆にある行動を取るよう説得する。例：「語劇に

多くの観客を呼ぶための戦略」 

いずれの場合も、データ（事実）とそれを説得的につな

ぐストーリー（論理）の二つが最重要であり、デザインや

アニメーションなどの視覚的な効果は二次的である。 

 

3. スライド制作の基本的流れ 

3.1 新しいファイルを作る・保存する・開く 

（1） ファイル＞新規作成 

（2） ファイル＞名前を付けて保存 

◆「ファイルの種類」に注意。外大ではファイル・サー

バに保存する。 

（3） ファイル＞上書き保存 

◆頻繁におこなうこと。左手のキーボード・ショートカ

ットを覚えること。【補足説明参照】 

（4） ファイル＞開く 

 

3.2 スライドを新規作成する・追加する・差し替える 

◆パワーポイントの画面が標準表示（左、中央、右の

3面構成）になっていることを確認。 

（1） 左ウィンドウで最後のスライドを選択＞右クリック＞新

しいスライド 

（2） 右ウィンドウの「テキストのレイアウト」から適切なレイ

アウトを選択＞テキストを入力 

◆テキストの基本はリスト形式 

◆リターン・キーを押すと改行 

◆タブ・キーを押すとレベルが一つ下がる 

◆シフト＋タブ・キーを押すとレベルが一つ上がる 

◆リストの行頭文字は変えることができる： 

変えたい範囲を選択＞書式＞箇条書きと段落番号

＞OK 

 

3.3 スライドに図・写真などを挿入する 

（1） 左ウィンドウで最後のスライドを選択＞右クリック＞新

しいスライド 

（2） 右ウィンドウの「コンテンツのレイアウト」から適切なレ

イアウトを選択 

（3） 図の挿入をクリック＞挿入したい図を選択し「図を挿

入」をクリック 

（4） 別のファイルやウェブ上の画像をコピー＆ペーストし

てもよい。たとえば、 

<http://office.microsoft.com/clipart/> 

◆挿入された図は、大きさを自由に変えることができ

る。少し大きめの図を挿入し、スライドにあわせて縮

めるのがコツ。【補足説明参照】 

◆挿入された図は、位置を自由に変えることができ

る。 

◆挿入された図は、トリミングすることができる： 

図の上でダブル・クリック＞図＞トリミング範囲の数字

を設定＞OK 

 

3.4 表示モードの切り替え 

◆左下の3つのアイコン：（左から） 

「標準表示」 

「スライド一覧表示」 

「スライドショー」 

 

（1） 「標準表示」：スライドの作成 

（2） 「スライド一覧表示」：スライドの一覧表示・順番の入

れ替え 
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◆コピー、カット、ペーストを活用する。 

（3） 「スライドショー」：プレゼンテーションの実行 

 

3.5 スライドにデザインを付ける 

(1) 右ウィンドウに「スライドのデザイン（デザイン・テンプレ

ート）」を表示させる。 

(2) 適切なデザインを選びクリックする（すべてのスライド

に適用される）。 

(3) 特定のスライドのデザインを変更する場合：右クリック

＞選択したスライドに適用。 

◆デザインというのは、すべてのスライドに共通した

統一的な様式のこと。 

◆レイアウトというのは、個々のスライドの特徴に応じ

たテキストや図の標準的な配置のこと。 

◆背景というのは、デザインに適用される背景色のこ

と。通常は変更しなくてよい。 

 

3.6 スライドショーをおこなう 

(1) 表示モードを「スライドショー」に切り替える。 

◆スライドの現在の位置からスライドショーが開始す

る。 

(2) キーボードの右カーソル・キーで次の、左カーソル・キ

ーで前のスライドに移動する。 

◆マウスをクリックしても次のスライドに移動する。 

(3) スライドショーを中断するときはエスケープ・キーを押す

◆遠くのスライドに直行するには、一時中断し、「スラ

イド一覧表示」で目的のスライドを選び、「スライドショ

ー」を再開すると効率的。 

 

スライドショーを自動プレゼンテーションに設定していた場

合は、次の手順で手動に切り替える。 

（1） スライドショー＞スライドショーの設定＞「種類」を「発

表者として使用する」に設定 

（2） スライドショー＞スライドショーの設定＞「スライドの切

り替え」を「クリック時」に設定 

 

3.7 自動的なスライドショー 

（1） スライドショー＞リハーサル＞各スライドの表示時間

を設定 

（2） スライドショー＞スライドショーの設定＞「種類」を「自

動プレゼンテーション」に設定 

（3） スライドショー＞スライドショーの設定＞「スライドの切

り替え」を「保存時のタイミング」に設定 

（4） スライドショーを実行 

◆中断するときはエスケープ・キーを押す 

 

3.8 スライドを印刷して配布資料を作る 

ファイル＞印刷プレビュー＞印刷対象：配布資料 

◆プリントアウトして配布資料を作るときに便利。1ペ

ージに9画面まで縮小して入れることが可能。 

◆モノクロ印刷の場合は色の使い方に注意。 

 

4. スライドに視覚効果をつける 

4.1 アニメーション 

◆アニメーションは、スライド内のオブジェクトを表示

するときの視覚効果。 

（1） 右ウィンドウを「アニメーションの設定」に変更する。 

（2） 中心ウィンドウでアニメーション効果をつけたいオブ

ジェクトを選択＞右ウィンドウでアニメーションを設定 

 

4.2 画面切り替え 

◆画面の切り替えは、スライドから次のスライドへ切り

替えるときの視覚効果。 

（1） 右ウィンドウの表示を「画面切り替え」に変更する。 

（2） 左ウィンドウで画面切り替え効果をつけたいスライド

を選択＞右ウィンドウで画面切り替え効果を設定 

◆視覚効果は（デザインやレイアウトと違って）モニタ

やプロジェクタで提示するときに有効。 

 

5. プレゼンテーションの実施上の注意点 

（1） 必要なものを確認する： 

パソコン、プロジェクタまたはモニタ（パソコンとモニタ

をつなぐケーブル、電源ケーブル、延長コードなども

確認）。ポインタも使えるが、レーザー・ポインタがある

と便利。 
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（2） ファイルの移動方法： 

作成したファイルを他のパソコンに移す場合には

その方法をあらかじめ考えておくこと。画像の多いフ

ァイルは巨大なのでフロッピー・ディスクに保存したり、

メールの添付ファイルとして送ったりできないことがあ

る。CD-Rに焼く、USBフラッシュメモリなどに保存する、

ネット・サーバを仲介するなどの方法を考えておく必

要がある。 

 

（3） パソコンとプロジェクタの接続を確認する： 

プレゼンテーションに先立って、パソコンとプロジェ

クタを接続し試写をおこなうこと。パワーポイントによる

プレゼンテーションで起こるトラブルのほとんどは接

続で起こる。パソコンの画面が表示されない場合は

以下のポイントをチェック： 

□ パソコンとプロジェクタの接続 

□ プロジェクタ側の入力がパソコンになっていること

を確認 

□ パソコンの画面出力が外部モニタになっているこ

とを確認 

 

(4) パワーポイントのバージョン： 

作成したパソコンとプレゼンテーションで使うパソコ

ンが異なる場合（会場のパソコンを借りて使うときな

ど）、インストールされているパワーポイントのバージョ

ンに注意。新しいバージョンの視覚効果が使えない

ことがある。 

 

6. 参考文献 

飯田英明「4時間でつくるパワーポイントのコツWEB

版」（http://www.brain-d.co.jp/ppin4/）． 

住中光夫「住中光夫のパワフルプレゼンテーション」 

(http://arena.nikkeibp.co.jp/tokushu/biz/20040406/

108360/). 

永山嘉昭『説得できるプレゼンの鉄則 PowerPoint徹

底活用編―ライバルに差を付ける「プロ」の技はこう

使う』日経BP社，2002． 

プ ロ ジ ェ ク ト A ， で き る シ リ ー ズ 編 集 部 『 で き る

PowerPoint 2003 Windows XP対応』インプレス，

2004． 

 

7. この講習で扱わなかったこと 

（1） アウトラインを使ってプレゼンテーションを準備する 

（2） パワーポイントで図を作り加工する 

（3） パワーポイントで表を作る 

 

8. 補足説明 

【ショート・カット】 

■Windowsの操作体系の特徴はマウスを使ったポイ

ント・アンド・クリックであるが、キーボードを使ったショ

ート・カットも覚えておくと作業が効率的になる。次の

ショート・カットは（右手はマウスに置いたまま）左手だ

けでできるので便利。 

Ctrl + X：カット 

Ctrl + C：コピー 

Ctrl + V：ペースト 

Ctrl + Z：元に戻す 

Ctrl + S：上書き保存 

 

【写真ファイル】 

■写真のファイルを用意するには次の方法がある。

フィルムから大量にスキャンする必要がある場合には

お店に頼むという選択肢もある。 

（1） デジカメで撮影した写真：JPEG形式で保存した

ファイルはそのまま使用可能。最近のデジカメは最低

でも200万画素はあるから「普通」モードで撮れば十

分。 

（2） 写真プリント：普通のスキャナでスキャンし、

JPEG形式で保存。スキャンする時の解像度は実用

的には96～300dpi（dot per inch）位を目安にする。一

般に、元の写真が大きいほど解像度は低くてよい。 

（3） ネガまたはポジ（スライド）のフィルム：フィルム・

スキャナでスキャンし、JPEG形式で保存。 

■使用する写真のファイルサイズは100KB位であれ

ば十分に実用に耐える。 

■使用する写真のファイルは、通し番号を付けて一
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解像度の高い画像 小さいサイズでは解像度が高くても目に見える

違いはない（左）。画面いっぱいに拡大しても当然画質はきれいであ

る（中）。本来の大きさで表示すると高い解像度の威力が発揮される

が、画面には納まりきらない（右）。解像度が不必要に高い画像はファ

イルのサイズが大きくて扱いにくい。過ぎたるは及ばざるが如しであ

る。 

解像度の適切な画像 小さいサイズでは画質は問題とならない

（左）。本来の大きさで表示したときにきれいな画質で画面いっぱ

いになる（右）。 

解像度の低い画像 小さいサイズでは画質は問題とならないが

（左）、画面いっぱいに拡大すると画質の粗さが目立つ（中）。 

なぜ解像度を理解することが大切なのか？ 
 
画像はパワーポイントやワードのようなソフトの中でも自由に拡大・縮

小できる。しかし、画像の画質はその画像がもっている解像度によっ

て決まる。とくに画像を大きくするに従って、解像度の高さが画質に

反映するからである。 

 

つのフォルダにまとめておくと便利。 

例：「tanabata2005-001.jpg」「tanabata2005-002.jpg」

など。 

【解像度】 

■解像度は1インチ（2.24センチ）あたりの画素（ピク

セル/ドットとも）の数で表される。 

■画像の解像度は高いほど綺麗に表示されるように

思われがちだが、実は解像度の高さが問題になるの

は紙に印刷する場合である。パワーポイントのように

パソコンの画面で表示することだけを目的にする場

合には、解像度をやたらと高くする必要はない。なぜ

なら、一般のパソコンの画面は1インチあたり96ドット

ほどしか表示できないからである。 

現在のパソコンの画面は横1024ドット×縦768ドット

(XGA)ドットか横1280ドット×縦960ドット(SXGA)で表

示されている。これは、XGAだとおよそ78万画素、

SXGAでも122万画素しか表示できないということであ

る。プロジェクタで大きな画面に投影された場合でも、

レンズで拡大されているだけのことで、映っているドッ

トの数には変わりはない。 

したがって、これ以上のドットで構成されている（解

像度の高い）画像をパソコンで表示しても画面からは

み出るだけである。確かに細かな部分はよく見えるが

全体像はつかめない。そのうえ、解像度が高い画像

が多くなるとファイル・サイズが極端に大きくなって動

作が重くなる点にも要注意である。 
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3. 調査・研究 

3-1.調査 

(1)調査概要 

 本年度の調査研究にかかわる募集要項について紹介

する。基本的には、一般公募の形をとり、興味関心のある

学生であれば誰でも参加できる態勢で臨んだ。 

 調査研究の概要、ならびに調査研究の流れを把握する

ため、以下に、学生に配布された「募集要項」(＝学生「調

査研究員」募集と調査研究にかかわる概要＝)を紹介し、

その後に、「作業工程一覧表」を付しておく。 

 

(2)調査報告 

 調査研究の報告は、12 月に実施された「学生多文化フ

ォーラム」での口頭発表と、本報告書向けに執筆された 2

部構成でまとめてある。 

※詳細は、第Ⅱ部、5 章「学生多文化フォーラム」を参照 

 

 

＝学生「調査研究員」募集と調査研究にかかわる概要＝ 

 

(2006.6.21 東京外国語大学 多言語・多文化教育研究センター 調査研究プロジェクト資料) 

 

 多文化コミュニティ教育支援室は、設立後3年目を迎えました。これまでの学生によるボランティア活動を振り返って、

将来の活動に生かすための調査研究を企画しています。以下の調査研究に興味・関心のある本学の学生を対象に調

査研究員を募集することになりました。ふるって応募ください。特に、過去あるいは現在活動している学生の方の応募を

歓迎します。 

 

【説明会】 

 調査研究の具体的な内容等についての説明会を以下の日時で開きます。質問等を受けつけますので、いずれかの

日に参加してください。 

 ①6月21日(水)昼休み 208教室、②6月22日(木)昼休み 210教室、 

 ③6月23日(金)昼休み 208教室 

【調査研究目的】 

 ボランティア活動の中核をなす2つのプロジェクト「学習支援活動」と「国際理解教育」のこれまでを振り返り、将来の学

生活動に生かすための調査研究を行います。あわせて、調査研究の成果を本年12月に開催予定の「学生フォーラム」(

仮称)で発表し、3年間の総括を行います。 

 「学習支援活動」においては、JSL児童生徒(JSL：Japanese as a Second Languageの略で、日本語を第二言語として

使用する児童生徒)の出身国の教科教育内容、学校文化、あわせて、来日目的などの調査研究を行います。 

 「国際理解教育」においては、これまでの実践の経緯、活動状況を総括し、「外大方式」として作り上げてきた留学生と

日本人学生による活動モデルをまとめ、その内容や方法等について検証します。 

【調査研究の内容と方法】 

 上記の2つのプロジェクトを実行するための班を構成します。調査方法は、文献調査、アンケートや聞き取り調査など

によります。 
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(1)「学習支援活動(プロジェクト)」班 

 1)国内の外国人学校(代表的な学校を選定)での教科カリキュラムを理解する。 

 2)教科カリキュラムの内容や配列を調査する。 

 3)調査結果から、JSL児童生徒の出身国の教科「算数」「理科」「社会」の学習項目、配列順、到達目標等を整理する。

 4)3)に対応する日本の教科カリキュラムの実情を把握する。 

 5)JSL児童生徒の母文化、特に学校文化を調査して、日本の学校文化との比較検討を行う。 

 6)共通点や相違点を把握し、異文化理解の助けとなる情報をまとめる。 

 7)JSL児童生徒の来日目的にかかわる実情を調べ、教育の方法について検討する。 

 8)1)～7)までの成果を活用できる資料としてまとめる。 

 

(2)「国際理解教育(プロジェクト)」班 

 1)多文化コミュニティ教育支援室が設立当初から行ってきた国際理解教育の活動内容を理解する。 

 2)小・中学校で実施されている国際理解教育の目的、内容等を文献や聞き取り調査によって理解する。 

 3)国際理解教育にかかわる実情や課題等を文献や実際の活動から把握する。 

 4)学生によるこれまでの活動内容について理解し、まとめる。 

 5)「外大方式」(留学生と日本人学生による活動)ができあがってきた背景・経緯をまとめる。 

 6)「外大方式」における活動の課題、成果を検証するために、派遣先学校の教師や児童生徒を対象に聞き取り(アン

ケート)調査を行う。 

 7)この方式の有効性を検証しつつ、一つのモデルとしてまとめる。 

 8)今後の活動に資するアドバイスをまとめる。 

 

(3)「学生フォーラム(プロジェクト)」班 

 1)この班は、上記2つの班を合同したメンバーで構成する。 

 2)「学習支援活動」班と「国際理解教育」班のそれぞれの成果を発表できるイベントを企画する。 

 3)12月2日(土)に開催予定の「学生フォーラム」(仮称：名称等も決める)の具体的内容を企画する。 

 4)当日の「学生フォーラム(仮称)」の運営を行う。 

  5)学生フォーラムでの成果を報告書にまとめる。 

【募集人員】各班6～10名(本学在籍生で主体的に参加できる者) 

【調査研究期間】 

  2006年7月～12月(毎日ではありません。)、ただし、調査は11月末までに終えてください。 

  ※調査研究員には、調査研究活動にかかわる経費(交通費等)が支給されます。 

【募集期間】 

 2006年6月19日(月)～6月30日(金) 

【応募方法】 

 調査研究員を希望する者は、①希望する班名(「学習支援活動」または「国際理解教育」のいずれか)、②郵便番号、

③住所、④氏名(ふりがな)、⑤性別、⑥年齢、⑦電話番号、⑧専攻・学年、⑨所属している関連団体名(もしあれば)を、

FAXまたは電子メールで送信してください。 
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【調査研究員の発表】 

 7月3日(月)昼休み 多文化コミュニティ教育支援室前の掲示板で発表します。 

【オリエンテーション】 

 調査研究員発表後、活動を開始するためのオリエンテーションを以下の日時で開きます。 

 調査研究員になった学生は必ず出席してください。 

  7月4日(火)昼休み (事務棟2階 中会議室)  

 ※当日、都合の悪い学生は、5日(水)の予備日の昼休みに支援室に来てください。   

 

【問い合わせ先】 

 多文化コミュニティ教育支援室(研究講義棟2階206号室) 平日9：00～18：00 
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「学習支援活動班」調査研究工程表            (2006.6.21 作成資料) 

 (2006年) 7月 8月～9月 10月～11月 

 1)国内の外国人学校 

(代表的な学校を選定)

での教科カリキュラムを

理解する。 

 

○調査対象学校の選定、連絡 

○学校訪問等の許可内諾 

○調査日程を立案 

○関連文献の調査開始 

  

2)教科カリキュラムの内

容や配列を調査する。

  ○関連資料の調査 

○学校訪問 

○聞き取り調査 

○収集した情報のまとめ 

3)JSL児童生徒の出身

国の教科「算数」「理科

」「社会」の学習項目、

配列順、到達目標など

を整理する。 

  ○学校訪問、関連資料からJSL

児童生徒の教科内容を調査 

→→ 

→→ 

○収集した情報のまとめ 

4)3)に対応する日本の

教科カリキュラムの実情

を把握する。 

 ○関連資料の文献調査 ○日本の教科カリキュラムに関

する文献調査 

○教科書調査 

○日本の学校訪問調査(必要

に応じて) 

○聞き取り調査 

→→ 

→→ 

○収集した情報のまとめ 

5)JSL児童生徒の母文

化、学校文化を調査し

て、日本の学校文化と

の比較検討を行う。 

 

 

＜オリエンテーション＞ 

 7月4日(火) 

 12:10～1:10 

・班構成 

・調査研究事項確認 

・調査研究計画 

・実行プラン 

・その他  

 

 

 

 

 

 

＜学生フォーラム班＞ 

・構想→企画 

・内容 

・予算 

・招待者の有無 

・会場等の予約手配 

 ○JSL児童生徒の学校文化と

日本の学校文化に関わる資料

の収集 

○比較・検討 

→→ 

→→ 
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6)共通点や相違点を 

把握し、異文化理解の

助けとなる情報をまとめ

る。 

                

                         

○文献調査・聞き取り調査を踏

まえ、基礎資料の作成 

  

7)JSL児童生徒の来日

目的にかかわる実情を

調べ、教育の方法につ

いて検討する。 

   ○「学生フォーラム」への発表

準備、資料作成 

 

 

  ＜報告書作成・完成＞ 
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「国際理解教育班」調査研究工程表            (2006.6.21 作成資料) 

 (2006年) 7月 8月～9月 10月～11月 

 1)多文化コミュニティ教育

支援室が設立当初から

行ってきた国際理解教育

の内容を理解する。 

 

○支援室発行『報告書』等の 

文献調査 

○実際の活動状況を把握  

  

2)小・中学校で実施され

ている国際理解教育の

目的、内容等を文献や聞

き取り調査によって理解

する。 

 ○文献調査 

○WEB等による実情把握 

○活動中の学生に対する聞き 

取り調査 

 ○収集した情報のまとめ 

3)国際理解教育にかか

わる実情や課題等を文

献や実際の活動から把

握する。 

 ○文献調査 

○WEB等による実情把握 

○活動中の学生に対する聞き 

取り調査 

 

○必要に応じて、自治体(含む

国際サロン、川崎等の小学校)

関連機関に訪問 

→→ 

→→ 

○収集した情報のまとめ 

4)学生によるこれまでの

活動内容について理解

し、まとめる。 

 

 

＜オリエンテーション＞ 

 7月4日(火) 

 12:10～1:10 

・班構成 

・調査研究事項確認 

・調査研究計画 

・実行プラン 

・その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○関連資料の文献調査 →→ →→ 

○収集した情報のまとめ 
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5)「外大方式」(留学生と

日本人学生による活動)

ができあがってきた背景

や経緯をまとめる。 

  ○文献調査・聞き取り調査を踏

まえ、JSL児童生徒向けの教材

教具に関わるニーズ分析・検討

            

→→ 

→→ 

＜学生フォーラム班＞ 

・構想→企画 

・内容 

・予算 

・招待者の有無 

・会場等の予約手配 

 

 

6)「外大方式」と活動の

課題、成果を検証するた

めに、派遣先学校の教

師や児童生徒を対象に

聞き取り(アンケート)調査

を行う。 

 

○調査対象校の選定、連絡 

○アンケート企画 

○質問紙の検討、作成 

○アンケート調査実施 

○聞き取り調査 

○モデルとして構築         

     

                         

→→ 

→→ 

→→ 

7)この方式の有効性を検

証しつつ、一つのモデル

としてまとめる。 

   ○調査結果のまとめ、検討 

○外大モデルの検証作業 

8)今後の活動に資する

アドバイスをまとめる。 

   ○文献調査・聞き取り調査を踏

まえ、今後の活動に役立つ基

礎資料の作成 

○「学生フォーラム」への発表

準備、資料作成 

 

   ＜報告書作成・完成＞ 
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4. 多文化共生推進活動 

 

4-1. 外語祭展示「巨大すごろく」 

報告者：秋田 祐実(外国語学部ポルトガル語専攻 2年) 

 

日時：2006 年 11 月 22 日～26 日 

場所：東京外国語大学研究講義棟 111 教室 

主催：東京外大在日外国人交流ネットワーク Amigos 

 

(1) 第 84 回外語祭 Amigos 企画内容 

 私たち東京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos

～は、第 84 回の外語祭に室内の展示企画として参加しま

した。学内の学生をはじめ、一般のお客さんも多数来場さ

れる学校の行事で、私たちの活動を多くの方々に知っても

らうことを目的に、Amigos のサークル紹介と今まで行って

きた活動の紹介をパネルにて行いました。それと同時に今

年は、在日外国人の中でもブラジル人に焦点を絞り、その

長い移民の歴史を巨大なすごろくにして紹介しました。

2008年に移民100周年を迎えるにあたり、来ていただいた

多くの方々にその歴史をすごろくという形で実際に体験し

てもらうことにより、よりよく知ってもらいたいということが私

たちの想いでした。例年に比べ、大変多くのお客さんに足

を運んでいただき、様々な激励のコメントをいただきました。

特に今年はテレビ局の取材や移民資料館の方々、ポルト

ガル語専攻 OB/OG や日本の大学で勉強するブラジル人

留学生・日系ブラジル人の方々などにも来ていただき、

様々なお話を聞くことにより自分たちも同時に多くのことを

教わりました。半年にわたる準備はとても大変なものでした

が、結果的には非常によいものに仕上がったと思います。

企画を行うことで自分たちも様々なことを学ぶことができた

のが大きな収穫です。来年再来年と企画の質を高め様々

なことに挑戦していきたいと思います。 

 

(2) 活動の流れ 

5 月上旬 室内企画という形での外語祭への参加を決定 

5 月 17 日～30 日 外語祭企画登録 

 5 月 31 日 第一回外語祭企画代表者会議 

（以後月 2 回 12 月 6 日まで） 

 6 月 16 日 企画案の募集 

 7 月 企画決定  

 10 月 18 日  

・ 外語祭までの活動の流れを記載した書類配布 

  ・ 移民の歴史すごろくおよび活動紹介の調べもの開始 

 10 月 27 日 コマの調整 担当者の決定 

  11 月 10 日  

・ すごろくのコマ、活動紹介の細かい内容・形式の決定  

11 月 13 日  

・ すごろく・Amigos 紹介の作成のための台本 

・ 完成した企画をイメージした設計図作成  

→ 作業開始！ 

 11 月 14 日  

・ Amigos 引継ぎ資料に記載された関係者に外語祭

宣伝ポスター配送 

 11 月 21 日 準備日 

 11 月 22 日～26 日 第 84 回外語祭(111 教室) 

 11 月 27 日 片付け日 

 
(3) すごろくのコマ 

 

1) 1908 年 

・ 笠戸丸に乗ってブラジルへ出発！ …スタート 

・ コーヒー農場で雇われ、働き始める …1 マス進む 

・ 朝から晩まで仕事。大変だぁ～…スクワット 2 回 

・ コーヒーが高く売れなくなり、生活が苦しくなる…1 回休み 

・ 新たにやってきた日本人の仲間が増える …2 マス進む 

・ コーヒーがたくさん実る …1 マス進む 

・ ブラジルで日本人と結婚  

・ 日本人会を作る  

…遠い日本を思い出して、好きな童謡のサビを歌おう 
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2) 戦時中  

・ 弟がマラリアで死んでしまう。 

1915 年～：マラリア・イナゴ・干ばつ・霜などに苦しむ。  

…1 マス戻る 

・ 生活が少し楽になる 

1921 年：日本の政府がブラジル移民への援助を始めた 

 …2 マス進む  

・ 仲間が増えてうれしいな♪  

1929～34 年：ブラジルへ渡る日本人の数が最も多い時期 

…1 マス進む 

・ 日本語が使えなくなってしまう。 

1930 年～：ヴァルガス政権による同化政策で自由に 

生活しづらくなる 

    （同化政策＝移民の生活様式や思想、言語を 

強制的にブラジル風に変える政策）  

    …ポルトガル語で「おはよう」と言おう“Bom dia!” 

・ クイズ：最初の移民はブラジルのどこに着いたでしょう？ 

  ①サントス ②リオ・デ・ジャネイロ  

＊教室の中にヒントがあるよ！…正解したら 3 マス進む 

・ 両親と連絡がとれなくなってしまう。 

1941 年：日本とブラジルが国交断絶し、寂しい思いをする 

      …1 マス戻る 

・ ブラジルで子どもが生まれる（二世誕生） 

   …1 マス進む 

 

3) 戦後(二世ゾーン) 

・ 戦争は終わったが、負けたという人と勝ったという人の間で 

争いが起こる 

・ ブラジル人の恋人ができる♪やったぁ～ 

  …2 マス進む 

・ ブラジルで日本人社会を形成してブラジル社会に溶け

込んでいった 

…1 マス進む 

 

4) 入管法 

・ 日本に行けるチャンス！ 

1990 年：日本の出入国管理法が改正される 

…日本語の練習に「となりの客はよく柿食う客だ」を 

2 回言おう 

・ 飛行機に乗っていざ日本へ …3 マス進む 

・ おにぎり工場で働く。肉体労働はつらいよ …1 回休み 

・ 生活も安定。家族を日本によびよせる …1 マス進む 

 

5) 現在・未来 

・ クイズ：「日本のブラジル」と呼ばれる都市はどこでしょう？ 

①群馬県大泉町 ②新宿区大久保  

＊教室の中にヒントがあるよ！…正解したら 2 マス進む 

・ 子どもが学校から泣いて帰ってくる。 

日本語が分からなくてつらい …1 マス戻る 

・ 日本の友達も一緒にブラジルのお祭り“フェスタジュニー

ナ”に参加 …サンバを踊ろう 

・ 日本で開いたブラジル料理店が大繁盛！…2 マス進む 

・ 外語祭に出かける 

…ブラジル風ソーセージ リングイッサを食べる 

・ 2008 年：日本人ブラジル移民 100 周年を迎える 

→式典に参加するためブラジルへ行く  

…ゴール 

 

(4) 客者統計 

 
(5) 来客者感想 

・ ブラジルについてとても勉強になりました 

・ Foi muito divertido. 

・ ブラジル移民が辛い道のりをたどっていて悲しかった

けど、すごろくは楽しめました 

 
10 時 

～12 時

13 時 

～15 時 

15 時 

～17 時 
計

平

均

22 日 11 人 16 0 27 13.5

23 日 32（以上） 47 34 113 37.6

24 日 4 15 0 19 9.5

25 日 33 40 20 93 31

26 日 30 35 39 104 34.6

計 110 153 93 356  

平均 22 30.6 31   
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・ ゲームは楽しかったです 

・ 結婚して子供までできたのにそのあと恋人ができました。 

不思議 

・ ○○さんに勝った！ 

恋人もつくらないで旦那とゴールしました 

・ ○○ちゃんに勝った！サンバを踊りました♪支援の

説明ってかたいイメージがあるけど、こういう展示のや

り方とても楽しくていいと思います 

・ 在日外国人については日本人として何ができるか課

題があると思います。これから色んな形で情報交換で

きたらいいです 

・ 私は、移民の事・戦争の事など少しは知っていたけど、

こんなに色々な事が分かったので良かったです 

・ いろいろなブラジルのことをしれてたのしかったです 

三年生の時にブラジルのことをしらべた時にならった

こといがいにもはじめてしったことがいっぱいありました 

・ さいころをころがすところがとってもたのしかったです 

・ 在学中にこのサークルがあったら入りたかったです。

がんばってくださいね（ポル科卒業生） 

・ 弟と一緒に楽しませてもらいました 

・ 活動のことがよく分かった 

・ たのしかった 

・ 展示の文字の位置をもっと上にするともっと読みやすく

なると思います 

・ 移民のこと調べてあって楽しみながら勉強できます 

・ 写真をとるのがおもしろかった 

・ 群馬以外にもブラジル移民がいるとは知りませんでした 

・ よく調べて、スゴロクもうまく作っているなと思いました 

ブラジル国籍の人間も日本人のことをもっと知ろうと

努めて欲しい 

・ 面白かったです 

・ ブラジル移民の歴史がよくわかった 

・ 地道な活動に熱心にとりくんでいてよくわかりました  

・ 問題意識を持って取り組んでいることに対して敬意を

表します。私はいつも思うのですが、問題が提起され

て話題になり…それで終わってしまうことが多いので

すが、問題が解決されるまで地道にいつまでも取り組

んで下さい。そして問題の根本は何か他の事柄とどう

つながっているかよく考えてください 

・ 単に紹介しているだけでなく、問題に対して具体的

な行動をしており、それがとても参考になりました。私

はインドネシアや韓国からの留学生とよく話をするの

ですが、なかなか日本になじめない人もいるので、な

んとかしてあげたいと常々思っていました。私も皆さ

んのようにがんばりたいです 

・ ポルトガルには一度行ったことがあります。ブラ

ジルには行ったことがありませんが、スゴロクを

やって少しはブラジルの文化に触れることができ

たかなと思います 
 
(6) 質問されたこと 

・ 1921 年日本政府の援助って具体的に何？ 

・ 全部で何人移民した？ 

・ 日本にいるブラジル人は何人ぐらいいるか？ 

・ どこが移民を推進したか？ 

・ ブラジル人児童だけ対象なのか？ 

・ 大泉に多い工場の企業名は？ 

・ 大泉町って太田市ですっけ？ 

・ Amigos ってどういう意味？ 

・ 移民って何？ 

・ “勝ち組”“負け組”って？ 

 

(7) 写真 
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4-2. フェスタジュニ－ナ 

報告者：加藤 麻衣(外国語学部ポルトガル語専攻 2 年) 

 

日時：2006 年 6 月 18 日(日) 

場所：横浜市立潮田中学校 

 

活動内容 

フェスタジュニーナというのはブラジルの収穫に感謝す

るための伝統的なお祭りであり、鶴見区では IAPE(外国人

児童生徒保護者交流会)が中心となり、ブラジルの文化を地

域の人々に知ってもらうため数年前から開催されています。 

今回、私たちはこの運営の補助をさせていただきました。

その内容は、会場となった体育館の飾りつけなどの設営、

飲み物や催し物のチケットの販売、そして会場の後片付け

などであります。 

当日の会場は児童やその保護者、地域住民などであ

ふれかえっていました。中にはチェック柄のシャツにそば

かす風のメイクといった格好の児童も見られました。また、

地域のお店によるブラジル料理、お菓子の販売やゲーム

などの催し物のほかに児童、生徒たちによって、ブラジル

の伝統的なダンスである「クアドリ－リャ」や格闘技ダンス

「カポエイラ」などの発表が行われました。 

当日チケット売り場には多くの日本人児童も詰めかけ、

ブラジルの文化に大きな興味を示していたように思われま

した。 

以下、当日の様子です。 
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4-3. 日本通訳学会 

報告者：中村 未央(外国語学部ポルトガル語専攻 4年)  

 

日時：2006 年 9 月 23 日(土・祝) 17 時～17 時 30 分 

場所：東京外国語大学 第一会場 

参加者：中村 未央 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

     和田 更沙 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

     奥出 桂子 (大学院博士前期課程国際コミュニケ

ーション専修コース学年) 

 

(1) 通訳学会の趣旨 

 第七回年次大会のテーマは、「多言語・多文化社会に

おける通訳者の役割」(“The Roles of Interpreters in 

Multilingual and Multicultural Societies”)であった。

午前の基調講演から午後の各研究発表まで、多言語・多

文化化する社会において通訳の立場からどのような貢献

が可能かという軸をもとに構成されていた。 

 私達の発表はその中でも「コミュニティ通訳関連テーマ」

という分野に位置付けられ、教育現場に入り通訳的な役

割をもって活動したという経験について紹介した。 

 

(2) 発表の要旨 

 学会プログラムに掲載された要旨文は以下の通りである。 

  

｢自分達が学んでいる外国語を生かして草の根レベルで

の活動をやりたい｣というポルトガル語専攻の学生 20 名ほ

どが中心になって始まった学生ボランティアグループ「東

京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos～」は今年

で 4 年目をむかえた。同グループはこれまで川崎市や新

宿区の小学校でおもにブラジル人児童への学習支援ボラ

ンティア活動を行ってきた。東京外国語大学では、この学

生の活動を受けて 2004 年 10 月に『多文化コミュニティ教

育支援室』を開設し、『Amigos』の活動支援だけでなく、同

支援室主催の各国語専攻学生や留学生による公立小中

学校の国際理解教育ボランティア、府中国際交流サロン

での日本語学習支援ボランティアなど活動の幅を広げて

いる。また、同支援室は研修プログラムや調査研究の実施､

多言語多文化社会論講座の開催等を通じて､多言語多文

化共生推進活動を行い、さらに本年 6 月には｢多言語･多

文化教育研究センター｣を発足させた。 

 今回は公立小学校における外国人児童への学習支援と

してのボランティア通訳活動を実践者が報告し、多言語多

文化社会における通訳者の役割の一例を提示したい。 

 

(3) 発表内容 

発表は導入として｢ニューカマーと学校教育｣の現状に

ついて述べた後、｢1.活動の歴史と概要｣、「2.活動内容」、

｢3.活動を通しての感想及び問題提起｣、｢4.東京外国語

大学の取り組み｣と続く。では、以下で付録のパワーポイン

ト資料に沿って、発表内容を追っていく。 

 

＜導入＞ ニューカマーと学校教育 

現在日本では、益々増加するであろう外国人人口と、そ

れに伴う外国人児童への教育ニーズの高まりが話題とな

っている。平成１7 年度の外国人登録者数は 200 万人の

大台を突破し、日本総人口の 1.57％を占めている。その

内訳において注目すべき点は、オールドカマーと呼ばれ

る韓国･朝鮮(30％)および中国(26％)出身者が大多数を

占めるだけでなく、ブラジル(15％)、フィリピン(9％)、ペル

ー(3％)出身者といったニューカマーの人々、すなわち

1980 年代後半から議論された出入国管理法改正の前後

に多数やってきた人々が存在力を増しているということだ。 

この傾向は、日本の学校現場にも影響を与えつつある。

日本語指導が必要な外国人児童生徒は、平成 16 年度に

約 2 万人を数えた。平成 17 年 9 月現在、中国語を母語と

する児童生徒の約 4600 人に加え、南米系外国人の急増

によって、ポルトガル語（約 7000 人）やスペイン語（約 3000

人）を母語とする児童生徒が増え、学校･教育現場の日本

語指導及び教科指導においても、これらの言語に通じる

人材が必要となってきたのである。 

 

1) 活動の歴史と概要 

東京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos～は、

2003 年に結成されてから現在で 4 年目を迎える。当初は
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10 名程度のメンバーから構成されていたが、2005 年９月

時点で、ポルトガル語専攻の学生 30 名とスペイン語専攻

の学生 1 名が所属する。 

このネットワークは当時、ポルトガル語専攻の学生数名

とポルトガル語専攻の教師の間で共有された問題意識の

芽生えから誕生したものである。外国人が増える一方で、

その対応に手をこまねいている地域社会の姿があった。こ

の現状を前に何かできることはないだろうかという教師の

呼びかけに対し、同じ問題意識を持った学生が、学生と言

う立場で協力できることを模索し始めた。外国人に関わる

領域は、医療や生活支援など多様である。しかし、学生と

言う立場を十分に生かすことができるという観点から、

Amigos は子ども達と関わること、つまり教育に焦点を絞る

ことにしたのである。 

まず活動の対象となる学校を探すために、東京都や千

葉県、神奈川県や埼玉県などの教育委員会に連絡を取り、

ブラジル人児童生徒の在籍状況について調べた。（当初

はポルトガル語に通じているメンバーしかいなかったため

である。）しかし、教育に関して知識も経験もない学生の活

動に理解を示してくれる教育機関は少なく、門前払いされ

ることが多かったようである。ようやく理解を示してくれたの

が、川崎市の教育委員会･川崎市総合教育センターであ

った。川崎市立殿町小学校にブラジル人児童がいるとの

紹介を受けて、2003 年 5 月より学習支援ボランティア活動

を開始した。これ以降、川崎市との結びつきができ、翌年

2004年7月からは川崎市立京町小学校でも活動が開始さ

れる。 

2004 年 10 月には｢多文化コミュニティ教育支援室｣が開

設される。これによって、Amigos の学生自身が負担してい

た小学校までの交通費は、全額支給されることになった。

また、学習支援活動をするに当たって生じるトラブルや悩

みに対しても、当支援室のスタッフからのアドバイスを受け

るようになり、徐々に体制が固まってきたといえる。 

2005 年 11 月に 2 年間ほど継続していた殿町小学校の

学習支援ボランティア活動を一時休止した。その理由は、

対象児童の日本語能力が Amigos の支援継続を必要とす

るものでないレベルに達していることや、学習支援の範囲

を越えた生活への支援（児童保護者の職業探しなど）が

求められることがあり、学生という立場では対応しきれない

と判断したためであった。また、翌 2006 年 3 月には支援を

必要とする対象児童がいなくなったため、京町小学校の

学習支援活動も一時休止した。そして、同年 6 月には支

援室とつながりのあった新宿区大久保小学校で新規に活

動を開始することになった。 

次に、年間活動の流れについて紹介する。まず年度始

めの 4 月に対象校と連絡を取り、外国人児童数、学年､訪

問希望曜日(通常、日本語指導等協力者の学習指導がな

い曜日･時間に設定される)について調査する。条件が合う

と、5 月に顧問の教師と学生が学校に挨拶に行き、契約を

交わし、訪問を始める。殿町小学校に関しては、各学期末

の 7･12･3 月に児童の通知表を受けとり、学生メンバーで

分担して翻訳作業をする。 

 

2) 活動内容 

 前述したように Amigos の学習支援活動は川崎市と新宿

区の小学校で行われた。学校の違いによって、学習支援

の形態や支援の仕方に違いが見られる。以下で二つの地

域の小学校における活動内容を、それらの違いにも焦点

を当てながら、具体的に見ていく。 

 

・ 川崎市の小学校の例 

 対象児童は3年生のブラジル人児童2名である。支援は

週に 1～2 回で、児童一人につき一人の学生ボランティア

を派遣した。支援内容は、「学校－家庭間のコミュニケー

ション支援」と「教室内での学習支援」である。 

 「学校－家庭間のコミュニケーション支援」とは、日本語

をよく解さない対象児童の保護者と学校の間の連絡をスム

ーズにさせるよう、仲介的な役割を果たすことである。通知

表や学校からのプリント、入学案内の翻訳をしたり、家まで

訪問して保護者に学校からの連絡事項を通訳したりする。 

「教室内での学習支援」とは、教室に入り、支援対象児

童の横に椅子を持ってきて座り、児童の質問に応じる形態

である。担任教師の言葉を必要に応じてやさしい日本語

やポルトガル語で言い換えたり、「わからない」とすぐ勉強
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を諦めてしまいがちな児童に「一緒に勉強しようね」など声

をかけて学習を促したりする。 

  

・ 新宿区の小学校の例 

 対象児童は1年生のブラジル人児童 1 名である。学生が

週に 2 回､各一人ずつ訪問した。支援は 5 月から始まり、こ

れまで約半年間続けている。支援内容は川崎市の小学校

の例と同様に「教室内での学習支援」であるが、その形態

は、対象児童だけでなくクラス全体の学習の様子を見ると

いう点で川崎市のものとは異なる。 

 この学習支援形態における違いは、学校環境･雰囲気の

違いに根ざしているものだ。新宿区の小学校の場合、近

隣に新宿や池袋といった繁華街があり、この地域で働く外

国人にとって住みやすい場所である。そのためこの小学

校にも外国人児童が多く、韓国､中国、スペイン語など６カ

国語対応をしている。そのため、教室で支援を行う際は対

象のブラジル人児童だけ特別扱いするのではなく、クラス

全体を回り他の児童の様子も同じように見ることが重要で

ある。 

 また、担任教諭の言葉をわかりやすく言い換えるとともに、

ここでも児童に学習を促すことが特に大切である。低学年

であるため、教師の話すことを聞き逃していることも多いか

らだ。次の学習の準備が遅れているときは、他の児童と比

べて学習に遅れが出ないように声をかけたりする。 

 

3) 活動を通しての感想及び問題提起 

 活動をしていて良かったと感じた点が、3 つある。 

 第一に、学校と保護者間のコミュニケーションの手助け

ができたことだ。川崎市の小学校の例であったように、日

本語を十分に解さない保護者とその対応･コミュニケーショ

ンに困っている学校との仲介役を果たすことができた。手

紙の配布といった日常的な支援から、保護者と先生との面

談の通訳まで、言語を生かして支援することができた。 

 第二に、担当児童の成長を見守ることができたことだ。確

かに、外国人児童の学習支援は一朝一夕に結果が伴っ

てくるものではなく、自分達の支援が児童にとってどのよう

に役に立っているのか見えにくい。しかし、数ヶ月という長

い期間で児童に向き合っているからこそ見える児童の成

長過程に感激することもある。ひらがなが書けなかった児

童がひらがなを書けるようになった時など、ささいなことでは

あるが、やりがいや充実感を感じることができるものである。 

 第三に、訪問した各小学校が学習支援の意義を認めて

くれ、やりがいがあるという点である。Amigos が発足した

2003 年度から今年度で 4 年目になるが、このように学習支

援を継続することができたのは各学校からの理解があった

からである。前述したように、活動を始めて 1 年後に殿町

小学校での私達の活動を知った京町小学校から派遣の

依頼を受けた。殿町小学校から京町小学校へ、川崎市か

ら新宿区へと活動を展開することができたのは、各小学校

が私達の活動の趣旨をよく理解し、迎え入れてくれたこと

にほかならないだろう。 

 逆に、活動を通して困った点を 3 点挙げる。 

まず、役割の範囲が明確でない点である。「担任教師の

やるべき範囲までやっていないか」、｢教師の『手伝い屋』

になっていないか｣ということで常に私たちは葛藤してきた。

その原因は、ボランティアと教師の役割の境界が曖昧であ

る事が多いからだ。例えば、川崎市の小学校の場合､教育

とは直接関係ない保護者の職業相談にメンバーが乗ると

いう事例があった。役に立ちたいという思いはあったとして

も、知識や経験の面で不十分な学生の立場でどこまで可

能であるか、学習支援ボランティアのやるべきことは何かを

明確にすることが必要である。 

第二に、外国人児童だけでなく、周囲の児童にも十分

に対応･配慮していかなければならないことだ。しばしば、

日本人児童から「なぜあの子だけ特別扱いするのか。」と

問われることがある。外国人児童の学習や学校への適応

を手助けするはずの私たちの存在が、逆に、彼らは特別

だという意識を他の生徒に与えることになってしまってはな

らない。たとえ対象児童の横に座って支援を行う時も、時

には教室内を回って他の児童の質問に乗ったり、声をか

けたりする必要がある。 

第三に、児童のやる気をいかに引き出すかという点であ

る。対象児童は時に、勉強ができないから授業が楽しくな

いと考え、勉強にやる気を出さないことがある。授業に興
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味を持てず集中することができないと、周囲の児童にちょ

っかいを出してしまうこともある。そのため、児童が問題を

解くことができたらよく誉めてあげて自信を持たせたり、授

業の中身を楽しいと思ってもらうように注意を促したりする

ようにしている。 

このように私達 Amigos の学習支援活動は、児童生徒、

保護者、教師の関係においてスムーズなコミュニケーショ

ンができるように言語を介して手助けすることであるが、逐

次話していることを通訳するだけではない。特に児童の学

習を見る場合にはむしろ、周囲の日本人児童生徒との関

係に気遣うことや、学習に対する児童のやる気を引き出す

ことなど、言語面を越えた人と人との関わり方の工夫がより

重要になってくるだろう。 

最後に、今後の活動について述べる。2006 年度の活動

の中心は大久保小学校の学習支援活動である。週 2 回程

度、それぞれボランティア一人ずつの支援で対応する。ま

た、川崎市の学校から依頼される通知表の翻訳活動も継

続する。来年度の活動に関しては、年度始めに受ける各

学校からの依頼次第である。 

 

4) 東京外国語大学の取り組み 

  まとめとして、本学の多言語・多文化社会に貢献する

取り組みについて紹介する。 

 

・ 多文化コミュニティ教育支援室 

 当支援室における活動の柱は、｢国際理解教育｣と「学習

支援活動」である。｢国際理解教育｣とは、留学生と日本人

学生が一緒になってグループを作り、小中学校に訪問し

て留学生出身国の国や文化を授業で紹介し、異文化に

対する理解を深めてもらう試みである。｢学習支援活動｣は、

Amigos の他に、府中国際交流サロンでの活動がある。支

援室はその二つの柱の活動において、学生ボランティア

の派遣、学生ボランティアへのアドバイス、交通費等補助

といったサポートをしている。 

 

・ 多言語･多文化教育研究センター 

 当センターは多文化コミュニティ教育支援室の活動をさ

らに発展させ、「教育」「研究」「社会貢献」の 3 分野を活動

の柱とし、自治体、国際交流団体、企業などの要請に応え

るために平成 18 年 4 月に設立された。 

 教育の取り組みとして､学部生を対象とした｢Add-on 

Program 多言語･多文化社会｣が本学ですでに開始されて

いる。これは、多言語・多文化共生社会に関する教育で、

理論的な部分だけでなく、実習など実践的な活動も含む

プログラムである。 

 その他にも、研究会や教材開発を中心とした研究活動

や地域社会への貢献を目指した社会連携活動にも活動

を展開している。 

 

(4) 参考資料 

・法務省入国管理局(2006) 

『平成17 年度末現在における外国人登録者統計について』 

法務省入国管理局ホームページ 

http://www.moj.go.jp/PRESS/060530-1/06530-1.html . 

 

・文部科学省(2006) 

『日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等

に関する調査(平成17 年度)の結果』平成18 年4 月26 日 

文部科学省ホームページ 

http://mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06042520/

001/001htm 
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学生ボランティアグループ
「アミーゴス」活動報告

東京外国語大学大学院 奥出桂子

東京外国語大学 和田更沙・中村未央

ニューカマーと学校教育

外国人登録者数２００万人突破（平成17年）

総人口の１．５７パーセント

韓国・朝鮮 ３０％ 中国 ２６％ ブラジル １５％

フィリピン ９％ ペルー ３％ 米国 2.5％

日本語指導が必要な外国人児童生徒

約2万人 （平成1６年度）

ポルトガル語 約7000人 中国語 約4600人

スペイン語 約3000人

発表の流れ

Ⅰ 活動の歴史と概要
1.「アミーゴス」誕生

2.活動年表

3.年間活動スケジュール

Ⅱ 活動内容
1.学校と保護者のコミュニケーション支援

2.教室内での学習支援

Ⅲ 活動を通しての感想及び問題提起
1.感想

2.今後の活動

Ⅳ 東京外国語大学の取り組み

活動の歴史と概要

Amigosの誕生
顧問の、学生に対する呼びかけ

学生と言う立場で出来る事は？
…子供達と関わること

→教育に焦点を絞る

東京都や千葉県、神奈川県や埼玉県などの教育委員
会に連絡をし、ブラジル人児童生徒の在籍状況につ
いて調べる

…川崎市総合教育センターに川崎市立殿町小学校をして頂く

活動の歴史と概要

活動年表

新宿区立大久保小学校にて学習支援ボランティア活動開始5月

京町小学校学習支援ボランティア活動一時休止3月
2006

殿町小学校学習支援ボランティア活動一時休止11月2005

「多文化コミュニティ教育支援室」開設10月

川崎市立京町小学校にて学習支援ボランティア活動開始7月
2004

川崎市立殿町小学校にて学習支援ボランティア活動開始5月

東京外大在日外国人交流ネットワーク(Amigos)結成4月
2003

活動内容月日年

活動の歴史と概要

年間活動の流れ

4月 今年度の依頼を調査

（人数、学年、曜日など）

5月 挨拶、訪問開始

7月、12月、3月（各学期末）通知表翻訳
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活動内容
（川崎市の小学校の例）

対象 ブラジル人児童2名（3年生）

期間 約2年間

内容

学校⇔家のコミュニケーション支援

教室内での学習支援

活動内容
（川崎市の小学校の例）

学校⇔家のコミュニケーション支援

翻訳（通知表、プリントや入学の案内など）

通訳（学校からの連絡事項の伝達など）

活動内容
（川崎市の小学校の例）

教室内での学習支援

形態 教室に入り、支援対象児童の横に椅
子を持ってきて座る

内容

担任教諭の言葉を、必要に応じてやさしい日本語
やポルトガル語で言い換える

児童に学習を促す

活動内容
（新宿区の小学校の例）

対象 ブラジル人児童1名（1年生）

期間 約半年

内容 教室内での学習支援

活動内容
（新宿区の小学校の例）

教室内での学習支援
形態 教室に入り、対象児童だけでなく、クラ
ス全体の学習の様子を見る。

→当小学校には、他にも外国人児童が多く在籍
するため

内容
担任教諭の言葉を、必要に応じてやさしい日本語
やポルトガル語に言い換える

児童に学習を促す

活動を通しての感想

良かった点
学校、保護者間のコミュニケーションの手助け
が出来た

担当児童の成長を見守る事が出来た

学校が学習支援の意義を認めてくれ、やりが
いがある
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活動を通しての感想

困った点

役割の範囲が明確でない

周囲の児童への対応や配慮

いかに授業に興味を持ってもらい、やる気を
引き出すか

今後の活動

大久保小学校支援（週2回程度、それぞれ
一人ずつ）

通知表翻訳

来年度の活動については、各小学校から
の依頼次第

東京外国語大学の取り組み

多文化コミュニティ教育支援室
国際理解教育
学習支援活動 府中国際交流サロン

多言語・多文化教育研究センター
教育 Add-On Program 「多言語・多文化社会」

研究 研究会 ワークショップ 教材作成

社会連携 自治体国際化協会（CLAIR)委託事業
ブラジル人児童のための補助教材作成
東京外国人支援ネットワーク相談会協力
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4-4. 多文化多言語劇  

報告者：阿部 靖子(外国語学部朝鮮語専攻 3年) 

 

(1) 活動趣旨 

国際交流の日常化によって作り出された“多言語多文

化社会”では、文化間の意識や常識の違いによる行き違

いや問題が数多く発生し、試行錯誤の中で多くの解決策

が考え出されてきた。そのような実際に起こった問題を取り

上げ、それがどのように解決されてきたかを多くの人に伝

えたいと思い、企画された。特に多文化交流で起こりうる

問題をテーマとした脚本を作り、外語祭で上演して、その

解決策を示すきっかけとなればとの思いであった。 

おおまかな活動主旨としては、次の通りである。 

 

1) 語劇を通して地域社会での多文化間交流の際に起こっ

た問題を伝え、スムーズな交流のための情報を提供する。 

2) 劇中に外語大ならではの多くの言語を用い、語学や言

葉のおもしろさを伝える。 

 

1)に関しては、『国際結婚』を選んだ。それは、いかなる

国にかかわらず、結婚という問題が、私たちにとって身近

な問題であるからである。現在いわゆる『国際結婚』は増

加しており、今後私たちが結婚相手を選ぶ上で、起こりうる

可能性もある。観客の皆様に、劇の内容を、あたかも今後

自分たちのこととして捉え、考えてほしくて、このテーマを

選んだ。 

2)に関しては、多言語を用いることによって、現在の日

本の、多言語状態を表現することを目標とした。劇のあら

すじ、また表現方法については、後述することにする。 

 

(2) 活動概要 

1) 東京外国語大学外語祭において劇を上演する。また

その練習。 

2) テーマである「国際結婚」について、取材など事前調査

を行なう。 

3) 2)に基づいて、脚本を作成する。今回はシェイクスピア

の戯曲「真夏の夜の夢」を原作とした。 

(3) 活動経過 

7 月 8 / 9 月 10 月 11 月 

・参加者募集

・第一回会議

企画趣旨説明

・脚本の 

選定/作成 

・配役決定 

・映画鑑賞 

（参考のため）

・取材 

・練習開始

9 月 1 日

～ 

・練習 

・脚本の修正 

・大道具/ 

小道具/ 

字幕 

などの作成 

・練習 

・広報に着手

（パンフレット

/ポスター） 

・本番 

（11月23日）

・本番を踏ま

えて反省 

8・9 月は夏休みのため、連絡を取りあうのが難しかった。

10 月には夏休みに作成した脚本のおおまかな修正があり、苦

労した。 

 

(4) 活動メンバー 

阿部靖子(外国語学部朝鮮語専攻 3 年） 

朽木夢(外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

居倉悠香(外国語学部英語専攻 1 年） 

吉永真紀子(外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

原田星来(外国語学部トルコ語専攻 1 年) 

砂田かおり（外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

竹田由佳（外国語学部中国語専攻 2 年） 

守屋久美子（外国語学部中国語専攻 2 年） 

河原新（外国語学部ロシア語専攻 2 年） 

門脇弘典（外国語学部フランス語専攻 3 年） 

溝端直毅（外国語学部ロシア語専攻 3 年） 

山田寛子(外国語学部フランス語専攻 4 年) 

山田洋平(外国語学部モンゴル語専攻 4 年) 

張仁瑄(ISEP） 

 

(5) スタッフ割り当て 

脚本・代表：阿部靖子、字幕：竹田由佳、舞台照明：守

屋久美子、会計：原田星来、演出・企画：阿部靖子・朽木

夢、音響：吉永真紀子、大道具・照明：原田星来、広報：砂

田かおり 
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(6) あらすじと作中人物・設定 

1) 当日パンフレットより 

『言葉が通じなければ思いも通じない―考え方が違え

ば分かり合えない―ホントに？ 

 

語学教師として来日したばかりで、言葉の壁に戸惑うロシア人 

：アレクセイ。 

日本語教師を目指し勉強する傍ら、ボランティア活動にも

熱心な日本人：やす子。 

ふとしたきっかけで 2 人は恋に落ちた。国を超えた幸せな

日々、でも・・・ 

－「えっ、結婚？」「そろそろ真剣に考えてくれないか」「・・・」－ 

二人の思いは徐々にすれ違っていく。 

人の意見は様々で、それぞれ自分の本当の気持ちを見失

ってしまうアレクセイとやす子。 

そんな悩める恋人たちを見かねて、妖精オーベロンとその

弟子パックは魔法の指輪で手助けしようとするが･･･。 

 

何語でも話せる指輪、あなたなら受け取る？それとも・・・』 

 

物語は、日本人の女性とロシア人の男性の恋物語を軸

としている。しかし、彼らにはさまざまな超えるべき課題を

抱えている。家族、言語、どこで住むのか…。物語の前半

は、舞台を T 外国語大学、F 中市に据え、このような問題

を中心に展開していく。 

しかし、ロシア人である主人公は、「日本語をもっとうまく

話せるようになりたい」と願うようになる。そこで、彼が手に

入れたのは「どんな言葉でも理解できるようになる指輪」で

あった。しかし、指輪には副作用があったのだ。それは、

指輪を用いた人間は、人間界ではない、他の世界に行って

しまうことである。 

そして後半では、この指輪によって、別世界にきてしま

った人間たちを描く。この場面ではロシア語、英語、スペイ

ン語、朝鮮語を用いた。それによって、現在の日本の多言

語状態を表現している。 

登場人物はそれぞれ、日本にいる外国籍の人を代表す

るような人物となっている。 

（作中人物名、職業、国籍、使用言語） 

アレクセイ：語学学校講師 

ロシア人：ロシア語 

アジュンマ・在日韓国・朝鮮人：朝鮮語 

ステラ(フィリピン人、ダンサー):英語 

サントス(ペルー人、出稼ぎに日本に行こうとした)：スペイン語 

ジヒョン(韓国人、ニューカマー)：朝鮮語 

 

2) 作中人物と設定 

アレクセイ（河原新）：ロシア人。大手英会話学校のロシ

ア語講師として来日。27 歳。アニメと漫画をきっかけに日

本を知るようになる。日本語は余り話せない。F 中市在住。

外国人登録のときに助けてもらった縁で、やす子と知り合う。 

門脇やす子（山田寛子）：日本人。T 外国語大学大学院

日本語教育博士前期課程 2 年。日本語教師として就職が

決まっている。しかし、コクサイケッコンについてはやや消極

的。24 歳。…支援室で活動している学生に近い人物。 

山田洋太郎（山田洋平）：日本人。T 外国語大学大学院

日本語教育課程博士前期課程 2 年。将来は研究者を目

指す。趣味はラグビー。一見調子が良いように見えて実は鋭

い。25 歳。 

竹田直子先生（阿部靖子）：やす子と洋太郎の指導教官。

夫はブラジル人。 

…「国際結婚」が身近にあるということを表現。 

イワン（溝端直毅）：アレクセイの友人。ロシア人コミュニ

ティのうち一人。 

…外国人コミュニティを表現。 

やす子の父（門脇弘典）：良き家庭人。…『国際結婚』に

対し、反対意見を持つ人の代表。 

ここまでが主に劇前半の登場人物である。前半は、『国

際結婚』に関してやや消極的なやす子が、ゼミ仲間の洋

太郎、指導教官との対話を通して、徐々に理解を示していく

様子を示した。 

 

妖精界：→主に後半、現在の日本の多文化多言語状態を

表現。 

パック：明るいがうっかりモノの妖精。  
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オーベロン：妖精界の王。 

外国人1：サントス（山田洋平）。ラ米の出身。母語はスペイン語。

母国で失業。 

外国人 2：ステラ（井倉悠香）。フィリピン人。 

日本で働いた経験がある。 

外国人 3：ジヒョン（張仁瑄）。韓国人。ニューカマー。 

外国人 4：アジュンマ（阿部靖子）。在日韓国人一世。 
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(7) .事前学習 (取材について) 

1) 「国際結婚」を主題として扱うために、取材を行なうこと

にした。その目的の一つはメンバー内で問題意識を共有

する必要があったためである。二つ目は、外語祭で上演

するので、不特定多数の人の目に触れる。そのために、事

実にもとづいて脚本を作らなければならなかった。 

 

2) 取材対象 

青山亨（多文化コミュニティ教育支援室運営委員） 

森朴憲治（多文化コミュニティ教育支援室運営委員） 

 

3) 取材日時 

森朴憲治 平成 18 年 8 月 7 日 12 時より 支援室にて 

青山亨 平成 18 年 8 月 18 日 14 時より インドネシア語

専攻共同研究室(633)にて 

 

4) 取材メンバー 

8 月 7 日 森朴運営委員 

聞き取り：居倉悠香、阿部靖子、溝端直毅 

書記：山田寛子 

8 月 18 日 青山運営委員 

聞き取り：阿部靖子、溝端直毅、山田寛子 

書記：居倉悠香 

 

5) 質問票 

・ どこで、どうやって知り合ったのですか？ 

・ 国際結婚をして大変だったこと、よかったこと 

－大変だったこと・・特に結婚に伴ういろいろな手続きの

問題(婚姻届提出時、戸籍などの問題について)、両

親の反応はどうだったか、生活をして文化（言語）の

違いによって、大変だったことはありましたか？ 

－よかったこと 

・ こどもの問題 

－出生届や戸籍など制度上の問題について 

－子育て方針/教育などに両国の考え方の違いなどは

あったか？ 

・ 演出や、問題提起に関して、どんな劇にしてほしいですか。 

(8) 実践を踏まえて 

1) メンバーより 

今回、役者として参加させて頂き、本当に楽しく、また、

多文化社会の実態についての知識もかなり得られ、非常

にためになった。来年に向けて、私はメンバーの確保が重

要だと思う。「多言語で劇をやる」という画期的な企画なの

だから、やはり大掛かりなものをやりたいし、今回問題とな

っていた集まりの悪さは、人数が多ければある程度は補え

ると思う。今回で多くの人にこの企画を知ってもらえたと思

うので、来年に期待したい。 

（英語専攻 1 年 井倉悠香） 

 

台本の改訂がぎりぎりまでつづき、全て間に合わせのも

のになってしまった気がする。メンバーの専攻・学年が違う

がゆえのメリットは何か、またこの活動の目的は何か、追求

していく必要があるのではないか。自由参加の活動だから

こそ、メンバーは最後まで責任をもって参加すべきである。

でないと他の人に迷惑がかかる。支援室の他の活動と連

携を深めたらどうか。 

（中国語専攻 2 年 竹田由佳） 

 

2) アドバイザーより 

今回の多文化多言語劇は、学習中の言語を使用して各

専攻の学生が演じる通常の語劇とは異なり、シナリオにお

いて多文化共生社会の実現を目指すためのメッセージを

編み出すという困難な作業に加え、様々な専攻語を学ぶ

学生がそれぞれの言語で演じ、さらには専攻語とは異なる

言語を話す役にあたった人はその言語でセリフを暗記す

るなど、シナリオ作りとセリフ作りの両方において、筆舌に

尽くし難い苦労があったと思います。そんな中、私自身、

学生時代に3回語劇の舞台に立ちましたが、今回、自らの

国際結婚の経験を通して、陰ながら 4 回目の語劇作りに

携わることができたことは大変光栄に思いますし、代表者

の阿部さんをはじめとする関係者のみなさんに敬意を表し

たいと思います。ただ、敢えて今後の提案を述べさせてい

ただけるならば、今回は初めての試みでシナリオ作りやセ

リフ作りで精一杯だったと思いますので、次回は外国人を
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演ずることの役作りの向上を図ることにも期待いたします。

いずれにいたしましても、この語劇に携わった私たちが、

今回の経験を活かして、劇の中だけにとどまらず、真の多

文化共生社会の実現に寄与することを願ってやみません。 

（森朴憲治） 

 

(9) 反省・来年度に向けて 

  今年度は初めての試みであり、参加者も専攻や学年が

異なったため、連絡やスケジュール管理などの困難があっ

た。それでも、外語祭で劇という形で発表できたことは、参

加者のみならずアドバイザーの方々や支援室の皆様の協

力があってこそだと考える。ここで厚く御礼を申しあげたい。

以下反省点などを述べる。 

 第一に参加者からの指摘にもあったとおり、活動の趣旨

を参加者間で掘り下げていく必要があっただろう。脚本の

変更がぎりぎりまで続いたこと、また専攻・学年が異なるこ

とによる連携の困難さが多く指摘されている。これは初期

段階の計画不足によるものと考える。初期段階で、参加者

間で活動の趣旨を話し合い、その目的を把握し、脚本の

作成から完成、そして当日まで視野に入れた計画をじっく

り練るべきだったと思う。今回は諸事情により活動開始が 7

月と出遅れてしまったので、夏休みに入るまでに、脚本の

完成・練習案など具体的な活動に入れるよう計画を練るこ

とは必要である。 

第二に演技力である。今回は演劇経験の有無が参加

者によって異なった。演技力の強化のために、例えば発

声練習の強化、演劇鑑賞などを通して、実際の演技以外

の部分で演劇に触れる機会を増やしてほしい。 

 最後に言語と文化の問題である。当日、多文化多言語

劇なのだから、その民族特有のジェスチャーなどを加える

べきではないだろうかという声が観客からあがった。参加

者間でも、それぞれの言語に対する知識や、その言語の

背景にある文化に対する知識の差異があった。私個人と

しては、その差異が本番直前になって目立ちはじめ、度重

なる脚本の変更の原因となってしまったと考えている。活

動開始前や活動の最中に、参加者間でそれぞれの言語

や文化に関する勉強会などを開く必要があるだろう。その

他、スタッフ面の問題として舞台監督の必要性、事前の集

金、留学生や教員が役者として出演したら面白いのでは

ないか、広報面では時間のある夏休みにホームページを

作成する、アンケートの実施等があがった。私は夏休み前

の初期段階での十分な計画を練ること、参加者間で趣旨

を話し合い、連携を深めること、そして夏休みを有効活用

することがこれらの問題を解決する上で必要ではないかと感

じた。 

 参加者の一部から上がった声だが、多文化社会の実態

について参加者自身が学び、考え直すきっかけとなったと

いうことである。また支援室の活動に参加していたメンバー

が、その経験を脚本に反映させてくれ、とても助けになっ

た。だがその問題を観客に伝えるというのが今回の一番の

目的だったが、それが若干弱かったと思う。語劇は多数の

観客が訪れる。今年度の反省点を踏まえ、今後支援室の

外の活動と連携するなどして、観客によりリアルに多文化

社会の問題を感じてもらえるような劇にしてほしいと願う。

最後までついてきてくれた参加者の皆さん、ご協力くださっ

た皆様、本当にありがとうございました。 

（朝鮮語専攻 3 年 阿部靖子） 

 

4-5. 羽村日本語学習帳翻訳 

報告者：服部 聡依(外国語学部ポルトガル語専攻 4年)

石井 まり(外国語学部ポルトガル語専攻 2年) 

 

(1)経緯 

2006 年 1 月に、ホームページで Amigos の活動を知っ

たボランティア団体、「羽村日本語学習会」の代表者の方

から連絡を受け、日本語学習帳ポルトガル語版の翻訳を

依頼された。同団体のある東京都羽村市には多数の在日

外国人が生活しており、同学習会では、在日外国人のた

めの日本語教室を開催している。さらに教室で使用する

教材として「日本語学習帳」を独自に作成し、英語、中国

語、スペイン語の各言語に翻訳してきた。ポルトガル語版

については翻訳者が見つからず、これまで作られてこなか

った。しかし、羽村市には大変多くのブラジル人も生活し、

働いている。日本で暮らす外国人への支援を活動目的と
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する Amigos のメンバーは、彼らのためにも少しでも教材を

役立てたいという代表者の方の強い思いに共感し、翻訳

依頼を引き受けることにした。 

 

(2)翻訳内容 

依頼を受け Amigos では、2006 年の新学期より翻訳作

業を始めた。100 ページ弱に及ぶ 1 冊の学習帳を、1 年生

から留学経験のある 4 年生までで数ページずつ分担し、

日本語からポルトガル語への翻訳作業を行っていった。 

日本語学習帳は、在日外国人が日本で生活していく上

で役に立つと思われる単語や、日本語独特の表現、言い

回しなどを、それぞれ似ている動詞ごとに項目を分ける等

(例えば燃やす、温める、焼く、消す、といった動詞を一つ

の項目にまとめている)、日本語学習会の代表者の方が独

自に考案し、作成したテキストである。見開きのページごと

にテーマが分かれており、各ページの上段に単語、下段

にはそれらの単語を使った簡単な例文、というように構成

されている。 

Amigos では、翻訳していく中で、元々の日本語のテキ

スト原稿で使われている単語やフレーズ、構成の意味を壊

さないよう、出来る限り忠実にポルトガル語に訳すことを心

掛けた。表現したい日本語にあてはまる単語がポルトガル

語にはない等、翻訳が難しい箇所もあったが、ブラジル人

留学生に相談するなどして解決していった。完成した翻訳

原稿は、再度ブラジルからの留学生にスペルチェックをし

てもらい、完成した原稿を羽村日本語学習会へ引渡した。

その後、学習会側による確認、訂正の要望に沿って再度

修正を重ね、2007 年 2 月に最終的な完成原稿を引渡した。

また、日本語学習帳の巻末には、翻訳者として Amigos の

名前を載せていただくことになっている。 
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5. 学生多文化フォーラム 

 

5-1.プレ・学生多文化フォーラム 

 

(1)学生ディスカッション報告 

報告者:萩原 礼子(外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

 

 本プレ・学生多文化フォーラムは 2006 年 12 月 2 日(土)

に行われた学生多文化フォーラムに先駆けて、本学学生

ボランティアによる国際理解教育実践の総括をすべく、全

6 回のシリーズで学生ディスカッションと講演会、ワークショ

ップを行った。 

国際理解教育の実践は、各学校でコーディネーターが

立てられてメンバーの募集をし、実践まで学校単位で進

行していくために、活動する学校が違えば学生ボランティ

ア同士の交流がないという状況があった。さらに、授業の

打ち合わせや準備に時間がかかり、では｢国際理解教育｣

とは一体何かといった根本の課題についてじっくり取り組

む時間や、学生ボランティアが行ってきた授業をいかに改

善していくべきかなどについて考える機会がないというの

も事実であった。 

そこで、講演会では国際理解教育についての知識を深

めること、学生ディスカッションでは学生の交流、意見交換

をすることを目的として本プレ・多文化学生フォーラムを開

催した。学生ディスカッションでは毎回、実際に授業を行

った学生に実践報告をしてもらった。 

また、学生多文化フォーラム当日に講演をしていただい

たキョウコ・ヤナギダ・ナカガワ先生に、プレ・学生多文化

フォーラム・特別編｢“デカセーギ”はこうしてやってくる～

日系就労者支援事業最前線からの報告～｣と学生多文化

フォーラム・プレ講演会｢ブラジルに帰った子どもたちのそ

の後｣と題してお話をいただいた。 

プレ・学生多文化フォーラムの成果は学生多文化フォ

ーラムの国際理解教育の部のとおりである。 

 

 

プレ・学生多文化フォーラム プログラム 

第 1 回 10 月 10 日(火) 18:10～20:00 

講義棟 313 教室にて 

学生ディスカッション｢国際理解教育で何を伝えるか｣ 

 

第 2 回 10 月 17 日(火) 18:10～20:00 

留学生日本語教育センター さくらホールにて 

講演会｢国際理解教育とその現状｣ 

講師:佐藤郡衛氏(東京学芸大学教授、異文化間教育) 

 

第 3 回 10 月 24 日(火) 18:10～20:00 

講義棟 313 教室にて 

学生ディスカッション｢国際理解教育の問題点どうしたら解

決できるの？｣ 

 

第 4 回 11 月 6 日(月)  18:10～20:00 

本部管理棟 中会議室にて 

講演会｢国際理解教育のあり方を考える｣ 

講師:山西優二氏(早稲田大学教授、比較･国際教育学) 

 

第 5 回 11 月 7 日(火) 18:10～20:00 

講義棟 313 教室にて 

学生ディスカッション｢外大生の国際理解教育のカタチ｣ 

 

第 6 回 11 月 14 日(火) 18:10～20:00 

本部管理棟 中会議室にて 

ワークショップ｢国際理解教育実践現場から｣ 

川崎市 小・中学校教諭 

 

特別編 11 月 28 日(火) 18:10～20:00 

本部管理棟 中会議室にて 

ワークショップ｢“デカセーギ”はこうしてやってくる～日系

就労者支援事業最前線からの報告～｣ 

講師:キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏 
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特別編 12 月 1 日(金) 13:10～15:10 

本部管理棟 中会議室にて 

プレ・講演会｢ブラジルに帰った子どもたちのその後｣講師:

キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏 

 

各講演会・ワークショップの趣旨 

 複数回の講演会は既述したように国際理解教育に関す

る知識を深め、そもそも国際理解教育とは何かと掘り下げ

て考えようという目的で行った。 

1 回目は佐藤郡衛先生に｢国際理解教育とその現状｣と

題して、国際理解教育がどのようにして始まり、どのように

現在のような形になったのかについてお話をいただいた。

4 回目では山西優二先生に｢国際理解教育のあり方を考

える｣と題して、本学の特性から文化紹介や国にこだわり

がちになっていた国際理解教育の実践を問い直すべく開

発教育からの視点からも、ワークショップの紹介を含めて

お話しをいただいた。最終回では実際に学校の先生方を

交えて、学生ディスカッションの中で出てきた疑問や不安

に感じていることをもとに意見交換会という形でワークショ

ップを行った。また特別編のキョウコ・ヤナギダ・ナカガワ

先生には、多文化コミュニティ教育支援室のもう一つの柱

でもある学習支援にも役立つであろうということで、ブラジ

ルで生活される先生の視点から｢“デカセーギ”はこうして

やってくる～日系就労者支援事業最前線からの報告～｣と

｢ブラジルに帰った子どもたちのその後｣と題してお話をい

ただいた。 

 

国際理解教育授業実践報告 

 

第 1 回学生ディスカッションより 

報告者:門脇 弘典(外国語学部フランス語専攻 3 年) 

 

1.実践内容報告(資料参照) 

(1)ビデオ上映 

授業の様子を撮影したビデオ(一部)を見せた。 

(2)実践内容説明 

特に名札作成と韓国クイズ大会について詳しく説明した。 

 

2.問題提起 

 国際理解教育には 2 つの側面がある。｢国｣の理解と、

｢人｣の理解だ。国の理解を柱にした国際理解の授業とは、

子ども達に世界の国々についての知識をつけさせるもの

だ。この報告で紹介した授業で言えば、韓国クイズ大会が

その例となる。その国の文化、言語、生活等を、語りや写

真を使って子ども達に伝える。国際理解教育と聞いて、ま

ず最初に思い浮かぶものだろう。 

 対して、人の理解を中心に据えた授業は、他者を受け入

れる｢寛容の精神｣を育むことを目的とする。なぜ国際理解

教育で人の理解を扱うかというと、自分との隔たりが大きい

他者と付き合うときの方が、より寛容の精神を必要とするか

らである。近い他者との間では、お互いに特別の注意を払

わずとも問題なく生活できるかもしれないが、遠い他者に

ついては、理解しよう、受け入れようという態度が求められ

る。自分との隔たりは、国籍の違いだけでなく、世代や出

自の違いからでも生じるから、日本人学生が子ども達と授

業をするのも十分意味がある。国の違いを必ずしも前提と

しないから、国際理解よりも異文化理解に近いかもしれな

い。この形の授業の例を挙げることは難しいが、報告した

授業の名札作成も、人を題材にしたという点では、ひとつ

の例になるだろう。川崎市立宮前平中学校での国際理解

教育も、いい例になる。 

 以上のことを踏まえ、本学の学生が目指す国際理解教

育は、国と人、どちらをメインにすべきだろうか。 

 

(資料) 

2005年度東柿生小学校国際理解教育第2回活動報告書:

韓国班 

報告者:門脇弘典（外国語学部フランス語専攻 2 年） 

①タイトル ハングルで名前を書こう 

②参加メンバー 金智恩(外国語学部日本語専攻 2 年)、

林惠令(外国語学部日本語専攻 2 年)、朴志禮(外国語学

部日本語専攻 2 年)、吉田麻里子(外国語学部英語専攻 3

年)、門脇弘典(外国語学部フランス語専攻 2 年) 

③活動日時 11 月 14 日、8:30～13:00 

・1 時間目:授業の流れと機材の確認、先生との打合せ 

・2～4 時間目:2 年 3 組、2 組、1 組 
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・児童と一緒に給食 

・佐藤公孝先生、水木先生と意見交換 

 

④活動の目的 

 留学生と交流し、韓国の文化を知ることで、自分とは異

なる国や文化に対する興味を引き出す。

 

⑤活動内容 

行ったこと 児童の反応 

第 1 部 新しい留学生の紹介、前回の復習(5 分) 

1)留学生当てクイズ再び 

林さんと朴さんのどちらが留学生か、2 人とも留学生か当て

る。 

林さんと朴さんが韓国語で自己紹介。その後日本語で自

己紹介。 

2)前回の復習 

前回教えた韓国語の挨拶を復習。 

 

第 2 部 名札作成、自己紹介(20 分) 

1)ハングルで名前を書く 

練習用紙を配る。練習用紙には児童の名前(平仮名、ハン

グル(黒:お手本)、ハングル(灰色:なぞる))と四角(書き入れ

る)が書いてある。 

練習の後、自分の名札の裏にハングルで名前を書く。 

学生はクラスを回り書くのを手助け。 

2)韓国語で自己紹介 

｢私は～です｣は韓国語で｢チョヌン～イムニダ｣と言うことを

教える。留学生がグループごとに分かれ、児童 1 人 1 人と

韓国語で自己紹介しあう。 

 

第 3 部 韓国クイズ大会(15 分) 

クイズは 3 択。留学生が教室の前 3 箇所に写真を持って立

ち、正解だと思う所に集まる。制限時間は 1 問 30 秒で、移

動中は韓国の童謡の CD を流す。 

クイズは 6 問とも｢韓国の○○はどれでしょう？｣形式で、○

○はスポーツ、服、花、建物、お金、踊り。 

正解を解説し、一緒に繰り返し発音してみる。 

 

まとめ(5 分) 

授業で何をやったか確認し、ハングル五十音表を配布。 

(教室は前にスペースを空け、机を 10 ずつ 3 つにグルー

プ分けして配置しておいてもらった。) 

・6 月にも来たことを皆覚えていた。 

・｢アニョハセヨ｣はほとんどの子が覚えていたが、｢アンニョ

ン｣はあまり覚えていなかった。 

 

 

 

 

・練習用紙を配ると｢すごい！｣｢変なの！｣などとはしゃい

でいた。 

・楽しそうに書く子が多かったが、中には嫌がる子もいた。

・書き順の質問が多く出た。 

・書く早さがばらばらで、早く書き終わって他の人の名前

を書いている子もいれば手持ち無沙汰の子もいた。練習

用紙に何度も書き直している子もいた。 

・｢チョヌン～イムニダ｣は言っただけでは覚えるのが難し

く、黒板にハングルと片仮名で書いた。 

・自己紹介し終わった子は、友達同士でやっている子も

いれば手持ち無沙汰の子もいた。 

 

・クイズ大会をすると言うと一気に盛り上がった。 

・集まった後立たせたままだと落ち着かないので、2 クラス

目からは座らせるようにした。 

・音楽が流れるとリズムに乗って楽しそうに踊る子もいた。

・正解の解説を聞くのに集中できない子がいた。不正解

の子は特に。 

・発音は大きな声でしていた。 

 

・五十音表を配ると興味をいたくそそられたようで、私たち

のことは眼中になかった。 
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反省点 

×練習用紙が足りない、児童の名前が間違っているなど

のトラブルがあった。余っている紙に即席で作ることで解

決したが、このような事態を予想して対応することが必要。 

×名札作成や自己紹介のときに何もすることがなくなって

しまった子をどうするか考えていなかった。 

×クイズの振り返りができるように、写真をプリントにして配

ればよかったかも知れない。 

・クイズの答えの選び方が｢見たことのないもの・珍しいも

の｣に偏った気がする。 

○子どもたちを静かにさせる方法を先生に教わったので、

前回よりは楽だった。 

○時間配分はぴったりだった。 

 

学校からの意見 

・クイズでなぜその選択肢を選んだのか聞けば、小学 2 年

生なりの判断の仕方をうかがい知ることができて良かった

のではないだろうか。 

・名前を｢書く｣ことと、クイズで｢楽しむ｣ことのバランスが取

れていた。 

・繰り返し発音するのは 2 年生にはちょうど良かった。5 年

生だと言ってくれないかも知れない。 

・お手本を配ったのは良かった。五十音表を見せただけで

は難しかっただろう。 

・写真を見せたのは良かった。言葉や文字だけでは何をし

ていいか分からなかっただろう。 

・書くのがただの単語ではなく自分の名前だったので興味

をそそることができた。 

 

感想 

今回は前回と違って、留学生が私を含め 3 人いたので

私は非常に負担が少なくなりました。 

今回はビジュアル的な材料をたくさん使い、子どもたち

に理解を得ることも簡単で教える私たちの立場も楽だった

ような気がします。先生方からの評判もよくて大変満足して

います。 

クイズもハングルを書くという作業も大成功って感じで前

回より子どもたちも、吸収するのが早かったし楽しくやって

いけたと思います。 

時間割りもよくて、時間が余ることもなく足りなくもなく、ち

ょうどよかったと思います。 

 前回は予想以上の時間が余ってしまい、質問の時間が

あって子どもたちとの会話が出来ましたが、今回は質問タ

イムがなかったので会話ができなかったのが少しさびしい

かなって感じです。 

個人的には前回つかめなかった流れや授業の方式な

どを把握することが出来たかなと思います。これからはもっ

といい授業をやっていけると思います。(金) 

 

今回の授業は小学校の 2 年生のレベルにちょうどよい

プログラムを使ったと思う。ハングルで自分の名前を書く事

は自分の名前だからこそもっと関心を持って書いたと思う

し、クイズの時も写真を見せたり、またその写真を見ながら

韓国語を発音して見たりした事が子どもたちにとってはわ

かりやすかったと思う。こういう授業は子どもたちにはなか

なか経験できないものだったと思う。そういう点からみれば、

ハングルで書かれた(私たちが事前の用意した)紙も、後で

プレゼントとして渡したハングルの五十音図も子どもたち

にとっては大切なものになるだろう。(林) 

 

まず、今回東柿生の 2 年生の授業に参加することが出

来て嬉しいと想います。45 分という時間をどう使えば良い

だろうという事と二つの事をどんな風につなげば自然な流

れに進行させることができるかという所がとても気にかかり

ました。ハングルを書く作業も難しくて皆がちゃんとできて

なかったらどうしようというのもありましたがお手本に添って

練習させたのが効果的だったと思います。次回もよろしく

お願いします。(朴) 

 

2 年生のレベルに合わせて、わかりやすい活動を心掛

けましたが、2 年生の子どもたちが何ができるのか、またど

ういう活動なら興味を持って積極的に参加してくれるのか、

予想するのが難しく、準備の段階でかなり悩みました。し

かし実際に実践を行ってみて、子どもたちが楽しそうに取

り組んでくれていたのがうれしかったです。 

 もちろん、すべての子どもが積極的に参加していたわけ
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ではありませんが、例えばハングルで名前を書くのにてこ

ずっていた子も 3 択クイズでは主体的に参加できていたり、

韓国語での自己紹介をいやがっていた子がハングルの五

十音表をもらったときにとても興味を持っていて、うれしそう

だったのが印象的でした。2 年生の集中度に合わせるた

めだけでなく、いろいろな能力や興味を持った子どもそれ

ぞれが参加できるように、1 回の授業の中に、目線を変え

た様々な活動を取り入れる必要があると感じました。反省

点としては、クイズがそれだけの活動として完結してしまっ

た部分があることです。ハングルとつなげたり日本にある

似たものと比較する、などの工夫はしましたが、あとで振り

返りができるように、プリントをつくって配付できればと思い

ました。また個人的な反省としては、子どもたちに韓国のこ

とを質問されたときに、答えられないことが多かったことで

す。せっかく子どもたちが韓国に興味を持って、たくさんの

質問をしてくれたので、私ももう少し勉強しないといけない

なと思いました。(吉田) 

 

準備に手間をかけた分だけ子どもたちに興味を持って

もらえたと思います。児童 1 人 1 人のお手本、ハングル五

十音表、クイズの写真など、留学生と日本人学生の総力を

結集して作成しました。特に林さんと朴さんは今回が初め

ての参加だったにも関わらず、積極的に参加してくれたの

でとても助かりました。 

 子どもたちは前回よりも成長して少し落ち着いた雰囲気

でした。とは言ってもクイズのときは大はしゃぎで収拾する

のが大変でしたが。 

 反省しなければならないのは、余裕を持って準備をする

ことができなかったことです。授業の内容がなかなか決まら

ず、十分時間をかけて話し合ったりリハーサルをすること

ができませんでした。次回はもっと早く動き出したいと思い

ます。おおむね成功したと言えますが、課題も残す実践と

なりました。(門脇) 

   

 

 

 

 

第 3 回学生ディスカッションより 

報告者:河野千早穂(外国語学部ポルトガル語専攻 1 年) 

 

1.実践内容報告 

(1)授業内容説明(資料参照) 

府中市立府中第七中学校で行ったブラジル班の授業内

容を説明した。 

・自己紹介(ブラジル人のパートナーはポルトガル語で行

い、河野が訳した) 

・地球儀を使いブラジルの位置を確認 

・地図を使い、ブラジルの大きさ、それ故の気候の多様性

を紹介 

・写真を使ったブラジルの人種の多様性、料理の紹介 

・実際に音楽をかけて、ブラジル音楽を紹介 

・ブラジル観光ゲーム:ブラジルの名所などの特徴を記した

紙を元に、多数の写真の中から、正しいものを選んでもら

うというもの 

(2)ビデオ上映 

国際理解教育を行っている映像を流し、説明した内容に

具体性を持たせた。 

 

2.問題提起 

当日のテーマである｢国際理解教育の問題点を解決する

には｣の問題提起として、感想の中で国際理解教育を行っ

てみて感じたことや反省点などを述べた。 

・当初、国際理解教育を他文化・国の紹介だととらえてい

たために、ブラジルについてのこちらからの一方的な情報

提供になってしまった。しかし今回は学校側が後の調べ学

習につながる内容を求めてきたので、それでも良かったと

も考えられる。 

・留学生との共同作業だったが、なかなか時間がとれず、

直前までしっかりした構想が練れていなかった。もう少しお

互いにコミュニケーションをとって、きちんと準備をしておく

べきだったと感じる。 

 

3.感想 

今までの活動の内容を報告するものだったのだが、用

意した資料や発表内容に抽象的なものが多かったのは改
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善すべき点だと思う。そのために出た質問にも、準備不足

のため的確な答えが返せなかった。しかし、プレフォーラ

ムのような意見交換の場は非常に有意義な場であると思う。

私もこの場に参加して、国際理解教育のとらえかたや、ど

のような活動が考えられるかなどについて様々な意見を聞

くことができ、大変参考になった。他の人がどのような活動

を行っているか知って、さらにそこから良い方向へ学んで

いくためにも、このような活動が続いていくと良いと思う。 

 

 

 

 

 

(資料) 

府中市立府中第七中学校国際理解教室第 1 回活動報告

書:ブラジル班 

報告者:河野千早穂(外国語学部ポルトガル語専攻 1 年) 

 

① チームネーム:ブラジルチーム 

②参加メンバー:ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究

科博士前期課程日本語教育専修コース 2 年)、河野千早

穂(外国語学部ポルトガル語専攻 1 年) 

③活動日時:7 月 4 日 

④活動目的:ブラジルの地理、文化、言語などを紹介する

ことでブラジルに興味を持ってもらい、その後の調べ学習

に役立ててもらう。

⑤活動内容 

行ったこと 生徒たちの反応 

1．自己紹介 

2．位置、気候、地理、人種紹介 

・地球儀上のブラジルを一人の生徒に代表で示して 

もらう。 

・地図を使ってブラジルの大きさ、それ故の気候の多様

性を紹介。 

・写真を使ったりクイズを交えたりして、人種の多様性、

国旗の由来、食事などを紹介。 

3．ブラジル観光ゲーム 

・班ごとに、内容を示した紙を元に多数の写真の中から

適当なものを選んでもらい、それを簡単に発表しても

らう。こちらからも写真の説明を補足する。 

4．音楽 

・実際に曲を流し、ブラジルの音楽を紹介。 

 

 

・位置は分かっていた。 

・サンパウロ州と日本の本州がほぼ同じ面積だという説明で

23 倍を具体的に示したとき、驚きの声が多数上がった。 

・クイズなどには参加してくれたが、説明が長引くと集中力が

切れてしまう生徒が多かった。 

 

 

・写真を探す段階では活発だったが、その後の発表ではや

はり集中力が持たなかった。 

 

 

・音楽が流れると生徒の顔があがった。 

改善すべき点 

こちらの説明ばかりではなく、実際体を動かしたり考えた

りする、もっと生徒が参加できるものが望ましかった。また、

途中で一度も休憩を入れなかったので、もう少し時間配分

に気を配るとよかった。 

 

感想 

時間の面から見ると授業のための活動の数は充分だっ

たが、私たちは生徒たちの反応に対する準備が足りなか

ったと思う。生徒たちは授業のために勉強しておいた。授

業はクイズ形式で行って、生徒たちは簡単に聞かれた質

問に答えた。また、生徒たちは想像以上に静かで、実際

に彼らの興味を引いているかどうか分かるためのフィード

バックをつかめなかった。そのせいか、最初の段階の活動

は計画よりずっと早く終わった。 

 グループのメンバーは全員積極的に参加したが、授業

の実践の前に、もう少しリハーサルしておけばよかったと感

じた。1 回のフルタイムの模擬授業も必要だったと思われ
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る。 

 授業の環境は良かった。不足する教材はなく、使いやす

かった。 

 発表のもっとも重要な問題は時間管理だったと思う。発

表を全体的に見ると、次の改良点があると思う。 

 一つは活動の計画については、時間が余ることを防ぐの

に、予備の活動を用意することである。 

 もう一つはリハーサルの数を増やすことである。 

 さらに今後、生徒の反応の可能性を考えて、反応が薄い

生徒のケースのためにも用意する必要があると思う。以前

経験した、小学校の発表に比べると中学校の生徒がおと

なしく、騒いでいる生徒を静かにさせるためのタイムロスは

ない。 

 以上を踏まえて、今度より、生徒たちの興味を引き、ブラ

ジルや他の海外の国々に知りたい気持ちを生かせるのに

貢献したい。(ファウスト・ペレイラ) 

 

今回授業を行ってみて、生徒を引きつけつつ必要なこ

とを伝えていくという作業が、いかに難しいものかがよく分

かった。ブラジルのことを広く紹介する中で、こちらとして

はその中にその後調べるテーマをさり気なく散りばめたつ

もりだったが、はっきり｢こういうのを調べるといい｣と言わな

いと、自主的には感じ取ってもらえなかったかもしれない。

それというのも中学 1 年生という年齢がイメージしにくく、年

齢よりも難しく設定してしまったためであり、そのあたりの対

応の臨機応変さも必要だと思った。しかし今回は準備段階

からすべて考えて授業に望むという形で、それに責任を感

じた分、有意義な体験だった。今後この経験を生かしてい

けたらいいと思う。(河野) 

 

 

第 5 回学生ディスカッションより 

 

川崎市立土橋小学校実践報告 

報告者:甲田 友子(外国語学部ドイツ語専攻 4 年) 

砂田 かおり(外国語学部ドイツ語専攻 1 年) 

 

 

1.実践内容報告  

 土橋小学校では、授業のテーマが、｢なにが作れるか

な？力をあわせて～留学生・日本人学生の交流を通して

～｣ということで、外大の学生が児童に何か教えるという授

業ではなく、学生と児童が協力して何かをつくる、という授

業を行った。担当の三井先生によると、自分の事は話せて

も人の話をうまく聞けない子どもが多いという。今回の授業

のねらいは、第一に、制作活動を通して｢子どもの聞く力を

育てる｣ということである。そしてまた、子どもが、｢制作を通

し学生の背景に流れている文化や考え方を感じ取れる｣よ

うになることを目指した。 

 4年生の1～4組で授業を実施し、各クラスで学生一人に

対し児童 5～6 人というグループで活動した。 第 1 回目の

実践授業の前に、学生側からプロフィールと共に、以下の

ように｢児童と行いたい活動｣を提案した。 

遠田友香     …劇 

相川奈美     …飛び出す絵本 

砂田かおり    …世界の子どもについて知る  

朴 忘禮     …夢の場所を考える 

鄭 仁淑   …写真を使って紙芝居をつくる 

モンコンチャイ・アッカラチャイ 

      …タイ文字を使った制作・タイの歌やダンス 

児童はこれを見て、自分がどの活動に参加するか選ぶ

とともに、第 1 回目の授業までに自分が行いたい具体的な

活動内容を考えてくる(例:｢劇｣ならその内容)。第 1 回目の

授業ではそれをもとに、学生と児童が相談して、実際に行

う活動を決定した。第 2 回目、第 3 回目の授業では、活動

の制作を進めた。｢聞く力を育てる｣ことが目標のため、学

生側は一方的に児童を指導するのではなく、児童と話し

合って授業を進めるように気をつけた。 また適宜、グルー

プ内で児童に話し合わせ、互いの意見を聞かせるようにし

た。 

第 1 回目～3 回目の授業は間があいてしまうので、学生

と児童は FAX を使って交流した。自習時間が終わると、子

どもからどこまで作業が進んだかの報告と、質問などが支

援室あてに FAX で送られてくる。学生はそれに答えて、小

学校に FAX を送り返す、という形で、頻繁にやりとりを行っ

た。これにより、学生は授業に行けない間も児童の活動を
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知ることができた。また FAX でのやりとりを通して、学生と

児童の距離が縮まる結果にもなった。 

 10 月 30 日に、発表会ということで、各グループで制作し

たものをビデオに撮影した。このビデオを学生がそれぞれ

の自分の友達や家族に見せる(例・韓国の友達、家族な

ど)、その見せた相手からもらった手紙を小学校の児童に

送った。学生の知り合いがビデオを見るということで、発表

会に対する児童のモチベーションを上げることにつながっ

た。 

 

(資料) 

川崎市立土橋小学校国際理解教育活動報告書 

 

①タイトル なにが作れるかな？力をあわせて～留学生・

日本人学生の交流を通して～ 

②参加メンバー 遠田友香(外国語学部日本語専攻 4 年)、

相川奈美(外国語学部フランス語専攻 3 年)、砂田かおり

(外国語学部ドイツ語専攻 1 年)、朴 忘禮(外国語学部日

本語専攻 3 年)、鄭 仁淑 (外国語学部日本語専攻 3 年)、

モンコンチャイ・アッカラチャイ(研究生) 

コーディネーター:甲田友子(外国語学部ドイツ語専攻 4

年)、廣瀬美穂(外国語学部ドイツ語専攻 4 年) 

③授業を実施した学級 

 川崎市立土橋小学校 4 年 1 から 4 組 

④活動日時 

6/22、7/13、10/26、10/30 の 2 時間目～5 時間目(9:30

～14:15) 

⑤活動日程 

①6 月 22 日 第 1 回目 実践授業 

②6 月第 5 週 授業のための自習時間(1 時間ずつ)

グループで制作を進める 

③7 月第 1 週 同上 自習時間 

④7 月 13 日 第 2 回目 実践授業 

⑤⑥9～10 月 自習時間 

⑦10 月 26 日 第 3 回目 実践授業 

⑧10 月 30 日 発表会 制作したものを発表する 

⑨ 学習の振り返り 

感想 

学生からの感想では、始めは子どもたちとどう接したら

いいのか分からず戸惑ったが、授業を重ねるにつれ慣れ

ることができた、という声が多かった。三井先生によれば、

児童が自習時間に自主的に活動を進めていたという。第 3

回目の授業は 2 回目から夏休み期間をおいていたので、

学生側に不安もあったのだが、行ってみると児童が制作を

しっかりと進めていたので学生が感動する場面も見られた。

学生からは、制作活動を中心とした授業ということで、どう

しても授業時間が足りなくなってしまうなど難しいこともあっ

たが、子どもの見せる成長がやる気につながった、良い経

験になったという感想が聞かれた。 

 

宮前平中学校実践報告 

報告者:小谷健太(外国語学部カンボジア語専攻 1 年) 

 

今回のプレフォーラムでは主に発表レジュメにしたがっ

て行った(資料参照)。発表の目的は、宮前平中学校国際

理解教育活動の特徴を踏まえて活動内容を伝えることで

ある。このプレフォーラム報告書では、発表の際のレジュメ

の補足した部分について説明したいと思う。活動第 1 回目

から、3 回目まで順を追って説明を行う。 

まず、クラス全体は 6 つの班にわかれている。その各班

に一人ずつ外大生が入って活動を行った。各班員と外大

生が、各々準備してきた 5 つの自己紹介文を発表する。こ

こで重要な点は、5 つの自己紹介文のうち一つに、うその

内容が含まれていることである。発表者以外の班員がその

うそを見抜くために、自己紹介文について発表者に質問

をする。班員の一人が発表して、他の班員が質問を繰り返

すという形になっている。つまり、生徒が発表と質問の繰り

返しを通して、授業のねらいである｢自己紹介を通じて自

分のことを相手に伝え、相手のことを知ろうとする｣ことを達

成することができるようになっている。 

第 2 回目の活動では写真を生徒と一緒に見ながら、意

見交換を行うというものである。その時に使った写真は、世

界各国のある一家族と家が写ったもの 5 枚だった。発展途

上国の写真だけに限定せず、気候、生活水準、場所がそ

れぞれ異なり、生徒の様々な意見が期待できるものであっ



－269－ 

た。この 5 枚の写真を班ごとに観察し、班全体で感じたこと、

気づいたことについて意見交換した。このようにまったく異

なる意見を交換することで、他者が自分とは異なる意見を

持っていることに気づき、第 2 回目の活動のねらいである

｢他者の考え方を理解しようとする｣を達成することができた

ように思う。 

第 3 回目の活動では、事前に各班の生徒から送られて

きた、各班担当の外大生に対する質問リストを交換済みで

あった。そして実際の活動では外大生の回答に対して、

再び生徒達が質問をするというものだった。ここで生徒側

から外大生に寄せられた質問とは、｢外大を選んだわけ｣、

｢将来どのような仕事がしたいですか？｣など将来に関する

ものが多かった。この外大生の答えなどを聞くにつれて生

徒達は、様々な生き方、考えかたを知ることができたように

感じた。また比較的外大生のほうが就職に対する意識も

高いことから、これからの進路を決定するにあたって参考

になっただろう。つまり外大生の考え方を自分たちから質

問して聞くことで、ねらいの｢将来こんな風に生きたいをイメ

ージする｣、｢自分を相手に伝え、相手の考え方を理解す

る。｣を達成することを目標とした。 

このように 3 回にわたって活動を続けたが、この 3 回の

活動以外にも、学校側が学校の授業でディスカッションの

練習に取り組んだという事前の取り組みがあった。そのお

かげもあって、各活動はスムーズに行うことが出来た。また

今回の授業で行う内容を決めるにあたっても、外大生側か

らの意見も聞き入れてもらい、学校側と外大生側の両者が

まとまって今回の活動に取り組めた。それにより活動をい

っそう充実したものにすることができたように思う。 

 

(資料) 

宮前平中学校国際理解教室活動報告書 

報告者:小谷健太(外国語学部カンボジア語専攻 1 年) 

 

①参加メンバー 木矢恵梨子(大学院地域文化研究科博

士前期課程言語文化コース 2 年)、小宮山陽子(外国語学

部ドイツ語専攻 1 年)、小谷健太(外国語学部カンボジア語

専攻 1 年)、伊藤洋(外国語学部ロシア語専攻 1 年)、河野

千早穂(外国語学部ポルトガル語専攻 1 年)、李冬梅(外国

語学部日本語専攻 3 年)、アンジェラ(外国語学部日本語

専攻 1 年) 

②活動日時 

第 1 回 6 月 16 日(金) 5 校時 13:10～14:00 

第 2 回 7 月 7 日(金) 5 校時 13:45～14:35 

第 3 回 10 月 13 日(金) 5 校時 13:30～14:20 

③授業案作成にあたって 

授業案についての基本的に企画は学校側が行う。提示さ

れた案を外大生側で検討し、授業案を決定する。変更を

加える場合には、先生側と話し合いの場をもち、授業案を

作りあげていく。

 

④活動内容 

回数・月 ねらい 授業(活動)内容 授業(活動)以前の取り組み 

(学校) 

 

第 1 回 

6/17 

・講師との出会いを楽しむ 

・自己紹介を通じて、自分のこと

を相手に伝え、相手のことを知

ろうとする 

・講師の方が各専攻語で自己紹介 

・自己紹介文を 5 つ書く 

・班ごとに講師と自己紹介〔5 つの自

己紹介文を使って〕 

・先生が生徒に、自己紹介文を

5 つ作らせる。 

 

  

第 2 回 

7/7 

・相手との対話を通して、自分の

考えを相手に伝える。 

・他者の考え方を理解しようとす

・｢1 ヶ月ホームスティをしてみたい国

は？｣というテーマについて、6 枚の

写真をもとに、講師を交えて、班ごと

・先生がある写真を生徒に見せ

て、クラスの中で意見交換す

る授業を行った。 
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る。 

・講師との交流を深める。 

に意見交換を行う。 

・班ごとに話し合った結果・理由を発

表する。 

・身近なテーマについてクラス

の中で、ディスカッションする

授業を行った。 

 

第 3 回 

10/13 

・講師とのやりとりから、講師に

ついての理解を深め、自分自

身を振り返る。 

・｢将来こんなふうに生きたい｣と

いう将来像をイメージする。 

・自分の考えを相手に伝え、他

者の考え方を理解しようとする

ことができる。 

・講師の方へ中学生の頃や、どうして

外語大で学んでいるのか、これから

どのように生きていきたいかをインタ

ビューをしながら、理解を深め、講

師の質問に答えながら、自らを振り

返る。 

・講師の方から出されたテーマにつ

いて、班ごとに意見交換を行う。 

・生徒が講師に対する質問を

考える。そして、その質問に

講師側(外大生)が答える。 

改善点 

<第 2 回目の活動について> 

・誰かが意見を言うとそれに対する反論や意見が出ること

はあまりなく、一つの意見から発展していくことはなかった

点。 

・計画案のねらいまで生徒を誘導できなかった点。 

・端のほうに座っていた生徒同士で個人的に意見を交換

していることが多く、全体でのディスカッションが成立しに

くかったといえる。 

<第 3 回目の活動について> 

・授業では、生徒との言葉のキャッチボールを目指してい

たが、生徒が質問して私が答えて話がとまってしまうこと

が多かった。 

・最後の、将来優先したい事柄を話し合ったときに、一人

ずつ理由を挙げていっただけで終わってしまったので、

もう少し議論等で内容をふくらませることができると良かっ

た。 

 

感想 

<第 2 回目の活動について> 

・第 1 回目と比べると、生徒に積極性がみられた。意見が

活発に交わされ、全員が話し合いに参加していた。 

・本来 5 班を担当していたアンジェラさんが、大学の試験

のため欠席していたので、私が代役をつとめた。前回、

私は撮影を担当していたため、ほとんど生徒とは面識が

なく、やや緊張しているように感じられた。 

・お互いの考え方をより深く知り合うというのが今回のテー

マの一つだったが、話し合いを続けていった中で生徒が

そのことに気づけたかどうかははっきり言えない。 

<第 3 回目の活動について> 

・内容も、私たちの中高生の頃のことや今の学生生活のこ

とが大半を占め、生徒にとって身近で興味深かったよう

だ。特に、大学生活のことは、想像がつかないらしく、そ

の関連の話はとても反応がよかった。確かに、言葉のキ

ャッチボールそのものがスムーズにできたとはいえないが、

今までの授業の中で、一番生徒にとってメッセージ性が

ある授業になったのではないかと思う。 

・今回は 3 回目ということもあり、みんな比較的うち解けた

雰囲気の中で行え、一部の生徒からは積極的な発言も

あって、私自身一番満足のいくものだった。話をしていく

中で将来つきたい職業、今好きなこと等を訪ねる機会も

あり、少しは授業の目標を達成できたのではないかと思

う。 

 

 

(2)佐藤郡衛氏講演会｢国際理解教育とその現状｣ 

 

日時:2006 年 10 月 17 日(火) 18:10〜20:00 

会場:留学生日本語教育センター さくらホール 

講師:佐藤郡衛氏(東京学芸大学教授、異文化間教育) 
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司会:多文化コミュニティ教育支援室が、今年 3 年目を迎

えまして、今このフォーラムで 3 年間の総括をしようと動い

ています。この多文化コミュニティ教育支援室の活動には

二つの柱がありまして、一つは日本で暮らす外国人の子

どものためのへの学習支援、もう一つが日本人の子どもた

ちに対する小学校や中学校での国際理解教育の実践で

す。そしてこの6回のプレフォーラムのシリーズでは国政理

解教育の方の実践をしようと動いています。本学の学生が

川崎の小学校やこの大学のある府中市の小学校や中学

校で国際理解教育の実践を約 2 年間行い、現在でも 6 つ

の小学校で実践が行われています。でも実際実情はとい

うと、メンバー集めに追われたり、授業の組み立てに追わ

れたりと実践の準備がほとんどで、では国際理解教育って

何なのかとか、本当に自分たちがやっているのはこれでい

いのかとか、そういうことを振り返る時間がなかったなという

反省がありました。今回はそれを活かして、6 回のシリーズ

を組み立てました。学生ディスカッションは、これまでの実

践を中心に振り返りをして意見の交換や情報の共有をす

ることを目的とし、3 回の講演会は、では国際理解教育っ

て本当は何、などといった知識を深めるために企画しまし

た。この 6 回のシリーズが何らかの形で今後の実践に役立

てばいいなと思います。今日は、プレ多文化学生フォーラ

ムの 2 回目ということで、東京学芸大学の佐藤郡衛先生に

お話をいただきます。後から先生ご自身からお話があると

思うんですが、佐藤先生は現在東京学芸大学にお勤めで、

学長補佐をされています。異文化間教育専門にされてい

まして、本学のボランティア活動やシンポジウムにも多大な

ご協力をいただいております。本日は講演会の第 1 回目と

いうことで、国際理解教育って何という基礎の基礎からお

話いただけるということをうかがっておりますので、皆さんし

っかり勉強しましょう。よろしくお願いします。 

 

佐藤郡衛:ご紹介いただきました学芸大学の佐藤と申しま

す。 

 今お話がありましたように、今日は講義をということです

ので、私の方もしっかり講義をしたいなと思います。国際

理解教育と言うと、参加型で様々なアクティビティがあるん

ですけれども、今回はそういうのはなしで講義中心でいき

ます。今日の目的は二つです。一つは日本の国際理解教

育の流れというのを把握していただくことです。日本の国

際理解教育の流を理解していくことによって、皆さんがこ

れから実践をしていく上での実践の視点を明確にしてほし

いということです。理論、あるいは、理論的なフレームとい

った方がいいでしょうか、そういうようなものをしっかりと踏ま

えた上で実践の視点を導き出していくということが、第 1 の

狙いです。ですから、少し退屈するかもしれませんが日本

の国際理解教育の流れについて話をしていきます。二つ

目の狙いは、国際理解教育の今日的課題をはっきりさせ

ることです。結論から言うと日本の国際理解教育は 1990

年代の半ば以降から大きな転換期に差し掛かっているん

です。国際理解教育の今日的な課題は、歴史的、社会的

な文脈を踏まえた上で、新しい国際理解教育の必要性を

考えていく必要があります。ですから、第 1 の課題を踏まえ

て国際理解教育の今日的な課題というものを考えたいと

思っています。今日的な課題については、国際理解教育

がどういった方向に向いているのだろう、その中でどういう

実践的な視点を私たちが学んでいけばいいんだろうかと

いうことに焦点を当てたいと思います。 

 

＜国際理解教育のこれまでの流れ＞ 

佐藤：では早速話をしていきます。先ほど話をしました、ユ

ネスコの国際理解教育の流れを追ってみたいと思います。

というのも日本の国際理解教育は、ユネスコの流れを忠実

に踏襲してきました。ユネスコの国際理解教育は資料にあ

るように、1946 年から 54 年くらいまでを第一期と呼ばれま

す。模索期と言われていて国際協調と国際平和がその中
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心です。｢戦争というのは人の心の中に起こる。だから人の

心を何とか私たちが教育によって変えていく｣という宣言に

見られるように、非常に平和を志向した時期です。たぶん

皆さん教育学の勉強をすると、ジョン・ディーイという名前

を聞くことがあると思います。アメリカの教育学者です。日

本の戦後の教育に非常に大きな影響を与えた人です。彼

は、教育というものがアメリカの教育を立て直す中心的な

役割を果たすべきだという議論をしてきています。そういう

理論的な影響も受けています。この第一期の中心は、平

和教育で、国際理解教育とは平和教育そのものだったん

です。つまり平和を達成していくためにはどうしたらいいか

ということが、最初の課題でした。皆さん、平和教育を頭の

中に入れておいてください。第二次世界大戦、世界を戦

争の渦に巻き込んだことの反省から、ユネスコが平和を達

成していくための教育を、世界で模索していかなければな

らないというのが第一期の話です。 

それが 1955 年ころから世界の情勢が変わります。アジ

アやアフリカを中心とした第三世界の新興国家が誕生して

くるんですね。同時に、世界全体の枠組みが東西冷戦、

つまり、アメリカとソ連という両大国を中心としていたんです。

東と西、今はもう教科書になっちゃいましたよね。ベルリン

の壁がその象徴でした。アメリカとソ連、つまり資本主義国

と社会主義国という二項対立的な枠組みの中で世界が動

いていきます。東西文化価値の相互理解が第二期の大き

な柱になってきました。具体的には、異文化理解教育が大

きなテーマになってきます。そして東西冷戦の問題から、

国際協調というのがそれにプラスされてきます。 

第三期になると、世界の流れが非常に複雑になってき

ます。その中で、重要な勧告が出されます。1974 年のユネ

スコの第 18 回総会で、｢国際理解、国際協力、及び国際

平和のための教育、並びに人権及び基本的自由につい

ての教育｣という勧告です。この 18 回総会が大きな転機に

なりました。また、この時期には、ユネスコからアメリカ、イギ

リス、シンガポールが脱退していきます。理由は色々ありま

すが、第三世界の進出や政治的な問題も絡んできます。

ただ、この時期は、開発問題がクローズアップされてきま

す。開発教育という課題ですが、今度次々回に来られる山

西先生がその専門家ですよね。開発教育、つまりアジア

やアフリカに対する支援を中心にした教育です。これに、

環境教育や軍縮教育が付け加えられて、第三期になると

まさに、東西冷戦から南北問題にシフトしてきます。ユネス

コは、南の発展途上国に対する支援が大きな仕事になっ

てくるんです。だから財政負担の大きなアメリカやイギリス

は脱退していくわけです。アメリカやイギリスは、これ以降、

独自の教育を展開することになります。アメリカでは、「グロ

ーバル教育」が独自の概念として発達してくる。「ワールド

スタディーズ」という言葉は聞いたことありますか？イギリス

ではこの「ワールドスタディーズ」として発展してきます。「ワ

ールドスタディーズ」に関しては色々翻訳も出ていますの

で、ぜひ参考にしてください。 

最後に、第四期ですが、東西冷戦、南北問題に加え、

民族紛争が出てきます。このため、平和、人権、民主主義

をテーマとした教育が重視されるようになります。以上が大

まかなユネスコの流れですが、日本は二期まではこのユネ

スコの流れを忠実に追っていました。1945 年から 60 年くら

いまではユネスコと同じ歩調だったんです。そして協同学

校計画に参加して、1968 年には小学校 3 校、中学 13 校

高校 8 校の 24 校が参加し、人権の研究や他国他民族理

解、さらに国連の研究を中心にして、世界各国で同じよう

なテーマの実践を開始しました。川崎の小学校中学校もこ

れに参加している。私どもの学芸大の附属大泉小学校な

どもこれに参加していましたし、広島大学でも参加してい

ました。川崎市はプロジェクトに参加してきた流れがあるん

です。田島中学では、国連と同じ、他国他民族理解、国連

の研究が行なわれていたんです。日本は 1945 年から

1960 年代まで、ユネスコの優等生と言われるくらい、忠実

だったんですね。それが、1970 年代の半ばくらいから独自

の歩みを始めます。1974 年勧告以降です。アメリカ、イギリ

スのユネスコからの脱退の影響もあり、日本の国際理解教

育は、国際理解教育と言わずに、国際化に対応した教育

というように言い始めるんですね。それが何だったのかとい

うと、海外子女、帰国子女教育だったわけです。また、政

策的には「カルコン」と言って、日本とアメリカの二国間の

相互理解教育に転換するのもこの時期です。ユネスコの

枠組みの中でやるよりは、日本とアメリカの相互理解という

二国間の方向に移っていった。そして日本国内では、海
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外子女、帰国子女教育に傾斜していったわけです。私が

今所属している国際教育センターの前身は、「海外子女

教育センター」といいました。このセンターは 1978 年に作

られました。まさに、日本の国際化に対応した教育の実践

的な調査研究機関の中核にしようとしたんです。日本の国

際理解教育は、ユネスコとは離れ多様化してきます。だか

らみんなが国際理解教育がわからないというのはある意味

では当たり前なんです。 

そして 1980 年代になってくるとさらに多様化してきます。

日本の国際理解教育には、ユネスコの国際理解教育の流

れを忠実に踏襲しているグループ、開発教育・環境教育

などのグローバルな課題の学習を中心にした国際理解教

育、それから海外・帰国子女教育など、国際化に対応した

教育の三つです。80 年代になるとこれらを全部ひっくるめ

て国際理解教育と言っているんです。だから非常に分かり

にくい。それだけ多様化しているということです。 

ところが、90 年代になってくると、多様化した国際理解

教育を「グローバル教育」として統合していこうという動きが

出てくる。たとえば、ユネスコ、グローバルな課題を核にし

た国際理解教育、それに国際化に対応した教育です。こ

のすべてをまとめたものを「アンブレラ型」と呼びます。アン

ブレラって傘ですね、傘のもとに全部ぶら下げるということ

です。ただ、なんにも概念が統一されないままぶら下がっ

た状況です。そこで、これらを「グローバル教育」として統

合する流れが出てくる。90 年代になってくると、国際理解

教育の書物の中に頻繁にこの「グローバル」という言葉が

頻繁に登場してきます。 

ただし、1990 年代半ば以降、多文化化の進行で、「共

生」が重視されはじめます。1990 年には、「入管法」が改

正されました。皆さんがよくご存知の川崎を例にすると、川

崎はある意味では南と北で違った面を持っていますし、多

文化といっても多様性があります。北部のほうは海外から

帰ってくる帰国した子どもたちが多い場所です。逆に、川

崎駅をはさんだ南の方にいくと、鶴見地区なんかもそうで

すけれども、在日のひとたちと、90 年代になるとニューカマ

ーの人たちが多く住むようになってきました。そこでグロー

バルと一体化した共生論が出てきます。そこに、アメリカか

ら導入されてきた「多文化教育」も入り込むことになります。

それを日本の教育の中に統合しようという動きが出てきま

す。大きな流れでいうと80年代の多様化した理論をグロー

バル教育として統合し、さらに共生概念が登場することに

よってそれに多文化教育も統合しようという動きまで出てき

たということです。ですから、国際理解教育は多様化の道

を歩んできたということです。 

ここまでが大きな流れです。国際理解教育は、非常に

多様化の道をたどってきているということです。当然それは

時代の背景を踏まえてのことですけれども。しかし、国際

理解教育の概念を非常に曖昧にしてきたわけです。だか

ら、それぞれの立場から国際理解教育を語ってきたという

ことになります。 

多様な概念を整理しようという動きも出てきます。先駆的

な方が、永井滋郎さんです。当時の文部省の教科調査官

で、日本に国際理解教育の考え方を積極的に導入されて

きた方で、広島大学の先生でした。｢平和な人間像と人権

尊重を基盤にして自国文化理解を踏まえた異文化理解と

世界的相互依存関係と人類共通の諸課題の理解を中心

的展開領域、そして人類共通の課題解決へ向けての国際

的連帯と協力を帰結とする構造｣になると整理されました。

かなり分かりにくいかもしれません。平和を築いていくため

には人権をベースにしていかなくてはならないが、国民的

な自覚が必要だと言っています。国際理解教育は、国と

国の枠を大前提にしているわけです。だからこそ、国民と

しての自覚をもたせることが大切だと考えたわけです。そ

れに、多国・多民族・多文化理解、それと世界連帯意識の

三本柱を中核にすえて実践的態度を育成するという構造

で整理してあるんです。非常に抽象的だが、この考え方が

日本の国際理解教育に影響を与えてきました。国際理解

は、国と国を前提にして、その国という枠組みの中で、お

互いに理解しあうということを考えてきました。だから中国

をどう理解するか、アメリカをどう理解するかが重要だった

わけです。皆さんが実践をしようとするときに、中国から来

ているのであれば、まず中国を理解させなくてはならない。

また、中国をどう理解していくか、そして相互理解して協力

をすることによって、世界の連帯意識を築いていくこと、さ

らにはそれが国際的な平和を創造していくことを目指した

わけです。 
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ここでいったん整理しましょう。多様な国際理解教育を

どう整理するかが課題になったということです。永井先生

は、「文化理解アプローチ」と「問題解決型アプローチ」に

区分しました。つまり、文化を理解していくこととある問題を

理解していくことのアプローチがあるということです。その

両者を一緒にしたものが、グローバル教育だということで

す。あまりに多様だからなんとかまとめて統合していこうと

いう努力がこの国際理解教育のなかでなされてきたという

ことです。1980 年代に国際理解教育は「グローバル教育」

として統合しようとしてきた。だからいろんなものを読んで

いくと、1980 年代の半ば以降からこの言葉がすごく頻繁に

登場してくるようになるんです。例えば、箕浦康子先生は、

多文化教育、開発教育、環境教育、人権教育、平和教育、

と従来別々ものとされてきたすべてを地球的視野に立つ

教育、略して「地球市民教育」と呼んでいます。さらに 70

年代から国際化に対応した教育、とりわけ海外子女、帰国

子女教育も国際理解教育の概念に組み込まれている。こ

れは日本特有なものなんです。小林哲也先生は、「国際

理解教育の混乱・混迷の原因を現実的な要請と理想的な

要請との間のギャップにある」として、現実的な要請からの

国際理解教育の必要性を提起しました。国内の国際化に

対応するためには、多文化教育や異文化間教育をも視野

に入れる必要があるということです。だから国際理解教育

は更に拡大するわけです。要するに、国際理解教育は日

本的な文脈の中で色づけされて概念が作られてきたんで

すね。だからそのユネスコだけを国際理解教育の勉強で

追っても実は分からないところがあるということです。 

この他、統合の動きが盛んになります。田中治彦さんは、

開発教育を中核にすえて、環境教育、平和教育、異文化

理解教育、人権教育、これを「グローバル教育」だと言って

いる。山西先生はどう言っているのかというと、平和教育と

環境教育はいいんだけれども、異文化理解教育を多文化

教育という風に置き換えている。これを国際教育と彼は呼

んでいるんです。それがイコール国際理解教育と同じだと

いう概念定義をしているんですね。ここで大事なのは、私

たちが国際理解教育といったときに実はこうした要素が入

っているということです。だから国際理解教育を考えるとき

に、このどこを中心にするかというのは非常に難しいけれ

ども、平和教育からスタートして、人権教育とか環境である

とか開発だとか異文化理解という、この 4 つくらいの側面が

実は国際理解教育の概念の中に包み込まれるんです。し

かしながら、問題はこれそれぞれ独自の発展を遂げてきた

ものだから、なかなか概念は一体化できないですね。だか

ら環境教育そのものも国際理解教育だっていう人もいるわ

けですよ。 

実践の話をしましょうか。私が見に行って非常に面白い

なと思った実践があります。新潟の方の小さな学校ですが、

春に写生大会をする中学校があるんです。みんなだいた

い描くポイントは決まっているんですね。全部で 80 人くら

いの学校だったと思うんですけれど、１年生から 3 年生ま

で描かせて、できたものを体育館に貼りだします。見るとほ

とんどが北側の斜面に立ち枯れの木が描かれているんで

す。これを生徒に意識化させています。「酸性雨」というこ

とです。じゃあ原因はなんなのか。酸性雨を研究している

先生が新潟大学におられてそこに問い合わせをしたらしく、

雨よりも雪のほうが酸性雨の濃度が濃いらしいんですよ。

それで北側だけ雪がいつまでも消えませんから。酸性雨

の影響をもろに受けるわけです。ただ、問題はその酸性雨

の原因がなにかということですよね。大陸からですよね、中

国からです。そうして彼らが調べていくわけですね。色々

調べていくわけです。もちろんそれだけの要因じゃないん

ですけれども、そういうことを色々調べていくことによって、

日本と中国との問題になっていく。そうすると環境教育そ

のものが、実は開発教育とつながったり、異文化理解とつ

ながっていったりするんです。だから国際理解教育というも

のは、こういうような要素を包み込んでいるんです。 

 

＜グローバル教育と国際理解教育の関連＞ 

今度はグローバル教育と国際理解教育との関連です。

皆さんのコミュニティ教育支援室の図書の中にこの魚住忠

久先生の本があるかもしれません。この先生は日本にアメ

リカのグローバル教育を導入した人です。アメリカのグロー

バル教育は、国際理解教育と一種違いますからね。なぜ

かといえば、アメリカはもともと多文化教育の国ですから、

国内では多文化教育を、国外の世界の問題はグローバル

教育として提案されてきました。魚住先生は、地球的なも
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のの見方・考え方を養うとともに、その内容と地球的規模

での諸問題に限定し、その解決にむかえうる知識、能力

態度の育成を目指すものと言っています。面白いところは、

｢国際理解教育は、主権国家の集合体としての国際社会

を前提に他国理解や異文化理解、国際関係理解等の学

習を通じて、諸国民諸国家間の平和友好協力および人権

の国際的保証を目指す教育であるのに対し、グローバル

教育はグローバル化し、相互依存性を増しつつある世界

を前に、グローバルな見方やグローバルな価値の実現を

重視して意思決定した時に、トランスナショナルな行動の

できるグローバル公民性の育成を目指すこと｣と書いてい

る点です。要するに国際理解教育を国家の枠組みのもと

で展開する教育だと言っています。国と国の枠組みの中

でやるのを国際理解教育といって、グローバル教育という

のはその国の枠を超えることだと言っています。 

皆さんは、大津和子先生をご存知ですか。色々本をか

かれていますが、実践で一番有名なのが「1 本のバナナ」

からではないかと思います。問題意識は、南北問題の授

業をやると生徒はなかなかのってこないというんですね。

教科書に書いてある知識を覚えて、試験にそれを書いた

ら終わり、それでは何にも深まらない。それで大津先生は、

最初の授業で生徒にバナナを食べさせることから始めた

んです。私たちの年齢では、バナナは高級品だったんで

す。当時はバナナを一房持って病院の見舞いに行けたん

です。もちろん今も行けないことはないですけれど。今で

は安い果物の代表になっていますが、何でそんなに安い

のかということを生徒に調べさせていくんです。この大津先

生は行動的な方で、自分でフィリピンに行って取材をして

くるわけです。フィリピンでは、多国籍企業がプランテーシ

ョン栽培をしています。生徒のバナナを提示するときに、そ

の企業のブランド名がわかるようにもしました。デルモンテ、

ドール、バナンボ、チキータなどです。そして、生徒たちが

消費するバナナがどこから輸入されるかを調べさせます。

フィリピンだとわかると、フィリピンからの輸入が増えると、

バナナの値段が一定になることに気づいていきます。栽培

するフィリピンの人たちに目を向けさせます。一日の賃金

は、労働時間はなどを調べていく。バナナの安定供給が

実はフィリピンの人たちの安い労働力と結びついていくこ

とに気づいていくといった授業実践です。これは非常に反

響を引き起こしたんです。｢1 本のバナナから｣は非常に面

白い本なんでぜひ一読してください。その後、この先生は

北海道教育大学に赴任され、国際理解教育を進めていま

すが、この先生は国際理解教育を最近、共生と結びつけ

て論じています。共生を中核にすえながら、人権とそれか

ら地球的視野、グローバルという二つの視点から、この共

生を考えて、この共生を達成していくためには異文化に対

する理解や寛容とコミュニケーション能力という二つのいわ

ば、資質と能力が必要だという定義をしています。ユネスコ

の流れのところを見てください。その中の第四期に、平和・

人権・民主主義とありますよね。実はこれに対応した形で、

日本の国際理解教育の概念整理をもう一度してみようとし

たのが大津先生だということになります。人権をベースにし

ながら、地球的視野に立って、民主主義的な社会を実現

していく上で必要不可欠な共生というようなところに焦点を

当てて、共生という観点から国際理解教育というものを整

理していこうと考えたわけです。そのためには、異文化に

対する理解と寛容とコミュニケーション能力が必要だという

のがこの人たちの概念です。 

ただ、今までの議論全体を見ると、難しい問題が解決し

ていません。それは、国民的資質とグローバル的資質な

いし地球市民的資質というものをどう捉えたらいいのかと

言うことです。日本の国民であって、日本を超えてグロー

バルになると言っているんだけれども、それが一体どういう

関連があるかが明らかにされていないんですね。これは実

は非常に難しい問題です。国民的資質は、国民国家の枠

組みが緩んできてグローバル化が非常に進んできている、

これからは国の枠を超えた地球市民を育てていかなくては

いけないから、地球市民としての資質を育てていくことが

必要だ、それが国際理解教育だと言っているわけです。

でも、果たしてこの国民的資質を否定したところにグロー

バル的資質というものが成立するのかどうかという議論が

ある。国際理解教育でいう「地球市民的資質」という概念

が非常に分かりにくいものになっているのはそのためです。

実体の無いものになっている。 

さらに言うと日本的特殊性と普遍的価値の対立と言う問

題も浮上します。日本は遅れているんだ、日本は後進的
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だ、日本の文化は特殊だ、だから、グローバルスタンダー

ドのようなものが必要だという考えがあります。でも考えて

みたら、だれが日本的特殊性を決めるの、とか、そういう問

題があります。さらにこの二つの対立にあって、教育実践

ではもうこれはいいや、こんな対立の中に巻き込まれたら

イヤだから、個人的資質、思いやり、個人の自尊感情、自

己肯定感情、自主性を育てることが国際理解教育だという

考えが教育現場で出てきます。今、この個人的資質形成

に注目したような実践が多くなっている。思いやりというも

のを突き詰めていったら、それが国際理解教育になって

いくのかというのが常に付きまとうわけです。このような問

題を抱えています。 

国際理解教育の概念を追ってきましたが、改めて「国

際」という枠組みが変動している中で、その教育について

とらえ直す必要があります。「国際的な日本人から日本的

な国際人」へといったことをテーマにする必要があります。

つまり、日本的な国際人というのは、地域はもうグローバル

化しているんだから、地域の中で主体的に活動できる人

間、そして地域の中ではいろんなグローバルなものが詰ま

っている。そういうような地域の中から、国際的な視野を持

つ人をどう育てていくのか、ということに転換させる必要が

あるということです。｢日本という生活の場でグローバルな

視野で思考し、行動できる日本人の育成｣が必要だという

ことです。そして、世界が直面している、環境問題、人口

問題、南北問題、人権の擁護、核兵器の廃絶等の問題を

地球市民の一人として担う主体の形成が必要だという議

論がでてきたということです。教育の世界の中で国際という

枠組みについて転換し始めているという共通認識がでて

きたということです。 

日本での国家・言語・民族の一体化のずれとか、国の

枠を超えた人の移動であるとか、異と自という二項対立の

枠組みの転換であるとか、あるいは内なる多文化であると

か地域生活レベルでの共生であるとか、ということなんで

すね。例えば教育の世界で言うと、中国から来た子どもた

ちが、国家背負ってきているわけではないといった例です。

それから国家と言葉と民族の一体化がどんどん教育の世

界でもずれ始めている。例えば、日本生まれの日本育ち

の外国人の増加、あるいは国際結婚の増加などです。今

東京では、10 組に 1 組は国際結婚で、東京で生まれる子

どもの 10 人に一人は外国人だといわれます。単一社会と

いうシステムが崩れてきて、それが教育の世界にも入り込

んできている。そして 1990 年以降、国の枠を超えた人の

移動が急速に浸透してきている。異と自という二項対立の

枠組みというものだけではどうも捉えきれなくなってきてい

る。何が異で何が自かっていうことが非常に分かりづらくな

ってきている。そして内なる多文化みたいなものがいろん

な形で私たちの周りに出始めてきている。しかも、地域生

活レベルでの共生が非常に大きなテーマになってきてい

る。ですから、国際を捉える視点が、教育の世界でも変わ

りつつあり、国際理解教育もこれを踏まえなければいけな

いということです。 

一つは、文化を重層的に捉えること、グローバリゼーショ

ンという視点を考えていかなくてはいけない、さらに未来社

会を想像する視点（持続可能性）がどうしても必要になっ

てくる。つまり、今までの社会を前提とするのではなくて、

自分たちがこれからの社会を担う責任ある市民の育成を

国際理解教育の中で考えていかなくてはいけないというこ

とです。国際理解は、開発教育、環境教育、平和教育、人

権教育、異文化理解教育と言われ続けているんです。で

も、異文化理解は実は異と自を固定して、二項対立的に

捉えて、相手の文化をどう理解するかという議論をずっとし

続けてきたんです。人権教育も非常に抽象度の高い形で

実践してきた。平和教育もそうですね。戦争に議論の点を

あててきたために、子どもたちの身近な生活の場での子ど

も同士の葛藤であるとか、子どもたちの民主的な学級集団

作りなどに、なかなか落ちてこなかったという問題があるん

です。文化は当然人の移動が激しくなってくると、今まで

のような二項対立的に文化を捉える異文化理解教育では

なくて、文化の多様性だとか普遍性、対立性、このようなも

のを捉えるような視点が、国際理解教育の中に求められる

ようになる。異文化理解教育の中でもこういう視点からもう

一度考えなくてはいけない。グローバルな諸課題というも

のが大きなテーマになってくる。つまりそれをグローバル教

育として統合するのではなくて、それぞれがこういう問題を

私たちが子どもたちと一緒になって考えなくてはならなくな

ってきています。現実的なグローバルな諸課題というもの
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を学びながらその問題を解決していくことによって、これか

らの社会を担う責任ある市民の育成というものを、私たち

は考えなくてはいけないんだということが、今議論になって

きているということです。 

そうすると現時点での国際理解教育の共通点の一つは

やはり、グローバルな視野が必要だ、ということです。この

グローバルな視野って何なのかっていう議論はありますけ

れど、要するに私たちが一つの国民国家という枠組み——

それはもちろん否定するものではないけれども―—もうちょ

っと広い視野で物事を捉えていかないと、なかなかいろん

なものが見えない時代になってきている。これがグローバ

ルな視野という話です。それから、共生が大きなテーマと

なってきている。今までのように対人関係もスムーズにいく

わけではなくて、多様な背景をもった人同士が、いろんな

形で関係性を作っていかなくてはいけないときに、その原

点として自己理解とか自尊を中心とした人間関係というも

のをどうやって作り上げていくのか。こういうことが、国際理

解教育の今の時点でのテーマになってきているんです。

そして、社会参加を通して、未来社会を創造するということ

が、国際理解教育の共通点として浮かび上がってきてい

るということです。つまり、グローバルな視野を持つこと、共

生、自己理解・自尊を中心とした人間関係であるとか、社

会参加を通して未来社会を創造していくことが課題になっ

てきたとまとめることができます。 

 

＜国際理解教育実践における課題＞ 

 ここからがもう一つのテーマとなります。今までの流れを

振り返ると、国際理解教育の概念はきちっと整理されてき

たわけでは決して無い。非常に多様化してきていて、その

多様化の中でそれをどうにか統合しようとする学問的な葛

藤というのはずっと続けられているわけです。ただ、国際

理解教育は、実体概念ではありませんね？要するに方向

性になっている。地球的視野を持って、人権を尊重して、

社会を作っていこうという動きです。そこでは、異文化に対

する理解、寛容が必要になるし、異文化者との間のコミュ

ニケーション能力を培っていこうという議論になっています。

これが共生という観点での整理になっています。多分これ

が一番妥当な概念整理だと思うんです。これを踏まえて言

うと、国際から、文化際、人間際に変わってきたということ

です。国際というのは、国と国の際の問題ですが、いまは

文化と文化の際の問題、人間と人間の際の問題をどう考

えていったらいいのかということです。この視点からいうと、

国から入るんじゃなくて人から入るとか文化から入るという

実践の視点がでてきます。国と国の際を越えて、人と人と

のつながりというものが進行しているから、そういうようなと

ころに焦点を当てていく必要があるのではないかということ

です。それが多文化共生につながります。それから未来社

会の創造。今国際理解教育の中で大きなテーマとなって

くると思うのはこの、「シチズンシップ教育」です。「シチズン

シップ教育」が、未来社会を考えるときに重要になります。

今までの学校教育の中で、日本の学校教育は、学習指導

要領に縛られている。学習指導要領は、基本的には日本

人を育成することです。様々な人たちが入ってくると、この

考えが揺れることになります。では、どういうようにして新し

い日本という社会を作っていくのか、その担い手を育てて

いくのか、それが「シチズンシップ教育」という考え方です。 

こうした視点から、国際理解教育の実践課題を考えてい

きます。まずはその狙いは一体なんなんだろうかという点

です。整理していくと四つくらいのものが出てきます。一つ

は現代的な課題を読み解いていく力がどうしても必要です。

国際的な課題は次から次へと新しく出てくるんですが、そ

れをきちっと自分なりに読み解いていく力、つまり、科学的

な認識力とか知識はどうしても必要です。国際理解教育を

実践していくのは、ただ単に総合学習でやればいいといっ

た狭い領域ではなく、教科でも実践していかなくてはいけ

ません。例えば社会科の中でも国語の中でも、数学の中

でも、きちっとしたそういう力を私たちが培っていかなけれ

ばならない。そういう現代的な課題を読み解いていく力と

いうものが必要です。たとえば、差別をされている人たちの

問題を考えるときに、きちっとした歴史的な知識であるとか、

そういう人たちが今構造的におかれている状況を自分なり

に読み解いていく力というものを子どもにつけていく必要

性がある。これは基本です。だから国際理解教育は、まず

はこういう力を子どもたちにつけていかなくてはいけない。

外国人の子どももそうです。外国人の子どもだから多少こ

ういう力が弱くてもいいじゃないか、そんなことは決してな
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い。そういう子どもたちも学習の主体としてきちっと位置づ

けながら、今の様々な課題というものを読み解いていく力

を形成していくことが必要なんだということです。しかも次

から次へと新しい課題がおきてくるわけですから、それを

読み解いていく力。教科であったり、学校のいろんなところ

で力をつけていくための力を私たちは構想していかなけ

ればいけない。 

それから知識を自分で構成する力。そんなに難しいこと

ではありません。日本の歴史の中の偉大な人物もアジアの

人たちから見たら違ったように見えるかもしれない。固定し

た知識を習得していくだけではなくて、その知識をもとにし

て自分なりに新たな知識を構成できる力がどうしても必要

なんです。言葉を変えれば批判的思考力です。知識を自

分で構成していく力を子どもたちの中に形成していかなく

てはいけない。それから異なった文化をもつ人を思いやる

力も必要です。私はよく話をするんだけれども、学校の先

生でも異なった文化を持った子どもを思いやる力というも

のが無いと問題を引き起こすことがあるんですね。私がよく

例に出すんですけれど、小学校の 3 年生のあるクラスで、

算数の勉強をしていたんです。中国から来ている子どもが

一人いた。その子どもが、ある問題を出されたときに非常

に面白い答えをしたんです。｢200 円もってお菓子を買い

に行きました。75 円のお菓子を 2 個買いました。おつりは

いくらですか？｣子どもたちはもう習っているからすぐに答

えますよね。｢200 引く 75 掛ける 2 は？掛け算は先にやる

んだよ、だから答えは 50 円です｣。でもその中国から来た

ばかりの子、なんていったと思います？結構日本語もでき

る子なんですけれど、その子がおつりはないって言ってい

るんです。このとき指導している先生が 3 年くらいの若い先

生なんですね。その先生はもう 1 回計算してごらんと言うわ

けです。その子はもう 1 回計算してもやっぱりないって言う

んです。どうしてだと思います？友達からはおまえそれ消

費税だろって言われたりね。その子は面白いことにね、

「僕が行くナカジマ商店は消費税取らんもん」って言うんで

す。その子に聞いたら、小遣いって 10 円玉しかもらったこ

とがないんだそうです。そうすると、10 円玉 20 枚をポケット

に持っていけば、15枚だからおつりはないんです。笑い話

みたいでしょう。でもそれはね、まさに中国の貨幣価値の

問題と、学習スタイルが違うってことなんです。日本の子ど

もはすぐに算数の論理にのっけますよね。200 円といえば

100 円玉 2 枚です。でもその子は現実的な課題を通してそ

の問題を解決するということをすごく得意としている。学習

スタイルの違いということです。 

異なった文化を持つ人を思いやる力や対話を通して人

との関係を作り出していく力を、実は非常に大きなテーマ

として、私たちが国際理解教育の中から受け継いでいるこ

とです。コミュニケーション能力とか異文化に対する理解と

か寛容というもの、この現代的な課題を読み取る力、知識

を自分で構成する力が、まさにグローバルな課題を読み

取るためには必要なんですね。90 年代以降、国際理解教

育の枠組みが転換している。実は概念整理としてはそこに

追いついていかなくて課題はたくさんあるんだけれども、

90 年代以降の世界的な枠組みの変動の中で、日本にお

ける国際理解教育も、こうした資質を育成することを迫られ

ているんです。 

新しい国際理解教育の動向をもう少し具現化して言うと、

どういうようにこの市民的資質を考えていくかという課題で

す。国民的資質と地球市民的資質といったものをもう 1 回

市民的資質として、新しい社会を構成する市民として、どう

いうことが必要なのかということを改めて探っていくというこ

とです。そして人権を基礎とした民主主義をどう形成して

いくかが大きなテーマとして今浮かび上がってきていると

いうことです。そして、地球的な、グローバルな視野は必要

不可欠なものです。つまり一つひとつの国だけの問題で

はなく、もう少し地球的な視野、もっと言えば私たちの生活

そのものが国という枠を超えて、生活の中に地球的なグロ

ーバルな視野というものが入り込んできている。こういう視

野を持って、いろんなことを考えていくべき時代になってき

ている。そしてトランスナショナルな人の移動の中で共生

が迫られてきている。 

このため、「市民的資質をどう形成していくか」、「人権を

基礎にした民主主義というものをどう形成していくのか」、

「地球的な視野というものをどう持たせていくのか」、「共生

というものをどう捉えていくのか」、この四つくらいが私たち

の国際理解教育の課題になってきていて、これをどう構造

化するのかという議論も必要です。 
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最後に、実践の視点について考えていきます。一つは

参加共同が国際理解教育にはずっとありましたが、市民

的資質の形成とか、人権を基礎にした民主主義の形成を

考えていくときには、参加共同というものがどうしても必要

になります。ある活動に参加して、そしてそれを共同で解

決していくような実践の視点が必要なんです。だから英語

イコール国際理解教育なんて議論があるけれどもそんな

のはありえないでしょう。やっぱり何かに参加して一緒に共

同で問題を解決するようなプログラムを考えていかなけれ

ばならない。それがどういう市民を形成していくのかという

こととも関わってくるじゃないでしょうか。私も皆さんの活動

を見させていただいていると、留学生が先生と一緒にプロ

グラム、授業作りをしながら、共同で何かを作り上げていく

ということ、そのプロセスがすごく大事になっていくんです。

そのことを通して、こういう市民的資質を形成していくことが

可能なんじゃないかと思います。だから必ずや何か自分な

りに参加して共同で作り上げていくようなプログラムが必要

になってくる。その背景にあるのが、市民的資質の形成で

あるとか、民主主義の形成につながっていくんです。それ

からまた多元的な視点というのも必要ですよね。複眼的な

ものの見方ということですけれど、一つではなくて、様々な

観点ということですね。授業の中でも、解答が一つしかな

いようなことではなくて、答えがいくつかあるような問題に

ついて自分なりにその問題を調べて自分なりにその結論

を出すということも必要になってくる。そしていろんな人た

ちがいろんな形で、教室の中に多様な背景を持った人た

ちがいるので、その多元性を生かすような視点というものも

必要になってくるんです。なぜ多元的な視点が必要かとい

うと、皆さんがやっている実践にひきつけていうと、多様な

人が入るほうが面白いんですよね。たとえば杉澤さんが武

蔵野市国際交流協会時代にやった一つの実践に面白い

ものがありました。小学校 3 年生で公園作りをやったんで

す。そのときにミャンマーからの留学生がいました。大きな

模造紙に公園を作っていくんですね。｢ここに自動販売機

を置こうよ｣ミャンマーの留学生が、｢どうしてそんなところに

自動販売機を置くの？水があるじゃん｣｢そうだね、じゃあ

やめよう｣。つまり、何の考えもなしに子どもたちは作ってい

ってしまう。｢じゃあ川を作ろう｣｢でも川は危ないよ｣｢ミャン

マーでは川は遊ぶ場所だよ｣｢どうやって遊ぶの？｣｢ター

ザンごっこ｣｢ターザンごっこってどんなこと？｣｢こんなこと

だよ｣｢どうしてもやりたい｣とか、子どもたちはいろんな意見

を入れながら、自分たちの公園を作っていくんですけれど、

そのときに、違う視点が入ることによって、子どもたちの視

野が凄く広がっていく。そういうことを杉澤さんは、武蔵野

市の国際交流協会のときにワークショップを利用しながら

授業実践をされていたんです。多元的な視点を入れると

いうことはそういうことなんですね。留学生が授業に参加す

ると、多元的な視点が入ってくる可能性が出てきます。い

ろんなものの見方ができるようになります。それによって子

どもたちの視野が広がるということはすごくいいことなんで

す。だから多元的な視点を生かすようなプログラムが必要

になってくる。こういう多元的な視点が、人権を基礎にした

民主主義だとか共生につながっていくということだと思う。

他者との関わりを通した自己の肯定性、言葉を変えれば

「セルフエスティーム」ですね。子どもたちは、自己の肯定

性が非常に低いような気がするんです。昨日できた本で、

『「共に生きる子ども」を育てる国際理解教育』といって佐

藤裕之先生と二人で編集しました。これ全部川崎の先生

方との実践です。今矢崎先生だとか佐藤公孝先生の前の

人たちのグループと一緒にやっていて、その中で共生の

必要性ということで、こういうことを書いてみたんですね。今

共生が重要視されるのは何より子どもの現実を踏まえての

ことで、子どもたちには自分には無関係というニヒリズムが

蔓延している。そのことが他者に思いをめぐらせ、自分の

行為が他者にどのような影響を及ぼしその結果どのような

ことが起きるかの想像性を鈍らせているのではないか。だ

から共生は子どもたちの現実から見ても必要な視点なん

だということを書いたんです。そのためには自分自身、共

生というのは自分と向き合うということが大事なんじゃない

かということをここに書いていたんです。他者との関わりを

通して自分自身を肯定的に捉えていくような力を国際理

解教育の中核に据えていきたいわけです。他者に認めら

れる自分がいて、自分が一緒に関わりを持ちながら、いろ

んな活動を展開していくような力を、エンパワーメントする

ようなことが国際理解教育には必要だからです。例えば小

学校 3 年生で、お母さんがフィリピンでお父さんが日本人
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の子がいたんですね。クラスの中でおどおどしていた。そ

こでその先生は 10 月に小学校 3 年生にはちょっと難しい

んですが、バンブーダンス選手権をやったんです。何故か

というとたまたまそのお母さんがそのバンブーダンスのセミ

プロみたいな人だったんです。その先生はそれを聞いて、

いろんな仕掛けをするんです。そのお母さんをそこに呼ぶ

ことによって、そのフィリピンから来た子どもは自分に価値

を見出していく。それまではクラスの中に溶け込めず、お

どおどしていたんです。調べていくと、国際結婚によってク

ラスの中で自分があまり評価されていないんじゃないかと

いう否定的な自己感情を非常に強く持っていた。そこでお

母さんを呼んできて、すばらしいバンブーダンスを披露し

てもらったんですね。そうしたら子どもたち自身が、自分た

ちもバンブーダンスをやると言い出して、それが参加共同

となっていくんです。下手な子どもたちがいると、もっと高く

しようとかもっと広げてやろうとか工夫するんですね。また、

母親がフィリピン籍の子どもは、お母さんが来てみんなの

前でダンスを披露して評価されたことによって、自己肯定

性が高くなる。それを契機にしてこの子どもがクラスに溶け

込んでいって非常に生き生きとしたというのが、実践の例と

して載っているんですよ。こういうまさに自己の肯定性が必

要なんです。同時に今皆さんが関わっているクラスにはい

ないかもしれませんけれど、川崎の場合には、外国籍の子

どもとか国際結婚の子どもがいっぱいいますよね。そういう

子どもたちの問題性とどう関わりを作っていくか。これが自

己の肯定性ということだと思うんです。こういうことを、国際

理解教育の実践の視点としてやっていこう。さらに創造と

いうこと、つまり新しいことをみんなで作り上げていくという

ことです。 

さて、今までの流れの中から引き出していくと四つくらい

が言えるのではないか。国際理解教育が分からないとよく

言うんですけれども、国際理解教育の流れを追っていくと

90 年代半ば以降、この 10 年くらいの間に、参加共同とか

市民的資質とか人権を基礎にした民主主義の形成とか、

地球的視野とか共生といったものが、新しい国際理解教

育の動向として必要になってきたんです。それを受けて言

うと、こういうような実践の視点を持つことが大切なんじゃな

いかと思うんです。ということは、皆さんがこれからプログラ

ムを作っていくときに、こういう参加して一緒に協働できる

プログラムをどう作っていくのか。そして、いろんな多元的

な視点を授業の中に導入していくということです。さらに、

未来志向という観点を授業実践の中に導入していけばい

いじゃないか、と思うんです。 

大急ぎで講義をしてしまったので分からないところがあ

るかと思いますので、あとは質問の時間にしたいと思いま

す。質疑しながら皆さんともう 1 回考えてみたいと思います

がどうでしょうか。 

 

＜質疑応答＞ 

司会:講義ありがとうございました。質問がある方は自由に

どうぞ。 

 

質問者:さっき国際から文化際、人間際、あるいは多文化

共生、国際理解教育の理念をどう整理するかということを

おっしゃっていましたけれど、そこでキーとなってくるのが

文化っていう概念をどう考えるかということだと思うんです

ね。文化と文化の間の際とか、多文化っていうものがあっ

て、それが共生するということはどういうことなのかということ

はもっと詰めて議論されないと単に国際から文化際とか、

多文化共生とか言っても、まだみんな惑うと思うんです。さ

っきそれで私がいい例だと思ったのが、おつりの話なんで

すね。ああいう具体的な見方とか考え方の違いっていうも

のを、もっとどんどん出していって、そしてそれを一つひと

つつぶしていくというか、みんなで考えていくということをす

るのが一つの方向性かなという気がしたんですね。下手す

ると文化なんて言っちゃうと、文化とは何かという話になっ

て、文化本質論とか文化構築論とかいろんなめんどくさい

話になるんですけれど、でもそれを解きほぐすヒントという

のが、今日のお話の中にあって、たとえばメキシコ人と日

本人がぶつかったときに出てきた違和感なり、考え方の違

いといったものを、もっと丹念に拾い上げていくという作業

をやっていく必要があるのかなという気がしたんですけれ

ど、その点はいかがでしょうか。 

 

佐藤:確かにそのとおりだと思いますけれど、その大前提と

なることについて言います。多文化共生という視点を組み
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込んだことで、国際理解教育をどういう風にしてまとめてい

くのかという議論は実は必要になってくるんだろうと思いま

す。そのときの筋道が今高橋さんが話をしたようなことにな

っていくのかなとは思います。国際理解教育は今まで外に

向かっていたものが、再度内に向けられてきて、日本の社

会の中の多文化性をどう組み込んでいくのかという議論が

もう一度出てくるだろうと思います。つまりグローバルだけ

でなく、中にまで広がってきている。その中をどう組み込ん

でいくのかというときに、議論がもう一度出てくるということ

です。外側の議論は一応終結しそうなんだけれども、さら

に内側に向かったとき、それを取り込んだとき、その概念

整理をどうするかというのはこれからの課題になっていくだ

ろうと思います。ただ、それは理論的な話であって、私自

身も多文化共生と言っているけれども、それを組み込んだ

形で、国際理解教育をどういう風に整理するのかということ

に関してはまだ充分に整理していないので、そこはまたも

う少し勉強させてください。具体的にそれをどう統合してい

くのかというときに、ただ単にいろんな人たちが言ったこと

を統合するんじゃなくて、今高橋さんが言ったような形で

事例を通しながら、つぶしていくという手続きの中でやって

いくというのもひとつの手法かもしれない、と思います。多

分そうなっていくのかなという気はします。文化の概念を出

すとまた難しいのでね。学生さんはどうでしょうか。 

 

質問者:先週ディスカッションをした中で一番大きな疑問な

んですが、国際理解教育をやる際に、往々にして国の比

較とか、国の概念を出すことが多いんですが、果たしてそ

れをしてしまうことで「寝た子を起こすな」ではないですけ

れど、実は子どもたちは国と国に違いがあるのを知らない

のに、そういうのを逆に植えつけてしまうのではないかとい

う意見が学生から出たんですが、それについてはどう思わ

れますか。 

 

佐藤:確かに国際理解教育というのは、国と国の問題を考

えていくものから超えて、人と人との関わり、つまり人を通し

て理解しようという動きが出てくるんですけれども、ただ人

を介在させても国は出てくるんですよ。しかし現代的な課

題を読み解いていく力、というものが必要ですよね。つまり

国というものが出てきたときにその個人と国との関係という

ものをどう理解していくのか。そこはきちっとした知識理解

がどうしても必要じゃないですか。だから国が出たからどう

ということではなくて、国際理解教育というのは非常にダイ

ナミックな学習のプロセスと思うんですよ。例えば国というも

のに我々がどうしても持っている偏見や知識というものが

あるわけだけれども、しかしながらその人と語ったり、それ

を契機にして色々な学習をしていくことによって、その学習

者自身がその概念を越えたりステレオタイプを超えたりす

るわけじゃない。だから逆に言うと知識を自分で構成する

力とか多元的な視点が必要になってくるんじゃないですか。

もっと違う問題だってあるわけで。つまりそういう教材をそ

れだけ用意できるかということだと思うんですが。だから逆

に国が出るから悪いということではなくて、入り方として国

から入ってしまうと私たちは往々にしてステレオタイプにな

ったりするということですよね。今まで国際理解教育はそれ

をやってきたけれども、必ずしもそれがうまくいかなかった

というのも事実なんですね。そして 90 年代以降の大きな流

れの中で国というよりは人というものを中心にしながら授業

展開していこうという流れになってきた。しかしそれでも国

は出てくる。そこで閉じるんじゃなくてそれをどういう風にさ

らに拡げていくのか。国際理解教育の学習というのは必ず

広がりを持たせなくていけない。その広がりを持たせるた

めの工夫、教材をどう与えていくのか、授業実践をどうして

いくのか、あるいはその時に留学生と触れ合ったり、いろ

んな教材と出会ったりすることによって、子どもたちの目が

広がっていけばいいわけでしょう。だから国際理解教育っ

ていうのは閉じられたあるひとつの単元の中にまとまるもの

ではなくて、継続的な授業の流れというのが非常に必要な

んじゃないかと思いますけれどね。 

例えば大久保小学校の善元さんはキムチの授業をして

いるんだけれども、キムチの授業で徹底して韓国を肯定的

に捉えさせるんです。なぜかというと｢キムチ臭いといわれ

た｣｢でもキムチが好きなんでしょ｣と善元さんは言われるわ

けです。じゃあキムチを勉強しよう。それは韓国なんです。

つまりまずは韓国を肯定的に子ども自身、周りの子どもに

捉えさせる。でもその上で次の授業展開を彼は考えようと

してるんだね。だからステレオタイプ的、固定的に捉えるん



－282－ 

じゃなくて、国を知る場合もある意味では必要かもしれな

い。さらにそれをどう拡げていくのかということも必要かもし

れないし。社会科ではないからね、社会科では国とか地域

とかが必要でもちろん教えなくてはいけないけれどね。し

かしそれをさらにどう拡げていくのか、っていうこと、それは

子どもの視野を広げたり、子どもの持っているステレオタイ

プをどう拡げるかっていう議論だから、それに対してどうい

う教材を与えるか、どういう人と交流させるかっていう仕掛

けが必要になるので、その仕掛けを考えることがおそらく

国際理解教育の大事な視点になっていくんじゃないかと

思います。 

 

質問者:私たちは川崎市の小学校でボランティア活動で国

際理解教育をしていますが、低学年の子どもたちはそもそ

もステレオタイプ自体を持ってないんじゃないかと時々思う

んですね。私たちが伝えたことがステレオタイプになって

いるんじゃないか、例えばフランスと日本は文化紹介で違

うんだと伝えたら、ああ、こんなに全然違って、こんな国な

んだと思われてしまうんじゃないかと感じることがあるんで

すが、小学校低学年に、外国の人はこうだと伝えるのはど

うなんでしょうか。 

 

佐藤:あなたは個人的にどう思いますか。 

 

質問者:国ではなくて人に焦点を当ててこの留学生を紹介

しようとすると、その人が留学生である必要性がないような

気がしてきて、もうやらなくていいような気がしてしまうんで

す。 

 

佐藤:留学生と話をしていくうちに、小学校低学年に多元

的な視点なんていうのは難しいと思うんですけれど、でも

ある種の発達段階にある小学校の低学年に関心を持たせ

るということは大切なんじゃないでしょうか。たとえばフラン

スについて、｢あぁ違うんだ、調べてみたい、もうちょっと知

りたい｣といった意欲を喚起していくことは必要なんじゃな

いかという気がします。それがさっき言った広がりじゃない

でしょうか。そしてまた何かにぶつかったとき、フランスって

こうなんだとなったとき、それをどう崩していくのかという議

論が必要だと思いますけれどね。川崎の公孝先生の地域

の中の授業で、都市と農村の違いをやっていたでしょう。

ああいう授業はすごく面白いと思う。ひとつの国の中でも、

地域によって違うんです。そういう多様性みたいなものを

ベースにしながら展開していけばいいんじゃないかな。ひ

とつの国なり地域なりについてやることは決して間違って

いない。それは関心を持たせることなんです。地図を並べ

てここがフランスだよ、フランスはこうだよ、とやるんじゃなく

て、目の前にいるフランスから来ている留学生の国を知る

ことはとてもよいことだと思います。そしてその子どもたちに

関心を持たせるというところに授業の焦点を当てればいい

でしょう。その子がまた 3 年生になったときに違う視点によ

って焦点を当てるということはまた大事なことだから。いろ

んな違いがあるということを知ることも大事なことだし。そう

いう悩みを大事にしながらも、子どもたちに関心を持たせ

る、子どもが自分の中でいろんなことを調べたいという意欲

を喚起させることの方が、大事なんじゃないかと思いますよ。

そういう子どもの方が実は感性がある。勉強していく上で

の感性ってとても大事じゃないですか。そう思いますけれ

どね。 

 

質問者:狙いを設定するときにブラジルの留学生とやって

いるんですけれど、ブラジルのことを子どもが知っても、そ

の子達は将来ブラジルに行かない子も多いだろうし、ブラ

ジルのことを伝えてもそれが結局何になるんだろうかと思

っていて、その悩みを小学校の先生にぶつけたら、国際

理解教育でコミュニケーション能力を培って欲しいといっ

た返事をいただきました。だからと言って私たちのたった 3

回の実践の狙いを、コミュニケーション能力の育成としてし

まうのは、非常に傲慢のように感じます。 

 

佐藤:授業を作っていくときに、内容面と方法面って違うじ

ゃないですか。たとえば場を作っていくというのはコミュニ

ケーション能力だと思うんですよ。でもそこで何を伝えるか

という伝える中身はまた違うじゃないですか。授業実践っ

てそういうものじゃないですか。そのコミュニケーション能力

というスキルを身につけさせるというのは、それはいろんな

やりとりを通して身につけるけれど、それだけだったら何に
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もならない。内容を伴って初めて出てくるものです。やっぱ

り内容は豊かじゃなくてはならないと思うんですよ。ブラジ

ルに行かないからではなくて、いろんな地域にいろんな世

界の中に、グローバルな視野とか地球的な視点とかってあ

りますね。いろんなものがあっていろんな所があっていろ

んな人たちがいるんだということ自体を子どもたちが知ると

いうのはすごく大切なことでしょう？例えば、気候の問題と

か自然の問題とかと関わりを持たせながらブラジルの問題

を提供していけばいいんだと思うんです。ただ単にブラジ

ルのことを教えるのが意味がないとは思いません。例えば

裕之さんは目の前のブラジルから来ている子どもたちをど

うしようかというところから、ブラジルの子どもたちについて

のことを知らせるために、自分でブラジルについての教材

を作る。そして日本の子どもたちと一緒に学習することによ

って、子どもたち自身がブラジルに対する正しい知識を持

つようになる。そしてなぜ子どもたちがここに来ているのか

ということを子ども自身に知らせるような取り組みを彼はや

ってきたわけでしょう。そうするとやはり教えるのが無駄とい

うことは決してなくて、一つひとつを取り上げながら子ども

たちに教えていく。それが多元的な視点になる。そういうこ

とだと思いますよ。そして現代的な課題を読み解いていく

力であるとか、そういうものが必要であるがゆえにそういう

教材を与えなくてはならないのではないか。 

 また 3 回だけとおっしゃるけれど、まさにその 3 回のなか

で、皆がやろうとするときに子どもたちにいろんな見方を身

につけさせたいと狙いをつけたいのであれば、いろんな話

をしてもらえばいいし、いろんな話していけばいい。それが

結果としてコミュニケーション能力につながっていくことは

あると思うんですよ。だから内容と方法を分けて考えないと

いけないかもしれませんよね。そしてそれらがうまく結びつ

いたときに、初めて自分のものになっていくんです。ただ

単に留学生とうまく話ができたというだけで喜びはしないで

しょう。心が通わせられたとか、こんなことが分かった、と言

って初めてコミュニケーションの力がついたということにな

るんだろうと思うんです。学校の先生が、コミュニケーション、

コミュニケーションといっても、内容の伴わないコミュニケー

ションは普通ありえない。やはりきちっとした内容をきちっと

伝えていかないといけないような気がする。だから留学生

が行ってただ単に話をするだけではなくて、自分の思いを

伝えたり、自分の出身地のいいところを子どもたちに伝え

たりすることはすごくいいことだと思うんです。中学生くらい

になれば、自分の問題点なんかも踏まえて、｢こんな問題

点もあるけれどこんないい点もあるんだよ｣ということも伝え

ながらやるのもすごく大事なことだと思うんです。だから皆

さんがやっていることは、決して間違いではないと思うし、

悩むのはいいけれど、決して無駄ではないと思います。川

崎の例でいうと、子どもたちはみんな楽しみにしているし、

楽しんでいるし、いろんなことを学んでいる気がするし、子

どもたちにとったらかけがえのないいい機会になっている

と思うので、やらなくていいということはないと思うから、ぜ

ひ頑張ってやってください。 

 

質問者:私自身は国際理解教室の実践はまだやったこと

がなくて、このフォーラムに参加しているだけなんですが、

例えば韓国の人がキムチを食べる、とか、日本人は寿司を

食べるとか、そういうところから入ったとして、中にはキムチ

が嫌いな韓国人とか寿司が嫌いな日本人もいますよね。

そうなるとそこの違いというのは必ずしも必要なのかなとい

う気がするんです。この人は韓国の人だけれどキムチが好

きではない、この人は日本の人だけど寿司が好きではな

い、この人は朝何時に起きてどう、とか、一対一のコミュニ

ケーションが何より大切なんじゃないかと思うんです。どう

しても国際理解教育のどうのと言われても、私には国を介

するということの必要性がよくわからないんです。 

 

佐藤:よくわかりますよ、その議論は。アジアに対して日本

語教育をやっている国際文化フォーラムというところがあっ

て、あなたの言った議論をそこでしたことがあるんです。今

まで文化というと、日本はこれだという非常に典型的な文

化を伝えてきたんです。今あなたが言ったようなことをどう

組みこんでいったかというとですね、7 人の実在の高校生

を取り上げたんです。写真をいっぱい撮ったんです。例え

ば朝ごはんってみんないろんなものを食べるでしょう。でも

そこに共通して見えるものがあるんですよね。お箸で食べ

ているとかね。一人ひとり違うんだけれども、学校に行って

きますというときに必ず靴を履いていくとかね。一人ひとり
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皆違うんだけれども、個々の７人の中に、そこに共通するも

のが見えてくるんだ。その共通するものをどういう風に伝え

ていくのか。個と共通性の問題ですね。そこは非常に大き

なテーマになるだろうと思うんですよ。例えばあなたが言っ

たように、寿司は嫌いかもしれないけれどしかし多くの日本

人は食べるかもしれない。そして寿司屋が山ほどある。行

くか行かないかは個人の好みだけれども。しかしあるという

のは事実。それはもしかしたら一つの大きな特徴になるの

かもしれないよね。そうするとそれをどういう風に教えていく

のかというときに、それをどう教材化するかということだと思

います。国際理解教育というのは教材化がすごく難しいん

です。個別性と共通性をどう組み合わせていくのかという

問題だと思うんです。共通性の中に浮かび上がってくるも

のを、それが国であってもいいし文化というカテゴリであっ

てもいいし、性別であってもいいし地域であってもいいん

だけれども、そういうものをうまく共通性のひとつのカテゴリ

として出すことによって、子どもたちの理解を促進させるこ

とができるんではないかと思う。だからその 7 人の高校生を

見ても、出会いだよね。日本の高校生にも多様性があると

いうことで沖縄出身の子であるとか在日の子であるとかい

ろんな子どもたちを通しているんだれど、その中にすごく

共通するテーマが浮かびあがってくるんです。例えば家族

の写真を撮ると必ず全員で座って撮っているとかね。あな

たが言うのは、個別性と共通性の問題をどうやって授業の

中に組み込むかという話だと思うんだけど、私自身は全部

個別性に還元できるとは思っていないんです。 

 

質問者:でも国際理解教育の狙いは共通性を示すだけで

はないですよね。 

 

佐藤:もちろん。 

 

質問者:最終的に一人対一人の関係を築くことにあるのか

な、と。 

 

佐藤:それは私がやっている異文化間教育の関係になっ

てくるんだけれど、関係といっても対等な関係ではもうない

よね。全部が対等な関係におかれているわけではなくて、

関係を組み替えていくというときに、その人の持っている背

景を理解しなくちゃならない部分があるんじゃない？例え

ば女性と男性だってそうじゃない？ある種の関係性は一

対一だけれども、あなたは女性とういひとつの性を背負っ

ているわけだし。男性というひとつの性をお互いに背負い

ながら関係を作っていくわけなんだけれど、必ずしもそれ

が対等の関係なのかどうか。女性であるがゆえの何かとい

う問題を持たざるをえないということもあるわけですから。だ

からそういうことをきちんと見ていかなくてはいかない、そう

いうこともあると思うんです。例えば国際理解教育で共生

をテーマにし、障害者と健常者の共生を見たときに、健常

者から見た障害者の文化は必ず下に見られるでしょう。こ

の枠組みの中で授業実践をすると障害者は障害者の役

割を担っている限り弱者であるがゆえに助けなくちゃなら

ないと議論しても、何も関係性は変わらないんですね。だ

からこの関係をどう変えていくのかという議論が必要になり

ます。それは一対一の人間の関係だけではないよね。必

ず関係の中には我々が背負っているものがあるわけだか

ら。そこに目を向けるのに、現代的な課題を読み解く力が

どうしても必要になってくる。例えば障害者とはなんなのか、

というときに私がよく話すことなんですけれど、私すごく目

が悪いんです。乱視がひどくてずっとコンタクト入れてるん

です。で、ある人に｢あなたコンタクトや眼鏡がなかったら

外歩ける？｣と言われて｢歩けない｣と答えたんです。｢じゃ

ああなた視覚障害者でしょ｣と言われたんです。確かにそう

です。私はコンタクトや眼鏡というひとつの道具があること

によって普通の生活ができる。障害というカテゴリーが変

わるわけです。そうすると共生というときに、その条件を

我々がどう考えているかという議論です。だから想像性で

あるとか、未来志向というのがどうしても必要になってくる

んです。個別、一対一の関係だけでは捉えきれない人間

の関係性のあり方ってあるわけでしょう。対話を通して人と

人との関係を作り出していくというのはそういうことなんです。

だから国際理解教育として大きなテーマとなっていくんじ

ゃないかな。共生というのは個人の問題ではない、その個

人を取り巻いている条件をどう考えていくのかということで

すよね。それを私たちは学んでいかなくちゃならないんで

す。学校の国際理解教育では、高齢者なんかもみんな弱
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者にされてしまう。そういうものじゃないんです。あなたが言

うのもわかるけれど、一対一の問題としてだけ捉えてしまう

と、見えなくなってくるいろんな問題が関係性の中にもしか

したらあるのかもしれない。 

 

質問者:国際理解教育というものが、今例えば学生を府中

市なら府中市、川崎市なら川崎市に学生ボランティアを送

り込んでいるのですが、国際理解教育というものが学校の

教育制度のなかでどういう風に位置づけられているんです

か。大久保の例でしたら、継続は大事だといえますよね。

一つのクラスの中で継続して行っている例です。発達段階

があって、低学年ではこう、中学年では、高学年では、そ

して中学生だったらこういうレベルで、という形がある。す

べてある種の体系がある教育というのが本来あるべきだと

いう認識があるべきだと思うんですね。普通の教科であれ

ば、国語にしても算数にしてもみんなカリキュラムがあって、

小学校の低学年はこのレベル、中学ではこのレベル、週

何回、というのがあるわけですから、子どもたちの方も段々

力をつけていけるというイメージがありますよね。それに対

して国際理解教育というのは、非常にすばらしい理念実践

課題とかがあるわけですけれど、現実の学校の中にどうい

う風に行われているのか。それがはっきりしないんですね。

学生たちも自分たちが行って、1 回きりではなく 3 回 4 回と

継続性をなんとか持たせようとしていますけれど、やはり 3

回では短い。その短い中で自分たちがやったことはどうい

う影響力を持っているのかというところが不安でしょう。その

辺はいかがでしょうか。 

 

佐藤:国際理解教育をどう学校の中で捉えるかということは

非常に難しい、先生が指摘されたとおりの問題が間違い

なくあります。総合的な学習の時間が出てきて追い風にな

ったのは事実なんですが、逆にそれが国際理解教育の考

え方を狭めてしまったというのも事実なんです。実は教科

の中でもできる話なんですね。皆さんがやるような実践は、

導入型であるとか展開型であるとか結末型であるとかまと

め型であるとか、いろんな種類があると思うんですけれど、

例えば教科の導入のところで留学生との話を 1 回入れて

いくとか。そして例えば社会科で日本の工業について勉

強したあとに、留学生に来てもらって一緒にその国の工業

の話をしてもらう。さらにまとめで留学生も交えてディスカッ

ションしていくという流れを作ることもできる。先生がおっし

ゃったことで言うと、学校の中では確かに国際理解教育を

どこで実践したらいいか分からないのが実際非常に大きな

問題なんです。だからほとんどの学校で総合的学習の時

間の中でやっているのは事実です。だから交流型とかイベ

ント型中心になってしまうんだけれど。これは学生さんに言

うべきことがどうか分かりませんけれども、川崎の先生と話

をするときには、教科の中でも考えましょうよ、ということを

盛んに申し上げるんです。そうすると継続性が出てきます

しね。その辺のところは私がこういう話をしても、学校現場

が余りに多忙で現実的な諸条件が非常に厳しいものです

から、なかなかできないというのも事実だと思うんです。今

理念だけ言うつもりはないですが、では戦略的にこの国際

理解教育を授業の中に取り込んでいくのかというときには、

教科の中でもこんなことをやることは可能じゃないでしょう

か、とそういう戦略を取らざるをえないところがあるのかもし

れません。そしてそういうことをやっていくためには、教科

の中でも何かできませんか、という提案をしていかざるをえ

ない部分があるのかもしれませんね。しかも各学校によっ

て全然違いますので、なかなか一概に言えないのですが、

国際理解教育というのは教科ではありませんので、やる場

がなく総合学習の中でやっているのは事実です。ただしも

う一度繰り返しますと、管理職だとかが非常に進んだところ

であると、教科の中でもやっているところはかなりあります

ので、そういうところの例をうまく出しながら提案していけた

らと思います。確かに難しい問題です。 

 

質問者:国際理解教育を子どもたちに実践していくうえで、

授業をつくる教師自身への教育というのはどのようにして

いったらいいのでしょうか。 

 

佐藤:さっきの本の中に佐藤裕之さんが面白いことを書い

ているんですよ。何で自分がこんな問題に関心を持つよう

になったのかという一つの契機が書いてあるんです。前の

担任から引き継いだときに、日系ブラジル人の子が一人い

たんだそうです。仮名ですけれど、川崎ジュリアナあやこ、
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というようにミドルネームがあったんです。で、これはもう使

わないからしまっておいてね、と言って引継ぎをされたん

だそうです。その時は佐藤さん自身もなんの疑問も無く｢は

い分かりました｣と言ったというんです。それがどういうこと

かというと、国際理解とか多文化を考えることも無く、子ども

たちはうまくいっているから、もう何もしなくていいという思

いで引き継いだということなんです。でもよく考えたら、その

子は自主的な同化をしているんじゃないか、ということに彼

は気づいたというんです。佐藤先生の事例を見たり、君た

ちもそうなんですが、実践への反省みたいなものが必要な

んじゃないかと思うんです。そういう子どもとの出会いとか

交流とか、そういうものの方をまず大事にして、その上でそ

れなりの知識を与えていかないといけないような気がしま

す。なぜなら授業や講義でやっていると一つも変わらない

んです、学生は。頭でしか理解しないから。ここが難しいと

ころかもしれない。国際理解教育を参加型で始めるという

のはそこだろうと思うんです。気づきとか戸惑いとか、そう

いうものを大切にして、それはどういうことなんだと考えるこ

とが必要なんです。私どもはここで外大生が中心となって

始めているプログラムはすごくいいと思うわけです。だって

先生だって困るんです。みんなで一緒に作ろうっていうの

はそういうことでしょう。先生自身も考えなくちゃならない。

我々の世界でいうと、教材研究に強いんじゃなくて、反省

的実践家がこれからの教師の方向性だってよく言われる

んですよ。どういうことかというと、目の前の子どもに応じて、

どういう教材を作っていけるかということだと思うんです。つ

まり、今までであれば教材があって、その教材をどうやって

どこまで熟知するか、というのがいい先生だったわけです。

そしてパターンを三つくらい持っていれば、それを全部応

用していけばよかったわけです。そうじゃないんです。目

の前にいる子どもに対してどう対応していくのか。私たちが

作っている JSL プログラムはそういうことを考えているんだ

けれどもね。いまあなたが言った質問に関して、目の前に

いる子ども、体験であるとか、そういうものを経験して、違和

感とか問題性を抱えて具体的な知識を習得するようなシス

テムを作っていかないとなかなか許容性には結びついて

いかないのかもしれません。 

 私は国際理解教育とか異文化間教育はまず実践に行こ

う、あるいはまず議論しなさい、といいます。たとえば私の

授業には留学生が多いんですね。普通の授業をしたのは

もう何十年前になりますけれど、留学生に先生の授業は一

つもわかりませんと言われたことがある。自分はわかるつも

りでやっているんですけれどね。じゃあどうしようか、と。そ

して初めて一緒にやるプログラムを組んだんです。そうす

ると学生自身もわかるし留学生にも合っている。そういうよ

うに関わりを持たせるようなことをやらないと変わっていか

ないのかもしれないですね。あなたの質問に関しては、交

流のようなものが先に来て、そのあとにその課題を解決す

るための知識みたいなものがうまく習得されていけばいい

のかなと思います。外国人の子どもたちの教育で言うと、

日本語を習得するためには第二言語の問題であるとか、

日本語の問題であるとか、そういう知識が必要となってくる

わけですよ。ブラジルの子どもだったら、ブラジルの地域

研究であるとか、ここには研究者の方々がいっぱいいるわ

けですから、そういうところから是非学んでいってほしいと

思うしね。そういうところから習得していければすごく面白

いですし、先生としての力量ともなっていくと思います。 

 例えば教師としての力量形成という研究も我々の世界に

はあるんです。教師としての力量形成を考えたときに、何

が一番大事なのかというと、障害を持った子どもとの出会

いとか、特別支援を必要とする子どもとの出会いはすごく

大きいんです。必ず学校にいるはずなんですよ。初めてそ

ういう子どもと出会うことで、自分の教育観が変わっていく

ということがよく言われます。もう一つは学校の先生方が自

分の実践的力量が高まったと思うきっかけは、同僚との出

会いなんだそうです。いろんな同僚と会って、いろんな悩

みを抱えていろんな話をしたりすることですよね。だから皆

さんもこういう場の中でいろんな交流をすることが非常に大

事だと思う。実践をしろとは言わないけれどね。いろんな悩

み、問題を抱えたときに、じゃあどうしたらいいか、と相談

できるネットワークを作っていくことはすごく大事なことなん

ですよね。明日、みんな三島から子どもが来る、じゃあ子ど

ものために何をするか、といろんなことを話し合っていまし

たよね。それが成功するとは思えませんよ、はっきり言って。

だって想定する動きなんて子どもはするわけ無いから。

様々な動きをするのが子どもの面白さ。それを組み込む度
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量の広さみたいなものをもっているか、そういうのが反省的

実践というんです。こうなった、じゃあ今度こうしようか、とか

ね。そういうことだと思うんですよ。だからといって何もしな

いということではないよね。ある程度予想しながらこうしよう

か、というプログラムを作ることは必要です。でもそれに固

執するのではなくて柔軟に対応するということが、先生とし

ての力量なんです。自分一人だと詰まってしまうでしょう。

だから皆で話をする。我々の世界でそれを同僚性というん

です。国際理解教育というのは実はそういうことなんですよ。

対話を通して人との関係を作っていく力をつけること。皆さ

んがやろうとしている授業作りそのものも国際理解教育の

実践になるということです。そういうことをぜひ考えて欲しい

なと思います。 

 

司会:ありがとうございました。時間が迫ってまいりましたの

で、この辺で終わりたいと思います。佐藤先生、ありがとう

ございました。 
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国際理解教育について国際理解教育について

東京外国語大学多文化コミュニティ教育支援室東京外国語大学多文化コミュニティ教育支援室

20062006年年1010月月1717日日

東京学芸大学国際教育センター東京学芸大学国際教育センター

佐藤佐藤 郡衛郡衛

 

今日の目的今日の目的

日本の国際理解教育の流れを把握する日本の国際理解教育の流れを把握する

国際理解教育の今日的課題を考える国際理解教育の今日的課題を考える

 

ユネスコの国際理解教育の流れユネスコの国際理解教育の流れ

第１期（第１期（19461946年～年～5454年頃まで）→模索期、国際協調と国年頃まで）→模索期、国際協調と国

際平和がその中心際平和がその中心

第２期（第２期（19551955年～年～7474年頃まで）→第三世界の新興国家年頃まで）→第三世界の新興国家

の誕生、東西文化価値の相互理解の誕生、東西文化価値の相互理解

第３期（第３期（19741974年～年～8080年代）→開発教育、環境教育、軍縮年代）→開発教育、環境教育、軍縮

教育等が付け加えられる教育等が付け加えられる

第４期（第４期（19901990年以降）→平和、人権、民主主義をキー年以降）→平和、人権、民主主義をキー

ワードとした新しい教育の展開ワードとした新しい教育の展開

 

日本の国際理解教育の史的展開日本の国際理解教育の史的展開
１９４５年～１９６０年代１９４５年～１９６０年代

19451945年から年から19601960年代まではユネスコと同年代まではユネスコと同
じ歩調じ歩調

「協同学校計画への参加」「協同学校計画への参加」

19681968年小年小33校、中校、中1313校、高校校、高校88校の校の2424校が参加校が参加

人権の研究、他国・他民族理解、国連の研究等人権の研究、他国・他民族理解、国連の研究等

 

日本の国際理解教育の史的展開日本の国際理解教育の史的展開
１９７０年代１９７０年代

19701970年代半ばから独自の歩みを年代半ばから独自の歩みを

•• 米英のユネスコからの脱退の影響米英のユネスコからの脱退の影響

•• 海外子女・帰国子女教育への傾斜海外子女・帰国子女教育への傾斜

国際化に対応した教育への傾斜国際化に対応した教育への傾斜

 

日本の国際理解教育の史的展開日本の国際理解教育の史的展開
１９８０年代１９８０年代

19801980年代以降→多様化の道年代以降→多様化の道

•• ユネスコの国際理解教育ユネスコの国際理解教育

•• 開発教育、環境教育などの「新しい」国際理解教育開発教育、環境教育などの「新しい」国際理解教育

•• 海外・帰国子女教育など「国際化に対応した教育」海外・帰国子女教育など「国際化に対応した教育」
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グローバル教育としての統合グローバル教育としての統合

共生概念の登場共生概念の登場

•• グローバルと一体化した共生論グローバルと一体化した共生論

•• 多文化教育との統合多文化教育との統合

日本の国際理解教育の史的展開日本の国際理解教育の史的展開
１９９０年代以降１９９０年代以降

 

国際理解教育の概念整理－ユネスコ国際理解教育の概念整理－ユネスコ
永井滋郎氏（1984）の1974年勧告についての整理。『平和な人間像』と『人権尊重』を基盤として、『自国
の文化理解を踏まえた異文化理解』と『世界的相互依存関係と人類共通への諸課題の理解』を中心的展
開領域、『人類共通の課題解決へ向けての国際的連帯と協力』を帰結とする構造」と整理している。

平和な人間

人権意識

国
民
的
自
覚

国際協力の
実践的態度

他
国
・他
民
族
・

他
文
化
理
解

世
界
連
帯
意
識

 

多様な国際理解教育をどう整理するかが1980年代

の課題になる。それをすべて並列して捉えていた。
この並列化は、「アンブレラ型」と呼ばれるが、「アン
ブレラ型」の国際理解教育の整理が試みられるの
は、1980年代半ば以降のことである。永井滋郎
（1984）は、多様な国際理解教育を「文化理解アプ
ローチと問題解決的アプローチ」に区分し、その両
者を止揚するのが「グローバル教育」であると整理
した。だが、これは概念の構造化というよりは、課題
の整理やその接近方法により整理したものである。

国際理解教育の概念整理－統合の試み国際理解教育の概念整理－統合の試み

 

箕浦康子氏（1997）もまた、多文化教育、開発教育、環境教
育、人権教育、平和教育と従来別々なものとされてきたすべ
てを「地球的視野に立つ教育」、略して「地球市民教育」と呼
んでいる。

1970年代から日本の「国際化に対応した教育」、とりわけ海
外子女教育、帰国子女教育も国際理解教育の概念に包摂さ
れてきた。これらは、いわば日本に特有のものであり、日本
の政策の流れと相まって国際理解教育の概念として範疇化
されてきたのである。小林哲也氏（1988）は、国際理解教育
の混迷、混乱の原因を「現実的な要請と理念的要請との間
のギャップにある」として、現実的要請からの国際理解教育
の必要性を提起した。この現実的要請こそが、「国内の国際
化」であり、そのためには「多文化教育や異文化間教育」をも
視野に入れる必要性を指摘したのである。ここにきて、国際
理解教育はさらに拡大、多様化することになる。

国際理解教育の概念整理－統合化２国際理解教育の概念整理－統合化２

 

田中治彦氏（1994）は、開発教育の独自性を主張しつつ、これまでの国際理解教育をすべてグローバル
教育として統合するモデルを提起している。

国際理解教育の概念整理国際理解教育の概念整理
－開発教育を中心に－開発教育を中心に

環境教育

平和教育 人権教育

異文化理解教育

開発教育

グローバル教育

 

魚住忠久氏（1995）も国際理解教育や環境教育などをグローバル教育の中に統
合しようとする立場をとっているが、その固有性と独自性をも主張している。
グローバル教育の発展段階を考慮している。まず、第1は国際理解教育と環境教
育と併存する論であり、「地球的なものの見方、考え方を養うとともに、その内容
を『地球的規模での諸問題』に限定し、その問題への解決に向かいうる知識、能
力、態度の育成をめざすもの」としている。
第2にグローバル教育は、国際理解教育、環境教育と共有する部分について融
合的に学習を進めるものであるという。
第3の類型は、グローバル教育とは、国際理解教育、環境教育の各目標、内容を
すべてグローバル教育として吸収、統合、発展をはかるものであるという。

魚住氏自身は、第3の統合の重要性を指摘しているが、国際理解教育との相違
も一方で強調している。すなわち、「国際理解教育は、主権国家の集合体として
の国際社会を前提に、他国理解や異文化理解、国際関係理解等の学習を通じて、
諸国民、諸国家間の平和、友好、協力、および人権の国際的保障をめざす教育」
であるのに対して、グローバル教育とは「グローバル化し、相互依存性を増しつ
つある世界を前に、グローバルな見方やグローバルな価値の実現を重視して、
意志決定したときに、トランスナショナルな行動のできるグローバル公民性の育
成をめざすこと」であり、この両者は「その方向性とするところが異なる」としてい
る。しかし、魚住氏の指摘する国際理解教育の概念は、グローバル教育の独自
性を強調するあまり、国家論的性格を持つものとしてかなり狭義にとらえており、
ここでも国際理解教育の概念を巡ってズレが生じている。

国際理解教育の概念整理国際理解教育の概念整理
--グローバル化グローバル化
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大津和子氏は現実的課題である「人権」と「グローバル」という２つの視点から「共生」をとら
え、この「共生」を進めるための教育の在り方を構想している。

国際理解教育の概念整理－共生国際理解教育の概念整理－共生

共生異文化に対する理解・寛容 異文化者との間のコミュニケーション能力

地球的視野
（相互依存性の認識）

人権の尊重

 

国際理解教育の問題点国際理解教育の問題点

「国民的資質」と「グローバル的資質」、ないし「国民的資質」と「グローバル的資質」、ないし
「地球市民的資質」との対立「地球市民的資質」との対立

日本的特殊性と普遍的価値との対立日本的特殊性と普遍的価値との対立

教育実践における個人的資質への着目教育実践における個人的資質への着目

 

国際理解教育の整理国際理解教育の整理

ナショナリズムからグローバリゼーションへナショナリズムからグローバリゼーションへ
•• 「国際的な日本人」から、「日本的な国際人」という転換「国際的な日本人」から、「日本的な国際人」という転換

•• 日本という生活の場で、グローバルな視野で思考し、行日本という生活の場で、グローバルな視野で思考し、行
動できる日本人の育成が課題動できる日本人の育成が課題

•• 世界が直面している環境問題、人口問題、南北問題、世界が直面している環境問題、人口問題、南北問題、
人権の擁護、核兵器の廃絶等々の課題を「地球市民」人権の擁護、核兵器の廃絶等々の課題を「地球市民」
の１人として担う主体の形成への１人として担う主体の形成へ

 

国際理解教育を整理する枠組み国際理解教育を整理する枠組み

多元化多元化

多文化教育多文化教育 新しい国際理解教育新しい国際理解教育

ﾅｼｮﾅﾙﾅｼｮﾅﾙ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

国際教育国際教育 クローバル教育クローバル教育

単一化単一化

 

「国際」という枠組みの転換「国際」という枠組みの転換

国家・言語・民族の一体化のずれ国家・言語・民族の一体化のずれ

「国」の枠をこえたヒトの移動「国」の枠をこえたヒトの移動

「異」「自」という二項対立の枠組みの転換「異」「自」という二項対立の枠組みの転換

「内」なる他文化「内」なる他文化

地域、生活レベルでの共生地域、生活レベルでの共生

 

「国際」を捉える視点の変化「国際」を捉える視点の変化

文化を重層的にとらえる視点文化を重層的にとらえる視点

－文化の多様性・普遍性・対立性－文化の多様性・普遍性・対立性

グローバリセーションの視点グローバリセーションの視点

－グローバルな諸課題－グローバルな諸課題

未来社会を創造する視点未来社会を創造する視点

－これからの社会を担う責任ある市民の育成－これからの社会を担う責任ある市民の育成
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現時点での国際理解教育の共通点現時点での国際理解教育の共通点

グローバルな視野グローバルな視野

共生共生

自己理解、自尊を中心とした人間関係自己理解、自尊を中心とした人間関係

未来社会の創造－社会参加未来社会の創造－社会参加

 

国際理解教育の理念をどう実践して国際理解教育の理念をどう実践して
いくかいくか

国際から文化際、人間際へ国際から文化際、人間際へ

－多元的人間像の形成－多元的人間像の形成

多文化共生多文化共生

未来社会の創造未来社会の創造－－citizenship educationcitizenship education

 

国際理解教育のねらいとは国際理解教育のねらいとは

現代的な課題を読み解く力現代的な課題を読み解く力

知識を自分で構成する力知識を自分で構成する力

異なった文化をもつ人を思いやる力異なった文化をもつ人を思いやる力

対話を通して人との関係をつくりだす力対話を通して人との関係をつくりだす力

 

新しい国際理解教育の動向新しい国際理解教育の動向

市民的資質の形成市民的資質の形成

人権を基礎にした民主主義の形成人権を基礎にした民主主義の形成

地球的視野地球的視野

共生共生

 

国際理解教育の実践の視点国際理解教育の実践の視点

参加・共同参加・共同

多元的な視点多元的な視点

他者との関わりを通した自己の肯定性他者との関わりを通した自己の肯定性

創造
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(3)山西優二氏講演会｢国際理解教育のあり方を考える｣ 

 

日時:2006 年 11 月 6 日(月) 18:10～20:00 

会場:東京外国語大学本部管理棟中会議室 

講師:山西優二氏(早稲田大学教授、比較･国際教育学) 

 

山西優二：簡単に自己紹介だけさせていただきます。山

西と言います。今所属は、早稲田大学文学部で、国際教

育論を主たるテーマとしながら、教育学関係の授業も、ほ

かにもいろいろ持っています。私がこの国際理解教育もし

くは開発教育にかかわって、もう 20 数年になります。特に

開発教育に関しては、1980 年代の前半ぐらいからかかわ

ってきています。開発教育の場合、20 数年前、私は、まだ

大学の教員ではありませんでした。1982 年にできた開発

教育協議会という組織がありますが、日本各地で開発教

育を進めていく NGO のネットワーク組織として生まれまし

た。その組織が生まれてしばらくしてから、かかわってきて

いますので、NGO・NPO の立場から、このような活動にか

かわってきました。その後時間を経る中で、大学の教員に

なり、いくつかの地域、いくつかの学校にかかわっていく中

で、開発教育から、国際理解教育・平和教育へも関心を

広げてきました。ですから、今でも NGO・NPO といったとこ

ろで、いろんな活動をしていますし、神奈川では、かなが

わ開発教育センターを 2 年ほど前に、旗揚げして、地域に

根差した開発教育を作りだそうとしています。国際理解教

育では、武蔵野市の国際交流協会と一緒に、国際理解教

育の教員セミナーを、7 年ほど前から、ここにいる杉澤さん

たちと共にやらせて頂いています。それから、今、それぞ

れの地域、例えばここ 2 年、岩手での活動にかかわってい

て、月一度は岩手に行って、セミナーをやったり、神戸で

そのような活動を行ったりなどもしています。また、今住ん

でいるのが逗子ですから、福祉教育のネットワーク作りや

セミナーを行ったりといった活動もやっています。地域で

の活動と、NPO・NGO の活動、それから大学での活動にも

参加して、それが中心にもなっていますので、学生たちと、

いろんな活動しています。昨日まで早稲田大学は、早稲

田祭を開催していたので、私のゼミの学生もフェアトレード

ショップを出したりしていました。今日もたまたま、山形県の

農に関するテーマで、｢命を耕す人々｣という有機農法の

上映会を昼間やっていたので、それが終わって、今とんで

きたというところです。私は研究者といえば研究者ですが、

大学の教員は、教育者ですので、一人の教員ですので、

どちらかといえば、私は教育実践の立場から、実践で研究

したことを生かすために、研究しているというスタンスをとっ

ています。前回の佐藤郡衛さんが、国際理解教育の理念

と言うか、歴史を語って頂いてると思いますが、私は逆に

実践から見えてくる、いくつかの課題とか、もし皆さんが、

今後、国際理解教育を進めていくならば、実践していく時

に、こういった視点は、持っていたほうが良いのではない

かということを、お話しできたらと思っています。わずか 2 時

間しかありませんので、あっという間に過ぎてしまい、時間

がたらないということになるのははっきりしています。今私

は、早稲田大学の教職課程で、総合演習で、国際理解教

育の理念とその実践という授業をしていますが、半年で 14、

5 回の授業をするなかで、国際理解教育の理念から実践

まで、最終的には学生たちに 30 何時間もの学習プログラ

ムを半年の間で、作ってもらい、学生数 100 名のクラスで、

15～18 のグループを作り、半年でそこまで持っていきます。

たぶん、教育実習では 1 コマ 2 コマの指導案を作ることは、

あるのですが、30 何時間分をあえて 2 ヶ月ぐらいで作れる

か、作ってみようということで、作らせています。そうすると、

いかに構造的に国際理解教育の目標設定ができるか、で

きないか、が問われてきます。1 時間 2 時間ではないです

から、30 何時間分ですから。時間があれば、学生たちが、

どんなプログラムを作っているかということをお見せするこ

とができると思います。過去 3、4 年そういった授業をやっ

てきた中で、様々な授業案が生まれてきています。なかな

か魅力的ですよ。学校の教員に作らせたら、これは絶対に

作れないぞというプログラムを学生たちが作ってきたりしま

す。例えば、これは、先週の授業で、過去こんな指導案を

作った人がいますよといって、紹介したのですけれども、こ

れは 20 ページのうちのわずか 6 ページだけをとってきたも

のですが、こういう目標構造で、30 何時間分もの指導案が

ずらっと書かれています。30 何時間分の授業案の後ろに

は、例えばこれは 26 時間目の授業に使う実際のワークシ

ートですがこのような教材がつけられています。このように、
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トータル 20 ページの報告をわずか 2 ヶ月間で、学生たち 8

人ぐらいで、協力して作っています。このような活動の中で、

見えてきたことをわずか 2 時間でお話しするというのは、大

変なことでありますけれども、できるだけそんなことも織り込

みながら、お話ししたいと思っています。この講演会のな

かで少しワークも入れないというお話もあったので、一つぐ

らいはワークを取り入れ、また他の教材についても、こんな

ものがありますよと、若干ですが、ご紹介させていただけた

らと思います。ここまでが自己紹介です。 

 

 今日は3枚の資料を事前に配布させていただいています。

この資料から、見ていきたいと思います。国際理解教育に

対するこんな質問意見というテーマです。これは、今から2

週間前の10月18日に、先程言いました私の総合演習の授

業で、学生たちに配ったものです。いろんな地域で私も、

セミナーとか、教員向けの研修会だとかをしていて、特に

教員という枠を離れて、国際理解教育についていろいろ

なところでお話しする機会がありますが、これは広島に行

ったときのものです。あのときは、30人から40人ぐらいの人

が国際理解教育に関するセミナーがあるということで、集ま

ってきていました。最初は、皆さんが、どういう問題意識を

持ってセミナーに参加しに来たかを聞き出すことから、セミ

ナーが始まりますので、参加者にいろいろな形で聞き出し

たことをホワイトボードにポイントを書き出したものがこれで

す。キーワード以外にも若干文章を足していますが、こう

いうふうな質問が出ました。もし、今皆さんが、学校に入っ

たりして、国際理解教育を今後やろうとしている、もしくは

国際理解教育って本当にできるのかという議論もされてい

ると聞いていますけれども、例えば皆さんでしたらこういう

質問が出たら、どういうふうに答えるのでしょうか。若干問

題提議を含めて、現場からは、こんな意見も出ていますよ

というところを紹介していきたいと思います。例えば広島の

時の資料を見てみますと、｢今の世界の現状見ていくと、ま

すます格差は拡大し、アフガニスタンやイラクなどで見られ

るような紛争が、より混迷をきわめている。果たして国際理

解教育は、本当に、平和の構築や貧困の解決につながる

のだろうか。｣という質問があります。本当にこれは、直接的

な質問ですね。皆さんはどう考えますか。二つ目は、｢今、

広島では、教育委員会によって、受験指導がますます強

化され、平和教育や人権教育が骨抜きにされている。こん

な状況下で、平和実現につながる真の国際理解教育なん

てどれだけ実施できるのだろうか。｣これはもう教員の叫び

ですね。こういったものが、ポーンと出てきますよね。三つ

目は、｢特に小学校では、英語が重視され、英語＝国際理

解教育という捉え方をしている。先生が多い状況ですが、

はたしてそれでいいのでしょうか。｣なんだかこういう質問が

ボンボン出ると、私なんかワクワクし始めちゃうんですけれ

どもね。はい、四つ目は、｢国際理解教育プログラムの外

部講師として、外国人を学校に招くとき、心がけた方が良

いことは何でしょうか。｣これなんかは、非常に実践的な質

問で、たぶん外語大なんかでも同じかと思いますが、外部

の人が来るとなったとき、プログラムを作る上で心がけた方

がいい点はどうでしょうかという質問ですね。その次、五つ

めは、｢小学校6年生で、途上国の貧困問題を扱ったとき、

日本に生まれてよかったという感想が出ました。これには

どう対応したらいいのでしょうか。｣こういうような感想が出た

瞬間に、この教員は、うーんと考え込んだんですね。生徒

のこのような感想に直面して、自分の授業のやり方はどう

だったんだろうと悩んだのだろうと思います。次は一般的

ですが、｢国際理解教育のテーマや内容として、何を取り

上げたらいいのでしょうか。｣次の質問はいいですよ。｢農

業をやっています。今は、野菜の種は世界各地からやっ

てきます。またそれらの種を交配して新しい種を作ってい

ます。また、地産地消の考えから、伝統的な野菜のニーズ

もあり、昔の種を見つけることにも心がけています。私自身

は国際理解を日々やっていると思うのですが、はたしてど

うでしょうか。｣いいでしょ、これ。この質問を出したのは、教

え子のお母さんなんです。広島に行くと伝えると、教え子

がやってきたときに、そのお母さんも一緒に来て、このよう

に発言したんです。こういう発言が出てくると、そのセミナ

ーは、生き生きとしてきますよね。あのう、国際理解はどうし

たらいいのでしょうかという質問が多いのですが、私のやっ

ていることって国際理解ですかという発言が出ると、大い

にセミナーは生き生きとしてくるんですよね。さて、次、｢地

域で福祉の仕事をしています。地域を眺めると、外国人差

別、障害者差別、被差別、部落問題など、多くの問題があ
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ります。これらの問題と、国際理解の問題との関係をどう捉

えたらいいのでしょうか。｣当然、地域に入れば入るほど、

こういった問題は出てきます。問題解決というところで、つ

まり世界を構造的に読み解くというところで、国際理解をす

るならば、それぞれの地域が抱えている問題と、国際理解

をどう関係づけるのかということは、非常に本質的な問い

ですね、これも。その次、｢ゲームを中心とした参加型の手

法を採用していますが、それらは本当に国際理解が求め

る力の形成に、つながっているのだろうか。｣参加型学習と

していろいろな方法論が導入されて、ここ十年くらい、いろ

いろなところで実践されてきていますが、はたして、そうし

た方法論をやることだけで、力がつくのだろうかという問い

ですね。また、子供達の発達段階に即して、どのように国

際理解教育の目標を設定したらいいかという問いにもつな

がりますね。はい、では次、｢大学で、サークルを作り、ラオ

スでの教育支援活動やっています。将来、こういった分野

にかかわっていくには、どういった仕事があるでしょうか。｣

当然このような質問もでてきました。はい、これらは、広島

のセミナーで次々に出てきた質問の数々です。いいセミナ

ーですね。これだけ質問が出てきたら、その質問に対する

議論をするだけで、2時間半やりました。ですから、ワーク

ショップとか、セミナーとかいう枠を崩してしまって、一つひ

とつの意見に対して、皆さんの意見を交えながら、意見交

換をしながら、｢私はこう思うけど、どうでしょうか。｣というな

かたちで、2時間半議論をしました。そして最後の1時間ぐ

らいで、それを実践するための方法論として、こんな方法

もあるけど、その方法が、すでにした議論に、どういった方

向性を与えてくれるのか、ということを若干確認しました。

約4時間のセミナーでしたけれども、とても充実していまし

た。こういうふうな問いに対してまた、皆さんだったらどう答

えるか、どう考えるかというようなことも大きなテーマだろうと

思います。私は、半期の授業で、最初に、この問題を投げ

かけて、｢皆さん、半年で考えてください。考えながら、プロ

グラムを作ってくださいね。｣というふうに言いました。私は

答えを何も出してませんから、｢こういう問いがあるというこ

とを踏まえながら、プログラムを作ってください。｣ということ

で、質問を投げただけですね。それから下の2つは、ある

中野の小学校に行ったときと、武蔵野の国際交流協会で

出た意見です。これはちょっと昨年度のことなのですが、

学校の先生に頼まれて、日本の小学校2年生に、フィリピ

ンの少数民族の楽器で、竹でできたトンガトンという楽器の

演奏指導をした、あるNGOスタッフの言葉です。｢グループ

に分かれてみんなで協力して、面白い演奏ができたが、ト

ンガトンは、フィリピンの代表楽器という訳ではないので、

小学2年生にとって、これはフィリピン理解ではなく、まだ国

際理解とも言えないのではないかと思うのですが。｣一部

の少数民族の楽器を演奏するという活動で、これは、フィリ

ピン、ひいては国際理解につながるのかという素朴な疑問

なんですけれども、これに対してどう思いますか。そして、

武蔵野では、NGOのスタッフが、｢学校と協力して、小学校

6年生を対象とした6時間の授業を計画しています。アフリ

カ理解を基礎に、難民ゲームを通して、アフリカ難民の置

かれている状況を実感し、子供達が、自分たちができる支

援活動というもの考えるというのが先生からの提案です。

何かこの計画にアドバイス頂けますか。｣これは、学校から

はこういう要望が出てきたけれども、NGOとしてはこれに対

してどう対応していったらいいだろうかという質問ですね。

面白いでしょう。こういう意見がどんどん出るわけです。本

当に現場というのは、今。この現場というのは、必ずしも学

校現場だけではありません。それぞれの立場から国際理

解教育をどういうふうに扱って行ったらいいかという意見が

出てきます。ですから、こういった部分に対して、私たちも、

自分だったらどう答えるのだろう、また、時には、グループ

だったらどう答えるだろう。という視点を持ちながら、やはり

国際理解教育というものを実践的にも、時には理論的にも

とらえていくことが必要だろうという気がします。今日は、こ

こから、本題にいきなり入っていくわけにもいかないので、

少しこういうふうな状況を見据えながら、今後皆さんもこう

いった部分に対して、どういうふうに答えるのかということも

少し念頭に置きながら、若干ワークを交えつつ、私の国際

理解のとらえ方と、今後の実現に向けてこういうことが課題

ではないかということを話させていただけたらと思います。 

  

 それで、最初にちょっとワークだけやった上で、2時間と

ほんのわずかですから、あせるしかないと思います。今、4

つ5つは、やるものを持ってきているんですが、何をやりま
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しょうか。この中で、レヌカの学びをやったことがある人は

ちょっと手をあげて下さい。あらかじめ萩原さんから、連絡

をいただいて、皆さんが今まで文化理解を比較的、外大

生はやってきていると聞きました。ですから、少し文化理解

とは違うワークをやって下さいというお話も来たんですけれ

ども、ただ私からいうと、皆さんがやっている文化理解とい

うのは、どういう文化理解なのかというのが逆にすごく気に

なって、だからあえて文化理解を題材にしたワークショップ

をやることによって、皆さんの文化理解のとらえ方が浮か

び上がると、かえってそのほうがいいかなと思ってます。ほ

かの2つ3つほど、違う視点の教材も持ってきましたので、

それはそれでまた紹介させていただきます。ということでよ

ろしいでしょうか。それでは4，5人で、グループだけ作って

もらって、いざとなれば、3人でもかまいませんので、いくつ

かグループを作ってください。ここ最近、武蔵野市の国際

交流協会では、レヌカの学びは何度もやっているんです

が、ただ皆さんの中ではやられた方は少ないようなので、

やっていきたいと思います。全部で18枚あるので、すべて

開いてください。それではレヌカの学びの説明をします。レ

ヌカと言うのは、ネパールの女性です。そして、ダランと言

う地域で、ろう学校の校長先生を当時していました。年齢

的には30歳ぐらいです。その方がJICAの関係で、日本に1

年間研修で来ます。そして仙台に入ります。仙台に行って

みると、ろう学校の研修の中で、仙台のいろいろなものに

触れていきます。仙台というのはこういう地域かぁとか、仙

台の人々の生活のこういうふうなんだというようなことを、実

際に感じていくんですね。そして自分のものの見方だとか、

考え方だとかいうものが変わってきます。この変化に触れ

た、ある女性、この方は、土橋さんといって、当時小学校の

教員をやっていて、今は、JOCAという、やはりJICA関連の

ところで働いていらっしゃるんですけど、彼女がレヌカと出

会っていると、いろいろな違いが見えてきて、｢これは面白

い。カード化してみよう｣ということで、カードにしたのがこれ

です。ですから、ここに出でいるカードはすべてレヌカのこ

とで、｢私は｣と出てきたら、すべてレヌカのことになります。

そして、ただ、この18枚のカードの中には、レヌカがネパー

ルのダランという地域で思っていたこと・感じていたことの

カードが9枚あります。そして、彼女が仙台に来て、思った

こと・感じたことのカードが同じく9枚あるわけです。ですか

ら、後は、18枚のカードを、みんなで議論しながら、ネパー

ルにいたころのカードなのか、仙台に来てからのカードな

のかを、9枚9枚に分けていってください。ルールは非常に

簡単です。ただ実際やってみると、思うように当たらないと

思います。それではいいですか。やっていただくことは9枚

9枚に分けていただくということです。知っている方はあん

まり情報流さないようによろしくお願いします。では話し合

いを始めてみて下さい。それと、対になっているカードと対

になっていないカードがあります。対になっていないカード

は、どちらかが仙台で、どちらかがネパールのものです。 

 

[グループごとの相談タイム] 

 

山西：では、ここまでにします。実際にやってみると、難し

いでしょ、意外に。これは、ひとつのカードに対して、いろ

んな立場からいろんな意見が出てきますので。また、この

カードゲームができてもう5年ちょっとになりますが、これを

作った土橋さんもそうですし、私もここ何年間で、いろいろ

なところでこのゲームを用いてワークショップをやっていま

すので、もう何万人って数の人がこのゲームをやったこと

になると思いますが、今まで、全問正解は2回だけです。

最初の3年間は、全問正解はずっと出ていませんでした。

たまたま、1年半くらい前に1回と、ちょっと前に1回出ました

けど、たとえ全問正解が出ても、まさしくカードの捉え方が

違いますから、結果が合ったらいいというものでもありませ

ん。それから、これはすべて、｢レヌカは｣という主語になっ

てますから、やっぱり、レヌカにとっては事実であっても、

他者から見たら事実でないということもあります。実際、こ

のカードを通して学べるものというか、何をどう見るかという

ことが重要になってきます。このカードを使ったワークショッ

プのやり方にも、いろいろあります。このカードは、開発教

育のほうで、教材化されたものですけれども、これはすべ

て裏に絵が描いてあります。裏返してみると、それは、ネパ

ールの絵と仙台の絵になっています。裏返して絵合わせ

をしてみたら、間違っているところはすぐに分かる。半分ぐ

らい間違っていたら、もう絵にならないという状態になりま

すね。ちょっとそういうふうな工夫をすることによって、絵合
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わせをやっていって、やっていって、間違ったものが出て、

そこからまた議論をしていくというやり方もあります。ただ全

部のカード1枚ずつ検証しようとすると、合っている、間違

っているということよりは、1枚ずつのカードがどういう意味

を持っているのかということをやるのであれば、あえて絵合

わせをしなくてもできます。これは本当に、簡単に私が、コ

ピーして、ハサミで切ってだけのものです。多分、皆さんも、

このカードを1枚1枚見ていくと、1枚ずつみんなで議論しな

がらやっていたら、2、3時間は簡単に想定できますよね。

ですから、このカードだけで、ワークショップ3時間ぐらい簡

単に作れる、ひとつの教材ですね。それではいくつかのグ

ループだけ、これだけは取り上げてみんなで話し合いたい、

という何枚かのカードを選んでください。 

 

参加者：自信のあるものですか。 

 

山西：いや、というよりも、このカードについて、意見を聞き

たいし、他のグループはどうだったのかということを知りた

いというカードを選んでください。ではこちらのグループは、

夢カードですね。グループではどのように考えたのかとい

うことを少し話してください。 

 

参加者：｢私の夢は、歌手・ダンサーになることよ｣｢私の夢

は、主婦になることなの｣とカードには書かれています。ま

ったく対照的な夢なんですけれども、私たちのグループで

は、主婦になるという夢が、ネパールにいた時の夢と考え

ました。ネパールでは、お手伝いさんを雇えば、主婦ほど

楽な仕事は無いと聞きました。逆に日本の習慣では、お手

伝いさんをいませんから、日本での主婦の仕事は、こんな

ではありません。そして、歌手・ダンサーになる夢について

ですが、この方は、校長先生ですので、そろそろ違うことが

やりたいと思ったのではないかと思いました。日本に来て、

ダンサーという仕事があるんだということを知ったのではな

いでしょうか。こんな綺麗な日本の踊りを踊ってみたいなと

いうような根拠が、あるのではないでしょうか 

 

山西：はい、ありがとうございます。こちらのグループは、主

婦になる夢がネパールでのもの、歌手・ダンサーになる夢

が日本に来てからのものと、分けました。結果としては同じ

分け方になったグループはありますか。こちらの二つのグ

ループは違うということですね。では、こちらのグループは

どういう理由で、歌手・ダンサーになる夢がネパールにい

たときのもので、主婦になる夢が日本に来てからのものだ

と判断したのですか。 

 

参加者：あえて今、主婦になる人はなかなか少ないので、

主婦であることがある意味、理想化してきているという社会

の風潮があると思ったんです。 

 

山西：日本の中で、ですか？ 

 

参加者：はい。それからネパールでは、インドの文化の影

響などで、テレビで踊りなどをやっていて、そういったもの

が身近にあるので、歌手・ダンサーっていいなあと憧れた

りするのではないかと思いました。 

 

山西：はい。では、日本における最近の主婦像から、日本

では主婦になるのが夢で、ネパールでは、そういった映像

的な情報を通じて、歌手・ダンサーになりたいと思ったとい

うことですね。 

 

参加者：ただ、主婦には簡単になれるけど、ここでは、あえ

て｢夢｣って書いてあるので、そういう意味も含めて、ダンサ

ーはネパールにいるときのものではないかと思いました。 

 

山西：はい。分かりました。いかがですか。同じような理由

ですか。全く違いますか。では、少し理由だけ話してくださ

い。 

 

参加者：はい。ここでは、この夢シリーズ 2 つともネパール

にいたときのものにしました。 

 

山西：そうか、そうか。はい。あえて対があると言いましたが、

どれだけ対だとは言っていませんから、これが対ではない

という判断ですね。 
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参加者：このように判断したのは、日本の子供達は、｢夢は

何？｣って聞かれたときに、まず一番最初に出てくるのは、

すごく現実的な職業だったりして、あまり夢として、｢歌手に

なりたい｣だとかいうことを答える子供は少ないんじゃない

かなと思いました。また、｢主婦になりたい｣という子供も、少

ないのではないのかなと思ったので、｢夢｣というのを持つ

のは、ネパールにいた時ではないかと思い、両方ともネパ

ールにしました。 

 

山西：最近の子供達って、｢歌手になりたい｣なんてやはり

言いませんか。私たちの世代は、歌手というのは、夢として

憧れていたのですけれども、最近の子供達は違うんです

かね。ですから、あえて 2 つとも、ネパールのものだと判断

したわけですね。こういうふうなカード1枚だけで、ものすご

く意見が出てきますので、18 枚すべてやっていったら、き

りがありませんね。それでは、このカードを私なりに解説し

ますと、ネパールにおける女性の地位というのは、皆さんも

ご存じのように、カースト制に影響を受けています。彼女も、

｢チェットリー｣という一つの階層に属しています。その階層

においては、女性は結婚すると、必ず家に入る。仕事は続

けられないということが決まっています。だから彼女は結婚

すると、全部仕事はやめなければいけないということで、ず

っとネパールで仕事をしてきた。それで、校長先生もやっ

ていたわけです。彼女が日本に来たときに、日本にそうい

う約束ごとがあるかというと、無い。そして、家事を見ると、

電化製品がある。男性は厨房に入る。なんと楽で楽しい仕

事。そして自分の仕事も、同時に続けられる。となると、｢あ

あ、主婦になったら･･･｣という思いが、日本に来て初めて、

彼女の中に芽生えたわけです。ですから、ネパールでは

｢結婚しない。主婦になれない。｣という思いがずっとあるの

で、今でも、ネパールに戻られてからも、結婚はしていませ

ん。それで、小さい頃から、｢歌手になりたい。歌手になり

たい。｣という夢を持っていて、今もその夢を持っています。

ですから、階層と女性の仕事というところがポイントでした。

なので、このグループ以外は、全部間違いということです

ね。 

 

参加者：これ、でも、｢夢は主婦になることなの｣っていうの

は、むしろ｢日本で結婚することなの｣ということなのではな

いでしょうか。 

 

山西：主婦になることもすごくいいことだなという思いが、生

まれたということでしょう。それを彼女は｢夢｣という言葉で、

表現したわけです。はい、では次に行きます。あまりやって

いると、これだけになってしまって、怒られそうですから。何

か、ぜひとも、このカードはというのありますか。 

 

参加者：はい。 

 

山西：はい、どうぞ。 

 

参加者：｢ろう学校の子供達は、制服を着る子も着ない子

もいる｣ 

 

山西：制服ですね。これはいろんな地域によってかなり差

異はあります。正直言うと、これは、彼女が出会ってきたろ

う学校においてどうだったのかということです。たぶん皆さ

んも感じているかもしれませんが、途上国は制服をそろえ

ようとする傾向が非常に強いです。それは、健康的な面、

つまり衛生的なこともそうなんですが、やはり全員が自由

にしていくと、なかなか洋服をそろえられないというところが

あります。規制の色と形をそろえあとは各自でそろえること

が多いです。ここでも、基本的に、紺色っぽいズボンとスカ

ートで、上が白となっていますが、紺とグレーが交錯してい

るような感じですね。そういうところで、ネパールのろう学校

は、制服を必ずそろえる。ただ、彼女が出会った、仙台の

ろう学校では、それがない。ですから、制服をそろえるとい

うのが、ネパールカードですね。はい、ほかに。石川さんの

ところ、何かありませんか。 

 

参加者：｢子供達は、よく遅刻をします｣というカードと、｢め

ったに遅刻をしません｣というカードなんですけれども。 

 

山西：これも、わりとカードが重なっているというか、つなが

っているカードが結構ありますね。まず向うでの、朝の子供

達の生活というものを考えなくてはなりません。これ結構忙
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しいわけですね。まず朝食の準備。そのために水を汲み

に行ったりだとか、いろんな作業を子供達がしています。こ

の地域は、二食文化なんです。だから三食とらない。そう

すると、まず朝食を食べないと何が起きるかというと、学校

が終わるまで何も食べられない。だから必ず朝食を食べよ

うとします。食事の準備とか、子供達は沢山仕事をします

から、きちっと食べるためには、どうしても時間が遅くなっ

てしまって、遅刻しがちになってしまうんですね。日本では、

朝食を取らなくても、給食があるので、なんとか大丈夫な

んですが、ネパールではそういうわけにはいきません。で

すから、遅刻をしがちなのがネパールであるということです。

逆に、めったに遅刻をしないというのが、日本です。それと

の関連で、｢朝食を必ず取る。｣というのがネパールのカー

ドであるし、ほかのカードも同じようにわかってきますね。は

い、他に。 

 

参加者：｢野菜を…｣ 

 

山西：ああ、これは難しいですね。｢よく選んで買う｣というと

ころから、何を想像するかということですね。これは多分、

日本語教室なんかをやっていくと、こういうちょっとした言

葉がどういう風に解釈されるかによって、内容が変わってく

るということがよくありますよね。ここでも｢よく選ぶ｣という言

葉を、その人がどう捉えているのかで、違いが浮かび上が

ってくるんですね。おそらく、グループによっても、｢よく選

んで｣の意味に、｢一つ一つ野菜を選んで調べる｣っていう

意味と、｢ラベルを見て、生産者を見て、生産地を見て、賞

味期限を見て｣という意味をあてたところがあるかもしれま

せん。だから、レヌカがどういう意味で、｢よく｣を使っている

かということですね。彼女はやはり、ネパールでは、一つ一

つ野菜を手にとって、痛んでいないか確かめていました。

ですから、｢一つ一つ手にとって｣という意味で、｢よく｣を使

っています。ところが、仙台に来て、スーパーに行くと、野

菜はすべてパックに詰められていて、一つ一つ自由に選

べない。というので、土橋さんに電話して、｢野菜が選べな

いんです｣といったことから、このカードが出来上がりました。

ですから、｢野菜をよく選んで買う｣というのがネパールカー

ドです。私たちが使う｢よく選ぶ｣には、意味がいろいろあり

ますから、この｢よく選ぶ｣を、レヌカはどう捉えているかが

問題でした。あと他に。大体行きましたか。はい、どうぞ。 

 

参加者：｢おもちゃは…｣ 

 

山西：これも面白い問題ですね。｢手作り｣といったら、何を

想像するか。私たちが、｢手作り｣と聞いたら、すぐに｢あっ

ネパールだ｣って行きますよね。ところが、あそこではお土

産くらいしかなくて、市場では、中国から入ってきたおもち

ゃだけなんですよね。ですが、仙台に来て、おもちゃのキ

ットを見つけて、｢あっ手作りのおもちゃだ｣と思ったんです

ね。だから、｢手作り｣というのは、そういう意味なんです。こ

こでも｢よく｣同様、｢手作り｣という言葉を、レヌカがどう捉え

ているかでした。他に、よく間違えカードとして、｢ご飯を食

べる前に、必ず手を洗う｣というカードがあります。｢手を洗

う｣カードは、ネパールカードです。なぜでしょう。 

 

参加者：手でご飯を食べるから… 

 

山西：そうですね。手で食べるからです。この手食文化の

人たちは、必ず洗いますね。ですから、彼女のように、スプ

ーンやお箸を使う場合は、手を洗う必要はないではないか

と思うわけですね。ただ、食べ終わってから洗うということ

はします。あとは、家庭に関するカードですが、｢軽い風邪

なら必ず休む｣というのはネパールカードです。これは、現

地に十分に薬がないということで、特に学校に勤めていま

すから、無理をすると子供たちにうつしてしまうということが

あって、やはり休まなくてはならないんですね。日本でした

ら、簡単に薬を飲んで、熱を冷ましてで終わってしまいま

すが、ネパールは、そうではないということです。あと、｢異

文化交流｣は、これはもう、日本のろう学校の場合、他の学

校と同じように、年齢ごとにクラスが分かれていますから、

異年齢ということはありません。｢食事を配る｣というのは、

給食のことで、先程もありましたね。｢遅寝遅起き｣は、日本

ですね。大体、想像がつきますね。これで、すべてですか

ね。 

 

参加者：｢遅寝遅起き｣は日本ですか。 
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山西：どれですか。｢遅寝遅起き｣ですか。それはもう、向こ

うは朝起きるのは早いです。向こうは、大体 4 時、5 時くら

いには起きています。そして、7 時くらいには寝ます。それ

で、ネパールの人は、地域によってだいぶ違いますけれど

も、6 時頃に仕事を終えると、夜他にやることがないんです

よ。なので、7 時頃には、｢あっもう寝よう｣ということになるん

です。それから、4 時半くらいに起きだして、まだ真っ暗な

中、外に出て行くと、ネパールの日の出が見られるんです

よね。最高でしたよ。周りの山々が光を受けて、色を変え

ていく、あの瞬間。もう、最高の瞬間が見られるわけですか

ら、みんな早起きするのです。それで、5 時くらいから活動

を徐々に始めていくという感じです。ですから、本当に朝

は早いですね。はい、そんな感じです。いかがでしょうか、

やってみて。1 枚も間違えなかったというところありますか。

3 枚ですか。はい、2 枚ですか。惜しいですね。そして、そ

ちらのチームは… 

 

参加者：8 枚です。 

 

山西：8 枚ですね。もう、大いに間違えてください。これ、ど

うですか。レヌカの学びというのは、まさしくレヌカの日本・

仙台での学びというか、気づきというものから、発展したも

のですが、面白いでしょう。そして、これから何を伝えたい

のか、私たちが何を学べるのかということになりますが、い

かがでしょう。ちょっとここは、皆さんなりに、このカード、教

材が何に使われようとしているか。また、皆さんが何を学べ

るか。 

 

参加者：私たちはやはり、日本人の視点で生きているので、

ネパールの人だったらどうなるのかという、そういう視点を

養うことができると思います。 

 

山西：少し異なる視点。ネパールだったらどうなんだろうと

いうことで、あえて違う視点から、状況の捉え方を見るとい

うことですね。 

 

参加者：同じ言葉でも、受け取り方によって、かなり意味が

違ってきますよね。｢よく選ぶ｣とは何か。｢遅寝遅起き｣とは

何か。同じ言葉で話していると思いながら、実は違う言葉

で話していたという… 

 

山西：学校現場の方々は、みんな苦労しているわけですよ

ね。外国籍の保護者たちに、言葉を伝えたんだけど、本

当にその言葉がどのように伝わっているか。現場では、こ

の問題っていうのはすごくありますよね。ですから、そうい

ったことに気づけるきっかけにもなりますよね。はい、他に

どうでしょう。遠慮なく。 

 

参加者：私が面白いなと思ったのは、｢私の夢は主婦にな

ることだ｣というカードで、やはり、｢主婦｣っていうと日本だと、

家庭に閉じこもっていて…という少しネガティブなイメージ

がありますが、ネパールでの主婦を踏まえて、日本の主婦

を見ると… 

 

山西：やはり、違う視点から私たちの生活を見てみると、そ

の違う部分が見えてくるということですね。先程お答えいた

だいたような意見と重なる意見ですね。他にどうでしょう。 

 

参加者：我々、そもそもネパールの習慣そのものを知らな

いということもありまして、それを知ると言うことだけでも十

分意味があると思います。 

 

山西：実際ネパールというのがどういう生活をしているのか

なかなかわからないですね。そしてここで注意してほしい

のが、もう皆さん気付いていると思いますが、主語がレヌカ

であるということです。これはレヌカです。ネパールカード

ではないです。あくまでレヌカという女性がどう思っている

かというメッセージです。これを学校でやると、｢これでネパ

ールのことがわかりましたね｣と、先生が時として言います。

つまり、国際理解教育・文化理解をやるときに、一つの特

定の文化を取り上げて、｢これが○○の文化です｣という形

で解説してしまうケースがあまりにも多いです。確かに｢国｣

という単位で文化を捉えられることもありますけど、そうでな

いことも多いです。これは一般的なネパールの人の考えで

はありません。ネパールの人を 10 人連れてきたら違うカー

ドができるでしょう。 
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参加者：じゃあ、具体的にどう紹介したら良いのでしょう。 

 

山西：レヌカを通して見えてくる彼女の文化というのはどん

なだろう、という風に紹介したらどうでしょうか。ただその中

に彼女の女性という性や、住んでいる地域や、身分などが

全部交錯しているのが彼女の文化でしょう。 

 

参加者：じゃあ｢個人｣という視点で… 

 

山西：個人の背景にある文化を丁寧に見ていくしかない。

国という簡単な単位でものをとらえてしまうと、そうじゃない

ケースが山のようにあるからです。ちょっと例で、仙台であ

る高校の英語の先生が行ったある実践は、レヌカの学び

をどう生かすかということで、そのときに ALT として仙台に

いた南アフリカの先生が 3 人いたんです。それで、その先

生 3 人にカードを書いてもらいます。その 3 人から浮かび

上がる南アフリカの姿には、重なるところもあれば重ならな

いところもあります。そしてまた 3 人の視点から浮かび上が

る仙台の姿もあります。3 人のカードが交錯したときの学び

はどんなに構造的に広がることでしょう。そういう視点は文

化をとらえるときにとても大切です。それが私たちはあまり

に国単位でとらえてしまって、例えば私たちは外国人講師

を招いてその人がネパール人かブラジル人かというところ

に簡単にのってしまいがちですが、そういったステレオタイ

プ化された視点を崩そう、というのが、このゲームを作った

土橋さんの提案です。このカードは、永続的に教材化でき

るのです。私の演習でも 2 ヶ月前に、鹿児島出身の学生

が、鹿児島にいたとき自分との東京に来てからの自分の

視点をカード化して実践にのぞみました。つまり人間という

のは常に移動しながら、そしてそこでいろんな文化に出会

いながら、新しい発見ができるのです。ですからこのレヌカ

の学びを、これにこだわることなく、皆さんも｢○○の学び｣

として自分や出会った人たちの視点を教材化できるので

す。そして当事者として語れる実践にもっていったらいいと

思います。特に東京外大の人たちなんかはありとあらゆる

要素を持っています。十分教材化できる。 

 

参加者：日本人同士でもおもしろいですね。 

山西：これを実践の 1 週間前ぐらいに先生に｢やっておい

てください｣と提示します。1 週間後に留学生が実践に行く

と、どんなに子どもたちは内容を聞きたくてたまらないこと

でしょう。すごくいい授業への入り方ができる。今早稲田で

もこのような実践をしています。そうすることによって、子ど

もたちが今何を聞きたいのかということが次々イメージでき

ます。そういう形で使ってもいいですし、逆に日本語教室

の中でも、今日本語を様々な国籍や文化や意見を持つ人

たちが学んでいる中で、これを使ってもいいと思います。

18 枚でなくても、3 枚 4 枚ずつでいいわけです。それで、

かつて自分はこう思っていたけど今武蔵野に住んで自分

はこういうことを思っているんです、ということをカードを通

してお互いに情報交換するだけで、新しい関係が生まれ

るわけです。それに使っていただきたい。そのためのカー

ドです。ですからこのカードがなぜおもしろいかというと、

自由に作られるし誰でも作られる、そういうものです。 

 

参加者：1 つのステレオタイプにずれていくことを逆にうまく

利用して、話し合いながら同時にレヌカの人柄なんかも想

像できるな、という印象を受けました。ステレオタイプを使

って個人を位置づけると言う作業を皆さんしていたんでは

ないかなと思います。 

 

山西：はい。だから文化というのはある種の枠があって、文

化に全く共通性がないわけではない。それを人間を通して、

人間の中にある、ということをやっていかないと、今までの

国際理解教育は個人を横置いてしまっていて文化を教え

ること・国を知ることを目的化してしまっています。で、国を

知ったらどうなるの、文化を知ったらどうなるの、ということ

が見えないまま、文化を知ればそれが国際理解教育の目

的だ、ととらえられてしまうことが時としてあるのです。そう

すると、文化を知って、世界には多様な文化がありますね、

と知ることがどう繋がっていくか、その方向性がない国際理

解教育では国際理解教育に値しないと私は言い切りたい。

しかしそうではなく、そこからどう発展していくのかを考える

ときに、人間と文化の関係や、人間が文化を作り出すプロ

セスを考え、更に文化を時には変容させながら新しい文化、

新しい関係づくりにもっていくこと、そこに国際理解教育の
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狙いがあるのです。そこにもっていくためには、もっと丁寧

に個と文化の関係を見ておかなければなりません。 

 

参加者：例えば、｢私は朝ごはんを食べないこともある｣と

｢私は朝ごはんをちゃんと食べる｣は全く別の人格みたい

に思えますが、同じ人ですよね。状況が変わったことによ

って自分の行動パターンが変わることがありますね。逆に

状況が変わっても、自分の信条で食べ続けるあるいは食

べないということもある。そういうことから、自分がどれだけ

の深さでそれを信条として持っているか、状況に合わせる

程度でしかないのか、ということが、レヌカ自身が自分を振

り返ったときに、これは自分にとって重要だけどこれはそう

でもない、といったことがアイデンティティの検証に使える

のではないかと思いました。 

 

山西：そうですね。当然人間の中にはいろんな文化性が

重層的に重なり合っています。更にそれが静態的にでは

なく動態的に、常に文化が人間の中で動いています。だ

からそれが地域によって、状況によって、いろんなものが

出たり出なかったりします。また文化というのは内部だけで

生成されるのではなく、外とのかかわりのなかで形成される

わけです。自然環境が変われば文化は変わる、同じように

社会状況が変われば文化も変わる。そういうことを常に人

間から見ていく、という視点です。私なんかそういう見方を

すると、文化というのは非常に動的であると思いますし、静

的に文化をみるよりはもっともっと動的に文化を見ていこう

というメッセージを投げていますし、あと、人間ておもしろい

よというメッセージを出したいですね。だってこれ、皆さん

全員が、レヌカの学びを作ろうと思えば作れるわけでしょ。

いろんな生活のなかで感じた部分を。そういった、人間一

人ひとりの中に非常に重なり合う文化性を持っている人間

という存在がいかにおもしろい存在か、そこに気付いてい

くと、やはり国際理解というのはそこなんです。その人間と

いうものを少しでも理解しよう、というメッセージのなかで、

そしてその人間と人間がもっと関係を築いていくこと、そし

てそれがさらに広がっていくということにおいて、国際理解

教育のいう平和な文化をどう作っていくかということに繋が

ってくるわけです。だから、人間を見ずに国際理解教育に

関わるなんてとんでもないというのが私の意見です。そうい

った部分から国際理解教育は見ていかなければならない、

という一つのメッセージを出しています。去年一昨年武蔵

野市の国際交流協会で教員セミナーをやったときも、この

レヌカの学びを使って留学生と一緒に 3 時間半ぐらいワー

クショップをやりました。それもおもしろくて、最初に留学生

の人たちに座ってもらって、教員たちはいろいろ質問をす

るわけですが、教員たちが何を聞きだせるかというところで

これまた教員の力量や視点が加わるわけです。問われる

側にいる人間て、本当は自分はこういうことを言いたいん

だけどなかなか聞いてくれないというところがあって、しば

らく置いてから今度は自分から説明をしてもらいました。そ

の関係が強く表れて、人間てどういう聞き方をすると相手

が自分の言いたいことを表現できるのか、そのプロセスが

おもしろいわけですね。だからこの教材が提供してくれる

プロセスがすごくおもしろいわけであって、そんなことから、

ひとつの教材をつくるということにも、そういったことが見え

てくる場合もあるのです。自分が相手を見るときにどういう

視点で見ようとしているかということと、それを集団でやるこ

とで、この人はこういう視点で見ているんだ、ということが見

えてきます。他にレヌカの学びについて何かありますか。 

 

参加者：いろんなカードを作るということに胸を膨らませて

いるんですけど、その人が本当に伝えたいことをカードに

しなきゃいけないな、と思いました。 

 

山西：それはちょっと違うと思います。というか、違うという

わけではないんですけれど、こちらも留学生に聞きたいこ

とというのはあるわけです。それで、｢え、こんなこと聞く

の？！｣ということで、留学生も新しいものを得られることが

あるのです。 

 

参加者：あー、なるほど。 

 

山西：だからあんまり遠慮しないで、こちら側も自分を出さ

ないと、留学生も自分が何を表現したらいいのかがあまり

見えていないケースがあるんですね。留学生で、何回何

十回と実践をしているような人だと、ある国をこういう風に
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紹介したらこういうふうになるというプロセスが全て見えてし

まっていて、決してそれが全て悪いというわけではないの

ですが、やはりもう少し違った入り方があるかと思います。

そういうところで、ひとつの課題性・共同性のなかに入って

そこで自由に意見を出し合いながら、そこからその人が何

を出してくるのか、というやりかたをすると、非常におもしろ

いと思います。｢部屋の四隅｣という活動をご存知ですか。

四つの隅にわかれていろんな意見を交換するものなので

すが、前にやったときも、中学生と留学生が一緒になって

一斉にわかれると、最初は留学生はこうで日本人はこう、と

いうような言いかたをするんですが、段々それが崩れて、こ

の留学生は僕と同じ、この留学生は違う、などという意見が

出てきます。それがばらばらになることで、また留学生の差

異性が浮かび上がってきて、留学生同士も意見の違いを

感じたりして、すごくおもしろいですね。ひとつの枠のなか

でステレオタイプ化された文化理解や国際理解というのは、

それを崩しながらやっていくということが大切だと思います。

そういうときに常に一人ひとりの人間の不可思議さに気付

き、またそういった人間が社会状況のなかで変わっていく

プロセスについてもきちんととらえていこうということですね。

新しい関係性が生まれていくというのは、非常に素朴なこ

となのですが、なかなか今まで学校教育でそういう素朴な

ことが伝わっていませんでした。 

 

参加者：今の話で、例えば｢レヌカの学び｣で、根底にある

ものが｢文化と個人｣ということになると、なぜ外国の文化で

なければいけないのか、なぜ留学生じゃなければいけな

いのか、という問題になると思います。実際、外大の国際

理解教育にたいする学生の考えというのは、留学生が実

際に大事だというものだと思うんですが、こういった根源性

を突き詰めてしまうと、別に留学生じゃなくてもいいじゃな

いか、と思えてきます。そこのところはどうお考えですか。 

山西：だからそれは先ほどから言っているように、異なる文

化性があることによって、他文化・自文化という概念のもと

に、他文化を見ることによって自文化を浮かび上がらせる

ことができます。海外には異なる文化があってそれにはい

くらでも出会っていけるし、そして今地域のなかでそういう

人たちが生活しているということであるならば、そこに出会

っていくプロセスを作っていくことは、外大にとってすごく

大切なことだと思います。それぞれがリソースをもっていま

すから、時には NGO は NGO で、地域で違う活動をやって

いるところは違うリソースを持っていますし、民族問題を扱

っているところもあったりして、それぞれがそのリソースをど

ういい意味で活用して自文化と他文化の関係を作りだして

いくか、そういうときにも他文化を他文化としてとらえるので

はなくて自文化との関連のなかでどう伝えていけるか、自

分は他文化とであったことでこれからどう生きていったらい

いのかという、理解を通して自文化を作っていくプロセス、

そこに持っていってこそ国際理解教育が単に知識理解で

はなく問題解決になるのです。そこにもっていけないと、単

に自文化と他文化のなかで相対的にとらえてしまう、文化

相対主義になります。それぞれを見るときに文化相対主義

はときには必要ですが、その次の段階にいかないと、なか

なか国際理解教育は難しいです。 

 

参加者：｢自文化｣というのは｢マイカルチャー｣ですか、そ

れとも｢アワーカルチャー｣ですか。 

 

山西：私のとらえかたでは、文化は必ず集団性を持ってい

ます。文化は個人的な価値観ということではありませんが、

常に、それは人間の中に交錯的に入っていきます。いわ

ゆる｢アワー｣が作り出した文化が人間の中に入ってくるわ

けですね。 

 

参加者：そのように多層的になってきたら、いわゆる独自

のカルチャー、｢マイカルチャー｣が… 

 

山西：例えば｢東京外大｣というひとつの大学の文化性があ

る。早稲田だったら早稲田文化。女性にはジェンダーとい

う文化がある。 

 

参加者：それははっきりと存在しているのですか、それとも

幻想としてあるのですか。 

 

山西：それを幻想と言うか文化と言うか、文化の基準という

のは非常に難しいものです。だからそれは、文化というも
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のを皆さんがどういう風にとらえるかです。これだけ国際理

解教育で｢文化、文化｣と言っているときに、皆さんは文化

をどういう風にとらえているのか、とらえていこうとしている

のか。それが常に問われるわけです。文化というのは一枚

岩的に、これが私の文化です、と果たして言い切れるのか

どうなのか。文化はそんな単純なものではないということだ

けは、私は皆さんに理解してほしいと思います。 

 

参加者：今 1 時間ちょっとの間話を聞いていて、度肝を抜

かれたというか、そんなわかりやすいことなのに、どうして

学校現場では国紹介をすることを期待され、さらには｢金

髪で色の白い人｣が求められてしまうのでしょうか。 

 

山西：ここらへんは、正直言うと、私がひとつの答をもって

いるわけでもないし、皆さんは、なぜ今学校教育の現場で

はそういった文化理解が一般化されてしまったのか、という

ことをどうとらえるか。人それぞれいろんな言い方をしてい

る人もいます。ある人は、私も若干つながっていますが、

今の学校教育では比較的ものごとを判断することを避ける

傾向にある、といいます。私がさっきから言っているように、

文化を理解するということにとどまらずさらにそこからもう一

歩踏み出していく、つまり、国際理解教育はひと言で言うと

平和な文化を作る、という方向性で私は語っています。だ

から文化を作り出すことが目的です。20 世紀、私たちは戦

争と暴力の文化を作り出してきた。そうではなくて、もし文

化というものを人間が作り出すならば、改めて平和な文化

を作ろう、というメッセージを出しています。だから文化は

人間が作り出すものなんですね。それで、もし人間が文化

を作り出そうとすると、文化というのはある種の価値性を持

っています。そうすると、特に価値というものを選択したり判

断して、それを平和な文化にするためには、ときにはさっき

言った伝統的な自文化も、ここでもう一度吟味しながら、そ

してその他者との関わりのなかで平和というものを作り出そ

う、という方向性があるわけです。これはすごい作業です。

ところが、学校教育の中で、ものごとを判断しながら新しい

ものをつくるというプロセスというのが、なかなか根付いて

いません。文化相対主義は、学校にとって楽なのです。

｢世界には多様な文化があります。それらを理解しましょう。

わかりましたか｣。こういうふうになってはいけないのです。

ここでは、教員も生徒も、判断ということを行っていません。

そういうふうにしてしまうと、今地域のなかで日本語で日本

語を学んでいる人たちを含めて、地域のなかでの問題は、

自分のアイデンティティ・言語・文化をどうするか、重層的

な生き方のなかで自分はどのような文化を持って生きてい

こう、という問題です。例えば在日コリアン 1 世 2 世、3 世 4

世、5 世まで今います。そのなかで自分たちは文化をどう

するのか、というすごい議論をしているのです。ただ単に

文化相対主義で、多様だからいいとか、そんなひとことで

は通用しません。 

 

参加者：そうおっしゃいますが、自分の中にも多層な、いろ

いろな文化があって、例えば日本語にしても漢字がいっ

ぱい入っていたりしますよね。そういうのを実感して、自分

が慣れ親しんでいる文化にすごく多様性があって、自分が

とてもひとことで言えない存在だっていうことを感じたほうが

国際理解に通じると思います。 

 

山西：そのことと、今新しい環境にいるときに、集団とのつ

ながりのなかで自文化そのものがまた変容していくわけで

すよね。そのときに、自分が大切にしていく文化っていうの

は何か、という選択があるわけです。そこが判断のプロセス

です。私が敢えて動的という言葉を使ったのは、本来はこ

のような問題解決型の教育活動であるというのが、国際理

解教育の基本的なとらえかたですからそのように考えてい

かなければなりません。 

 

参加者：動的なもの、相対化をしながら自文化をとらえて

いく、とおっしゃいましたが、そうすると、今の日本の教育

は画一的というか、方向性は逆といえるのでしょうか。 

 

山西：逆というか、本来今の社会状況のなかでもし平和で

ない状態があるならば少しでも平和な状態を作るための教

育や学びは何か、というところでしか視点を置いていませ

ん。そのための教育を作り出すわけですから、学校教育が

全て逆の方向にいっているというわけではありません。学

校教育もいろんなことをやっています。ただそういうなかで、
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自分たちが大切にしたい教育は何なのか、ということを常

に考えていかなければならない。そこが基本です。それだ

けはぶらせたくないのです。それをやっていくなかで、全

て学校がそうなるのか、NGO の教育活動はどうなるのか、

というのはその軸を中心に見ていったらいいと思います。

今の状態との対比のなかで二元論的に語るのではなく、き

ちんとした教育のあり様というのをしっかりと見定めていこう

ということです。 

 

参加者：この活動をすることによって、ネパールに対する

意識だとかネパール人にたいするイメージを植え付けてし

まうんではないかと思うのですが。 

 

山西：そうです。全て文化理解のための教材というのは、

固定的な文化やまたやりかたによっては違う文化を与える

教材にもなりえます。さっきも言ったように、｢これで新しい

ネパールが見えましたね｣と言ってしまえばそれでおしま

いです。だから、教材を作ってからも、作り手の意識と教材

とが離れないようにしなければなりません。 

 

参加者：このようなことは私たち自身の中でも薄れてしまう

と思うのですが、どのように子どもたちなり実践に携わる人

たちに植え付けていったらいいのでしょうか。 

 

山西：自文化との関わりのなかでどうとらえるか、ということ

ですね。大事なのは振り返りです。｢おもしろかったね｣で

終わると、教材としてそこまでです。だから振り返りのときに、

これが自分にとってどんな意味があるのか、またこれから

自分が教育活動に関わるときに自分をどう生かしていこう

とするのか、そのプロセスがとても大切です。そこを、個人

と、他者との共有のなかで振り返っていって、じゃあ自分た

ちが外大の人たちと一緒に教材なり実践を作るならばどう

いうふうにしていったらいいだろうと、具体的に丁寧に一つ

ひとつ落としていけばいいと思います。 

 

参加者：そう考えると、外大生にできることっていうのはきっ

かけであって、普通に教育現場に入っている教員がそうい

う仕掛けを作っていくということですか。 

山西：いえ、それはもう外大生が外大生としていろんなこと

をやっていくのは可能です。私の今年のゼミでも 50 数人

が皆でこういう議論をしながら教材作りをしています。教材

だけでいくつ出てくるかわかりません。教材をつくるというこ

とは、実践を行いながらやるわけです。そういった形で、自

分たちがどういう教材を作れるかということを1 年ないしは2

年 3 年かけながらやっています。そういうことは学生だから

できることです。 

 

参加者：学生と実践との関係に関して、先ほどの方は忘れ

てしまうという言い方をしましたけれど、国際理解教育を外

大としてやっていく上でのある種の壁と感じることは、私た

ちの場合は頑張っても多くて年に 3、4 回しかできません。 

 

山西：それは一つの学校でということですか。 

 

参加者：そうです。例えば他の教科で、算数なら計算をな

んどもなんどもやって覚えるし漢字もなんども書いて覚えま

すが、それに対して国際理解教育は、外大だけでもひと

月ふた月空いて 1 回ということですから、その間子どもたち

はきれいに忘れてしまうといいますか。だから、カリキュラム

としてできあがっている教科に比して国際理解教育は、そ

のポテンシャルがあるにも関わらず、現実の現場の学校で

それが十分生きてないと思うのですが、そこはどうお考え

ですか。 

 

山西：それはひとつには学校の受け入れ方、それから学

校と外大がどういう関係性を持って実践に対する協力関

係を作っていくか、ということだと思います。当然、総合的

な学習が入ったということによってかなり積極的に年間何

十時間と国際理解教育のカリキュラムを作り、外部からも

いろんな人間が参加し、全体を作っている学校もあります。

135 時間という総合的な学習の時間を今は持っているわけ

ですから、その時間の中で小・中学校、時には高校とどう

関わっていくかですね。ですから私は、東京外大がただ単

に 3 回実践を行ったら国際理解教育の授業が 3 回、という

ことは普通はありえないと思います。学校が受け入れると

いうことは、学校はそれなりの体制を作るし、また外大が関
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わるときには、3 回ぽっきりの授業だったら私は断ったほう

がいいぐらいに思っています。そんな中途半端な関わりか

たは学校にとってもよくないし子どもにとってもよくない。地

域のリソースを使うということは、学校に対してもどういうふう

に使うかということで教員の力が問われますから、｢誰かが

やってくれるから私たちは何もやらないですむ｣というやり

かたがもし実践としてあるならば、私はやらない方がいいと

思います。そんなことをやっていたらいつになっても学校

の力も教員の力もつきません。子どもたちにとってもバラバ

ラなやりかたをしている。そういうところで、やればいいとい

うわけではなくて、今後どういうつながりを作っていくか、と

いうなかで実践があるわけですから、そこだけは注意してく

ださい。 

 

参加者：難しい議論はよく分からないんですが、先生の考

えている国際理解教育というのは、こういうものだという形

があると思うのですが、それが成功して子どもが変わった

場合、最終的に日本社会はどう変わるのですか。 

 

山西：ひとことで言えば、平和な社会になります。 

 

参加者：すみません、先生のお使いになる｢平和｣の定義

を知りたいのですが。 

 

山西：国際理解教育は平和なくては語れないし、国際理

解教育の歴史のなかには常に平和という言葉が出されま

す。前回のときには｢共生｣という言葉がでていましたね。

それらには必ず基本理念があるのです。それを皆さんが

どうとらえていくかってことは絶対に問われます。｢平和｣の

定義は難しいですが、対立する概念との関係で｢平和｣を

定義するということはあります。かつては｢平和｣に対立する

概念が｢戦争｣でしたので、｢平和｣とは戦争のない社会で

す。ところが｢平和｣と｢戦争｣をそのように対比して｢平和｣を

｢戦争のない社会｣と定義しても、今日本のなかには戦争

はないけど平和ではありませんね。60 年代後半はそこに

｢暴力｣という言葉を使いました。｢平和｣と｢暴力｣の対比で

す。暴力のない状態が｢平和｣であるというのは国際的にも

すごく説得力があります。この｢暴力｣にもいろいろな種類

があります。｢直接的暴力｣と｢間接的暴力｣です。｢直接的

暴力｣は直接的なもので、これはまた戦争にもつながりま

す。問題なのは｢間接的暴力｣のほうで、これは｢構造的暴

力｣という言葉で説明されています。つまり、南北の構造・

差別構造、社会構造などの構造が作り出す暴力的な状態

が平和でない、そうならばその｢構造的暴力｣をどう解決で

きるか、ということが、これからの｢平和｣を語るうえで非常に

大切です。このとらえかたは的を得ていると思います。開

発教育はまさにここに重点を置いています。たとえば貧困

というのも構造が作り出しています。それを構造的にとらえ

ていきながらいかに構造的暴力をなくしていくか、さらには

直接的暴力をなくしていくか、というところに｢平和｣がある

と思います。国際理解教育を若干構造的にとらえようとす

るとき、まず文化のなかに構造性があるのです。歴史的に

作り出された文化のなかには構造的に作り出されたものが

たくさんあります。だから、文化を全て尊重しなければいけ

ないと言いだしたらすごいことになって、文化が全て正し

いかといったら必ずしもそうではないケースがあるのです。

とは言ってもそれは他者が通っていくところであって、自分

たちは自文化をとらえ直すなかでそれをどう変容させてい

くかというプロセス、それが文化を国際理解教育において

扱うときの非常に大きなテーマです。 

 

参加者：構造的な暴力に関わっている人もあるいは平和

に関わっている人も、おそらく自分たちはそういう意識をし

てないと思います。 

 

山西：まさしくそこが、この教育活動が求めているところで

す。 

 

参加者：それで、この教育活動をすることによって、自分の

考えが覆されたり… 

 

山西：何気なく思っていることをもう一度とらえなおしていく、

その構造的な視点を持っていると、では自分にとっては、

という意識化のプロセスがこの教育活動にとってはとても

大事です。 
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参加者：構造的な文化化とおっしゃいますが、自分の意識

が覆されたときに自分が認められない部分も当然あると思

います。 

 

山西：当然ありますね。さっき言った開発教育ではまさしく

そうです。南北問題という問題が出されたときに、それが例

えば途上国の問題である限りはそれでよかったのです。そ

のときは途上国理解ということだけですんでいたのです。と

ころが、南北における構造的な問題の中でその貧困が日

本の豊かさにやってくると、自分のライフスタイルや日本の

豊かさが問われることになります。それはすごくしんどいの

です。だけどこれを問わない限り問題解決に至らないとい

うところで、開発教育は 20 数年間その問題をどう扱うか、と

やってきたわけです。 

 

参加者：そのしんどいプロセスをどう乗り越えていくかという

のはとても大きな課題だと思います。 

 

山西：まあしかし、関わっている人間にとってみると、外か

らみるとしんどそうかもしれないけれど、関わっていくなか

で人間が変わり他者との関係が変わり地域社会が徐々に

変わっていくならば、こんなに楽しいことはないわけで、非

常に創造的なプロセスだと思います。私なんか 20 数年や

っていますが、しんどいとは思いません。自分が関わること

によって状況が変わるならばこんなに嬉しいことはないわ

けですよ。 

 

参加者：快感ですか。 

 

山西：快感ですね。自分が変わり他者が変わり社会が変

わるのが教育ですから、はりきりたくなりますね。 

 

参加者：先生は先ほど、国際理解教育を行うと平和になる

とおっしゃいましたね。 

 

山西：はい、それを目指すのが国際理解教育だと思いま

す。 

 

参加者：例えば、それが成功した人間とか世の中というの

は、どういう心のことを言うのですか。 

 

山西：難しいですよ。それは、人それぞれがどういう表現を

するかってところにかかってきますね。さっきのところでも、

文化に対して人間がどう関わっていったら関係が作れるの

か、時には政治や経済の問題にどう関わっていったらいい

のか、もっと身近な人間対人間の関係にどう関わっていっ

たらいいのか、それぞれの状況があるんですね。それを平

和というテーマで考えるのですから、国際理解教育のテー

マは全てにつながっているんですね。文化だけでは議論

ができない。ただ、文化を議論することによっていろんなと

ころにつながっていきます。そこは、私たちが日々課題性

を持っていくといいと思います。あんまり大きな問題から入

ってしまったら扱いきれないし、私たちが日々やれることと

いうのは、他者との関係のなかでこれが問題だなと思った

ら、そこから入ってそれを解決するなかで、見えてくるもの

は見えてきます。それを積み重ねていくのが基本ですから、

理念としては構造化していますけどカリキュラムを一気に

構造化してそれを番号順にやっていくということではない

のだと思います。 

 

参加者：つまり、心に何か変化を与えようということですか。 

 

山西：当然そうです。心もそうですし、意識の問題、知識レ

ベル、行動レベル、いろんなレベルでの変化をもたらして

いくことが教育活動ですから、そこに重きを置きながら少し

でも平和な状態を作り出す方向性を議論していくことが大

切だと思います。だから、いろんな教材でいろんな実践が

できるのは、そういう大きなつながりのなかでそれぞれをど

うつなげていったらどうなるか、それは子どもたちの発達段

階や社会状況があります。だから、学校教育でやる実践と、

社会でやる実践、更には地域・家庭のなかで偶発的にお

こっているようなものは全部関連しているのです。学校も、

地域社会もメッセージを出していくことが重要です。 

 

参加者：そういう意味では、子どもたちにとって印象に残っ

たものがひとつでもあれば、それは今はじっとしていて球
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根みたいな部分ではあるけれど、それを植えておけばい

いのだな、と思いました。数ある教材も人によって響く場合

も響かない場合もあると思うので、やっていることがすぐに

は出なくてもいいのだと思います。 

 

山西：おっしゃるように、これは種まきなんです。日々の教

科活動との関連のなかでそれをきちっと位置づけるという

カリキュラムもあるのです。そこをしっかり意識したかたちで

やってるならばそれはいいと思います。ところが、忙しいか

らといって猫の手のようにやってしまうとそこの部分が種ま

きにもならない。それは子どもから見ればそれもひとつな

のだろうけど、学校としてはもう少し考えた方がいいです。

なぜなら、地域のなかでその学校のあり方が問われたとき

に、そのやり方は誰も良しとはしないだろうと思うからです。

学校というのは、継続的なカリキュラムのなかで専門的系

統性をもちながらそこにこういうものをつなげていく、という

役割があるならば、そことの関連できちんと位置づけてほ

しいわけです。教員にメッセージを投げてほしいですから、

そのためには必ず事前・事後打ち合わせやフォローは最

低限求めていく必要があると思います。東京都の教員研

修の国際理解教育の第 1 回目は私なんです。だからそこ

でも参加してもらって、ときには武蔵野市にも参加してもら

ってというふうにしてもらいたいです。私もメッセージをつな

げます。わずか 1 日の教員研修では教員がどれだけ理解

するかわかりませんから。つなげながらやっていきます。 

 

参加者：先生は、発展途上国にも国際理解教育をやる必

要はあると思いますか。 

 

山西：当然です。 

 

参加者：日本に来て日本の国際理解教育を実際見ると、

主にいかに発展途上国が貧しいかとか恵まれてない子ど

もがたくさんいるかとか、そこをやるのが中心になっている

のですが、私個人的に思うのは、人間は自分よりも恵まれ

てない人を同情するのはとても簡単ですが、自分よりも恵

まれてる人間をこころから素直に喜ぶことってできるのかと

疑問に思いました。例えばアフリカで恵まれてない子ども

たちが、実際日本の豊かな子どもたちを見て、こころから、

彼らはいいですね、幸せだね、とこころから喜べるのでしょ

うか。やはり人間はそういうときに嫉妬をしてしまうと思うの

ですが、発展途上国で国際理解教育をやるときには、彼ら

に何をどんな風に理解させたらいいのでしょう。 

 

山西：はい。例えば皆さんが国際理解教育で貧困というテ

ーマを設けられたときに注意してほしいのは、日本でやり

つつその対照がインドだとしたら、同じことをインドでやっ

たら何が起こるか、ということを意識してプログラムを作って

みることです。インドで貧困を扱うときと日本で貧困を扱うと

きとでどんな扱いかたがあるのかを考えてください。それは

共通性も差異性もあるけれど、テーマとしては貧困を解決

するという方向性であったならば、日本の関わりかたとイン

ドの関わりかたとどう違うのかということです。インドだったら

自分の問題となりますが、ただ、貧困の問題はインドだけ

ではないわけですから、それに対してどうアプローチして

いくか、という視点でプログラムや教材を作ってみると変わ

ります。例えば私は 10 何年前に、長崎で平和のワークショ

ップをやりました。そのとき、ある団体の若者たちが、自分

たちの被爆の経験をアメリカに行って写真などを見せなが

ら語り平和教育をしたと言いました。そのとき会場から、｢な

ぜアメリカだけでやるんですか、中国やアジアでなぜ同じ

実践をやらないのですか｣という質問がありました。アメリカ

と日本の間には核に関しては非常に明確な関係がありま

す。ただ例えばそこに中国との問題をもっと交錯させてい

いし、自分たちが今後そのようなメッセージを伝えていくか、

ということでした。同じことです。私は貧困という問題は、単

に日本だけが加害者で途上国が被害者、というぐらいのレ

ベルでとらえているつもりはありません。日本のなかにも構

造的な問題として同じようなことはたくさんあります。さらに

貧困は単に経済的貧困だけをさすのではないので、もっと

いろんな構造的なというのも今出てきてますから、そんな

簡単なことではなくて、日本のほうがやっかいだと言う人が

いるぐらいです。これだけ経済的に豊かになった構造を変

える力を生み出すのはとても大変ですね。変えていこうと

いう視点を持つと、貧困そのものをとらえ直さなければなら

ない。そういうときこそ、一緒に考えなければいけません。
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日本だけで、先進国だけで考えようとするのではなく、途

上国から、またはそれぞれの地域から貧困をどうとらえ直

してほしいのか。そういう地域のなかには文化だとか伝統

性を持っている地域もたくさんあります。そうすると、経済

的なだけのものの見かたに対してノーというメッセージが、

文化のところからたくさん出てきます。そこから学べることも

たくさんあります。是非ともそういう教材や実践を皆さんが

作ってください。武蔵野市の教員ワークショップはフィリピ

ンに去年一昨年と 2 回行ってフィリピンの高校生たちや教

員と日本の教員が一緒にワークショップをやりました。そこ

で出会うものや気付くものはそれぞれすごく違うのですが、

すごくおもしろかったですね。 

 

参加者：なぜそんなやっきになって国際理解教育を学校

でやらなければいけないのですか。 

 

山西：国際理解教育は、平和に向けて、というところでやっ

たらいいと思うのですが、学校でやらなきゃいけないかどう

かは皆さんの考え方次第です。私は、学校も非常に大切

な場だし地域や他の場所も大切な場だから、可能な限り

出来る範囲でいろんなところでやったらどうですか、と言い

たいです。だって、世の中が少しでも平和になったほうが

良くありませんか。私はただそれだけです。私も今までい

ろんな関わりをしてくるなかで、お互い人間関係も良くなっ

て社会環境も良くなって自分たちが少しでもいい社会にし

ていこうというプロセスに関われることは、すごいことだと思

っています。それだったらそういう関わりあいのできる教育

や学びを作りだせたらすごくいい、それがたまたま国際理

解教育や開発教育というところで、そこに関われたらすごく

いいと思っています。 

 

参加者：もちろんポジティブな気持ちで学校教育のなかに

関われればいいと思うのですが、そもそも忙しいところにそ

ういう新しいことを押し込んだりとか… 

 

山西：だから逆にその忙しさがなぜ生まれているのか、そ

れで、今その忙しい学校教育がそれでいいのか、というこ

とで学校教育そのものが問われると思います。それだった

らもっとこういう教育を入れていこうよという形でやっていっ

たほうが学校も変わるし、子どもたちにとっての学びも変わ

りますよね。遠慮なく協力しあいながら入ったらどうでしょう

か、ということです。ただ、学校はなかなかそう簡単に歴史

が作り出してきた学校文化というものを1年や2年で変える

か、という意見もあります。しかし武蔵野でも長年やってい

て先生方が変わっている部分が結構あります。だからそこ

らへんはそんなに悲観的になる必要はないと思います。た

だ、もしやるならば、ときには 10 年 20 年 30 年ぐらいのス

パンで見ていくことも必要かもしれません。ただ、学校教育

制度ができてまだ 130 年ちょっとなんです。教育の歴史っ

て何千年とありますよね。21 世紀のこれからの 90 年余りで

学校がどれだけ変われるかといったら、すごい可能性を持

っているのです。2 ヶ月ほど前に私は福井に行ってました

けれども、千年先の 31 世紀を創造してこれからの教育を

語るということをやりました。これはすごいですね。やはりそ

のぐらいのビジョンを持ちながら、これからの教育を語ると

いうメッセージを出してくる地域もあるのです。その地域は

和紙の生産が盛んなところで、8 世紀に梳いた和紙が今あ

るのです。西洋紙というのはそんなにもちません。そうする

と、今梳いた紙はこれから千年もつのです。千年スパンで

動いている地場産業と文化性があるのです。そうすると、

それをベースに自分たちのこれからの産業・地域作りとそ

こにおける人間のあり様から教育までを千年スパンでずー

っと考えるのです。いいでしょう。森林文化では、例えば 1

本の木を切るのに最低 100 年から 200 年かかります。そう

すると、今自分が植えている木は 3～6 世代後に切られる

ことになります。最低 6～10 数世代の時間の幅を見ながら

今自分は仕事をしているということになります。林業はその

ぐらいのタイムスパンで語るのです。私たちも教育をそのぐ

らいのタイムスパンで語ってみてはどうでしょうか。ただ、今

の問題から始めなければいけないというのが、国際理解教

育にとってはすごく大切です。 

 予定がだいぶ変わってしまいましたが、ちょっと資料につ

いて一言だけ言ってもいいですか。資料を 2 枚だけ新た

に配りました。先ほどもご質問のなかで、国際理解教育を

どうとらえるか、というものがありましたが、資料を 2 枚対比

しながら見てください。ひとつは｢国際理解教育の目標構
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造とそのアプローチ｣という図と、もうひとつは｢国際理解教

育について考えるための 10 のポイント｣です。｢10 のポイン

ト｣から説明します。1 番、｢国際理解教育は平和実現のた

めの教育であり国際競争時代を生き抜くための教育では

ない｣。先ほどから何度も言っているように｢平和｣という言

葉がキーワードですが、特に一番上の図を見ていただくと、

｢人の心のなかの平和のとりで、または平和な文化の構

築｣とあります。私もやはりこの｢平和な文化｣ということにこ

だわりたいと思っています。このことに関して議論のなかで

前に早稲田の学生たちと話をしていて、この｢平和のとり

で｣というのはユネスコ憲章からもってきている言葉です。

そのときには”defenses of peace”という言葉です。それをど

う構築するかが国際理解教育のひとつの流れだと思いま

す。1990 年代から”culture of peace”という言葉がでてきま

す。そのときに学生がいい質問をしたのですが、｢とりでを

築くことがなぜ平和につながるのですか｣ということでした。

つまり、とりでという、外と内とを遮断する関係を作ることが

本当に平和ですか、ということです。ユネスコ憲章に物申

す学生がいるというのはうれしいことだと思いませんか。な

んとなく聞いたらすごくいい言葉だからみんなすぅっと受け

入れえるのですが、ちょっと待てよ、と立ち止まったんです

ね。だからこそ私は”defenses of peace”ではなく”culture of 

peace”なんです。文化をどう作っていくかということが本来

の目的だと考えると、一応ここには｢とりで｣という言葉は入

れていますが、あえて｢平和な文化｣というところから考えて

いくことを提案します。そして、それに向けてというところで

すが、2 番目、｢平和、そして理解はまず人間理解、人間と

人間の関係作りから始まる｣。平和というのは非常に大きい

わけで、これを政治的経済的いろんなところで語ることは

できますけど、まず身近な人間と人間の関係作りから語っ

ていこう、ということです。やはり人間と人間の関係や人間

理解なくしてなかなか平和は語れません。これが右の図の

下の部分の入っていて、そこにセルフエスティームだとか

コミュニケーション能力とか協力する力だとかいう言葉があ

りますが、これも小さな子どもから可能です。4～6 歳からも、

自分を肯定的にとらえるセルフエスティームという考え方と、

いろんなコミュニケーションをやっていけます。これは言葉

もそうだし、ときには遊びや歌もあります。協力する力も、

小さな子どもだったら砂場で遊んだり何かをやるのも協力

だし、学校に入って何かプログラムを作るというのも協力で

す。こういう基礎的な部分をしっかりと、どういう関係作りと

して作っていくか、この視点がないと国際理解教育として

発展していかないと思っています。3 番、｢私たちは多様な

コミュニケーションの手段を持ち、言語はその手段のひと

つであり、そして英語は多様な言語のひとつである。また、

言語は文化であり、言語自体が文化理解の重要な対象で

もある｣。｢英語＝国際理解教育｣といわれる中で、あえてこ

う言います。英語は大切ですよ。ただそれはコミュニケー

ション手段のなかのひとつであることを、ひとつおさえてお

く必要があります。もうひとつ、言語は文化である、というと

ころがあって、今英語が小学校に入り始めていますが、そ

れならばやはり、英語を文化としてとらえたときにそこから

何が学べるのかと考え、これを文化としてとらえるならば同

じく日本語が文化として浮かび上がってきます。だから、

日々私たちが発している言葉の持つ文化性と、外国語とし

ての英語の文化性を、さきほどの自文化・他文化という関

係のなかで、英語を通して日本語のもつ文化性を相対化

させて浮かび上がらせる、ということも可能になってくるわ

けです。単にスキルとして英語をみるのではなくて、そうい

うふうに扱うと、すごく大きな可能性を英語は持っています。

4 番、｢特定の文化に国や民族を背負わせることなく、自文

化そして他文化の多様性の理解と、人間と文化の動的な

関係｣。5 番、｢外の問題を頭だけで認識するきれいな国際

理解教育になるのを避けるためにも、学習者にとって足元

の問題である地域の問題をしっかりと見据え、その問題を

世界の他の地域の問題と構造的に関連付けるとらえかた

をする｣。これもさっき言った貧困の問題だとかそういうとこ

ろで、外の問題を外の問題にしている限りは、国際理解教

育ってなんで外のことだけやって自分とは関係ないことな

んだろう、ということになってしまいます。悪く言えばこれは

きれい事です。ただなんか国際的なことを知った、というこ

とで満足してしまうのではなく、自分たちの足元の問題とこ

れを絡めたときに、他人事でなくなってきたときに、非常に

リアルな問題になっていきます。それを構造的につなげな

がら、どういう国際理解教育をやっていくのか、という問題

です。6 番、｢国際理解教育は未来志向のであり、未来を
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ポジティブに想像しそこに位置づく価値やシステムの創造

に参加していく｣。こういった言いかたをしたのが右の図で

す。｢発展目標｣のなかに｢文化理解｣と｢問題解決｣と｢未来

創造｣という、まさしくこの 3 つのアプローチと、下にある｢人

間関係作りのアプローチ｣で、私は 4 つのアプローチを国

際理解教育のなかで出していっています。先ほどの｢レヌ

カの学び｣はまさしくこの｢文化理解｣アプローチと、若干

｢人間関係作り｣アプローチの間にあるような教材です。

｢問題解決｣アプローチにも｢未来創造｣アプローチにもい

ろんな教材があります。そして、この 3 つはすごく関連しま

す。例えば、｢人間関係作り｣アプローチをやっていくとそ

れがコミュニケーション手段として広がっていったり、それ

が言語の問題にもつながりますし、｢協力する｣力というの

をやっているとこれは国際協力に広がっていきますね。だ

から、この｢人間関係作り｣を非常に基礎としながら、発展

目標のところに全部が重なっていくのです。そういうプロセ

スのなかで平和な文化というものがどういうふうに定着して

いくか、ということです。正直に言うと、この 4 つのアプロー

チは私は実践をするときに非常にやりやすいと思っていま

す。それは、今まで多くの教材がそういう方向性の教材と

して実践の場で作られてきています。だから、理念として

の枠組みではなくて、実践へのアプローチとしての理念化

をしています。ですからこのへんは全て、具体的な実践に

落としていくとやりやすいと思います。常にそれは関連しま

す。バラバラにやるのではなく、例えば｢問題解決｣で先ほ

ど貧困の問題をやりました。貧困に経済的な価値が関連

しているとしたらそれはいったい何なんだろう、と考えたら、

こらは完全に文化性ですから、文化理解の問題とつなが

ってきます。さらに社会をどうしたらいいかということで、｢未

来創造｣に関連します。早稲田の授業では、この 4 つのア

プローチをそれぞれ全部ワークショップ型でやります。そう

すると、実践から理念が見えてきます。｢10 のポイント｣につ

いて、1～6 は理念的な部分ですが、7～10 は大きく言うと

方法論敵名部分です。｢学びのプロセスを直線型かららせ

ん型へ｣というところで、これは一つのカリキュラムの作り方

です。今まで多くの学校教育の実践は、導入・展開・まと

め、という感じで、それが終わってしまったら終わってしまう

のです。そうすると、例えば環境問題を 5 時間、国際文化

理解を 5 時間、というふうにバラバラになってしまう恐れが

あります。本来、総合的な学習が入ってきた時には、これ

をどうらせん型にもっていくのか、ある種の学習課題があり

探求して表現していく、そのプロセスをここでいう学習者や

教師が共有していくなかで、それを振り返っていくなかで

また同じような課題が見えてきて…ということです。大学生

にもよく言いますが、小学校 1 年生から中学 3 年生の 9 年

間の一つのテーマで皆さんなりに学習カリキュラムを作っ

てごらん、という言い方をします。学校の先生にもよく言い

ます。そうすると何が起こるのか。それはやはり子どもたち

が成長発達していくなかで、学ぶものだとか子どもたちの

行動が変わっていきますから、扱っていくものが違ってくる

ので、全部それらが次の課題を浮かび上がらせるのです。

だからあえて学年ごとにテーマを切るのではなく、一つの

テーマで構造化してみると何が見えるのか、そんなカリキ

ュラムのプログラムを作ってみるとすごくおもしろいです。

今逗子で私が福祉教育としてやっているのは、聴覚障害

ということを一つのテーマに、小学校 1 年生から高校まで

の一つのプログラムを作っています。そうすると、例えば小

さな出会いから始まっていくなかで、段々その聴覚障害の

置かれている社会的状況だとかその歴史だとか、国際的

な問題などを全て構造化していくのです。高校生ぐらいに

なったら、そこから国際協力にまで発展していきます。8 番

｢学習者にとって自分ごととなるような学習材の発見・活用｣

というところで、常に一人称で語っていくということが非常

に大切です。あんまり三人称だけのメッセージではなかな

か見えないときに、一人称で語ると子どもたちも一人称で

返しやすくなる。9 番｢多様な方法の活用を｣というところで、

方法はメッセージを持つため、学習者の参加する力という

ことを目指すのであれば、方法も参加ということを念頭に

置いたらどうだろう、ということです。10 番、｢学校と地域の

連携｣というところで、地域も教師も学校も主体であるという

関係のなかで、地域のありかたと教育のありかたを連携し

ていったらどうでしょうか、ということです。一気に駆け足で

お話しましたけれど、いかがでしたか。 

 

参加者：先生どうもありがとうございました。 
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(4)ワークショップ｢国際理解教育実践現場から｣ 

 

日時:2006 年 11 月 14 日(火) 18:10～20:00 

会場:東京外国語大学本部管理棟 2 階中会議室 

パネリスト: 奥野孝子(川崎市立東柿生小学校・教諭) 

鳥塚英里子(川崎市立東柿生小学校・教諭) 

中村邦彦(川崎市立東柿生小学校・教諭) 

野村志保(川崎市立宮前平中学校・教諭) 

三井秀夫(川崎市立土橋小学校・教諭) 

矢崎真弓(川崎市総合教育センター・長期研

修員) 

和田淳二(川崎市立登戸小学校・教諭) 

進行:萩原礼子(外国語学部ポルトガル専攻 4 年) 

学生発表者:森本舞(外国語学部日本語専攻 4 年) 

木矢恵理子(大学院地域文化研究科博士前

期課程言語文化コース 2 年) 

甲田友子(外国語学部ドイツ語専攻 4 年) 

 

 

萩原礼子:そろそろ時間も過ぎましたので、プレ・学生多文

化フォーラム第6回を始めたいと思います。最初に趣旨説

明をしてから、内容に入りたいと思います。プレ・学生多文

化フォーラムは、12月2日に本学で行なわれる学生多文化

フォーラムに向けて6回のシリーズでやっています。今年、

多文化コミュニティ教育支援室が創設3年目を迎えまして、

その3年間の活動の総括をしようということで行ってきまし

た。多文化コミュニティ教育支援室でやっている活動の二

つの大きな柱が、国際理解教育の実践と、外国人に対す

る学習支援活動なのですけれども、このプレ・学生多文化

フォーラムでは、実践を中心にして国際理解教育の振り返

りをしようということで、3回の講演会と3回の学生ディスカッ

ションをやってきました。今日が最終回となります。色々な

学校に関わっている学生が支援室にはおりますが、実は

その学校同士では、ここの学校ではどういうことをやってい

るか、学生同士が意見を交換する場がなかったので、この

3回の学生ディスカッションで、どういう授業の実践をしたと

か、どういうことに困ったとか、どういうことをやっていきたい

とかいうことを学生同士で話してきました。学生自体そもそ

も国際理解教育って何だろうとか、何をやったらいいのだ

ろうとかいうことを考える暇もなくここまで来てしまったという

反省点がありましたので、佐藤郡衛先生と山西優二先生

をお迎えして行った講演会では、そこで知識を広めようと

いうことで2回開催しました。本日は学校の先生方をお迎

えして、学生がずっと抱えてきた疑問や困ったことなどに

ついて質問するので、先生方からぜひ意見をいただけれ

ばと思います。最初に、簡単で結構ですので先生方から

自己紹介をいただきたいと思います。奥野先生からよろし

くお願いします。 

 

＜川崎市小中学校・総合教育センターの出席者＞ 

奥野孝子:こんばんは。お世話になっております、東柿生

小学校で3年生を担当しております。学生さんとの交流は2

回経験しましたけれども、そのつど指導案なども大変工夫

されていて、私たちの方こそ勉強になることが沢山ありまし

た。子どもたちはもちろんですけれども、この活動を通して

大変いい時間を過ごせることを幸せに思います。今日はよ

ろしくお願いいたします。 

 

中村邦彦:同じく東柿生小学校の中村と申します。私は5

年生担任で、昨年度は6年生だったんですが、去年の授

業は1回で、今年度は3回のうちの2回が終わったところで

す。あと1回に関してもよろしくお願いします。 

 

鳥塚英里子:同じく東柿生小学校の鳥塚と申します。よろ

しくお願いします。私は去年3年生の担当だったので、周

さんと一緒に国際理解の授業をしているのを見せていた

だきました。今年は5年生を担当していて、韓国の方に2回
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来ていただいて、あと1回来ていただくことになります。子ど

もたちも私も楽しみにしていますので、よろしくお願いしま

す。 

 

矢崎真弓:川崎市総合教育センターの者です。川崎市で

は今年から国際理解教育の研究会議というものが立ちあ

がりまして、私はセンターで長期研修員として1年間国際

理解教育の研究に携わるということになっています。こちら

にいらっしゃる3名の方が研修員さんですけれども、三井

先生と野村先生と私は去年も指導主事が中心にやる方の

研究会議があり、そちらに携わっていたので、去年からお

世話になっているという形で、今年は私の中では2年目と

いう気持ちがしています。どうぞよろしくお願いします。 

 

三井秀夫:こんばんは。川崎市の土橋小学校というところ

から来ました三井といいます。4年生の担任をしています。

今回は初めての協働型の授業ということで、大学の講師の

方たちと子どもたちが共に作り上げていくような授業に挑

戦してみました。私の受ける感じでは、かなりいい成果が

得られたかなという感じがしています。よろしくお願いしま

す。 

 

和田淳二:こんばんは。登戸小の和田と申します。研修員

を経験するのは今年が初めてです。ブラジルの日本人学

校に10年ほど前に行きまして、それ以後国際理解教育に

携わっております。奥が深く、なかなかわからない部分が

多くて、今日は私も教わりに来ました。登戸小学校では6

年生を担当していますが、今回は外大のみなさんとは一

緒にできませんでした。今日は色々教えていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

野村志保:こんばんは。宮前平中学校の野村と申します。

よろしくお願いします。1学年を担当しております。今年初

めて外語大生の方と一緒に授業ということで、3回やらせて

いただきました。私自身、すごく勉強になることが沢山あり

ましたので、これからもまた色々なことを勉強させていただ

けたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

＜本学の出席者＞ 

萩原:先生方、どうもありがとうございました。はじめに、少し

ではありますけれども、各学校で実践した学生たちがどう

いうことをしてきたのか紹介します。そちら側から簡単に自

己紹介してください。 

 

武田千香:まず私から自己紹介させていただきます。多文

化コミュニティ教育支援室の運営の責任者をしております、

武田千香と申します。ポルトガル語専攻の教員です。よろ

しくお願いします。いつもお世話になっております。 

 

宮城徹:留学生日本語教育センターの宮城と申します。よ

ろしくお願いします。 

 

伊東祐郎:いつもお世話になっております。私、同じく多文

化コミュニティ教育支援室の伊東と申します。副委員長と

いうことで、色々と学生のお世話をさせていただいておりま

す。よろしくお願いします。 

 

森朴憲治:同じく支援室の運営委員の森朴と申します。学

習支援活動の担当となっております。私の場合は、妻が韓

国人ということで、家庭内が多文化という立場でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

田村かすみ:スペイン語専攻1年の田村と申します。よろし

くお願いします。 

 

葛山紋子:スペイン語専攻4年の葛山紋子です。川崎市の

活動では、東柿生小学校を去年と今年担当しております。

よろしくお願いします。 

 

周首能:朝鮮語専攻2年の周首能と申します。よろしくお願

いします。 

 

萩原:ポルトガル語専攻4年の萩原と申します。よろしくお

願いします。去年は府中第七中学校の国際理解教育に

参加しました。今年は学生多文化フォーラムに向けて活動

しています。 
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森本舞:日本語専攻4年の森本舞です。川崎市の総合教

育センターで開かれている国際理解教育研究会議でいつ

も勉強させていただいております。本日もよろしくお願いい

たします。 

 

金智恩:東柿生小学校で国際理解教育をしています、日

本語専攻の金智恩と申します。よろしくお願いします。 

 

甲田友子:ドイツ語専攻4年の甲田友子です。国際理解教

育のコーディネーターを務めています。川崎市の研究会

議にお邪魔させていただいております。よろしくお願いし

ます。 

 

木矢恵理子:大学院博士前期課程2年生の木矢恵理子で

す。専攻はイタリア語です。川崎市の総合教育センターの

研究会議に参加させていただいております。本日はよろし

くお願いします。 

 

岡崎智子:支援室専従スタッフの岡崎と申します。よろしく

お願いいたします。川崎の会議ではいつもお世話になっ

ております。今日は色々な話を聞けるのを楽しみにしてい

ますので、よろしくお願いします。 

 

金田尚美:ポルトガル語専攻4年の金田尚美と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 

和田更沙:ポルトガル語専攻4年の和田更沙と申します。

私は支援室では学習支援の活動をしていて、今度のフォ

ーラムでも学習支援の担当をしています。よろしくお願い

します。 

 

青山亨:支援室の運営委員をやっております、青山と申し

ます。大学ではインドネシア語専攻ですけれども、支援室

の運営委員としては国際理解教育の担当をしています。

いつも学生がお世話になっております。よろしくお願いし

ます。 

 

 

＜実践授業の紹介＞ 

萩原:どうもありがとうございました。それでは、授業の紹介

ということで、森本さんからお願いします。 

 

森本:今紹介していただきました森本です。3枚つづりの資

料をご覧ください。これが、川崎市内のとある小学校2年生

で私たちが実践させていただいた国際理解教育の活動報

告書となっております。これは今年の10月23日、2回目の

訪問で、ペレイラ・ファウストさん、瀬戸真由子さん、門脇

弘典さん、そして私森本が行いました。始めに、ブラジル

でのあいさつを児童一人ひとりと行いました。ブラジルで

はあいさつの時に握手をするので、児童との距離が縮まる

のではないかと考えました。その次に子どもたちを三つの

グループに分け、三つの活動を行いました。まず一つ目

が〇×クイズ、二つ目がアマレリーニャという日本のケンケ

ンパに近い遊び、そして三つ目がファウストさんに聞いて

みようという質問コーナーにしました。〇×クイズでは、絵

を利用して子どもたちの視覚に訴え、ブラジルに興味を持

ってくれるように心がけました。アマレリーニャでは、子ども

たちが生き生きと活動できるように心がけました。質問のコ

ーナーでは、自由にブラジルのことや、ブラジルのことに

限らずファウストさん自身のことについて聞いてもらえるよう

にと思いました。これらの活動をそれぞれ10分ずつ行い、

最後に集合してもらい、今日は何をしたかな、そしてどん

なことをしたかなと問いかけて活動を終了しました。見てい

ただきたいのが最後の紙ですけれども、2枚目と3枚目の

下の方の工夫した点というところをご覧ください。工夫した

点は、〇×クイズ、アマレリーニャ、質問コーナーの一つ

一つの活動をそれぞれ10分ずつと短くして、多くのことを

子どもたちに伝えられるようにしたことです。また、動の活

動――〇×クイズとアマレリーニャ――と静の活動――質

問コーナー――を取り入れ、1コマ45分という時間で子ども

たちが退屈しないようにメリハリを持たせるようにしました。

実践の冒頭で学生と子どもたちが握手をして、子どもたち

との距離を縮めるようにしました。またクイズとアマレリーニ

ャは、子どもたちの興味をひくためにこれらの活動を用い

ました。これがとある小学校2年生での第2回目の活動でし

た。以上です。 
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萩原:ありがとうございました。その次に木矢さんお願いし

ます。 

 

木矢:川崎市立の中学校で行った活動の報告をいたしま

す。参加メンバーは私を含めて7名でした。というのも、ア

ンジェラさんという留学生の方が、第2回と第3回は授業の

都合で参加できなくなってしまったので、その代わりを私

が勤めたからです。6班に分かれて活動を行いました。活

動は全部で3回に分けてやりまして、初めが6月、次が7月、

そして夏休みを挟みまして、先月10月に行いました。初め

の活動ではまず、お互いのことを知ろう、出会いを楽しもう

ということで、各自自己紹介文を用意して、その中に本当

のことではない文を混ぜて、それを当てるという簡単なゲ

ームのようなことをしました。第2回では、6枚写真を用意し

て、それについて意見を交換するという授業を行いました。

ここで、班ごとにどんな意見になったかなどを話し合うよう

にして、他人の考えについての理解を深めるように心がけ

ました。先月行った第3回では、まず、事前に私たちに送

っていただいていた質問の中から5つ選んで答え、生徒に

はその答えを踏まえた上で聞きたいことを考えてもらい、イ

ンタビュー形式で質問してもらいました。インタビューの中

でも、私たちは答えるだけではなくて、逆に生徒に｢なぜそ

う考えたのか｣｢自分だったらどう思うか｣など、こちらから問

い返すことを心がけて、生徒が自分の生き方をどうしてい

きたいかを考えるきっかけを作れるようにしました。実際に

活動をしていて、私以外のメンバーが全員1年生だったの

で、国際理解ということについて手探りの点が多かったの

ですが、今回は自分の経験について語れる機会が多かっ

たので、生徒との交流もスムーズにいったと思います。私

からは以上です。 

 

萩原:ありがとうございました。最後に、甲田さんから報告を

お願いします。 

 

甲田:土橋小学校での活動報告と書いてあるのが資料で

す。川崎市の小学校で授業を行いました。参加メンバー

は、実際にやったのは6人で、日本人が3人、韓国出身の

方2名、タイ出身の方1名でした。授業を実施した学級は、

4年生の1組から4組です。タイトルに｢何が作れるかな？力

を合わせて～留学生・日本人学生の交流を通して～｣とあ

るように、今回の授業は、私たちがクラスに行って子どもた

ちに何かを教えるというものではなく、子どもと一緒に相談

しながら何かを作って、それを完成させようというものでし

た。全4回で、活動時間は2時間目から5時間目まででした。

活動内容が書いてありますが、初めにこちらから学生のプ

ロフィールを送るのと一緒に、各学生が何に興味がある

か・何をやりたいかという輪郭を子どもに伝えて、子どもか

ら実際に何をやるかの案を出させて、1回目の授業に行っ

たときに具体的な活動を決めました。活動内容は、上から、

劇、飛び出す絵本、世界の子どもについて知る、夢の場

所を考える、写真を使って紙芝居を作る、タイ文字を使っ

た製作(タイの歌やダンス)というものでした。下の活動日程

を見てください。1回目は6月22日に行って、まずクラスを6

人くらいずつ6つのグループに分けて、自己紹介をして、

その後、劇なら劇でどんな劇がいいかということを決めて

いきました。次の回は7月でしたが、それまでに学校で2時

間自習時間をとっていただいて、その時間に子どもたちに

製作を進めてもらいました。そして7月に私たちがもう一度

行って、話し合いながら劇や絵本などの製作を進めていき

ました。9月から10月にも2時間自習時間がありました。10

月26日、3回目の実践に行きました。30日は発表会という

ことで、実際に作ったものを発表するという形で行いました。

これはビデオに撮りました。この授業のねらいは｢コミュニ

ケーション能力と協力する力を育てること｣だということで、

相手の話をよく聞けるようにするという｢聞く力｣をメインに

活動を行ってほしい、と先生から言われていました。です

から学生たちも、話し合う場所を作らせるということに気を

つけて活動を行いました。活動を進めることももちろんで

すけれども、それ以上に話し合っていく過程の方を重視し

た活動を行うようにしました。ですから活動を行った学生自

身も、児童に｢これはどう思う？｣と聞いたりするなどの配慮

をしてくれたように思います。下に書いてありますが、授業

時間外の自習時間の時に私たちは行けなかったんですけ

れども、その時はFAXを使って学生と子どもたちでやり取り

をしました。自習時間が終わると子どもから、どこからどこま

で作業が進んだという報告と、質問などが送られてきて、
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学生がそれに答えて小学校にファックスを送り返すというこ

とを行いました。4クラス全てでこのやり取りを頻繁に行いま

した。ファックスは全部保存してあります。10月30日の様子

はビデオに撮って、それを学生それぞれの見せたい人に

見せるということになりました。例えば韓国の方でしたら、

韓国の友達や家族などに｢こういう活動を行ったのだよ｣と

いうことでビデオを見せて、その見せた人から手紙などを

もらって、それをまた子どもたちに渡すという予定です。ビ

デオはもう学生に渡っていて、年内に返事をもらう予定で

す。これが撮ったビデオです。(ビデオを流しながら)これは、

劇を行った班の様子で、この班は英語劇を行いました。学

生は、児童に教えたりもしたのですが、子どもが自主的に

頑張ってくれた部分が大きかったです。3回目に行ったと

きも、どれくらい進んでいるか分からない状態だったので

すが、行ったら子どもが頑張ってかなり進めてくれていた

ので、すごく驚いたし助かったということを学生が言ってい

ました。1組から4組までやっている内容などが違ったので、

それを見るのは大変な活動でしたが、その分やりがいがあ

ったとも言っていました。報告は以上です。 

 

＜国際理解教育の疑問① 一からの授業作りについて＞ 

萩原:甲田さんありがとうございました。それでは、今日の

本題に入っていきたいと思います。｢プレ多文化フォーラム

での討論内容について｣という紙に、この前の学生ディス

カッションで出てきた疑問や、講演会を聞いてもまだ学生

の中でもやもやしていることをまとめてみたのですが、｢①

国際理解教育の目的は何か｣はかなり広い議題になって

しまうと思いますので、②から進めていきたいと思います。

｢既成の国際理解教育の教材があるのに、一から授業を

作り上げることに関して｣です。本学では三島市立東小学

校という学校とも国際理解教育をしたのですけれども、そ

のことについて、森本さん説明してください。 

 

森本:10月25日に、三島市立東小学校の児童20名と、引

率の先生1名が、修学旅行で外語大にやってきました。彼

らが、朝の9時から昼の2時まで5時間外語大に滞在したの

で、その間に私たちとの交流を図りました。目的は二つあ

って、一つは国際理解教育、もう一つは｢一日大学生｣とで

も言いましょうか、大学を体験してみるというところにありま

した。まず午前中に、留学生が集まらなかったというこちら

の事情もあったのですけれども、多数の日本人学生と関

わりながら、｢世界がもし百人の村だったらゲーム｣というゲ

ームを、児童や大学の学生・教職員と一緒に行いました。

その中で、子どもたちは世界の貧困の問題について非常

によく考えました。食べ物をたくさん持っている子どもたち

は、それを分けてあげたいだとか、これからは給食を残さ

ないようにしようだとかいうように、自分の小さな活動が世

界を変えられるのではないかと考えていました。また、お昼

を食べた後、午後は文化紹介のような国際理解教育を留

学生と一緒に行いました。 

 

萩原:ありがとうございました。以上のように、東小学校では

｢世界がもし百人の村だったらゲーム｣という、文献から引

用した既成のゲームをしました。意外とうまくいったのでは

ないかと学生は思っていますが、そういった国際理解教育

の既成の教材というのが出回っているにも関わらず、学生

と先生が一からアクティビティーを組み立てることの利点や

動機は何なのだろうという疑問が学生から出ました。この

点について先生からご意見があればお願いします。 

 

矢崎:国際理解って広いと思うのですね。先ほどのも国際

理解の活動の一つとしてねらいを達成できたのだと思いま

す。ただ、私たちが考えているのは、さっき｢自分のこととし

て｣っておっしゃったのでいいのですが、やはり自分事に

ならないとダメなのだと思います。事実を知ることはいくら

でもできますが、他人事だと｢ふーん、かわいそうだね｣で

終わってしまう。まず一つ、自分事になることが大事だと思

います。メッセージ性ということです。私たちの研究会議で

は、もちろんそういうこともしていますけども、やはり人と関

わることが大事だと思います。学校にいると、色々な文化

を持った方と関わるということがなかなかできません。自分

の周りにいる友達と先生だけ。先生と国際理解教育の授

業をすることはできますが、どうしてもどこか他人の国のこ

とという感じになってしまいます。そこで、いろんな体験や

考えを持った方と直接関わるということを大事にしたい。そ

の方が持っているものと、私たちが子どもに学ばせたいも
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のとを合わせることが大事だと考えています。とすると、や

はり一から作るしかありません。あるものをそのまま持って

きても、それがその方に合わなかったり、逆に子どもたちに

合わなかったりする場合もある。合えばいいのですが、合

わないことも多いので、やはりその方が持っている・伝えた

いことと、子どもたちの現実というものを考えて作っていくと

いうことをしています。 

 

萩原:ありがとうございました。東柿生小学校では去年から

外語大の学生が活動させていただいているのですが、そ

の中で何か感想はございますか。 

 

奥野:確かに既成のものが色々あるのかも知れませんが、

こちらも勉強不足でして、そこに目が向いていない状態で

す。学生さんたちと、｢今度こういう授業をこういうねらいで

やりたいのだけど｣って相談して一から作るのはとてもいい

と思います。学生さんたちの方がイニシアチブをとって案

を整えてくれて、私たちは現場の視点で｢3年生では少し

難しいかも｣とか｢もっとゲーム性を入れてみた方がいいか

も｣とか、アドバイス的なことをします。その中で、私たちが

気づかなかったことを学生さんの活動で気づかせてもらう

などの恩恵にあずかれるということもありますので、一から

組み立てていくのは大変だとは思うのですけれども、オリ

ジナリティーの出る有意義な活動ではないかと思います。

子どもの実態やその時の社会情勢、学校の実情なども合

わせながら、既成のものではなく自分たちで一から作り上

げていくというのは、難しさはあるけれども独特の味わいも

あるし、いい活動だと思っていますし、ぜひこれからも続け

ていただきたいなと思っています。 

 

萩原:ありがとうございました。自分たちがやってみたいこと

をやれるという点で学生が楽しみにしている面もあり、その

反面難しいなあと思っているのが正直なところです。｢世界

がもし百人の村だったらゲーム｣を中心になってやってくれ

た葛山さん、東柿生小の授業と百人村ゲームと両方参加

してみて、どういう感想を持ちましたか。 

 

葛山:まず、皆さん百人村ゲームをご存知ですか。『世界

がもし百人の村だったら』という絵本があるのはご存知で

すよね。その内容を基にカードを作ります。それぞれ性

別・言語・住んでいる場所などが書かれている｢役割カー

ド｣というものです。参加する人に一枚ずつカードを配り、

そこに書かれている｢役割｣になるというゲームです。既成

の教材と、一から組み立てる授業の違いで私が思うのは、

既成の教材はすでに出来上がったものなので、誰に向け

たものかっていうのが、多少工夫をしたとしても、そんなに

変わるものじゃないということです。一から組み立てる授業

は、そこに関わる留学生によってももちろん変えられるし、

関わる児童によってもアレンジが効くと思います。年齢やク

ラスによって違いがありますから。 

 

萩原:ありがとうございました。この内容について他にご意

見のある先生はいらっしゃいますか。 

 

中村:この｢百人の村だったらゲーム｣っていうのは、長年

積み上げられてきたものですか。それとも最近できたもの

でしょうか。 

 

葛山:詳しい経緯は知らないのですが、絵本が流行ったの

が3年か4年くらい前で、その後にできたゲームなので、す

ごく古いものではないです。 

 

中村:国際理解教育に限らず、小学校で子どもたち相手の

コミュニケーションゲームのようなものが今ネット上で手に

入るのですが、面白そうだなと思って子どもたちに投げか

けてみても1回でうまくいくことはあまりありません。自分の

やり方とかクラスに合わせてアレンジした方がいいなと思う

点がいくつも見つかるんです。積み重ねていくうちに、子

どもたちをのってこさせられるようになるので、こういったゲ

ームは何度か繰り返しが必要なんだと思います。今おっし

ゃったように、クラスの実態というのは非常に大きい部分な

ので、一から授業を作るときには、学年の先生や担任の先

生との事前の連絡はすごく大事だと思います。ただ一方で、

学生さんとの打ち合わせの時間はなかなか取りにくいもの

です。そこが一番ネックになるところかと思います。今年の

場合私たち5年生は、すっかり学生さんたちに計画をお任
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せしています。第1回は非常に良かったんですが、第2回

10月のときには、写真を使ってグループワークをやったん

ですが、その時間が少し間延びしてしまったという反省が

後で出ました。そのへんもきちんと打ち合わせしておけば

よかったなと思います。事前の連絡はできる限りやった方

がいいですね。 

 

＜国際理解教育の疑問② 留学生は必要か＞ 

萩原:ありがとうございました。では、次の質問に移りたいと

思います。③−1で、｢国際理解教育で留学生は必要か｣と

いうことなんですが、まずこの疑問が出てきた経緯を森本

さんに説明してもらいます。 

 

森本:土橋小学校などでの実践からこの質問が出たんで

すけれども、土橋小学校では留学生・日本人学生という区

別は特別せずに、例えば遠田さんが子どもたちと劇を作り、

相川さんが子どもたちと絵本を作り、砂田さんが世界の子

どもについて知るという活動をし、朴志禮さんが夢の場所

を考え、鄭仁淑さんが紙芝居を作り、モンコンチャイ・アッ

カラチャイさんがタイの歌やダンスをするという活動を行い

ました。留学生だから国際理解教育になるという視点では

なく、留学生も日本人も同等で、必ずしも留学生でなくて

も国際理解教育はできるのではないかと考えさせられる活

動でした。ともすると、留学生と子どもたちが関わったから

国際理解教育なんだと考えがちですが、留学生や外国人

でなくとも子どもたちと関わることで国際理解教育ができる

のではないかと思ったのですが、それに対して先生方はど

のように考えていらっしゃるでしょうか。ご意見をお聞かせ

ください。 

 

三井:国際理解教育を学ぶときに、国を学ぶ・人を学ぶと

いうことで我々は話をしているんですけれども、インターネ

ットで簡単に情報が手に入る世の中ですから、パソコンが

ちょっと使える人なら、国について学ぶことはいくらでもで

きます。でもそれで国際性までは身に付かない。先ほど矢

崎先生からもあったように、人から学んでいこうと考えてい

ます。人から学ぶということで、その人が背景に持っている、

文化、今までの人生観、国際性、そんなものを子どもたち

に感じて欲しいと思って今回の授業を行いました。やるの

は誰でもいいのかと考えてみると、やはり背景に国際性と

いうものを持っている人とやりたいなという思いがありました。

だから、校内研究で｢近くの大学生でいいじゃないですか｣

と言われたときに、外語大でないとそういったものが身に

付かないという話をしました。どういうことかというと、遠田さ

んだから劇に英語を使ってみようと考えてみたり、砂田さん

は世界の子どもについて知る中で難民のこととかを伝えた

いという思いがあったんです。ただ4年生の子どもたちは

最初なかなか理解できなくて、1時間学習だけでつぶした

んですけれども、最後にはそれが活かされて、クイズをや

ってみようという考えを身に付けることができたのだと感じ

ています。ですから、国際性を背景に持っている外語大生

と一緒に授業をできたことはとても良かったと思います。 

萩原:ありがとうございました。ということは、国際理解教育

に携わるのは、必ずしも外国籍の留学生でなくともできると

いうことでよろしいでしょうか。 

 

三井: はい。 

 

萩原:このことについて他に意見や質問はありますか。 

 

矢崎:授業のねらいにもよると思います。今回の土橋小で

は、背景に国際性を持っている方であれば日本人でも留

学生でもよかった訳です。反省では、もっとその方のメッセ

ージや伝えたいことを出してもらっても良かったかなという

のがあります。ただ、やはりコミュニケーションというのがね

らいだったので、コミュニケーションもやりながらメッセージ

も伝えるというのは、4年生にとっても、留学生や日本人学

生にとっても難しいと思います。そこが我々のジレンマで

す。今回は国際性というものがあまり出ていませんが、や

はりねらいによってはそれが欲しい授業もあると思います。

宮前平中学校のように、どこの国の人かによって考え方が

変わるということもありますので、一つの考えで決め付ける

のではなく、ねらいに合わせた方に来ていただけるといい

と思います。逆に言えば、日本人の学生でも、国際理解教

育のねらいを達成できることは数多くあるということです。 
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萩原:ありがとうございました。 

 

＜外大生であることの強み＞ 

和田淳二:内輪になりますが、三井先生に質問があります。

先ほど｢外語大の学生は国際性がある｣とおっしゃいました

が、それはどういうことでしょうか。 

 

三井:安易な考えかもしれませんが、外語大生はある外国

に興味があって、その国を選んで、その国の言葉を勉強し

ているということで、そのように考えました。 

 

和田淳二:確かにそういう方が割合多いという風に私も思

っています。ただ、どこの大学か、何を専攻しているか、だ

けでは個々人を理解し切れない部分があります。私は国

際理解教育については素人なのですが、人権教育だと思

っています。つまり、子ども同士の人間関係作り、例えば

誰にでも心を開けるとかそういうところが、つながりのある

部分だと思うので、先ほどの話に戻れば、やはり日本人の

方でも国際理解教育はできるだろうと思います。 

 

萩原:ありがとうございました。｢外大生は国際性がある｣と

いうのは、学生ディスカッションの中でも話し合ってきたこと

です。この会場の学生でも、2人を除いて全員が海外で1

年以上暮らした経験があります。海外で生活する中で、日

本人として葛藤を感じたことがあるからこそ、子どもたちに

何かを伝えたいという熱い思いを持って、活動に取り組ん

でいるのではないかと思います。葛山さん、どう思います

か。 

 

葛山:私自身、先ほどの話にもあったように、日本人学生

だけでも可能な授業はあるし、留学生がいるからできる授

業もあると思います。なぜ私がそう思うようになったのかと

いうと、私は隣に座っている周さんと去年3年生を担当して

いました。国際性ということもあって、こういう活動に興味は

あったのですが、中国に対しては正直あまりいいイメージ

を持っていませんでした。ニュースなどのメディアを通して

しか中国の事を聞く機会がないし、何かにつけ日本に文

句をつけてくる、そんなイメージでした。ですが実際この活

動をして、周さんを通して中国の話を聞くようになり、今ま

では悪いところしか見えていなかったけど、いいところも見

えるようになって、面白い国だなと思うようになりました。子

どもたちにとっても、そういうふうに直接その国の人を通し

て接することができるという点で、留学生がいる国際理解

教育のよさというものはあると思います。 

 

萩原: ありがとうございました。時と場合に応じて留学生が

必要ということでしたが、あるフランス人の男子留学生がこ

う言っていました。自分はフランス人だから、日本の子ども

たちがどういうことを楽しいと思い、疑問に思うのか分から

ない。だから、フランスでの生活を経験した日本人の方が

きちんとした話をできるのではないだろうか、と。また、金さ

んのように、日本に来て困った経験があるから日本人に対

して何を伝えたらいいかを明確に持っている留学生もいま

す。ここでは留学生は必要だと仮定するとして、学校の先

生・日本人学生・留学生それぞれが授業にどう関わるのが

望ましいのか、ご意見をお願いします。 

 

和田淳二:私が1年生の国際理解教育をやったときですが、

インドネシアの方に授業に来ていただきました。そのときで

きるだけ民族衣装を着てきてください、と言いました。なぜ

かというと、やはり子どもたちは日本以外の人に対して恐

怖心を持っていて拒絶するところが少しありました。あると

きは中国の方がいらっしゃって、日本語をしゃべっていた

ので違和感はありませんでした。ですが子どもたちが外国

人に対して持っているイメージが、良いものならいいんで

すが、‘Excuse me.’ と言われてもすぐ逃げてしまうという

ところがありましたので、私は留学生の人に、日本語はし

ゃべらずにお国の言葉で話していただいて結構です、と

言って授業に参加してもらいました。私と留学生の方はと

にかくフレンドリーに、とても仲良く対話するようにして、子

どもたちはそれを見て、外国の人も日本人と変わらないの

だ、というふうに変わっていきました。授業は2回しかできま

せんでしたが、子どもたちが人理解をするのに役立ったと

思います。体が大きい人や黒人の方がいらっしゃると子ど

もたちはどきっとするのですが、それでも授業の中で授業

者と留学生のフレンドリーな関係を見て変わっていくので
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はないかと思います。出会いも大切ですし、その人との授

業の中での触れ合い、そして街中で会ったときに声を掛け

合うつながりというのも大事です。さっき言っていたように、

国際理解教育は人権教育なのだなと思っています。自分

を大事にすることは、人を大事にすることにつながる。留

学生であっても日本人学生であっても同じです。多くの関

わりや経験を持たせることで、子どもたちは人生の中で、

外国の人に対して好印象を持つと思います。だから私た

ちがもっともっとアピールしていかなければならないと考え

ています。 

 

萩原:ありがとうございました。先生方から、授業を実践した

感想があれば、お願いします。 

 

奥野:うちのクラスに来てくださったのはインドネシアのタリ

さんなのですが、子どもたちは最初、どういう人が来るんだ

ろう、と不安半分期待半分の状態でした。でもタリさんに実

際会って、自己紹介をして、ゲームを通して触れ合う中で、

自分たちと同じだと子どもたちは思うようになっていきまし

た。外国の人はどこか違うという先入観が子どもたちには

あったのですが、楽しければ笑うし、嫌なときには顔を曇ら

せるし、喜怒哀楽も一緒だ、タリさんは私たちと一緒だね、

と授業の最後に言う子どもがいて、私はそこがいいと思い

ました。国際理解は国ではなくて人の理解と先ほどから出

ていますが、タリさんを通して、インドネシアは楽しそうだな、

暑そうだな、という形でインドネシアに興味がわいて、じゃ

あ他の国はどうなのだろう、他の国の人とも話してみたい

な、というように心の動きが広がっていくのが重要だと思い

ます。まずは違う点から始めて、でも最後にはみんな一緒

だと思える機会を与えたいと私も学生さんも考えています

ので、3回目の授業もその方向でやりたいと考えています。

ただ文化を紹介しあうとかいうのではなくて、人を知るとい

うことを3回通して、子どもたちもそこに気づいて欲しいと思

います。 

 

萩原:ありがとうございました。この件に関してご意見があれ

ばどうぞ。 

 

武田:今までの話では留学生と日本人学生を別々に考え

て、留学生がいなくてもいいんじゃないか、日本人学生だ

けでいいじゃないか、という話になっていました。当初私た

ちが活動していたときにおこがましくも｢東外大モデル｣と

名前をつけたのですが、日本人学生と留学生がペアある

いはチームを組んでお互いの良さを引き出すことを目指し

ていました。果たしてその効果があるのかということをお聞

きしたい。というのも、国際理解の活動が様々なところで取

り上げられても、注目されるのは留学生ばかりで、日本人

学生は縁の下の力持ちのような立場で周りから見てもらえ

ていないのではないか、と学生たちをはたから見ていて思

うのですが、どうでしょうか。 

 

矢崎:留学生の方がいいという授業も確かにあるでしょうが、

川崎市でやっているような、人との関わりをねらいにするも

のだと、日本人学生が単なる補助に回るのはもったいない

からやめた方がいいと思います。一人の講師として、土橋

小学校でも宮前平中学校でも十分に役割を果たして成果

を挙げていると思います。もう一つ、少し言いにくいことで

すが、お金の問題があります。交通費だけ出してくれれば

いい、と支援室は言ってくださるので助かるのですが、そう

ではない場合もあります。予算が出にくいので難しい部分

もありますし。ねらいは人との関わりなので、グループは少

人数の方がいいのです。だから土橋小学校も宮前平中学

校も1グループに一人ずつ学生さんに入ってもらっている

のですが、仮にペアにすると全部で12人、コーディネータ

ーも合わせると14人になってしまって、払うのが難しい。だ

から留学生も日本人学生も一人ずつでやってもらっていま

す。コーディネーターと言えば、甲田さんがこの前こうおっ

しゃっていました。3回目の授業ともなると、子どもたちは学

生に寄っていったり抱きついたりする。でもコーディネータ

ーには抱きついてこないから寂しい。給食のときもコーディ

ネーターは親近感を持ってもらえない、と残念がっておら

れました。それを聞いてかわいそうだな、と思ったのですが、

コーディネーターも重要な役割だと思います。まあ、一番

言いたいのは、学生さんを補助に使うのはもったいないと

いうことです。 
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武田:しつこくて申し訳ありませんが、留学生と日本人学生

が一緒にやることでどういった効果が引き出されていると

お考えですか。個々でやっているから、一緒にやる効果に

ついてはあまり実感がないということでしょうか。 

 

矢崎:今言った二つの学校では個々でやっていますが、

去年やったある学校ではペアでやっていただきました。そ

のときは留学生の方に国について語ってもらうことが多く、

日本人学生さんにはうまくフォローしていただきました。や

はり授業の形態によると思います。日本の文化とその国の

文化を紹介しあうような授業だと、二人で一緒に組み立て

た方がお互いに活きて面白い授業になります。でも今年

の形の授業では、学生をペアにすることはしませんでし

た。 

 

武田:ありがとうございました。 

 

萩原:留学生の意見も聞いてみましょう。金さん、留学生と

しての自分の役割をどういう風に認識していますか。 

 

金:私は東柿生小学校で去年2年生を担当しました。先週

のプレフォーラムでも話したのですが、私はビジュアル的

に外国人というイメージではありません。東柿生小学校の

活動に参加しているブラジルのファウストさんやインドネシ

アのタリさんとかと比べると、私はぱっと見て留学生とか外

国人とか思われないのです。最初の授業で｢留学生は誰

でしょう？｣というクイズをやったくらいです。外国人留学生

だということで、日本との比較をしてくれという要望をよく言

われます。私は韓国出身で、いいのか悪いのか分かりま

せんが、韓国と日本は大した違いがないのです。比較しよ

うと思ってできないことはないんですが、私は国際理解教

育をする中で、世界中みんな同じ人間だということを考え

ています。だから日本人、韓国人と区切らなくてもいいと私

は考えているんですが、どうしても｢留学生だからできる話

をしてください｣とか｢留学生がいるからできることをしてくだ

さい｣と言われることが、東柿生小学校ではないんですが、

多々あります。それで、留学生をどう使うかということです

が、今年の5年生の1回目の授業で、韓国と日本の小学生

の比較をしました。そのときに、私がいなくても日本人学生

二人で、韓国の小学生がどういう生活をしているか調べる

ことはできたと思います。私自身、今の韓国の小学生がど

ういうのか分からなくてインターネットで調べたくらいです

から。それで、日本人二人だけで授業をするとしたら、とあ

る韓国人小学生の一日、みたいになると思います。まずは

韓国の小学生が何をしているのか想像してみよう、という

始め方になるのではないかと。そこに私がいることで、より

想像しやすくなると思います。｢金さんがみんなと同じ歳だ

ったときのことを想像してみよう｣と。｢韓国の人｣じゃなくて

｢金さん｣のことになるともっと身近に感じられるし、韓国人

はどうなのだろうって想像するよりは、金さんはどうだった

んだろうって、目の前にいるから質問したり話しかけたりで

きます。だから、そういう作業や授業をするときは、留学生

がいた方が子どもたちは韓国をより身近に感じられると思

います。 

 

矢崎:今年の6月に支援室に国内研修ということで伺って、

そのときに何人かの留学生とお話ししたときに、これだ、と

思った印象的な話があります。金さんがおっしゃったことに

は、金さんという人と仲良くするのか韓国と仲良くするのか、

どちらかと考えたとき子どもたちに必要なのは前者だろう、

と。私はその通りだと思います。川崎市の国際理解教育が

目指しているのは、金さんという人を知ることの方なのです。

韓国について知ることはいくらでもできますから。金さんを

知って、すごくいい人だなとか、自分と同じようなとか、違う

ようなとか色々なことを考えます。金さんは韓国の人なのか、

じゃあ韓国ってどういう国なの、って広がっていくのは全く

構わない。初めから韓国という国について話しても、子ども

たちはどうでもいいこととして忘れてしまいます。でも金さ

んという人を通すことで、どうでもいいことではなくなるので

す。だから、国に意識を向けるときにも、留学生は必要な

存在でありとても重要な役割を担っていると思います。 

 

中村:日頃小学生が学校の中で接するのは、同じ小学生

同士かあるいは先生しかいません。そこに教育実習で大

学生が来ると、違う年代で違う感覚の持ち主と出会う新鮮

味があります。外語大の方が来るのもこれと同じ部分があ
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るのでしょう。日本人学生でも外国人留学生でも共通で、

おにいさんおねえさんが来てくれた、という気持ちでいいと

思います。留学生についてですが、その国の食べ物・文

化・服装などは、教員が写真を見せても教えられることな

ので、子どもたちにも衝撃的な感動はなくて、違うのだな、

くらいにしか思わない。でも例えば、金さんが10月の授業

でおっしゃったことは衝撃的でした。学生さんが3人それぞ

れの大切にしているものの写真を持ってきて、どれが誰の

か当てようという授業だったのですが、金さんはてるてる坊

主の写真を持ってきました。日本に来て初めててるてる坊

主を見たということだったのですが、それだけなら子どもも

教員も、韓国にはてるてる坊主はないのだな、と思うだけ

で別に驚きません。でも金さんが初めててるてる坊主を見

たときの印象が、残酷だ、首を絞めて吊るされている、とい

うものだったと聞いて、私はてるてる坊主のイメージががら

りと変わりました。明日晴れて欲しいな、とお願いするので

あって首を絞めているなんて思ってもみなかったのですが、

外国の人から見るとそう見えるのかと思いました。やはり生

の声で聞くことですごくインパクトがあったのです。日本人

でも習慣の違いとかは教えられますが、外国の方の感じ方

の違いを生で聞くというのが効果的だと思います。まだ子

どもの声を分析したわけではありませんが、私たちが普段

当たり前と思っていることが世界全体から見たら実は変な

ことと見られることもあるのだな、という視点を持ってくれれ

ばいいと考えています。だから留学生の方には、感じ方を

生の声で語っていただきたいです。｢ここが変だよ日本人｣

という番組がありましたが、あんな風に過激じゃなくてもっと

素朴に感じたことや価値観を伝えてもらいたいと思いま

す。 

 

萩原:ありがとうございました。留学生は必要なのだ、とちょ

っと納得しつつあります。次に周さんの意見を聞きます。

金髪、色白、青い目の留学生という子どもたちの期待を、

見事に裏切ってしまう周さん、どうでしょう。 

 

周:それは初耳です(笑)。個人的な意見ですが、国際理解

教育という名目でやる以上、外国人との付き合いなしでは

できないと思います。なぜかというと、客観的な事実は本

やインターネットで調べられますが、その国に住んでいる

人でなければ分からないことというのが、必ずあるからです。

小学校だとどうか分かりませんが、中学校や高校で中国の

ことは必ず習いますから、知識は身に付くのですが、やは

り中国に住んでないと分からないことがあるのです。だから、

国際理解教育の授業は留学生がいなくてもできるのかもし

れませんが、留学生がいた方がよりいい効果を得られると

個人的には思います。自分の役割について詳しく考えた

ことはないのですが、自分が何をできるか、よりも、自分が

何を求められているのか、を知りたいです。小学校の先生

に、何を知りたいのか、私のことを知りたいのか、中国のこ

とを知りたいのか、それとも中国と日本の違いについて知

りたいのかをまず聞いて、それに答えるのが私の役目なの

だと思います。 

 

＜国際理解教育の疑問③ これまでの実践の効果＞ 

萩原:ありがとうございました。感じ方というキーワードが出

ましたね。留学生と一緒に授業をするのは実は日本人学

生にとっても大変なことで、コーディネーターは学校と学生

をつなぐだけじゃなくて、日本の学校ではガムを噛んじゃ

いけないというところから始めるのです。その苦労が報わ

れている思いです。時間も押してきたので次の質問に移り

ます。④は学生にとって一番関心がありつつ心配していて、

かつ学生では知り得ないことなんですが、｢これまでの実

践を通して、子どもたちはどのように変わったと思われるか。

先生方の印象、国際理解教育に対する子どもたちのリアク

ションを知りたい。｣ということです。学生は年に数回実践

に行くんですが、果たしてどういう効果があったのか、どう

いう風にすればよかったのか子どもたちに聞く機会がない

ので、ぜひ子どもたちに日頃関わっている先生方の意見

をお聞きしたいです。特に担任の先生方、よろしくお願い

します。 

 

野村:クラスを見ていると勉強はできている感じの学校なの

で、更にその先まで考えて、総合学習の時間でやってい

るように、自分史を振り返ってみたり色々な職業の人にイ

ンタビューをしたり、これから先のことまで考えることをして

いるので、それと結びつけて外語大生の方との交流を通し
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て考えるというのが授業のねらいでした。生徒からの感想

としては、例えば10年後はあの学生のようになりたい、とい

うように学生がある意味人生のモデルになっているものが

あります。その場限りではなくて、自分もこんな風にできた

ら、と子どもたちが感じることができたことが一番の収穫で

す。通り一遍の知識だけ与えてもこうはならないので、すご

くいい機会になったと思います。それから、学生と関わっ

てお互いをよく知ることで、相手に対する興味もそうですが、

自分が相手に認められたり励まされたりしたことで、子ども

たちの心に残る励みになる機会になったと思います。さら

に、外国の文化について今後もっと深く知りたいと感じて

いる子どももいます。興味関心を持つ窓口になっているの

です。だからこれからも何かやっていかなければと考えて

いますが、1回限りではなくて何回か続けて授業をしたこと

で、子どもたちがこれから考えていく土台を作るいい機会

になったと思います。 

 

萩原:ありがとうございました。もう一人二人から感想をいた

だきたいのですが。 

 

鳥塚:私は国際理解について何の知識もなくて、しかも今

日この場で新しく湧いてきた疑問もあり、私自身分からな

かったところもあります。子どもたちがどんな風に変わった

か、今一生懸命考えていたのですが、一番変わったのは、

新しい出会いを通して、こんな人もいるんだ、と思うように

なったことです。先ほどもありましたが、子どもたちの世界

ってこちらが考えているよりはるかに狭くて、うちのクラスで

｢韓国の人が来るんだよ｣って言ったら｢ヨンさま来るかな｣

って言うんです(笑)。子どもが知っている韓国ってヨンさま

しかなくて、韓国と言えばヨンさま、というイメージのところ

へ金さんが来て、韓国はヨンさまだけじゃないのだと分か

ったみたいです。子どもが元々知っている韓国ってメディ

アで流れているものしかなくて、知っている子は国際問題

ということも聞いたことがあるようですが、うちの学校の実態

では8、9割はヨンさましか知らない。とても偏ったイメージし

か持っていないのです。日本以外に国があることは知って

いると思うのですが漠然とで、そんな子どもたちが、こんな

人がいてこんな国があるのだ、と思う入り口に立つことが必

要だと思います。この間の授業で、なんて失礼なのだと思

ったのですが、何かの写真を見せていただいたときに、韓

国人は木の小屋に住んでいるから云々と言う子がいたの

です。そんなイメージしか持っていない子どもたちに、そう

じゃないと言ってもらうことで、世界が広がったり、その人の

背景にある国に少しでも興味を持つ最初のスタートになっ

たと思います。将来的にあの国に行ってみたいな、その国

の人と話してみたいな、と思ってくれればいいと思います。

やはり外国の人に来てもらっても、その国のことが必ずしも

分かるわけでは決してないと思います。自分自身の体験

から言っても、外国の空港に降り立ったときに日本と違う空

気で、これが外国の香りなのだなと感じたことがあります。

現地に行かないと分からないことがあるわけです。だから、

子どもたちがその国に行ってみたいなと思うことができれ

ば、それがその子の変化だなと思います。 

 

萩原:ありがとうございました。次に土橋小学校の三井先生

お願いします。 

 

三井:うちの学校の授業は少し特殊で、聞く力やコミュニケ

ーション能力などを身に付けることを目標にしていました。

小学校3、4年生はギャングエイジと呼ばれるくらい自己主

張が強い時期で、自分のことをしゃべるのは一生懸命にな

れるのですが、他人の言うことを聞く余裕がないという問題

があるのです。話し合いを中心に授業をしたときに、最初

はあっちこっちでわあわあ自分の意見を言うのですが、

段々声が大きくなっていって、まるでけんかをしているよう

だと学生さんも言っていました。でも授業を進めるうちに、

話し合いの進め方を次第に学んだみたいで、聞く力は随

分育ってきたなと感じています。 

 

萩原:聞く力が育ってきた、というのはどういう時にお感じに

なりますか。静かになったとかそういうことでしょうか。 

 

三井:まず、一人が話をしていたら黙って聞くようになった

時、それから、自分の意見を思いつきで話すのではなくて、

考えて整理しながら話すようになった時や、人の意見を取

り上げて自分の意見を鑑みれるようになった時などです。 
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＜国際理解教育の疑問④ 授業の狙いについて＞ 

萩原:ありがとうございました。では次に移ります。子どもた

ちからどういうリアクションがあったか、どういう変化があっ

たか、の意見の中で、人とのつながりや聞く力というのが出

たのですが、ここで①−2に戻ります。もし国際理解教育の

目的、授業の目指す目的が、｢広い視野を持った子どもを

育てる｣｢聞く力を育てる｣｢コミュニケーション能力の育成｣

というものであれば、他の場面でも達成できるのではない

かと思います。木矢さんの発表の中にあった、｢自分の考

えを持ち、相手に理解してもらえるように伝える｣とかそうい

ったことは、学級活動や他の行事でも学べるものでしょう。

なぜそういう目的を国際理解教育の場に持ってくるのだろ

う、というのが学生からの素朴な疑問です。それについて

ご意見があればお願いします。 

 

矢崎:難しいですね。コミュニケーション能力というのは全

ての教科で扱うべきものなのです。算数・数学でも理科で

もあります。ただここで言っている、私たちが本当に身に付

けさせたいコミュニケーション力というのは、文化的国際性

を持った、自分と少し違う人とどう話をするか、その人をどう

理解しようとするか、という意味でのコミュニケーション能力

なのです。だから、たとえよく知っている者同士でも、お互

いをより深く知るためのコミュニケーション力というのももち

ろんあると思います。でも私たちが今やっているのは、初

めて会った人とのコミュニケーションです。欲を言えば、国

際性のある方にいつでも来ていただきたいのです。でもそ

ういうわけにもいかないので、国際性とあまり関係のない方

とも授業をしています。川崎市の研究会議で話し合ってい

るねらいは、やはり文化や世界的なものを教えることでは

なく、色々な考え方や文化を持った人とどう付き合うかとい

うことなんです。というのも、川崎市には帰国子女の子や

外国人の子がたくさんいて、統計的に言うと各クラスに一

人違う文化を持った子がいることになるのです。学校によ

って多い少ないはありますが。だから隣にそういう子が座

ったときにどうコミュニケーションを取ろうか、ということを考

えることから始まっているわけです。土橋小学校の授業で

は、複数の意見をまとめたり、協力して一つのものを作っ

たりしましたが、それは日本人同士でも難しいことです。そ

こに考え方の違う人が入ったらもっと難しくなるでしょう。そ

の中でトレーニングをして、自分の意見の出し方であると

か、相手の意見を受け入れることを学んで欲しいと思って

います。そういうわけで、コミュニケーションはあらゆる場面

で扱えるものではありますが、国際理解的なコミュニケー

ションというのもあると考えています。 

 

萩原:ありがとうございました。学生の発表の中ですごく印

象的だったのが、土橋小の聞く力です。先生はなぜ子ども

たちの聞く力が足りないと感じて、それを国際理解の目標

として取り上げようと思ったのですか。 

 

三井:最初に授業を組み立てるときに、子どもたちに今一

番足りないのは何だろうと考えました。矢崎先生から、今子

どもたちに欠けているものを把握して、それと国際理解を

結びつけた授業ができないか、というお話を聞いていたの

で、まず子どもの実態把握から始めました。うちの学校の

実態を調べていくと、これは今の子どもたち全般的に言え

ることかもしれませんが、自分のことには一生懸命だけど、

どこか排他的で他を寄せ付けないところがあって、自分さ

えよければいいという考えが横行しているように感じました。

冷たい関係とまではいきませんが、人のことを聞き入れる

余裕がない感じがあったので、今回のような授業をしようと

いうことになりました。 

 

萩原:ありがとうございました。今の件に関して学生から質

問はありますか。 

 

田村:三井先生にお聞きします。子どもたちに自分さえ良

ければいいという傾向があるとおっしゃいましたが、人との

関わりというものは学活の時間などを通してクラスの中でも

扱えると思います。それを国際理解教育と結び付けようと

思った理由をお聞かせください。 

 

三井:先ほど矢崎先生がおっしゃったように、対する相手

によって授業の内容も変わると思います。友達同士の関

係を活かすとしたら学活になるでしょうし、障害のある方と

話をするのであれば福祉教育というふうに場面場面で変
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わります。東外大の学生さんであれば、背景に流れている

国際性を導き出しながらコミュニケーション能力を身に付

けていくというねらいがいいだろうと考えました。 

 

萩原:ありがとうございました。学生からの質問は以上なの

でこれで終わりといたしますが、運営委員を代表して青山

先生何か一言お願いします。 

 

青山:代表というわけではないのですが、一委員として申し

上げます。今回のフォーラムは学生が主体となって取り組

んできたわけですが、こうして学校の先生方を相手に堂々

と張り合って質疑応答しているのを見て、やはり学生自身

が成長しているということを強く感じました。我々大学教員

から見ると、もうこれだけで十分支援室の成果が挙がった

かなと思います。一方、小中学校での国際理解教育に関

してですが、外大モデルとは言ってもまだこれからの成長

が必要だと思います。一つには、留学生と日本人学生が

共に授業を作り上げるということがあります。今日の議論で

は、実際の授業の場で日本人が出るか留学生が出るかが

問題になっていましたが、それ以前に授業を作り上げてい

くプロセスで、一緒に活動するという目に見えないところが

本質なのではないかと感じました。その上で、授業を日本

人がするか留学生がするかは、それぞれの授業で意味の

あることだと思います。その中でも特に、留学生がやはり必

要だということが今日確認できました。目からうろこが落ち

る発言もありましたが、同じ人間でも違う見方があるというこ

とを、留学生の口から聞くことで説得力が増したと思いま

す。それと今回は出てこなかったことですが、1回だけの授

業ではなくて何回か継続的に行う、しかもその前後にはし

っかりと打ち合わせと振り返りをやるというように、長いスパ

ンで考えることが、支援室の国際理解教育の特徴ではな

いかと思います。児童・生徒たちの変化として、初めは分

からなかったけれども実はこの人はこういう人なのだと考え

るようになったというのが多くありました。これはやはり時間

をかけて交流したからこそできたのだと思いますし、そもそ

もそういうことを前提として活動してきたことの成果であると

感じました。私からは以上です。 

 

萩原:青山先生どうもありがとうございました。趣旨からは外

れてしまうかもしれませんが、一言申し上げます。国際理

解教育は子どもたちに向けて行ってはいるのですが、専

攻語や専門を越えたメンバーで授業を作っていく中で、国

際理解教育を受けているのは自分たちの方じゃないかと

いう錯覚に陥ることがあります。葛山さんが、自分が中国を

知るようになったと言っていましたが、それほどまでに私た

ちがコミュニケーション能力や、人の意見を聞く力や、他の

国に対する知識などを身に付けてきたのだ、ということを4

年生の私が感じています。ですので、こういった機会を与

えてくださっている学校に本当に感謝しています。ありがと

うございます。それでは他に質問や意見などがなければ、

これで終了といたします。お越しくださった先生方や学生

の皆さん、お忙しい中どうもありがとうございました。 

 

以下当日配布資料より質問事項を抜粋 

 

①-1 国際理解教育の目的は何か。 

①-2 もし、その目的が例えば「広い視野を持った子どもを

育てる」「コミュニケーション能力の育成」など（他の

場面で育成できるもの）であればそこにどうして“国

際”が必要なのか。 

② 既製の国際理解教育の教材があるのに、一から授業

を作り上げることに関して。 

三島市小学校の実践（世界がもし100人の村だったら

ゲーム）がうまく行ったと思う。日本人だけでできたし、

既製の教材もある。それでも、一からアクティビティを組

み立てることの利点は何か? 

③-1 国際理解教育に留学生は必要か。 

③-2 もし必要であれば、先生方と日本人学生の望ましい

役割は何か? 

④ これまでの実践を通して、子どもたちはどのように変わ

ったと思われるか。先生方の印象、国際理解教育に対

しての子どもたちのリアクションを知りたい。 

⑤ 子どもたちはどういうきっかけで変わったか。 

④で特記すべきリアクションがあったとすれば、それは

何がきっかけになったのか。（例えば、この授業のこの

アクティビティが良かったなど。） 
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(5)キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏講演会｢“デカセーギ”は

こうしてやってくる～日系就労者支援事業最前線からの

報告｣ 

 

日時:2006 年 11 月 28 日(火) 18:10～20:00 

会場:東京外国語大学 本部管理棟中会議室 

講演者:キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏 

 

司会者:ただいまから、プレ・学生多文化フォーラムを開催

します。本来は 12 月 2 日に行われます学生多文化フォー

ラムで、先生に｢明日の多文化社会を担う子どもたちのた

めに｣と題して講演をして頂くということだったんですけれど

も、せっかく遠方からおこしですので、なかなか私たちが

知ることのできない、ブラジルでの状況、日本の外での状

況についてお話いただければということで、こういう講演会

を企画しました。本日は｢出稼ぎはこうしてやってくる～日

系就労者支援事業前線からの報告～｣ということでお話い

ただきます。先生どうぞよろしくお願いします。 

 

＜移民の歴史＞ 

キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏:みなさんこんにちは。今日

の話は少しブラジルの情報と日系社会の情報にしたいと

思います。私は話し合いの方が好きなので、私一人が話

すのではなくて、私が少し話してから、みんなでお話した

いと思います。 

 まず最初に、これはブラジルの地図です。南アメリカがあ

って、では日系人がどこに住んでいるかというと、サンパウ

ロ州のこの辺、もちろんサンパウロ市内にもたくさんいるん

ですけども、ここら辺、北パラナ、マトグロッソドスル、それ

から、トメアスールという地域です。ブラジルの人口は日本

の人口より30％ぐらい多いのですが、面積は日本の23倍

あります。ほとんどの人たちが、この海岸の方に集まってい

て、内陸の方はあまり人が住んでいないですね。そして、

日系移民の人たちは、1908年に正式に移民が始まって、

その年の6月に笠戸丸という移民船がサントスに着いてか

ら、2008年で100周年を迎えるとしており、日系社会は大

騒ぎをしています。ちょうど奴隷制が廃止されて食糧不足

と労働力不足に困り、イタリアやスペインから移民を集めた

のですが、それでも十分ではなくて、では何処から呼び寄

せようかということで日本からとなったわけです。当時、日

本は非常に貧しい状態で、外国に人を送ろうと考えていて、

人々もブラジルっていう国に行けば、お金のなる木がある

と思っていたわけです。そのためにたくさんの日本人がブ

ラジルに渡りました。当初、多くの移民はサンパウロの東で

コーヒーを育てて、慣れない農業をしばらくしていました。

戦前の移民というのは、ほとんど出稼ぎという感じで行って

おりまして、ポルトガル語を覚えようとはせず、日本の教育

をしていました。自分たちの子どもには日本語だけを話さ

せて、いつかは帰国しようと思っていました。日本が少し豊

かになったら帰国しようと大部分の日本人が思っていまし

た。しかし、戦争が終わって、日本が負けて、もう日本には

戻れないんじゃないかと思うようになりました。そこで、子ど

もたちのことも何とかしていきましょうということになりました。

ちょうどブラジル政府も教育を中心にしないと、この国が治

まらないんじゃないかということで体制を変えようとしていま

した。そういった、ブラジル側の政府の仕組みと日本人移

民の帰国できないということが重なって、状況が変わって

いきました。日本人は自分たちの子どもにきちんと教育を

受けさせようとしましたし、でも日本語もきちんと守っていき

たいということで、日本人学校や県人会などで日本語教育

をしていきました。子どもたちも両親に強いられて｢どうして

日本語なんて勉強しなきゃいけないの？｣とか｢日本語な

んて嫌だ。｣とか言いながら勉強していました。ですから、

日本で今現在、在日ブラジル人の子どもたち起きているよ

うなことと共通するようなことが、二世の人の中に起きてい

ました。つまり、ポルトガル語も日本語もちゃんとできない。

日常生活で話すのはできるけれども読み書きがあまりでき

ない。新聞も、ある程度は読めても複雑なことになるとちゃ

んと理解できない。 

日本人移民は地方から出てきて、初めはもちろん雇わ

れて農業をしていたわけですが、少しお金ができると、今

度は他人の土地を少し借りて耕作して、その次には地主

の土地を半分借りて、そしてできあがった米や農作物も半

分渡すという農業をしていきました。それでもまだ生活が

苦しくて、それでなるべく都会に出て何とかしようということ

で、まして、戦後は教育をきちんとしようということで、たくさ
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んの人達が地方からサンパウロに出てきました。現在、日

系社会は150万人といわれていますが、これもはっきりした

データはありませんが、20年前には120万人といわれてい

ました。 

今度の100年祭には、予算的に厳しいところはあります

が、きちんとした調査をしようといっています。それと、一つ

大きな問題は、どういう人を日系と呼ぶかなのですが、ハ

ーフの人は日系じゃないのかという話になってくると、日系

人の数はずいぶん減ると思います。二世の20％がもう非

日系で、三世になると30％が非日系ということになってしま

うわけですから。日本に住んでいる日系ブラジル人の人た

ちは、日本人のような顔をしていても、ちょっと違うと思いま

す。 

 

＜ブラジルでの日本人移民の様子＞ 

日本人移民がブラジルでどういう生活をしているかとい

うと、日本人は学歴もあって、成功もしていて、職業もよく

て、すごいとかよく言われるのですが、私はちょっと疑問に

思っています。本当にそんな裕福な生活をしているのなら、

どうして出稼ぎに出るのかなと思うんですね。本当に日系

人がそんな裕福な生活をしているのかなというと、そうでも

ないように思います。幸運にもお金があって、きちんとした

学校に通えて、という人もいます。ブラジルの公立学校は

本当に無料なんですね。教科書も制服も。それから学校

で勉強するために一日に必要な食事も与えてくれます。

ですから、ブラジル人の子どもたちやブラジルに住んでい

るラテンアメリカの子どもたちは、その食事をとるために学

校へ通っているという子もいます。ちょうど1930年代、40年

代というのはブラジルも教育ブームで、すごく教育に力を

入れていまして、大学の教授も色々なところ、ヨーロッパと

かから呼び寄せるという運動もありましたので、チャンスが

あった人はきちんとした教育が受けられました。でも、1964

年に軍人たちが政府を取り上げて、それで60年代になると

そういう先生も帰国してしまって、ブラジル人の先生たちの

中でも有名な人たちは海外に出て行ってしまった。それで、

私たちは残された先生に学んでいる。ですから、今でもい

い学校といわれている大学、例えばサンパウロ大学なんか

もそうですが、60年代に比べたら、果たしていい学校なの

かなということは思います。 

ですから、日系でうまくいったという人は本当に一部な

のではないかと思います。日系で貧しいとか、食べていけ

ないという人は本当に少ないと思いますが、社会でうまくい

っているとは言っても、逆に大金持ちですごく出世したと

いう人も少ないのではないかなあと思います。本当のサン

パウロの大金持ちはイタリアの人やドイツ人、多くはユダヤ

人で、 日系人ではないんです。 

 ブラジルは、経済的に考えても学力的に考えてももの

すごく差が大きいです。日系人の中でも、読み書きもでき

ない人もいれば、大学教授もいる。最低賃金で生活してい

る人々もいれば、月に5000ドル、6000ドル の給料をもらっ

て生活している人もいる。もちろん日本に比べれば物価は

安いので割と裕福な生活ができる。だから日系人の人達

はうまくいったのではないかという考えを持つんじゃないか

と思います。でも、なかなか仕事が見つからなくて悩んで

いる、という日系人もたくさんいます。 

それから、よく｢ブラジル人ってどんな人ですか？｣という

聞かれ方をします。ブラジルでも10年くらい前までは、アフ

リカ人のことを、｢黒人の文化をもつ｣というような言い方を

していたのですが、よく考えてみると、そういうものはない

んですよね。アフリカといっても広いですから、各国のアフ

リカ人がそれぞれが色々な文化を持っている。ですから、

それをひとつにはできないです。もちろんアジア系の人達

に対しても、｢アジア文化｣という風にひとくくりにするのも問

題だと思います。ブラジルも同じです。アマゾンに住んで

いる人達、サンパウロなど都会に住んでいる人達、もっと

南の地方に住んでいる人達等は、それぞれ本当に違う考

えや習慣を持っています。 

そして、日本に来ている人達というのは、サンパウロから

だけではなく、ブラジルの色々な地方から出てきている。

サンパウロ以外から来ている人は少ないのですが、日系

人がいないわけではなく、そういう地域の日系の人達もそ

れぞれの地域に馴染んでいる人達なので、サンパウロか

ら来る人よりもアマゾンから出て来る人の方がブラジル人ら

しいです。パラナ州にはアサイという小さな町があるので

すが、住民の90％が日系人という町です。アサイから出て

きている人達はほとんど群馬県大泉町に住んでいるそうで
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す。彼らは、誰かがどこかへ行くとなると、他のみんなもわ

っと同じ場所へ行くというように、行動がすごく似ています。

ですから、パラナから来た人達で大泉に住んでいる人達

は、なんとなく行動が似ているんじゃないかと思います。で

も、私が見てきた愛知県なんかでは、本当に様々なところ

から出てきているので、｢これがブラジル人｣とは言えない

ですね。 

ブラジルの日系社会が今抱えている問題というと、仕事

を持っていない人達についてです。つまり、高齢者と子ど

も達です。お年寄りは、日系社会の中で老人ホームがな

かったり、病気になった人達の介護をする人がいないので、

とても困っていると思います。これはデカセギがブームに

なってからはすいぶんひどくなっています。 

お年寄りの面倒を見ていた息子さんたちがデカセギに

いってしまうと、残ったお嫁さんも面倒を見ません。お年寄

り達は行くところがない。多くの一世の人達はほとんどポル

トガル語がしゃべれないし、二世の人達も日常生活には

不自由しない人達と、まだポルトガル語がきちんとしゃべ

れない人達の両方がいる世代です。例えば、サンパウロに

は日系人向けの老人ホームが2つか3つしかないので、そ

ういう人達は非日系のブラジル人と同じ老人ホームに入る

ことになります。でも、お嫁さんなどもほとんど面会には来

ないので、多くの場合、日系のお年寄りは話し相手が誰も

いなくて、いつも寂しそうにしているそうです。 

そして子ども達についてです。残された子ども達とか、

自分達で選択することができない人達です。なぜデカセギ

があったか、と考えることが、今日のテーマですよね。私は、

経済的な問題が一番大きいと思います。ひとつはグロー

バリゼーションです。ブラジルから日本へ、という動きだけ

ではなくて、ブラジルからアメリカへも多く移民しています。

アメリカへ行っているのは約120万人、と正式な数字として

発表されていますが、実際には250万人くらいは行ってい

るんじゃないかと言われています。これはやはり不法滞在

ですから、なかなかきちんとした数はつかめません。大体

はニューヨーク近くや、ボストンあたりへ行っています。ボ

ストンに暮らすブラジル人達について、たくさんの論文が

書かれています。アメリカに住んでいるブラジル人は割と

おとなしいと言われています。もちろん不法滞在であるか

らだと思うのですが。 

パラグアイにもたくさんの人が行っています。ブラジルで

は 、 パ ラ グ ア イ に 移 民 し た 人 を ｢ ブ ラ ジ グ ア イ オ

(brasiguaio)｣と呼んでいます。 

 

＜日本での日系ブラジル人移民の様子と課題＞ 

そして日本です。日本には約30万人いますね。グロー

バリゼーションの中では、貧しい国の人達がお金持ちの国

へと渡る、という傾向が多く見られるものですよね。日本で

は、ブラジル人のデカセギが始まったのは90年に入ってか

ら、と言われることが多いですが、ブラジルでは、本当にデ

カセギが始まったのは1985年であるといわれています。な

ぜ85年かというと、サンパウロ新聞という日本語で書かれ

た日系人向けの新聞があるのですが、それに｢日本で仕

事をしませんか｣という求人広告が始めて載ったのが85年

だったんですよね。はじめは一世の人達だけに呼びかけ

があったんですね。というのは、一世の人達であれば言葉

にも問題はないし、すぐに文化にも慣れるだろうと日本政

府が考えたからだと思います。一世で日本に来た人達の

ほとんどはブラジルに帰国しています。それは面白いこと

ですよね。｢日本へ帰りたい｣と口癖のように言っていたの

は一世なのに、結局は日本に来て、｢いや、僕の場所はこ

こじゃない｣と感じて帰国したのです。二世の人達の方が、

ずるずるといつまでも日本にいてブラジルに帰りません。

85年から90年近くまでの間に結構たくさんの一世達が日

本に来ていたのですが、彼らのほとんどは帰国しました。

そして90年に法律が改正されて、二世に3年のビザ、三世

には1年のビザがおりるようになって、91年には日本に来る

ブラジル人の数はものすごく増えました。 

ブラジルでは64年に軍政になって、この軍政が終わっ

たのが90年頃です。それと、新しい大統領が出てきたのが

90年、フェルナンド・コロルという人で、初めて私達国民が

選挙で選んだ大統領だったのですが、色々な問題があっ

て、辞めさせられました。その次の大統領のフェルナンド・

エンリケ・カルドーゾは、94年に選ばれました。彼が大統領

になるまで、ブラジルはものすごいインフレでした。インフ

レ率が1ヶ月に1000％というときもあって、朝スーパーで見

た品物の値段と夕方見たときの値段が違っていたんです
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ね。そういう状況がけっこう長く続いて、みんなもうどうして

いいかわからない、本当に追いつかないと日系人が考え

ていたとき、日本はちょうどバブル景気でした。自動車や

電気製品をアメリカよりも作っていた。そのために日本で労

働者が必要とされていたんです。ブラジルの日系人達は

ちょうどいい道を見つけたということで日本へやってきた。

これがデカセギの大切なきっかけだったと思います。その

前にも少しずつは来ていたんですね。法的には認められ

なくても、観光などを来日目的にして。来日してからは違

法でもいいや、という感じで日本に滞在していました。 

法律の改正前にはブローカーなども、ものすごく増えま

した。ブラジルの法律では、本当は93年までは、労働者を

派遣すること自体が違法だったんです。でも、ブラジル側

にとってもデカセギは利益があることなので、その後法律

が少し変わって、｢労働者を派遣すること｣が違法なのでは

なくて、｢労働者を騙して派遣すること｣が違法である、とい

うことになりました。それまでブローカーはよく警察と問題を

起こしていたんですが、改正後はそういうことがぴたっとな

くなったんです。こういう点ではものすごくいい加減で、簡

単に解決してしまいました。 

他の色々な問題についても、｢どうして解決しないんだ

ろうね｣とみんなが言うのですが、私は、解決しない問題が

あるのは、それが解決しない方が都合がいいからだ、と思

っています。現在、デカセギに行った人達がブラジルへ送

金している金額というのは、ブラジルのEMBRAERという大

きな航空機の会社が1年間に儲ける額よりも大きいんです。

ですから、政府としては、一銭も使わないでそれだけのお

金が毎年どんどんと転がってくるのですから、このままの方

がいいと考えるんです。どんな人間の移動でも、家族離れ

離れになったり、ある人がどこかに住み着くと決心をしない

方が、国のため、キャピタルのためには良いことだと。もし

在日ブラジル人達が日本に住み着くことを決めたら、彼ら

はブラジルには送金しなくなるだろうから、そういうことはな

い方がいい。日本に対してもブラジルに対しても曖昧な状

態が一番良いのではないかと私は思います。ですから、政

府が本当にデカセギの問題解決に向けて動くか、と言っ

たら、こんなことを言ってごめんなさい、でも私は絶対にど

ちらの政府も動かないと思います。ある程度の形を整える

ことはするかもしれませんが、きちんと動くということはない

と思います。萩原さんがさっきそれを聞いてがっかりして

｢もう活動をやめちゃう｣と言っていたんですが、やめない

でほしい、と私が言ったんですが。だって政府の音頭でこ

ういうことが解決されるのならば、もうとっくに解決されてい

るはずです。20年経ってもこのままの状態でいるというの

は、私達ボランティアが、少しずつゆっくりとがんばってい

い状態にもっていくことはできても、政府が何かするのを待

っているだけではきっと何も起こらないと思うんですね。で

すから今さっき言ったように、法律を変えたいときには、政

府はものすごく早く変えるんですね。さっき言ったデカセギ

を日本に送るための法律なんて、ものすごく早く改正され

てしまいました。でも、例えば今の教育の問題とか、労働

者の健康保険の問題とかについては、全然動きがない。

だから、私が集住都市会議に出席したときにも、知事さん

達に｢彼らはいつ帰るの？｣と聞かれましたね。もうブラジ

ルには帰らないということになると、各市でその人達をどう

にか受け入れて育てることを考えなければならないけれど

も、いつか帰国するのであれば、そのまま、ある程度の取り

組みはしても、大したことはしなくてもよいと考えていると思

います。そしてブラジルの側でも、いつまでも仕送りをして

ほしいという考えになってしまうのだと思うんですね。結局、

上の人達が一番大事に考えているのは金銭的なこと、経

済的なことじゃないかなと思います。｢人間｣っていうことに

ついてはあまり深く考えていないのではないかと思いま

す。 

そして外国に行ったときにその国に入れること、そして

帰国したときもなかなか馴染めない、ということ。なぜそうい

うことが起きるかというと、一番は文化の違いです。今では、

デカセギという言葉はブラジルの辞書にも｢Decassegui｣と

載っています。でもその意味は、｢デカセギとは、ブラジル

から日本へ働きに行く人｣と書いてあるんですね。デカセ

ギという言葉は、本来はどこへ行く人にも当てはまるんで

すが、ブラジルでは日本へ行く人だけに限られています。

そのデカセギが約30万人。この中の15％が子ども達です。

色々な国で生まれている子ども達、それから母国と違う国

に行って住んでいる子ども達のために何かできないかと考

えます。でも、日本で生まれた子ども達は、本当はブラジ
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ル人じゃないんですね。ブラジルの法律では、ブラジル人

とはブラジル国内で生まれた人か、ブラジル国内にある期

間住んで、ブラジル人になりたいと希望した人達、というこ

とになっています。日本で生まれた子ども達はそのどちら

にもあてはまらない。結局、この子ども達はブラジル人でも

ないし、もちろん彼らは日本人でもない。このことも政府に

は都合が良くて、例えばこの子ども達のために教科書や

本を寄付してくれないか、と言うと、｢でも彼らはブラジル人

じゃないからブラジルの責任はない｣と言われてしまったり

します。そしてもう一つ私が少しがっかりしたのは今年の冬

のことです。文部科学省の人がサンパウロにいらしてお話

したのですが、｢ブラジル人の子どもの教育は、絶対にブ

ラジルの責任だから私達は知らない｣というようなことをは

っきり言われたので、やっぱりこの子ども達はどちらの国か

らも見捨てられた子ども達なんだな、ということをものすごく

感じました。 

文化の問題も大きいですね。ほとんどのブラジル人が

健康保険などに加入していません。またそういうことについ

てあまり深く考えていないと思うんですね。いつかは帰国

する、または帰国したいと考えている人達が多いと思うん

です。私がインタビューした愛知の人達なんかは、何に対

しても｢いいよ、帰国したらやるから｣と言います。教育も｢帰

国したら子どもを学校に行かせるから｣、病気になったら

｢帰国したらきちんとするから｣という具合に。それで10年と

か15年とか日本にいるんですけれど、これは短期間だと考

えているんですかね。でもきっとブラジルにも帰らないと思

います。帰国したからといって、そう簡単にすぐにどうにか

なるものでもないですよね。ブラジルに一端帰国して、な

かなかうまくいかないで日本に逆戻りした人達は、今の生

活を大切にしようと考える人が多いと思うんですね。初め

て来る人は、お金を貯めようと思って日本に来る。2,3年お

金を貯めて帰国して、商売でもしよう、と。サンパウロに

SEBRAEというところがあって、小さな工場とか企業を興し

たい人達のためにオリエンテーションを行っているのです

が、そこの人達の話では、帰国したデカセギの人達が興し

た会社の50％は2年以内に潰れてしまい、5年以内では

75％が潰れてしまうそうです。だったらどうしてそういう会社

を興すことを許すのか、というと、縦社会ではないですが、

ブラジル人というのは自分が社長になりたいんです。人の

下で働くのは絶対に嫌なんですね。自分がパトロンになり

たい。だからデカセギに来る人みんなが考えているのは、

日本に来て3年～5年働いてお金を貯めて、｢自分の何か

をする｣ということです。でも、みんなが会社経営をした経

験のある人というわけではないし、初めてすることですから、

潰れる確率がものすごく高い。すると、また日本にデカセ

ギに行こう、となるわけです。潰れただけならいいですが、

それで負債を抱えてしまった人なんかも結構いるんです

ね。2回目に来る人達の多くは、お金を貯めて帰ろうとは

考えないで、いい生活ができるうちにやっておこうと考える

んですね。新しい洗濯機を買おうとか、新しい車を買おうと

か。ブラジルで何年もかかって買う物を、日本で仕事をす

ればすぐに買うことができる。だから子ども達も言いますね、

テレビゲームなんかもなかなかブラジルでは手に入らなか

った物がこっちではすぐに買えるから｢あ、日本はいいな｣

と。携帯も最新の物が欲しい。きっとそういうところが、今の

在日ブラジル人だと思います。その一方で、ブラジル人の

仲間同士で一緒に大きなお店を作って、ブラジルで売っ

ているような品物をものすごく高い値段で売っているんで

す。でもブラジル人たちはそれを買う。だから私が訪ねた

愛知県のある団地では、ほとんどのブラジル人が毎日、ブ

ラジルで食べていたのと同じ米、豆、肉を食べていると言

っていました。｢高いでしょ？｣と聞くと、｢高い。でもいいん

だ。｣と言っちゃう。結局は食料品とか、洋服なんかも結構

ブラジルから取り寄せた物を買っているんですね。その団

地でも、団地の一部屋で売っていました。そういう品物は、

大きなカバンを持って、ブラジルや値段の安いパラグアイ

なんかへ行っては買い付けてくるんですね。すると団地に

住むブラジル人が買っていくんですね。ブラジル人向けの

雑誌なんかにもよく商品の広告が載っています。高いなあ

と思うんですが、結構みんな買っていくんですね。ですか

らあんまりお金は貯まっていないと思います。それから、よ

く｢ブラジル人はどこに住んでいるの？｣と聞くと、｢あの大き

な車、新しい車が止まっているところに住んでいるよ｣と、ど

この団地へ行っても言われます。テレビに関しても、日本

の番組ではよくわからないので、ケーブルテレビを入れて

ブラジルの番組を見ていたりしています。だから、こっちで
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いい生活をしよう、というのが今の彼らの考え方なんです

ね。 

でも、健康保険に入っていないと、帰国して大騒ぎにな

りますね。ケガをした時や勤務中に事故があったときなん

かに日本ではちゃんと治療できなかったり、保険がないた

めにわずかな貯金を治療費に当てることになって何も残ら

なくなってしまったりします。ブラジルでは、保育や教育、

健康に関しては、無料で診てくれます。もちろん保険に入

っていれば、自分で好きなお医者さん、病院を選ぶことが

できるんですけれど、持っていなければ選ぶことはできま

せん。でも必要な治療は受けられます。色々な病院では

患者の60％はそういう患者さんでないといけないという規

則があったりするので。もちろん大学病院でもそうです。だ

から帰国したブラジル人達もそういうところに行きますね。

薬に関しても、必要な薬は医者の処方箋があれば、政府

から薬を出してもらえるんです。体調を崩す人ももちろん

たくさんいますが、それよりも精神的にやられてしまう人が

多いんですね。ひとつ、データに入らないのが自殺の数

値です。日本で自殺してしまう人もいますが、多くの人達

は帰国後に自殺しています。帰ったらどうにかなると思っ

て一端帰国するんですが、良くならずに自殺をしてしまう。 

もう一つは、歴史から見ても、人間の移動があるときに

は、精神病等にかかる確率が高くなります。日本から帰国

した精神病患者によく見られるのは、少し精神分裂症に似

ているケースです。そのため、日本から帰国したということ

を知らないお医者さんが診る場合は、精神分裂病だと診

断します。日系の人達は精神の病気に対してものすごく恐

れを持っているのか、その診断を聞くと｢もう治らない重い

病気｣というイメージを持ってしまいます。治らないのであ

れば、家族に迷惑をかけたくないから死んでしまった方が

いい、と考えてしまい自殺してしまうのです。それはどこの

データにも入らないんですね。ブラジルでは普通の自殺と

一緒にされてしまうし、日本でもデカセギが直接の原因で

自殺した、とはなりません。 

もう一つは残された人達についてです。以前は麻薬な

どをやっている人達は日系社会にはほとんど見られなかっ

たんですが、ここ10年くらいでしょうか、ブラジルに残され

た子ども達の中に麻薬の問題がけっこう出てきています。

サンパウロでは日系人の犯罪の問題はまだ出てきていま

せん。でも日本では、ブラジル人の犯罪の問題が大きく取

り上げられていますよね。もちろん薬をやったり罪を犯すこ

とは悪いことですが、それ自体が問題ではなくて、本当は

それ以前にあった問題の結果であると思います。前にきち

んと対処していればこんなことにはならなかった、と思うん

ですね。誰も犯罪者になるために生まれてきたんじゃない。

色々な環境や状況がこういう人間を生み出しているんじゃ

ないかと思うんです。 

それからもう一つ、みんながよく言っているのは、デカセ

ギのために家族がバラバラになってしまったり、子どもを見

捨てたり、といった問題です。残された子ども達はもう本当

に大変です。多くの場合、父親だけが日本へ行って、最

初はすごくうまくいくのですが、2、3年経つとだんだん連絡

がなくなって仕送りも途絶え、残された人達は食べることに

も困ってしまいます。中には｢私が日本にお父さんを探し

に行く｣と言って日本へ行く母親達もいるのですが、それ

は子ども達にとっては、父親も母親も傍にいないということ

です。そこで大変な思いをしている子どももたくさんいるん

ですね。 

すごく印象に残っている男の子が一人います。サンパ

ウロの公立の学校に通っている子で、ものすごく口数が少

なくて、先生も｢この子がしゃべったところを見たことがな

い｣というような静かな子どもだったんです。私も何度か会

ううちにやっと口を開いてくれたんですが、父親も母親も日

本へデカセギに行っていて、兄弟3人を一緒に預かってく

れる人が誰もいなくて、お兄さんがある町に、サンパウロか

ら少し離れた所にお姉さんが預けられて、彼が私の家の

近くに預けられているとのことでした。両親と別れて暮らす

だけじゃなくて、兄弟もバラバラだったんです。何度か彼

に会って話していたのですが、ある時ニコニコ笑い出して、

すごく嬉しそうにしている時がありました。｢何かいいことが

あったの？｣と聞くと、｢ママから連絡が来て、今度の休み

に日本へ遊びに行けることになった｣、｢僕日本語を勉強し

ているんだよ｣と話してくれました。でもその後、ちょうど12

月の学校がお休みになる頃に、彼のお姉さんが殺されて

しまったんですね。ちょうど13歳くらいだったのですが、伯

父さんのところに預けられていて、その伯父さんの言うこと
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をあまり聞かずにすごく反発していたらしく、何が起こった

のか詳しいことはよくわかりませんが、女の子は死んでしま

ったんですね。それで、お父さんは来られなかったのです

が、お母さんがブラジルへ帰ってきてお葬式を出したりし

たんです。そしてその後、男の子は母親から｢今回の帰国

のためにお金を使ってしまったから、もう日本へは行けな

いよ。我慢してね。｣と言われました。それから男の子は、

私達が最初に会う前よりももっと暗くなってしまいました。こ

のケースは一番やりきれないなあと思うんですが、他にも

色々なケースがたくさんあります。 

デカセギに行った甲斐が本当にあるのかな、と私は思

いますね。日系社会ってそんなに悪い状態じゃないです

よね。お金を使っている人達ってそんなにいないです。一

戸建てが建てられなくたっていいじゃない、新しい車が買

えなくたっていいじゃない、と私は考えます。でも、もちろ

んそれぞれが選んだ道ですから、ある程度は、支援をボラ

ンティアなどでやっていくしかないのかなぁと思います。 

日本のブラジル人たちがよく口にするのは、差別されて

いるとか、そのためになかなか馴染めない、ということです。

人の目をものすごく気にしているというところがあって、子

ども達でもよくいじめられた経験があったり、偏見を感じた

りと、な｢日本はいいなあ、ずっとここにいたいなあ｣という

風にはなかなか思えないようです。でもそういう生活を10

年も15年も続けているのですから、｢なるべくがんばって馴

染むようにしようね｣とか、｢自分のことは自分でやらないと

いけないよ｣、とよく話しているのですが。いつまでこの状

態が続くのかな、と思います。 

これは数字のデータですね。先ほどいいましたように、

二世や三世がまだ合法的に来られなかった頃、1990年ま

では在日ブラジル人の数は2,429人でした。そして、法律

が変わると1年間で一気に増えて11万9000人。ここで法律

が変わったんですね。その後は少しずつですが、増えてき

ています。そして、パラナ州などはわかりませんが、サンパ

ウロ州では、日本政府が少しずつデカセギの受け入れに

気をつけているという動きが見られています。今年の4月頃

からです。三世は証明書を出さないとビザがおりないとな

っていて、今まではすぐに出ていたビザが1ヶ月2ヶ月、あ

るいは3ヶ月かかる人達がいます。それにもかかわらず、1

ヶ月に4000ものビザが出されているという話でした。でもこ

れは三世だけの話です。 

もう一つ、最近わかったことは、その証明書を取るとき、

申請する人が過去にある町でちょっとした犯罪や警察沙

汰を起こしていても、その町ではなく別の町で申請したら、

その犯罪記録が何も載っていない、真っ白な状態で取れ

ることが多いそうなんです。私も最近デカセギの人達に言

われて知りました。ブラジルはそういういい加減な国です。

でも私が考えるのは、本当にそういうことを厳しく取り締ま

れば、日本でのブラジル人の犯罪を減らせるのか、という

ことです。前に犯罪を起こしたことがあるからといって、そ

の人が絶対にまたやるとは限らない。日本で初めて犯罪を

起こす人だって多いでしょう。だから、そういう無犯罪証明

書だけで解決できるのかなという疑問が残ります。 

前は、日系二世には3年、非日系の配偶者は1年のビザ

が出ていました。でも最近では、この人達は本当に結婚し

ているのか、夫婦なのか、ということが疑われます。そのた

め、ここ10年間で一緒に行動した時の写真の提示が要求

されるんですね。山のように写真を抱えて領事館へ行って、

これはクリスマスパーティーの時の写真、これは誕生日の

時、これは旅行、といったように見せて説明します。それで

もまた別の写真を要求されるといったように、ビザはとても

難しくなっているんですが、それでも4000ものビザが出る

んです。ですからトータルで年間5万人くらいは日本へ来

ていると思うんですね。でも数字の増加は1万人程度です、

ということは結局帰国している人がいる、ということですね。 

韓国人や中国人も日本にたくさんいますけど、やはりニ

ューカマーとしてはブラジル人が一番多いので、ブラジル

人の生活は一番大変じゃないかと思います。こちらは2005

年の県別の数値ですが、愛知県ではすごく増えていて、7

万1000人になっています。ブラジル人に対してだけではな

くて、フィリピンや色々な国から来た人達のために、各県や

市で色々な取り組みをやっていると思います。私も名古屋

にいたときに、ブラジル人も大変だけれども、もっともっと

大変な人達もたくさんいるのだなあと感じました。 

最近領事館の人達などは、｢ブラジル人が日本で犯罪

を起こすのはビザを持っているからだ、不法滞在であれば

静かにするかもしれない｣などと言う人もいるのですが、そ
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ういう問題ではないと思います。つい最近もありましたよね、

日系人の受け入れを厳しくする、とか日本語ができないと

いけない、というようなことが。ブラジルではなんでこういう

ことになるの？と言っていました。でも、日本で受け入れる

のは日系人だけなんですね。日系人に限らず、ブラジル

人全般を受け入れるのであれば、日本とブラジルという、

国と国の問題になるんですが、そうではなく、日系と日本

の社会との問題だから国としてはタッチしない、ということ

になってしまいます。これをこれからどうしていけばいいか、

とても複雑な問題だと思います。問題が出てくれば出てく

るほど、逃げ道もたくさんありますし。 

では、これから先は皆さんとの話し合いにしましょうか。 

 

＜質疑応答＞ 

司会者:先生、どうもお話ありがとうございました。ここから

は自由な質問ということでよろしいでしょうか。 

 

ナカガワ:はい。 

 

ナカガワ:これは神戸で撮った写真なんですが、神戸の港

にありますよね、色々なことが書いてあったりする。つい最

近神戸でこの像を壊してしまおうという話があって、署名運

動などもが起こりました。私も署名しました。ブラジルにも

同じような銅像がサントスの港にあります。日本人への敬

意を表するためです。日本人はブラジル人にそれだけ良

く思われているということです。私が高校3年生の時、予備

校にも行っていたのですが、予備校の先生達は｢サンパウ

ロ大学へ入りたかったら隣の日本人を殺せ｣と冗談を言うく

らい、日本人は頭がいいと言われていました。でも、ブラジ

ルの日系人というのは、医学部か、工業、物理、数学の方

へとみんな走っていって、社会学などは専攻しません。心

理学とかは、よっぽど物好きな人だけというか、｢なんでそ

んなことを勉強するの？｣と聞かれたりします。 

 

質問者A:質問ですが、さっきブラジル人がデカセギに行く

国として、アメリカと日本と、あとパラグアイが出てきました。

ブラジル人がパラグアイに行くというのがすごく意外だった

んですが、どういう感じで行くのですか。 

ナカガワ:ブラジル人はパラグアイだけではなくて、どこに

でも行っていると思います。パラグアイの法律は受け入れ

るのも簡単だし、言葉も似ています。ポルトガル語から英

語を覚えるのはちょっと大変です。日本語なんてもっと大

変。でも、スペイン語は近いし、商売で儲かりやすいと思わ

れているのです。 

 

質問者A:アメリカは不法滞在が多いそうですが、どういう

仕事に就いているのでしょうか。日本だったら、工場で派

遣労働とか、まあそれだけではないと思いますが。パラグ

アイやアメリカ、ヨーロッパに行っている人は、どういう働き

方をしているのでしょうか。 

 

ナカガワ:アメリカは工場での仕事は少ないです。女性達

はハウスキーパーとベビーシッターが主で、男の人達は小

さな店の店員や工場、ガソリンスタンドとか簡単な仕事で

す。私がアメリカに初めて行った時に面白いと思ったのが、

ある店をぱっと見た時にちょっと変わったところがあると感

じました。｢どうしてだろう？｣と思ったんですが、結局はそ

れがサンパウロで見られない景色だったからなんですね。

サンパウロでは、お店に入ると大体オーナーが日本人とか

中国人、ユダヤ人で、黒人が掃除をしたりという感じだった

のですが、私が行ったそのお店では黒人がオーナーで、

中国人が掃除をしていたのでびっくりしたんです。ブラジ

ル人の女性というのは、掃除が上手で家の中もきちんとし

ていて清潔です。本当に隅から隅まで掃除をするので、ア

メリカでは喜ばれていて、女性の方が稼いでるらしいで

す。 

 

質問者B:今のに関連する質問ですが、そうしますと、デカ

セギ先がアメリカとパラグアイと日本というお話で、日本を

選ぶブラジル人という点では日系人が集中していて、ある

程度ピュアなブラジル人というか、要するに日系とは全然

関係のないブラジル人が日本を選ぶということはないので

しょうか。 

 

ナカガワ:ないです。日系しか来ちゃいけないことになって

いますから。ですからビザは二世に3年、三世に1年しかお
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りません。非日系であれば、日系人と結婚しているとか、何

か関わりがなければ絶対に来ることはありません。 

 

質問者B:ピュアであっても結婚しているとか何らかの関わ

りがあるということですね。 

 

ナカガワ:はい。何年か前にパラ州で一人の日系人が捕ま

ったんですけれど、その日系人は子どもが60数人いること

になっていたんですね。みんな日本へ行きたいけれども

法律で日系三世までとなっているので、お金を払ってその

人と血縁関係を装っていたんです。でもさすがに警察もお

かしいんじゃないかと思って逮捕したんですね。日系人の

中にはそういうことをしてものすごくお金持ちになっちゃう

ケースもあります。それに、サンパウロでもよくあったのが、

女性男性に関わらず、｢書類上だけ結婚してくれないか｣と

いうケースですね。その代わりに、1ヶ月にいくら送金する

から、と。中にはそういう話に乗ってしまう人もいる。だから

今は領事館が山のような写真を持って来いと言うようにな

ったんです。 

 

質問者B:わかりました。 

 

司会者:どうぞ。 

 

質問者C:お話どうもありがとうございました。多言語多文化

教育研究センターの吉田と申します。ブローカーの話が

出ましたが、ブラジルの方が日本に来たい場合に、やはり

何らかの手段がわからないと、全く仕事がない状態で来日

するのは難しいと思います。だから、やはりブローカーがた

くさんいると思うんですが、私がブラジルにいたときにびっ

くりしたのが、ブローカーのアナウンスメントや宣伝がけっ

こう大っぴらにいろんなところでされていて、しかもパスポ

ートと15万円程あればすぐに日本に行ける、というような、

アルバイト感覚の広告をたくさん見たんですね。さらに、日

系人や日系商会がそういうことをやっているところもありま

した。やはり、日系人側がビジネスとしてやっているという

印象を覚えました。ブラジルにおけるブローカービジネス

に対する実態調査がされているのか、というところと、日本

にもブローカーがたくさんいると思いますが、そこら辺のや

り取りや情報というのは、新聞などでもあまり見ることがあり

ませんので、そのあたりの状況を教えていただきたいと思

います。 

それから、日系の方達が日本に来るときに、もちろんお

金が貯まると知って来ると思うのですが、ある程度の生活

はできるものの、3K労働であるということをわかっていなが

ら来ているのでしょうか。ブローカーが仕事の種類などに

ついてちゃんと説明してから、彼らは来ているのでしょうか。

それだけ厳しい仕事であるということをわかっていれば、さ

っきもありましたように、わざわざデカセギに行かなくてもい

いんじゃないかと思う人もいるのではと思いまして。ちょっ

とそのブローカーのことを中心にお話いただければと思い

ます。 

 

ナカガワ:はい。初めの頃は一世の人達がこっそり来てい

ました。彼らはもう若くなかったし、子ども達も大きくなって

いて、一人で来日して働いて、お金もけっこう貯まると2、3

年で帰国をして、｢日本は良かったよ｣と話していたというこ

とをたくさん聞きました。すると二世達も負けずに、日本で

どんなひどい目に遭っても、帰国すると、｢日本は良かっ

た｣と言うので、日本は良いところなんだと思って、次々に

日本に来る人が増えたんです。 

ブローカーがどんな仕事かを説明するということは、あま

りないと思います。でも、もう10年くらい前から、ブラジルで

もみんな｢3K｣ということを知っていて、3Kどころではなくて

日系の人達は5Kだと言いますね。つまり、｢キケン・キツイ・

キタナイ｣だけじゃなくて、｢キライ、キビシイ｣というのも加え

た意味です。ブラジル人というのは、自分で見てきたこと、

困ったことをジョークにして笑う人達ですから。 

あまり知ろうともしない。どういう仕事なのかを聞こうともし

ない。だからブローカーも言おうともしないんです。そこで

うまくいっているんじゃないかと思います。中にはあることを

言われていたけれども、日本に来てみたら全然違った、と

いうことはたくさんありますが、それで日本が嫌になるという

ことはあんまり言わないですね。でもひどい目に遭った人

はたくさんいます。 

ブローカーも90年代の初めの頃はひどかったと思いま
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すね。日本へ来るためには、往復で航空券を買わないと

いけないし、戸籍謄本も必要だし、保険やら何やらを加え

ると5000ドルくらいのお金が必要になる、と言いました。も

ちろんデカセギに来る人達はそんな大金は持っていませ

んから、どうしたらいいだろうかと日系人が聞くと、ブローカ

ーは｢そのお金は貸すから、日本で働きながらゆっくり返し

てくれればいい｣と言うのです。それで、デカセギの人達は、

8ヶ月くらいはそれを返済するだけで精一杯になってしま

います。 

中には、利子だなんだと引かれて、1ヶ月に7000円しか

残らなかったという話も聞きました。7000円ではもちろん生

活できないので誰かにお金を借りる。すると、3年間くらい

ずっと借金を返している人もいました。騙されたと思うこと

はあっても、でも結局はしょうがないか、という感じになって

しまっていました。 

ブローカーは、仕事内容について説明する時には、下

請けだとか、孫請けの会社に行くんだ、とは言いません。

ホンダに行くんだ、トヨタに行くんだ、ソニーに行くんだ、と

説明するんです。日系の人達は｢俺はソニーで働くんだ｣と

思って日本に行く。 

今でもまだそういうことを言っています。これまではサン

パウロで見られなかったケースなのですが、帰国した人達

が時々集まって日本での生活について話し合っています。

つい最近は、浜松のソニーの部品を作っている会社の孫

会社で働いていたブラジル人達の集まりがあったんです。

私も声をかけられたので参加したところ、30人くらいが集ま

っていました。みんな小さな部品を作っていたんですが、

｢私達ソニーではね・・｣という風に話すんですよね。わあ、

帰国してもこんな風に話してるわ、と思ったんです。面白

いですよね。帰国してからでもどこまで意識しているのだろ

うと思ってしまうんですが。 

ブローカーの問題については、93年にブラジルの法律

が変わる前までは、訴えがあったりして、警察も形だけで

すが、そういうことをしないように指導する、ということはあり

ましたが、今はもう全然ありません。みんなどのブローカー

もきちんとやっている、といいます。でも健康保険を払わな

いとか、きちんとやっているとかありますよね。だからデカ

セギの人達も、来日にかかる費用を最初から自分で払っ

ている人達が増えています。今までは、多くの人は自分で

は払っていなかったんですけれど。私が浜松に行った時

には、健康保険には入れないことになっていて、ブラジル

人たちは国民健康保険に入りたいのだけれども市が入れ

てくれないんですね。まだそういう問題はたくさん残ってい

ます。それに、年をとるにしたがってこれから先、色々な問

題が起きてくるんじゃないかと私は思います。 

それから、さっき言いましたように、日本に来るためには

誰かが連れてこなければなりません。サンパウロには

CIATE(Centro de Informação e Apoio ao Trabalhador no 

Exterior) というのがありますが、そこでは日本のハローワ

ークの仕事を日系人に無料で紹介しています。他にも職

場で必要な日本語のコース、手続きのアドバイス、日本の

法律など、そういうことについて色々な情報がみんな見ら

れるようになっています。作られてからもう15年くらいになり

ますね。でもブラジル人達はCIATEの仕事は良くないと言

っています。というのは、ハローワークで残ったものがブラ

ジルに回されているからなんですね。いい仕事でないとい

うのが一つ。もちろんブローカーを通す時にはソニーだ、

というような大手企業の名前が出てきますけど、CIATEで

はそういう言い方はしない。そうすると行かない、となる。そ

れからもう一つは、CIATEではもちろんお金を貸すことは

しません。自分で払えるのだったらいいですが、貸すこと

はしません。でもブローカーは貸しますから、結局はブロ

ーカーを頼りにする、ということがあるんですね。 

他にまだ答えていないことはありましたでしょうか。 

 

質問者C:ブローカーに対する調査というのは？ 

 

ナカガワ:ないです。 

 

質問者C:全くないのですか？ 

 

ナカガワ:全くないですね。いくつかのブローカーにインタ

ビューしたり、少し動きを見ることはあるんですけれども、

多くのブローカーは嫌がって話しません。インタビューも断

りますし、言っていることと実際にやっていることも違う。で

すから、日本でもそうなんですけれども、私がブラジルで
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聞いたブローカーも｢うちはすごく教育に力を入れてますよ、

きちんとやってますよ｣と言うんですが、実際は全然やって

いない。東海地方のあるブラジル人学校なんかは、初め

はきちんとした人が経営者だったんですが、彼が大きな借

金を作ってしまったためにブローカーが学校を取り上げて、

結局今学校を経営しているのはクラブのママです。でもそ

ういう事実は言わないし、探ってみないとわからない。見か

けはきちんとしているし。ですから、この学校もブラジル政

府の認可を持ってたりするんです。 

日本へ行って調査してみなさい、と言うのですが、1年

に一度ブラジルから来て、ブラジル人学校をさらっと見学

して｢よし｣と言って帰ってしまうのがブラジル政府ですから、

本当にもう残念だと思います。 

 

質問者C:ありがとうございました。 

 

質問者D:子ども達の教育の問題について、親達の意識が

あまりないということをよく聞きます。僕が不思議なのは、日

本からブラジルへ移民した時には、日本人の親達はとても

教育熱心であったということなんですね。でも、今度その

子ども達が日本に来たときには、教育にはあまり関心を持

っていないのは何故なのか、ということが一つ目の質問で

す。これは、この10何年間で、例えばこちらへ来るブラジ

ル人の生活に変化があったのだろうか、ということです。 

というのは、最近は親自身が読み書きや教育レベルがあ

まり高くない人達が来ている、ということを時々聞くんです

ね。昔はある程度の教育レベルの人たちが来ていて、今

はそこが少し変わってきたのか。これは一番大きな問題だ

と言われたことがあるんですが、この点について少し説明

をいただけるとありがたいです。 

 

ナカガワ:これは私の個人的な意見ですが、戦後、教育重

視になったということですね。私が思うのは、本当に教育に

そんなに熱心であったのかなということ。なぜかと言うと、

大学を卒業した人たちというのは、例えば8人兄弟がいた

ら、その下の子ども達です。長男とか次男とか、大事な子

ども達は親が跡継ぎにと自分達の手元に置いておいたん

ですが、一番下の子ども達になるともう勝手に出ていけ、と

言われるんです。それで、彼らは15歳くらいでもうサンパウ

ロなんかに出てきちゃって、何をするかといえば、もう勉強

するしかない。親の土地とか遺産を継いだのは上のお兄

ちゃんたちだけです。結局どちらがうまくいったかというの

はわかりませんが、中にはサンパウロ州の中に大きな土地

を持っていて、大学出の弟達よりお金持ち、という場合も

たくさんあります。兄が農業でうまくいかなくなって、大学を

出た弟の方が成功した例もたくさんあるんです。彼らがど

こまで教育に熱心だったか。もしそんなに熱心だったので

あれば、どうして長男を大学へ行かせなかったのかな、と

考えてしまいます。 

もう一つは、彼らに言わせれば、例えば｢親が熱心に学

校へ行かせた、そして自分が大学を出たけれども仕事が

見つからなくてうまくいかないので、日本へデカセギに来

た｣と。すると、子ども達もそれを見ているので、14歳くらい

の子どもは、｢色々な会社でも、14歳では雇ってくれないの

で待っているんだ。その間は学校へ行こうかな｣とか、16歳

になって工場なんかで働いている子ども達は、普通に親と

同じくらいの給料をすぐにもらえるので、｢別に勉強をする

必要なんてない｣と言います。親達は日本の学校へ行か

せたい。なぜ日本の学校へ行かせたいかというと、日本の

学校の方が長い時間学校にいられるから。ブラジル人学

校は4時間しかないので、日本の学校じゃないと、小さな

子どもの場合授業後に子どもの面倒を見てくれる人を雇

わなければならないからなんです。日本の学校であれば4

時、5時まで平気だから、と。そういう風に考えていて、別に

教育を考えているというわけではないようです。だから学校

の先生達も、ブラジル人の保護者達はあんまり熱心じゃな

いと感じるんだと思います。 

学力があればいいとは考えていないと思います。今の

ブラジル人の多くがそう考えています。学歴があっても仕

事が見つからないのですから。小さなお店を持ってうまく

やっている方が儲かるなどと、生活に必要なお金のことば

かり考えてしまって、本を読んだり色々なことを知っていた

りしなくても別にいいや、となってしまっていて、子ども達も

それを受け継いでいるのだと思います。 

そして今、日系人が変わってきた、というのは正解だと

思います。サンパウロの日系人は好きだけれども、日本の
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日系は嫌いだ、という人がたくさんでてきています。日本に

住んでいる日系人達はものすごく変わってしまっています。

ブラジルに住んでいる日系とも違う。もちろんブラジルに住

んでいる日系の方がおおらかとか言われます。なんかこっ

ちの人達はピリピリしているな、と私も感じますし、違うなと

感じます。 

親の教育レベルが、というのは、私が見たケースの中で

は、多くの親はまだ若い人達で小さな子どもを持っている。

この親達がデカセギで日本に連れてこられた人達なんで

すね。もう在日二世なんです。私がインタビューした子ども

達の中で、言葉数がものすごく少ない子がいて、ポルトガ

ル語でも言葉の数が少ないし、何を言っているかわからな

い。時々お父さんも呼んできてもらうんですが、そのお父さ

んの言っていることもわからない。するとそのお父さんは12、

3歳の時に親に連れられて日本へ来て、結局小学校もき

ちんと終えていない人達。そういう人達の子どもがもういる

んです。12歳で子どもを産んだという人もいて、だから18、

9歳でもう5歳の子どもがいる。ですから、親自身も日本の

学校もブラジルの学校もきちんと卒業していないということ

ですね。名古屋にブラジル人がたくさん集まっているところ

があるんですが、そこにはそういう人達がたくさんいます。

だからああいうのを見ると、問題は終わらないのかな、なん

て思っちゃいますね。彼らは自分もやっぱり勉強していな

いで、働いている。でも子どもには勉強させる、というのは、

さあ、どうでしょうか。 

 

質問者E:今のお話に関連してですが、そういう人達には

ブラジルへ帰るという概念は全然もうない、ということでしょ

うか。そういう若いお父さんお母さん達は。 

それからもう1点伺いたいことは、アメリカへも随分でも出

稼ぎに行っているということなんですが、そちらでもこういう

定住傾向はあるんでしょうか。それとも日本に来ている人

達が、定住傾向にあるのは、やっぱりなんらかの自分と日

本との関連付けがあってそういう気持ちから定住傾向にな

るのか、それともアメリカへ行ったブラジル人達もそちらで

定住傾向あるものかどうか、と。その2点についてお伺いし

たいと思います。 

 

ナカガワ:アメリカへ行っている人達は時々軍に入る時に、

それを要求している人はたくさんいます。アメリカは割と、

ブラジル人にとって嫌いな国か好きな国か、どちらか二つ

に分かれる国なんですね。嫌いな人はアメリカの物は全部

嫌いで、コカコーラも飲まない、マクドナルドへも行かない、

という。それからアメリカの何もが好き、アメリカの音楽は世

界一、と言うような人達ですね。アメリカへ行く人達はある

ひとつの町からドッと出ているんですよね。サンパウロから

などはあんまりアメリカへ行っていないですね。アメリカに

定住したいという人はたくさんいると思います。でももちろ

ん、どこにいる人達でも、｢いつかは帰りたい｣と思っている

と思います。人間の今までの歴史の中で、あるところに住

み着く、というのがすごく多いんですよね。だからアメリカに

もたくさん残るだろうし、日本にもたくさんいるだろうし。今

さっき言いました若い人達も、そういう子どもを持っていて

も、口では言います。私が聞くと、9割以上の人達は｢いつ

かは帰りたい｣と答えます。たとえばそういう人達は、｢自分

はブラジルのこともあんまり知らないし、だから仕事があるう

ちはここでやる｣というようなことを言います。でも、帰国して

もきっと何もできないと思いますから、結局は日本に残って

しまうんじゃないかなと私は思います。 

 

質問者F:お話ありがとうございました。お話の中で、子ども

にこんな悲しい思いをさせてまで日本に来た甲斐があるの

か、とおっしゃっていたのがすごく心に残っています。そも

そも1990年の入管法の改正がこの状況を生み出した原因

になっていますよね。この法律では二世、三世は定住ビザ

で保障されますけれども、四世は保障されていないですよ

ね。そうすると、世代が変わっていったときに、この日系ブ

ラジル人の問題は収束していくだろう、と言う人も一方でい

ますね。この20年くらいの間の日系ブラジル人の問題とい

うのは、まさに日本の政府が作り出した大きい問題だと思う

んですが、その辺をどういう風に見ていらっしゃいますか。

日本の政府が取った、90年代日本の経済を優先した政策

だったと思うんですが、その辺をどういう風に見ていらっし

ゃるのかなと思います。 

 

ナカガワ:色々と違う問題が出てくるんじゃないかと思いま
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すね。四世は子どものうちはもちろんそれはこっちにいる

日系ブラジル人たちも知っていますし、それまでにどうに

か考えている人もいるし。その中で永住権を持っている人

達も増えていますよね。そういう人達に日本に住むのか、

と聞くと｢いつもビザの更新をするのも大変だし｣とか、｢どこ

かのホールを借りるのにも日本人でいる方が借りやすいん

だ｣とか、｢永住権を持っているといい｣とか言います。そう

いうやり方もあるかな、と。親が永住権をもらったら子ども達

も来られるのかなと。でもそういう深いことはあんまり考えて

いないですね。いられるうちは日本にいる、と。 

私が今行っているサンパウロ大学の研究室では、日本

のデカセギの問題だけではなくて、世界の色々なことにつ

いて研究しているんですが、その人達も同じようなことを言

っていますね。日本の経済のためにそういう政策を取った

のに、必要なくなったらじゃあ帰すの、と。でもそれは日本

だけではないと思います。色々な国でもあるし、そう簡単に

解決できる問題じゃないんじゃないかと思います。 

アメリカでは適当にやっている。ソーシャル・セキュリテ

ィ・ナンバーというがあって、これを持っていないと病院に

も入れないという数字があります。ブラジル人達はその数

字を、なんでもいいから適当に書くんですね。すると、他の

人の数字と一致してしまうとダメなんですが、数字がものす

ごく桁が大きいので、大体他に誰も使用者がいない数字

になって、オッケーとなってしまいます。このナンバーを持

っていることになってしまうんですけど。うまくいくと、その

後もその番号を使い続けたりします。そういう風にやってい

るみたいですね。保険の問題はあんまりなくて。バレてい

るんじゃないかと思うんですが、でもわかっていても適当だ

し、こういうブラジル人達がたくさん働いてくれているのも

知っていますから、見ないふりをしているんじゃないかな、

と思います。 

この先は色々な問題が出てくると思います。高齢者の問

題とか。60歳以上の人達も随分増えているんですよね。だ

から今後、この人達が日本の社会でどういう風に生きてい

くのかなと。もし今彼らが帰国してしまったら、今度は私達

が考えなければならないんですけどね。 

 

 

質問者G:お話ありがとうございました。お話の中で、デカ

セギには2つのタイプがあると思いました。一つは、子ども

をブラジルに残して親だけが日本で働くタイプ。もう一つの

タイプは家族全員で日本に来て、大泉とかで暮らすという

タイプ。その比率というのか割合はどのくらいでしょうか。 

 

ナカガワ:はっきりとはわからないですが、96、97年頃に、

私がサンパウロで公立の学校を回っていた頃は、残された

子の方が多かったんですね。でも、今はどうでしょうね。た

くさんの人達が子どもを連れて来ていると思います。でも

それはほとんどわからないです。領事館などでも、一人ず

つにきちんと｢子どもはいますか｣とは聞くことはできないの

でそういうことはなかなかつかめないです。でも、あの頃学

校の中で大騒ぎになっていたのは｢残された子ども達｣で

す。ごめんなさい、データがないのではっきりと言えなく

て。 

 

武田千香:これまでの質問に関連して、2点お聞かせいた

だきたいです。一つ目は、先程、実は教育熱心ではなか

ったのではないか、というお話がありました。それでは、例

えばサンパウロ大学ではやはり日系人のパーセンテージ

は高いわけですよね、それだけを見るとやはり日系人は教

育熱心なのかな、と思うのですが、それはどのように説明

できるのか、ということ。 

もう一つは、日系就労者支援センター(CIATE)が何をや

っているのか、というところを端的にお話いただければと思

います。これは日本政府がお金を出してやっている事業

で、先程のお話だと、言ってみると公的ブローカーのような

形なのかな、という印象を受けました。だけど、公的ブロー

カーではそれ程おいしい話ではない仕事を紹介して、

少々研修も施しているようなイメージなんですけれども、一

体何をやっているところなのか、というところ、この2点をお

願いいたします。 

 

ナカガワ:はい。CIATEについては、そうですね、何をやっ

ているのかと言われて当然だと思います。CIATEができた

のは、ブローカーを防ぐためです。日本へ行きたいというこ

とを防ぐことはできないと考えているんですね。｢日本へ行
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くな｣とは言えない。でも行くなら騙されないで行く方法、日

本へ行くのであればきちんと情報を持って行って欲しい、

というのがCIATEの考え方だと思います。だからそのため

にCIATEができたんだと思います。だからCIATEでは仕事

を紹介する時に｢地方の小さな町に孫請けのこういう会社

があるんですけど｣と言う風にきちんと説明する。聞こえは

よくないですけどね。他にも給料とか日本で生活するため

に最低限必要なもの、言葉とか、日本の法律についても

説明します。 

日系人が日本へ行くこと自体を食い止めよう、と最初は

思ったんですけれども、みんなに無理だと言われました。

｢アマゾン河を両手で食い止めることができるの？｣と言わ

れて、ああそうかと納得して私も90年くらいにはもうその考

え方を辞めました。日本へ行くということについては、もうど

うしようもないんですよね。もう決めてしまったことだし、何

を言っても聞かないし。でも、行ったらちゃんとやって欲し

いし、騙されたりしないで行って欲しい、と。 

それから日系人は教育熱心なのでは？という点につい

てですが、サンパウロ大学でも、以前は学生の10数パー

セントが日系人だということもありました。でも、それは日系

人が教育熱心だからだ、と言えるかどうかはわかりません。

サンパウロ大学やカンピナス大学では、日系人の割合が

高いですが、その地域の日系人口も多いんですね。ブラ

ジル全人口に占める日系人口の割合は0、7パーセントで

すから本当にマイノリティです。ですから、そんな中でサン

パウロ大学の日系人率が10数パーセントというのは非常に

高い、と思ってしまいますが、例えば私立の大きな大学な

んかは人気がすごく低いんですね。だから、行っている人

達は大体サンパウロ大やカンピナス大へ行っていて、他の

多くの私立大学には行っている人はあまりいない。そういう

ことで、よくサンパウロ大学は一番入りたい大学、と言われ

ているので、｢サンパウロ大に入りたければ、隣の日系人を

一人殺せ｣という冗談が言われます。だから日本人はよく

勉強するとか言われて、そっちの方にばかり偏ってしまう

のですが、どこにでも本当に大学はいっぱいあります。中

には大学でインターネットで試験をして、音楽を流してそ

の曲名を当てた人は学費が何割引になる、とか、そこまで

する大学もあるんです。そういうところには日系人は行って

いません。いい大学には行っているけれど、普通の大学

にはあんまり日系人はいないと思います。 

 

武田:最初の質問に関して一つだけお願いします。この

CIATE経由で日本に来ている人というのは、正直言って

全体で何パーセントくらいいるのでしょうか。 

 

ナカガワ:ビザが1ヶ月に4000出されて年間で5万、と言わ

れていますよね。で、CIATEに仕事を探しに来る人は1年

で100人くらいですかね。全然ダメですね。正直言ってこ

んな感じです。 

 

司会者:ありがとうございました。最後に一つだけ質問なん

ですが。私が去年スキー場で会ったブラジル人の男の子

が、その子はスキー場が開いている時期だけ日本にデカ

セギというか、アルバイトに来ている、と言っていたのです

が、そういうことは学生の中でポピュラーなのでしょうか。 

 

ナカガワ:はい。ものすごくブームになっています。ここ3、4

年くらいですね。日系の大学生達が、11月の末か12月の

初めにちょうど大学がお休みになるので、日本に来て、3

月まで仕事をして帰国するんです。旅費とちょっと遊べるく

らいのお小遣いを持って。親もそのくらいの期間であれば

学校を辞めることもないしいいか、ということで許します。私

が知っている人でも12月の半ばくらいには来るんじゃない

かな、と思います。 

 

司会者:その場合、どのようなビザで就労するのでしょう

か。 

 

ナカガワ:そこは聞いていないですね、わからないです。で

も、きっと観光ビザだと思います。多くのブローカーはそう

いうことが得意で、上手にやります。だからすぐに仕事が

みつかるんです。たくさんの人が来ていて、みんな大学生

です。 

 

司会者:ありがとうございました。そろそろ時間なので、もし

質問がなければ以上で終わりたいと思います。では次回
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は金曜日にもう一度、今度は｢日本の学校で過ごした子ど

もたちが、帰国したときにどうなるか｣ということについて、

ナカガワ先生にお話いただきたいと思います。 

 今日はどうもありがとうございました。 
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5-2.プレ･講演会 

 

キョウコ･ヤナギダ･ナカガワ氏講演会 

｢ブラジルに帰った子どもたちのその後｣ 

 

日時:2006 年 12 月 1 日(金) 13:10～15:10 

会場:東京外国語大学 本部管理棟 2 階中会議室 

講演者:キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏 

 

司会者:それでは時間も過ぎましたので、学生多文化フォ

ーラム特別編と題しまして、キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ先

生の講演会を始めさせて頂きます。今日は、前回に引き

続き、せっかく遠方から先生にお越し頂きましたので、本

来でしたら明日のフォーラムだけ講演会をして頂く、という

ことだったんですけれども、学生の強い希望で、日本で生

活した子どもたちが、ブラジルに帰ったらどういう風になっ

ていくのか、ということについてお話し頂きます。この話題

については、なかなか報告書や本などで知ることができな

いので、今日は先生に特別にお話し頂くことになりました。

それでは、どうぞよろしくお願いします。 

 

＜ブラジルに帰国した子どもたちの様子や課題＞ 

キョウコ・ヤナギダ･ナカガワ:みなさんこんにちは。帰国し

た子どもたちの暮らし、ということになっているんですけれ

ど、もしよかったら、残された子どもたちの方も、後で少し

話してもいいと思っています。私が今まで研究してきたの

は、子どもたちについて大きなグループが 3 つ、ということ

を考えているんです。一つは、残されている子どもたち。も

う一つのグループは、日本に住んでいる子どもたち、そし

てもう一つのグループは、帰国した子どもたち。この帰国し

た子どもたちは、小さい時に日本に来て、帰国した人達や、

あるいは日本で生まれて全然ブラジルを見たことのない人

達なんですけれど、学校とか社会に入るのには、「帰国し

た｣っていう感じじゃなくて、「ブラジルに来た｣っていう感覚

なんです。日本で生まれて、日本で育った子どもたちにと

っては。こういう子どもたちは、ブラジルの社会で、どういう

風に溶け込んでいくかというのは、日本でどういう経験をし

てきたかによって随分変わっていくと思います。どんな学

校に行っていたか。それから、日本のどこから帰国してい

るか。何歳で日本に来たか。それから、日本ではどういう

風な生活をしていたか。どれだけ日本語ができて、ポルト

ガル語ができるか。それから家族も、どういう家族で育った

かとか、色々なことで随分変わっていくと思います。日本で

生活していても、各地域では、ブラジル人学校がなかった

ところに住んでいたとか、あるいは、ブラジル人学校へ通

っていたとか、家族がしっかりしていたとか、家族がバラバ

ラになってしまったとか、それでまた色々と子どもの成長も

変わっていくということです。多くの子どもたちで、まだ小さ

い時に帰国している子どもたちというのは、日本で色んな

問題をかかえています。例えば、日本の学校で「発達障害

を持っている子どもたち」として扱われていた子どもたちな

んかもけっこう多くて。英語では Attention Deficit と言い

ますよね、ブラジルでは TDAH と言いますが、ここでは

ADHD と言うような子どもたちとか、そういう風に診断された

という子どもたちの中で、たくさんの子どもたちはそういうケ

ースを持っていないんです。本当はこの ADHD というのは

神経から来ている問題なので、時々は集中できる、時々は

集中できない、ということはありえないんです。神経の問題

なので、例えば足が悪くなって神経がやられたということに

なる時には、時々動いて、時々動かないということはありま

せん。だから、学校では集中できなくてもテレビゲームの

時には 40 分でも 2 時間でも遊んでいる、という子どもたち

は、絶対 ADHD のケースではないんです。でも、そういう

診断を受けて、そういうお薬なんかも飲んでいる子どもた

ちなんかも帰国している。そういう場合は、この子どもたち

が例えば「障害者」として扱われていた子どもでも、サンパ

ウロに帰ってきた時には、私たちでまた全部やり直しという

か、それは違うんじゃないか、もう一度家族の思考とか、こ

の子どもを障害を持っている子どもとして扱わないように、

とか指導する。また、なかなかうまく学校に慣れなくても、

先生達には「色々な事情があるからこういう状態になって

いるけれど、これは病気ではないし、もちろん環境で作ら

れたものだから、もっといい環境を作ってこの子を受け入

れて欲しい」とかいう指導などもしてみました。中には自閉

症だと言われている子どもも結構多い。だけど日本に住ん

でいる子どもたちで、日本人の子どもたちの中に自閉症の
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子どもがそんなにたくさんいるわけない、ということで、今回、

私も愛知県内の団地へ行ってきたんですけれど、ある小

学校で、1 クラスに 18 人いたクラスなんですけれど、7 人も

自閉症の疑いがあるということで、これは絶対にありえない

んじゃないかと。見たところ、私がインタビューしたのは 5

人なんですけれど、その 5 人とも自閉症ではなくて、もっと

親密に子どもたちのことを見てあげてほしいなあ、という感

じがしました。帰国する前から親に「あなたは自閉症の子

どもを持っています。｣とか言うと、やっぱり親も大変ですし、

子どもも特別扱いにされても気持ちよくないと思います。そ

ういう子どもたちは結構帰国しています。そして、じゃあそ

ういう診断があったからといって特別な教育を受けられる

わけでもなく、普通の学校で、そういうケースを持っている

子どももいるんですけれど、そういう子どもたちにも特別の

指導とかはしていなくて、ブラジルに帰国してからやっと私

たちがそういう指導をしているというケースがたくさんありま

す。 

それから、もう一つは言葉の問題ですね。母語を忘れて

しまった子どもたち。帰国して、日本語しかしゃべれない子

どもたち。その日本語もちゃんとした日本語ではありませ

ん。まあみなさん、先週、私もこちらに来てから見たんです

けど、NHK で「Double Limited」というプログラムをやってい

て、そこでは Double Limited という、日本語も母語もまとも

にできない子どもたちのことを話していたんですけれど。そ

の言葉からは、あんまりいい気がしないんです。ブラジル

では、DL というと、limited という言葉は、「できない」という

意味。「今できない」じゃなくて、「もうできない人」という感

じがするので、それが「double」だったらもっとひどいなあと

いう感じがして。言葉ができないというのは、あと何にもで

きないじゃなくて、あくまでも「日本語ができない」ということ

ですよね。そこのところをやっぱりよく考えて把握しなきゃ

ならないんじゃいかと思います。で、こういう子どもたちが

帰国して、一番簡単にブラジルの社会に溶け込むというか、

一番先に自分のストレスを解放するためには、なかなか両

方の文化や両方の言葉を上手に持っていく、というような

こと、もちろんそれが conflict にもなります。conflict がある

時には、それをどういう風に解決したらいいか。もちろん一

番いい解決法はその両方を自分の中で交渉してまとめて

いくことなんですけれど、子どもたちの場合はそういうこと

があんまりうまくできなくて、どっちかを切り捨ててしまう。だ

から、帰国してたったの 2 日で日本語を全然覚えていない、

忘れてしまったっていう子どもとか、日本で何をしていたか

も全然覚えていない。「どんな歌を歌っていたの？」、「ど

んなことしていたの？」と言っても「いや、覚えていない」と

いう子どもたちと、それからもう一つは、「こんな国は嫌だ」、

という子どもたち。「ブラジルの音はうるさいし、道は汚いし、

電車はうるさいし、何々が…」で「ブラジルは大っ嫌い」 

「食べ物は旨くないし」とか。ですからブラジルは嫌で、日

本へまた戻りたいという子どもたち、その 2 つのグループが

はっきりと見えました。そして、もう一つはアイデンティティ

の問題。それは、ブラジルに住む日系の人達も同じだと思

うのですけれど、この子どもたちはアイデンティティの問題

をもっと深く持っているというか。特に日本で生まれた子ど

もたちは、さっき言いましたように、ブラジルへは「帰国して

いる」とは感じないで、「全然知らないところに来ている」と

感じるということなので、自分が日本人だと思っているのに、

親は「日本人じゃなくてブラジル人なんだよ」ということにな

るんです。そして帰国してブラジルの子どもたちを見て、

「あれ、自分と全然違う。自分はブラジル人じゃない。」と思

ってしまうんです。そこで「じゃあ自分は何者なんだろう？」

「日本人でもなければブラジル人でもない」というので、自

分のアイデンティティを作り上げるのにものすごく難しい状

態におかれていると思います。 

まあ、ブラジルの日系社会の人達も似たようなケースを

持っていると思うんですけれど、もちろんブラジルではたく

さんの国の人が来ているんですけれど、一人ずつ、三世

でも四世でも、ドイツ人系の人は「alemão｣と呼んでいます

ね。で、日本系の人達は「日本人｣。ですから三世でも顔さ

え日本人らしければ、「この人は日本人｣と。あるいはハー

フの人達でも日本人らしい何かを持っている時には、その

人は日本人。別に差別という意味ではなくて、区別できる

ためにドイツ人、スペイン人、イタリア人、日本人と呼ぶ。で

も日本人と中国人と韓国人の区別はあまりよくつかないよ

うです。よく私もブラジルで言うんですけれど、「アジア人｣

と呼ぶ。そしてまだサンパウロなんかでも、アジア人を一人

ずつ区別できないだけじゃなくて、一国ずつ、各国が違う
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文化を持っているんだということもあまりよくわかっていなく

て、「アジア人はみんな同じ｣とか考えちゃったり。さっきも

お話ししていたんですけど、もう 15 年くらい前までなんで

すけれど、「黒人の文化｣といって一括りにしちゃうんです

けど、黒人といっても、アフリカの色々な国から来ている人

達なので、各国の文化が違う文化を持っているというのを

はっきりと深く考え出したのは、この 10 年くらいのことだと

思うんです。で、まだアジア人のことは「アジア人｣と言って

いる。日本のことはけっこうよく知っていて、いくつかに区

別をつけることはできるみたいなんです。例えば食べ物と

か。お寿司屋さんへ行ったら、これは日本の食べ物だとか。

品物なんかも、日本製と言って喜んでいる。日本製はいい

物だとか思っちゃって。そして、今こっちではどうだかわか

らないですけれども、ブラジルに入っている made in China、

色んな物で made in China と書いてあると、これは駄目だ、

すぐに壊れる、とか。それにサンパウロでは中国人、中国

人の二世でも三世でも、中国マフィアといって、一番今警

察でも大騒ぎしているのは中国人の人達がコンピューター

のソフトとかゲームのソフトとかをたくさんコピーして安く売

っちゃうということがたくさんあるので、「こういうことをするの

は中国人｣だとか、そういうのがサンパウロの人は考えてい

るんじゃないかなあと思います。そこで二世の人達も「日本

人、日本人｣と呼ばれて、日本人という扱いをされているの

で、自分は日本人じゃないかなと思っている人達もまだた

くさんいると思います。そしてそういう人達が日本へ来た時

に、初めてはっきりと「自分は日本人じゃない｣ということを

感じる。大人でさえもそれを感じているんですね。だから帰

国した子どもたちなんかはそれをもっと強く感じているみた

いです。 

 そして子どもの発達を考えてみると、帰国した子どもたち

は、言葉とかの問題で発達がちょっと遅れているなってい

うような感じがするんですね。日本では何歳かによって学

年が決まるんですけれど、ブラジルの教育システムでは、

その学年の能力を持っていないとなかなか入れない。例

えば、ブラジルで高校へ通おうと思って帰国している子ど

もたちとか、15 歳くらいの子どもたちです。これが一番大き

な問題じゃないかなと私は思っています。一つは、母語が

できたとしても、高校に入る能力を持っていない。言葉に

ついても、それだけの言葉もできていない。すると、言葉が

ある程度わかっていても、日本で中学を卒業してきたはず

なんですけれど、それだけの学習内容を知っていない。数

学にしても、簡単にできるはずの数学ができない。となると、

帰国してから先生達は、「6 年生とか 5 年生に戻った方が

いいんじゃないの？」と言う。それから、私立の学校だった

ら、絶対に高校に入れないとか。やっぱり 6 年生ぐらいの

程度しかないんだから 6 年生に帰りなさいとか 5 年生に帰

りなさい、と。そうすると、子どもたちはものすごく怒っちゃ

ったりします。これは日本の学校を出た子どもたちだけじ

ゃなくて、ブラジル人学校に通っていた子どもたちも同じ

です。ブラジル人学校へ通っていたからといって、ブラジ

ルに帰ったら、そのまま続けられると思っている人達もたく

さんいると思うのですが、そうじゃないんです。こっちのブ

ラジル人の学校のレベルはすごく低くて、帰国すると証書

を持ってきたとか何とか言うんですけれど、それは形だけ

で、結局はそれだけの能力は持っていないというのが、た

くさんの子どもだと思います。それと、もし歳が 12 歳じゃな

くて 15 歳だったら、3 ヶ月間 6 年生に入ってがんばってみ

て、大事なところだけ取り上げて、これだけは知っておか

なきゃいけないっていう点をよく勉強して、あと 3 ヶ月、4 ヶ

月で、7 年生のテストをやってみる。それでできたらブラジ

ルのシステムでは、OK なんです。4 ヶ月目からは、7 年生

に入れる。だから、一生懸命勉強して、言葉もまあまあ出

来ていれば、1 年、2～3 年くらいで追いつくことができるん

です。でもなかなか言葉がちゃんとできているケースはな

いというわけで、あんまりうまくいっているというケースは見

られないんです。いくつかの学校では、じゃあ高校に入り

たいんだったら、高校でもいいやといって入れているんで

すけれど、高校 1 年生をがんばってやっても、最後には落

第してしまう。1 回落第して、また学校へ通って、2 回落第

しちゃうと、子どもたちも嫌になって、3 回目は嫌だと辞め

てしまう。そして、私が思うには、やっぱり同じことを 2 回、3

回とやっても、基礎ができてなかったら本当にできるはず

ないと思うんですね。だからそこのところは、ブラジルの先

生達も全然わかっていない。この歳の子どもは、これだけ

のことをできなきゃいけないんだからと言って、できなかっ

たらぱっと落第させるっていうようなことをやっているので、
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まだまだそういう先生達にもたくさん声をかけて指導しなき

ゃいけないと思うのですが。こういう活動も、市とか州とか

団体とか、あまり誰もやってくれないので、ボランティアの

人達だけを集めて私たちでわあわあ騒ぎながらやってい

るんですけれど、本当に力不足というか手が回らない。い

くつかの学校には行けたとしても、帰国した子どもたちって

本当に様々なんです。前に見せましたよね、ブラジルの地

図を見せて。帰国した子どもたちって、本当にもうブラジル

のどこにいるのかわからない、サンパウロ市内にあるところ

はまだ私たちが行けるんですけれど。やっぱり日系社会と

いうのはブラジルの人口の 0.7％ということで、多くの学校

では、各クラスに日系が一人いるかいないかくらいのプロ

ポーションですね。だから、帰国した子どもが学校にいたと

しても、一人とか、この学校には一人もいない、というのが

サンパウロ市内の学校の状況だと思うんです。だから、サ

ンパウロ市内には小学校が 470 校くらいあって、なかなか

その全部を回ることはできないんです。その間に辞めてし

まっている子どもたちもたくさんいるんじゃないかなあと私

は思うんですけれど。そういう子どもたちは、見つけて話が

できた子どもたちには、「じゃあどうするの？｣と言うと、「日

本へ帰る｣というような答えなんです。今ものすごく流行っ

ているのは、11 月の末あたりから日本へ来て、アルバイト

で 3 ヶ月働いて帰国する。それを望んでくる人達は大体が

大学生なんですけれど、それにまじって学校に行ってない

子どもたちも来ていると思います。これはさっき言いました

ように、見かけはバイリンガルというような問題なんですけ

れど、本当にどっちの言葉もよくわからないということなの

で、何を言っているのかわからない、ものも言えないという

ような子どもたちがたくさんいます。むしろ、ほとんどじゃな

いかなあなんて思うんですけれど。 

 さっきも話したんですけど、ブラジルに住んでいるたくさ

んの二世、三世は、あんまりそういうことはなかったんです。

二世なんかにはたくさんそういう人達がいて、家の中では

日本語をしゃべっていたんですけれど、日本語学校という

のはブラジルにそんなにたくさんあるわけでもないし、日本

語学校に喜んで行っている子どもたちというのはあんまり

いなくて。私も 6 歳までは日本語しかしゃべらなくて、小学

校に上がってからやっとポルトガル語を勉強するようになり

ました。12 歳くらいまでは日本語学校へ通ったんですけれ

ど、「どうしてこういうことしなきゃいけないの｣「なんで日本

語を勉強しなきゃいけないの｣とか思いながら行っていまし

た。きっと私と一緒に通っていた子どもたちなんかもみんな、

「どうして日本語を勉強しなきゃならないの｣と思いながら

行っていたんだと思います。そして、こっちでポルトガル語

を勉強している子どもたちなんかは同じことを言っていま

す。「どうしてポルトガル語を勉強しなきゃいけないの？｣と。

だから、何年通ったとしても、それほどたくさんは通わない

で、結局は辞めてしまう。それからどっちの言葉も日常生

活には不自由しないくらいの言葉を持っていると思うんで

すが、やっぱり日本語もポルトガル語もちゃんとできない。

そして今はもうお年寄りの二世達も、同じように、日本語も

ポルトガル語も読めないし書けない、という人達がたくさん

いるんです。だから移民をしたことによって起こったこと、

日本人がブラジルに移民して 2008 年で 100 年になって、

もちろん時代も違うんですが、色々なケースは、ブラジル

で起きたことが日本で同じように起きているなあということを

すごくよく感じます。 

 ブラジルでポルトガル語をちゃんと勉強しようと思っても、

ブラジルでポルトガル語を早く教えるシステムがなくて、ポ

ルトガル語はブラジル人に教えるものなのか、あるいは外

国人に教えるものなのかどちらかなのです。ですから、ブ

ラジル人に教えるポルトガル語は、もちろん普通学校でや

っている、そして外国人に教えるポルトガル語は日本でみ

なさんが英語のクラスに通うのと同じように、週に 2 回とか

多くて 3 回、1 時間ずつ。こういう形でポルトガル語をすぐ

に覚えようと思ってもこれは無理ですよね。何年もかかっち

ゃう。子どもたちはそれをあまり望まないし、親もこんなにぐ

ずぐずしていられない、ということで、そういう教室にも通わ

ない。だから、この子どもたちは、ポルトガル語を毎日一生

懸命教えるというシステムは全然できていないので、大変

だと思います。そしてその間、例えばポルトガル語がちゃ

んとできなかったら、学校へ行かないから学校の友達がい

なくて、閉じこもっている子どもたちが時々いて、表へ出る

のもちょっと不安になっています。まあ引きこもりじゃない

んですが、恐ろしくて、言葉が通じなくて、お友達がいなく

て、作りたくても誰も相手にしてくれないという子どもも、多
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くはないですけれどいます。そういう状況におかれると、結

局はすぐに「日本に行きたい｣ということになるんだと思い

ます。 

 

帰る状況について少しお話ししたいと思います。私たち

ボランティアの人達の中で、これは一つ大きな問題だと思

うのですが、サンパウロでも、日本語もポルトガル語もちゃ

んとしゃべれる人、例えば私は(専攻が)臨床心理学で、心

理学の大学を出ているのですが、こういう心理学とか、教

育学とか色々やっていて、日本語もしゃべれて、日本の

色々な状況を知っている人というのは本当に少なくて、そ

ういう人達でボランティア活動をやろうとすると市内で探し

ても 4～5 人しかいない。だからこういうプロジェクトを大きく

やっていこうと思っても、なかなか人が集まらないです。幸

い「KAERU･プロジェクト｣は、私と一緒にサンパウロ大学で

色々やっていた人達が 3 人と、あと他に 2 人見つけて、そ

の 5 人で、見つけた子どもたちに対して行っていたプロジ

ェクトです。この子どもたちは、はじめは私のクリニックに来

た子どもたちだったんですね。子どもたちがクリニックに来

るというのは稀で、やっぱり帰国した子どもたちで臨床心

理学に来ない子どもたちはたくさんいるんじゃないかなと。

それから、サンパウロでは臨床心理学って値段の安いもの

じゃないので、デカセギの人達はみんなそういうところには

行かないんじゃないかと思って。サンパウロでは小学校は

みんな公立ではなく私立の小学校なんです。私立の学校

を回ってみて何人か子どもがいたので、そういう子どもたち

に対してやったのがこのプロジェクトです。これは、1 週間

に 1 回、土曜日だけ集まって、カウンセラーではないので

すが、1 回 2 時間半、この子どもたちが話し合ったり遊んだ

り、色々感じていることとかを表現できるようなスペースを

作りたいという形でやっていました。そこで一番出てきたの

は、ブラジルの社会に溶け込むには、文化が違い過ぎると

いうこと。何を見ても、自分が今までやってきたことと全然

違う、と。それを見つけ出して色々そのことについてみんな

と話をしました。そして一番大切だと思ったのは、一つは、

文化が違うというのはどっちが正しいということではないと

いうこと。こちらの方(日本)に来た時にはよく聞くんですが、

先生達が、「これはいけない｣、「これが正しい｣、「これじゃ

あないでしょう｣、「こうじゃないでしょう｣、「こうするのが当た

り前｣、などと考えて、子どもたちに言っていたみたいなん

ですが、子どもたちは、今まで自分がやってきたことはみ

んな間違っていて、正しいことを日本で学ぶんだ、と。日

本で正しいことを学んできたのに、今度帰国したら、自分

が正しいと思っていたことがみんな間違っている。だから

子どもたちには、「違う｣ということは、絶対に正しいとか間

違っているかじゃなくて、ただ違うんだと。一人ずつ全然違

うやり方をする、違う考えを持っているんだと。文化が違うと

いうのは、どっちの方がいい、ではない。この判断は大きく

なってから色々知った上で、自分で好きなものをひとつ選

ぶのだと。文化の違いは日本とブラジルだけではなくて、

色々違う。サンパウロにはラテンアメリカの人達もたくさん

いるので、こういう色々なものを学んで、自分に一番適当

だなと思う方向を選んだ方がいいんじゃないの、というよう

なことをプロジェクトではやっていました。 

 そしてやっぱり、ブラジルの社会でうまくやっていくため

に一番大切なことは、強制的な色々な動きじゃなくて、子

どもがあっと驚いたり、この社会でやってみたい、何か少し

でも好きになれる、そして覚えたいと思った時に初めてで

きるものであって、覚えなさい、やりなさい、とかじゃ効果が

ないような気がします。これは、ブラジルに今いるボリビア

やペルーの子どもたちなんかもそうなんです。ポルトガル

語を覚えるためには、ガンガン教えるだけじゃなくて、その

子どもたちが本当に覚えようと思った時に初めてできるも

のだったと私は思います。そして、今までやってきたことの

中で、ボリビアの子どもたちやペルーの子どもたちのため

のプロジェクトに時々参加したりもするんですが、やっぱり

そこで感じるのは、子どもたちが「この国でやっていこう｣と

思う気持ちが芽生えてこないうちは、どんなことをやっても

あんまり効果がないようで、その子どもたちがやろうと思っ

た時には、すぐに効果があらわれるような気がします。 

 

＜ブラジルに帰国した親たちについて＞ 

そして、子どもたちと共に帰国した親ですけれども、自

分達も帰国してバタバタしているので、子どもたちにあんま

り気を遣う余裕も暇もありません。そういう親の話も聞いて

あげて、親のお手伝いもできたら、子どもたちにもすごくい



－348－ 

い効果があるのではないかと思ってやってみたんですが、

けっこうよかったと思うんです。自分が嫌だったことや、大

変だったことを落ち着いて聞いてくれる人がいて、一緒に

考えましょう、と言ってくれる。お友達ではなく、もちろんこ

れは臨床心理学の役割だと思うんですが。話をちゃんと聞

いて、その人の立場になって一緒に考えるということをする

と、段々落ち着いてきて、じゃあ子どものこともどうしようか

なあ、と一緒に考えることになっていくんです。やっぱり自

分が大変な時には、あんまり子どものこともよく考えられな

いというのが親なんだと思うんですね。そして残念ながら、

学校とか日系社会の中でさえも、こういう帰国した人達を

受け入れるシステムは全然ありません。このごろは教育問

題については、けっこう考える人達も出て来ているんです

けれど。よく、ブローカーの問題とか、保険の問題とか、毎

年入ってくる(デカセギがブラジルへ送る)お金を、本当は

どういう風にして使ったらいいのだろうかとか、帰国した人

達はどういう仕事に就けばいいのかなどを考えている人達

はけっこういるんですが、子どもたちのこととか、親の気持

ちなどの心のケアに関しては、あまり考えている人がいな

いんです。これは、考えたくないからではなくて、あんまり

いないからです。日系社会は、何故だかはよくわからない

のですが、社会学や教育学とか心理学に進む人があまり

いない。大体の人達が一番なりたいのはきっとお医者さん。

そして次は工業のほうに進んでいく。物理とか化学、数学

の方が得意なので、ブラジルの人達は matemática とか

fisica とかいったら日本人に聞けば分かるというような形で、

日系の人達はそれが得意というような感じになっています。

社会学で「これはこうとは決まっていない｣、「これはこうかも

しれない｣、「こうでもあるかもしれない、ああでもあるかもし

れない｣というようなことは面倒くさいのか、嫌だと言って、2

＋2 は 4、というようなはっきりしている方が好きで、そっち

の方にみんな行っちゃうので、ボランティアも少なければ、

そういうことを勉強している人も少ないです。だから、心と

か子どもたちの教育とかを考える日系の人ってものすごく

少ない、それが日系社会です。私が言えるのはサンパウロ

のことなんですけど、サンパウロの日系社会についてで

す。 

 

そういう状況で、じゃあ毎年どのくらいの子どもが帰国し

ているのかなというと、本当につかめないです。2003 年に

私が名古屋にしばらくいた時には、「えー、サンパウロ州だ

けでもつかめないの？｣と言われたんですけれど、サンパ

ウロ州が大体日本全国くらいの大きさなので、本当につか

めないんです。サンパウロ市内なら、まだ見つけることがで

きるんですが。でもこの前ビザを出している領事とたまたま

一緒に食事をしたので「ビザはどのくらい出ていますか？｣

と聞いたら、1 ヶ月に 4000 のビザを出していますよ、と。今

は三世のビザは取るのがすごく難しくなっていて、結局は

犯罪歴があるかどうかなど、色々な審査をしているんです

が、それにもかかわらず、平均 4000、1 年に 5 万くらいのビ

ザが出ていますよと言われました。でも数字の増加を見る

と、1 万数千人しか増えていない。でも日本で 3000 人～

4000 人くらいは出ていると。じゃあどこにいるの？と。帰国

している人達はけっこういるんじゃないの？ということになり

ますよね。3 万人なら 3 万人、2 万人だとしても帰国する人

がいたら、その中の大体 20％は学校へ通っているはずの

年頃の子どもたちなんです。じゃあどこに帰っているのか

なあと思うんですよね。 

みなさんもご存知だと思うんですが、運悪く、帰国した人

達の家に強盗が入ったことがあります。一つ大騒ぎになっ

たケースは、強盗が家族全員を殺してしまって、赤ん坊だ

け残したっていう事件です。しかもそれは、一家が日本か

ら帰ってきたその日か次の日でした。犯人はブラジル人だ

ったんですが、ブラジルのマスコミにものすごく叩かれてい

ました。でも、そういうケースが出てきたりすると、こっちに

いるブラジル人がものすごくそれを恐れて、帰国してもす

ごく静かに過ごしたり、誰にも知らせずに帰国したり、知り

合いが誰もいない町に行ったり、といった動きがたくさん見

られます。そうじゃなくても帰国した人たちを見つけるのは

難しいのに、そうなってくると、本当につかめない、というの

が今の状態なんです。でも、今まで見てきた子どもたちは

たくさんの問題を抱えているから、何かしなきゃいけないん

じゃないかなということはみんなで考えているんですけれ

ど、なかなかそこまで手が回らないということですね。 
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＜帰国した子どもたちにしてきたこと＞ 

じゃあ帰国した子どもたちで、日本での状況で帰国した

ときの状況が変わっていくので、じゃあ日本に住んでいる

子どもたちに何かしてあげられないかっていうことを考え出

して、2 年くらい前から、ブラジルの文化協会の中でも、

ISEC(文化教育連帯協会)という名前のグループを作って、

そこでは日本に住んでいる子どもたちのオリエンテーショ

ンとか、帰国したときにもっと気持ちよく田舎に帰ってこら

れるような状況を私たちにも作れないかなという気持ちで

やってきているグループです。一番先に私たちが作った

のはガイドブックです。そのガイドブックの内容は私が書い

たのですが、日本の教育のシステムを知らないで来るブラ

ジル人は多いと思うんです。システムを知らないだけじゃ

なくて、転々と転校したり、仕事の都合で転校したり。一端

帰国することを考えるときには、子どもたちの学校がいつ

休みになるのかとかは考えずに、切符が一番安いときにブ

ラジルへ行くと言って、簡単に学校を辞めたりするんです。

そういうことをなくすために、学校は何月から何月なんだか

ら、帰国するのならいつがいいと書いたりしています。帰国

してからも、日本では学校へ通ってなかったからもう駄目

だと考えて、学校に行こうともしない人たちもいるので、ブ

ラジルでは日本でブラジルの学校へ通っていた人達には

こういう受け入れがありますよ、日本の学校へ通っていた

場合はこういうことができますよ、もし日本で学校へ通って

いなくてもこういう方法がありますよ、という風にオリエンテ

ーションのついたものを出しています。ブラジル人は読む

ことが嫌いなので、テキストだけで書くと読んでくれないの

で、漫画の本みたいにしてサンパウロでも配っています。

本当にどれだけ読んでくれているのかよくわからないです

けれど、結構みんなで「読みなさい、読みなさい」ということ

になっています。たくさんの人は、ただの漫画の本だと思

って持っていくんですが、多くの人達が読んでくれたらい

いなあと思っています。去年 10 月にそのグループで教育

国際シンポジウムをサンパウロで行いました。日本からも、

ブラジルでポルトガル語を勉強している人達も、たくさんの

人達が来てくれました。簡単な論文を CD-ROM にしてみ

んなに配りました。もう一つは、シンポジウムで話したことを

レポートにして、日本語とポルトガル語にしたものもできて

います。それぐらいしかまだできていないんですが、毎年

たくさんの人達が日本からブラジルへ来ます。研究者とか

大学の先生や大学院生達です。こういうテーマに興味を

持った人達が来たときには会うんですが、その時に色々な

アイディア交換とか、私たちができることについての意見

交換を行います。 

子どもたちは小さいときから、絵本とか簡単な本は結構

読むんですね。だから、読む習慣をつけてほしいな、と思

います。もちろんブラジルでもそうなんですけれど、こっち

でも。例えば、大きな団地でそこに図書館があったとしても、

入ってみて、「ポルトガル語で書いてある本はありますか」

と聞くと、「ありますよ」と言うんですが、図書館自体はもの

すごく大きいんですが、これっぽっちしかないんですよ。だ

からもっとあるといいなあと思います。ブラジル人の子ども

たちが簡単なポルトガル語でも読めるように。段々と読ん

でいけば、それがよくなっていくんじゃないかなあと思って。

けっこうブラジルにあるんですね、ブラジルで子どもたちに

いい本とか。 

私がよく自分の子どもに買っていた本は、夜寝るときに

暗くすると嫌だという、『暗いのが怖いお星様』とか、トイレ

の訓練ができなくておねしょする、『おねしょをする何々

君』とか。結構面白い本はたくさんあるので、こういう本を

子どもたちに読んで欲しいなと思うんですね。それから、

前もそうだったんですけれど、今回も愛知県で出会った 1

年生に子どもたちとかと話をしていて、「おうちにどんなお

もちゃを持ってる？」と聞くと、みんなテレビゲームだけ。

「じゃあお友達と遊ぶゲーム、サイコロを転がして遊ぶよう

なゲームは？」と聞くと「ない」と。1 人の女の子が私に「○

○のお人形持ってるよ」と言うので「それだけ？」と聞くと、

「それだけ」と。おもちゃも持っていない。私は、遊ぶことは

ものすごく大切だと思うんですね、子どもは遊んでいる時

に頭で考えている色々なことを整理したりする。サンパウロ

で私はよく使うんですが、友達と遊んでいる時に、ルール

を守らない子どもに対してものすごくルールの多いゲーム

を持ってきて、守らなきゃだめ、と。でも遊びたいから子ど

もはルールを守る。集中力のあまりない子どもには、細か

い色々なものを使っているゲームとか。もっと大らかになっ

てほしい子どもには、粘土とか、ベタベタになっても気にし
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ないようなゲームとか。色々な方法がある。ただ遊ぶんじゃ

なくて、各子どもに「ここを伸ばしてほしいな」と思うときに、

ブラジルでは brinquedos pedagódicos というんですが、教

育を目指しているおもちゃ。そういうおもちゃを持ってほし

いと思うし、友達関係も作ってほしい。今回は団地の人達

にも声をかけて、何か小さなスペースでもいいんだけど設

けてくれないかなあ、と言いました。おもちゃとか、本とかを

持ち寄って、私も手伝うよ、ということも考えられるし。そう

いうスペースが、ものすごく大切なんじゃないかなと今回思

いました。帰国した子どもたちに対しては、今はほんとに小

さなスペースなんですが、文化協会の下の方に部屋を設

けてあります。今のところ、そこで、ポルトガル語を教える人

たちがボランティアとしてほとんど毎日来ているのですが、

これをもっと大きくしたいです。ポルトガル語を 1 週間に 1

回か 2 回教えるようなシステムじゃなくて、本当にポルトガ

ル語を早く覚えてほしい。そしてあとは、できるだけ帰国し

た子どもたちに呼びかけるようなことを、何か一つやってい

きたいなあということはみんなで考えているのです。さっき

言いましたように、なかなかボランティアで日本語を教える

人達が集まらないので、今ちょっとつまずいている状態で

す。でも、帰国した子どもたちについてはそのぐらいだと思

います。もしみなさんから質問とかありましたらできれば答

えたいと思います。 

 

＜質疑応答＞ 

司会者:では帰国した子どもたちについての質問がある方

はお願いします。 

 

質問者:先程日本の学校で、発達障害ではないかと言わ

れている子どもたちが多いという風に伺いましたが、その

子どもたちが帰った後、年齢にもよるでしょうが、その後の

ケアはちゃんとしているんでしょうか。ケアによってそういう

状況というのは直ってくるものなのかどうか。それから日本

で学力的にちゃんとやっていた子どもたちの場合も、帰っ

てからちゃんとやれるものかどうか。追跡調査はあまりでき

ていないというお話でしたけれども、もしご存知でしたら伺

えればと思います。 

 

ナカガワ:うまくいったケースというのはあまり見てないです。

だけどこれはきっと私の問題なのだと思うのです。私の仕

事にも絡んでくるので。臨床心理学を求めてくる人達で、

日系の場合はもう大きな問題を抱えている人達なのです。

ブラジル人の場合は些細なことでも結構来るんですが。私

が感じるのは、どこへ行っても、自分が何をしているか何も

言わない場合は、割と色々なことが聞けるのですが、誰か

に紹介されるときは大体「この人は臨床心理学の人です」

とか言います。そうすると、大体心理学的なことしか聞こえ

てこないんです。だから、「この人は弁護士です」と言うと、

法的なことがポンポン出てくる。「この人はお医者さんで

す｣と言えば、病気のことがダダダっというように。ですので、

「あー、私うまくいっています。｣というのはあんまり聞こえて

こないんです。これは「ない｣のではなくて、｢私に聞こえて

こない｣、「私のところには来てくれない｣ということなんです。

私が学校を回ってもそうなんです。学校の先生達に話を

聞くと、うまくいっている子は目立たないんです。目立つの

は問題を起こしている子ども。この子は大変、あの子は大

変、この子は発達障害を持っていると。でも、こっちでもそ

うなんです。学校へ行って、ブラジル人の子どもでうまくい

っている子というのはあんまり見せてもらえない。この子は

問題だからちょっと見て、とか、そんなケースばっかりしか

見ていないような気がするんです。だからこれは、あるとか

ないとかではなくて、私が見られない、見えないということ

だと思うのです。 

 こっちでちゃんとやっていて、帰国してもちゃんとやって

いる人というのはあんまり聞かないですね。公立とか州立

大学で良いといわれている大学と同じかちょっと下くらい、

私立の大学でも良いといわれている大学の下には、私は

口が悪いからいつも｢行っても行かなくてもいいような大

学｣と言っているんですが、そういう大学があります。大学

に行くのがすごくブームになっていて、みんなが大学に行

きたい。ましてサンパウロからちょっと外れた公立の学校へ

通っていた人なんかは、なかなかサンパウロ大学とか公立

の大学には行けなくて、こういう学校に通ってしまうのです

ね。そういうところに帰国した人達がどのくらい入っている

かはわからないですが、ただ時々、サンパウロ大学に入っ

たとは聞かないですが、マッケンジーという私立の大学、
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いい方とは言えないけど、リミットくらいにあたる大学なんで

すが、そこに帰国した子どもが入ったという話は 2 回程聞

きました。 

そして、こっちでもひとつ聞いたケースがあります。日本

の私の友人で映画を作っている人がいます。その人が作

った DVD にも取り上げられている女の子で、日本の学校

に慣れるのがものすごく大変で色々なイジメもあったけれ

ども、大学に上がりたいと思って、先生に慶應大学に入り

たいと言ったら、先生には「絶対無理」と言われたけれども

慶應に入ったという女の子がいます。普通の生徒とは違っ

て、夜はずっとアルバイトをして昼間は学校へ通って1日3

時間しか寝ていないと。彼女が言うには、「大学の中でも

いつも 1 人で寂しいのだけど、大学は頑張って行っていま

す｣と。時々こういうようなことはあるし、何人かは奈良の天

理大学のポルトガル語学科に 3 人くらい通っている、という

ような話も聞いています。だから、日本の中でも大学にも

何人か行っていると思うんです。この前ソフィア大学の教

授も「1 人いるよ｣と言っていたので、何人かはいると思うん

です。でもそれは 6 万人の中の数人ということなので、そう

簡単に大学に通っているとは思えないです。 

 

司会者:他に質問はありますでしょうか。 

 

質問者:大変興味深いお話を伺わせていただきましてあり

がとうございます。最初の方のお話で、帰国した子どもた

ちが、コミュニケーションはできるんだけれども学習につい

ていけないために、学年を落とされたクラスで勉強している

といお話を伺いました。その時に、日本で外国人児童生

徒というのは、やはり生活言語はできるけれども、学習言

語ができないために学習についていけないという状況があ

って、本当にちょうど裏返しになった形で、同じ状況が起こ

っているということを大変興味深く思いました。その子ども

たちが日本で第二言語としての日本語で勉強してきた学

習内容、というものが、ブラジルに戻ったときに、ポルトガ

ル語がちょっと至らず学年についていけないとしても、第

二言語として学んだ内容とか知識について、それが学習

面で反映されないのだろうか、という点をお伺いしたかった

んですけれども。 

ナカガワ:はい、それは違います。ブラジルではポルトガル

語ができなくても、内容ができればオッケーとなっているん

です。だから算数でも、ある問題があって X＝2、と答えが

出てきて、解決できたらそれでオッケーなんです。言葉が

できなくても。でもできないんです。たくさんの帰国した子

どもたちは、「簡単じゃない、こことここを切ればいいだけじ

ゃない｣とか言っても、「いや、それ見たことない、知らない｣

とか。ですから、言葉の問題だけではなくて、本当に簡単

な問題も答えられないのがパターンなんです。サンパウロ

州でも、どこの学校へ行っても、ポルトガル語がしゃべれな

いのはまあよし、歴史とか地理もなしね。じゃあ算数をやっ

てもらおう、といってやらせようとするんだけれど、それもで

きないんです。 

 

質問者:結局、日本で算数だとかも十分に身につかないま

ま帰国してしまっているということでしょうか。 

 

ナカガワ:そうですね。ですから、私が愛知にいたときにも

考えたんですが、取り出しとか、国際教室とかにいつも出

て行く子どもがいるんですが、その間に何をやっているか

というと、日本語です。でも、算数もよくわかっていないまま

中学を卒業している人もなんかたくさんいるような気がする

んです。 

 

質問者:そうですね。今それが非常に問題になっていて、

結局、もうちょっと内容重視の指導をしていかなければい

けない、教科内容にもっと踏み込んだ形の日本語の学習

支援ということが考えられているんですが、結局帰国して

いったお子さん達は十分には学習内容が身についていな

いまま帰国されてる、ということなんですね。 

 

ナカガワ:はい。アメリカから帰国した子どもというのはあん

まり見えないんですが、そういう子どもたちとはちょっと違う

んですね。彼らは例えば化学でも、「CO」と見ると、言葉が

わからなくてもアメリカから帰国した子どもはパパパッとや

っちゃうんですね。この子は内容は知っている、というのが

見られるんですが、日本から帰国した子どもにはそれが見

られないんです。 
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質問者:興味深いお話ありがとうございました。私も 9 歳の

時にブラジルから来た日系ブラジル人で、今は学生です。

先程出てきた、日本で大学に進学した学生についてです

けれど、そういった方達の大半が、周りに全然ブラジル人

や仲間がいなくて、もう日本の学校にどうしても適応するし

かなかった、ずっと日本で生活してきて、もう母語を忘れる

くらいに日本の生活に馴染んで大学まで進んだっていう

人達が、最近結構いるんじゃないかなという風に私は今感

じています。大学に入った時に、ブラジルについてもっと

知りたいからポルトガル語をもう一度やろうとか、そういう人

達は結構いるんじゃないかと思っています。取り出し授業

についてのお話が先程あったのですけれども、私も今ブラ

ジル人の子どもたちの学習支援の活動に参加していて、

学校によって、とにかく日本語を覚えるのが先決ということ

で、教科の時間にも取り出しをして、とにかく日本語ばかり

の授業をしている人達、国際教室の先生方とかもいます。

でもそうではなくて、元々その子達は教科についての知識

はある。日本語では理解ができないけれども、元々その知

識は持っているのだから、日本語を噛み砕いて、噛み砕

いて、教科の勉強をしていけば、時間は日本人の子どもた

ちよりは数倍かかるけれども、ついていくことはできるんじ

ゃないか、という風に最近は少しずつ日本の学校の中でも

変わってきたと思います。まだまだ柔軟に対応できない部

分がたくさんあると思うのですけれど。そういった点で、ブ

ラジルに帰った時に子どもたちが馴染めないというのは、

私にとって少し意外なことだったんですけれど。ブラジルっ

てどんな子でも受け入れてくれる性質があるんじゃないか

なと思っていたので。学習面をサポートするシステムがな

いために、ブラジルに帰ってもなかなか適応できない、と

いうことになるんでしょうか。 

 

ナカガワ:はい。でも、あなたみたいなケースはそんなにた

くさんないと思います。日本でちゃんと大学に通っている

人ってそんなにいないと思います。それが一つ。 

 もう一つは、ブラジルの受け入れは、色々な国から来て

いる人達に慣れている国なので、そういう点はものすごく

気楽でいいんですが、教育に対しては、受け入れるシステ

ムがない。子どもが学校を辞めちゃうんですよね。そういう

システムがないから辞めちゃう。私がブラジルでよく話す時

には、「子どもが学校を辞める」と言われるけれども、私は

いつも、「排除されているからだ、学校にちゃんとシステム

があれば辞めていくはずがない」と言うのですが、きっとそ

うだと思います。システムがないから居る場所がないってこ

とになっちゃうのですね。友達関係が良くても、やっぱり自

分だけが勉強できなかったら面白くない。それから、友達

がさっさと上に上がっていくのに自分だけまた落第して残

されちゃうというのがあります。ある面では友達がたくさん

できていいことだと思うのですが、違う面から見たら、せっ

かく友達ができたのに、その友達がみんな 2 年生になって

も、自分はまた 1 年生。これは辛いことじゃないかなあなん

て思うんです。ですから、本当にこういう子どもも一緒に上

がっていかれるようなシステムをブラジルで作って欲しいな

と思います。サンパウロ州の教育会なんかには、私たちな

んかはよく行ってわあわあ言うので、「ああ、あいつまた来

た」なんて思われていると思います。 

やっぱり、「やりたくない」じゃなくて、私が感じるのは、

ひとつは「見えていない」。もう一つは日系人が人口の 0．

何パーセントしかいないので、州としてどういう風に取り扱

っていくかということです。サンパウロ市内だけでも 470 校

といったら、日系人が一人しかいないのにそこにまた先生

を送るとか、ブラジル人のことについてもほとんどできてい

ないのに、日本から帰ってきた子どもが一人いるからとい

って、この学校に何かしてあげようということは、してあげた

くてもできない、ということもあるんじゃないかと思うんです。

ですから、時々こっちから「こういう風にしてみたらどうです

か」と言うと、「あ、それいいですね」とは言うのですが、あ

んまりそれ以上は進まないですね。例えば、私が行ってい

るのはサンパウロの学校で、こっちと同じように自分の住ん

でいるところの近くの学校に通う。でも、サンパウロ州の学

校の中で、「CEL」というものがあって、Curso de Língua(言

語センター)です。その言葉のセンターというのには、17 人

の先生がついていて、その先生は国語の先生達なんです

が、ブラジル人に日本語を教えている先生、ブラジル人に

フランス語を教えている先生、ブラジル人にドイツ語を教え

ている先生、と 17 カ国の言葉を教えているセンターがある

んです。でも、全校にあるわけではなくて、そういうセンタ



－353－ 

ーがあるのは、20 校くらいかな。そこで私たちが頼んでい

るのは、帰国した子どもたちをそういうセンターがある学校

に通わせること。そして、ブラジル人に日本語を教えてい

る先生を利用して、反対に、その先生にポルトガル語を教

えてくれるようにしてくれないかと言うのですが、「あ、それ

いいね｣という風には言うんですが、全然まだ何もできてい

ません。だから、うるさく声をかけにいつも行かなきゃいけ

ない。この前の 11 月に選挙がありましたが、政府が変わる

と政策が全部変わるので、1 月からは全部変わります。だ

か ら ま た 全 部 や り 直 し か と 思 っ て し ま い ま す 。 そ の

Partido(政党)は、前の人達をみんな切り捨てて自分達の

人を入れるでしょ。だから、ルーラ大統領(注:労働党所属)

が再選されたことは、そういう面ではちょっといいかなとも

思います。サンパウロも変わったのですが、州はまだ同じ

PSDB という政党なので、これならまだいけるかも、と思って

います。時々がらっと変わってしまって、誰も残らないこと

があるんです。今まで交渉してきてやっとここまで来たのに、

と思っても、がらっと変わってしまう時もありました。だから、

誰が残るのかな、残る人がいるのかな、とそういうことはあ

るのです。でも本当に残念ながら、市内でも州でも、国とし

ても、全然何もやっていないというのが現実だと思います。 

 

質問者:そういった場合に、日本に来たブラジル人の家庭

では、親とかが学校の勉強を見てあげるのが困難であるっ

ていう問題があるのですけれど、逆にブラジルに帰った場

合は、親がすごく力になれる可能性がすごく大きいと思う

んですけれど、そういうことはあんまり見られないのでしょう

か。 

 

ナカガワ:うーん、あんまり見られないです。それに、本当

のことを言えば、私たちでも 6 年生くらいまではできても、

それ以上の結構難しい物理とか化学とか、自分で座って

一緒に勉強するくらいしか覚えていないもの。だから、うち

の息子なんかは「全然手伝ってくれない｣と言う。「自分で

勉強しな、全然覚えてないよ｣とか私も言うんですけれど、

本当に覚えてないです。自分でも予備校の時にはよくや

ったなあなんて思うくらい。だから、ポルトガル語ならまだ

見てあげることはできるかもしれないけど、あとの科目は私

だったらできない。だからそういうことを専門にやっている

家庭教師や、現役の大学生をつける人はいるようです。で

も帰国した人達の中で家庭教師をつけて一生懸命子ども

たちに勉強させたのは、私が知っているのは一人だけで、

後の人は家庭教師を使わない。そして、サンパウロ市内に

は私立で日本語ができる先生がいる、日系人が作ってい

る学校というのがいくつかあるのですが、結構月謝が高い

ので本当に何人かしか通っていません。サンパウロのある

学校を作った先生に「今何人いるの｣と聞くと「3 人｣なんて

いう感じで、ほとんど行っていない。だからみんな公立に

行きたいし、残念ながら教育にあんまりお金を使っていな

いのは事実だと思います。 

 

質問者:お伺いします。ブラジル側と日本側両方の教育に

問題が起きた子どもたちの、具体的な社会での問題はもう

出ているんでしょうか。ブラジルの方でも学校へ通えなか

った、日本でも学校へ行けなかったという子どもたちの具

体例はもうございますか。 

 

ナカガワ:まだ。まだ出ていないけれど、そのうち出てくるか

もしれないと思っています。 

 

質問者:どういう風に思われますか、もし両方の教育を受け

られなかった子どもたちがこれから社会に出ていって。たく

さんの子どもが今いると言っていましたけれども、どのよう

な問題がこれから起きると思われますでしょうか。 

 

ナカガワ:今はブラジルでも、ちょっと簡単な仕事に関して

も、高校卒業という条件で募集していますから、きっと仕事

がなくて、たくさんの人が日本を目指して来ていると思いま

す。それからこれから先、もしこういう動きが続けば、あと何

人デカセギに来るのかなあと私は考えているんです。ブラ

ジルで日系の人口は 150 万人と言われていますよね。そ

の中のもう 45 万人あたりは日本で働いた経験を持ってい

る人達なんですね。ですから 3 分の 1 はもう日本に来て仕

事をしたことがあるっていう人達です。ですから、あとどれ

だけデカセギに新しく来ることができるのかなというのはと

きどき考えるのですが。そんなにいないんじゃないかなと
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ある部分では考えるし、もう一つは、そういう子どもたちに

は後の道がないんじゃないかな、と思ってしまいます。また

日本へ行くのかなって。日本の社会で、学問の必要ない

工場とかで働く人達になってしまうんではないかなと思うの

です。そして、ブラジルの社会で問題を起こすというのは、

帰国した子どもたちの中では見られません。時々それが見

られるのは、残された子どもたちです。残された子どもたち

の中では、ものすごく反抗して麻薬に手を出したり、そこは

日本とブラジルの法律の違いだと思うのですが、コソ泥な

んかはサンパウロではあんまり大きな問題にはならいので

す。強盗とか殺人であればもちろん大騒ぎになるんですが。

コカイン数グラムを買うために財布を盗ったというのはあま

り大きなことにはならないので、見えてこないんじゃないか

と思います。日系社会の中で、ブラジルで犯罪を犯したと

いうケースはものすごく少ないです。私の友人が少年鑑別

所でディレクターをやっていたんですが、彼女の話では、

30 年間ディレクターをしていた中で、ブラジルで日系人が

犯罪を犯したケースは 6 件しかなかったそうです。「じゃあ

日本へ行った日系人はどうしてあれほど犯罪を起こすの

か｣ということについて彼女は論文を書きました。見えてい

ないというのが一つ、人口が少ないのもきっと一つの理由

だと思います。目立たないから。かえって中国人の方が騒

がれていると思うのです。 

 

質問者:ありがとうございました。 

 

司会者:他に質問のある方はいらっしゃいますか。先生、

ひとつお尋ねしたいんですけれども、日本からブラジルに

一方通行に帰る子どもたちだけではなくて、何回も来たり

行ったりを繰り返す子どもたちもいると思うんですけれど、

その場合、短期間でもブラジルの学校にいるのか、またそ

ういった場合どんな問題が起きるかということをお話し下さ

い。 

 

ナカガワ:私の知っている限り、ブラジルに 3 ヶ月、6 ヶ月い

ても、日本に戻ってくるつもりでいる人達は学校へは行き

ません。待っているだけです。どうせ日本へ行くから、と。

もちろん何回も日本に来ている子どもたちもいます。それ

だけじゃなくて、ブラジル人の子どもたちって、ブラジル人

学校へ行ったり、町を変えて日本の学校へ行ったり、いっ

たん帰国してもブラジルでは何もしなくて、また日本に帰っ

てきたりという子どもたちが結構たくさんいるんです。そし

て、移動しなくても、親のたくさんの知恵は働きますから。

例えばブラジル人学校では、1 ヶ月 2 万 8 千円、送迎が 1

万円、教材費が 1 万円というように、たくさんお金がかかる。

そうするとお父さん達が、仕事がなくなった場合に一番先

にすることは学校を辞めさせること、そして次の仕事が見

つかったら、また学校へ通わせる。もう一つは、親が考える

ことは、「1 年間ずっと通うことないわ」ということ。例えば学

校に 8 ヶ月通わせるんです。ブラジル人学校に行った人

達がいると思いますが、classe de aceleraçãｏという言葉は

聞きましたか？学校の中で｢急がせるクラス｣があるんです

よね。例えば 2 月に学校が始まったんだけれど、子どもが

入ってきたのは 5 月。じゃあ 2 月から 5 月までの科目はどう

するでしょう？ささっと 2 週間とか 3 週間で教えてしまう。す

ると、ちゃんと学校へ通っていた人は「あれ、損しちゃった。

5 月から払えばよかった」と、そういう風に考えている親も残

念ながらいるんです。そして同じく学年末ですね、ブラジ

ルの学校は 2 月に始まって 11 月の末で終わります、こちら

のブラジル人学校では、その後もぐずぐずと授業をやって

いるかもしれませんが。11 月の末で終わって、点数を取れ

なかった人達は recuperação といって 12 月の 10 日あたり

までもう一度見直しや先生の指導を受けて、もう一度試験

をする。それをパスすると、12 月の半ば頃から 1 月の末あ

たり、2 月の始め頃までは夏休みになりますね。すると、ブ

ラジル人が考えるのは、9 月の末あたりにいったん帰国す

るんですが、来年同じ学年をやり直すのは大変なので、ち

ょっと急いで 3 ヶ月分終わらせて、パスさせてくれないかと

学校に頼むんですね。すると、ブラジル人学校は生徒を

失くして儲けが減るのは嫌なので、急いで 3 ヶ月分を教え

てしまう。そして、11 月の末までいなくても、その学年が合

格となってしまう。そこで父親達は「まあいいや。これで 2

月まではゆっくりしていられる。そして 2 月からは進級した

学年に帰ってくればいい。｣という具合に、結構うまくやっ

ている人達がいます。授業を早める先生の方はどうしよう、

どうしようと言いながらやっています。子どもによって遅れ
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ているところは違うんですから。ピタゴラスのように、同じク

ラスに 1 年生や 2 年生を集めていなくても、前倒しをしなき

ゃならないクラスでは、同じ学年であっても進度が違ってく

るので、どこを急いでいいのかわからないといったように、

そういうことに慣れていない先生も多いです。ブラジルで

は、急がせるクラスというのは、さっき言ったように、例えば

12 歳で 6 年生に編入した場合は、3 ヶ月間で一番大事な

ところだけ覚えて、7 年生の試験を受けるという、同じような

システムになっているので、それに慣れている先生もいる

のですが、こっちに来ている先生は慣れていない先生が

多くて、どうしていいかわからないようです。 

そしてブラジル人学校の先生達が言うのは、こちらでは

あまり落第させられないということです。子どもが落第しち

ゃうと、「これだけのお金を払っているのに落第させるの

か｣と言って親が怒鳴り込んできて、子どもは学校を辞めて

しまうので、パスさせる、というわけです。6 年生になっても

自分の名前も書けないような、本当にどうしようもない場合

には、落第していると思うのですが、後は試験に通ってい

ます。だから、帰国時にはブラジル人学校を卒業してきて

いるんですが、全然できていないというケースがたくさんあ

ります。こっちのブラジル人学校は本当に大変だなと思い

ます。 

一時帰国の時も、帰国期間が 1 年間の場合はきちんと

学校へ通っていると思います。でも、滞在期間が 3 ヶ月や

4 ヶ月の子どもは学校に通っていない。大きな手続きをし

て入ってもまたすぐに出て行くのだったら、行かなくてもい

いかなと考えて、ブラブラしています。 

 

司会者:ありがとうございました。 

 

質問者:お話ありがとうございました。日本におけるブラジ

ル人の子どもたちの教育を考える時に、こうしたお話を聞

いた時にいつも考えるのは、今先生がおっしゃられたよう

な、ブラジル人がどこに価値をおくのかとか、どういったメ

ンタリティで行動しているのかというところです。日本とブラ

ジルを比べると、ギャップが大きすぎて、それが要因となっ

て今問題が起きていると感じるのですけれども、日本の教

育現場の先生方というのは、もちろんブラジルへ行ったこ

とはないでしょうし、ブラジルはどういうところかということも

知らない。例えば、ブラジル人から｢2 月はカーニバルだか

ら 12 月から 3 ヶ月帰ります｣といきなり言われると、それは

やはり非常に困るわけです。でも、そうした彼らの行動パタ

ーンがあるということを教えてあげることによって、現場もも

う少しやりやすい部分が出てくるのではないかと思うんで

すけれども。一つその文化の違いということでお話してい

ただきたいです。 

それから、最近ちょっと知ったのですが、日本にいるブ

ラジル人の親達が、ブラジルで家族生活を送っていた時よ

りも、日本に来てからストレスが多くなっている。というのも、

今日本国内でブラジル人の離婚がすごく多くなっていて、

そうするとやはり子どもの生活状況にも大きく影響しますし、

さらに不安定な子どもも増えてくると思うのです。その親の

状況の問題というのもお話いただけますでしょうか。 

 

ナカガワ:はい。文化の違いは、ブラジル人の慣例に従う。

12 月も 10 日くらいを過ぎたらもう休み、という感覚はそう簡

単にはぬけないんじゃないかなと思います。そして 2 月の

カーニバルは本当に休みの最後という感じです。学校が

いつから始まるか、というのはカーニバルによるんです。カ

ーニバルが2月末の場合には、2月初めから授業があって

カーニバルをはさんでまた学校が始まるんですが、カーニ

バルが 2 月の初めだったら、カーニバルが終わってから学

校は始まる。その年によります。それは学校だけじゃなくて、

仕事もそうですね。12 月 20 日くらいになると、多くの会社

や企業はお休みになるんですね。férias coletivas といって、

会社そのものが止まってしまうんですね、ですから社員み

んながお休みになる。それが 1 月の 5 日とか 8 日まで、クリ

スマスやお正月、カーニバルの間はみんなが休みになり

ます。ブラジルはその時期はちょうど夏なので、ほとんどの

人達が海の方へ行く。海へ向かうといつもは 1 時間半くら

いで行ける場所へ 3 時間かかるといったように渋滞します。

12 月の学校が終わると、母親は子どもたちを連れて海の

方に 2 ヶ月くらい滞在して、父親だけは土日だけ海へ行っ

て家族と一緒に過ごして、平日はサンパウロに戻って仕事

をします。ブラジル人は土日に働くなんて考えられないん

です。だから、雨がザーっと降った日や、土曜日だったり
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すると、本当に誰も会社に来ません。学校でも、あんまりに

も大雨だったら 40 人のクラス中 10 人～15 人は休むんじゃ

ないかなという感じです。だから、そういう風に考えている

のがブラジル人なんだと思います。 

 

 教育についての考え方ですが、私が小学校へ通ってい

た 60 年代は、軍政期で国の政策もあって、「夢を持つ世

代」と言われて、国を大きくしよう、発展させよう、勉強をし

て世界に追いつこう、学校へ行こうという風潮でした。サン

パウロ大学なんかもそうでした。フランスやイギリスの有名

な教授など、いい先生達をあちこちから連れてきて、ブラ

ジルで新しいエリートを作ろうという運動が政府にもありま

したし、私たちにもありました。ブラジルの公立の学校は無

料なんです。だから、私たちのように移民してきた人でも、

頑張ればそういう学校に入れる。そしてそこでみんなと同

じように夢を持てる、というのがあったんです。しかし 80 年

くらいから段々と「大学は出たけれども仕事がない」という

状況になっていく。デカセギの動きもこの結果じゃないか

なと思うのです。大学がたくさんできて、みんなが大学へ

行くようになると、中にはけっこういい大学を出た人達もデ

カセギに来ている。すると、親も子どもたちも勉強しても仕

方ないと言うのです。「親は大学を出たけれども工場でね

じを回している。自分は 16 歳だけれども同じことをして同じ

だけ給料をもらえるのだから、何故勉強をする必要がある

のか」と言うのです。教育が社会的に名誉であるとか、社

会的向上のためのステップであると考えていたのは 60 年

代。80 年代くらいからは夢が壊れて。軍政期には、日本や

アメリカの質のいいテレビではなく、自分の国の物を守ると

いって、ブラジルの会社の出来の悪いテレビを買うしかな

いという時代だったんですが、グローバリゼーションがもの

すごく広がって、いつまでも輸入品を拒否しているわけに

はいかなくなって、90 年代には外国の物を一気に解放し、

ブラジルのたくさんの会社は潰れていきました。そういう状

況の中で教育をしていても何にもならない、仕事も見つか

らないとなって、デカセギが始まったのが 85 年です。ブラ

ジル人の多くはアメリカへ行ったのですが、日系の人達に

は日本への道ができた。ちょうど日本でそういう労働者を

必要としていた時期ですのでみんな日本へ行きました。ち

ょうど夢が破れた時の人達ですから、学校へ行っても仕方

ないということを子どもたちに言っている。子どもたちも同じ

ことを考えている。学校へ行って苦労してもしなくても同じ

給料がもらえると思っている。だから勉強しない。私が話し

た人達なんかはみんなそんなことを言っています。 

 

  離婚問題については、アメリカでも今離婚率が 50％と

言われていますが、サンパウロでも約 4 割は結婚後 10 年

までに離婚をしています。日本に来た人達だけではなくて、

離婚や売春、麻薬、精神病などが、移動につれて多くなる

というのは、歴史的に考えても、色々な migration、移動を

考えても同じだと思います。ですから、さっき言いました障

害を持った子どもたちの数も、サンパウロに住んでいる人

達よりは多いのが当たり前であると考えます。人間が移動

し、違う文化に接する時には離婚や精神病が増えるという

のは、普通に見られるケースだと思います。 

 

質問者:二つ質問がありまして、一つは、ブラジル人学校

に行っている子どもたちと日本の公立学校に行っている子

どもたちについてです。ブラジル人学校へ行っている子ど

もたちは向こうへ行ってもなかなか馴染めないということで

したが、まして日本の公立学校に行っていた子どもたちは

もっと入っていけない。そしてポルトガル語もできない。す

るとこういう子どもたちにはどういうような教育をブラジルで

はされているのでしょうか。もうだめだから日本に戻るという

のか。ただ基本的には親と一緒ですよね。ブラジルの場合、

親だけが向こうに残って向こうで仕事をしていると、子ども

たちはどういう教育を受けられる制度になっているのか、と

いうことです。もう一つは、ブラジルに残った子どもたちが

大変であるとおっしゃっていましたが、残された子どもたち

はどういう家族構成で残った子どもたちなのか、ということ

を教えていただきたいです。 

 

ナカガワ:帰国した子どもたちの中で、ブラジル人学校に

通っていた子どもたちとは違うと思うのですが、違うのは言

葉ができるかできないかということくらいで、あとは、科目の

内容を知っているかどうかについては、私が見ている限り

ではあんまり違いはありません。これから先、一つはつか
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めない、彼らがどこにいるのかわからないというのと、親は

残っても子どもが日本に来るというケースはあります。家族

一緒に移動するというのは、ブラジルだけでなく、ラテンア

メリカ全体の考え方だと思うのですが、家族離れ離れにな

るのは良くないということは、一応は考えていても、結局は

離婚する時などは「嫌だったら嫌」ときっぱりしています。

私が愛知で見た子どもたちの中には、「兄弟は何人？」と

聞くと、「うーん」と考え込んでしまっていました。「お母さん

は離婚して、新しい人と再婚して、その人にも子どもが何

人かいて、パパも違う人と再婚して、その人と一緒に出来

た子どもは何人いるんだけれどもその人ももう 2 人連れて

きていて・・」といった具合にもう本当に複雑な家庭なんで

す。「自分は兄弟 4 人だけれど、お母さんと再婚相手の間

にあと2人できて、再婚相手とその前妻との間に子どもが2

人で…この人は兄弟かな？｣なんて私も聞かれてしまうの

です。本当に複雑な組み合わせですが、保見(愛知県豊

田市)なんかではそういう人達がたくさんいます。 

だからきっと子どもたちも、ブラジルでインフォーマルな

仕事、能力がなくても簡単にできる仕事に就くことは難し

いんじゃないかと思います。というのは、日本でけっこう裕

福な生活を経験しているんです。だからホミグリアの人な

んかに聞くのは、きつい仕事に就くと、お父さん達はいい

のですが、子どもたちの世代になると、仕事でちょっと嫌な

ことがあるとすぐに辞めてしまうんだそうです。1 ヶ月どころ

ではなくて 3 日しかもたずに辞めちゃうんだそうです。日本

でも仕事ができなくなってしまったらどうするんだろうと考え

るんですが、本当にどうなっているのかわかりません。 

 

質問者:そういった子どもたちは、どういう形で残されている

んでしょうか。 

 

ナカガワ:今は残されている子どもたちはあまりいないです

ね。今も残されていて問題を起こしている子どもたちは、も

う何年も親を見ていない子どもたちですから、ちょうど90年

くらいのデカセギブームの時、彼らがまだ子どもだった時

に親が出てきちゃったということなのです。何故残されるか

というと、多くの人達は初めてデカセギに行く時には、稼ぐ

ことを目的にして日本に来る。でも 2 回目、3 回目になると、

稼いでも仕方ない、いい生活を送ろうという風に考えるよう

になります。ですから日本に来たら貧しい生活はせずに、

欲しい物は買う。浜松なんかでも、団地できれいな車を見

たら、「ここにはブラジル人が住んでいる」と言われます。

ブラジルでは手に入らなかった物が欲しい。子どもたちも、

日本の生活のいいところは、ブラジルでは買ってもらえな

かったゲーム機が日本に来たらすぐに買ってもらえたとこ

ろだと言います。品物に対しての欲ですね。始めはみんな

稼ぐために来るんですが、私が見た子どもたちの中では、

たくさんの子どもたちの父親が先に日本に来る。来てすぐ

の頃は泣いて電話をしたりして、毎日のように「会いたい」

と電話するのですが、1 年くらい経つとけろっと連絡がなく

なる、仕送りがなくなることもあります。そして、連絡はある

と答えた子どもの場合でも、電話が来るのはクリスマスや誕

生日の時だけで、仕送りはない。残された子どもたちは生

活に困ったりと、今まで見られなかったケースが見られるよ

うになります。日本人のブラジルへの移民で、始めの頃は

もちろんたくさん大変なことがあったのですが、戦後の日

系人は、お金持ちもいないけれどもお腹を空かせるほど貧

しい人もいませんでした。そんなに貧しい生活をしていなく

ても、家族について色々考えることはあったと思うんです。

お腹を空かせている人達が困っているからみんなで助け

ようという動きを見たことは、今までないんです。でも、残さ

れた子どもたちの中では、驚くべきことに何人かそういうケ

ースもあるのです。サンパウロにcesta basicaという、米と豆

と砂糖、塩、油などをパック詰めにして、本当にお腹を空

かせている人にあげるというボランティアグループがあるの

ですが、デカセギに家族が行ってしまって残された家族で

食べ物が必要な人がいるからといってそのグループが集

めたんですが、日系人は、恥ずかしいと思うんでしょうね、

たとえ困っていても、いらないと拒否をするらしいんです。

「あげる｣と言っても、「嫌だ、馬鹿にするな｣という風に。じ

ゃあこの人達にどうしたら食糧を支援できるのか、と頭を悩

ませていました。 

バス代がなくて学校へ来なかった、という子どももけっこ

ういるんですよね。サンパウロでは地下鉄やバスはどこま

でいっても運賃は同じで、日本円で 100 円くらいと安いん

ですが、そのお金がなくて学校に来なかったというケース
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が日系人の中でも出てきたので、驚いています。 

プロジェクトの中で粘土を使って遊んでいる時なども、

「ほんの少しの粘土でいいからもらってもいい?｣と聞く子ど

もがサンパウロにもいて、そう言う日系人を見たのは最近

になってからです。私が子どもの頃は、日系の人達は裕福

な生活ではないけれども普通の生活をしていたので、日

系の人達でこういう風に困っている人達を見てあっと思っ

ています。 

結局ブラジル人社会に出回っている INTERNACIONAL 

PRESS とか TUDO BEM 等の新聞にも人探しの記事が写

真付きで出るようになりました。探しても全然みつからない

人が、新聞に出るとすぐに見つかってしまうのだそうです。

すると、すぐにその人から連絡が来る。「どうして俺の写真

を載せたりするんだ｣とものすごく怒りながら。ですから、見

つからないのではなくて、その人達は本当の家族から逃

げているということなんです。家族とはもう連絡は取りたくな

くて、多くの人達は別のところで違う家族を作ってしまって

いるのです。だから仕送りもしないし、子どもたちがどんな

生活をしているかも知りたがらないのです。 

私が知っている 3人兄弟のケースでは、父親がブラジル

に帰って来ているらしいという話をどこかで聞いたので、父

方の祖父に聞いたところ帰って来ていることが分かったん

ですが、父親を探しても見つからなかった。帰国していて

も会いに行かないのです。法的にブラジルから海外へ出

す要望の中の 7 割は日本に向けられているそうです。そし

てその中の 95％は、本国に残された家族に生活費を送っ

てほしいという裁判であると。だから、それだけの数の人が

こっちでいなくなってしまって、子どもたちの生活の支援も

全然していないということです。 

 

質問者:今の 2 項目なんですけれども、教育援助の話で、

カトリックの国ですが、最近は宗教的なもので、家族に関

する思想とかは残っていないんでしょうか。 

 

ナカガワ:学校でみんながカトリックだから自分も、という面

目がてらの場合はありましたが、日系の人達の中にはそれ

ほどカトリック教徒はいなかったと思います。もう一つは、カ

トリックに入る時には洗礼を受けるのですが、その洗礼で

その宗教の代父 (padrinho)や代母 (madrinha)を選びます。

日系の人達が戦後カトリックに関わったのは、宗教そのも

のが興味ではなくて、力のある人に padrinho になってもら

えば、自分の出世に有利であるというような理由があったと

いう面があります。ですから、学校の先生やどこかの会社

の課長さんなどを padrinho に選ぶ。その人にかわいがっ

てもらえば、自分の出世も簡単だというような感覚でカトリッ

クに入ったんだと思います。ですから、洗礼を受けたからと

いって教会に行ったわけでもないし、聖書を読んでいたわ

けでもないのです。ブラジルの国そのものにもカトリックの

影響はあると思います。例えば妊娠したら中絶はしない。

でもそれは宗教的な理由だけではなくて、法的に禁じられ

ているからです。でも離婚は認められているので平気なん

です。それからエイズなんかの問題についても、カトリック

の宗教上はコンドームは使ってはいけないのですが、そん

なことは全然誰も気にしていないです。テレビなんかでも、

一番いい時間帯にコンドームの使用を呼びかける CM を

ばんばんやってみんなに宣伝しています。それでエイズの

件数はものすごく減ったんですが、もちろん神父さん達は

「どうしてこんなものをテレビで流すのか｣と言いますが、ブ

ラジル人は全然気にしていません。だから宗教もいい加減

じゃないでしょうか。 

 

司会者:それでは先生、お話どうもありがとうございました。 

 

ナカガワ:こちらこそありがとうございました。 
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5-3.学生多文化フォーラム  

学ぶ･実践する･担う 

――｢東外大モデル｣の軌跡と将来展望 

 

日時:2006 年 12 月 2 日(土) 

会場:東京外国語大学留学生日本語教育センター 

さくらホール 

 

 

(1)第一部 “国際理解教育”を考える 

 

＜開会挨拶＞ 

黒野美香:ただいまから東京外国語大学多文化コミュニテ

ィ教育支援室学生多文化フォーラム、学ぶ・実践する・担

う——「東外大モデル」の軌跡と将来展望を開催いたします。

本日はお忙しい中、本学へ足を運んでいただきまして誠

にありがとうございます。本日の総合司会を務めます、日

本語専攻の黒野美香と申します。 

 

谷村隆昌:同じく総合司会を務めさせていただく、谷村隆

昌と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

黒野:それではまずはじめに、フォーラムの開催にあたりま

して、本学学長、池端雪浦より、開会のご挨拶を申し上げ

ます。よろしくお願いします。 

 

池端雪浦:皆様、おはようございます。本日はお忙しい中こ

うして、学生多文化フォーラムにご参加くださいまして、誠

にありがとうございます。このフォーラムについて、少しご

説明を申し上げますが、お座りになっていらっしゃる方々

のお顔を見ておりますと、私よりも、よくご存知の方ばかり

のような気もいたしまして、お話をするのがいささか気恥ず

かしいというところがありますが、これも一つのセレモニー

でございますので、お話しさせていただきます。 

 このフォーラムは、平成 16 年度に、文部科学省の｢現代

的教育ニーズ取組支援プログラム｣、通称｢現代 GP｣と呼

んでおりますが、それに採択されまして、本年度最終年度

を迎える在日外国人児童生徒への学習支援活動プログラ

ムが、その活動の総括として、開催するものでございます。

この取り組みの発端は、ここにもたくさんいらっしゃいます

が、学生さんたちの自主的なボランティア活動でございま

す。2003 年 4 月に本学の学生たちが、日本国内で様々な

問題に直面している外国人の子弟のために、大学で学ん

でいる外国語や、地域理解の知識を活用して何か役に立

ちたい、ということで、ボランティアサークルを立ち上げまし

た。学生たちが最初に行ったことは、子どもたちへの学習

支援でございます。そこで首都圏の自治体や、国際交流

協会、教育委員会、学校とコンタクトを取りまして、活動の

場所を開拓いたしました。話に聞きますと、中には門前払

いに近いというところもあった、というふうに聞いております。

その中で、川崎市総合教育センター、今日もおいでくださ

っておりますが、川崎市総合教育センターが、寛大な心と

熱い期待をもって、学生たちを受け入れてくださり、そのお

かげで学生たちは川崎の市立小学校に通い始めました。

活動の内容は、日本語に不自由な外国人児童・生徒に付

き添って、授業の理解を助ける、あるいは保護者と学校の

コミュニケーションの仲立ちをするといったようなものでござ

います。この活動は、大学で専攻していることを生かしたも

のですから、学生たち自身の学業においても、相当成果

が見られた、というふうに先生方から伺っておりますけれど

も、それは当然として、そればかりでなく、学生たちは生き

た社会と接する活動を通して、社会人として必要な人間力

とでもいいましょうか、人間としての力を身につけ、目覚ま

しい人間的成長を遂げております。そうした教育効果を目

の当たりにいたしまして、私たち大学関係者は、この活動

を大学としてバックアップしよう、ということで｢現代GP｣に応

募いたしまして、在日外国人児童生徒への学習支援活動
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が開始された、という経過がございます。そしてその実施

機関として、学内に立ち上げたのが、｢多文化コミュニティ

教育支援室｣であります。 

 一昨年 10 月に開設して以来、支援室ではこの活動に対

する学生ボランティアの多方面にわたる支援や研修を行

ってまいりました。支援の内容は、学生の相談に応じる、

資金援助や物資の提供、学生たちの活動に必要な研修

や社会調査の機会を提供する、といったことでございます。

学生たちは当初行っていた学習支援ボランティア活動の

ほかに、様々な学校からの依頼を受けまして、公立の小中

学校で行われている、国際理解教育のボランティア活動を

開始いたしました。この 2 年の間に、正規の学生および職

員たちは、本学の学生だからこそできる、この大学だから

こそできる実践活動を進めていきたい、という情熱と使命

感を持って、よりよい活動のあり方を模索し、進めて参りま

した。本日のフォーラムは、このような 2 年間の軌跡を振り

返り、専門家の先生方や、会場の皆様からご助言・ご意見

を頂き、この活動を今後も推進していく上で、いっそう効果

的で、私たちの強みを生かした活動のあり方を掘り下げて

いきたい、ということで開催されるものであります。 

 学生たちのパワーは、学内にも大きな動きを引き起こし

ました。多文化コミュニティ教育支援室の活動を通して、大

きく成長していく学生たちの姿を見て、大学も多くのことを

学びました。本学では従来、日本と海外とを結ぶ、あるい

は、日本の外の国際社会で活躍する人材の養成に力を

入れて参りましたが、この活動を進めていく中で、本学が

果たすべき、もう一つの重要な分野があることを認識いた

しました。それは今後一層加速していく、日本の多言語多

文化化社会の中で、不可欠な役割を担う人材の養成、と

いうことでございます。多文化コミュニティ教育支援室の活

動がきっかけとなりまして、本年、本学に多言語・多文化教

育研究センターが創設されました。このセンターは多様な

言語や、文化的背景を持つ人々が共存する、21世紀の日

本社会に貢献できる人材の養成と研究の発展を目指して

おります。同時に社会貢献事業にも応えていくことができ

る体制整備を目指しております。そして、教育部門では、

多言語・多文化社会のインターフェイスを担う、人材を養

成するための新しいカリキュラム、｢Add-on Program『多言

語・多文化社会』｣が創設されました。このように学生の力

によって作り上げられた、多文化コミュニティ教育支援室

の活動が、大学の教育研究の内容をも変えてきた、という

ことは非常に重要なことかと思います。 

 現在、日本には、総人口の 2％に迫る、外国籍の方々が

暮らしておられます。ここで学んだ、あるいは活動した学生

たちが、多様な言語や文化的背景を持つ住民が平和に

共存していける社会の実現に、様々な形で寄与してくれる

ことを私は願ってやみません。本日のフォーラムでは、こう

した学生たちの活動に対して、皆様から忌憚のないご意

見やご助言、ご鞭撻をいただきますよう、お願い申し上げ

ます。 

 

黒野:ありがとうございました。それでは、第一部に入ります

前に、本日のフォーラムの趣旨の説明を簡単にしたいと思

います。 

 

谷村:現在、多文化コミュニティ教育支援室では、国際理

解教育と、学習支援という、2 本の柱を中心に様々な活動

を行っています。詳しい活動内容に関しましては、みなさ

まのお手元にありますパンフレットをご覧いただくよう、お

願いいたします。今回、この国際理解教育と学習支援とい

う二つの活動について、これまでの 2 年間を振り返って総

括をし、さらに、これからの活動に貢献できる何かをしたい

と考えました。そこで、国際理解教育では、これまで学生

たちが、試行錯誤しながら、先生方や、留学生と力をあわ

せて、国際理解教育の実践に取り組んできた成果を、模

擬授業という形で発表することに、また、学習支援活動で

は、支援活動を通して感じた、外国人児童の支援を困難

にしている要因を探るために、日本の公立学校と外国人

学校を訪問し、調査を行うことにいたしました。そして、これ

らを発表する場を設けたいという思いから、今回のフォー

ラムの開催に至りました。本日は長い時間、お付き合いい

ただきますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

尚ここで、多文化コミュニティ教育支援室の当初の立ち

上げに、甚大な協力をいただきました、渡辺博美様より、

祝電が届いておりますので、読み上げさせていただきま

す。 
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｢東京外国語大学多文化コミュニティ教育支援室運営委

員長 武田千香先生 学生多文化フォーラムの開催おめ

でとうございます。多文化社会になりつつある日本で相互

理解のための一本の道筋をつけられたことは大変に意義

深いことと思います。これも貴学の学生たちと多文化コミュ

ニティ教育支援室に関わる先生方、スタッフの皆様が地道

な活動を続けてこられた成果と考えます。私も支援室のス

タートに対し微力ながらも、わずかでも関わることができま

したことを感謝しております。今後も皆様の益々のご活躍

をお祈り申し上げます。東京都あきる野市 渡辺博美｣以

上です。 

それではプログラムの進行に戻ります。尚本日のフォー

ラムの具体的な流れにつきましては、皆様にお配りしまし

たプログラムに記載されていますので、そちらをご覧下さ

いますよう、お願い申し上げます。 

 

黒野:それでは、これより第一部｢国際理解教育を考える｣

に入りたいと思います。ここからの進行は国際理解教育ナ

ビゲーターの門脇弘典君にお願いいたします。 

 

門脇弘典:それではこれより第一部｢国際理解教育を考え

る｣を始めさせていただきます。私はナビゲーターを務めさ

せていただきます、フランス語専攻 3 年の門脇弘典といい

ます。よろしくおねがいします。 

 まずお手元のプログラムをご覧下さい。まず第一部では、

多文化コミュニティ教育支援室の活動の柱である、国際理

解教育について見ていきます。まず1番目として、｢東外大

モデルの軌跡と提言｣ということで、支援室で行われてきた

国際理解教育を振り返り、そしてそこから出た議論、学生

の間での議論、先生方との間での議論、などを見ていきた

いと思います。次に 2 番のモデル授業で、実際にこの場で

国際理解教育の模擬授業をさせていただきます。またそ

の授業を通して、3 番｢東外大モデルの狙い｣ということで、

その授業を通した狙いを発表させていただきます。また 4

番、コメンテーターからの助言ということで、本日は、コメン

テーターの先生二人においでいただいております。早稲

田大学より山西優二先生、川崎市総合教育センターより

佐藤公孝先生においでいただいております。よろしくお願

いします。また 5番の質疑応答についてですが、発表の中

で不明だった点を質問し、それについてこちら側が答える、

というふうな流れで進めさせていただきます。このことにつ

いてですが、お手元のプログラムの間に挟まっていた質問

票というのをご覧ください。国際理解教育活動と、学習支

援活動という 2 枚の小さい紙でございます。ここに書いて

いただいたことは、第三部の会場討論で使用させていた

だきます。ですので、第一部の質疑応答については、簡

単な形での質問、発表で不明だった点を明らかにすると

いう程度にしていただいて、もっと込み入った議論の質問

がある方は、こちらの質問票に書いていただき、そして提

出していただいて、そして第三部の会場討論で扱うという

形で進めさせていただきます。またこの質問票ですが、第

一部が終わったら、国際理解教育活動の質問票を、昼食

休憩の前に回収させていただきます。よろしくおねがいし

ます。 

 では、プログラムに入らせていただきます。まず 1 番、｢東

外大モデルの軌跡と提言｣ということで、萩原礼子さんお

願いします。 

 

＜「東外大モデル」の軌跡と提言＞ 

萩原礼子:みなさま、おはようございます。ポルトガル語専

攻 4 年の萩原礼子と申します。 

 私は｢『東外大モデル』の軌跡と提言｣ということで、これま

での東京外国語大学の学生ボランティアによる国際理解

教育の足どりと展望、これからこんな風にしていけたらなと

いう事をお話ししたいと思います。  

まず、本学の国際理解教育実践はもともと、学長のお話

にもありましたように、ポルトガル語専攻の学生を中心とし

たボランティア団体が神奈川県川崎市の小学校で、日本

の小学校に通う在日ブラジル人の子どもたちの学習支援

をしていたことに遡ります。何とか外国人の子どもたちが日

本の小学校でうまくやって行けたらいいなと思いながら､学

校の授業に入り込む形で、簡単な通訳をしたり、通知表や

お便りの翻訳をしていたわけですが、地道な活動で、外国

人の子どもたちだけをみていても、もしかしたらなんにも残

せない、その子の力にはなれても、また他の子が学校に

入ってきたら一からのスタートなんだというもどかしい気持
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ちを抱えていました。そんなとき、当時川崎市総合教育セ

ンターにいらっしゃいました佐藤裕之先生のご紹介で、菅

小学校の総合的学習の時間に国際理解講座をさせてい

ただくチャンスをいただきました｡今度は受け入れ側の、日

本人の子どもたちに、在日外国人の子どもたちのことを知

ってほしいと思う気持ちで、取り組みました。これが、本学

の学生ボランティアが学校の授業という場面で国際理解

に関わるスタートになりました｡ 

2005 年になると川崎市立東柿生小学校と府中市立府

中第七中学校での活動がほぼ同時に始まりました。この

実践が 1 年間に複数回の訪問をする初めての試みとなり

ました。そして、2005 年度は続けて、菅中学校、小柳小学

校、大久保小学校、狛江第一小学校での活動をする機会

に恵まれました。2006 年度にはさらに土橋小学校、宮前

平中学校と静岡県三島市立東小学校との交流が始まりま

した。 

実践の内容は様々で、例えば子どもと留学生、日本人

学生が力を合わせてひとつの作品、例えば、絵本や劇な

どを作ることで、子どもたちが他の人の意見を“聞く力”を

養うことを目的とした授業。子どもたちと留学生、日本人学

生が一緒に一つのテーマ、例えば｢1ヶ月ホームステイして

みたい国は？｣｢将来こんなふうに生きたい｣などについて

話し合うことでコミュニケーション能力を高めることを目的と

した授業。そして、留学生と日本人学生のプレゼンテーシ

ョンからアイディアを得て、学生との質疑応答や調べ学習

をし、内容を煮詰めて、最終的には今度は生徒が発表を

するような授業もありました。そして、この 10 月には新しい

試みとして、｢国際理解教育と一日大学生｣をテーマに静

岡県三島市の小学生 20 名を本学に迎えました。三島市

立東小学校の先生が｢朝日子ども新聞｣で紹介されていた

本学の国際理解教育の実践に是非参加したいということ

で、修学旅行の際に 1 日だけ本学に来てくれました。私た

ちも自分たちの大学に小学生を迎えるというのはどういうこ

とのなのか、と戸惑っていましたが、｢行く｣授業から｢来る｣

授業にという新しい試みになりました｡この実践では午前中

に日本人学生と小学生で｢世界がもし 100 人の村だった

ら｣ゲームをしました。一緒に食事をして､午後は前半に児

童の発表、三島市に関する発表を聞き、そのあとは留学

生一人と小学生 5 人くらいのチームで、交流会が行われま

した。 

ここで簡単に本学の授業実践の流れをお話しします。ま

ず、多文化コミュニティ教育支援室が外部の方からの依頼

を受けます。すると、学生ボランティア登録をしている学生

に、メーリングリストを通じてメールが送られ、コーディネー

ターの募集がなされます。コーディネーターは学校とのや

り取りや、メンバーのサポートをします。その後、先生方と

の相談の上、内容や日程の決定をします。ここからは、学

生主導の活動となります。 

学生ボランティア(日本人･留学生)の募集をかけ、メンバ

ーが決まると週 1 回から 2 回、主に昼休みを利用したミー

ティングを重ねます。そこで、授業の目的や大まかなコン

セプトが話し合われ、日本人学生と留学生共同の授業案

の作成が始まります。ここでは、先方の先生方との話し合

いをもつこともあります。授業案ができると準備をし、いよい

よ授業実践です。実践の後には反省会や報告書作成も

行っています。こうして、いろいろな学校で国際理解教育

を実践していく中で、ボランティア学生の考え方が少しず

つ変わっていきました。 

 初めの頃は、国際理解講座でした。つまり、日本人学生

がサポーターとして、単に留学生を連れて、学校に行って、

お国の事を話してもらえば国際理解教育だろう、とこういう

ふうに少なからず思っていたところがあったと思います。学

校側からの依頼を｢総合的学習の時間で国際理解教育を

します。ついてはどこどこの国を題材にしてほしいのです

が。｣という言葉を丸飲みして、｢あっそうか、この国につい

て紹介すればいいんだ。｣と思っていたように思います。学

生ボランティアも国ごとのチームに分かれて活動していま

したし、国の名前でチームを呼び合っていました。当初は

留学生と日本人の学生ボランティアがペアになり、日本人

学生は留学生の補助的役割のようになっていました。当時

はこの留学生と日本人学生の共同作業が授業実践にお

いて最大の強みになると考えていました。つまり、｢国際理

解教育｣は留学生を通しての｢国理解｣である、と感じてい

ました。 

 そんな中でも、特に本年度になってからは学校の先生方

や川崎総合教育センターの先生方のアドバイスで｢学生の
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自分史｣を題材にやってみようとか、｢みんなで作業をして

何かを作り上げる｣授業をしてみようとか、国や地域にこだ

わることのない、国紹介にとどまらない授業をしていくよう

になりました。たとえば、留学生の国についての授業では

なく、留学生が日本に来るまでとか、留学生が小学校のこ

ろの話を通してとか、｢人｣に焦点を当てた授業を展開して

みると、子どもたちからは｢○○さんは育った環境も違うの

にスムーズに会話ができて、嬉しかった。｣とか、留学生の

お国に関することとは全く違ったところについて感想が出

てきて、留学生を一人の人として捉える様子がうかがえま

した。また、それまでは留学生のサポーターで影になって

いた日本人学生が自分の経験を話す機会が出てくると、

日本人学生に対しても子どもたちから｢○○さんのように、

目標を持って生きていきたい｣とか、そういった反応をもら

えるようになりました。 

他にも、留学生日本人学生関係なく一緒に一人の作業

を通して相手を理解する姿勢を身につけてほしいという授

業の実践に参加したりするようになりました。 

 そうした活動を通して「『国際理解教育』は『人間理解』で

ある｣という意識が学生の中に芽生えてきました。とはいえ、

授業内容も目的もあまりにも様々でしたので、学生たちに

も混乱が生まれました。｢子どもたちに何を伝えるのか？｣

とか｢子どもたちにどうやって伝えるのか？｣｢子どもたちへ

の押しつけではないのか？｣などといった疑問がわいてき

て、授業案作成にどんどんどんどん悩むようになっていき

ました。しかし、疑問に思っていても授業実践の日は決ま

っているわけで、メンバー集めやミーティング、授業の準備

に追われて、もどかしい気持ちを持ちながらも実践を重ね

てきました｡もちろん、そんな困ったことばっかりではなくて、

こんな授業がよかったよとか、先生方にこんなアドバイスを

いただいたとか、こんなことを聞いてきた、こんなことやって

みたいなんていう声も聞かれるようになりました。 

 しかし、実践への準備は先程も触れましたように学校ごと

にコーディネーターが立てられ、学校単位で準備が進ん

でいくので、昨年度だけでも国際理解教育の実践に参加

した学生は延べ 180 名を超えていますが、この学生全員

が一堂に会して議論をしているわけではなく、実践してい

る学校が違うと学生同士の繋がりも薄いというのが現実で、

同じ国際理解教育に携わっていても意見交換の場がない

という状況がありました。 

そこで、プレ･学生多文化フォーラムとして 3 回のディス

カッションと 3 回の講演会を行い、どんな国際理解教育が

できるのか、果たして東京外国語大学の学生として、学生

として､なにができるのか、果たして私たちの出来る国際理

解教育の｢東外大モデル｣っていうのがあるのではないか

と話し合ってきたわけです。これから、その中で学生からあ

がってきた疑問を五つ紹介したいと思います。それから、

なぜその疑問がわいてきたか、そして、講演をして下さっ

た先生方にぶつけてみたときの回答などを中心にお話し

したいと思います。その中で、本学が行ってきた授業実践

の特色もお話しできたらと思います。今からお話し致しま

す内容については、まだまだ私たちの中でもどうしたらい

いのかと考えているところですので、後ほどの討論のなか

で是非ご意見をいただけたらと思います｡ 

一つ目には、まず、｢国際理解教育って何か｣という漠然

とした疑問がありました。学校によって国際理解教育が目

指すものが多様で、その授業内容も様々でしたので、自

分たちがやっていることは本当に国際理解教育なのかと

いう不安がありました。しかし、これは 1 回目の講演会で、

ユネスコの国際理解教育から日本の国際理解教育にいた

るまでの変遷を知ることで、まだまだいろいろな解釈があっ

て、私たちがやっていることも間違いではない、いろいろな

可能性があるということを知りました。 

二つ目は、国際理解教育はステレオタイプの押し付け

にはならないのか、という疑問です。もしかしたら、国があ

ることも認識していない子どもたちに、こういう国があって、

こういうふうに違ってといってしまうことで逆に偏見や固定

観念を植え付けてしまわないかと不安に思い始めていまし

た。ここでいただいたアドバイスは国と国、文化と文化、と

いう境があるのは事実で、仕方のないことであり、それを認

識させた上で結局は同じなのだということを共有できる授

業作りを目指すことがひとつの方法であるということでした。

この点については、今でも一番迷いがあり、授業に失敗す

れば、自分たちが目指していたところと全く逆の影響を子

どもたちに与えてしまうのではないかという恐れはぬぐえな

いところです。 
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三つ目は、国際理解教育授業実践に留学生は必要か

という疑問です。これは、日本人学生も留学生も抱き始め

ていた疑問です。授業案のほとんどは日本人学生が作っ

ているのですが、授業の目的が人間理解だということを感

じていくうちに、いったい留学生の役割は何かということが

見えにくくなっていました。それから、留学生からも、私は

たとえば韓国の留学生として行ったけれど、韓国人である

必要はなかったという感想も出てきました。この疑問に関し

ては、「国と国」という枠を無視するわけではありませんが、

国籍は関係なく、いかに人間自体に注目するか。子どもが

自分と違う人間に出会うことで、自分の姿を捉えなおして、

自分自身を豊かにするきっかけになれば日本人も留学生

も関係はないという結論に達しました。実践の中から、こん

な報告がされています。その授業では日本人学生 3 人と

留学生 1 人が一つのクラスの実践に参加し、子どもが学生

4 人のうちで、話を聞いてみたい学生 1 人にインタビュー

するという授業だったそうです。子どもたちが｢この人に話

を聞きたい！｣と一番たくさん集まったのはどの学生だと思

われますか。ほかの日本人学生に比べ注目が集まる留学

生ではなく、ある日本人学生だったそうです。ですから、国

際理解教育に外国人が絶対必要ということも、日本人学

生が絶対必要ということもありません。しかし、日本人学生

の視点と外国人の“感じ方”を授業に取り入れることができ

れば実践の幅を拡げることができます。後ほどの模擬授業

にも、留学生の“感じ方”なしには思いつかなかったであろ

うアイディアが盛り込まれています。  

四つ目は国際理解教育の授業実践をなぜ一から作る

のかということです。これは、三島市立東小学校での実践

で既成の｢世界がもし 100 人の村だったら｣ゲームをしまし

た。もちろん子どもたちの人数や、レベルに合わせて多少

の手を加えましたが、日本人の学生だけで実践し、子ども

たちにも伝わるものがあったと確信しています。こうして、

既成のものが出回っているのに、なぜ時間をかけて先生

方もお忙しい中、1 から授業を作り上げていくのかという疑

問がわいてきました。これに対しては、やはり、対象として

いる子どもたちにぴったり当てはまるものは作るしかないと

いうお言葉をいただけました。既成の教材が目標としてい

るものの中から子どもに必要なものを選ぶのではなく、子

どもの様子をみて先生方が必要なものを感じる、そしてそ

の目標に対して授業を組み立てられるのは、手作りでなけ

ればできないのです。さらに、こうして、1 時間の授業のた

めに準備に何時間も何時間も授業の準備にかけられるの

はまさに“学生”の特権だと思っております。 

最後に、外大生として何ができるのか、プレフォーラムを

通して、この点について深く議論してきました。本学の学

生は身に付けた専攻語を道具とし、様々な専門領域を学

んでいます。本学は、｢21 世紀の地球社会と対話し行動す

る東京外国語大学｣を、基本指針としています。これには、

多文化社会に貢献するコミュニケーション能力、多文化社

会を見つめる人間的想像力、グローバルな地域社会に根

ざした繊細なリサーチ力、地域社会と共同する果敢な行

動力、という 4 つのメッセージが込められています。そのよ

うな大学で学んでいる私たちは、日本人学生と留学生が

関わりあい、多文化共生社会の構築を目指して、自らの経

験を伝えたい、という熱い思いをもって、この活動に取り組

んでいます。だから、実践校の子どもたちや、地域社会の

抱える、個々の問題に対応した、国際理解教育を作ること

ができます。国際理解教育の視点を持った学生、留学生

が先生方と共同して、無限の可能性の中から、その学校

の子どもたちにぴったりあった、国際理解教育の実践を創

造していきます。対象とする子どもたちにとって、一番の授

業ができるのが、東外大モデルです。また、学生の中にあ

る熱い思いが、上級生から下級生へ、引き継がれていま

す。大学に入学してからの活動期間は、最大で 4 年間あり

ます。1 人の学生が活動を続け、毎年、新入生が参加する

ことで、新しい視点が得られると同時に、それまで蓄積さ

れたノウハウを蓄積することができます。どんな団体にも、

後継者の育成は大変なことだと思いますが、東外大では、

学校生活という日常のなかに活動の拠点があることが、活

動を継続していく大きな原動力となっています。さらに私た

ちは、多文化共生社会を構築するための国際理解教育の

かたちを追及し、研究活動を行い、社会に向けて提案して

いくことができます。例えば、今でも外国人留学生だけを

派遣してください、という依頼があります。しかし、私たちに

は留学生を派遣することにとどまらず、これまでに実践して

いくなかで学んだこと、学校の先生方や、講演会から得た
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知識や知恵を生かして、こういう実践をしてみたいのです

が、という一歩踏み込んだ提案をすることができます。 

最後になりましたが、私たちが今後もここだけは貫いて

いきたいと思うことをお話しします。 

一つ目は、｢一人称で語る国際理解教育｣を大切にして

いきたいと思っています。情報が溢れている時代ですが、

私たちは本やインターネットに書いてあることを伝える国際

理解教育ではなく、自分たちが見たこと感じたことを基に

手作りの授業に手を抜かない姿勢を貫いていきたいと思

います。この自分たちが感じたこと、見たことというのは、留

学生、日本人学生関わらず、海外経験や学校で学んだこ

とだけでなく、子どもたちに向けて、今子どもたちが置かれ

ている小中学校時代を終えてきた者として、語る国際理解

教育を大切にしていきたいです。 

二つ目は人間関係構築型の国際理解教育です。国際

理解の授業がある日だけのイベント型の実践に終わらず、

なるべく、子どもたちと複数回･長期にわたって交わる機会

を設けるように計らい、子どもたちにとってより身近な存在

になっていきたいです。三島市立東小学校の実践では、

他校の継続的な実践とは違い、修学旅行の中での 1 回だ

けの交流になるのではないかと思っていました。しかし嬉

しいことに、そうではありませんでした。実践から約 1 ヶ月

後、東小学校で｢東小こども祭り｣という学園祭が催されま

した。修学旅行で本学に来校した児童は｢アジアをアジア

おう｣という催しを開き、アジアの地域・文化を楽しく紹介し

ていました。そして｢ぜひ私たちにも来てほしい｣と小学生

が私たちを招待してくれました。そこでは、中国の地図に

そのときに授業を実践した周さんの出身地・大連がマーク

されているなど、確かに私たちとの交流の証が見てとれま

した。10 月 25 日の実践の出来事が、彼らの心に強く残っ

たことを感じました。そして再会したときの互いの喜びは、

あの日の交流がいかに濃密だったかを示しています。この

ような嬉しい結果を生んだのは、私たちの実践が国、文化

を紹介するのではなく、子どもたちと交流しよう、子どもた

ちと仲良くなろうと思って取り組んだからだと思います。  

三つ目は継続性のある授業を、ということです。ここには

二つの意味が込められています。一つは、とにかく私たち

が｢活動を継続する｣ことです。こうして振り返ってみても、

授業実践をしたからといって、子どもたちの劇的な変化を

感じることはなかなかできません。しかし、子どもたちの感

想や手紙から、少しずつの変化を見て取れます。この小さ

な変化を積み重ねるためにも、私たちは継続していきたい

と思います。そして｢授業実践が今後も継続して子どもの

心に残ること｣です。たとえば、私たちと一緒に活動してい

る韓国人留学生の話です。彼女は以前こう話していました。

｢何も知らない子どもが将来、テレビや新聞などで、韓国の

悪口を耳にすればそれをそのまま信じてしまうでしょう。で

も、それより前に、私という韓国人に出会っていることで、

子どもたちが『自分の知っている韓国人はそんな人じゃな

かった。テレビや雑誌は韓国のことをこう言っているけど、

本当はどうなのかな？』と問い直してくれればと思っていま

す。｣と話してくれました。国際理解教育の結果はすぐには

出ないかもしれません。でも、子どもの心に変化を与え続

けるためにも、私たちは活動をしていきたいと思っていま

す。 

 最後に、私たち学生が感じていることは、｢私たち自身が

実は国際理解教育を受けてきた｣ということです。始めは

子どもたちのためにと始めた活動でした。しかし、活動に

携わり、仲間とぶつかりながらも協働する中で私たちこそ

が｢他人の意見を聞く力｣や｢コミュニケーション能力｣を身

につけていたのです。私は 4 年生になった今、実感してい

ます。また、専攻語が違うと授業内ではほとんどかかわりの

ない学生同士に、留学生も含め交流が生まれ、そこから多

くのことを学びました。こうした機会は多くの方々の協力あ

ってのものと感謝しています。 

最後になりましたが、こういった活動は始めることと共に、

続けていくことが何よりも大切だと感じています。まだまだ、

至らないところの多い学生ではありますがどうか今後とも温

かく見守っていただけますようお願いします。ご清聴ありが

とうございました。 
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＜モデル授業＞ 

 

 

門脇:ありがとうございました。では続きまして、2 番、モデ

ル授業の方に移らせていただきます。またそれに続けて 3

番、｢東外大モデルの狙い｣も発表していただくことになり

ます。では、金智恩さん、津久井優さん、お願いします。 

 

津久井優:みなさんこんにちは。フランス語専攻 3 年の津

久井優と申します。よろしくお願いします。 

 

金智恩:日本語専攻 3 年の金智恩と申します。よろしくお

願いします。それでは今からモデル授業を始めたいと思い

ます。 

 

津久井:みんなとは、前回は金智恩さんの韓国での小学校

での生活と、私たちの日本での学校の生活を比べて、韓

国の小学生と私たちはどう違うのかな、ということをみんな

で一緒に考えました。今日は少し違うことをしたいと思いま

す。今日はみんなに私たちの大切なものを紹介したいと思

います。今からみんなに、私たちの大切なものを写した写

真を配るので、それが私のものなのか、それとも金さんのも

のなのか、どっちなのか、またなぜそう思ったのかというこ

とを、近くにいる人と相談して、話し合ってください。（以下、

資料の一部を参照） 

        

その間、私たちは皆さんの周りをまわりますので、質問は

何でも私たちに聞いてください。ただし、｢これは誰のです

か｣っていう質問だけは避けてください。これを見るだけで

はわからないと思ったので、ヒントとして私たちのプロフィー

ルを今からここに貼ります。それも、考える材料にしてくだ

さい。じゃあ、後ろの人だと見えないかもしれないので、読

み上げます。私の名前は津久井優です。出身地は静岡県

藤枝市、誕生日は 10 月 3 日です。好きな食べ物はチョコ

レートと納豆です。好きなテレビ番組は｢世界ウルルン滞

在記｣と、｢アジア語楽紀行｣です。好きな言葉は｢人生は

掛け算だ｣、夢中になっていることは外国語の勉強、特にト

ルコ語が好きです。将来の夢は、外国に住むことです。で

は続いては金さんです。 

 

金:名前は金智恩です。出身は韓国のソウルです。誕生日

は 1 月 4 日です。好きな食べ物はキムチです。好きなテレ

ビ番組は｢ニュースステーション｣と｢特ダネ｣、好きな言葉

｢よかったね｣、それで、夢中になっていることは韓国のドラ

マです。将来の夢は、優しいお母さんになりたいです。 

これをヒントにして、みんなが｢これは誰のものだろう｣と

いうのを想像してみてください。その中で、何か質問とかあ

ったら気軽に受け付けます、どうぞ。 

 

津久井:はい、それではこっちを見てください。皆さん、大

体予想はつきましたか。つかないっていう声が聞こえます。

それでは、今から私たちが、どれが私たちのものなのかっ

ていうのを、実物を見せながら皆さんに紹介したいと思い

ます。まず、ここの左上にある本ですけれどもこれは誰のも

のなのかっていうのと、その理由、言いたいっていう人がい

たらお願いします。 

 

質問者:金さんは日本語を勉強しているので、この本はそ

のための教材としてもすごく良いと思うので金さんのものじ

ゃないかと思います。 

 

津久井:日本語の教材として使っているから金さんのもの

なのではないかということでしたが、実はこれは私の本でし

た。これは私の大切な本で、特に思い入れがあるのは何
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故かっていうと、これは両方とも学校の授業で出会った本

だからです。それまで、学校の授業で出会う本でそんなに

面白い本なんてあるわけないって思っていたんですけど、

特にこっちの夏目漱石の『こころ』っていう本は、高校生の

時に初めて出会って、そのときになんて面白いんだろうと

思って、授業では一部分しかやらなかったんですけど、自

分で本を買って、今でも何回も読み直しています。とても

大切な本です。よしもとばななの『キッチン』も同じです。と

いうことでこれは私の大切な本です。 

次に右上に絵の具、絵の画材の写真がありますけれど

も、これは誰のものなのかっていうのは、想像できた方が

いたら教えてください。はい、お願いします。 

 

質問者:津久井さん、フランス語専攻ですよね。フランスっ

ていったら絵画なんかが多いので津久井さんのものだと思

います。 

 

津久井:フランスといったら絵画だから私のものではないか

ということですが、さあこの画材は実は私のものではありま

せん。 

 

金:これが何で私のものかっていうと、私が書いた絵をちょ

っと見せます。上手でしょ？今の季節、秋ですが、私、秋

がとっても好きです。この季節を見て写真に撮ったり、見に

行ったりするのもいいけど、何かしたいなあ、大好きな季節

をこのまま過ごしてしまうのももったいないなあって思って、

絵で書いてみたらどうかなあと思いました。それで、韓国も

日本と全く同じように、今、秋なんですね。ちょっと寒いけ

れど日本よりは。それで、日本の秋を描きながら、韓国の

秋や韓国のことを思い出したりして、若干寂しくなったりも

します。実はこれは私のものでした。 

 

津久井:それでは、次にその左下にあります、外国人の男

の人の顔が書いてある CD なんですけれども、これが誰の

ものなのか想像できた方いますか。お願いします。 

 

質問者:津久井さんは外国語の勉強が好きということなの

で、津久井さんのものだと思います。 

津久井:私が外国語の勉強が好きだから私のものではな

いか。はい、これは私のものでした。知っている方もいるか

もしれないですけれども、これはトルコ人の、とても有名な

カルパンという歌手です。私がフランス語専攻なのに、な

んでトルコ語やっているのかという、そういう疑問は置いて

おいてください。私はトルコ語がすごく好きで、勉強を始め

たときに、トルコ語を書いたり読んだりするだけではなくて、

耳で聞きたいなと思って、あるお店でこのトルコ人の CD を

見つけて買いました。そのときは勉強のためだったんです

けれども、トルコの、トルコ音楽独特のメロディだとか、テン

ポがとても気に入って、今ではこのカルパンという歌手以

外の CD もとてもよく聴いています。ということで、これは私

の大切な CD でした。 

最後にこの右下にあります、てるてる坊主の絵ですけれ

ども、これが誰のものなのか想像できた方いますか。お願

いします。 

 

質問者:先ほど、津久井さんと金さんがまわっていた際に、

津久井さんに雨は好きですか、と聞いたら、嫌いですと答

えたので、雨が降らないように祈るてるてる坊主は津久井

さんのものだと思いました。 

 

津久井:私が雨が嫌いだから私のものなのではないか、ど

うでしょう。 

 

金:実は、私のものです。これは私がとっても大切にしてい

る、てるてる坊主なんです。私のてるてる坊主の話をちょっ

としますと、最初にてるてる坊主を見たのは、日本に来て

からなんです。韓国には、てるてる坊主がありません。日

本に来て、雨が降っているときに道を歩いていたら、ある

家にこれが、こういうふうに首を吊っていて。それで、これ

は何？って思って、気持ち悪い、何で首吊ってるの、首を

絞められてる、どうしてそんな苦しい格好で吊られているの、

と思いました。かわいそうだなって思ったり、気持ち悪いっ

て思ったり、あれは何だろう、と思いながら、何軒も歩いて

いると、何ヶ所にもこれがありました。友達にあれは何、何

でそうやっているの、って不思議に思って聞いたら、あれ

はてるてる坊主だよと教えてくれたんです。日本人は、雨



－370－ 

が降ると、雨がやみますようにと、祈りの気持ちを込めてこ

れを作るんだよ、って言われたんですよ。それで、そうなん

だって初めて知りました。それで、家に帰って一度作って

みたんですよ。それで作ってみたら、どうも気持ち悪いん

ですよ。ああ、自分で作ったけど、怖いと。ああ、これどうし

ようって思いました。私のてるてる坊主には、頭にバラが付

いているし、笑っている目をつけたりするんですけど、そう

すると、ああ何かいいなと思えました。それで最近になって、

私も雨があまり好きじゃないし、雨が降ったら必ずこのてる

てる坊主をつけています。最近は可愛いって思っていま

す。それで、これは私のものでした。 

最後に今日、私たちの授業を聞いて何か思ったこととか、

何かこれは面白かったとか、言ってくれる人いますか。じゃ

あお願いします。 

 

質問者:韓国の家の軒には何かぶら下げないんですか。 

 

金:雨が降っている日ですか。 

 

質問者:いや、なんでもいいんですけど。雨が降るような時

に、何かないんですか。 

 

金:普通ににんにくとかならありますよ。お母さんが｢ベラン

ダから、にんにくを取って来て｣って言ったら、｢はーい｣っ

て。そういうのはあるんですけど、飾りはないですね。他に

質問がなにかあれば、どうぞ。 

 

質問者:カルパンさん以外に、好きな歌手はいますか。 

 

津久井:ヤルンという男性の歌手がいます。その人も好き

です。あとは、何かインターネットで調べるとあんまり出てこ

ないのですけれども、デメステアカルンという人がいまして、

その人も、私は好きです。 

 

金:他に何かありましたらどうぞ、お願いします。 

 

質問者:私はてるてる坊主の話がすごく面白いと思いまし

た。見た目で気持ち悪いって思ったものを、あえて可愛く

する、バラをつけたり、いろんな工夫をしているところが面

白いなあと思いました。 

 

＜「東外モデル」の狙い＞ 

金:それでは、今、みなさんと一緒にやった授業に基づい

て｢東外大モデルの狙い～モデル授業から～｣を発表させ

ていただきます。今行った授業は、東柿生小学校第 5 学

年とやった授業と、全く同じものでございました。今年の 10

月 30 日に行いました。この授業の狙いとしては、学生と仲

良くなろう、学生と話ができるようにしよう、ということでござ

いました。それで、やり方としては、今のとほぼ一緒なので

すけれど、私たちの思い出の詰まった物の写真を配りまし

た。それで簡単なプロフィールを提示して、そのプロフィー

ルを参考にしながら、皆の質問を受ける、それで答える、と

いうことにしました。今はバッと配ったんですけど、事前に

子どもたちをグループに、六つくらいのグループに分けて

おいて、グループに 1 枚の写真を渡して、みんなと一緒に

話し合いをしながら、誰のものだろうっていうのを、予想し

てもらうことにしました。グループ活動ですね。話し合いが

終わったら、実物を見せながら、誰のものなのか、どんな

思い出があるものかというのを紹介していきました。 

先ほどやった実践は、年 3 回の実践の中で 2 回目でし

た。その前の 1 回目の実践では、韓国と日本の小学校の

共通点・相違点を、私の小学校の話から始め、紹介するこ

とにしました。2 回目の実践では、どんなことをすればいい

かという話し合いを始めました。それで、1 回目の実践で、

どちらかというと、比較する授業、韓国と日本を比べた授

業でしたので、2 回目の授業では、児童と留学生が共有で

きる、そういうものを探してみよう、ということになりました。 

最近、韓国のものが本当に身の回りにたくさんあります

よね。例えば、韓国のりだとか、旅行のチラシとか、たくさん

あるじゃないですか。それでそういったものを、自分の身

近にある韓国と関連のあるものを持ってきてもらって、それ

について話をしながら、日本には韓国由来のものがたくさ

んあるんだ、ということを、改めて感じてもらおうかなって思

いました。しかし、全ての児童の自宅にこういったものがあ

るとは限らないし、もしこの 1 回目の授業のために買っても

らうのも、悪いなと思いまして、それで、他の方法を探して
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みようっていうことになりました。何をするか、どういった実

践をしたいのか、どういうふうに児童たちに伝えるべきかと、

悩みました。 

私が、韓国人だから持っているもの、韓国人だから使っ

ているもの、といったように、韓国を強調してしまうと、逆に

子どもたちへ、韓国のステレオタイプを植えつけてしまうの

ではないか、それは避けたいなと思いました。事前に子ど

もたちの方から、韓国はこうなんだ、っていうのを出すのは

いいんですけど、こちらから出してしまうのは、あまりよくな

いなと思いました。それで、韓国ではなく、私自身の、私な

らではの感じ方で、ものを語れば良いかなというようなこと

を思いました。津久井さんについてのものも、今日みなさ

んにお話ししましたが、留学生として行っている私たちの

話ばかりではなく、子どもたちと同じである、日本人の津久

井さんの話もしてもらいたい。それまでは、留学生は留学

生らしさを出さなくてはいけないというイメージと、日本人

は日本人らしさを強調してもらわなくてはいけないというよ

うなイメージが、国際理解教育をしているうちに、何となく

あったんですけれど、それを完全に壊したいって思いまし

た。私たちは私たち自身のもの、本当に今日持ってきたの

は2人とも思い出が詰まったものですが、そういう本当の自

分自身を紹介したいなと思いました。別に日本人らしさを

出さなくても、本物の私の姿、本当の話をすれば、それが

自然に、児童と私たちとの自然な会話のきっかけになるの

ではないか、素直な話をしたいっていう風に思いました。 

その結果行ったのがさっきの実践です。私が先ほど、て

るてる坊主が気持ち悪いっていった話なんですけど、多分、

みんな 1 回くらいは、疑問に感じるはずなんですよ。私は

本当に気持ち悪いって思うんですけど、そのクラスにいた

児童と先生方は、私の話を聞くまで気持ち悪いと思ったこ

とは 1 回もないよって言っていました。感じ方ってこんなに

違うんだ、私の話を聞いて初めて知った、という声が子ども

からも先生からもありました。では、そういった実践を終え

て、学生、先生、そして私たちが思ったことは何かについ

て津久井さんから発表してもらいます。 

 

津久井:それではまず、児童の感想にどのようなものがあ

ったかということについて発表したいと思います。一つ目に、

留学生の金さんが、てるてる坊主を気持ち悪いと感じた話

に驚いた。多くの児童がてるてる坊主の話に、とてもインパ

クトを受けていたようです。二つ目に、韓国人であれ日本

人であれ、友達になれば国籍は関係ないということを感じ

た。三つ目に、留学生を身近に感じた。四つ目に、グルー

プで話し合いをして楽しかったというものがありました。 

実際に児童からもらった授業の感想を、紹介したいと思

います。一人目、みなさんの個性がわかってよかったです。

みんなの個性が見えて、こんなことに夢中になっているん

だとか、いろいろなことを知りました。二人目です。私はこ

のクイズを通して、面白いなあと思ったことがありました。そ

れは金さんのてるてる坊主です。韓国にはてるてる坊主が

ないのを、初めて知りました。どこの世界にもあると思って

いたけれど、韓国の人にとっては、てるてる坊主は首を吊

っているように見えるのが意外でした。てるてる坊主は初

めての人が見ると、こんなふうに見えるんだなと思いました。

三人目です。宝物は一つとは決められないんだなと思い

ました。私も宝物は何個もあります。それに 3 人のことが今

までよりもよくわかりました。というようなものがありました。 

他にもたくさん感想をいただいているのですが、児童の

感想を見てよかったと思う点は、まず、私たちの事を、日本

人は、韓国人は、韓国ではと呼ぶのではなく、金さんはこう

いうことが好きだとか、津久井さんはこういうのに興味があ

るとか、私たちのことを、私たちの名前で呼んでくれている

ので、私たちの狙いが児童に伝わった点かなと思います。

また、児童が私たちのことを私たちのことだけで完結してし

まうのではく、逆に、私はこうなんだよというのを、感想の中

で教えてくれたり、自分のことに結び付けて考えてくれて

いたところが、良かったと思います。 

次に、先生方からいただいた感想です。一つ目に人理

解という視点の授業であったことが、新たな教材の可能性

を感じさせるものだった、という感想をいただきました。二

つ目に、コミュニケーションの訓練になる、よいものだった

のではないか、会話の時間が多かったので、そこが評価

する点だという指摘を頂きました。三つ目に、自分たちと違

う感じ方をする人たちがいることを、子どもたちが知れたの

ではないか、ということも頂きました。 

次に私たちが持った感想です。まず一つ目に、児童の
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発想の多様性、というものをとても感じて、子どもの発想の

柔らかさにとても感心しました。例えば、さっきの写真の中

に、よしもとばななの『キッチン』の本の写真があったと思う

んですけれども、私たちがこれを見ても、有名な著作とし

か思えません。でも、ある子どもは、これを金さんの将来の

夢である優しいお母さんになることと結びつけて、金さんは

優しいお母さんになりたいから、家事仕事をこれで勉強し

ているんだ、ということを言っていた子どももいました。また、

絵の道具を見て、私が静岡県出身で、静岡にはきっと自

然が多いから、絵が好きなのではないか、といってくれた

子どももいて、私たちも予想していなかったところで結び付

けられていて、とても驚きました。そして、そのような子ども

たちと、会話することで、私たち自身も、実際に一人ひとり

と話をすることの大切さというのを、とても感じることができ

ました。二つ目なんですけれども、児童の感想の中にもた

くさん、津久井さんや金さんのことが知れてよかった、とい

う感想があるように、私たちの性格とか、個性とか、人となり

が、十分に伝わったのではないかと思います。それで三つ

目は、ちょっと反省すべき点ですが、それは、日韓の比較

が目的でないことが伝わりきらなかったことです。やはり感

想の中にも、無理やり、日本と韓国の比較を目指している

ものもいくつかあって、そういうところでは、この実践が必ず

しも韓国に焦点を当てているわけではないということが、伝

わりきらなかったのではないか、ということを感じました。こ

れには、すでにある国の枠、文化のパターンの固定観念と

いうことが問題としてあると思います。なので、今後授業を

作っていくうえで、固定観念を打破するような授業作りが

必要だと考えています。   

以上のモデル授業について、｢東外大モデルの狙い｣に

ついて紹介します。まず、留学生の感性を、日本人学生

の視点で教材化した授業を目指します。次に、その人を

通じて国を理解するのではなくて、人に興味を向けさせる

授業、というのを目指します。多様な他者との関係を作る

授業、というのを目指したいと思っています。以上で私た

ちの発表を終わります。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

＜コメンテーターからの助言＞ 

門脇:ありがとうございました。では次に 4 番、コメンテータ

ーからの助言、ということで、まずは山西優二先生からお

願いいたします。 

 

山西優二:はい、どうもお疲れ様でした。若い人たちのメッ

セージというか、力強い話を伺って、なんとなく余韻に浸っ

ていて、急にコメントをするのも難しいですね。改めて、気

分をきりかえなければいけないような気がします。私も教員

として、いろんな若い学生たちに出会っているわけですが、

若い人たちが、こうやってすごい思いをもって語ってくれる

と、何か嬉しくなってきます。教師って面白いですよね。こ

うやって、若い人たちに出会っているだけで、こちらが元

気になる。改めてそういった印象が、全体を通して伝わっ

てきたので、すごくいい時間だったかなと思っています。 

そんな中で、改めて国際理解教育ということで、今まで

いろいろな試行錯誤の中で、皆さんが自分たちなりの外

大モデルをつくるという、プロセスのいろんな心手をお教え

いただいて、私自身もすごく共感・共鳴することが多かった

です。特に先ほど一番最初に、萩原さんが 4 ページの真

ん中のところに、①、②、③という 3 つの部分を出していら

っしゃる部分は、私自身もすごく感じるところがあります。

①の一人称で書かれているというのを国際理解教育とお

っしゃっている部分、使えるなあ。今までの、国際理解教

育ではあまりにも、国であるとか、文化であるとか、非常に

そういった枠組をもってその枠を理解することが国際理解

だとされてきた。そういう中で、改めてその枠を崩す、やは

り人間というものをしっかり見ていこうじゃないか、その中で

もやはり一人称でこの問題を語っていくことがいかに大切

か。｢語る｣ということば、私もよく使う言葉です。少し前にあ

る方が、これは多摩美大の先生ですが、｢山西さん、語ると

話すは違うんだよね。話すというのは、ごんべんに舌と書く

から、人間は話すことはよくできるんだけども、ごんべんに

吾(われ)を書く『語る』、というのはそう簡単なことじゃない

んだよね｣と言って、語ることの意味を話していただいたこ

とがあります。ここで、語るということが出てきているというこ

とが、私はすごく大切なことだなあ、と思っています。その

一人称というところと人間理解というのが、ちょうど重なって
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きている気がしますが、これも今後のひとつの課題になっ

てくると思います。人間が成長していく中で、改めて多様

な文化に触れ、そして皆の中に国の問題が関わり、時に

は民族の問題が出会い、時には国を超えた、まさしく地球

市民的な視野というところに徐々に広がってくるなかで、人

間理解が何を指していくのか、という問いが当然あります。

それを今後どうしていくか、というところは継続性という視点

からもすごく大切なプロセスになる。ヨーロッパで今、市民

教育ということがすごく言われていますが、これは四つの

市民性ということで語られているときがあります。例えば、

地域住民としてのある種の市民性、国民としてのある種の

市民性、ヨーロッパのヨーロッパ市民としての市民性、そし

て地球市民としての市民性。こういった市民性論というのも、

A または B または C または D ではなくて、すべてが重層的

に入ってくる、人間の中にそういったものが重層化されて

いくと、捉えられます。ですから、そういった部分を含めて、

人間理解をこのキーワードでつなげていくと、すごく面白

い実践になるなあ、と私自身正直感じているところでありま

す。 

それから、継続性というところのなかで、おそらくこれも

今後どう発展させていくかというところになると思いますが、

今回の実践は、比較的、皆さんの入られているのが小学

校ですが、コミュニケーションであるとか、気づきであるとか、

そういったものが入ってくるかと思います。これが例えば、

中学生とか高校生、もしくは大学生のように、成長段階的

に発達、というところで捉えてみたときに、何をどう国際理

解教育の目標として、それをどう構造化させていくのか、と

いうところが、またひとつ大きな今後の継続性を考えるとき

の大きなテーマになってくるような気がします。 

国際理解教育を考えるときに、先ほどユネスコからという

ところでもおっしゃったと思いますが、まさしく、第一次、第

二次の大きな二つの戦争の反省から、もう二度と戦争を起

こさないための、一つの教育活動として国際理解教育が

出てきた。そのことは、大きな私たちの社会が抱える問題

を、どう解決していくか、というところで、国際理解教育があ

るというということを意味しています。それが南北格差であ

ったり、環境破壊であったり、いろんな問題が、私たちの社

会を跋扈していますので、そういった問題解決という形で

の国際理解教育ということを、今後、この一人称の人間関

係図というもののなかから、どう発展させていくのかというこ

とが、更なる課題としても浮かび上がっていくだろうなあと

思っています。 

あともう一つ、それこそ 10 分程度というところですので本

当にわずかなコメントになるかなと思いますが、やはり、継

続性というところでみると、これもあの一番最初の段階で少

しおっしゃっていましたけれども、いかにこれをコーディネ

ートしていくか、ということです。地域レベル、もしくは学校

との関係において、コーディネーターの役割は、私は地域

作りの中で、こういった学び作りが語られ、こういった国際

理解教育といったことが語られるときに、すごく大切な役割

になってくるだろうと思いますね。やはり、学生として、留学

生と共にプログラムを作っていって、後ほど佐藤先生もお

話しくださると思いますが、教育とそれをどういった形でつ

なげていくのか、といった点です。最近 NGO・NPO が同じ

ような形で学校に入っていく、というのもありますし、そうい

ったなかで、教育もまた活気がつく、ということもあります。

やっぱり地域の中には、いろんなリソース、いろんな機関

が、それをどうコーディネートしていくのか、そしてお互い

が、それを通して学びあうなかで、次のプロセスを共に作

っていく、そういった関係を作っていくときのコーディネー

ターの役割っていうのは非常に大きいなあ、と感じていま

す。そういった部分も今後、外大として、また皆さんとして、

どういうふうな形でやっていくのか、ということがおそらく大

切になってくるのかなあ、と思っています。 

ただ私は、今回のモデル授業ですが、素晴らしいなと

正直言って感じました。津久井さんのイメージ、あの実践

のなかで、津久井さんはフランス語やっているけどトルコ語

が好きなんだなあ、とすごいインパクトがあった。金さんも、

やはり、てるてる坊主っていうのがやっぱりすごい勢いで

残っているから、そういったなかで、人間って面白いなあ、

というところから、いろんな人間に出会いたい、隣に座って

いる自分の友達ってどんなことを思っているんだろう、とい

う思いをもちますよね。本当に人間関係というものが、他者

との出会いの中で広がっていくというところが今の授業に

は浮かび上がってくるので、この実践はすごいなあと正直

いって思いました。 
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最後に東外大モデルの狙いのなかで、留学生の感性を、

日本人学生の視点で教材化した授業、という表現がありま

したが、確かにそうだなと思いつつ、逆に、日本人の感性

を留学生の視点で教材化した授業もあっていいと思いまし

たし、双方向であってこそ、面白いかなと改めて感じました。

この程度のコメントでよろしいでしょうか。以上です。 

 

門脇:ありがとうございました。では続きまして、佐藤公孝先

生よろしくお願いします。 

 

佐藤公孝:よろしくお願いします。みなさんのプレゼンを見

て、けっこうやばいと思っています。一つは、私よりプレゼ

ンがうまいじゃないかとか、門脇さん私より司会がうまいと

感じていて、どうこの場を切り抜けようかと考えています。 

私は、共生の国際理解教育、それから山西先生の話に

も関わるのですが、教師側の問題、それから東京外大モ

デルをこんな風に考えていけたらよいのではというところを、

お話しさせていただきたいと思います。 

私は、一緒に去年まで実践を作ってきた立場で、まず、

お話をさせて頂きたいのですけれども、思い出話になりま

すが、うちの親父が飲んべえでして、飲むと思い出話を話

すんで、あまり思い出を話す人間は好きではないのです

が。それはさておいて、実はこの企画は、前任の佐藤裕之

先生が、支援室のプログラムがありますよとおっしゃって 1

枚のリーフレットを、研究会で出したのです。私は飛びつ

いちゃったんですね。もうこれ、やりましょうって校長に行き

ました。私は国際理解教育が大好きですが、一人でやっ

ている時代は終わりだなって、校長に、とにかく全学年に

入れてくださいと言いました。校長先生は、｢英語教育｣と

言いました。｢英語の話せる人を呼びなさい｣｢いや違うん

です｣、でもそこのやりとりがスタートです。始めは、留学生

を全面に出す発想でした。学校長の考えだし、学校の現

場の人は、ほとんどそういう考えしか、今もないっていう風

に思っています。それで、外語大に電話をしました。私、

緊張すると早口になるのですが、支援室の松井さんが、私

が一生懸命話すのを非常に冷静に、｢精査するように、武

田先生にこの計画をお話しします｣と言いました。それから

数日後に｢受けます｣と回答をいただきました。春休みにこ

こに来ました。そこがスタートです。それから、僕は 5 年生

だったので、猪狩さん、森本さん、河原さんと実践をしまし

た。猪狩さんに電話をして、今でも覚えているのですが、

｢何をやりましょうか、いや、僕はなんでもいいですよ、まず

ゆっくりやりましょう｣って言ったら猪狩さんが一言、｢それじ

ゃ困ります｣と。何が困るのかなと思ったのですが、そうだよ

なあ、困るよなあ、これから一緒に作っていくんだもんなと

反省するとともにその意識の高さに驚きました。実践はや

はり言語やインドネシアの文化からスタートしていく、そうい

うところから始まりました。非常にステレオタイプなんですが、

｢じゃあタリさんに民族衣装を着てきてもらいましょうか｣と、

打ち合わせ中に校内の先生が、タリさんに聞くと、｢民族衣

装なんて着ませんよ、大切な時しか着ませんよ｣って。そこ

から、やりとりが深まっていきました。やりながら、猪狩さん

やタリさん一人ひとりの中に、文化があるとすごく感じたの

で、タリさんだけを全面に出すのはもったいないという考え

になり、この人たちの文化というか、一人の中にも何層も文

化があることを、子どもたちに伝えたいなっていうことで、

実践を重ねていきました。最後の実践で、小学校時代、大

学時代（今）、そして未来という視点で 4 人の生き方に迫っ

たんですが、何か国を越えたなという感覚が自分の中であ

りました。今までにない実践の感覚でした。 

そのやりとりの中で、外語大の真摯な姿勢だとか、メー

ルに対するリアクションの早さだとか、学校現場にないもの

を感じました。それから柿生の飲み屋で一杯飲んだことが

何回かあったのですが、国際理解について語り合える人

たちだと、とにかくお酒を飲んで楽しいんです。国際理解

に関して躊躇することなく、正々堂々と言い合える。突っ込

んでもくれる、世代も関係なくて言える関係ができたと思っ

ています。 

今年度、川崎市総合教育センターに行かせていただい

て、ある意味ではもう授業はできないわけです。授業はで

きなくて、教員の授業を見るという立場になった時に、課題

が逆にたくさん見えてきました。一つは、まさに、人間力が

先生も試されているということです。私のカリキュラムセンタ

ーには、文部科学省の施策などがたくさん降りてくるので

すが、その中で、育てるべき人間力の定義で三つの言葉

があります。道具を使う力と交流する力、自立する力があり
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ます。細かい定義はいいのですが、交流する力に、私は

今すごくこだわっています。異質な集団で交流する力、対

話を通して、他人と良い関係をつくる、その中で、集団で

の自分の位置を確認していく力です。次の新しい学習指

導要領の一人の柱になるのではと言われています。このよ

うな交流する力を子どもたちにつけたいと考えています。

まさに、東京外国語大学との実践はこの交流力を育てて

いると、今感じています。 

次に、学校のコーディネーターの力です。これは、すご

く課題になっています。1 年目も、青山先生のところに行っ

て、謝りに行きました。青山先生はすごく優しく受け止めて

くださいました。今年度もそういうことが実際にはあります。

間に外語大の先生方に入っていただいて、何かすごく申

し訳ないと感じています。でも、やはりそこを何とか乗り越

えて、次のステップに行く必要があると思います。やはり地

域でも学校でも、強烈なコーディネーター力を持っている

人が、必要なのだと思います。逆に、このモデルが出来始

めたら、学校でも地域でも、そういう人を探していくことも、

次のレベルに行くために必要だと感じています。学校を見

ていても、この方すごいなという方もいるし、逆に、厳しい

かもしれないっていう方もいます。そこは、すごく大切な視

点だと思います。国際理解教育は教科の領域ではないの

で、これをやらなくてはいけないという要領はないのです。

だから、国際理解教育をネットワークをつくりながら広げて

いかなければいけないという大変さは、現場でも非常にあ

るという風に考えています。 

それから、最後にこれからのモデルというところです。川

崎でも、山西先生や杉澤先生の考え方を参考させていた

だき、育てたい力の段階的な構造図を考えています。例

えば、コミュニケーション能力をつけるという実践がありま

すが、よく狙いをみると、国語の狙いと変わらないというの

があります。コミュニケーションという時に、私たちが目指す

国際理解教育の狙いをより明確にする必要があります。や

はり教師の力にかかっていると思っています。皆さんがや

っている時に、担任の先生は、にこにこしながらただ見て

いるだけとか、それじゃいけないと思うんですね。これから

も。そこで、先生がどう関わって、こどもの捉えたところを見

て、それを次は考えていこう、というような、先生を見つけて

いくということは、やはりこのモデルをさらに進めていく力に

なると思っています。 

交流学習のモデルを今考えているのですが、こんなふう

に考えたらどうでしょうか。今の子どもたちは、人との関わり

が苦手です。なので、1 回目に、エンカウンターだとか、既

成の教材を使って、子どもたちの関わり、子どもたちが国

際理解に関してどんなものを持っているのかについて見る。

すごくいい素材がたくさんあるので、そういったものを活用

する。そして、例えば、真ん中の 5 時間くらいを徹底的に

協働的な作業をやってみる。あるいは自分たちが伝えた

いことを教材にして子どもたちにぶつけてみる。ぶつけると

いう感覚は実践では大切です。そして 3 回目に地域とグロ

ーバルな課題なつながるテーマについてディスカッション

してみる。中学生だったら、グローバルな課題を語り合い、

自分と世界は何らかのかかわりの中でつながっていること

を学ぶ場は、すごく必要ではないかと思っています。 

最後になりますが、川崎と東京外国語大学との地理的

距離をどうしようかなと思っています。その作戦として、研

究会があるのですが、たとえば、この支援室の中で、川崎

市に住んでいる学生さんを勧誘していただいて、センター

に 3 人とか来てもらって、私とディスカッションして、持ち帰

ってもらう。それから大学入試で、川崎在住の学生さんに

は、ちょっと変わった特別待遇をしてもらう、入試制度を変

えていただく、そういうことで、川崎との距離を縮めてやっ

ていけたらいいなと思っています。これでコメントを終わり

にしたいと思います。ありがとうございました。 

 

＜質疑応答＞ 

門脇:貴重なコメントをどうもありがとうございました。では次

に 5 番の質疑応答に移らせていただきます。最初にもお

話しましたが、お手元にある質問票にもいろいろとメモして

あるかもしれませんが、そのなかでも、かなりヘビーな議論

は第三部の方に回させていただいて、まず軽めの、不明

なところを明らかにするような、そういうような質問を受け付

けたいと思います。会場から、どなたか、こちらの発表者で

もいいですし、コメンテーターの先生方への質問でも、な

んでも結構ですので、何かあれば挙手をお願いいたしま

す。 
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質問者:現場の中学校の教員です。とても素晴らしい実践

だと思って、本当に広がっていったら、とても子どもたちの

変化が大きいだろうなあって思っています。今度は、学生

に来ていただく学校の立場で考えると、先生方の意識が、

とてもとてもそんなレベルじゃないって思います。さっき、

学生主導で動いているというお話があったんですけれども、

それこそ学校の先生方は、誰か留学生が国のことをしゃべ

ってくれればいいんだ、それ以上のことは考えていないと

いう、持っていったプログラムとのずれがでてきたりしない

だろうか。それでも、学生の側はプログラムを持っていって、

そんなこと頼んでいないっていうずれが出てきたりして、せ

っかくのこの活動が、効果をなさなくなってしまったら大変

だって思います。そういうときにどういう風にすればいいか、

って聞かれて考えると、偉い人が上についていれば、学校

はいいと。学生主導っていうところで、困難はないだろうか。

たぶんここに国際理解教育の教授が付いて、その人がトッ

プで伸ばしていく、なにか問題になったらば、その人が出

て行って学校の先生が話をしてくれると、多分うまく動くだ

ろうって思うんですね。その辺のところはどうなんだろうか

っていうのが、一つ。 

もう一つは、私は社会科の教員が、国際理解教育にち

ょっと関わったときに、中国について知っていることを出し

てみようって、子どもたちに言ったんですね。中学 1 年生

ですが、片っ端から書かせたら、韓国と中国がぐちゃぐち

ゃになっていると。違いがわからないことに気が付いた。そ

れから、ネパールのことについて学んだときに、子どもたち

はネパールという国がどこにあるのか、全く知識がないとい

うことが分かった。となると、特に小学校で実践をするとき

には、知識も少しはないと、始まらないかもしれない。津久

井さんと金さんの違いが、国の違いを意識させるのではな

く、本当に違いがわからないんだよねっていう気がしたの

で、その知識の部分はどうなのかということをちょっと伺い

たいと思います。 

 

門脇:では、学校の先生方との関わりという点について、実

際に模擬授業をしていただいた津久井さんと金さんにお

願いしたいと思います。 

 

金:はい、まず、最初の質問なんですけれども、やっぱり今

回の授業案を FAX で送ったときにそういう反応はありまし

た。津久井さんと私と、当時は、もう 1 人いて 3 人がいたん

ですが、その 3 人の話をします、っていうふうな授業案を送

ったら、返ってきたのが、津久井さんの名前と、もう 1 人の

日本人の名前に丸が付いて、クエスチョンマークが付いて

いたんですよ。この 2 人はなんで語るの？みたいな話が返

ってきたんですね。私たち 3 人の中で絶対語らなきゃ、っ

ていうのがあって、そこは先生のクエスチョンマークを若干

無視して、ちょっと、やろうよということにしました。行って、

やってみたら、結果的には先生も納得、子どもたちはさら

にもっと納得しているような。私たちの望みどおりの授業が

出来た、っていうようなことがあったので、もうここは、ちょっ

と強気でいってよかったなっていうのがあります。 

もう一つ、知識のことなんですけれども、今回は5年生を

対象にしたんですが、去年は 2 年生を対象にしました。私

の国は韓国です。韓国は、今はかなり知られておりまして、

非常に感謝しているんですけれども。私が、｢こんにちは｣

っていう韓国語を最初から教えようと思ったんですよ。そし

たら、私が入ってきて｢こんにちは｣って言ったら、子どもた

ちが｢アンニョンハセヨ｣って、韓国語で私に言ってくれた

んですね。この子たちって、韓国についてどのくらい知っ

ているんだろう、って疑問があったのです。だから、その初

日、1 回目の実践で、韓国ってこういった国だよ、っていう

のを教えないと、何も始まらないと思っていました。特に小

学校 2 年生だったので、そのときに交えたのが、例えば、

国の地図。世界地図を出しておいて、いくつかの国に番

号をふりました。ここで、韓国はどこでしょうっていう質問を

して、アメリカだとか別の国を韓国だよ、って言った子もい

たんですけれども、だいたいの子どもは、韓国ってここだっ

ていうのをわかってくれていました。じゃあ、どのくらい距離

があるの、っていった話をするときには、何十キロ離れてい

るっていう説明もできると思うんですけれども、私はそのと

きに、例えば、私の家に行くまでには飛行機で何時間くら

いかかるんだよっていうふうに話したんですね。多分それ

がさっきの伝えるとか語るとかってやつだと思うんですけど、

ただ実際の韓国の面積はどうだ、韓国との距離はどうだっ

ていうのではなく、もうちょっと、私の家に行くまでには飛行
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機で 2 時間半かかるんだよとか、沖縄に行くより韓国に行

ったほうが早いよ、とかいう説明のしかたで、基礎的な知識

は伝えるようにはしてあります。以上です。 

 

門脇:では他に何かありますでしょうか。 

 

池端雪浦:私は東京外国語大学の学生の発表は、もっと

下手だと思っておりましたから、本当にショックを受けてい

るところです。しかし、これを見ていまして一番伺ってみた

いと思うのは、これだけ素晴らしい授業をなさったり、教え

るっていうことはどういうことなのか考えている皆さんが、本

学の授業を受けてどういう感想をもっていらっしゃるのか、

ということなんですけれども。 

 

門脇:学生が、外大の授業を受けてどう思っているのか、と

いう質問ですが、これは、東京外国語大学で 4 年間を過ご

された谷村さんにお願いしたいと思います。 

 

谷村:突然の振りですね。私はここで白状しますけれども、

男子硬式テニス部という部活に所属しておりまして、授業

にはあまり出ていなかったのです。それで、テニスコートに

ずっと住んでいた方なんですけれども、それでもやはり、

私の専攻していたロシア語の先生方は、ロシアの知識が

なかった私にも、非常に噛み砕いて授業をしてくださり、非

常にためになったと思いますし、決して学長がおっしゃる

ような、感想を私は抱いておりません。この大学で、先生

方にお世話になって良かったと思います。 

 

門脇:では、大学院までいらして、もうそろそろ修了される

猪狩伸平さんにお願いしたいと思います。 

 

猪狩伸平:どうもこんにちは。今大学院生で、この大学に通

って 7 年目になります、猪狩と申します。正直に、忌憚なく

申しますと、大学 1 年に、この大学に入ったときには、正直、

がっかりする部分もありました。ですが、7 年経って見てみ

ると、随分様変わりしているんですね。というのは、定年に

なって退官になった教官の方が、僕の代に 3 名いらっしゃ

った、ということもあるんですけれども、随分、今の大学自

体が若返っているっていうのがあります。あと、僕自身がや

はり体育会系の空手部に所属しておりまして、最初の方は

どちらかというと、部室に住んでいたくちなんですけれども、

だんだん、自分自身が、大学の授業が面白いと思えるよう

になってからは、随分、自分から積極的に、勉強していこう

という姿勢になりましたので、改善されたなと、思っておりま

す。以上です。 

 

門脇:では、もう一人。未来ある、今年 4 月に入学された田

村さんにも何か一言お願いします。 

 

田村かすみ:本当に突然の振りで、何を話していいんだか、

っていう感じなんですが。私は、外国語大学に入ったわり

に、自分の専攻語をやりたいって思って入ってこなかった

というか、あまり語学がやりたいという感じで入ってきたわけ

じゃなくて、どちらかというと、地域基礎とか、その他いろい

ろな科目の方に興味があったんですね。それで、実際に

ここに入ってみて、最初のスペイン語専攻のオリエンテー

ションに、高橋先生が何か二つ授業をお勧めなさいました。

一つが、｢多文化多言語論入門講座｣、青山先生の授業

です。それと、もう一つが｢地球社会に生きる｣という講座で、

外大の出身の先輩の方々が、お話に来てくれるという授業

ですが、その2 つが非常に面白くてですね、その授業を受

けただけでも私は外大に入って良かったと思いました。ス

ペイン語は、ちょっときついんですけど。まあ、それがきっ

かけになって、私もこの活動に参加するようになったところ

があるので、まあ高橋先生には大感謝でございます。 

 

門脇:学生一人一人に様々な思いがあるということでした

ね。では次の質問に移らせていただきたいと思います。誰

か他に、質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

佐藤裕之:川崎からきた佐藤です。佐藤公孝指導主事の

前任で、さっきから裕之先生、裕之先生って出てきたのは

私ですので、早めにカミングアウトしておいた方がいいか

なと思って、手をあげました。 

一緒に授業を見ながら、外大生との交流について、い

ろいろ考えてきました。ほとんどが、予想通り上手くいった
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なと思ったんですが、予想外だったことがありました。1 回、

スーダンの授業をやるときに、スーダンの留学生が、都合

が悪くて来られなかったときがあったんですね。どうしよう

かなって思ったときに、たまたまスーダンの方に留学して

戻ってきた日本人の学生がいたので、ピンチヒッター的に、

その学生がスーダンを語ったわけです。原田さんという、

外大の学生でした。暑くて 40 度もあって、この白い服は熱

風を通さないために、非常に生地は厚いんだとか、道路は

歩いていると穴が開いていて非常に困るだとか、不便だと

かたくさんのいろんな話をして、子どもたちはへえ、へえっ

て聞いていました。その授業をしながら、最後に、私が子

どもたちに聞いてみたんです。ところで、今日スーダンのこ

とを話してくれた原田さんは、スーダンのことを嫌いだと思

う？好きだと思う？って子どもたちに聞いてみたんですね。

そしたら、子どもたちが、全員、原田さんはスーダンのこと

が大好きに決まっているって答えたんですよ。つまり、言

葉ではいろいろなことをいって、マイナス面も話をしたんで

すけれども、その原田さんが、スーダンを語る、「語る」です

よ、語るその表情が本当にスーダンを大好きだなっていう

ことが、伝わってきたんですね。それは意外で、ああ子ども

たちってそこまで見ることができるんだな、分かるんだなっ

ていうことに気がつきました。けっこう子どもたちって、いい

出会いをしてるんだなって感じがしました。 

もう一つの出会いが、公孝先生が東柿生小学校で、継

続的に留学生と学生さんたちと、関わって国際理解をしま

した。そのときに、最初は子どもたちの目が、留学生の学

生さんをずっと見ていたんですが、だんだん回数を重ねて

くるうちに、留学生を連れてくる、あの日本人のお兄さんお

姉さんたちは、何者なんだっていうような目に変わってきた

んですね。というのは、本当に身近なお兄さん、お姉さん

なんだけれども、二人でこしょこしょって喋るのは日本語じ

ゃなかったりして、だんだんあの人たちは何なんだろうって

いうことになってきました。最後の授業は、あの連れてくる

お兄さんお姉さんにも、語ってもらおうといったことでした。

そうすると、ある学生さんは、「私は子どものころは本が大

好きで、土曜日になると、お母さんの自転車の後ろに乗っ

て、本を 4 冊借りに行きました。一週間に 4 冊読んだんだ

よ」、っていう話をしました。ある学生さんは、「僕は算数が

大好きで、算数は 100 点を取るために、ものすごく勉強し

たんだ。でも中学校に行って、英語に出会ったら、英語が

大好きで、中学校なのに、英語 13 時間勉強したことがある

よ」って、そういう学生しか外大には入れないんでしょうか

ね。そういうような話をしたときに、もうものすごく悔しかった

んです。私たち教員が子どもたちに、本をたくさん読みな

さいとか、勉強しなさいって何千回言っても聞かない子ど

もたちが、その話を聞いていると、目がハートになっている

んですね。それで、私、そのときに意外なことに、もう一つ

気づいたのは、実はいろいろなことを言ってきてくれる留

学生さんも、それから日本人の学生さんも、実は、子どもに

とっては、非常に身近なお兄さんお姉さんだ。それは、私

たちができないことなんですね。意外だったのは、そういう

立場のみなさんの声というのが非常に子どもに響いている、

ということで、嬉しい誤算というのか、こういったこともあった

んだなということを感じました。私、4 月に学校に戻りまして、

さあ国際理解やるぞと思って入ったんですが、国際理解ど

ころじゃないんですね、もう基礎力をつけなきゃ、早く九九

を覚えなきゃいけないとか漢字書かなきゃいけないとか、

そういうことがあるんです。でも、あの国際理解やろうよって

声かけています。 

そこで、最後に質問なんですけれども、学校の先生方と

関わりながら、ここは困ったぞといったことがあればですね、

もうこの際言っていただきたい。私たちの思いがあるんだ

けれども、この辺の関わりで難しかった、といったようなこと

があれば、是非解消していきたいなっていうふうに思って

おります。今日、私一つミッションを持っています。それは、

細くなりつつある殿町小学校との関わりを、もう一度復活さ

せるといのが、私のミッションですので、また、それもお話し

いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

門脇:ではこのことについては、東柿生小学校で活動され

ている、葛山さんにお願いしたいと思います。 

 

葛山紋子:先生に対するコメント、ということでしょうか。もう

直接、学校の方にもさんざん言ったことので、また言うのも

なんなのですけれども、ではこの場でも言うことに致します。

まず、授業の教案作りに関してですが、教案作りと授業に
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対する姿勢が、やはり先生によって違うな、っていうのはす

ごく感じました。こちらとしては、両方、お互いに作っていく

授業、っていうふうに考えていて、学生でしかできないこと、

教員でしかできないこと、っていうものがあると考えていま

す。だから、FAX や電話をやりとりして、教案を一緒に作っ

ていく、というスタンスを考えていたんですけれども、学校

の先生方はそういうふうに思っていらっしゃらない方も結構

いらっしゃるみたいで、お任せでそっちがやればいいだろ

うみたいな感じの先生もいらっしゃいます。というのは、教

案を作って先生にこういうことをやってほしいとか、こういう

ことが分からないということを言って欲しいので、教案を事

前に送っているのにもかかわらず、何もコメントをいただけ

ず、当日になって行ってみると、全然事前授業がされてい

なくて授業にならなかった、ということがあります。また、当

日になって、子どもたちにその内容は難しすぎる、っていう

ふうにコメントをいただくっていうこともありました。それらが

まず一つと、それからもう一つは、教案を作るっていうこと

に関しての過程なのですが、こちらはわりと早めに作りた

いと思って、何度も連絡をとっていても、なかなか返信がな

いし、電話にも出ていただけないっていう状況があります。

学校もすごく忙しいっていうことは分かるんですけれども、

一緒に作っていくっていう上で、もう少し前向きに考えてほ

しいって思うことが多々あります。以上です。 

 

門脇:では他に質問はありますか。ないようですので、それ

では、ここで第一部｢国際理解教育を考える｣を終了させて

いただきます。どうもありがとうございました。では司会を総

合司会の方に移らせていただきます。 

 

谷村:ありがとうございました。以上をもちまして、第一部

｢国際理解教育を考える｣を終了いたします。 
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学生多文化フォーラム学生多文化フォーラム
学学ぶ・ぶ・実践実践する・する・担担うう

「東外大モデル」の軌跡と展望「東外大モデル」の軌跡と展望

2006年12月2日（土）

東京外国語大学

留学生日本語教育センター さくらホール

製作協力者：森本舞（J4)
発表者：萩原礼子（Po4)

 

「東外大モデル」の軌跡と提言「東外大モデル」の軌跡と提言

 

国際理解教育実践へのきっかけ国際理解教育実践へのきっかけ

在日外国人の学習支援を通して

国際理解教育の必要性を感じる

→２００５年１月

川崎市立菅小学校で

国際理解講座（韓国･ブラジル）の実践

 

国際理解教育実践のあゆみ国際理解教育実践のあゆみ

２００５年度

神奈川県 川崎市立 東柿生小学校

菅中学校

東京都 府中市立 府中第七中学校

小柳小学校

東京都 新宿区立 大久保小学校

東京都 狛江市立 狛江第一小学校

 

国際理解教育実践のあゆみ国際理解教育実践のあゆみ

２００６年度

神奈川県 川崎市立

東柿生小学校･菅中学校

土橋小学校･宮前平中学校

東京都 府中市立

府中第七中学校･小柳小学校

東京都 新宿区立 大久保小学校

静岡県 三島市立 三島東小学校

 

国際理解教育実践のあゆみ国際理解教育実践のあゆみ
~~内容･ねらいの多様化内容･ねらいの多様化~~

･ “聞く力”－ひとつの作品をつくる授業。

･ “コミュニケーション能力”

－あるテーマについて、話し合う授業。

･ “生徒の発表”

－プレゼンテーションの作成
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新たな試み新たな試み

→静岡県 三島市立三島東小学校

「国際理解教育と１日大学生」

･ ６年生２０人が修学旅行の一環として

･ 「世界がもし１００人の村だったら」ゲーム

･ 生徒の発表

･ 交流会

 

国際理解教育国際理解教育 授業実践の流れ授業実践の流れ

①依頼を受ける

②国際理解教育コーディネーターの募集

③内容や日時の決定

④学生ボランティア（日本人･留学生）の募集

⑤ミーティング

⑥日本人学生と留学生協働の授業案作成

⑦準備

⑧授業実践

⑨反省会

⑩報告書作成

 

国際理解教育実践のあゆみ国際理解教育実践のあゆみ
~~一年目一年目~~

→国際理解教育で「○○国について」お願いしますと
いう依頼｡

→留学生と日本人の学生ボランティアがペアになって
の文化紹介

→学生ボランティアも国ごとのチームに分かれて活動。

当初のイメージ：

「国際理解教育」は
留学生を通しての「国理解」である。

 

国際理解教育実践のあゆみ国際理解教育実践のあゆみ
~~二年目の現在二年目の現在~~

→国や地域にこだわることのない国際理解教育
の授業実践。

→一人の人としての留学生。

→日本人学生と子どもたちのつながり。

現在の思い：

「国際理解教育」は

「人間理解」である。

 

国際理解教育が分からない！国際理解教育が分からない！

国理解？人理解？文化理解？国理解？人理解？文化理解？

 

プレ･学生多文化フォーラムプレ･学生多文化フォーラム
第1回 学生ディスカッション

「国際理解教育で何を伝えるか」

第２回 講演会 佐藤郡衛先生

「国際理解教育とその現状」

第3回 学生ディスカッション

「国際理解教育の問題点

どうしたら解決できるの？」
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第4回 講演会 山西優二先生

「国際理解教育のあり方を考える」

第5回 学生ディスカッション

「外大生の国際理解教育のカタチ」

第6回 ワークショップ 川崎市 小・中学校教諭

「国際理解教育実践現場から」

 

学生の疑問学生の疑問

① 国際理解教育とは何か？

② ステレオタイプの植え付けになる？

③ 留学生は必要か？

④ 授業実践をなぜ“いち”から作るのか？

⑤ 東外大モデルとは何か？

 

①国際理解教育とはなにか？①国際理解教育とはなにか？

ユネスコの国際理解教育から日本の国際理
解教育に至るまでの変遷を知る。

→多様な解釈があり、国際理解教育が何か
分からないのはある意味で仕方がない。い
ろいろな可能性がある。

 

②国際理解教育はステレオタイプ②国際理解教育はステレオタイプ

の植え付けにならないのか？の植え付けにならないのか？

国際理解教育を行うことで子どもたちに文
化の違いを植え付けてしまわないか？

→違う国があることを認識させた上で、結
局は同じ人間だということを共有できる授
業作りをする。

 

③国際理解教育授業実践に③国際理解教育授業実践に
留学生は必要か？留学生は必要か？

→子どもが自分と違う人に出会うこと。

→子どもの立場に立てる日本人の視点と
留学生の“感じ方”が必要。

 

④国際理解教育の授業実践を④国際理解教育の授業実践を
なぜ“いち”からつくるのか。なぜ“いち”からつくるのか。

既成の国際理解教育の教材があるのに、なぜ
授業を“いち”からつくるのか。

→対象としている子どもたちにぴったり当てはまる
ものは、つくるよりほかない。

→時間をかけられることこそが“学生”ボランティ
アの強みである。
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⑤東外大モデルとは何か⑤東外大モデルとは何か

→ さまざまな形態の国際理解教育に対応する。

→ 学生中心の活動であるがゆえに継続できる。

→ 国際理解教育の“カタチ”を発信し、提案する。

 

東京外国語大学東京外国語大学

基本指針：

「 21世紀の地球社会と対話し行動する

東京外国語大学」

メッセージ：

（１）多言語社会に貢献するコミュニケーション能力

（２）多文化社会をみつめるリアルな人間的想像力

（３）グローバルな地域社会にひろがる清繊なリ
サーチ力

（４）地域社会と協働する果敢な行動力

 

私たちの国際理解教育私たちの国際理解教育

～こんな国際理解教育にしたい～～こんな国際理解教育にしたい～

 

①一人称で語る手作りの国際理解教育
・ 「伝える」でなく「語る」

②人間関係構築型の国際理解教育
・ イベント型を超えること

③継続性のある国際理解教育
・ 活動を継続すること
・ 子どもの心に残ること

 

おわりにおわりに

･ 活動から得たもの

･ 学校、社会の学生活動への協力の必要性

･ 続けていくことの必要性
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「東外大モデル」の狙い「東外大モデル」の狙い
～モデル授業から～～モデル授業から～

授業者：津久井 優（F3）
金 智恩（J3）

第一部 “国際理解教育”を考える

 

授業実践について授業実践について

対象
– A小学校 第5学年

日時
– 2006年10月30日

授業の狙い

– 学生と仲良くなろう

– 学生と話そう

 

実践内容実践内容
写真を配る「思い出が詰まったもの」

学生のプロフィ－ルを提示→質問

どの学生の持ち物か予想させる

(グループ活動)
実物を見せながら、誰のものか、どんな
思い出があるのかを紹介

 

モデル授業の実践案についてモデル授業の実践案について

年3回の実践の2回目

1回目の実践内容

– 韓国と日本の小学生の共通点と相違点

– 韓国の文化を紹介

では2回目は？

– 授業案の作成へ

 

授業案の作成授業案の作成：第：第11案案

児童と留学生が共有できることを模索
– 韓国と関係のあるものを探させる

• 例 韓国のり、旅行のちらし

– 日本には韓国由来のものがたくさんあると感
じる

しかし全ての児童の自宅に韓国のものが
あるとは限らない
– 新たな案作りへ

 

授業案の作成：再考授業案の作成：再考

どんな実践をしたいのか

– 「韓国」のステレオタイプを作らない

ではどうするべきか

– 「金さん」ならではの感じ方を伝える
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授業案の作成：第授業案の作成：第22案案
学生の思い出が詰まってい
るものを紹介

– 自然な会話のきっかけ

– 会話を通して学生の感じ方

– 金さんの場合「てるてる坊主が
気持ち悪い」

実践の結果は…

 

児童の感想児童の感想

1. 留学生がてるてる坊主を気持ち悪いと感
じた話に驚いた

2. 韓国人であれ日本人であれ、友達にな
れば国籍は関係ない

3. 留学生・学生を身近に感じた

4. グループで話し合いをして楽しかった

 

先生の感想先生の感想

1. 人理解という視点

2. コミュニケーションの訓練

3. 自分たちと違う感じ方をする人た
ちがいることを知った

 

学生の感想学生の感想

1. 児童の発想の多様性→会話の大切さ

2. 学生の人となりは十分伝わった

3. 日韓比較が目的でないことが伝わりきら
なかった

• すでにある国の枠・文化のパターンの固
定観念

• 固定観念を打破するような授業作り

 

「東外大モデル」の狙い「東外大モデル」の狙い

留学生の感性を日本人学生の視点で教材
化した授業

「人」に興味を向けさせる授業

多様な他者との関係を作る授業

 

おわりおわり
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(2)第二部 多様化する学習支援 

 
 
黒野美香:第二部、「多様化する学習支援」を始めたいと

思います。まずは、研究報告といたしまして、公立小学校

と外国人学校の訪問調査のご報告をいたします。ここから

の進行は、ナビゲーターの和田更沙さんと中村未央さん

にお願いいたします。  

 

和田更沙:第二部の「多様化する学習支援」の発表を始め

たいと思います。ナビゲーターを務めさせていただきます、

ポルトガル語専攻の和田更沙と、ポルトガル語専攻の中

村未央です。どうぞ宜しくお願いいたします。最後に質疑

応答の時間を、先ほどと同様に設けようと思いますが、そ

の際、今日配った袋の中に、学習支援班の質問用紙も入

っていますので、そちらにお願い致します。報告の最後の

質疑応答は、先ほどと同じように、不明だった点を明らか

にする程度にとどめまして、話題が広がりそうな内容に関

しては、第三部の討論会のほうに持ち込みたいと思いま

す。 

 

＜調査のきっかけや目的、学校選定について＞ 

では発表に移ります。多文化コミュニティ教育支援室で

は、もう一本の柱として、学習支援活動を行なってきました。

私も実際に活動をしたうちの一人なのですが、外国人の

児童生徒は、特に小学校の低学年だと、私もうらやましい

と思うぐらい言葉の習得が早く、私が支援した生徒でも、ポ

ルトガル語を用いて、授業の理解を手伝ったことはほとん

どなく、日本語には特に問題がないように見えました。とは

いっても授業の内容になると、どうも理解できてないな、と

いう様子が見受けられたり、横に座っている友達の答えを

すぐ見てしまったり、わからないと言って、すぐあきらめたり

する子が多くいました。それは、日常言語と学習言語の違

いというのもあると思います。授業以外の場所でも、友達

にちょっかいを出して、トラブルを起こしてしまったり、という

子どももいて、どうも言語以外のところで、戸惑ったり困難

を感じる要因があるんじゃないかなと思うようになりました。

そこでその理由を考えました。まず一つ目に、日本では年

齢に応じて学年に入れられます。日本語がどれくらいでき

るか、今まで何をどのように勉強してきたか、ということを考

えずに、何歳だったら小学校何年生っていう風にポンッと

入れられてしまいます。あと、ピアスをつけてくる子がいた

り、給食があると知らずにお金をもってきてしまう子どももい

ました。私も日本の学校に通っていても気付かなかったの

ですが、もしかして、日本の学校には、日本独自の文化が

あるのではないかと思いました。ゆえに、学習支援をする

際に、そういう違い、今まで母国で何を学習してきたかとか、

母国の学校文化はどうだったのだろうかという違いを私た

ちが知っていれば、そこに配慮ができるのではないかと思

い、調査をすることになりました。 

訪問する学校を選ぶにあたってなのですが、日本の公

立小学校で現在どのような問題が起こっているか、どのよ

うな困難があるのかということを把握し、その原因を探るた

めに外国人学校を訪問しよう、という流れを取ることにしま

した。まず、公立小学校の訪問に関しては、以前から学習

支援活動を行っており、繋がりのあった川崎市立の京町

小学校、新宿区立の大久保小学校の 2 校を選びました。

次に、外国人学校ですが、母国と同じカリキュラムを実施

しており、母国政府から認定を受けている学校、という基

準を設けて訪問しました。訪問の際には、外国語を用いて

インタビューを行い、調査を行いました。こうして調査を開

始したわけなのですが、そこから見えてきたことは私たち

がはじめ予想していたものとは少し違う、思わぬ展開があ

りました。では次から、具体的な報告に移りたいと思います。

まず最初に川崎市立京町小学校の報告をお願いします。 
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＜川崎市立京町小学校訪問の報告＞ 

山田寛子:川崎市立京町小学校の報告をいたします、フラ

ンス語専攻 4 年の山田寛子と申します。宜しくお願いしま

す。 

今映っている写真は、京町小学校にある国際学級で、

ここは、授業時間内に、外国人児童を別の教室に取り出し

て日本語指導などをする教室です。 

京町小学校についてですが、京浜工業地帯に位置して

いて、周囲には外国人労働者が多く住んでいます。日本

永住を目指す家庭が多いようです。この小学校に通う 20

名の外国籍児童の多くは、その子弟にあたります。京町小

学校は、外国人教育支援センター校に指定されています。

京町小学校には、ボリビア人児童 2 名、ブラジル人児童 1

名、フィリピン人児童 5 名の計 8 名に、国際学級で日本語

指導を行っていました。 

次に、外国人児童について説明します。外国人児童の

中には、文化や言語の違いからくるストレスで、周囲に八

つ当たりをしてしまう児童、出身国にはなかった給食に戸

惑って残してしまう児童、教師をファーストネームで呼ぶ児

童、ピアスをつけて登校する児童もいました。周囲との衝

突や給食の問題は、児童自身が日本の学校生活に慣れ

ることにより、早い段階で解決されました。教師の呼び方と

ピアスの問題は、日本では、先生をファーストネームで呼

んだりピアスをつけて登校しないと、本人に伝えることで、

すぐに解決されました。また、教師や日本人児童に対して

も、文化や言語の違いでこれらの行動をとってしまってい

る、と説明して、不和やいじめがなく、相互理解が生まれて

いました。外国人保護者への配布物には、ルビ振りで対

応しています。通知表も同様です。3 年前からは、年に 2

回程度、外国人保護者会を開き、行事や年間予定につい

て、話し合ったり質問に答えたりしているそうです。PTA 活

動では、外国人保護者に、カーテン洗いや清掃など、言

葉に関わらない仕事を割り当てることで、必ず参加できる

ようにしているということです。また、毎年 10 月には、ふれ

あい祭りというものを開き、外国人保護者の協力の下で、

児童の出身国の文化や料理を紹介しています。日本人の

保護者には、外国人児童や保護者の問題やその取り組

みについて説明し、理解を求めることで、PTA 活動は円滑

になっているそうです。 

次に、国際学級担当の教師ですが、国際学級担当の

教師は、外国人児童に、足し算引き算のように日本語がよ

くわからなくても解ける問題をやらせて自信をつけさせたり、

平仮名や九九を覚えるためにカードを作って授業に携帯

させたりと独自の指導をしていました。この九九カードです

が、カリキュラムの違いで、3 年生のフィリピン人児童が掛

け算を習っていなかったときに、とても役立ったそうです。

授業の担任教師とは、連絡カードを使って、どこまで学習

したか何ができるようになったかを書いて渡しています。外

国人児童の家庭には、月に一度くらい訪問しています。電

話に頼らず直接足を運ぶのは、自らの手で状況を確認し

たり、必要な書類を受け取ったり、保護者からの質問に答

えるためです。国際学級担当の教師は、JSL 児童指導の

ための研修に参加しています。JSL というのは Japanese as 

a Second Language の略で、日本語を第二言語として学習

している児童のことです。 

最後に訪問を終えて、感想を発表します。私は、京町

小は三つの問題を抱えているのではないかと思いました。

一つ目は、外国人児童の母語の確立維持の問題です。

母国への帰国や、家族とのコミュニケーションのため母語

の確立は重要です。しかし、母語の指導は外部に頼らな

ければいけないので、十分だとはいえません。もう一つは、

国際学級担当の問題です。現在国際学級を担当されてい

る先生は、前任者からの引継ぎなしに手探りで始めたそう

です。今後、国際学級の必要性はより高まると思うので、よ

りよい指導ができるよう引継ぎを行うだけでなく、国際学級

担当として、専門の教師を養成・配置していくことを考えて

いくべきではないかなと思います。三つ目は、日本と諸外

国とのカリキュラムの違いの問題です。先ほど、3 年生のフ

ィリピン人児童が掛け算を習っていなかったと説明しまし

たが、児童が何を習い、何を習っていないかは、本人から

の申告に頼っているため、状況を把握できず、学習に遅

れが生じることもあるそうです。カリキュラムの違いを把握

することも必要だと思います。 

最後に、京町小を訪問してよかったと思ったことを二つ

紹介します。京町小では日本人児童にも言葉や文化の違

いを説明していて、相互理解があって、とても温かい雰囲
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気があると思いました。自信を持たせるような指導や、PTA

活動での清掃のように、児童や保護者に言葉がわからなく

てもできることをしたり、ふれあい祭りのように日本とは違う

言語や文化を知っているからこそできることをされていた

点がとても素晴らしいと思いました。以上で京町小の発表

を終わります。ありがとうございました。 

 

和田:では次に、新宿区立大久保小学校の報告をお願い

します。 

 

＜新宿区立大久保小学校訪問の報告＞ 

佐藤美幸:新宿区立大久保小学校を訪問いたしました、ロ

シア語専攻 3 年の佐藤美幸と申します。宜しくお願いいた

します。 

まず学校概要ですが、新宿区歌舞伎町や大久保といっ

た繁華街に近い住宅街にあります。全校生徒は 140 名と、

かなり規模は小さい学校といえます。しかし、そのうち約 6

割は外国にルーツを持つ、と聞いています。外国にルー

ツを持つということは、両親のどちらかが外国人ということ

です。大久保小学校はもともとごく普通の小学校でしたが、

今となっては、6 割が外国にルーツを持つ大変国際色豊

かな学校といえます。後でまた報告いたします、国際学級

在籍者は現在 43 名、また外国人児童は 1980 年代後半か

ら増加傾向にあり、ここ 10 年くらいで約 3 倍以上に増えて

います。そのような中で、この大久保地区に住む日本人児

童は、外国人が多い学校ゆえに、他の学校を選ぶケース

も実際あります。 

このように増加する外国人児童には、日本語がほとんど

しゃべれない児童も在籍しています。この児童が、いかに

日本語で適応をはかっていくか、という問題が浮上してき

ました。そこで設立されたのが、日本語国際学級です。母

語別児童数は、ご覧のように韓国語 17 名、中国語 9 名、

フィリピン語 8 名、英語・スペイン語・ポルトガル語が各 1 名

です。他にも、タイ語やウクライナ語を母語とする児童がい

たこともあります。国際学級では、日本語習得補助を通し

て、国際的感覚を持つ児童の育成に力を入れています。

授業時間数は週 2～5 時間あります。レベルとしても、日本

語がほとんどわからない入門クラスから、一見学校へは適

応しているように見えても、細かいことには困難が生じる中

級までの3クラスがあります。担当教師は3名います。先生

一人につき、1～5 名という細かい指導がされています。ま

た、児童が多様であるがゆえに、指導の方法も児童により

ます。おおむね、日本人の国語の時間に、外国人児童の

みを取り出して指導する「取り出し授業」、また日本人と同

じ授業に入り込んで指導する「入り込み指導」がありますが、

これについても、その児童の状況にあわせて決定していま

す。 

次に、外国人児童についてです。保護者は、大半が飲

食店等といったサービス業に従事しています。しかし、この

来日経緯と在日期間は実に多種多様であり、主に保護者

の出稼ぎや就労による事情、また在日二世三世といった

在日韓国人といった事情など、多岐に渡ります。それゆえ、

日本語習得や学習到達度にも、個人差が大きく出てきま

す。しかし、中でも、漢字圏の韓国や中国出身の児童は

比較的日本語習得の早い傾向があります。またそれに比

例して学校への適用も早くなってきます。日本語習得の早

い方が学校への適用も早いといえます。しかし、このような

傾向は本当に多種多様であり、個別に大きく差が出てきて

います。 

また、外国人児童の抱える困難についてです。それに

も個人差がありますが、おおむね学習到達度の低いことに

よる、高校進学率の低さが挙げられます。まず、バブル期

に来日した外国人を指す、ニューカマーの高校進学率は、

50％を切ると言われています。日本の高校進学率 97％と

比べると、大変低い数字と言えます。児童の学習の妨げと

なる要因としては、ご覧の三点が挙げられます。まず、家

庭の安定度、関心度です。これは保護者の仕事が忙しい

ゆえ、子どもとのコミュニケーションが取れない、家族間の

コミュニケーション、会話が少ないゆえに生じてしまう問題

です。次に、子どもたちの中では、自分がいつ本国に帰る

のか、また帰ることがあるのかわからない児童もいました。

将来の見通し、帰国の可能性がわからない、ということが

妨げになることがあります。また、このような外部状況だけ

でなく、本人のやる気や動機付けも学習の妨げとなること

もあります。先ほど申し上げました、自分がいつまで日本

にいるのか、またいつ本国に帰るのか、帰ることがあるのか、
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このようなことがわからないので、なぜ今自分が日本語を

勉強しているのか、日本語を勉強する必要があるのか、そ

れがわからないために、学習の意欲に関係してきます。も

ちろん、生活面での習慣の違いもあります。例を申し上げ

ますと、例えば学校で手洗いをするかしないか、体育の時

間に体操服に着替えるか着替えないか、また給食なのか、

お金をもってきて買うのか、そして、集団行動への適応が

あげられます。学習面、生活面共に、大なり小なり多くの

困難が子どもたちに付きまとっていると言えます。 

そして、そのような困難を見据えて、学校側はどう対応し

ているかといいますと、まず児童のアイデンティティ形成へ

の配慮が挙げられます。これは主に、日本語国際学級で

行っています。例えば、大久保小学校の日本語国際教室

では、教室の四隅に、母国の文化を懐かしめるいろんなも

のがありました。例えば、お祭りで使う道具や民族衣装、

民族の布といった、日本にはない母国を感じられるものが

たくさんありました。また、児童の生活全般にわたる支援も

しています。日本語国際学級に在籍している先生には、

PTA 活動にも多く参加している先生もいました。多様な家

庭環境の中で生きる児童を、できる限りメンタル面でも支

えようとしています。また、保護者への対応としては、保護

者会や学級通信、家庭訪問を行っています。必要に応じ

て通訳もつけます。学級通信は、韓国語、中国語、英語、

また日本語の 4 ヶ国語に翻訳しています。状況に応じて、

随時家庭訪問を行っています。このように、保護者とも密

に連絡を取るようにしています。また、朝の職員会議で、

週一回教師間でも情報交換を行っています。このことによ

り、日本語国際学級と普通のクラスの担任の先生と連絡も

とり、子どもの状況をより詳しく把握しようとしています。また、

新宿区は全住民の 10％が外国人です。このような、ニュー

カマーの子どもたちのために、母語話者の学習サポートを、

最大 60 時間の時間を設けて行っています。 

最後に訪問を終えて、大久保小の抱える課題としては、

主に 2 点挙げられると思いました。まず、学習支援段階以

前の子どもたちのアイデンティティ・クライシスの問題です。

これは、日本語を習得して日本語を話す子どもと、日本語

をまだ話せない親との、親子間家族間コミュニケーション

ギャップの問題に関わります。また、ニューカマーの子ども

たちの多くは、それまで持っていた自分の文化を捨ててし

まう傾向もあります。つまり、セミカルチュラル、中途半端に

なってしまうことです。今まで自分の持っていた文化と、こ

れから親しむ日本の文化、その両方を持ちあわせるのが

ベストですが、どちらかに偏ってしまう、またどちらも中途

半端になってしまう。その中で、自分はどうして日本にいる

のか、なぜ日本語を勉強しているのか。そのようなことがわ

からなく、戸惑ってしまう子どももいます。また、来日時期

や来日理由などが実に様々なことにより、子どもたちが困

っていることは、一般化できないと思います。生活文化や

学校文化、また家庭環境、また日本語の習得度の差など

実に多様です。何よりも、日本の感覚の習得が容易でな

いゆえだと思います。このようなことから、個人の状況の多

様性を切に感じました。一人一人の子どもの状況を見ない

と、何もわからないと感じました。以上です。ありがとうござ

いました。 

 

和田:では次にブラジル人学校の報告をお願いいたしま

す。 

 

＜ピタゴラス太田校訪問の報告＞ 

渡邉桃子:こんにちは。ブラジル人学校についての発表を

いたします、ポルトガル語専攻 4 年の渡邉です。宜しくお

願いします。 

まず最初に、私たちが訪問しました、ブラジルピタゴラス

太田校の概要を紹介させていただきます。ブラジルピタゴ

ラス太田校は、1999 年にブラジル政府の学校法人が日本

に設立した、ブラジル政府教育省の認定学校になってい

ます。太田校同様、ピタゴラスの姉妹校は、日本国内のブ

ラジル人集住都市に多くあります。学校の近くには、自動

車や電気機器メーカーの工場がたくさんあるため、ほとん

どの生徒の親は、そういった工場で働いているということで

した。生徒数はおよそ 270 人で、乳幼児から高校 3 年生、

大学に行く前までの生徒が在籍しています。ピタゴラスで

教えている先生というのは、ブラジル国内のピタゴラス学

校法人の中から、ローテーションの方式で派遣されてくる、

ブラジルでの教員免許をもつ先生たちです。そして、日本

語を教える先生は、ブラジルに在住経験のある日本人を
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採用して、日本語教育と日本文化の授業を行っていま

す。 

次に、ピタゴラスの一日について紹介します。ピタゴラス

学校は、先ほども申しました通り、ブラジルの教育システム、

教育カリキュラムと同様に教育を行っています。ブラジル

の学校は、朝、昼、夜の 3 部制をとっているために、ピタゴ

ラス学校も、正規の授業というのは、午前中までの 5 コマで

終了します。また教科書、教材など、教えている内容も、ブ

ラジル国内のピタゴラス学校と同様のものを教えています。

また、教育方針についても、日本のように、知識を覚えると

いったことより、自分の疑問に思ったことを調査していく力、

また、自分の意見を相手に伝える力、というものの育成に、

力をいれているとお話ししてくださいました。このように、ブ

ラジルと同様のシステムをとる中、日本にある学校として日

本独特の、また、日本の生徒や保護者たちのニーズに応

じた変化というのが、ブラジルとは異なる点で見受けられま

した。そのまず一番大きいのが、見てお分かりの通り、ピタ

ゴラス学校は開門が 6 時 45 分になっています。これは、生

徒の親のほとんどが、朝早くから夜遅くまで工場で働くた

めに、子どもたちを学校に預ける必要があるからです。6

時 45 分に門を開け、もうそのときには すでに子どもを預

けたくて待っている親が数名いるということでした。そして 

夜も 8 時まで子どもを学校内で預かっています。朝 6 時 45

分から夜 8 時までの間、授業のない時間は、学校内で読

書をしたり、友人と話したり、また、学校内のコンピューター

を使ったり、自習をしたり、といった時間に当てられている

ということでした。お昼についても、ブラジル同様に家庭か

ら持参する、また、学校が用意した近くのブラジル料理店

によるランチボックス、お弁当のようなものを食べる子ども

がいて、日本とブラジルのシステムが混在しているという状

況が見受けられました。 

また、子どもたちの通学手段についてですが、ピタゴラ

ス校専用の通学バスがありました。これは、遠くの子どもた

ちに対応するためで、子どもたちはバスで通学しています。

また、近所に住んでいる子どもたちは、徒歩だったり、自

転車だったりします。また高校生になると、自ら車を運転し

て通学、ということもあるようでした。 

そして、ピタゴラス学校を訪問した際に、かつて、日本の

学校に在籍したことのある、日本の学校で学んだ経験のあ

る生徒 4 人にインタビューすることができました。この 4 人

の子どもたちに、日本の学校とブラジルのピタゴラス、何が

一番違うと思うのか、といったことを質問したインタビューが、

VTR になっていますので、ご覧下さい。 

 

(VTR) 

生徒 1:修学旅行で、日本の中学校だったら京都、奈良と

かに行くんですけど、ピタゴラスはあまりありません。日本

の学校に通っているときは、学校の中に入ると勉強勉強で

した。 

 

生徒 2:日本の学校は、運動会とかたくさんの行事があって

楽しいし、きちんと勉強しているという意識があった。でも、

ブラジル人学校は日本と違って、付き合い方が家族みた

い。先生とも友達とも。日本の学校で友達というと、3 人くら

いの仲良い子がいて、あとは普通の知り合い程度だけど、

ここでは皆同じくらい仲がいい。 

 

生徒 3:日本の学校は、自分を温かく受け入れてくれて、

いつも気にかけてくれたと思う。日本とブラジルの違いは、

日本の学校制度の違いから生まれてくるのではない。日

本の学校には、良いところがたくさんあるし、多くのことを

学んだ。違うのは、学校でなく気質。日本人は、冷たくて

閉鎖的なんだ。また、日本に来て勉強してみると、やっぱ

り違う。時間割とかが違うというのもある。でも、それ以上に

…。ブラジル人は、オープンでいることや、人と触れ合うこ

とが好きなんだ。人と話すことが必要な人間だと思う。ここ

が好きなんだ。 

 

生徒 4:日本の学校は、いじめがあっても認めようとしない。

この前ニュースで見たけど、いじめによる自殺の原因は、

いじめられたからではないと思うと言っていた。学校はイジ

メを直視したくないの。それが、ピタゴラスに移った理由の

一つ。ここは、人とのふれあいが多いし、一日のほとんどを

過ごす家のようなもの。勉強も大事だけど、先生が親身に

なってくれることが、内面の成長には必要だと思う。 
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この 4 人のブラジル人の生徒たちは、見てお分かりのよ

うに、非常に日本語も上手です。時間の都合上、彼女たち

のインタビューは、かなりカットされていますが、全部の内

容を外のビデオで流しています。字幕がないのですが、ポ

ルトガル語専攻の人に聞いて、確認してください。 

この後から、ピタゴラス学校の中の様子に移ります。教

室の様子ですとか、学校の運動場の様子、子どもたちが

放課後遊んでいたりとか、体育の授業で使われているよう

な所ですとか、あとは子どもたち、小学校以前の子どもた

ちがいる所の映像になります。 

以上を踏まえて、私たちがピタゴラス学校の訪問を終え

て気付いたことなのですが、まず、私が来た目的というの

は、日本の学校とブラジルの学校では、カリキュラムや文

化といった面でどこが違うのか、子どもたちがどう思ってい

るのか調べるといったことでした。実際、子どもたちに聞い

てみると、子どもたちは洋服のことだったり、勉強内容とい

ったことは、ほとんど気にしておらず、それよりも、人間関

係について多くの意見が出ました。友人関係であったり、

生徒と教師の関係であったり、というのが日本の学校はと

ても冷たい。ブラジルの方がより家庭的だ。ブラジルの方

が全員と仲良く過ごせる。という答えが非常に多く返ってき

ました。また、勉強に関しても、カリキュラムの違いというよ

り、自分が疑問に思ったことを、すぐ先生に質問できる環

境が、ブラジル人学校にはある、といったような、外国人児

童ならではの問題というよりも、日本人児童にも通じる課題、

問題点というのが浮かび上がってきたと思います。以上が、

ピタゴラス学校ブラジル人学校についての訪問調査の報

告になります。ありがとうございました。 

 

和田:では次に、南米系外国人学校ムンド・デ・アレグリア

の報告をお願いします。 

 

＜ムンド・デ・アレグリア訪問の報告＞ 

黒野:南米系外国人学校の報告をいたします、日本語専

攻の黒野美香です。よろしくお願いいたします。 

私たちが訪問したのは、ムンド・デ・アレグリアという学校

です。この学校は 2003 年、静岡県浜松市に設立されまし

た。所在地である浜松市には、およそ2万9千人の外国人

が暮らしており、中でも、ペルー人、ブラジル人は、浜松市

に暮らす外国人の約 7 割を占めています。このような、南

米系外国人児童を受け入れているのが、このムンド・デ・ア

レグリアです。 

この学校は、2005 年、静岡県から学校法人として認可

を受けました。先ほど紹介いたしましたピタゴラスのように、

母国政府から認定を受けている学校は多くありますが、日

本から認可を受けている外国人学校はそれほど多くありま

せん。中でも、南米系外国人学校が認可を受けたのは、

初めてのことだそうです。しかし、認可を受けて助成金を

受けられるようになったとはいえ、財政面では厳しいのが

実情だそうです。そのため、問屋街の古い建物を教室とし

て利用していたりですとか、いらなくなった机を、今見てい

ただくと分かるようにすごく古い机なんですが、このように、

いらなくなった机を譲りうけたりして、学校を運営していま

す。多くの外国人児童が通い続けられるような低い授業料

で、安定した学校運営をしていくことが、非常に難しく、こ

のことが現在の問題の一つだと校長先生はおっしゃって

いました。 

2006 年現在、ムンド・デ・アレグリアでは、ペルー人児童

とブラジル人児童、合わせて計 113 名が学んでいます。そ

のうち、園児は 16 名、小学生は 48 名、中学生は 15 名、

高校生は 34 名です。彼らを教えているのは、5 名の常勤

の教師と 5 名のボランティアでした。校長は日本人、教頭

はペルーで教師をしていたペルー人であることに代表さ

れるように、日本人教師と外国人教師が協力し合って、学

校を運営していました。 

この学校は、もともとペルー人子女のための学校として

設立されました。しかし、浜松市にあるということもありまし

て、ニーズにこたえて、2005 年からは、ブラジル人児童の

受け入れもするようになりました。そのため、現在は、ブラ

ジル人児童のためのクラスと、ペルー人児童のためのクラ

スがあります。人数は、私たちが訪問していた感じでは、

半々くらいでした。教育環境や言葉により、親子が断絶し

てしまうですとか、児童が日本語も母語も中途半端なセミリ

ンガルな状態に陥ったり、非行や犯罪に走ってしまう、とい

う、外国人家族が抱える問題を背景に、日本にいながら、

母語で教育を受けられる学校が必要だと考えられ、このム
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ンド・デ・アレグリアが作られました。 

ところで、この学校には、他の外国人学校と異なる特徴

があります。外国人学校の多くは、母国に帰ることが前提

とされています。そのため、母国のカリキュラムに沿って授

業が行われ、母国の学校に対応できる力を養成することを

目指しています。しかし、実際浜松市で暮らす外国人の実

情を考えますと、彼らの多くは、日本に定住しており、おそ

らく日本に永住することになります。ムンド・デ・アレグリア

では、このように母国に帰らず、日本で暮らすケースが増

加していることに目を向け、日本で生活する力をつけ、日

本で進学することを意識した教育が行われていました。こ

のような特色は、日本人によって作られた学校であるという

ことも、関係しているのだと思います。外国人、日本人の両

方の視点から、日本で共生していくことが考えられている

のを感じました。そのような視点は、授業にも反映されてい

ました。ここで、授業の様子をご覧下さい。 

今ご覧いただいたのは、園児が遊びながら、アルファベ

ットや数字を覚えている時間です。これは、小学校の午前

中の授業の風景です。これは、小学校低学年のペルー人

児童に、スペイン語の文法、発音を教えているところで

す。 

このように、午前中は、母国政府の認定を受けたカリキ

ュラムにのっとって、母語で授業を行っていました。この学

校では、何学年かが一緒に学んでいました。この授業で

は、ある学年の生徒に何かを教えている間は、別の学年

の生徒には課題を与えて解かせる、という方法で、小学校

低学年が一緒に学んでいました。ご覧いただくと分かるか

と思いますが、ホワイトボードが 3 つに分けられて、各学年

に振り分けられていました。午後は、日本で暮らしていくこ

とを考え、日本語の授業が行われていました。また、小学

校 1 年生では、試験的に、日本で教えられている算数と生

活科の内容を教えており、日本語「を」学ぶだけでなく、日

本語「で」学ぶ機会も提供されていました。 

この写真には、クラスの係が書かれています。給食係で

すとか、掃除係などの係です。それ以外に、授業以外の

学校生活では、このように制服を着たりですとか、先ほど

の係で仕事を分担したり、日本と同じような学校文化が見

られました。 

最後に、訪問を終えてですが、ムンド・デ・アレグリアを

訪問して、何よりもこの学校が日本での永住を意識してい

ることが、強く印象に残りました。私自身、浜松市の出身と

いうことで、年々周りに外国人が増えているということを肌

で感じていました。ある日突然、同じ学校や同じクラスに日

本語の話せない外国人児童が転入してくる、といったこと

を何度か経験してきました。そんなこともあり、外国人児童

の教育というものは、他人事でなく、まさに、自分の足元に

ある問題だと考えておりました。ですから、このような状況

をきちんと受け止め、そんな社会で、どう一緒に暮らしてい

くかを考えていく、というのがとても現実的だと思いました。

また、それについて、外国人だけでなく、そこに暮らす日

本人も一緒に考え、日本側の視点を取り入れられているこ

とが、とても興味深いと思いました。このような、日本に定

住する外国人を対象とした教育支援というものが、これか

らますます増えていくと思いますが、今回、ムンド・デ・アレ

グリアの先生方とお話をして、日本語で教育を行うための

教材や人材、環境が、まだまだ足りないということがわかり

ました。そんな中で、私たちなりにできることを模索して、

私たちなりに学習支援を行っていきたいと思いました。こ

れで、ムンド・デ・アレグリア学校の訪問報告を終わりま

す。 

 

和田:では最後に、インド人学校の報告をお願いします。 

 

＜India International School in Japan 訪問の報告＞ 

谷村隆昌:インド人学校 India International School in Japan

を訪問いたしました谷村と申します。ご報告させていただ

きます。 

まず最初に、こちらの写真なのですが、これが学校の外

観の写真であり、5 階建てのビルを使って授業を行ってい

ます。こちらの女性のいるところが、正面入り口でした。こ

ちらにありますのが、スクールバスなのですけど、遠方から

来る児童のために、スクールバスも用意されています。横

にありますのが、看板ですが、非常に小さな看板でして、

初めて来た人にはわかりづらいという印象を受けました。 

なぜ我々がインド人学校を訪問したかなのですが、まず

一点目として、日本で IT 関係の職につくインド人が増加し
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ている、というのに興味関心がありました。二点目として、

数学やコンピューターで注目を浴びる、インド人学校の授

業、特に、教育内容や学校文化に関心がありましたので、

是非訪問して調査してみたいと思いました。三点目としま

しては、アジアのインターナショナルスクールの例を見て

みたい、というのがありました。 

India International School in Japan の設立の流れですけ

ど、まず、インド国内と同じ教育内容を提供できる学校を

日本に作りたい、という、日本在住のインド人の長年抱い

ていた夢がありました。それはなぜかというと、多くのインド

人生徒は、日本滞在が短期でありまして、日本の学校や

日本にあるインターナショナルスクールでは、彼らの求め

る教育水準に達しておらず、インドに戻ったときに、特に数

学やヒンディー語の授業に遅れが生じてしまうからというこ

とです。そして、日本人を含む創設メンバーたちが、資金

を出し合って、2004 年 8 月に開校いたしました。校舎は東

京都江東区森下にあります。生徒数は、現在120名。幼稚

園の年少クラスから 9 年生までを含んで、220 名です。 

教師ですけど、夫の仕事の都合で来日した配偶者たち

で、彼女たちはみんな教員免許をもっています。私たちが

訪問したときも、教師は皆女性でした。授業料は、年間 60

万円。他のインターナショナルスクールに比べて、若干安

くなっています。生徒の国籍は、大半がインド人なのです

が、バングラデシュ、パキスタン、シンガポール、日本の児

童もいるようです。 

次に授業概要ですが、一コマは 40 分です。言語は

CBSE、これはCentral Board of Secondary Education という、

インドの政府系教育機関の名称なんですが、それに沿っ

て、授業は全て英語で行われていました。もちろん、ヒンデ

ィー語も一つの教科として教えられていまして、日本語の

時間もあります。科目もここにあるように多岐に渡っている

のですが、今回の訪問では、幼稚園の授業しか見学でき

なかったので、科目ごとの特色を調査することはできませ

んでした。その代わりに、幼稚園の授業の映像を撮ってき

ましたので、一部紹介したいと思います。 

まずは、リズムという授業なのですが、身体全体を使っ

てコミュニケーションをはかるという非常に可愛らしい映像

ですので、皆さんご覧下さい。次に紹介しますのが、ちょう

ど翌日が運動会ということでして、予行演習をしている様

子です。予行演習は、学校の隣にある建物のガレージの

一階で行っていました。ご覧下さい。 

最後に、訪問を終えての感想です。まず、最初に驚い

たのが、インド人学校ということで全てヒンディー語で授業

が行われているのかと思っていたのですが、授業の言語

が全て英語だったことです。これは、訪問を終えてから分

かったことなのですが、日本にいるインド人というのは、本

国ではエリート層の人たちで、やはりここにいる子どもたち

も、英語を話せるというのが、本国でのエリートとしての証

になるようで、幼稚園レベルでも英語で授業を行っている

ということでした。非常に驚きました。また、彼らの場合は、

短期の滞在で、帰国が前提となっています。したがって、

日本にいる外国人児童だからといって、全ての外国人児

童が我々の学習支援の対象となるわけではないのではな

いか、と思いました。ブラジルやペルーの外国人児童と違

って、すぐに帰国してしまう彼らに対して、我々が面倒みな

ければいけない、と一概にはくくれないかな、と感じました。

以上で、報告を終わります。ありがとうございました。 

 

和田:では、最後に、調査を終えてのまとめについてお願

いします。 

 

＜調査のまとめ＞ 

中村未央:最後に、この調査の結果、まとめを発表します、

ポルトガル語専攻 4 年の中村未央です。宜しくお願いしま

す。 

私たちの調査が始まったきっかけは、一つの疑問から

でした。支援室がサポートするメンバーの中で、先ほどの

和田さんの一番初めの言葉にもあったように、外国人児童

の学習支援において、疑問を感じるメンバーが出てきた、

ということが挙げられます。その疑問というのは、なぜ児童

たちは学校で学習支援や適応困難を抱えているのか、と

いう疑問です。その疑問を調査したいと思って、私たちの

調査は始められました。 

調査に対して、私たちは一つの仮定を立てました。この

ような学習困難や適応困難という問題は、児童の出身国と

日本との間で、学習カリキュラムや学校文化が異なってい
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るからではないか。そうだとしたら、それを調べてみれば、

何か学習支援において新たな手助けになるのではないか、

と思い調査を始めました。そこで、調査の手立てとして、始

めに日本の公立小学校2校、大久保小学校と京町小学校

で調査いたしまして、教師の皆様にインタビューし、各カリ

キュラムと学校文化について質問しました。その次に、3 つ

の外国人学校でそれらがどのように違っているのか、比較

検討してみようと思いました。 

結論なのですが、調査を開始してからこの調査が終わ

るまでに、私たちの中で感じたことは、学校のカリキュラム

や学校文化というのは、支援における問題の一つである

に過ぎず、多様な問題が他にもあるとわかってきました。

具体的に、課題の多様性について、これから見ていきたい

と思います。 

一点目の課題といたしまして、日本語の習得度という問

題が挙げられます。先ほど、大久保小学校の例にありまし

たように、個人差、また出身国によって、日本語習得度の

レベルが違う、というようにわかっています。漢字圏出身の

児童の方が、習得のレベルが早い。それ以外の子どもは、

少し習得度が遅い、というのが先ほどの発表であったかと

思います。また、そのような日本語の習得度は、学校への

適応にも影響していて、生活を送る上でも、大変な困難を

伴っている、とわかっています。 

二点目ですが、家庭環境ということが挙げられます。こ

れも、大久保小学校の例なのですが、家庭の安定、親御

さんの関心の度合いなどによって、児童のモチベーション

への影響がある、ということがわかっています。教育を十分

に行う、環境としての家庭の安定が、確保されないと、子ど

もたちの学習へも、大きな影響が及んできます。その例と

して、家庭内のコミュニケーションギャップ、また、本国に

帰国するかしないかという帰国の見通し、そして、親の関

心度、が子どものモチベーションにも影響してくるということ

が挙げられます。このように、児童個人個人でモチベーシ

ョンは違うのですが、その個人のモチベーションというのは、

親の子どもの教育に対する関心度というのが、大きな影響

を持っています。 

次に三点目なのですが、生活習慣です。これは、大久

保小学校や京町小学校のところで挙げられたように、掃除

の仕方、先生との関わり方などのことです。具体的にいうと、

先生の呼び方が日本と違う、という点が挙げられます。些

細なことではありますが、慣れで解決するとはいえ、このよ

うな生活習慣の違いというのは、児童の適用において、ス

タートを難しくさせるということがあります。 

次に四点目ですが、人間関係の距離感、ということが挙

げられます。これは先ほどの例でもございますように、イン

ドの例やブラジルの例では、顕著だったと思われます。イ

ンドの例では、先ほどの映像でもあるように、生徒と教師の

関係が、より深くアットホームであること。ブラジルにおいて

も分かるように、より温かくフレンドリーな関係が、作りあげ

られています。挨拶の仕方、ハグをして、笑顔で挨拶をす

るようなことであったり、先ほどのブラジルでいいますと、校

長先生が教室に入ってきたときに、本当にみんなが喜ん

だ顔をしていて、子どもと先生の間の関係が、とても自然

であったと感じとれたと思います。何でも質問しやすい環

境など、学校生活を過ごす上で、このような人間関係の距

離感というのは、とても重要な意味を持っていると思います。

逆に、日本の学校で満たされていないと、人間関係の難し

さのギャップを感じ、ストレスを抱いてしまう、ということが挙

げられます。 

最後の点といたしまして、学校へのニーズということが、

課題として挙げられます。このニーズについてですが、一

点目は、日本人学校と外国人学校に求められる教育ニー

ズが違う、ということです。日本の公立小学校に通う児童の

多くは、日本に定住予定、または日本で就職、進学する予

定の子どもが多い、とわかっています。ですが、外国人学

校に通う生徒の多くは、帰国予定の生徒であることが、従

来は多かったです。ですが、最近では、外国人学校に求

めるニーズにも多様性がある、とわかっています。インドの

例でいいますと、コンピューターや IT 関係の職ということか

ら、日本には短期の滞在で、いずれは本国のインドに帰っ

てしまう児童なのですが、このような児童の場合は、母国

の教育に上手く対応できるように、英語やコンピューター

を取り入れたインド人学校で学ぶことが多いです。ですが、

ブラジル人、ペルー人学校の場合は、先ほどの発表にも

ございましたように、このような短期滞在でそのまま母国の

教育に上手く対応する、ということを前提にした教育では
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なく、日本で進学就職することも頭の中において、日本の

生活を送っていくニーズも、今は高まっています。このよう

に、必ずしも外国人学校に求める教育ニーズというのが、

帰国して進学就職という道を歩むだけでなく、日本での就

職進学をも前提とした、将来設計まで考慮にいれたような、

教育ニーズがあると考えられています。 

今日、このような課題を踏まえたうえで、現在、どのよう

な学校作りが必要なのでしょうか。私たちが、この学校訪

問を通して、感じたことがあります。国際教室担当専門の

教員の養成が、少し遅れているという現状があります。京

町小学校の訪問を終えて分かったことなのですが、この京

町小学校では、現在の国際教育は一人の先生によって、

成り立っているような感じです。それ以前にも、担当してい

た先生はいらっしゃいましたが、そのようなノウハウが途切

れてしまって、引継ぎがなされていないまま、突然国際教

育の担当になり、外国人児童の教育に向き合うことになっ

てしまった先生は、戸惑いがあったと言っています。です

が、このような引継ぎが上手くいけば、もっと効率的であり、

先生方の負担も減るのではないか、と考えています。国際

学級の現場で、教育にご尽力された先生が、また別の学

校に転任しても、このような教育現場に配置されるべきだと

思いますが、必ずしもそうではなく、全く違う方向に配置さ

れてしまう、という問題もあります。このように、国際教室担

当専門のリソースをもった先生を、養成し適切に配置する

ことが求められていると思います。 

二点目ですが、日本の学校のありかたを見つめなおす

ことが必要ではないかと考えています。先ほどのブラジル

のインタビューのところでお分かりだと思いますが、日本的

な人間関係のコミュミケーションの取り方の違いが、浮き彫

りになっていると思います。日本の学校で、不適応を抱え

ている生徒たちは、人間関係の面でストレスを感じている

ことが多いようです。確かに、日本の学校のいい点として、

学校行事が多いこと、また、学習の内容が充実しているこ

と、が挙げられますが、ネガティブな面、学校環境のあり方

を、再考する必要があると感じられます。 

では、外大生である私たちにできることは何でしょうか。

まず一つは、母語を理解する、ということが必要だと考えて

います。学習支援のツールとして、母語を理解することは

もちろん必要です。それだけでなく、児童の悩みや日本で

感じていることを聞く力も、必要であると考えています。もう

一つ必要なこととして、母国の文化や性格を知ることが必

要だと考えています。どうして児童が困難を感じているの

か、先ほどあった課題の多様性を考慮しなければ、児童

は言葉だけでなく、生活面、また家庭の状況など、いろん

なところで困難を抱えている、と理解しなければ、相対的

に問題を解決できないと考えています。このように、個別に

対応し、柔軟に対応しながら、学習支援を行っていくこと

が、私たちは必要だと考えています。以上で学習支援調

査班の発表を終わります。ご静聴ありがとうございました。 

最後になりましたが、今回インタビューでご協力いただ

いた皆様、また調査の際にアドバイスをいただいた皆様に、

この場をお借りして、感謝を申し上げたいと思います。 

先ほど到着した、スペシャルゲストの先生がいらっしゃ

いまして、今回の京町小学校のインタビューの時にご協力

いただいた、国際学級担当の鈴木玲子先生が、こちらの

ほうにいらしています。ちょっと一言いただきたいのですが、

宜しくお願いします。 

 

鈴木玲子:どうもみなさんこんにちは。京町小学校の教員

の鈴木玲子と申します。学生さんがいろいろ話を聞きたい

と小学校にいらしてくださいまして、私の知っていることは

全てお知らせする、ということでお話ししましたが、お役に

立ったでしょうか。私は、去年から、国際教育を担当してい

まして、外語大の皆さんに学習支援をいただきながら、私

も学生さんのパワーに圧倒されながら、勉強しながらここま

でやってきました。京町小学校と外語大の繋がりも、また

ずっと持っていけたらなと思って、今日は参加させていた

だきました。ありがとうございました。 

 

＜質疑応答＞ 

和田:質問などございましたらお願いします。 

 

質問者:先ほどは名のりませんで、江戸川区立葛西中学

校日本語学級担当の小川と申します。私の学校も、全校

生徒の 600 人のうち、外国につながる生徒が、ちょうど 1 割

で 60 人ぐらいです。それで関心をもったのが、インド人学
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校です。今、インド人が急増しているのは、江戸川区西葛

西で、学校のすぐ近くなんですが、本当に町中にインド人

が多くて、インド料理店やインド食街など、たくさんインド人

がいます。それで、いろんな地域の方が関心をお持ちに

なって、江戸川区総合人生大学とか早稲田大学の先生方

が、江戸川区における国際教室にインド人が増えている

だろうと思って、葛西中学校日本語学級にいらしたんです

ね。二つの団体が調査にいらしたのですが、実際は一人

もおりません。全部、江東区のインターナショナルスクール

に行っています。なぜなのだろう。この地域にあるのに、何

の関係もない、一人も入ってこない、ってなぜなのだろうと

思っていました。一つは短期滞在ということと、もう一つが

日本の学校の教育水準がインドの人の求めているものより

低いということで、そうだったんだということがわかりました。

インド人の学校の調査にいらした方に聞きたいのですが、

日本にいながら、インド人の子どもがインド人社会の中で

暮らすということについて、例えば、日本の社会との関わり

とか、日本人との触れ合いについて、学校側は何かお気

持ちがあったのかな、ということを伺いたいと思いました。 

 

谷村:答えさせていただきます。学校の先生に伺ったので

すが、例えば、体育の授業などで、日本の大学生のボラン

ティアの人に先生をお願いして、一緒に授業をしたり、日

本の大学生と交流する機会を設けているのも、日本の社

会とのつながりの一つだというのを、おっしゃっていました。

やはり、小学校の社会科の授業でも、日本の近隣施設に

訪問して授業をする、という機会もあったので、なるべく外

に向かって、日本社会と関わっていこうという、そういった

姿勢を取っている、というのは強調していました。 

 

和田:他にもありましたら。  

 

質問者:留学生日本語教育センターで留学生に日本語を

教えております、小林です。調査班の中の、ムンド・デ・ア

レグリアに一つ確認したいと思います。そこでは、日本永

住を意識した教育を行っている、ということでしたけれども、

午後の時間の内容が、いまいち伝わってこなかったんで

すが。日本人教師がいるのか、どういった内容で教えてい

るのか、お願いします。 

 

黒野:お答えします。私たちも、訪問したのが、実は午前中

だけでしたので、実際に授業を体験することはできなかっ

たのですが、午後の授業は、基本的に日本語を教える授

業だ、と先生がおっしゃっていました。何も日本語ができな

い状態で日本に来て、ムンド・デ・アレグリアに通い始める

生徒が多いので、それこそ、日本語の基礎を教えているそ

うです。その中でも、先ほど紹介したように、日本語で日本

人が日本語を教える、といった感じです。日本人の先生方

も 5 名くらい、ちょっと人数はわからないのですけど、いら

っしゃいました。スペイン語やポルトガル語ができるボラン

ティアの日本人の先生というのもいました。 

 

質問者:本学院生の猪狩と申します。同じくムンド・デ・アレ

グリアに伺いたいんですけども、この学校が、2005 年に初

めて学校として認可された、とあったのですが、ここで一点

質問です。日本での進学を意識した教育のお話があった

と思うんですけども、ちょっと専門的なことになりますが、こ

の学校を卒業した場合は、そもそも日本での中学校の卒

業資格がないのではないかと思います。そうすると、日本

の高校への受験資格がないので、そもそも日本での進学

を意識して勉強することは難しいのではないかと思います。

その点、ご存知の範囲でいいので、お答えいただければ

と思うのですが、いかがでしょうか。 

 

和田:高校入学の件ですが、この学校は、幼稚園、小、中、

高校があります。日本の高校を出ると、卒業したということ

になりますが、1 年足りないので、その分は大学に入る前

に 1 年補って、大学の試験を受けなければいけません。高

校入学に関しては…。 

 

質問者:むしろ高校までは、この学校でしっかり勉強して、

その後大学で、というかたちでしょうか。 

 

和田:はい、本国に帰った場合は、そこを出ていれば高校

は出た、ということになります。 
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質問者:多言語・多文化教育研究センター長の高橋です。

私は、当初、学習支援の経験を今日は紹介していただけ

るのかな、と思ったのですが、要するに、学習支援をやっ

ていく中で、いろんな疑問や問題や困難を感じた。それを

解決するにはどうすればいいのか。そのために調べ、その

調査の結果を、紹介していただいたんですよね。 

私の質問は、調査のきっかけとなった学習支援をやっ

ていく上での悩みとか疑問とか、そこのところを、もう少し具

体的に話していただけないかというのが一点。その疑問に

対して、実際に調査してみたら、こういうことがわかって、こ

れは非常に役に立った。だから、これからは、こういう形で

やっていこうという、そこの道筋が、私はちょっと理解でき

なかったので、それについて聞きたいと思います。 

例えば、より良い学校作りということで、国際教室担当教

員を養成する、という結論がポンッと出てきたのですが、で

も、例えば、なぜ国際学級担当の教員が養成されていな

いのか、とか、こういうことがやっぱりあると思うんですね。

単に、養成すべきだとか、見つめなおすべきだとかいう理

論では、解決できない問題が、実は背後にはあるだろうと

思います。調査の結果、そもそも自分たちの疑問を解決

するには、制度的なこういう問題を解決していく必要が国と

してある。それに対して、もっと自分たちのできる範囲では、

こういうことが必要だったなら、これを経験として生かしてい

こうとか、ありますか。その辺の、最初の問と質問のつなが

りについて、もう少しご説明いただけるとありがたいです。 

 
和田:まず困難を感じて調査に至った目的ですが、私の担

当した生徒は、ポルトガル語専攻の方にブラジル人の支

援をお願いします、ということでお受けしました。しかし、そ

こまでポルトガル語を用いることはなくて、ほとんど日本語

で支援を行っていました。ところが、勉強になると、あまり理

解ができていないので、何でだろう、という疑問を、ずっと

感じていました。妙にやる気がないとか、私がせっかく来て

いるのに、｢あっち行って｣と言われたりしました。それで、も

しかしたら、言葉の問題ももちろんあると思うのですが、他

にも原因があるのだろうな、と思いました。そう思ったときに、

先ほど最初に挙げた二点が考えられたので、調査してみ

ようと思いました。 

実際小学校に行ってみたら、文化の違いや掛け算を習

っていなかったというカリキュラムの話も出てきたのですが、

それ以上に、親の関心度、つまり、親は労働に一生懸命

で勉強に対する関心が低いとか、本人もこれから日本に

残るのか帰るのかがわからないからモチベーションが低い

とか、そのような、文化の違いやカリキュラムの違い以外の

問題がすごく深刻というか、そういうところに問題がたくさん

広がっている、ということに気付いたのですね。 

外国人学校もそういうことを踏まえて行ってみたのです

が、雰囲気の違いだったり、ということもあったのですが、

最初にカリキュラムと文化が違うからなのではないかと予測

した以上のものがたくさん出てきました。 

それで、私たちが3年間学習支援を行ってきて、学習支

援なりの東外大モデルをだそうと思ったんですね。それを

出すために、私たちに何ができるか、というと、カリキュラム

を知ったり、文化の違いももちろん知らなければいけない

のですが、それ以上に、もっといろんな困難を抱えている

ので、それに柔軟に対応していかないといけないのかな、

と段々感じるようになりました。 

そして、調査した結果というのは、言葉や文化が違うこと

に加えて、いろんな多様化していく困難を把握して配慮し

なければいけない、というのが、私たちにできることだと思

いました。確かに、国際教育専門を養成すべきだといって

も、学校やその他にも、確かに高橋先生のおっしゃるとお

りで、組織的なものなど、いろんな問題があると思います。

でも、小学校を訪問する中で、｢いきなり任されて何のノウ

ハウもないまま手探りで始めて｣という声が、今回の 2 校以

外にも他の学校でもよくあがるそうです。それで、やはり引

継ぎをちゃんとするべきであったり、そういうノウハウを身に

つけた人がいたら、それは次に行ったところでも、また活か

されるだろうと思いました。また、そういう風に私たちが感じ

たということを、今回学校の関係者もいらっしゃるので、ぜ

ひ知って欲しいと思って、言わせていただいたわけです。 

 

質問者:さっき文化の違いだけではないと言いながら、多く

の生活や文化を知る、という結論に達していますよね。だ

から、確かにいろんな問題があるから、いろんな問題に柔

軟に対応していく、というのは分かるのですけど。 
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和田:やはり、母語や文化を知っていることは、大事なこと

だと思います。私が今支援している子で、最初は本当にで

きなくて、でも、私がポルトガル語を使って話しかけたら、

｢この人喋れるの？｣というような嬉しそうな顔を一瞬だけし

たんですよ。でも、その後、自分だけ違う言葉で話している

のが嫌なようで、先生からもできれば日本語を使って、とい

う話があったので、ポルトガル語を使わずに、日本語で話

したことがありました。でも、やはり言葉が分かる人がいると

いうのは、それだけ本人にとって安心なんだろうな、ってい

うのを感じたんです。母語のこととか、言葉なり文化を知っ

ていることは、絶対無駄ではないと思いました。そこで、そ

れはやはり外大生なので加えました。でも、それだけでは

なくて、やはり多様な問題点に関しての配慮はすべきだな

と思います。 

 

質問者:先ほど質問しました小林です。このセンターだけ

ではないのですけど、平成 8 年から 10 年に、文部省のプ

ロジェクトがあって、それに外大も協力して、全国初の全国

的な規模の調査を行ったんですね。まさに、みなさんの発

表なさった、もっと大規模な調査。私たち、こちらにいらっ

しゃる伊東先生も一緒に仲間でやりました。当時の文部省

に、最終報告というのを提出したのですが、その調査を始

めた段階で、今おっしゃったようなことを、私たちもいろい

ろ問題出しあったんです。けれど、つまり、自分たちに何

ができるのか、っていうのが最終的には拡散してしまって、

外国人児童の抱える問題が、学習のレベルから踏み越え

て生活のレベルまで、どんどん拡散してしまって、焦点が

ぼけてしまう、と今まさにお話を伺っていて思いました。柔

軟に対応するといっても、生活のレベルで、私たちが対応

できるのは限りがあるし、自分たちが関わるときに、どこま

でやるか、何をやるかということがあります。私たちがさっき

申しましたように、平成 8 年から 10 年のプロジェクトでは、

私たちセンターとして、教材開発のような、基礎的な調査と

いうことで終わっているんです。子どもたち、本当に深いん

ですよね。考えたら、もう眠れなくなってしまうような、子ども

たち一人一人が抱えている事情があるから、何ができるの

か、そのために現状を知る、というので、この調査をされた

のはすごくいいなと思いますが、あんまり広げすぎてしまい

ますと、役に立つようで、役に立たなくなってしまう、という

ことも出てきてしまうかもしれません。なので、持っている語

学力、そして事情に通じているのを生かして、子どもの学

校生活に焦点を絞って、どこに焦点を置くか、というのを、

もう少し考えた方がいいのかな、と感じました。先ほど質問

したように、外国人学校に行った、しかし、肝心の日本語

の授業を見ていなかった、というのは情報としては足りない

のかな。 

 

和田:やっていることがすごく多様すぎて、幅が広がってし

まう、ということですよね。これは、支援室ができる前の出

来事なのですが、支援をしていた子の家に直接伺う、とい

うのをしていました。プリントなどが提出されない、ということ

で、家に持ち帰って、説明しながら一緒に埋めてそれを学

校に提出する、ということをしていたんですね。家に遊びに

行って、ということをしていたんですが、だんだん仲がよく

なってきました。それで、｢仕事を探しているから、今度ハロ

ーワークに一緒に行ってよ｣と言われたこともありました。今

は支援室ができて、私たちをサポートしてくれる方々がい

るので、家に行くのは止めて、学校中だけの付き合いにし

よう、という風に、幅を決めてはいます。ですが、その前は、

そのことで悩んだことがありました。 

 

質問者:早稲田大学の大学院で、子どもの日本語教育を

勉強しています、大田裕子と申します。ありがとうございま

した。 

質疑応答をお聞きしていて、問題が多様である、子ども

の抱える背景や家庭の背景が多種多様であるというのを、

その通りであると、私も実感しています。ただ拡散してしま

うと捉えるのではなく、全ての問題が全部絡み合っていて、

言葉の発展だったり、学習だったり、人としての成長に全

部影響している、と、繋がりでとらえることが、すごく重要で

はないかと思っています。日本語指導者にしても、担任教

師にしても、それぞれの先生一人でできることっていうの

は限りがあって、自分一人で、全てその子の教育を何とか

しようと思ったら、無理だと思います。そこで大事なのは、

できる人ができることをやる、そのできることが、それぞれ

違うので、どうそれを過不足なくやっていくかというのが、
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大事かなと思いました。そこで、母語が分かる人っていうの

は、何ができるかというと、日本語では細かい感情のことと

か複雑な話ができない、まだそのレベルじゃない子どもが、

母語で話すことっていったら、本当の心のことだったり、も

っと年齢相当に発達した本当はもっと言いたい難しい話だ

ったり、社会的な話が出てきたり、また、ご両親と話ができ

る、ご両親と母語で深い話ができる、というのは、やっぱり

母語ができる方ならではのものだと思うんですね。結論で

出された、母語を文化や生活を知るというのは、すごく大

切ですが、知ったことを知らない人に、是非発信して欲し

いな、と思いました。知りたくても母語がわからないので、

わからないまま手探りで支援をしている他の先生とか、ボラ

ンティアの方に、実はこうなんですよ、この国ではこうなん

ですよ、本当はこう思ってるんですよ、ご両親はこう思って

やってるんですよ、というのを、情報として共有して、一緒

に何していきましょうか、というのを話し合って、それぞれの

立場で何ができるかを一緒に考えていけたらいいな、と思

いながら、情報収集共有を手探りでやっています。そこで、

外大の学生さんたちが、そういうところに、さらに、世界に

発信していって欲しいな、というのがあります。国のカリキュ

ラムが違うんだということも、一般にはよく知らないし、だか

らこんな戸惑っているっていうのも、知られていないと思う

んですね。そういうことを何で違うんだろう、なんで上手くい

かないんだろうと、自分一人で考えるんじゃなくて、もっとこ

うだからこうなんですよ、だからこうできるんですよ、って発

信していただけると、もっともっと状況は変わっていくので

はないかな、と思いました。 

 

和田:ありがとうございます。確かに先生との連絡に関して

も、先生同士の連絡はあるみたいなのですが、私たちも週

1 回 2 回だとはいえ先生と連絡をとることは大切だと思いま

すし、また、私たちの感じたことを、さらに、今度後輩にも

伝えておくことが大事だと思います。どうもありがとうござい

ます。これからも頑張ります。 

何か他に質問ありますか。 

 

谷村:議論も尽きないことだと思いますが、時間の都合上、

質問は次の方で終わらせていただきます。他に質問があ

る方がいらっしゃいましたら、お配りした質問用紙にご記入

いただきますようにお願いします。 

 

質問者:すみません、私府中国際交流サロンで日本語を

教えさせていただいています。外大の生徒さんには、金曜

日 5 時からの学習支援をお願いしていて、日本語を教え

て下さるというので、いつも助けていただいたり、外大の先

生には教授法を教えていただいたり、お世話になっており

ます。ありがとうございます。的を射ているかわからないの

ですけれども、私たちはお母さんの日本語のお手伝いを

することが多いんですね。それで、インドネシアの方とか、

お子さんが日本の学校に通って、給食とかピアスとかいう

ものに、戸惑うっていうことがあります。宗教的に食べられ

ないものがあったり、インドネシアの方なんかは、生まれた

ときにピアスを付けます。それがしきたりになっていると、伺

ったことがあります。そういう場合、先ほどは、日本の学校

ではピアスはして来ないんだよ、ということを、お子さんに

は説明したりするんでしょうけど、宗教上できないとか、社

会的なものであれば、日本の生徒さんや日本の先生方に

それを理解していただいて、対応していただくとか、そうい

う風な対策をされたり、お話ししたことはありますか。どうい

う風に、お母さん方に私たちは説明したらいいのかわから

ないので、お聞きしたいんですけれども。 

 

中村:ご質問ありがとうございます。先ほどの発表であった

ように、ピアスや生活習慣の違いのことで、外国人児童に

理解するように言っていくことではなくて、日本の子どもに

どう伝えてどうわかってもらうかということに関してですね。

京町小学校の先生に、その点について聞きたいなと、何

か言及されていたと思うんで、一言伺いたいのですが。 

 

鈴木:学生さんがいらしたときに、申し上げた一つにありま

した。今 2 年生のブラジルの子が、1 年生のとき、たまにピ

アスをつけてきて、日本の周りの子が｢どうしてあの子だけ

いいの。｣と質問を受けたり、ブラジルの子もつけているの

が当たり前の感覚ですので、｢どうしてつけちゃいけない

の。｣という、相反する意見がありました。ブラジルの子には、

日本の学校では装飾品はつけてこないんだよ。こういうこと
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だから、危ないこともあるし、という話をしてきて、今はして

おりません。今度、反対にしてこなくなったら、日本の子ど

もたちが｢あれ、してないね。どうしたの。｣という風になって、

日本の子どもたちにも、学級活動などで国によって装飾を

つけたり文化の違いがあるんだよ、というのは国際理解教

育の中でやってきています。最初の｢どうしてつけてるの。

私たちはつけちゃいけないの。｣というのは、やはりワンス

テップずつ子どもたちに指導する中で、学校の雰囲気の

中で、一つ一つ解決してきているように思います。思いや

りの心も日本の子どもたちには出ているのかな、という気も

します。6 年生なんかも、｢じゃあ、私もつけていいわね。｣と

言ってつけてきて、私たちは何も言わないですが、そのう

ちきまりが悪くなって取ってくるっていう場合もあって、日本

の習慣に慣れてというか、先生方に指導してもらったり、周

りの子みたいに、｢あ、そうなのか。｣ということで、自然につ

けてこなくなりました。また、次の子がブラジルから来まして

も、あまり違和感は抱かないんじゃないかな、と私の方は

楽観的な見方をしていますが、やはり一歩一歩、私たち大

人のサポートがあって解決していくんじゃないかな、と思い

ます。今のところ大きな問題にはなってございません。解

決しました。ありがとうございました。 

 

谷村:ちょっと時間も少なくなってきましたので、以上で質

問を打ち切らせていただきますが、皆様の配布物の方に

質問表が入っていたと思いますので、そちらの方に事細

かに書いてください。後でまたコメントさせていただきま

す。 

 

和田:これに関しては、先ほどのように、私たちが入り口に

立って受け取りますので、お渡しください。 

 

黒野:ありがとうございました。以上をもちまして、第二部の

研究報告を終了いたします。それではこれより休憩時間と

いたします。 
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学生多文化フォーラム
学ぶ・実践する・担う

「東外大モデル」の軌跡と展望

学生多文化フォーラム学生多文化フォーラム
学学ぶ・ぶ・実践実践する・する・担担うう

「東外大モデル」の軌跡と展望「東外大モデル」の軌跡と展望

第二部第二部 多様化する学習支援多様化する学習支援

2006年12月2日（土）

東京外国語大学

留学生日本語教育センター さくらホール

発表者 和田更沙

 

調査のきっかけ・目的

• 年齢に応じた学年に入る

…母国とのカリキュラムの違い？

• ピアス、お金、

…学校文化の違い？

→言語以外の違いによる

困難・とまどい

 

学校選定

• まず問題を把握…公立小学校訪問

以前からつながりのあった学校
• 川崎市立京町小学校

• 新宿区立大久保小学校

• その原因を探る…外国人学校訪問

母国と同じカリキュラムを実施
• ブラジル人学校

• 南米系外国人学校（ペルー人学校）

• インド人学校

 

川崎市立京町小学校

山田寛子 高野邦夫 中村未央 服部聡依

 

学校概要

周辺には外国人労働者が多数在住

「外国人児童教育支援センター校」に選
ばれ、委託を受ける（文部科学省より）

全児童600名
外国籍・二重国籍の児童１5名
8名（ボリビア人児童2名、ブラジル人児
童1名、フィリピン人児童5名）に日本語
指導

 

外国人児童

周囲の児童との衝突

給食

教師との関係

掃除の仕方

ピアスの使用

→相互理解を促し解決
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外国人保護者

ルビ振りプリント

外国人保護者会

ＰＴＡ活動

（清掃、カーテン洗い、ふれあいまつり）

日本人保護者に理解を求める

 

国際学級担当の教師

良い面を引き出し、自信を持たせる指導

カードを使った指導（平仮名、九九）

担任教師との連絡カード

家庭訪問

JSLカリキュラムの研修

 

訪問を終えて

京町小が抱える３つの課題
母語教育の実施

国際学級の引継ぎ・専門教師の配置

カリキュラムの把握

感想
日本人児童にも言葉と文化の違いを説明し、相互
理解がうまくいっているのが良い。

児童や保護者が言葉がわからなくてもできること、
違う文化を知っているからこそできることを実施し
ていて良い。

 

新宿区立大久保小学校新宿区立大久保小学校

佐藤美幸佐藤美幸 丸井ふみ子丸井ふみ子

黒野美香黒野美香 和田更沙和田更沙

 

学校概要学校概要

立地・・・繁華街近くの住宅街立地・・・繁華街近くの住宅街

全校生徒・・・約１４０名全校生徒・・・約１４０名

うち、約６割が外国にルーツを持つうち、約６割が外国にルーツを持つ

国際学級在籍者・・・４３名国際学級在籍者・・・４３名 （７／１現在）（７／１現在）

外国人児童の急増・・・１９８０年代後半から外国人児童の急増・・・１９８０年代後半から

外国人児童・・・さらなる増加傾向外国人児童・・・さらなる増加傾向

日本人児童・・・他学区を選ぶケースも日本人児童・・・他学区を選ぶケースも

 

日本語国際学級日本語国際学級

母語別児童数母語別児童数

韓国語・・・１７名韓国語・・・１７名

中国語・・・９名中国語・・・９名

フィリピン語・・・８名フィリピン語・・・８名

英語・スペイン語・ポルトガル語・・・各１名英語・スペイン語・ポルトガル語・・・各１名

授業時間数・・・週２～５時間授業時間数・・・週２～５時間

入門・初級・中級の３クラス入門・初級・中級の３クラス

担当教師は３名担当教師は３名
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外国人児童外国人児童

保護者・・・大半はサービス業に従事保護者・・・大半はサービス業に従事

来日の経緯・・・多種多様来日の経緯・・・多種多様

在籍期間・・・短期から長期までさまざま在籍期間・・・短期から長期までさまざま

日本語習得・学習到達度・・・個人差が大きい日本語習得・学習到達度・・・個人差が大きい

漢字圏出身の児童・・・日本語習得早い傾向漢字圏出身の児童・・・日本語習得早い傾向

学校への適応・・・日本語習得が進んでいる方が学校への適応・・・日本語習得が進んでいる方が

適応しやすい傾向適応しやすい傾向

 

外国人児童の抱える困難外国人児童の抱える困難

学習到達度・・・低い学習到達度・・・低い

高校進学率・・・低い高校進学率・・・低い

学習の妨げとなり得る要因学習の妨げとなり得る要因

家庭の安定度・関心度家庭の安定度・関心度

将来の見通し・帰国の可能性将来の見通し・帰国の可能性

本人のやる気・動機づけ本人のやる気・動機づけ

生活面での習慣の違い生活面での習慣の違い

 

学校側の取り組み学校側の取り組み

児童のアイデンティティ形成への配慮児童のアイデンティティ形成への配慮

児童の生活全般に渡る支援児童の生活全般に渡る支援

保護者への対応保護者への対応

保護者会（年２回）保護者会（年２回）

学級通信（４ヶ国語に翻訳）学級通信（４ヶ国語に翻訳）

家庭訪問（随時）家庭訪問（随時）

教師で情報を共有・・・週１回の情報交換教師で情報を共有・・・週１回の情報交換

母語話者による学習サポート・・・最大６０時間母語話者による学習サポート・・・最大６０時間

 

訪問を終えて訪問を終えて

大久保小の抱える課題大久保小の抱える課題

・学習支援段階以前の、子供たちのアイデンティ・学習支援段階以前の、子供たちのアイデンティ
ティ・クライシスティ・クライシス

・子供たちが困っていること・子供たちが困っていること

・・・一般化できない・・・一般化できない

（生活文化、学校文化、家庭環境、日本語習得など）（生活文化、学校文化、家庭環境、日本語習得など）

→個人の状況の多様性→個人の状況の多様性

 

ブラジル人学校
COLÉGIO PITÁGORAS OTA

服部聡依
渡辺桃子
中村未央
佐藤美幸

 

学校概要

所在地：群馬県太田市
設立：１９９９年
（ブラジルの私立学校法人、ブラジル
政府認可校）

生徒数：約2７0人（乳幼児～１２年生）

教師：ブラジルの教員免許が必要
（採用はブラジルと日本で）

立地：自動車、電気機器メーカー等の工場が多い
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ピタゴラスの一日

６：４５ 開門

８：１５ 授業開始
・50分×5時限

・2時限後に15分間の休憩（おやつあり）

１２：３０ 授業終了、昼休み
・昼食は持参ｏｒ給食

（ブラジル料理のランチボックス)を選択

１３：１５～１５：３０ 補習授業（自由参加）

２０：００ 閉門

 

訪問を終えて

日本の学校とピタゴラスの一番の違い

人間関係

• 友人同士

• 教師と生徒

→全ての子どもに通じる課題

 

南米系外国人学校南米系外国人学校
MUNDO DE ALEGRMUNDO DE ALEGRÍÍAA

黒野美香黒野美香 指山亜希子指山亜希子 和田更沙和田更沙

 

学校概要学校概要

• 2003年静岡県浜松市にペルー人学校として

設立

• 2005年静岡県から、南米系外国人学校とし

て初の認可を受ける
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生徒・職員の構成生徒・職員の構成

• 在籍者数 １１３名（2006年現在）

園児１６名、小学生４８名、中学生１５名

高校生３４名

• 教師 常勤５名、ボランティア５名

校長は日本人、教頭はペルー本国からの教員

• ブラジル人児童のクラスとペルー人児童のクラスが
ある（小学校）

 

学校の設立背景と特徴学校の設立背景と特徴

《背景》

• 親子の断絶、セミリンガル、犯罪・非行

《特徴》

• 外国人学校・・・母国へ帰ることを前提

• ムンド・デ・アレグリア・・・日本に定住・永住する

ケースに眼を向ける

→日本で生活できる能力をつける

→日本での進学を意識した教育の必要性

 

授業カリキュラム授業カリキュラム

• 午前・・・母国のカリキュラムに沿った授業

• 午後・・・日本で暮らすことを意識した授業

• 日本語の授業

• 日本語「で」学ぶ機会

（日本で教えられている算数・生活科）
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訪問を終えて訪問を終えて

• 日本での定住を意識しているのが現実的

• 日本人・日本側の視点が取り入れられており
興味深い

• 日本語「で」教育を行うための基礎作り（教材、
人材等）が必要

 

INDIA INTERNATIONAL INDIA INTERNATIONAL 
SCHOOL IN JAPANSCHOOL IN JAPAN
インド人学校インド人学校

谷村隆昌
高野邦夫
丸井ふみ子
小島和美
山田寛子

 

訪問の理由

日本でIT関係の職につくインド人の増加

数学やコンピューターで注目を浴びるインド
人学校の事情を調べる

アジアのINTERNATIONAL SCHOOLの例

を見てみる

 

設立の流れ

インド国内と同じ教育を提供できる学校を
日本に作りたい

多くのインド人生徒の日本滞在は短期であ
り、日本の学校やインターナショナルスクー
ルでは、インドに戻った時に数学やヒン
ディー語の学習に遅れが生じるため

NPO法人として2004年8月に開校

 

学校概要

校舎：東京都江東区森下

生徒数：１２０名

（幼稚園年少クラス～９年生）

教師：夫の仕事の都合で来日した配偶者

（インドの教師免許を持っている ）

生徒の国籍：インド、バングラデシュ、

パキスタン、フィリピン、シンガ

ポール、日本

 

学校概要(授業内容）

１コマの長さ：４０分

言語：CBSEに沿って授業はすべて英語。ヒン

ディー語は一つの教科として教えられている。

日本語の授業もある。

科目：日本語、ヒンディー語、数学、社会、英語

科学、読書、美術、音楽、体育、演劇

コンピューター

Hindi

Library

１：５０
～

Comput
er

LibraryLunchComput
er

ScienceScienceSnackMathEnglish8
th

EnglishHindiLunchScienceHindiEnglishSnackScienceMath2
th

２：３０
～

１：１０
～

１２：３０
～

１２：００
～

１１：２０
～

１０：４０
～

１０：３０
～

９：５０
～

９：１０
～

時
間
割
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訪問を終えて

授業が全て英語で行なわれていることへの
驚き

他の外国人学校（ブラジル人学校、ペルー
人学校）との違い

 

調査の結果・まとめ
調査開始時の目的と、調査を通してわ
かった課題とのズレ

発表者 中村未央

 

課題の多様性
• 日本語の習得度

• 家庭環境

• モチベーション

• 生活習慣

• 人間関係の距離感

• 学校へのニーズ

 

よりよい学校作りのために
• 国際教室担当専門の教員を養成する

• 日本の学校のあり方を見つめなおす

 

外大生である
私たちに出来ること

• 母語を理解する

• 母国の文化や生活を知る

さらに…
多様性に柔軟に対応する

 

どうもありがとうございました。
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(3)第二部特別講演「明日の多文化社会を担う子どもたち

のために」 

 

講演者：キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ氏 

 

司会：本日は、ブラジル文化協会理事、国外就労者情報援

護センター理事であります、キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ先生

に「明日の多文化社会を担う子どもたちのために」と題しまし

て、ご講演を賜ります。時間の都合上、ナカガワ先生に関し

ます詳しいプロフィールは、お配りいたしましたプログラムを

ご参照いただきますようお願い申し上げます。それではキョウ

コ・ヤナギダ・ナカガワ先生、お願いいたします。 

 

キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ：皆様、こんにちは。ナカガワ・キ

ョウコです。今日は、日本語で話すということで大変緊張して

おります。よろしくお願いします。今日の午前中は、皆さんの

お話を聞いたのですが、これからブラジル人としてのちょっと

違う感じ方からお話ししたいと思います。といいますのも、

1997年に私がブラジル、大泉、太田で調査した時には、おも

しろいことがありました。ちょうど一橋大学の大学院の方が、

私と同じような調査をしておりまして、ブラジル人の子どもたち

に、彼女は私と同じような内容を日本語で質問して、私は彼

女と同じような内容をポルトガル語で質問いたしました。質問

した内容は同じようなことだったのですが、驚くべきことに、返

って来た答えは彼女に返ってきたものと私に返ってきたもの

は全然違うという結果が出ました。そういった経験から、私が、

今日お話しすることは、みなさんが思われていることと、ちょっ

と違うんじゃないかなと思っています。 

 

＜日系ブラジル人の子どもたち＞ 

 それでは先に、少しブラジル人の子どもたちのことを知って

もらおうかなと思います。ブラジルは、つい最近まで多文化民

族の国と言われておりました。いろいろな人がいます。日本

人の移民が始まったのは1908年なので、もうすぐ、100年とい

うことで、日本人でも、もう五世の世代まできています。イタリ

ア人たちはもっと古い歴史をもっていますし、スペイン人もも

っと古い歴史をもっています。100年の歴史を超える人々もた

くさんいます。もちろん、ハーフの子どもたちもたくさんいます。

日系社会の中でもまだ勤勉だとかを守っている人もいますが、

日系の中でも、もう五世ぐらいまでくると、自分が何県出身な

のかもわからない人たちもいます。あるいは、自分が日系で

あるかどうかもわからない人たちがたくさんいます。それで多

文化と言われています。ブラジル人の子どもたちはそういっ

た環境で生まれて育っているわけです。 

 ブラジルといっても大きいわけですが、各市にも大きな差が

あって、南の方のパラナとかリオグランデドスルとかいったとこ

ろにはヨーロッパ系の人々もたくさんいて、まだ自分たちの文

化を守っていてというところもあります。サンパウロ市はブラジ

ルで一番大きな市で、経済的にも国全体を守っているという

感じがあります。東京と同じような感じです。広さではなく人

口とか、経済的な機能といったところは東京と同じです。そし

て、サンパウロにはいろいろな国の人が住んでいます。もち

ろん、いろいろな文化を持った人々が一緒に暮らしていると

いうわけです。そして、最近では、ラテンアメリカの人々が、た

くさん入ってきているので、サンパウロの街の文化もずいぶん

多様化してきています。 

 では、ブラジルに住む日系人の子どもたちの様子ですが、

ブラジルのサンパウロの日系人の人口は、約150万人だと言

われています。これは、ブラジル人口の約0.7％ですから、日

系社会の中では、子どもたちのことが最近話題になっていま

すが、ブラジル社会では、まだまだこれからといったところで

す。1990年ごろから大学などで研究している人もいますが、

ブラジル社会では、まだまだ話題になっていないといいます

か、全然知られていなくて、つい最近少し取り上げられるよう

になった程度です。残念ながら、テレビなどで、最近になって、

青少年の犯罪などが少し取り上げられて、こういうことが起こ

っているんだと認識されるようになりました。 
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ブラジルに住む日系の子どもというのは、やっぱりブラジル

人とはちょっと違ったところがあります。少しは日本の文化の

ことを知っている。それから、おじいさんの代からハーフであ

るという子どもたちは、ほとんど日本人の顔をしていません。

そういった子どもがたくさんいるのですが、まだ私のような日

本人らしい顔をしている人もいる。日本人の顔をした人たち

が道を歩いていると、日本人と言われます。ドイツ人も同じよ

うに、ドイツ人のような顔をしていると、ドイツ人とみなされます。

あんまりブラジル人らしい顔をしてないと、日本人、ドイツ人と

言われるので、自分は日本人かなと認識しています。そして

二世、三世の大人たちは、自分は完全に日本人だと思って

いる人もいます。そういう人たちが日本に来ると、急にブラジ

ル人とか外国人と呼ばれて、今までの自分のアイデンティテ

ィは一体何だろうとなるわけです。 

 

＜ブラジル人の「文化」と「言葉」＞ 

 ブラジルという国は、地域の差がとても大きい国ですから、

それぞれの文化も違います。それからもう一つは、社会階級

の違いです。生活のレベルによっていろいろ違います。それ

は、日系人にかかわらず、社会階級が低い人は、話をしてい

ても、言葉の数が少ない。言葉ができないからこそ、何か自

分が表現したいことを表現できないときに、それを暴力にぶ

つけてしまったり、体で表現したりする。そして、概して、将来

のことを考えていない。将来のこと、明日のことを考えられる

のは、中流階級以上の人たちです。明日のために貯金したり、

将来のために保険をかけたりする。しかし、中流階級以下の

人は今日の生活のことを考える。今日のために働く。今日働

いたお金で今日の夕飯を買ったり、いろいろな買い物をした

りする。そして、ちょっと何か払わなければならなかったら、誰

かにお金を借りて、明日の仕事の分で、そのお金を返したり

する。生活の仕方が、上流階級の人たちとは違います。 

 私立の学校に行ったときに、よく感じるのは、中流階級以下

の人たちの方が、人と物を分けるのが上手だということです。

ものを簡単に貸し借りしたり、分かちあったりします。サンパウ

ロの学校の先生たちが、「この子は隣の子の鉛筆を盗んだ。」

とよく言うのですね。しかし、私たちがよく見てみると、その子

どもには盗んだという意識が全くない。低い社会階級の人た

ちは、一軒に、三つの家族とかが一緒に住むことがあります。

すると、これは自分のものとか、これは他人の物とかいう境が

ない。そこにあるものはみんなの物だから、もし鉛筆がなけれ

ば、あるところから探してきて使う。洗濯物なんかでも、同じ庭

に干すので、自分のものが乾いているかということではなく、

掛けてあるものの中から自分に合うものを取ってくる。その子

どもたちにとったら、隣の子の鉛筆を取って使っても、その子

にとっては別に盗んだという感覚は無い。だから、そういう文

化感覚の違いがあります。 

 それから、これはどの国の移民でも同じですが、イタリア人

でもドイツ人でもフランス人でもオランダ人でも同じだと思いま

すが、文化、言語以上にブラジル人になりたいという意識が

ある。だけど、一世の両親たちは、子どもたちとコミュニケーシ

ョンを取りたいから、日本語を覚えさせたいなど、そういう思い

がある。二世はいつも自分がブラジル人かブラジル人でない

かの狭間で戦っている。だから、いつも葛藤を感じている。だ

けど、三世になると、自分は完全に日本人ではないと認識し

ているので、興味が持てるようになる。では、そういう国で、ブ

ラジルの文化はどういうものかというと、よく「文化の違い」と言

いますが、私もブラジル文化ってなんなのかなと思います。じ

ゃあ、ブラジルの文化というのはあるのかなあと考えると、少し

はあります。たとえば、カーニバルとか、クリスマスとか。カトリ

ックじゃなくても皆がクリスマスを祝う。皆がカトリックではない。

宗教だけでも数え切れないほどある国です。でも、いろいろ

な国の人たちが自分の文化を守って、それぞれの文化を継

承しながら、また、周りの人たちの他の文化も覚えていく。そう

いった生活をブラジルではしていると思います。ですから、ブ

ラジル人は、日系人ではなくても、ドイツ人やイタリア人でも、

たとえば、週に1回はお寿司を食べるし、スパゲティも食べる

し、お刺身も食べるし、ピザも食べる。というわけで、食べ物

の話になってしまいますが、自分はいつもいろいろこういうよ

うにやってきたけれども、他の人のものを見て、これもいいな

と思えば取り込む。だから、ブラジルの文化というのは、そのミ

ックスじゃないかなと思います。いろいろなことを取り入れる。

だから違う人たちがたくさんいるんじゃないかなと思います。

でもそれはみんなブラジル人、どんな顔をしていてもブラジル

人です。だから、よくブラジルは、国のことを宣伝するときに、

よく、“Pais de Todos”（みんなの国）と言ったりします。どんな

人でも、ブラジル人ということになっています。各国の人たち
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が自分のやり方でやっているので、自分と違うやり方に、触れ

たり、聞いたりすることが、多い。そして違う文化も本当に受け

入れているなあという感じがします。その中で、どれとも違っ

た新しい文化も生まれてくる。つい15年くらい前までは、黒人

の文化を学びましょうとか、アジアの人たちの文化を学びまし

ょうとか、そういうことがあったわけですが。もちろん、アジアと

言っても、中国人、韓国人、日本人みんな違うわけですよね。

そして黒人たちも、同じアフリカでも各国の人たちがそれぞれ

違う国の文化を持っている。でもだからこそ、ブラジルでしか

見られない文化が生まれてくる。例えば、カポエイラ。カポエ

イラは一つの国から来ました。ブラジルではビリンバウという

楽器を弾いて、カポエイラを踊る。ビリンバウは違う国からきて

いる。だけど、ビリンバウを弾いてカポエイラを踊るのは、ブラ

ジル人しかない。日本の文化とブラジルの文化がミックスして、

出来上がった文化というのは考えてみてもあまり思い浮かば

ないのですが。それと、日系の人たちというのは孤立とはい

かないまでも、自分たちのグループを作っている。この頃、若

い人たちの間でも、少しずつ、たとえば、黒人の人たちとか非

日系の人たちに、和太鼓がブームとなって、日本の民謡とか、

沖縄の音楽を弾く黒人たちが、見られるようになってきていま

す。ただ、それはミックスではなく、違う人たちが和太鼓を弾

いているということなのですが。 

 そして、少し最近、私が関わっているサンパウロ大学の学会

で、インターナショナルイミグレーションの学会では、もちろん

日本の出稼ぎの研究をしている人が私以外にもいるのです

が、ブラジルからのアメリカへの出稼ぎが話題になっています。

たとえば、ブラジルからパラグアイに渡った人たちがどんな生

活をしているのか、ほかにもヨーロッパに渡った人たちはどん

な生活をしているのか。それから、帰ってきたときはどんな生

活をしているのか、それから、もう一つ大きな問題となってい

るのはサンパウロ市内での不法滞在者の問題で、ボリビアと

か、ペルー、アルゼンチンとかから来て、不法でサンパウロに

住んでいる人たちのことです。なかなかひどい生活をしてい

て、子どもたちも学校に行きたがらない。ポルトガル語も覚え

ようとしないし、病院に行こうといっても証明書を持っていない

から行きたがらないということで、そういう人たちの健康問題を

どうしようかとかですね。結局は、お医者さんたちが皆でボラ

ンティアとして行って、それでも行くと逃げて隠れてしまう。だ

から、たとえば、後で食べ物を与えるとか、洋服を与えますと

か言って、出てきた人たちを治療しようといった活動している

人たちもいます。今はだいぶ収まりましたが難しいことなので

す。 

言葉も、もちろん必要だということを知っているのです。そ

していつかは覚えなければならないということを知っているの

ですが、言葉はその人たちにとっては唯一の文化。その言葉

を無くしてしまったら困ると思って、マイノリティーの人たちは、

自分たちのものを守ろうとするわけです。そしてポルトガル語

を覚えてしまったら、普通のブラジル人になってしまうというよ

うな考えを持っていて、それは嫌だと思うのです。私の友達

で、アメリカに住むブラジル人ということで博士号を取った人

がいます。彼女の娘は12歳の時に、アメリカ人っぽくなってし

まったから、帰国したという話を聞きました。アメリカ人にはな

ってほしくないということを彼女の口から聞きましたが、そうい

うことがサンパウロ市内でも起こっている。私が見てきたのは

愛知県の一部の町ではありますが、そこでもそういったケース

が見られると思うのですね。たくさんのブラジル人は日本語を

覚えなければいけないといことを知っている。日本語がなけ

れば生活できないということも知っているのですが、でも子ど

もが日本語を覚えてしまったら、自分や親とのコミュニケーシ

ョンが無くなってしまうし、アイデンティティも無くなってしまうよ

うな気がして、なんか日本人っぽくなっちゃったら嫌だなと思

っている親がたくさんいます。 

 そこでサンパウロで考えたのは、親を説得することはなかな

か難しいので、ボランティアの人たちが集まって、ブラジル人

の子どもたちが遊ぶ場所を作らないかということになりました。

ボリビア人は市内で約6万人と言われていて、一番多いです。

はっきりした数はわかりませんが一番多いです。ボリビア人の

子どもたちは、ブラジル人はこうだとかああだとかいろいろ思

っているわけです。でもやっぱり遊びたいので、遊ぶ場所を

提供すれば、おもちゃなどで遊びたいという思いが出てくる

わけですね。そこにブラジル人の子どもたちをたくさん入れて

おく。そうすると、自然にボリビア人の子どもたちがポルトガル

語を覚えていく。それに、遊んでいるうちに、ボリビア人の子

どもたちが自然にポルトガル語を覚えたいというモチベーショ

ンがあがってくる。そのモチベーションがあるときに、本当に

学べるのではないかと私は思います。強制的に「覚えなさい。
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覚えなさい。」と言っても、何ヶ月たっても覚えられないので

す。そこで私が感じたのは、ポルトガル語とスペイン語でも、

大きな壁がありますが、しかし、ポルトガル語と日本語の壁と

いうのは表せないくらい大きなものだということです。それでも

やっぱり、ボリビア人はボリビア人で自分の言葉や文化を守り

たいと思う。スペイン語でも分からない。やっぱり私でもスペイ

ン語をものすごく早くしゃべられたらわからないわけですが、

でもゆっくり喋ってくれたら結構よく分かる。それでもスペイン

語を話す子どもたちは学校に行ったら、やっぱり言葉が分か

らないから授業に入っても、ついていけないということを言っ

たりします。そのそういった遊び場から、最近はようやく結構

多くの子どもたちが学校に行くようになりました。あんまり強制

的にやったら、暴力だと思うのですが、強制的に8ヵ月とか1

年とかやっても覚えられないのだから、どうせなら3ヵ月ぐらい

仲良く遊んで気持ちよく言葉を覚えて、子どもたちが本当に

勉強したいなあと思う時に学校に入れるのが一番ではないか

と思っています。今では、多くの子どもたちが自分の住んで

いるところの近くの学校に通っています。先生たちの受け入

れについてはいろいろ問題があると思います。ほかにもいろ

いろなお話があるのですが、話をここでちょっと変えさせてい

ただきます。ですから、一番大切なのは子どもたちが興味を

もって本当に勉強したい。やりたいと思ったときに教えてくれ

る人がいれば、いいのではないかなと思います。子どもたち

がやりたいと言ったら親もわりと反対しません。 

  

＜調査から分かったこと、感じた課題や困難＞ 

 日本に暮らすブラジル人に対しては、2003年に私が3ヵ月

間名古屋に住んで調査をしました。ブラジル人の子どもたち

に関してはいろいろなブラジル人学校に行きました。名古屋、

半田、それから、刈谷、豊田。今回は知立にも行ってきました。

それから、神戸、京都などのNPOの活動なんかも見てきて、

その子どもたちの声もたくさん聞いてきました。その中で一つ

大きな問題だと感じたのは、国籍を持っていない子どもたち

のことです。誰の責任でもないということになってしまうのです

が。先ほどの発表中にもありました。日本の学校でとか母語

の話とか教育とか、アイデンティティの話とかあるわけですが。

つい最近日本の偉い方に聞いたのですが、「僕たちは何もし

ようと思っていませんよ。」ということを伺いました。「ブラジル

人の子どもたちの教育の問題はブラジルの責任ですから。」

とはっきり言われました。そのとき「ああ、そうなんだ。」と思っ

たのです。今度はブラジル政府にその話をすると、日系の問

題はさっき言いましたように、日系の人口が0.7％ですから、

その中でも出稼ぎの問題に関わっている人となると、30％ぐ

らいでしょうか。でも、「子どもたちはこういう権利を持っている

んじゃないですか。」という話をすると、「まあ、持っているんだ

けど、この子どもたちはブラジル人ではないからね。」という答

えが返ってきます。ですから国籍の問題も早く解決しなけれ

ばならないのではないかと私は思います。この子どもたちは

日本人なのか、またはブラジル人なのか、日本人ではない。

じゃあ、ブラジルでこの子どもたちをブラジル人として認める

か。それが一番大切な問題だと思うのですね。子どもたちは

好んで今の状況に置かれているのではない。子どもたちが来

たくて来るのではなくて、親に連れられて日本に来る。帰国し

たくて、帰国するのではなくて、親に連れられて帰る。結構、

中には騒ぐ子どもたちもいるのですが、結局は親の意思に従

わざるを得ない。そしてたくさんの子どもたちが、ブラジルで

少し過ごし、日本で過ごし、そしてまたブラジルで少し過ごし

ています。町を転々と回ったりしています。そういうことがたく

さん起きてくると、やっぱり、一つの学校で勉強するというの

がだんだん難しくなってくる。厳しい状況に置かれているとい

うのは、子どもたちもよくわかっていて、たとえば15歳ぐらいの

少年に聞くともう夢も持っていない。それが一つ少し寂しいこ

とだと思うのですが、たとえばブラジルだけで育った子どもは

15歳、16歳というと、もう夢をたくさん持っているのではないか

なあと私は感じます。あんまり現実を考えていなくて、そして、

こっちの子どもたちは自分の現実を知っていて、夢を持って

いない。かわいそうだと思うのですが。かわいそうではなくて、

私はかわいそうという言葉をなるべく使いたくないのですが、

子どもたちもかわいそうという言葉を嫌いますからね。「僕た

ちはかわいそうではないんだから、馬鹿にしないで。」と言い

ます。ですから、本当に子どもたちはかわいそうではなくて、

状況が良くないなあと私は思います。そして、この人たちは帰

っても同じなのですね。なかなか、帰っても、ブラジルに適応

していけない。なかなかブラジルの生活には慣れません。 

これは、愛知県と静岡県で行った調査なのですが、ブラジ

ル人が一番先に言うのは、ほとんどの子どもたちが一度は日
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本の学校に通おうとした。ブラジルから来た時、親も子どもも

始めに考えるのは、日本語の日本の学校に通うということで

す。しかし、少し通ってみると子どもが辞めたくなってしまった

のか、または、そういった学校にブラジル人の子どもたちを受

け入れる環境がなくて排除されてしまったのか、やめてしまう

ことがあります。これは日本だけではなくて、たとえばアメリカ

では、ラテンアメリカの子どもたちに対して、バイリンガル教育

を結構しっかりやっています。私の友達なんかも言っている

のは、英語を覚えるより先にスペイン語を覚えてしまったとか。

結局、英語を強制的に教えようという体制がないので、先に

スペイン語を覚えてしまったり、違う国のほかの子どもたちが

ポルトガル語を覚えてしまったりする。 

 では、この子どもたちになぜ日本の学校を辞めてしまった

のかと聞くと、55％の子どもたちがいじめにあったという答え

をする。それから昨日も少しお話ししましたが、本当に子ども

たちが、いじめにあったのかと聞かれる。それとも、いじめに

あった子どもたちが被害妄想なのか。たとえば、もういじめら

れるという意識を持って学校に行くので、ちょっとしたことがあ

っても、もういじめられたと思ってしまう。でも、私がインタビュ

ーした子どもたちの中では確実にいじめにあったのではない

かなと思っています。そして、私が聞いたなかでもうこれは許

せないと思ったのは、先生が子どもをいじめるというケースで

す。このような大人が子どもをいじめるというケースは絶対に

許せないなあと思います。子ども同士のけんかは、被害者に

もいろいろな問題があるかなと思いますし、加害者にもいろ

いろな問題があると思いますが、それはもっとよく話を聞いて

考えて、あげなければならないなあと思います。いじめている

方もけっして気持ちよくないと思いますし、もちろんいじめら

れているほうもそうではないと思います。だから、この子どもた

ちはたとえば、ほうきで殴られたとか、階段から突き落とされ

たとか言って、子どもたちは部活と掃除の時間を一番恐れて

います。ちょうど部活と掃除の時間が、一番いじめられるチャ

ンスが多いところだと言います。殴られたりしなかった他の子

どもたちの中には、「ブタジル人ブタジル人」と言われたりとか。

こっちのほうではあんまりそういうことは言わないと言うことでし

たが、愛知の方では結構｢ブタジル人｣という言葉が流行って

いるというか、よくそういっていじめられることがあります。 

それからもう一つは、学校を辞める理由はやっぱり言葉が

分からない。どうしても、日本語を覚えられないですね。私が

聞いたのは、ポルトガル語のできる日本人で愛知県の保育

園の園長さんの話ですが、彼女は1年間ブラジルでポルトガ

ル語を勉強しましましたが、1年間でポルトガル語ができるよう

になるわけではないという話でした。日本語も同じです。私な

んかがポルトガル語で論文を書いても必ず間違いがでてくる

訳ですから、本当にポルトガル語で文章を書くのは難しいこ

とだと思っているのですが、もちろん日本語も難しい。漢字な

んかでも点が一つなかったら間違いですよね。だから子ども

にとって日本語を習得するというのは、本当に難しいことだと

思います。それから科目についていけない。そして、転校、

帰国、引越しを繰り返すので、一つの学校にとどまれない。

それから、やっと日本語を覚え、日本人らしくなってくると、ぱ

っと学校を辞めさせる親がいるのですね。日本人らしくなって

きた、などという理由です。では、ポルトガル語を忘れないよう

に、じゃあブラジルの学校、ブラジル人学校へ通わせるかと

いったら、必ずしもブラジル人学校に通わせるわけではありま

せん。 

それからもう一つは、人間関係です。先ほど学生さんたち

が何度も言っていましたが、ブラジル人と日本人では、やり方

というか感覚が違うのだと思います。それをちゃんと説明して

あげている人たちがいない。日本人の優しさの表現の仕方、

ブラジル人の優しさの表現の仕方が違うということを説明する

人がいない。日本人とブラジル人では、表現の仕方が違うと

いうことが、ブラジル人たちにはきちんと伝わってない。だか

らブラジル人たちが、「ああ、冷たい」とか、「意地が悪い。」と

か感じてしまうのではないかと思います。 

そして、ブラジル人学校に行かない理由は、月謝が高いと

か遠いとかです。日本にはブラジル人学校が、実際100校く

らいあるのですが、その大半が高い月謝で、残念ながらきち

んとした教育をしていない。ブラジル人学校に通って頑張っ

ていた子どもたちも、ブラジルに帰国したら全然ついていけ

ません。じゃあ、どうしてブラジル人学校に行くのかというと、

それは日本人学校に行けなかったらとか、行かれなくなって

しまったからとかいうのです。そして、よく取り上げられるのは、

親が子どもの教育に対して無関心とか全然考えていないとか、

そういうことですよね。それは、子どもが一人という場合が少

なくて、だいたい二人とか三人とかいますよね。それでブラジ
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ル人学校にやろうとすると、だいたい月に5万円ぐらいかかる。

二人では10万円。三人いれば15万円かかってしまう。そうす

ると、お母さんが働いたほとんどのお金を学校に費やすこと

になる。そういったお母さんたちに対して、教育に興味がな

いのが原因だと言えるのかなと思います。 

そして、学校と保護者の関係。もちろん、日本とブラジルの

学校のシステムは違うので、お母さんが学校に文句を言いに

行ってもよくわからないとか伝わらないとかいうことがあります。

そして誤解。例えば家庭訪問でも、ブラジル人のお母さんた

ちは、先生が来ると言えば、コーヒーを作って、ケーキを作っ

て待っているわけです。しかし、先生が来ても、「玄関で結構

です」と言って家に入らない。そうすると、やっぱりうちの子は

嫌われていると思うわけです。そうすると、もうこの先生が嫌だ

とかもうこの学校嫌いとかなってしまうわけです。本当に些細

なことなのですが。きちんと話しておかないと誤解を招くという

ことです。まあそういったことが重なって、結局、ブラジル人学

校を選ぶというわけです。 

そしてカルチャーショック。親は「いつか帰国するから。」と

よく言うわけです。しかし、ご両親たちは結局帰国しないので

はないかと思います。ブラジルに帰っても子どもも学校に慣

れないし、親も仕事がない。しかし、今後どうするのかいつま

でもわからないまま、ずるずるやっていたら、よくないのでは

ないかと思います。日本人がブラジルに移民したときも、戦前

に移民した人たちはみんな出稼ぎです。お金を貯めたら日

本へ帰る。だから、子どもたちもブラジルの学校に通わせな

い。それから、ポルトガル語もそんなに勉強させない。いつか

日本に帰るから日本語をきちんと勉強していなければならな

いと言っていました。ブラジルではよく、日本人が3人集まると

会ができると言いますが、その会の中で誰かが日本語を教え

る。私が小さいときにはたくさんそういった会が残っていて、

日本人会の中の日本語学校がありました。その先生たちも、

今こちらでやっているようなことと同じことで、日本から先生方

をブラジルに呼び寄せるなんていう余裕が全然無くて、例え

ば方言の非常に強い先生たちが、そのままその日本語を子

どもたちに教えて、子どもたちがみんなその方言でしゃべるよ

うなケースが多くみられました。現在の日本のブラジル人学

校も、認可されているとか、認可されていないとか先ほど言っ

ていましたが、認可されていても、本当に認可されているの

かなあというようなケースがよくみられます。認可されていない

塾のような小さな学校はみんなそうですよね。例えば、教師

の中でも、自分はポルトガル語をしゃべれるから、そのままポ

ルトガル語の先生になってしまっているようなケースもありま

す。 

それから、両親が働いているため、話し相手になってあげ

る大人がいない。極端なケースでは豊田で７歳の子どもが、

ポツンとしていて、「どうしたの？」と聞くと、「ママが恋しい。」

と言いました。そして、私が「ママと一緒に住んでいない

の？」と聞くと、その子は「一緒に住んでるけど、もう3日も顔を

見ていない。」と答えました。ですから、そういった子どもたち

がたくさんいて、本当に愛情不足というか、みなさんも経験し

たかもしれませんが、私が行くと、飛びついたり、ひっぱった

りして。とにかく、しゃべりたいと言って、寄って来るわけです。

私が調査をしたときも、そんな小さい子どもからはデータを取

りませんでしたが、だいたい10歳以上の子どもたちから話を

聞こうと思って入ったとき、インタビューしていなくても、どんど

んどんどん子どもたちから話してくれる。ブラジルでは、女性

のことを“Tia”（おばさん）と呼ぶわけですが、子どもたちが寄

ってきて、「Tia、私が話していい？」「私が話してもいいか

な。」と、子どもたちからどんどん話を聞くことができました。で

すから、私は「私も話を聞いてあげるけど、私が聞いたことも

全部答えてね。」というふうにしたりして調査したわけです。 

その中には、家庭環境の複雑な子もいました。特に離婚が

多いです。ブラジルでも離婚の数は多いですが、デカセギで

はとくに多いと感じました。50％以上と聞いたこともあります。

女性たちにその離婚の原因を聞きますと、一つは、ブラジル

では、共稼ぎで自分が働いていると、お手伝いさんたちが炊

事洗濯掃除をします。しかし、日本では仕事をして疲れて帰

ってきたのに、自分一人で掃除も洗濯も炊事もしなければな

らない。そうすると、いったいこの男は何をやっているのという

ふうになるわけです。ラテンアメリカの男性は、掃除や洗濯、

炊事をするかと聞くと、「しますよ。」とか、「僕は毎日掃除しま

すよ。」と言います。2週間に1回の洗濯もしていないので、

「するよ。するよ。」と言うだけで、洗濯物がたまっていくと、もう

女性が仕方なく洗ってしまう。アイロンも「僕ちょっと苦手なん

で。」とか言って、奥さんがやる。そして、ご飯の支度は結構

男性がする場合が多いのですが、中にはものすごく下手な
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人がいて、「パパの作ったものは、食べられないよ。」とか子ど

もにいわれて、結局は女性がすべてしてしまう。そして、外で

も家の中でも働かなければいけない女性は、結構圧迫され

てしまって、その状況を子どもは見ているわけですが、それ

が、家庭内暴力につながってしまったりする。または、旦那と

ケンカしてしまったときに、子どもについ手が出てしまう。子ど

ももなぜ自分が殴られているのかわからず、お母さんの機嫌

が悪かったのかなあとか思っている子どももたくさんいる。 

それともう一つは、刺激不足。家でもあまり遊ばないし、学

校でもあまり遊ぶチャンスがないので、人と話す機会がない。

今回、知立に行ってきたのですが、知立団地の子どもたちに、

例えば、「おもちゃ持っている？」と聞くと、ほとんどの子ども

がおもちゃを持っているわけですが、持っているものを聞くと、

ほとんどがテレビゲームです。「お人形さんは？」とか、「他の

ゲームは？」とか聞くとほとんどの子どもは、テレビゲーム以

外のおもちゃを持っていない。一人の女の子が「おばちゃん、

私はこのくらいの人形持っているよ。」とかいうのですが、「そ

れだけ？」というと、「それだけ。」とかいうわけです。ですから、

ほとんどの子どもたちが、他の子どもと一緒に遊ぶという経験

をしない。子どもにとって遊ぶということはすごく大切なことだ

と思うのですが、例えば、ブラジル人学校に私が行って、「学

校の中で遊ぶ時間も設けてください。」なんていうと、「親は高

いお金を払っているのに学校の中で遊ぶ時間なんて作った

ら、文句が出ますよ。」とかいうわけです。「高いお金払ってい

るのに、何をやっているのですか？遊んでいるのですか？と

怒鳴り込んできますよ。」というわけです。私も親にチャンスが

あるたびに言うのですが、遊ぶことはものすごく大事で、絶対

に無駄なことではない。 

そしてもう一つ、恐ろしいことはブラジル社会に戻っても、

ブラジルの社会に入っていけないことです。日本でも入って

いけないし、ブラジルでも入っていけない。特に愛知、保見

団地の人なんかはポルトガル語だけで生活できますから、10

年たっても15年たっても日本の社会に入っていけない。そう

いう状況で生きている人もいます。語学相談員や通訳の人が

たくさんついてくれるのは、ものすごく嬉しいことだと思うので

すが、しかし、私たちがブラジルでよく話すことなのですが、

ブラジル人というのは、例えば試験があれば勉強するけど試

験がなければ勉強しない。必要があれば勉強するけど必要

がなければ全然やらないわけです。だから、たくさんの人は

言葉がしゃべれなくても、結構うまくいくんだと思ってしまって

いるから、全然言葉を覚えようとしない。だから、保見団地で

は、お医者さんに行こうというときに、「お医者さんに自分だけ

で行ってみたら。」と言うと、でも「しゃべれないから」と言いま

す。「でも、しゃべってみたら。」と言うと、「通訳をつれてこ

い。」とか、そんなふうに大きなことを言っているわけです。で

すから、いつも通訳が、付いていっていいのかなあと思ってし

まいます。 

 もう一つ、大切なことは、一番始めにデカセギに来た人たち

は、日本でお金を儲けて、すぐに帰ろうと思っていました。初

めて来る人たちはお金を儲けようと思っているわけですが、リ

ピーターは良い生活をしようと思って日本に来る。そうすると、

リピーターはお金で買えるものに対しては大変豊かになりま

したが、あとのことに対しては貧しくなっている。例えば、何に

なりたいとか、何をしたいとか、そういうことは全くない。例え

ば、新しい自動車が欲しいとか、洗濯機が欲しいとか、携帯

電話が欲しいとか、テレビが欲しいとかいうことはよく言うわけ

です。 

 そして犯罪について。子どもたちはとにかく自分の存在を

認めて欲しいと思っているわけです。ただ外国人というので

はなく、自分という存在を認めて欲しい。ですから、非行に走

る。すると、「誰々はこういうことをした。」と言われ、犯罪者とし

てはきちんと認められる。多くの子どもたちはそのために、罪

を犯してしまうのではないかな、注目を集めるためにやってし

まうのではないかなと思います。 

日本の学校をきちんと卒業できない。中学校を出ても、高

校にはなかなか入れず、大学にも入れない。中にはきちんと

大学まで出ていますが、数は多くない。大半の人はうまくでき

ないというわけです。そして、ブラジル人学校を卒業した人は

日本語ができない。日本ではブラジル人学校はきちんと認め

られていないところもありますから、日本で生活する場合は、

学歴がない人、学問のない人とみなされます。今度は新しい

世代の子どもたちが、親のやってきたデカセギの仕事をして

いくのではないかと私は思っています。ですから、共生してい

ても、日本社会に入り込んで行くことはできない。それは帰国

しても同じです。 

そして、アイデンティティの問題は、先ほども少しお話しし
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ましたが、自分と違う文化を持っている人たちの中に入る時

には、大変なストレスを感じることになります。なぜなら、それ

は自分の中である部分はブラジル人で、そしてある部分では

日本人なわけで、その両方を保っていくことが大変難しいの

です。 

私が思うに、日本人は支援とか、よくそういうふうに言いま

すが、結局は日本に同化させること、日本人らしくして、日本

語を話すことを求めている。ですから、先ほどのピアスの話も

そうですが、ブラジルではお母さんが、もしお腹の赤ちゃんが

女の子と分かっていれば、ピアスを持って病院に行く。そして

生まれてすぐに、お医者さんがピアスを付けてくれるのです

から、ピアスを取った子どもたちは、まるで裸でいるみたいと

話すわけです。私もそういった話をたくさん聞いてきました。

ですから、そのピアスを取ってしまうことは、たとえ子どもがオ

ッケーと言ったとしても、子どものアイデンティティを守ってい

ることにはならないのではないかと思います。どの国からの移

民でもそうですが、その葛藤は大きく、それを言葉で表せず、

それが暴力にいってしまうというのが一つの原因だと思いま

す。 

ではここで、ビデオを見てください。 

 

（映像） 

 

この人は日本で大学に行けた人です。彼女が話すには、

日本では小学校にあがったときからストレスを感じていた。体

の傷は消えるのですが、心の傷は今でも残っている。日本の

人から言われた些細な一つ一つの言葉は、まだ心に残って

いて、人から何を言われて、心では反抗していても、いつも

にこにこしていい子にしているという性格が残ってしまって、

今でも人を本当に信じることができないというのです。それで

も、彼女はきちんと結構いい大学に進学して通っています。

でも、こういった人たちでも、心の傷は持っているわけで、20

歳を越えても、もう人を信じることができないというのは本当に

寂しいことだと思います。 

 帰国してからの子どもたちについては、昨日お話ししました

ので、省略させていただきます。 

 今のブラジル人は、外国から入ってきたものは何でも良いと

考えていて、ブラジルのものは自分で自分をけなします。だ

から、「ブラジルの政府はだめだ」とか言うわけです。そして、

国際的に通用しないものは、何でもダメだとみなされている

傾向があります。見える文化はすぐに身につけられるわけで

すが、私は見えない文化が大切だと思っています。例えば、

考え方や表現の仕方、言葉。これはなかなかつかみにくいも

のです。 

 

＜日本で暮らす子どもたちのために＞ 

最後に、日本で暮らす子どもたちに何ができるかということ

です。いろいろ書いてあると思うのですが、私が思うに、どうし

たら子どもたちのマイナスをプラスに持っていけるかということ

が大切だと思います。一つは例えば多文化。本当に多文化

というなら、多文化を持っている子どもたちと本当の意味で付

き合ってみるのがいいと思います。 

それから一人のブラジル人を見たときに、この人がブラジ

ル人だと思わずに、例えばたくさんのブラジル人を連れてき

て、同じブラジル人でも同じことをやらせたら、それぞれの子

どもが違うやり方でやる。ブラジルでよく言うのですが、日本

人の幼稚園や小学生の子どもでも絵を書いたら、みんな同じ

絵のような感じがします。時々、日本人の子どもの絵を見る機

会がありますが、同じクラスの子どもの絵は、みんな同じような

絵です。先生も子どもたちに対して、「空は青でしょとか、海

は青でしょ。」とか言うわけです。例えば、空は青と決められ

ていて、日本人の子どもが描くと青い海とか青い空とかきれ

いに描くわけですよ。しかし、ブラジル人の子どもたちは、空

は白いときもあるし、赤いときもあります。グレーでばーっと塗

る子がいたりします。そうすると「今日は雨が降るぞ。」とか言

うわけですが、しかしそれは決して間違っていると思わない。

私たちがブラジルで子どもを育てる時には、どっちが違うとか

どっちが悪いとかではない。ただ違う。そしてどっちがいいか

は自分が決める。一人一人違うということを教えます。 

そしてもう一つ言っておきたいことは、日本語がよくできな

い子どもたちに対して、先生が「何とかちゃん、何とかやりまし

ょうね。」とか、そういった子ども扱いをしますが、これをブラジ

ル人の子どもたちはものすごく嫌います。完全に馬鹿にして

いるんじゃないかと思うわけです。言葉はできません。言葉は

できませんが、あとのほとんどのことはできます。ですから、か

わいそうな人間とか、できない人間とかではなく、ちゃんとし
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た一人の人間として、言葉は同じ言葉を話してないけれども、

あとのことはきちんと考えているんだから、そういういうふうに

育ててほしいと私は思います。 

それから、ブラジル人は思ったことをはっきり言います。人

間関係もわりと簡単に作る。ですから、そういったブラジル人

の子どもたちと日本人の子どもたちが遊ぶ機会がたくさんあ

ったらいいなと思います。今回、知立でもものすごくショックだ

ったのは、児童センターとか小学校で、先生が「母語は禁止」

と言うわけです。先生たちが禁止と言うと、あとの子どもたち

が見張っていて、もうお友達ではなくなってしまわけです。そ

して、母語を話すと、他の子どもたちが、「きみ、先生がダメっ

て言ったじゃない。」とか言うのです。しかし、しゃべれない子

どもに対して、1日黙っていろというのでしょうか。学校ではし

ゃべってはいけない、児童センターでもしゃべってはいけな

い。そうすると、まだ日本語ができないのに、母語をしゃべっ

てはいけない子は、どうすればいいのでしょうか。子どもは

「おばさん、ここでは何もできない。」と言います。ですから、

そういうことではなくて、例えば、もう少し大目に見てあげる。

もちろん授業中は、日本語でもポルトガル語でもおしゃべり

はいけないということはわかりますが、ポルトガル語をしゃべる

子どもがいる所では、少しぐらいしゃべったっていいじゃない

と思います。それで、向こうの先生が言うことには、「日本人が

ポルトガル語を覚えてしまうじゃないですか。」と。でもいいじ

ゃないですか。ブラジル人が日本語を覚えることはすごくい

いことだと思います。その反対に日本人がポルトガル語も覚

えてもいいと思うのです。ポルトガル語を覚えたって、まあ大

したことないかもしれませんが、本当にラテンアメリカの中でも、

ポルトガル語をしゃべるのはブラジルだけですし、ですから覚

えても意味のないことなのかもしれませんが、覚えても損もな

いじゃないですか。 

やっぱり、ブラジル人と付き合っていくのには友達になるの

が一番なんです。よく「商売は商売、友達は友達」なんて言

いますがそんなことはありません。友達だったら何でもうまく

行くのです。 

日本とブラジルの大きな違いで、ブラジル人がすごく緊張

してしまうと思うのは日本の縦社会。私なんかでも、すごく日

本の挨拶は下手なので、大学に行っても、お友達でも、小さ

な子どもでも挨拶は“Oi”（やあ）でおしまいです。でも日本に

来るときは、「今日はよろしくお願いします。」とか、「おはよう

ございます。」とか、挨拶の練習を一生懸命して来ますが、ブ

ラジル人は本当にそういうことしない。そして、私も例えば「ナ

カガワさん」と呼ばれると、すごくギャップを感じるのですが、

「キョウコ」と呼ばれると、すごく親しみを感じる。そして、ブラ

ジル人は親しみを感じた人に対してすごく心を開くということ

も、日本人の先生たちは知っておくといいんじゃないかなと

私は思います。例えば、ある先生は「この子は先生に対する

敬意がないのよ。」と言いました。そして、私が「どうして？」と

尋ねると、例えば「『おい、これもってきて。』とか、先生の私に

対して言うのですよ。」と怒るわけです。でも、私からしてみれ

ば、そういうことで、ブラジル人の子どもたちが敬意を示して

いないわけではないと思います。ブラジル人の子どもは、ほ

かの方法で敬意を示しています。例えば、先生をファースト

ネームで呼んだりします。「おい、水が欲しい。」と言ったから

って、敬意を示してないということではないのです。ですから、

そういうことが少なくなるように、ブラジル文化に対する情報を、

こっちの人たちにいろいろ教えてほしいと私は思います。 

私は昨日もブラジル人と話していましたが、時々ひどいこと

を聞かれることがあります。例えば私が97年に来た時には「ブ

ラジル人は木の上で眠っているって本当か？」など本当に失

礼なことを聞かれる。ですから、その時私の京都に住んでい

る友達が「本当よ。木の上で暮らしているんだけど、降りるとき

にはエレベーターで降りるわ。」なんて言ったりして。本当に

失礼なことを聞かれると馬鹿にされているように思うわけです。

それで、サンパウロの写真もみせたりすると、「これニューヨー

クでしょう。」とか言われたりします。そういう人がまだいるわけ

です。ですから、みんなにブラジルのことをもう少し知ってほ

しいなあと思います。テレビや雑誌なんかでも、ブラジルをと

りあげるときには、パンタナルとかアマゾンばかりではなくて、

サンパウロとかパラナのことをやってほしいなあと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 
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24/5/2007 1

多文化社会を担う
子どもたちのために

 24/5/2007 2

ブラジル人の子どもたち

ブラジルは 多民族国から多文化国へ変化

そんな国で 生まれ育つ

サンパウロには６５カ国の人々が共に生活してい
る

 

24/5/2007 3

ブラジルに住む
日系人の子どもたち

少しは日本文化も無意識に受けついでい
る

二世は日本に関心を持っているが、抵抗も
感じてる（どこの国の二世とも同じ）

三世は 日本人ではないことをはっきりと
意識している。だから興味だけもてる。

日本人と呼ばれ、扱われてる

 24/5/2007 4

ブラジル文化？

名国の人々が 自分の文化を守りほかの人たち
に普及している

ふだん違う文化と接する機会がよくある

違う文化も尊重し、受け入れる

そこで、どれともちがった新しい文化が生まれて
いる

 

24/5/2007 5

サンパウロに住むラテンアメリカ
の子どもたち

ボリビア、ペルー、チリ、アルゼンチン，パラグァ
イの人々(多くの人たちは不法滞在者）

言葉のかべ、ポルトガル語に抵抗

ブラジル社会でもない、出生地の社会でもない

子どもたちの興味、モティベーション

親の行動、希望、求める育て方

 24/5/2007 6

日本で暮らすブラジル人の子どもたち

私が聞いた声 （１３５人の子どもたち）

国籍も、権利ももたない

好んで今の状況におかれてるのではない

学問も将来も保証されない

きびしい現実、夢も希望もない

帰国しても同じ
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24/5/2007 7

愛知県、静岡県に住むブラジル人の子
どもたち

ほとんどの子どもたちが日本の学校へ行
こうとした

日本の学校：親の意見

DROP OUT?それとも排除？

 24/5/2007 8

日本の学校をやめた理由

いじめ（５５％がいじめにあった）

言葉がわからない

どうしてもついていけない

転校、引越し、いったん帰国

ポルトガル語を忘れないため

人間関係

 

24/5/2007 9

ブラジル人学校

行かない理由：高い、遠い

えらんだ理由：だいたいは日本の学校にい
られなかった、行きたくなかった

親と日本学校の関係

子どもと会話ができなくなるおそれ、カル
チャーショック

いつか帰国しようと考えている

 24/5/2007 10

子どもたちの環境

大人無しで育っている － 愛情、感心不足

離婚、親の新しい結婚、家庭内暴力

しげき不足 （あそび、言葉）－学校中止

日本社会でもない、ブラジル社会でもない －
範囲がせまい

バイリンガル？科目の内容

Shift To be －To have
犯罪 － 自分の存在がはっきりする

 

24/5/2007 11

未来

日本の学校：職業につきつ“らい、親とのコミュニ
ケーション、エスニック アイデンチィチィーをなく
す

ブラジル人学校：日本語ができない、日本では学
校と認めていない

学校へ通わなかった子どもたち：どちらからも認
められない

また外国人労働者で、必要でも望まれない存在
のNew generation
共に生きていても社会には入れない。

でも、帰国できる？  24/5/2007 12

アイデンチィチィー

生まれる前から環境にしたがって いろい
ろ決められている

カルチャーショック

ETHNOCENTRISM
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24/5/2007 13

ストレス

Intercultural – intergeracional -ストレス-毎日
自分自身と交渉

ミグレイション：受け入れる社会によってのストレ
ス

ストレスかいほう：言葉ができなければ暴力（体
で示す）

よぼう：サンパウロ大学

周りの期待
 24/5/2007 14  

24/5/2007 15

日本から帰国した子どもたち？

見えないこどもたち （一年にどのくらい？）

毎年のビザー発行：約５万

毎年数字での増加：約１万５０００人

日本で生まれる：約４千人

帰国者：３万８０００人ぐらい

子ども＋青少年：８千人ぐらい

 24/5/2007 16

“カエル” プロジェクト

どちらかを切り捨てる傾向

文化のちがいにとても敏感

自信が持てない、自発性（INICIATIVE）がない

正しい間違っているのか区別がつかない

“NO”と言えたら自立できるー交渉

SELFーESTEEM

 

24/5/2007 17

“カエル”プロジェクト

違うというのはいいとか悪いとかではない

両方を大切にする

好きなほうを選ぶ権利がある

日本での経験を無駄にしない

 24/5/2007 18

見える文化、見えない文化

ブラジルでは いくつもの言葉、文化を身につけ
るほど人間として何回りも大きくなると信じている

国際的に通用しない教育は意味がない

見える文化はすぐ覚えられる

見えない文化：考え方、感覚、言葉の感情的な
意味はつかめない
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24/5/2007 19

受け入れ

受け入れる方は、侵入と感じる

ブラジルの情報を持っている

人間関係は両方から

“いやだ”と言う権利がみとめられる

子どもの持っている特徴、性質を大切に

しなくてはならないものは説明し、交渉する

 24/5/2007 20

ブラジル人と共に

敬語を使うと落ち着かない

第一歩：“友達”（親しく）になる

子どもどうしで遊ぶ機会

淋しがりやなので、人の気をひこうとする

“かわいそう”ではない

正直に あつかう

無理のない人間関係

なにか目的などがなければ集まらない（宗教）

 



－421－ 

(4)第三部 望ましい多文化社会を求めて～会場討論～ 

 

 

 

司会:これより、第三部｢望ましい多文化社会を求めて｣を

始めたいと思います。 

ここからの進行は、ナビゲーターの猪狩伸平君、葛山紋子

さんにお願いします。それでは、よろしくお願いします。 

 

猪狩伸平:みなさんこんにちは。長らくお疲れ様でございま

す。これより、第三部に入らせていただきます。第三部の

ナビゲーターは私猪狩伸平と 

 

葛山紋子:葛山紋子です。よろしくお願いいたします。 

 

猪狩:さて、第一部は、主に国際理解教育について、報告

していただきました。特に、外語大生だからこそできること、

という視点から、東外大モデルの実践と展望を行ってもら

いました。第二部におきましては、学習支援を行っていく

上で、なぜ外国籍の子どもたちには、適応困難が多いの

かという学生の問いをもとに、いろいろ調査していただい

た内容を報告していただきました。第三部におきましては、

これらの議論を踏まえまして、全体討論を行いたいと思い

ます。先ほど、みなさんの活発な議論がありましたが、あの

ような場を期待しておりますので、どうぞよろしくお願いしま

す。第三部では、第一部・二部終了後に集めさせていた

だきました質問票をもとに、討論を進めさせていただきま

す。途中、みなさまの席上の方からも、付け足しで、質問

や今の発言について是非何か言いたいということがありま

したら、遠慮なくどんどん手を挙げていただいて結構です

ので、よろしくお願いします。また実際活動した学生のみ

なさんからも、こういう活動をした、という生の声を聞きたい

と思っておりますので、皆さんの方からも、ご意見ご感想を

いただきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

葛山:では、ここで前にいらっしゃる先生、学生のみなさま

を紹介したいと思います。まず正面、左側に座っていらっ

しゃるのが、佐藤公孝先生です。昨年までは川崎の東柿

生小学校において、国際理解教育の推進役でした。今年

度からは、川崎市の総合教育センターの指導主事でいら

っしゃいます。よろしくお願いします。そのお隣が、佐藤裕

之先生です。佐藤裕之先生は、今現在、佐藤公孝先生が

勤めていらっしゃる、総合教育センターの指導主事でいら

っしゃいました。現在は、川崎市立殿町小学校の教頭先

生でいらっしゃいます。この多文化コミュニティ教育支援室

がスタートしてからはもちろんのこと、当支援室が立ち上が

る以前から、本学の学生サークル、アミーゴスに多大なご

支援をいただきました。当支援室がここまで大きく活動を

展開するようになったのも、ひとえに佐藤裕之先生のおか

げと存じております。よろしくお願いいたします。その隣に

いらっしゃるのが、山西優二先生です。山西先生は、国際

理解教育の中でも、特に開発教育において、著名な方で

いらっしゃいます。よろしくお願いいたします。その隣にい

らっしゃるのが、先ほど講演をいただいた、キョウコ・ヤナギ

ダ・ナカガワ先生です。よろしくお願いします。その隣が、

ポルトガル語専攻 4 年萩原礼子さん、フランス語専攻 3 年

門脇弘典さん、日本語専攻 4 年黒野美香さんです。よろし

くお願いします。その隣が高野邦夫先生です。高野邦夫



－422－ 

先生は、本学のフィリピン語専攻の非常勤講師としてお勤

めです。また、今回のフォーラムに当たって、学生と向か

い合い、様々な意見を下さるアドバイザーとして活躍してく

ださいました。よろしくお願いいたします。そのお隣がポル

トガル語専攻 4 年渡邉桃子さんです。よろしくお願いいた

します。 

それでは、早速討論に入っていきたいと思います。まず、

第一部で取り上げられました、国際理解教育についての

質問です。まず一つ目は、運営に関しての質問をいただ

きました。｢学生メンバーの募集、勧誘や運営をどのように

行っているか、もう少し詳しく教えてください｣という質問を

いただきました。では萩原礼子さん、お願いいたします。 

 

萩原礼子:メンバーの募集、運営ということですが、メンバ

ーの募集は、まず、4 月に新入生が入学してきますと、多

文化コミュニティ教育支援室で行っている活動の紹介を兼

ねまして、説明会を開きます。そこで興味を持った学生が、

学生ボランティア登録用紙というものに、名前や連絡先を

書いて、支援室に提出します。すると、その時点で、メーリ

ングリストに加えられます。基本的には、そのメーリングリス

トを通して、｢こういう活動がありますがやりませんか｣という

かたちでメンバーを募集しています。また、先生方にお願

いをいたしまして、各授業の初めに広報活動を行う場合も

あります。 

 

葛山:ありがとうございました。それでは、次の質問に参りた

いと思います。｢実践事例やその反省、学んだことなどを、

どのようにメンバー内で共有されていますか｣という質問を

いただきました。では、先ほどと同じく萩原礼子さんと、実

際に活動していらっしゃいます門脇さん、お願いいたしま

す。 

 

門脇弘典:実践した事例とその反省を、どういう風に共有

するかということですね。まず、国際理解教育の運営の仕

方ということで、第一部の方でも紹介があったと思うのです

が、その中にミーティングというものがありました。そのミー

ティングというのは、全体の事務的な連絡のほかに、各班

の検討なども行っています。例えば、私がコーディネータ

ーを務めております、東柿生小学校の場合、第 1 学年から

第 6 学年まで、6 つのチームに分かれて活動しています。

各チームがそれぞれ実践案を作り、だいたい 1 回のミーテ

ィングで、二つほどの班の実践案を、集まったメンバー全

員にペーパーで渡して検討するということを行っています。

そこで出てきた疑問点、これは少し難しいのではといった

アドバイスをメンバーからもらって、それを修正し、さらに小

学校の先生方にも FAX 等で送って案を練り上げていく、と

いうことをしています。また、実践が終わったあとは報告書

を書き、プリントアウトして、ミーティングにおいてメンバー

全員で共有するようにしています。 

 

葛山:では、次の質問に参りたいと思います。｢メンバー間

の教育観、理念の差をどのようにすり合わせていくか｣とい

う質問をいただきました。この件に関して、実際に教育観、

理念のズレを感じたことがあるかどうか、その場合どのよう

に対処したかということに関して、お答えいただきたいと思

います。では、実際に活動に携わっている門脇さんにもう

一度お答えいただきたいと思います。 

 

門脇:メンバーでの価値観や理念のずれということですが、

まず、去年から活動をしている人と、今年から活動を始め

た人との間で、少しずれがあるなということを感じます。私

は去年も東柿生小学校で活動をして、今年も続けて活動

をしているんですが、現在東柿生小学校でボランティアと

して活動をしている学生は約20人になります。その中で去

年から活動しているのが、その半数かそれ以上なんです

が、やはり今年からメンバーとして入った人とは、慣れとい

う点でも違いますし、去年やってみて、国理解だけじゃな

い人理解を目指すべきだという意識も、一年間実践をして

いないと、気づきにくいところではありますので、やはり、旧

メンバーと新メンバーとの間でのずれというのはあります。

ただ、そういうものをちゃんと伝えていかなくてはいけない

というのは感じるところです。 

 

葛山:ありがとうございました。次に、また学生に対する質

問なんですけれども、｢クラスに外国籍の児童がいる場合、

その子を参加させるような国際理解プログラムを行ったこと
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はありますか。また、その子ども・保護者も共に活動するよ

うな活動をしたことはありますか｣という質問をいただきまし

た。この件に関して、会場の津久井さんお願いします。 

 

津久井優:活動の中で、授業の中に外国籍児童がいたこ

とがあるかということですよね。 

 

葛山:質問は、その外国籍児童を中心としたような授業を

行ったことがあるかどうかということです。 

 

津久井:私は、去年一度だけ、東柿生小学校で活動をした

んですけれども、そのときに、あるクラスにイギリス人のハ

ーフかどうかはわからないんですが、イギリス人の男の子

がいました。その子がいるということを、事前に知らなかっ

たので、その子中心とした授業をすることはしなかったん

ですけれども、その子はとても積極的な子で、授業の中で、

国籍とか外国人の両親がいるということを、隠さずに、自分

の体験を話してくれたりしたので、それはこちらにとっても、

よかったことだったと思います。ただ、それを中心に授業を

行ったということはありません。 

 

葛山:ありがとうございました。では、門脇さんお願いしま

す。 

 

門脇:今のことに付け足してもう一つお話しすると、私は去

年東柿生小学校で、先ほど模擬授業をしてくださった金

智恩さんたちとチームを組んで韓国についての授業をや

りました。第 2 学年 3 クラスを対象に行ったのですが、その

一つのクラスに韓国人の女の子が一人いたんです。韓国

人の女の子がいるのに、韓国の授業をするのはどうなんだ

ろうという風に、ちょっと疑問に思ったといいますか、ちょっ

と釈然としないというか、不安に思ったということもあるんで

すけれど、結局は、韓国人の女の子がいるということをあま

り意識せず、他の日本人の児童と同様に本当に全く変わ

りなく扱いました。ただ正確には、韓国出身ではないんで

すが、韓国人の女の子は、韓国語のことも多少知っていて、

授業中に他の子どもたちが知らないことを発言したりもして

いました。そのことは、学校の先生から見て、その韓国人

の女の子のことを、周りの子どもたちが尊敬の目で見るよう

になったという風におっしゃられていました。なので、あまり

取り立てて外国籍の子どもを中心とした授業というのは行

いませんでしたけれども、それでも結構いい結果が出たと

思っています。また、保護者の方を交えた授業をしたこと

があるかというご質問ですが、私の経験ではまだありませ

ん。ただ、一度やってみたいことだとは思っています。やは

り子どもたちだけではなくて、大人たちもまだまだ国際理

解教育を受ける余地があると考えています。私たちも活動

をしていて、国際理解教育を受ける側であるという風に感

じていますので、いつかはやってみたいことだなと考えて

います。 

 

猪狩:どうもありがとうございました。今のは、クラスに存在

する外国籍の児童が参加するような授業を作るべきかどう

かというような問いだったんですけれども、実際に今門脇さ

んがおっしゃってくださったように、実践をしていると、たま

に｢あ、今日は外国籍の子どもがいたんだ｣というような、迷

いというようなところまでは私たちは到達していると思うんで

すけれども、そのあとじゃあそれをどう生かしていくかという

ところでは、まだ確定していないところがありまして、その点

に対して、是非先生方から何かアドバイスのようなものをい

ただけたらと思います。 

 

佐藤裕之:外国籍の子どもがいるとき、まず、クラスの先生

が、その子どもをどれだけ理解しているのかなということが、

とても大事だろうなと思います。どうしても私たちは、外国

から来た子どもや保護者に対して、そっとしておいた方が

いいんじゃないかというようなかたちで、何年くらい前から

日本にいるのか、何年間くらいここにいるのか、それから言

葉はどうなのか、どういう生活をしているのか、そういうこと

を訊くということがタブーじゃないかのようなかたちを取るん

ですね。ところが、自分は教育センターにいたときには、敢

えてそのことを聞いて、それを学校に伝えました。そのこと

で、知っているからこそできることというのがあると思うんで

すね。たとえば、それを実はそっとしておいて欲しい、とい

う子どももいれば、積極的にそれを出したい、という保護者

もいたりするんです。ですから、そのへんを、まず学校の
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方で調べなくてはいけないんです。私、学校に戻ってきま

して、4月に外国籍調査というのがあるんですよ。担任がわ

からないんですよ。言葉がどうも中国系の言葉なんだけれ

ども、外国籍の子どもとして挙がってこない。担任に訊いて

もわからない。なぜ訊かないの、訊けない、ということなん

ですね。そして、今更もう訊けなくなる。訊いたら失礼じゃ

ないか、みたいなかたちがある。ところが、知らないと何も

できないということで、私は担任の方にはきちんと訊きなさ

いと言います。私が面接している中でも、一度として、そん

なこと訊かないでくれという顔をされたことはないです。ブ

ラジルから来た子ども、韓国から来た子ども、みんな自分

の国に自信を持って日本に来ているんですね。ですから、

そのことをまず念頭に置くことが大事だなと思います。その

上で何をするか。 

さっきの発表で、私の印象に残っているのが、どこどこ

の国では、というようなかたちで国でくくるような発表は避け

た、と言っています。クラスの中にその子がいても、その子

は決して、例えば、ブラジルだったらブラジル代表ではな

いわけなんですね。だからその人を際立たせてブラジルを

語らせようとか、ブラジルを理解させようとかいうことは、とて

も失礼な話だし、無理だと思うんです。私たちが外国に行

って、日本では、という風にはできないじゃないですか。だ

から私は、その国の子どもたちが来たときには、一緒に勉

強するという立場でやることは、とてもいいことかなと思いま

す。そして、一緒に勉強できるようなバックグラウンドをきち

んと持っているか、ということを理解した上で、そういう学習

を進めていくと、実は子どもがお母さんに今ブラジルの勉

強をしているんだけれども、こういうところがわからないから

教えてとか、ブラジルではどうだったのとかいうことで、自

分の隠していたいと思っていたことが、逆に開いて、そこな

らば、ぼくはお父さんから聞いてくるよ、お母さんから聞い

たよ、というようなかたちで、自分の立場がどんどん出てく

る。そういうような関係がいいのかなと思っています。 

それから、外国人の保護者の方は学校に居場所を求め

ている、活躍の場を求めているんですね。去年、京町小学

校でふれあい祭りをやったときに、ブラジルの料理をみん

なに振る舞おうというコーナーを作りました。なかなか保護

者の方は来られないんですね。忙しいから。それなのにそ

の日に限っては、校内のブラジル人の子どもの保護者が

たくさん来て、朝からずっと一生懸命準備をしていて、そ

の光景が非常に子どもたちによかったというか、あっこんな

料理を食べているんだとか、一生懸命協力してくれている

んだということが見られました。ですから、そういうような関

係作りの上で授業をしていくということは、非常に子どもた

ちも親も学校への距離が縮まって、居場所が出てくるのか

なと思っています。 

 

会場:野崎と申します。この質問をしたのは、私とこちらに

いらっしゃるニウタさんなんですけれども、学生さんたちの

国際理解教育というのは人の理解教育だということに強い

感銘を受けました。ニウタさんのお話では、そういう機会が

あって、いろんなクラスに何回も行ったけれど、ニウタさん

の好きなこと、ニウタさんのことはみんなよく知っていても、

お隣にいるブラジル人の友達の好きなことは何にも知らな

いし、その子についても何にも知らないという状況があると

いうことです。なので、もし留学生の方がいらして、国際理

解教育をするようなことがあれば、そのときに同じようなか

たちで、外国人のお子さんがいたら、そのお子さんの国の

ことでなくても、何か自分のことについて話してもらうような

機会を作ったら、もしかしたら、さっき人間関係の距離が違

うという話でしたけれど、知ることでぐっと近まるんではない

かなというふうに思っています。前にも中国のお子さんで、

中国語で何かをクラスで話してごらんなんていうことで、先

生が積極的に取り上げてくだすって、そのあと、すごく自

分の国のこと、国というより街のことについて話す機会が増

えた、という報告があるので、やっぱり自分のことがいい方

に取り上げられるのであれば、子どもたちの自信につなが

るのではないかなと思って、そんな国際理解教育がいい

のではないかなと思ったので、ニウタさんと一緒に質問し

ました。 

 

会場:私の日本語はわかりにくいと思うのですがよろしくお

願いします。私がいつも考えているのは、国際理解であれ

ば、足元にいる外国籍の人と国際理解する、ということ。ち

ょっと失礼な言い方なんですが、例えば、留学生の場合は

どうしてもみんなトップの人たちですよね。特に今学校に
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いるブラジルの人たちは、イメージで言ったらマイナスのイ

メージしかないので、その人たちと国際理解というか交流

するのは、本当にやりにくいんじゃないかなと思うんです。

私は大田の方にいるんですけど、大田ではお金を使って

国際パーティとかをやって、何人かの外国人を呼んで何

人かの日本人を呼んで、みんなすごいにこにこしながら交

流をやっている。でも、日常生活の中にある日本人の祭り

には、ブラジル人は絶対行かない。日常生活の中にある

ブラジル人の祭りには日本人も行かない。本当に足元に

いる人とする国際交流。みなさんがやっていることはとても

すばらしい。みなさん言葉もできるし。子どもは自分で言え

ないから、ポルトガル語でもいいから、自分の言いたいこと

を言ったりとか、人間として言えること言ったりとか、自分で

困っていることを言ったりするチャンスです。それも役に立

つんじゃないかなと考えながら質問したんです。ありがとう

ございました。 

 

葛山:ありがとうございました。私もそのとおりだと思います。

この件に関して、ナカガワ先生にもお伺いしたいと思いま

す。もしそういった機会があれば、どのような授業を行いた

いと思いますか。お願いします。 

 

キョウコ・ヤナギダ・ナカガワ:交流、交流って言うんですが、

ブラジルの人たちは交流が好きだって言いますね。でも、

食べ物の交流とかフェスティバルの交流とかだけで、日常

の交流はしない。私が考えるのは、交流というのは、例え

ば違う二人の人がいてお互いに変わる。私がこの人から

学んで、この人が私から学ぶ、これが本当の交流じゃない

かと思うんですね。私はあなたと交流したいんだけれども、

あなたは私のやり方をこうやりなさいね、こういう風に従い

なさいね、というのは交流じゃないんじゃないかなと思いま

す。 

 

葛山:ありがとうございました。 

 

会場:すみません、もう一つ付け加えさせていただいてよろ

しいでしょうか。 

 

葛山:お願いします。 

 

会場:とてもいろんな取り組みがあって、すばらしいと思うん

ですけれども、支援という立場より、外国人の子どもがクラ

スにいることが、日本の子どもにとっても、すごくいいことだ

っていう風に捉えていくのが、一番大切じゃないかなと思う

ので、是非そのへんも検討してみて考えていただきたいと

思います。 

 

葛山:ありがとうございます。次に、現場の先生に対する質

問です。｢学校教育という場面で、なぜ国際理解教育を取

り入れる必要があるのか｣という質問をいただきました。会

場の方や前の先生方、どなたかお答えいただけますか。 

佐藤裕之:私が国際理解教育をやっていく中で、学校だけ

が国際理解教育の場ではないということだけは、常に意識

していますので、私たちがある意味で共に生きていくため

に、また社会を作っていくために国際理解教育をやってい

る。それは学校だけでは到底やっていけるものではないと

するならば、今私たちが地域の中で、どんな問題、文化と

文化の問題であるとか、それに対してどうアクセスしていく

か。それを考えるときに、学校っていうのは、地域の中でい

ろいろ大きな役割を持っている。そこには子どもたちもいる

し、知識を系統的に学ぶということはなかなか地域社会や

家庭の中ではできない。そのなかで学校がどういう交流し

ていくのか、そういった子どもたちの問題をどう繋げていく

のか、というところで見たときに、学校における国際理解教

育のあり方というものが改めて浮かんでくるだろうと思って

います。ややもすると、どうしても、国際理解教育が学校の

中から入っていくというところから考えて、例えば、ここ数年

総合理解の時間が動き出した、じゃあいきなり国際理解だ、

総合理解が減った、じゃあ国際理解はちょっとやめよう、と

あまりにも単純化された形である。でもそうじゃないわけで

す。先ほど昼休みに佐藤先生とも話しをしていたんですけ

れども、私なんかは、こういう国際理解が入りにくくなった

か、じゃあ地域の中でじっくりといろんな人と、その実践と

その理論とをやっていって、学校がまた国際理解に近づ

いてくるならば、よし、久しぶりにまたやってきたか、というく

らいのスタンスでもって、この教育を広めていくことが必要
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かなと、私自身はそう思っています。例えば、開発教育な

んかはアプローチが違って、もともと NGO、NPO が動かし

てきた活動ですから、やはりそういうところから動かしてい

きながら、それに対して、学校にも入っていくというスタンス

を取っていますので、そういう面では、いろんな教育活動

が、いろんなアプローチの取り方をしながら、全体としてど

ういう風に捉えていくかということが必要かなとは思ってい

ます。結構漠然とした答え方になっていますが、お答えに

なっていない。佐藤先生に回してみましょうか。 

 

佐藤公孝:ちょっと午前中に力を出し切ってしまったんで

すけど。多様性とか学習支援とか、外国の子どもたちが暮

らす良さという言葉で括ってしまうと、かえって曖昧になっ

ちゃうなというのは、正直感じています。私は基本的に仕

事をすごく楽しくやりたい人間なんですけれども、あまり大

きく括ってしまうと、ボディブローのようにどんどん身体にく

る感覚をこの 8 ヶ月感じているんです。例えば、外国籍の

子どもたちの不登校問題が、多様性ってことだけで括られ

ちゃうと、すごく辛い課題になってしまうんです。今考えて

いるのは、タスクを非常に小さくしていくということです。外

国人教育や国際理解教育という大きい括りじゃなくて、そ

の一つひとつ内容やねらいを吟味していくような作業をし

ていきたいなと思っています。タスクを小さくしていくと、結

局先生が声掛けをすることが一番大切だったりします。授

業にしても、外国籍の子どもたちと対面させないで終わっ

た後に、韓国の金さんと外国籍の子どもが座って給食を食

べるような仕掛けを作って、そこで教員が後ろで見ていて

｢よかったよね｣というような声掛けをする。そこを先生や周

りの人たちが共有しながら、外国の子どもたちがいる良さと

いうものを、具体的な姿で作っていく。それが国際理解の

よさなんだというような発想もあってもいいんじゃないかなと

感じています。やはり人間なので、私も居場所が欲しいで

す。国際理解教育の出発は、居場所作り、自分づくりの土

台をしっかり作ることだと考えています。自分の土台を皆

探しているのです。それはもう、外国籍の子どもだろうが日

本の子どもだろうが、実は先生もそうです。あまり大きく括

らずに、母語の問題でも、母語教育でもいろんな視点があ

るので、何を僕ができるのかっていうことを、皆が考えてい

くようにすると、国際理解っていうものが見えてくるように感

じています。 

 

葛山:ありがとうございました。では次に、国際理解教育活

動に関しての意見をいただきましたので、ご紹介いたしま

す。先ほど｢国際理解教育活動の枠を広げるためには、教

員の意識に働きかける必要があるのではないか｣という意

見をいただきました。 

では、ここまでの話を踏まえて、意見や質問などある方

いらっしゃいますでしょうか。 

 

猪狩:実はですね、今ここが折り返し地点になっているので

すが、もうそろそろ 5 時だということで、司会の私としまして

も、焦っているところがあります。これより、後半第二部で話

がなされました、学習支援のことについて取り上げていき

たいと思います。時間の関係もありますので、いくつかせ

っかく質問していただいたものの中に、ご紹介できないも

のもあるかと思いますがご了承ください。 

まず一点目に、先ほど第二部の話の中に、保護者のみ

なさまとのつながりを、学校としてどういう風にしていくかと

いう話が、尻切れとんぼのような形で終わってしまったかと

思いますので、もう一度その辺についてコメントをいただこ

うかと思います。外国籍の子どもの保護者の状況、例えば

日本のシステムがわからないですとか、言葉がわからない

という中で、具体的に親への通訳、例えば個人相談や保

護者会の場面において、または親への情報提供などにお

いて、どのようになさっているのかという点をお願いします。

これはここにいる方々ではなくて、皆さんの中にも実際に

学校の先生でいらっしゃる方もいると思うので、うちの学校

ではこういうことやっていて実はうまくいっていますというよ

うなことがあったら、意見共有の場として、是非報告してい

ただきたいと思います。まず実際に、うちの学校でどのよう

な取り組みをしていたかということについて、先にアミーゴ

スで活動していた渡邉桃子さん、お話ししていただけます

でしょうか。 

 

渡邉桃子:アミーゴスで、川崎にあります、京町小ですとか

殿町小に行かせて頂きました。特に通知表の翻訳とか、保
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護者との連絡というのを、すごく私たちに期待された部分

というのが多かったと思うんですね。実際に子どもたちと話

す中で、専攻語を話す機会というのはほとんどなく、専攻

語を使う機会というのは、この成績表の翻訳、保護者との

連絡といった場面だったと思います。やはり、専攻語を使

って、手紙の内容を保護者の方に伝えるというときには、

自分たちの翻訳、自分たちの語学力自体がまだまだ不足

している部分があったので、ただ手紙をそのまま訳して渡

すだけでは、どうしても不安なところがあったんですね。本

当に通じているのか、本当に私たちが言いたいことが伝わ

っているのか。そういうことがあったので、私たちは訳したも

のを持って、直接お母さんと話す、直接保護者の方のとこ

ろに行って説明するということを、初期の段階では行って

いました。保護者の方も、どうしてこの手紙をそんなに学校

は欲しがるのか、緊急時の連絡先をどうしてこんなに欲し

がるのかということは、やはり直接話さなくては伝わらなか

ったという部分もあったと思いますし、直接話すことで行間

に潜んでいる意味ですとか手紙を読んだだけではあいま

いなところなどに関して、確実に意思疎通ができたかなと

いう場面はあったと思います。保護者の方は日本語がわ

からない、先生はもちろん母語はわからない、というのは

すごく大きな壁で、先生方から｢向こうの親御さんは日本語

がわからないから、どうしてもコミュニケーションができない

のよね｣と言われ、一方で保護者の方からも｢学校のことは

知りたいと思うんだけれど私は日本語を話せないし、日本

語で言われてもわからないからね｣と言われる。お互いそこ

でやっぱり止まってしまって、じゃあお互い話す機会はど

こにあるのかっていうと、うーん言葉がね、とそこで終わっ

てしまうというのがすごくあるなと思っていました。結局、お

互いが少しずつ歩み寄ればなんとかなるようなところでも、

きっと学校の先生も30人のうちの一人にそこまで時間を割

くこともできないと思うんですが、親が日本語がわからない

ことだけが問題なのではなくて、先生の方も母語がわから

ないから仕方がない、とりあえず訳して伝えておいてくれ

れば、というのがあったのが少し残念かなというのはありま

した。 

 

猪狩:どうもありがとうございました。会場の先生方の中で、

うちの学校ではこういう取り組みをしていて、うまくいってい

るという話がもしありましたら…。ないようでしたら、次の質

問にいかせていただきます。 

次の質問は、日本語学級の先生方に対する質問なん

ですけれども、｢手探り状態で国際学級の運営を始めるこ

とが多かったということで、その試行錯誤の内容を是非聞

かせていただきたい｣という質問と、また、｢自分が国際指

導員として働く際、自分がいることで、実は外国籍の生徒

と日本人の生徒との壁になっているんじゃないか｣というこ

とを感じたことのある現場の先生がいらっしゃいますか。こ

れもまた、会場の声を聞いてみたいと思うんですけれども、

どなたかもしそのような意見がありましたら。どうでしょうか。

実は私は指導員としてやっていた経験がありますという方

はいらっしゃいませんか。残念ながら帰られてしまわれた

ようなので…。 

 

萩原:この質問をしたのは私なのですが、実は言っておき

たいことがあったので話します。さっきの発表の中で専門

員を増やしたらいいんじゃないかとか、システムを整えるこ

とが大事だということがすごく言われていました。それはそ

うだと思うんですけれど、実はそういう人が、日本人の子ど

もたちと外国人の子どもたちの壁になっているんじゃない

かということを、私は最近感じているんです。というのも、教

育実習に行ったのですが、10 年前に私がその学校にいた

ときには、外国人の子どもたちがクラスに 2、3 人いて、まだ

システムも何も整っていなくて、通訳の先生もいらっしゃら

なかったんです。でもその中で、日本人の子どもたちや日

本人の普通の先生が、｢明日はね、体操服持ってこなくち

ゃだめだよ｣とか、なんとか身振り手振りで教えていたんで

す。でも今10年たって学校に帰ってみると、その翻訳のお

便りは、全部システム化されてパソコンの中に入っていて、

クリック一つで出てくるという状況でした。さっきピアスの話

が出たんですけど、もう子どもが｢なんでこの子はピアスを

するんだろう｣っていう疑問を抱く前に、パソコンから印刷さ

れた｢ピアスはしてはいけません｣というお便りが子どものと

ころに行っているのです。だから、そういうチャンスさえも、

もしかしたら奪っているんじゃないかなというのが私の正直

な感想です。だから指導員だけの増強で本当にいいのか
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なというのを最近思っています。 

 

猪狩:ありがとうございます。 

 

会場:大阪教育大学の留学生センターの長谷川と申しま

す。今日はいろいろな発表をありがとうございます。私は留

学生の日本語教育が主な業務なんですけれど、同時に、

大阪教育大学に在籍している日本人学生が、できるだけ

国際的な視野を持って教員になってもらいたいということ

で、例えば海外への留学を勧めたりとか、留学生とペアに

なって外国籍の子どもたちのために何か活動ができない

かということを進めています。ただ、まだあまり形になって

いなくて、東京外国語大学の学生さんのように、みなさん

がそれぞれ色々な言語を専攻して、海外に対する目を持

っておられるというのが、大変うらやましく思いました。それ

で、教員志望の学生さんたちに、どういうことがこれから望

まれるのかな、ということを考えながら、いろいろと伺ってい

ました。 

ひとつの本当に小さな例なんですけれども、紹介したい

ことがあります。数学教育を専攻の中学の教員になる学生

が、中学校に学習支援に行きました。中国語は全然わか

らないんですね。でも数学を教えることは大変得意でして、

活動したのはそこの国際学級、つまり中国籍の子どもたち

を集めた国際学級ですね、そこで数学がどうしてもわから

ないという子どもがたくさんいて、数学を教えに行ったとこ

ろ、お姉さんお姉さん、と言って、とても親しみを込めて接

してくれたというんですね。最初は、その学生が中国語を

わからないので、どうなるかと思っていたんですけれど、行

ってみると、数学を通じて子どもたちが壁を取り払って、高

校受験のために一生懸命勉強をし、少し前進できたという

ことでした。国際学級が壁になってしまうんじゃないかとい

うこと、それから、先の先生がお話しされた、大きく括るんじ

ゃなくてひとつずつ少しずつ、とか、足元の交流とかという

のを伺って、やはり今の教員養成というのは、日本人のた

めのいい日本の教師を作っているんじゃないかと。つまり、

そこをシステムとして変えるという必要がある。一言で言う

のは簡単なんですけれども、実は一人一人が意識を変え

ないと、なかなかうまくいかないんじゃないかなっていう気

がしています。質問というよりひとつの事例で、本当にまだ

ひとつ芽が出たばかりなんですけれども、そういう活動も進

めていきたいなと思っております。そのためにも、みなさん

が経験されたこととかご存知のこと、あるいは学校を訪問さ

れて得た情報ですとかを、いろいろなところで発信してい

ただきたいなと思います。どうもありがとうございました。 

 

猪狩:どうもありがとうございました。 

 

会場:日本語学級の担当者なので、萩原さんのおっしゃっ

ていたことに、一言だけは言わなくてはいけないかなと思

ったのですけれど、おそらく壁になっているだろうと思いま

す。さっきの例はそのとおりで、たぶん学校の中に一人二

人だと学校中でわいわいしながら一生懸命みんなで支援

をする。でも、それ以上の数になってくると、とてもじゃない

けど抱えきれない。そうすると、外国人生徒の教育を担当

する教員が置かれる。その人が一人来たら、すべてをその

人に預けて、他の人は外国人が一人もいないような顔をし

て生活できる。そのために、一切の外国人に関わることを

背負ってもらうのがあなたの担当、という雰囲気に、一気に

変わってしまうから、本当にそういう部分はあると思います。

でも、これから日本の学校にどんどん子どもが増えてきた

ら、まさに日常に日本人のことしか考えていない学校の中

では抱えきれないですから、きっと担当者が置かれるし、

その人にすべて預けておしまいになってしまうだろうと思い

ます。そして、さっき言っていた専門の教員が必要だという

ことは、100 年も言っているような気がするんですけれども、

これは日本の義務教育の対象ではないので、日本語科と

いう教科は置きません。だから、教員も採用しません。でも、

今こういう形で、外国語大学の中でかかわっている人がこ

れだけ増えてきているのだから、今学校の中にいる子ども

たちに関わろうとしたら、しょうがないですから、みなさんが

何か動きを取って学校に入ってください。また、私も東京

外国語大学の日本語専攻の卒業生です。でも、社会科の

免許で教員採用試験を受けて、しばらく社会科の教員を

しながら、日本語学級に行きたい行きたいと言ってやっと

この仕事に就きました。でも数年すると、異動の時には、ど

こに回されるかわかりません。だからノウハウは蓄積できな
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いようなシステムになっていると思っていいと思うし、蓄積

するべきだ、そういう専門教員を育成するべきだという考え

は、今東京都には無いです。 

 

猪狩:先輩からの貴重なご意見どうもありがとうございました。

この件に関して、高野先生にコメントをいただければ、と思

います。 

 

高野邦夫:今おっしゃられたように、厳しい現実があるわけ

です。今までは、外国人児童が増えていく中で、外国人児

童に対して、囲い込めば、あるいは専門の先生にお願い

すればいい、という現実があるということは今おっしゃられ

たとおりなんです。けれども、これまでを見ていくと、まだま

だ外国人児童は増えていくと思います。私は、本学でフィ

リピン語を非常勤講師として教えているんですけれど、そう

いったかたちで、在日のフィリピン人児童に強い関心を持

っているわけですが、フィリピン人児童を見てみても、毎年

日本人とフィリピン人のカップルが 7000 組以上生まれてい

ます。単純計算して7000人以上のフィリピン人児童が生ま

れていて、日本でずっと生活していれば問題ないわけで

すが、ただ離婚が多く、途中で母親と一緒にフィリピンに

帰国して、また日本に舞い戻ってくる、もしくはフィリピンで

育っても、母親が日本人と再婚するとともに再来日する、と

いうケースが非常に増えております。こういったフィリピンだ

けの事例を見てみても、まだまだ外国籍を持つ児童が増

えてくることが予想されますので、我々はこういった現実か

ら、今は専門の先生に押し付けていても、いつかはパンク

する日がくるのではないかと思います。そういったことを

我々は気づいているわけですから、今からでも少しずつ、

問題自体は大きいのですが、先ほど先生がおっしゃったと

おり、一つずつタスクを小さくして取り組んでいけたらと思

います。 

 

猪狩:どうもありがとうございました。時間が迫ってまいりまし

て、次の質問で最後とさせていただきます。次の質問は、

外語大生だからできることということについてなんですけれ

ども、実際にその質問に入る前に、ひとつコメントとして、

外語大生にできることはこういうことがあるのではないかと

いう提言がありましたので読み上げさせていただきます。

一つ目は｢子どもと母語でいろいろな話をしながら、今やる

気が出ない原因はどこにあるのかを一緒に考えて、本人

自身がそれに気づいて立ち上がれる力を育てることができ

るのではないか｣｢先生とは違う、お兄さんお姉さんとして、

相談できる人がいて欲しい｣。三つ目として｢母国の人は、

日本の学校文化をなかなか知らないので、それを母語で

伝えられる人がいるといい｣。四つ目として｢あなたの国が

好きで、あなたの国の言葉を学ぶ日本人がいることを、子

どもたちが知って欲しいということ、そして、もっと子どもの

国のことをバックアップして欲しい、それを周りの日本人に

伝えて欲しい｣。このようなすばらしい役割が寄せられまし

た。最後は｢外語大生ができることに絡んで、先ほどペル

ー人学校ムンド・デ・アレグリアの発表の中に、私なりに課

題を分析して対応していきたい｣というコメントがあり、それ

は具体的にどのようなことをしていきたいと考えているのか、

ということについて、取り上げたいと思います。 

 

黒野:第二部の発表でも述べたことなんですけれど、本当

にニーズですとか、やらなければならないこと、やれること

というのは多岐に渡ると思うんですが、もちろんそのすべて

を私たちがすることは不可能だと思います。そんな中で外

語大生だから、学生だからできることというのは、また少し

漠然としてしまうんですけれど、まず外国語やその国、地

域の社会や文化のことを学校で学んでいるということで、

私たちは他の学生に比べて、違いということを受け入れる

のにとても慣れていると思いますし、それができる人間だと

思いますので、そういった外国人児童自身を受け止めら

れる人材となることがまずできることだと思っています。また、

英語プラス少なくとも一つ何か言語を学んだりですとか、

あとは留学を経験したりということで、児童が経験している、

新しく言語を学ぶ難しさですとか、自分の母国と違う新し

い国に行く大変さというものも理解して、子どもたちの気持

ちを汲み取って理解する存在になることができると思って

います。この質問が、ムンド・デ・アレグリアの訪問を終えて

についてですので、その文脈でもお答えしようと思います。

ムンド・デ・アレグリアのような、日本に定住することを考え

て教育をやっている外国人学校で、私たちはなにができる
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のかなと少し考えたんですけれども、国際理解教育班が

今日発表したような授業の反対に、日本バージョンのよう

なものもすることができるのではないかと思います。外国人

学校という環境ですので、逆に、日本人と会う機会ですと

か、日本人と交流する機会というのが、すごく少なくなって

しまうと思いますので、日本を知るための、日本人を知るた

めの授業、一緒に暮らしていくための基礎知識といいます

か、そういったものを一緒に考えていける授業をすることが

できるのではないかなと一つ例を考えました。また、日本

語で教育を行う基礎が無いと言ったんですけれども、そう

いったところでは、私たちが実際にした例ですと、ムンド・

デ・アレグリアでは教材が全然なくてという話を先生に伺っ

たんですが、支援室にちょうど先生方が求めているような

教材があったなというのを私たち思い出しまして、そういう

教材があるんだよということをお伝えしたりもしました。すご

く小さなことだとは思うんですけれど、そういうこともできると

思います。また大きなことになってしまうんですが、人材そ

れ自体になることもできるのではないかなと思っています。

私は日本語専攻なんですけれども、私と同じ日本語専攻

の半分以上の人は、3 年生の時点で日本語教育能力検

定試験というのを取って、日本語教師の資格を取ったりで

すとか、毎年数人は外国の小学校や中学校に日本語を

教えに行ったりしているんですけれども、そういった経験を

生かして日本語で教育を行う人材になることができると思

います。 

 

猪狩:どうもありがとうございました。実はこのほかにもいろ

いろと質問が来ているんですけれども、時間の関係でここ

までとさせていただきます。前にいらっしゃる先生方、みな

さん、どうもありがとうございました。 

それでは最後総合司会のお二人に話をお任せしたいと思

います。 

 

谷村:ありがとうございました。以上を持ちまして本日のプロ

グラムを終了いたします。最後に多文化コミュニティ教育

支援室運営委員長であります武田千香先生に閉会の挨

拶をお願いしたいと思います。 

 

武田千香:多文化コミュニティ教育支援室の責任者であり

ます武田千香です。今日は朝 10 時からもう 5 時 15 分、7

時間 15 分に及びまして長丁場、お付き合いくださいまして、

また週末を割いてご来場くださいましてどうもありがとうござ

いました。プロジェクトを始めて 2 年と少し、それから私の

場合はそれ以前からアミーゴスの顧問をしていたということ

で今の立場になったわけですけれども、それからカウント

いたしますと 3 年半が経ちます。今日はその総括ということ

でこの学生多文化フォーラムを開催させていただいたんで

すけれども、その活動を振り返ってみますとつくづく感じて

いますのがこの活動を貫いているのが人間だ、ということな

んですね。考えてみますと、人に始まって人に終わるので

はないかなということをつくづく感じております。もともとこの

活動は学生たちが、今大学で学んでいること、学べるとい

う恵まれた状況を生かして何か役に立ちたいということで

始めた活動です。そこには人から人への思いやりがあった

と思います。そして学習支援を始めたわけなんですが、こ

の多文化コミュニティ教育支援室を始めてもう一つの柱、

国際理解教育というのが始まりました。始めてみますと、正

直に申しましてそちらの方が支援室では活発になってい

った感があるんですね。それがなぜそうなっていったのか

と考えてみますと、この大学には留学生がいて日本人学

生がいたわけですけれどもその間の交流があまり無くて、

または専攻語がわりと縦割りになっている、学年も分かれ

ているという、そういう色々と分かれていたグループがなか

なか交流する空間が無かった。そういう人たちが友達にな

ろうと思っても、お茶を飲んで友達になりましょう、では友

達になれなくて、やはり何か一つのものを作り上げていくと

いう、そういう場が必要だったと思うんです。それが国際理

解教育の授業作りという場で実現できたのではないかと思

っているんですね。その成果が 206 の部屋にあるわけなん

ですけれども、あそこでは専攻、学年、出身地域を越えた

人と人との交流の空間が生まれることとなりました。そうして

このプロジェクトを始めていきまして、私たちの中にも次第

に変化が現れてきたんです。それはなにかといいますと、

学生たちがこの活動を始めまして、初めは非常に子どもっ

ぽかった学生たちが半年も経たないうちにみるみる成長し

ていって、もう社会人になっていく姿、人間力を身につけ
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ていくんですね。行動力、組織力、責任感、そしてコミュニ

ケーション力とこの 4 つを私はいつも挙げるんですけれど

も、そういう姿を見ていきまして、最初は活動そのものにも

価値を見出していたんですが、そのうちいや、私たちは教

育機関の人間なんだと、当たり前なんですけれども新たに

感じまして、やはり人作りということ、それが私たちの使命

なのではないかという風に考えていくようになりました。世

の中を見ていきますと、いろいろな課題、問題があります

けれども、それを作るのも人間かもしれないけれども、それ

を解決するのも人間だということ。対症療法もいいかもしれ

ませんけれども、それを解決する能力のある人間、問題が

小さいうちに食い止める、そういうような人が社会に求めら

れているとすると、人作りというのが私たちの使命だという

風に感じたわけです。私たちも人から人に学ばせていた

だいた、人同士の学びあいがそこにあったということなんで

すけれども、そうしてこの現代 GP は 3 年という期限があり

ましたのでその次を考えたわけですね。もう少し大きな規

模でやらなくてはならない、人作りを真剣に取り組まなくて

はならないということで、去年文科省に申請をして今年度 4

月に先ほど学長からも紹介させていただきましたように多

言語多文化教育研究センターを立ち上げて、そこでは教

育と学習の裏づけとなる研究、それから地域社会からのい

ろいろなオファーをいただきましたので、その要請に応え

ていけるように社会貢献、とこの 3 つが動かしていけるよう

にという風に立ち上げました。この多文化コミュニティ教育

支援室、今は現代 GP で動いていますけれども来年度の 4

月からは、多言語多文化教育研究センターの教育部門の

原動力、心臓として統合されていく予定となっております。

このプロジェクトでは、私たち多文化コミュニティ教育支援

室の運営委員はみなこの問題に関しては素人でありまし

て、素人ながらも人と人との協力連携で動かしてきたわけ

なんですね。だけれどもそろそろプロが必要だということに

なりましたので、先ほど会長からも国際理解でも何でもや

はりプロを置く必要があるということをご提言いただきまし

たけれども、運営に長けた教員とプログラムコーディネータ

ー、熱心な職員も配置することができましたので、ここでい

よいよ私たちはプロへ引き渡すことになっていきます。ここ

には人から人への継承があるのではないかと思いました。

そういうことを考えますとこの現代 GP を振り返ってみて何

だったのかなと考えますと、この問題は非常に大きな問題

ですから、例えていうならばジャンボジェット機か何かだと

思うのですけれども、そのジャンボジェット機が滑走路に行

くまでには何か牽引していかなくてはならないわけですよ

ね。そうしますとこの現代 GP というのは、いよいよ離陸とい

うときの滑走路まで連れて行く、そういう役割だったのかな

ということも感じております。これからいよいよ離陸していく

ということになります。ここまで来るまでに本当にいろいろな

方に助けていただきました。もう私たちだけではできなかっ

た、そういう風に実感しております。今までお世話になりま

した方々にはこの場を借りて心から感謝を申し上げたいと

思います。どうもありがとうございました。つくづく感じます、

本当に最後はこの社会は人間なのだ、ということなのです。

そしておかげさまで皆様の善意をもってここまで来て、私

だけではなく運営委員一同本当に善意に支えられてきま

した。醜いのも人間かもしれないけれども美しいのも人間

だということを本当に感じております。本当にありがとうござ

いました。 

 

谷村:ありがとうございました。以上をもちまして、東京外国

語大学多文化コミュニティ教育支援室主催、学生多文化

フォーラム、「学ぶ・実践する･担う ―『東外大モデル』の

軌跡と展望」を閉会いたします。本日は非常に長い時間に

わたりましてお付き合いいただき、誠にありがとうございま

した。 
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5-4.調査報告 

 

はじめに 

報告者：和田 更沙 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

 

1.調査のきっかけと経緯 

 多文化コミュニティ教育支援室では、新宿区や川崎市の

小学校、また府中国際交流サロンにおいて学習支援活動

を行ってきた。各小学校では、担任が授業を行う教室に入

り、担当の JSL 児童・生徒(JSL とは Japanese as a Second 

Language の略で、ここでは国籍に関わらず日本語指導の

必要がある、という意味で用いることにする)の隣でやさし

い日本語や児童・生徒の母語を用いながら、授業理解の

補助を行った。府中国際サロンでは、日本語指導や各教

科の予習や復習、または定期試験や入学試験に向けて

の対策など、各生徒の状況や要望に応じて個別に指導を

行った。 

 そのような活動を行う中で、JSL 児童・生徒に様々な問題

が起こるのは、日本語の能力以外にも原因があるのでは

ないかと感じることがあった。 

 例えば日本では、JSL 児童・生徒はそれぞれの年齢に応

じた学年に入る。日本語の出来がどのようであるかはもち

ろん、母国で何を学んだかという考慮はなされない。とは

いっても、算数の四則計算や理科の自然法則などは、母

国においても同様の内容を学習しているだろうと考えてい

た。しかし、算数に関して、母国とは数字の書き方が違う、

割り算の筆算のやり方が違う、と児童に言われたことがある。

学ぶ内容は同じであっても、日本とは学習の順序ややり

方、考え方には違いがあるのではないだろうか、という疑

問を感じた。更に、社会科の授業ではどうだろう。日本の

公立学校では、日本の地理や政治、歴史など日本に関す

ることを中心に学ぶが、母国では何を学んだのだろうか。

また、母国でも日本と同様に母国に関することを学んでい

る場合、母国で学んだ内容はそのまま日本での学習に活

かされるのだろうかなど、母国での学習内容や順序に関

する疑問が浮かんだ。 

 学習面だけではなく、学校生活においても JSL 児童・生

徒の戸惑いを感じる場面があった。ピアスやアクセサリー

を付けて登校する児童や、先生や同級生を名前で呼び捨

てにする児童がいた。生徒から、日本の宿題の量は母国

に比べて少ないのでもっと出して欲しい、という要望を受

けたこともある。さらに、母国の先生はとても厳しく試験の

成績が悪いと叩かれたが、日本の先生はそれに比べ甘い

のでやる気が出ない、という生徒の声も耳にした。学校に

アクセサリーをつけて来てはいけないことや、先生を敬い

同級生を「さん」づけすることなど、今まで日本の学校に通

ってきた私たちには普通のように思われることだったが、

JSL 児童・生徒にとっては戸惑う原因となってしまうことがあ

るようだ。他にも掃除の仕方や給食など、実は日本の学校

には日本独自のルールや文化、雰囲気があるのではない

か、と感じるようになった。 

 

2.調査の手順 

 これらの経験から、私たちが学習支援活動をする際に、

知っていると有用であると考えたことが二つ浮かんだ。 

 まず、母国で彼らが何をどこまで学んできたのか、つまり

JSL 児童・生徒の母国の教科カリキュラムを知ることである。

それにより、児童生徒が母国で未学習の内容を補い、また

二国間の学び方の差異に配慮しながら支援活動を行うこ

とができる。 

 そして、外国の学校文化やルールを知ることである。そ

れにより、母国と違う部分を事前に保護者や児童生徒本

人に伝え、戸惑いを少なくし、学校への適応を助けること

ができる。 

 そのために、JSL 児童・生徒を抱える日本の公立小学校

を訪問し、JSL 児童・生徒や彼らと接する教員が抱える問

題を把握することにした。そしてその原因を、外国人学校

を訪問することで文化、カリキュラムの面から明らかにして

いくことにした。 

 

3.学校選定 

 日本の公立小学校は、これまでに学習支援活動を行っ

たことのある川崎市立京町小学校と、新宿区立大久保小

学校に訪問した。川崎市は産業道路や工場などが多く、

外国人労働者の集住地域となっている。川崎市立京町小

学校でも数年前から外国人児童の姿が見られるようになり、
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今までにブラジル人児童やボリビア人児童などの学習支

援の依頼を受けて活動した経験がある。一方、新宿区大

久保は、コリアンタウンとして知られている町だ。大久保小

学校も韓国料理店が多く立ち並ぶその町の中にあり、韓

国籍だけでなく中国、フィリピン、ブラジルなど多くの JSL

児童が在籍している。 

 外国人学校の選定にあたっては、今後の学習支援活動

に活かすという目的から、公立学校での在籍数が多いと

思われる中国、韓国やブラジル、ペルー、フィリピンなどの

候補をあげた。 

 まず、これまでの活動でも生徒を支援した経験のあるブ

ラジルやペルーの外国人学校を選んだ。これらの国の外

国人学校のうち、学校法人や各種学校として文部科学省

から認定を受けているものはまだ数が少ない。しかし、

1990年の「出入国管理及び難民認定法」改正による日系

労働者の増加とともに、彼らの子どもも多く来日しており、

母国語による教育の需要は高い。そのため、母国と同じカ

リキュラムをとり、母国政府からの認定を受けている外国人

学校はいくつか存在している。 

 さらに、ここ最近のIT産業の発展による来日増加に伴い、

需要が生じているインド人学校にも訪問する事にした。こ

れは、今までにあまり先行研究のない、アジアのインター

ナショナルスクールをみてみたいという理由からである。 

 その他にも、中国や韓国は多くの民族学校があり調査し

やすいと考えた。しかしそれらの国は日本と同様に漢字圏

であるため共通点が多く、またそれらの人々は日本に定

住するようになって長いため既に様々な研究がなされてい

る。そのため今回の調査では対象から外すこととした。 

 また、名古屋にある日本唯一のフィリピン人学校も候補と

してあがった。しかしこの学校の抱える児童の多くは、フィ

リピン人の両親が超過滞在などの法的問題をかかえてい

るために地元の公立学校に通うことのできない児童である。

よって法的に弱い立場にいる彼らを守るために、外部の人

間の訪問を基本的に受け付けていない。また一方で、日

本の小中学校で学習支援の対象となるフィリピン人児童

生徒のほとんどは、フィリピン人の母親が日本人と再婚し

たことを理由に来日している。フィリピン人学校に通う児童

と、公立小学校で支援の対象となっている児童との背景が

大きく異なることから、今回の調査の趣旨とは合わないと

判断し、外すことにした。 

 

 その結果、訪問した学校は以下の 5 校である。 

・新宿区立大久保小学校 

・川崎市立京町小学校 

・ブラジル人学校 コレジオ・ピタゴラス・ブラジル 太田校

(Colégio Pitágoras-Brasil,Unidade de Ota) 

・南米系外国人学校 ムンド・デ・アレグリア(Mundo de 

Alegría) 

・インド人学校 インディア・インターナショナルスクール・イ

ン・ジャパン(India International School in Japan) 

 

川崎市立京町小学校 

 

調査員： 山田 寛子(外国語学部フランス語専攻 4 年) 

中村 未央(外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

服部 聡依(外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

高野 邦夫(本学フィリピン語非常勤講師) 

 

1.学校概要 

京町小学校は､川崎市川崎区に位置し、JR 川崎駅から

バスで約 10 分の所にある。川崎市は、東京湾臨海部に工

場が立地し始めた 1990 年代初頭から今日に至るまで、日

本各地や朝鮮半島を初めとする海外から多くの人が移住

し発展してきた。2004 年 12 月末日で26508 人の外国人登

録者を擁し、外国人市民が本市人口に占める割合は 2%を

越えている。(参考 URL 後記) 

そのため、2006 年度における外国籍、二重国籍及び元

外国籍であった児童は、京町小学校全校児童 605 名のう

ちの 16 名である。(2007 年 2 月現在。2006 年 8 月訪問時

は 15 名であったが、最近ブラジル人男子 1 名が入ってき

たそうだ。) 当校において外国人にルーツを持つ児童が

多い理由は、近隣に工場はないものの、ブラジル人、ペル

ー人の場合は社宅を利用することもあり、そこが通学に便

利な環境にあるためである。 

文部科学省より、今年度から来年度にかけての 2 年間、

川崎市内の｢外国人児童教育支援センター校｣に選ばれ、



－434－ 

委託を受けた。今年度は委託を受ける以前に国語科の研

究に着手していたため、センター校としての準備はまだ整

っていなかったが、来年度に向けて｢国際理解教育｣の取

り組みが始まったところだ。 

 

2.国際教室  

当校では JSL 児童(JSL とは Japanese as a Second 

Language の略で、本文では国籍に関わらず日本語指導

の必要があるという意味で使用する。) の学習や生活への

適応といった課題に更に対応していくため、校舎 3 階に

｢国際教室｣が設けられている。通常、国語の時間に、JSL

児童一人もしくは複数人をこの教室に取り出し、週当たり 2

～4 時間学習させる。(｢取り出し授業｣と呼ぶ。) 

来日 1 年以内で、日本語が出来ない児童には取り出し

授業の他に、川崎市総合教育センターから派遣される｢日

本語指導等協力者｣の講師による取り出しの初期指導の

授業がある。この授業では日本語そのものを JSL 児童に

学習させる。また、母語に通じているという指導講師のメリ

ットを生かして、JSL 児童の悩みを受ける。 

これに対し、国際教室担当教師による取り出し授業は、

言語習得のみならず、クラスの授業に一日も早く入ってい

ける力、｢日本語で
．

学ぶ力｣、｢日本語で
．

何ができるか｣を念

頭において指導している。また、高学年の児童に対しては、

理解しにくい理科や社会の難しい用語や人物名に慣れる

ため、国際教室で先行授業が行われ、授業の内容に児童

が入っていきやすいようにする。テストの際はクラスで担当

教師が解説をしながら、児童にテストを受けさせることもあ

る。 

今回の調査に協力して下さった国際教室担当の鈴木

玲子先生は、2006 年度で担当 2 年目となる。2006 年度に

は、前述した外国にルーツを持つ児童16名のうち、9名に

対して国際教室における指導を行っている。内訳は、ボリ

ビア人児童 2 名(2 年男子・1 年女子)、ブラジル人児童 2

名(4 年男子、2 年女子)、フィリピン人児童 5 名(5 年男子・

3 年女子・2 年男子 2 名・2 年女子)である。 

国際教室担当の教師は、川崎市総合教育センターや

東京都から発行されたテキスト等、日本語指導の教材を

独自に選んで使用している。日本語が十分にわからない

児童のために、ひらがな・ローマ字表や掛け算九九表を

作り、各自に持たせるという配慮もしている。 

 また担当教師は、各学級担任の教師と JSL 児童の学習

状況についてコミュニケーションを取るように心がけている。

国際教室の取り出し授業終了毎に、児童が何を勉強した

か｢学習カード｣に記録し、各学級担任の教師に渡してコメ

ントをもらい、相互に連携している。 

この教室では、勉強のほかにおはじき、紙風船、すごろ

くなどの日本の遊びも教えているうえ、遊びを通じて数の

勉強もしている。JSL児童の学習塾への通塾は見受けられ

ないが、その代わり、児童は放課後や休み時間に国際教

室に立ち寄って、担当教師に質問を持ってくることもある。

JSL 児童にとって居心地の良い学校空間を作るため、国

際教室担当の教師が日々創意工夫を重ねているという

ことが感じられた。 

 

3.外国人児童について 

彼らの抱える生活面での困難の一例として、ブラジル人

児童やフィリピン人児童がピアスを付けてくるということが

あった。国際教室担当の教師が日本の学校ではピアスを

付けないということを教えると、児童自身が納得し徐々に

付けなくなった。また、ピアス着用に対する、高学年の日

本人女子児童からのひがみの声にも、日本とは異なる文

化があるということを説明しているので、いじめはないと担

当教師は語っていた。このような相互理解を促す指導は、

言葉がわからないストレスによる八つ当たりが起きたとき、

掃除の仕方の違いに戸惑ったとき、教師を呼び捨てにし

てしまったときにも行われた。慣れない給食を残してしまう

というような初期に見られる不適応の場合は、児童自身の

慣れによって解決されることが多い。 

学習面においては、どの国籍の児童も学習意欲旺盛で

あり、国籍による能力の差は発生していない。その意欲は

他の場面にも表れている。例えば、宿題は算数の文章題

の意味がわからないなど、できない場合を除けば、ほぼ確

実にやってくることができ、学校に必要な持ち物も家庭で

買い揃えてもらえる。 

ただし、3年生のフィリピン人児童が、日本では2年生で

習うはずの掛け算を習っていないという、本国との学習カリ
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キュラムの違いによる困難が実際にあった。その際、国際

教室担当教師は、掛け算九九の仕組みと唱え方を手作り

カードにし、児童に携帯させて覚えさせ、指導は成功した。

とはいえ、カリキュラムの違いは児童の自己申告に頼るし

かないため、学習カリキュラムの違いを把握する必要はあ

ると言える。 

JSL 児童は様々な困難を抱えているが、国際教室担当

教師が指導の際に大切にしていることは、児童に自信を

持たせることであるそうだ。算数などで、できる問題を皆の

前で解かせることで、｢外国人だから｣というハンディをなく

し、自信を持たせることができる。 

中学校進学後の JSL 児童が抱える困難についても、国

際教室担当教師から話を伺うことができた。中学校では授

業の進度が速くて細かいこと、教科によって先生が変わる

ことがあり、言葉の面での困難も大きい。人間関係も小学

校とは変化するため、友人関係での悩みも生じる。保護者

は児童に対し、高校進学を目指すようにと考えているが、

他の外国人生徒がどうやって高校進学を果たせたのか情

報が欲しいという。では次に、外国人児童と同じように様々

な困難を抱えている保護者について、学校へのニーズと

それに関する学校の対応も含めて見ていく。 

 

4.外国人保護者と学校の対応 

 京町小学校においては、外国人児童及びその家庭の大

半が父親の仕事の関係で来日している。父親は工場等で

肉体労働者として働く一方、母親は、本屋、弁当屋などで

働いたり、夜の仕事をしたりする等、皆共働きであるそう

だ。 

インタビューを通して私達が驚いた事は、日本定住を目

指している外国人の家庭が多いということである。そのた

め、児童の学習状況に対する保護者の関心は自然と高い

ものとなっている。確かに、以前、一人のブラジル人児童

の家庭では、本国への帰国の見通しがあやふやで、その

結果として保護者が児童の学習状況にあまり関心を示さ

ないという例もあった。しかし現在は、家庭状況が比較的

安定した家庭が多いためか、保護者は概して児童の教育

に対して熱心である。 

では、学校側は具体的に保護者にどのような対応をし

ているのか。 

まず学校･家庭間の連絡については､配布する全ての

プリントをルビ振りにして対応している。仕事歴･日本滞在

歴がある父親が日本語を解すことが多いため、理解しても

らえるからだ。日本語が通じにくい家庭をクラスの緊急連

絡網で最後に置くように配慮していて、緊急の連絡がある

時は担任が直接その家庭に連絡することもある。外国人

児童の家庭には、年度始めに国際学級担当教師がいると

いうことを伝えている。また、国際学級担当教師が個別に

家庭訪問をする機会も多い。 

学校・家庭間の連絡について、もう一つ特筆しておくべ

き独自の取り組みがある。それは、｢外国人保護者会｣であ

り、外国人保護者を月に一度集め、主に年間行事の説明

などを行っている。これは小さなきっかけから立ち上がった

試みである。それは現在 3 年生になるブラジル人児童の

父親が、学校からの連絡でわからなかった箇所を職場に

質問していたことに端を発する。その父親の職場の社長が

京町小学校に、｢学校の問題を学校で解決できないか｣と

提言したことが契機となり、外国人保護者の相談を受ける

｢外国人保護者会｣が始まったのである。保護者間の交流

にもつながり、互いのサポートにも役立てるという機能もあ

る。今年度は 9 回開かれることが予定され、現在は 7 世帯

が主に参加している。 

他方、日本人の保護者に対しては、年度始めの授業参

観や学年だよりで、当小学校の外国人児童の存在とその

取り組みについて通知するようにしている。そのため、外

国人に対する日本人保護者の理解度は芳しいようだ。 

 ただし、外国人保護者は授業参観には来るが､日本語が

わからないため、その後のクラス懇談会の時間になると帰

ってしまうということがある。しかし、京町小学校では 2005

年度から PTA 活動への全校取り組みを実施している。そ

のため、外国人だから学校の仕事をやってもらわないとい

うスタンスではなく、できることを積極的にやってもらうスタ

ンスを採っている。スクールクリーン作戦(地域に住む人、

児童、PTA が共に周辺学区や校庭を清掃する行事。年に

2 回開かれる)への参加や学級のカーテン洗いなど、言葉

の理解に関わらずできる仕事を担当してもらい、外国人保

護者の学校行事への参加を促している。毎年10月に開か
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れる｢ふれあいまつり｣では、外国人保護者の自主的な協

力のもと、外国人児童の出身国の料理や文化の紹介を行

うコーナーを設けている。 

 

5.今後の課題 

第一に､母語教育の実施である。国際教室担当教師は、

外国人児童が母語を確立しながら、日本語環境で生活す

ることが大切だと考えている。日本語を理解できない状況

であるうちは母語で思考するため、日本語も母語も確立さ

れていないと、どちらの言語の習得も中途半端になる恐れ

があるからだ。それに加え、家庭内コミュニケーション言語

としても母語は重要である。しかし、学校で母語教育をす

る余裕は現在無いという。 

第二に、現在の国際教室担当教師の知識や経験を受

け継ぐシステムの構築が課題である。現在、神奈川県には、

JSL児童が5人以上在籍する学校に国際教室担当の教師

が配置されるシステムがある。しかし、国際教室を担当した

ことのある教師がその分野とは関係のないポストに就くこと

も多い。また、京町小学校の例では､国際教室あるいは日

本語指導を担当する教師がここ 3 年くらいいなかったので、

現在国際教室を担当している教師は手探りのまま国際教

室を始めた。このように、国際教室を担当したことのある前

任者から、その知識や経験を受け継ぐことが難しい場合も

ある。 

どちらにせよ、国際教室担当の教師だけで解決できる

課題ではないため、学校全体で、また、教育の場全体で

検討されることが望まれる。 

 

6.訪問を終えて 

教師を呼び捨てにする児童がいたり、フィリピンやブラ

ジルの児童がピアスをつけて日本の高学年女子児童から

反感を買ってしまったりという事例はあったものの、京町小

では相互理解を促す指導によって問題が解決されていた。

そのため、日本人の児童と JSL 児童、そして教師が互いに

理解しあっていて、よく耳にするいじめなどの問題がない

ことに感動した。 

JSL 児童に、算数の問題をみんなの前で解かせて自信

を持たせる指導を行っていたり、その保護者にカーテン洗

いや清掃など PTA 活動に参加してもらったりと、言葉の理

解度に関係なくできることで参加型をつくっているのが良

い。 

 また、学内に児童の母語で挨拶を掲示したり、保護者の

協力のもとでふれあいまつりを開き、料理や文化について

学んだり、日本とは異なる言語や文化を知っているからこ

そできる活動をしているのもおもしろい。(山田) 

 

 京町小学校に在籍する外国人児童とその家庭が、単に

日本で一時的に稼いで本国に帰国したいと考えているだ

けでなく、日本で定住したいと考えているということを伺い、

個人的にはとても嬉しく思った。そのためか、児童にも比

較的学習意欲があること、保護者も日本の学校で児童に

教育を受けさせることに積極的であるのだろう。 

 昨年度、東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～の学習支援ボランティアで伺い、ブラジル人児

童の学習支援をしていた時も感じたことであるが、この小

学校には外国人を差別することなく自然と受け入れる環境

があると思う。それは外国人及び外国籍児童に慣れてい

るという理由だけでなく、彼らを受け入れる先生方の態勢

がしっかりしていることで、クラスの日本人児童も彼らを受

け入れる事が自然と身についているのではないだろうか。 

 国際教室担当の鈴木先生は引継ぎを受けず、ご自分で

工夫されて外国人児童と向き合ってきたそうである。きっと

試行錯誤があり苦労されたことも多いだろうが、自主的に

関連の研修に参加したり、日本語教材研究を行なったり

する前向きな姿が非常に逞しいと感じられた。 

 ただし、このようなインタビューを通して、日本全国に同じ

ような悩みや不安を抱えている先生方がいるだろうというこ

とに思い至った。たとえ国際教室の担当になり、様々な貴

重な経験を重ねたとしても、教員配置の問題や現場の引

継ぎがうまくいかない事が原因で、それが次の担当者に役

に立つ知識や経験として継承されないということが生じて

いるようだ。学校現場での各教師の努力ももちろんである

が、外国人児童を受け入れるシステム自体を変えていか

なければならないのではないかと思う。(中村) 

京町での日本語指導は、文科省のJSLカリキュラムや本

なども参考にしつつもまだ確立しておらず、その場その場
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で手探りで対応しているように感じた。国際教室の担当で

ある鈴木先生は、ご自分で勉強をされていたり、教材を作

ったり、新しいやり方を試してみたりと、とても熱心で素晴し

いと思った。しかし、先生一人に負担がかかりすぎている

ようにも感じた。将来先生が転任されたり、国際学級がなく

なったりする場合でも、先生の経験やノウハウが次に生か

されていくように、資料やデータを作成し、蓄積してくこと

が必要ではないかと感じた。   

今回の訪問で驚いたのは、現在日本語指導を受けてい

る 8 名の児童とその保護者が、皆日本での定住を望んで

いるということである。児童が低学年であったり、片親が日

本人の家庭もある、というのも一因だとは思うが、京町小に

通う児童やその保護者が、日本語習得に意欲的で、比較

的学校行事や学校文化への抵抗も少ないことは、この定

住志向と何か関係があるのだろうか。また、そのせいか、

児童の保護者も、母語の維持に関してはあまり意識してい

ないように感じた。定住を望んではいても、今後どうなるか

はわからないし、このままだと日本語を解さない外国人保

護者と、学校で日本語を学ぶ児童との間でコミュニケーシ

ョンをとるのが難しくなるのではないかと思った。 

京町小の場合、学校と家庭の連絡が密に、かつとてもス

ムーズにいっていると思う。外国人児童を持つ家庭も学校

を信頼し、頼りにもしている様子が話から伝わってきた。さ

らに、他の日本人児童やその保護者の外国人児童・保護

者に対する抵抗感も少なく、すごく理解があるのも素晴し

いと思った。学校側も、鈴木先生を中心に、他の先生も含

め学校全体で児童や家庭を暖かく見守り、支援していこう

という姿勢ができていると感じた。ただ、学校の外側の様

子についてはインタビューではわからなかったので、周辺

地域の状況はどうなっているのかが疑問に残った。 

全校児童に対して外国人児童の割合がそれほど高い

わけではないのにセンター校に選ばれる等、京町小が注

目されるのは、学校の体制や、家庭とのコミュニケーション

がうまくいっているからではないだろうか。京町はすごくい

い環境ができているなあという印象を受けた。(服部) 

 
写真 1:国際教室 

 

写真 2:鈴木先生から独自に採用している教材の説明を受

けている 

 
写真 3:ローマ字表記を併用したひらがな・カタカナ暗記表 

参考 URL 

川崎市多文化共生社会推進指針―共に生きる地域社会

をめざして― 

http://www.city.kawasaki.jp/25/25zinken/home/gaikoku

/shishin/index.htm 
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調査員：指山 亜希子 (外国語学部スペイン語専攻 3 年) 

佐藤 美幸 (外国語学部ロシア語専攻 3 年) 

黒野 美香 (外国語学部日本語専攻 4 年) 

和田 更沙 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

谷村 隆昌 (研究生) 

丸井 ふみ子 (大学院地域文化研究科博士前 

期課程国際コミュニケーション専修コース 2 年) 

  

1. 学校概要 

大久保小学校は、新宿区歌舞伎町や大久保地区とい

った繁華街の近くの住宅街にある。全校児童は約140名と、

小規模な小学校といえる。元来、他の小学校と変わらない

普通の公立小学校であったが、今では全児童の約 6 割が

外国にルーツをもつ（両親、または両親のどちらかが外国

人）、大変国際色豊かな学校となっている。この地域に来

る外国人児童の数は、1980 年代後半から増加傾向にあり、

ここ 20 年くらいで 3 倍以上に増えている。この増加する外

国人児童の中には、日本語がほとんど話せない児童も在

籍している。そしてそのような児童が今後いかに日本語に

馴染んでいくかが、その後の日本の学校文化への適応に

もつながっていくという考えから国際学級が設立された。 

 

2. 国際学級 

大久保小学校は、外国にルーツをもつ児童のために、

日本語国際学級というクラスを設けている。ここでは、日本

語習得補助を通して、その児童が学校生活に馴染めるよ

うに様々な指導を行っている。2006 年 7 月 1 日現在、43

名の児童が在籍している。母語別に見ると韓国語 17 名、

中国語 9 名、フィリピン語 8 名、英語・スペイン語・ポルトガ

ル語が各 1 名ずつである。他にも、タイ語やマレーシア語、

またロシア語やウクライナ語を母語とする児童がいたことも

ある。児童は一人一人異なる個性や文化背景を持ちなが

ら日本に滞在しているため、日本語国際学級では児童や

その保護者の視点に配慮し、個に応じた教育を重視して

いる。例えば、入門・初級・中級の 3 クラスを設けて指導を

行っている。週 2～5 時間ほど、取り出し指導（国語の時間

などに該当児童を日本語国際学級に呼び出し、日本語及

び算数や理科等の教科学習の個別指導をする）、または

入り込み指導（担任の行う通常の授業に日本語国際学級

担当教師が付き添い、指導する）といった形で、一人一人

の児童の実態に応じて指導方法を決定している。担当教

師は 3 名が在籍し、一度の授業で教師 1 人に対し児童 1

～5 名のきめ細かな指導がなされている。さらに、日本語

の教材開発、指導法の開発、指導法の研究等を通して児

童が日本語のハンディを克服するだけでなく、自尊感情を

持って国際的感覚を身に付ける教育を推進している。この

国際人形成という視点は、言葉の壁の除去と同時に、国

際社会へと化した日本の中で児童が安心して学ぶために

必要不可欠な要素である。 

 

3. 外国人児童 

大久保小学校の立地環境の特色として、保護者の多く

は飲食店等のサービス業に従事しているが、近年定住化

により多様化している傾向がある。先に述べたように、外国

人児童の状況は多種多様であり実に個人差があるといえ

る。児童の来日経緯についても同様で、保護者の出稼ぎ

や就労に際し渡日した児童や、在日韓国人として日本に

在住している児童など、様々である。また、在籍期間も短

期から長期までそれぞれに異なり、外国人児童の転入学

は決して少なくない。日本語習得状況は言語の特性上、

漢字圏出身の児童の方が比較的習得が、日本語習得・学

習到達のレベルに比例して学校へ適応していると考えら

れる児童も存在する。しかし、実態は児童一人一人で大き

く異なる。 

また、そんな外国人児童の抱える困難には、個人差は

あるが、言語の習得状況などによっては高校進学率が伸

びにくくなっている。実際、日本人児童の高校進学率が

97％であるのに対し、ニューカマー（90年の入管法改正に

伴い来日した外国人）の子どもの高校進学率には地域差

があり、50％を切るところもあると言われている。児童の学

習の妨げとなる要因として、次に述べる二点が考えられ

る。 

まず一点目は家庭の安定度や関心度が低いというよう

なことが挙げられる。これは、日本語を習得した児童と日
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本語がうまく話せない保護者との家族間コミュニケーション

が不十分な状況や、保護者が仕事に追われ子どもの世話

があまりできないといった状況から見て取れる。 

二点目は、学習者自身の日本での将来の見通しが立

ちづらいという要因である。保護者の短期就労に伴って来

日した児童の中には、自分がいつ本国に帰るのか、また

そもそも帰ることがあるのかないのかもわからず不安を抱

えている児童も少なからずいる。これは、本人の学習に対

するやる気、動機の問題にもつながる。自分がどうして日

本に来たのか、そしてどうして今日本語を勉強するのか、

その理由が不確実なことが児童の日本語習得に影響を及

ぼしていると考えられる。 

以上のような学習の妨げの要因に加え、生活面での習

慣の違いも日本の学校文化への適応を困難にする要因と

して考えられる。具体的には、日常生活の中でうがい・手

洗いをするか否か、体育の時間に指定の体操服を着るか

否か、給食か買ってきたものを食べるか、そして学校での

様々な集団行動をするか否か、などという学校の持つ文

化の差異も見られる。学習面、生活面共に大なり小なり多

くの困難が児童にはつきまとっている。 

 

4. 学校側の取り組み 

上記のような外国人児童の状況、困難を踏まえて、学校

側もあらゆる角度からのサポート体制を取っている。2.で

述べた日本語国際学級では、多様な家庭環境の中で生

きる児童をできる限り精神面でも支えるという観点から、教

室に母国の文化を尊重し、祭りの道具や民族衣装などを

設置している。これは、児童のアイデンティティの形成を配

慮した結果である。また学内のみならず地域活動に教師

が積極的に参加することにより、児童の生活全般に渡る支

援を目指している。保護者に対しては、年 2 回の保護者会、

4 か国語（英語、韓国語、中国語、タイ語）に翻訳された学

級通信、随時行われる家庭訪問を通して、常に密な連絡

を取るようにしている。また必要に応じて通訳もつけるとい

う対応もしている。さらに、学校全体で児童をサポートして

いくために、教師間コミュニケーションを欠かさず、朝の職

員会議にて毎週 1 度定期的に情報交換を行っている。 

こうした形を通して、学校としてできる限り児童に密着し

た指導・支援を行っている。 

 

5. 訪問を終えて 

 私が大久保小学校を訪問して強く感じたことは、どのよう

な形で学習支援を行うか、いうこと以前に、児童一人ひとり

が持っている問題が実に多様で大きいがために、子どもた

ちの心にまで影響しているのではないかということだ。つま

り、子どもたちのアイデンティティ・クライシスという本質的

な問題があるのではないかということである。これの原因と

して、日本語を話す子どもと日本語を話せない親との家族

間・親子間コミュニケーションギャップによる場合、ニュー

カマーの子どもたちに多い、バイカルチュラル（＝新しい

多文化をそれまで持つ自文化に加え、追加的に双方の文

化を持ち合わせた状況）ではなくセミカルチュラルな状況

（＝新しい他文化を取り入れることにより、それまで持って

いた自文化を失ってしまい、文化的に中途半端な状況）に

よる場合がある。これらが子どもたちの人格形成に大きく

作用してしまうのだ。大人ならわりきれることも子どもたちに

は異国文化に対し「なぜ？」という気持ちが常につきまとう。

子どもたちを困らせる要因は学校文化の枠にとどまらない

のだ。要因としてあげられる生活習慣に対するとまどい、

家庭環境の複雑さ、日本語習得と日本文化への関心等の

困難は個人差が大きいが故一般化することはできない。し

かし、そのような中でも共通項が多い問題として、日本の

“感覚”の習得が困難であるということが挙げられる。子ども

文化の中だからこそ、“感覚”習得の問題は人間関係や生

活に強く影響してしまうのだろう。私たちに必要なことは、

「子どもだからすぐ慣れるだろう」と単純視せず、一人ひとり

の児童と真剣に向き合うことだ。この訪問を通して、外国人

児童の抱える問題の多様性を切に感じた。これらの児童

が日本の学校で学んでいるという現状がある以上、目を背

けてはならない問題である。（佐藤） 

 

 大久保小学校を訪問して、日本の公立小学校の中にこ

のような学校があることにとても驚いた。公立小学校という

ことで、先生方の多くは、日本人の小学生に国語や算数

を教えるための勉強を大学でしてきてそのつもりで小学校

の先生になったのに、知識も覚悟もない状態で突然 JSL
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児童の指導にあたることになるのだと思う。今回伺った「異

動希望を出して数年で他の学校に移ってしまう先生もい

る」というお話からも、現場の先生方の戸惑いや苦労が感

じ取れた。今のこの状態が一過性のものではなくこれから

もずっと続いていくであろうことや、大久保以外でもこのよ

うな環境は増えていくと予想できることを考えると、最早「例

外」としてその場その場で対応していくだけではやってい

けないだろう。「日本人の生徒ではないから」と自分達から

切り離されたものとして捉えるのではなく、他でもない日本

の学校の現場で起きている問題なのだということを忘れず、

大きな視点でこのような問題に向き合っていく必要性を感

じた。そして、そんな中で私たちのような学習支援ボランテ

ィアがかかわっていけば、もっと効果的な支援が行えるの

ではないかと思う。（黒野） 

 

 大久保小学校を訪問したのは、現在公立小学校におい

て、JSL 児童や彼らと接する教員がカリキュラムや文化の

違いに関して感じている困難や戸惑いを知るためだった。

しかしインタビューで感じたのは、JSL 児童の学習面や学

校での適応にとても大きな影響を与えているのは、はじめ

に予測していた学習内容の違いや文化の違いというより、

むしろ一人一人多様である児童本人やその家庭の状況

であるということだった。私は今までの学習支援において、

児童がひらがなや漢字が読めて日本語を理解し、他の生

徒と同様に算数や国語が理解出来ることを少しでも助けら

れればと思いながら活動を行ってきた。しかし、いくら学習

に集中させようと私が努めても、児童本人の心や家庭に安

定がなくては何も変わらない。JSL 児童の抱える問題は学

習内容、文化の違いに留まらず多岐にわたり様々であるこ

とが分かった。であるから、母国と日本との違いを理解して

いるだけではまだ十分とは言えないのではないだろうか。

問題が学習内容や文化の違いだけでなく児童本人のやる

気から親の関心や家庭環境まで広く渡っており、さらに個

別に異なっている以上、私に出来ることはなんだろう、言

語の知識どのように活かしていけるだろう、と学習支援の

あり方について改めて考えさせられた。（和田） 

「児童の約 6 割が外国人にルーツを持つ」という状況が

どのようなものなのかは、一度の訪問と日本語国際学級担

当教師へのインタビューではとても計り知れない。日本の

公立学校として相当特殊な環境であることは当然だが、南

米系ニューカマーの集住地域の学校と比べても事情が違

う。雑多な背景を持つ児童が混在する中で、一人一人の

状況を見ながらその子にとっての必要な対応を取ろうと奮

闘する教師の姿には、頭の下がる思いであった。学校自

体は住宅街の中にあるが、少し歩くと国際色の強い大きな

繁華街があり、児童が置かれる環境としても決して恵まれ

たものではない。親の仕事の関係で夜に一人で置かれる

児童も居るということで、生活面での心配も尽きないであろ

う。元々「JSL 児童生徒の学習を困難にする要因」を、カリ

キュラムの違いを中心に探ろうとして今回訪問したのだが、

「勉強以前」の問題が山積みである現実を目の当たりにし

て、外国人児童が抱える問題の底の深さを感じた。（丸

井） 

 
ブラジル人学校 

コレジオ・ピタゴラス・ブラジル 太田校 

Colégio Pitágoras-Brasil，Unidade de Ota 

 

調査員：佐藤 美幸 (外国語学部ロシア語専攻 3 年) 

       中村 未央 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

       服部 聡依 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

       渡邊 桃子 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年)  

 

1.設立の背景 

1980 年代後半から、かつてブラジルへと渡った日系移

民達が出稼ぎ目的で再び日本を訪れるようになった。当

時ブラジルでは経済危機によって日系人も苦しい生活を

強いられていたこと、一方で日本では高度経済成長、好

景気によって、いわゆる｢3K(＝きつい・きたない・きけん)｣

と呼ばれる工場での単純労働者が不足していたことが、日

本への出稼ぎ増加の要因となった。そして、それら単純労

働者を必要とする工場の多い地域を中心に、ブラジル人

が集住するようになった。 

当初は単身者や夫婦のみでの来日が多かったが、滞

在が長期化するにつれてブラジルからの家族の呼び寄せ

が増加した。さらに、1990年に「出入国管理及び難民認定
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法」が改正され、三世までの日系ブラジル人やその配偶

者らに定住資格が認められると、群馬県太田市や隣接す

る伊勢崎市、大泉町でも在日ブラジル人の数は急増した。

それに伴い、学齢期にあたる子どもの数が年々増加し、彼

らの保護者からの要望があったことで、1999 年にピタゴラ

ス太田校が設立された。翌 2000 年にはブラジル政府によ

って認可を受けている。 

 

2.学校概要 

コレジオ･ピタゴラス太田校は、ブラジルに 517 校を有す

る私立学校法人が 1999 年に同法人初の日本校として設

立した、ブラジル政府の認可校である。日本国内には、現

在他に静岡、愛知、栃木、山梨、長野の各県に全 6 校の

姉妹校がある。 

学校のある群馬県太田市は北関東工業地帯有数の工

業都市である。学校の近辺には自動車や電気機器メーカ

ーの工場が多くあり、ほとんどの児童生徒の親は工場で働

いている。全校生徒数はおよそ 270 人(2006 年 10 月 19

日現在)で、乳幼児から高校生まで全部で 13 の学年があ

る。児童生徒のほとんどが日系ブラジル人で日本国籍の

みを持つ日本人はいないが、アンゴラ人 2 名、ペルー人 1

名も在籍している。 

授業は週 5 日制、3 学期制になっており、1 学期は 1 月

～4 月(学期始めは 1 月 8 日)、2 学期は 5 月～8 月、3 学

期は 9 月～12 月(学期終了は 12 月 22 日)となっている。 

同校の代表は、現在、コーディネーターのフランシスコ・

ペレイラ・フランサ・ネット氏が務めている。(コーディネータ

ーとは、ブラジルの学校特有の役職で、教育に関わる活

動のあらゆる面を調整する役目を担う。校長は日本校全 6

校を代表して一人が務めている。)ピタゴラスで教えている

教師は、全員がブラジルの教員免許を持っている。また、

日本人教師は公募と試験によって採用されている。 

校舎は以前工場として使用されていた平屋の建物を利

用している。そのため、生徒数に比べ、ひとつひとつの教

室は狭く、図書室やトイレ等の設備も十分とはいえない。

入り口を入ってすぐのところは全校生徒共有の広いスペ

ースになっており、10 台前後のパソコンやスクリーン等の

設備がある。昼食もここにテーブルを並べて食べている。

校庭はないものの、屋根があり壁の代わりにネットで囲ん

だ、バスケットコート程の大きさの運動スペースがある。乳

幼児クラスは隣接する別の建物の中にあり、昼寝ができる

スペースや子ども用のトイレ等、環境は日本の幼稚園等と

それほど変わらない。スクールバスがあり、送迎も行ってい

る。 

児童生徒は、ブラジルのピタゴラス校で使われているも

のと同じ制服と体操服を着用する。教科書も同じものを使

用している。理科の授業で使う顕微鏡や模型といった教

材は日本式の物を使っているが、これらの教材は、ブラジ

ルと取引がある三井物産が社会貢献のひとつとして行っ

ているピタゴラスへの寄付金で購入しているとのことであっ

た。さらに太田校には近隣の人から無償で借りている畑が

学校の近くにあり、そこでトマトやレタス、ネギ、ナスといっ

た一般的な野菜の他に、ブラジル特有の野菜も栽培して

おり、観察や栽培の学習用として使用している。 

 

写真 1:ピタゴラスの校舎とスクールバス、運動スペース 

 

写真 2:ピタゴラスの制服と体操服 
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3.授業について 

 カリキュラムもブラジルのピタゴラス校と同じで、授業はポ

ルトガル語で行われている。1 年生から 8 年生までがブラ

ジルの義務教育期間にあたる。1 年生から 4 年生までは、

日本の小学校と同様にクラスの担任教師が複数の教科を

教える。体育、日本文化、日本語、英語といった特別科目

は専門の教師が担当する。5 年生以降は教科担任制とな

る。教室は学年ごとに割り当てられており、授業ごとに教師

が移動する。主な科目は、ポルトガル語、歴史、地理、化

学、生物、物理、英語、体育、情報、芸術である。その他

に、3 歳からは日本語や日本文化の授業が設けられてい

る(詳しい時間割については付録を参照)。日本文化の授

業では日本の歴史についても学ぶという。また、外国語科

目として同校では英語を学んでいるが、英語の授業は小

学 1 年生から始まる。 

ブラジルの学校の多くは、2 部制や 3 部制をとっており、

授業は半日のみである。そのため太田校でもカリキュラム

にのっとった授業はお昼までの5コマで、午後は補講や自

由学習という形になっている。1 コマの時間は 45 分～50

分で、2 時間目終了後に 15 分間の休憩時間がある。教育

方針についても日本のように知識を詰め込んで覚えるとい

うことよりも、自らの疑問を調べる力や考えを伝える力の育

成に重点をおいているとのことであった。 

 また、進級試験があることもブラジルと日本の学校の相

違点としてあげられる。日本の場合、義務教育期間中は、

児童生徒は年齢に応じた学年で学び、出席日数等が満

たされていれば自動的に進級、卒業が可能となる。しかし、

ブラジルでは毎年進級試験があり、出席日数や点数が満

たなければ落第となる。 

ピタゴラス太田校でも同様に、年齢ではなく、学力に応

じた学年で児童生徒が学んでいる。成績評価についても、

1 学期 30 点、2 学期・3 学期各 35 点の合計 100 点のうち、

60 点以上をとらなければ進級できないが、点数が満たな

い場合には追試等の救済措置も行っている。 

 

4.日本のピタゴラス校独特の特徴 

 ピタゴラスでは、ブラジルのカリキュラムに則ったブラジル

人学校ではあるものの、所在地である日本で生活する生

徒や保護者ならではのニーズに応えた、ブラジルの他の

姉妹校とは異なる点も見受けられた。 

 生徒の親は朝早くから夜遅くまで工場で長時間働く親が

ほとんどであるため、一日中児童の面倒を見てほしいとい

うニーズが高い。そのため、ピタゴラスでは朝 6 時 45 分に

開門し、当番の職員が授業前の時間に児童生徒を預かっ

ている。それでも職員が朝学校に到着した時にすでに 4、

5 人は待っているとのことであった。同様に夜も 8 時まで子

どもを預かっている。これらの時間はプランタオン(plantão)

と呼ばれている。(付録 2. 図 1:ピタゴラス太田校の 1 日の

タイムスケジュールを参照)授業前と授業後の時間には、

子どもたちは校内で遊んだり、読書をしたりと自由に過ごし

ている。昼食も、ブラジルと同様に家から持参する子どもも

いれば、学校から注文したブラジル料理のランチボックス

を食べる子どももいる。午前中の休憩時間にもおやつを食

べることができるが、これも持参する子どもと、事前に注文

し、出されるジュースやクッキー等を食べる子どもがいた。 

通学手段は、近所に住む子どもは自転車や徒歩だが、

遠方から通学する場合は、電車やバス等の公共交通機関

を利用したり、車で通学している。また、学校のスクールバ

スによる送迎も行っているが、この場合、授業料とは別に

送迎費がかかる。送迎は児童生徒の自宅前まで行われ

る。 

毎日午後にはアセレラサオン(aceleração)と呼ばれるクラ

スが設けられている。これは通常、年度の途中で編入して

きた児童生徒がクラスの勉強についていけない場合など

に、その遅れを取り戻すために集中的に行われているも

のである。しかし中には、家族でブラジルに一時帰国する

ために授業を前倒しし、本来の修了予定よりも早くカリキュ

ラムを終わらせるために行われるケースもある。さらには、

単に通う日数を減らすことで、月謝制のブラジル人学校の

学費を1、2ヶ月分節約するといった別の機能も果たしてい

る現実があるという。 

ピタゴラスへの児童生徒数の変化について詳しい回答

はえられなかったが、転出の理由としては、①ブラジルへ

帰国、②親の仕事の関係で日本国内の他の地域へ引越

し、③親の経済的な理由で学費の安い他のブラジル人学

校または日本の公立学校へ転校、の三点があげられた。
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現在のところ、ピタゴラスは日本の政府や自治体からの資

金面での援助は受けていない。そのため授業料は高く、

送迎費、昼食・軽食代、教材費なども合わせると、子ども

一人にかかる学費は一ヶ月に数万円かかってしまう。親の

収入が減ると高い学費が家計の負担となり、退学せざるを

得なくなる児童生徒もいるという。また、転入の理由として

は、かつて日本の公立学校へ通っていたものの、馴染め

なかったためピタゴラスへ編入したというケースもみられ

た。 

 

写真 3:スクールバス 

 

5.ピタゴラス太田校で学ぶ子どもたち 

 ピタゴラスでは、制服は規定されているが、それ以外で

は日本の学校のような細かい規則はない。かばんや靴も

特に指定はない。児童生徒は自由にピアスやアクセサリ

ーをつけ、女の子では化粧をしている子も多くみられた。

また、幼稚部を除いて全ての教室が一つの建物に入って

いることもあり、児童生徒は学年の区別なく仲が良い。児

童生徒は友達同士、また教師ともファーストネームで呼び

合う。お互いをよく知っており、信頼し合っている様子が伝

わってきた。 

 児童生徒の中には、以前日本の公立学校に通っていた

経験をもつ者もおり、中には、日本語能力試験 1 級や 2 級

を持つほど日本語能力の高い生徒もいた。 

 ブラジルでは 8 年間の初等教育が義務教育期間となる。

これは日本の小中学校にあたる。その後の 3 年間の中等

教育課程が日本の高校にあたるが、義務教育期間が 1 年

短いため、日本の高校生よりも 1 年早く卒業することとなる。

今年のピタゴラスの卒業予定者の進路は、50％がブラジ

ルや他の国の大学に進学、残り 50％は卒業後も日本にと

どまり、親と同じように工場等で働く予定とのことであった。

しかし、卒業後すぐに進学せず働く場合でも、数年後に進

学するケースもあるという。 

 

写真 4:日本の学校に通った経験を持つ生徒達 

 

写真 5:2006 年度に中等課程を卒業する生徒達 

 

6.訪問を終えて 

強く感じたのは、単純だが、先生・生徒皆がとても明る

いということ。話し方から態度まで、所謂日本人の性格とは

全く違う、国民性の違いをひしひしと感じた。中でも、コー

ディネーターの先生が教室に行くと、すぐさま子どもたち

皆が駆けつけてきた様子は非常に印象に残っている。日

本の学校ではまずないだろう。皆が対等に仲の良い雰囲

気はとても微笑ましかった。また、1 歳くらいの子のお昼寝

の時間に、中高生くらいの女の子が寝かせに来ていたこと

にも驚いた。ピタゴラスのような環境だと、自然に年上の子

が下の子の面倒を見るようになるのだろう。全くブラジルに
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ついての予備知識のない私にとっては、ブラジル人のナ

ショナリティーそのものがこのような明るくフレンドリーな雰

囲気を生み出すのかなぁという印象を持った。全体として

も、学校敷地内はプチ・ブラジルという感じがした。日本に

ありながら、全く自分の文化を保って学校運営をしている。

日本で学ぶ外国人児童の中には、性格や心理的要因に

より、どうしても日本の学校文化に慣れない児童も当然い

ると思う。そのような児童のためにもピタゴラスのような外国

人学校は存在意義を持つのではと感じた。(佐藤) 

 

私たちの調査研究は、日本の公立小学校と外国人学

校では「カリキュラム」と「学校文化」が主に異なるという前

提に立って進めていたが、ここに来て新たな発見をした。

というのも、ここピタゴラス校で、日本の公立小学校に在学

していたことのあるブラジル人生徒 4 人にインタビューをし

たところ、日本の学校の問題点は「人間関係の冷たさ・関

わりの薄さ」であると口々に指摘してくれたからだ。私達日

本人が普段は慣れているあまり、違和感を感じないことに

対しても、外国人児童・生徒にとっては困難な状況に映っ

たりすることもあるということを認識した。日本の教育のあり

方を問う時、このような第三者からの視点が有効なこともあ

るのではないかと思う。 

この学校で印象的だったことは、教師と児童・生徒の距

離感が非常に近く、フレンドリーであることだ。コーディネ

ーターの先生が教室内に顔を出すと子ども達は慣れ親し

んだような声で話し掛けていたり、首に抱きついたりした。

先生も、小さな学校ではあるが、生徒の名前と顔を一人一

人把握しているらしく、相互の信頼関係が築かれているよ

うに思われた。この環境をブラジル人の国民性によるもの

だと流すだけでなく、日本の学校現場にも取り入れられる

側面がないかと考えていくべきではないだろうか。(中村) 

 

各々の設備や制度に気付いたことも多くあるが、それよ

りも児童・生徒同士の距離、教師と児童・生徒の距離がす

ごく近いという点が日本の学校と大きく異なり、一番強く印

象に残った。コーディネーターのフランシスコ先生を見つ

けるや否や、たくさんの子ども達が先生に駆け寄ってきて、

話かけたり、挨拶のハグやキスをする。その時の子ども達

の表情が本当に嬉しそうで、強い信頼を持っているのだと

感じた。訪問者である私達に対しても、自分から挨拶をし

てくれたり笑顔で迎えてくれ、インタビューにも一生懸命答

えてくれた。 

また、日本の学校について、児童・生徒が肯定的に見

ているということは意外だった。日本の学校からブラジル人

学校へ転校した児童・生徒達は、言葉や習慣の違いに抵

抗を感じて転校したのだと訪問前は思い込んでいた。しか

し実際の声を聞くと、そうではなく、彼らが抵抗を感じてい

たのは、むしろ人と人との関わり方という面なのだと気づか

された。 

 結局、彼らと私たち日本人との間に一番必要なのは心の

交流なのではないかと思った。「あなたのこと知りたいんだ

よ、仲良くなりたいんだよ」 という気持ちをお互い持って接

すれば、その気持ちが相手に伝われば、日本人とブラジ

ル人両者の距離はぐんと縮まるのではないかと思った。

(服部) 

 

今回が二回目の訪問となったが、ただの見学に終わっ

た前回よりも、直接コーディネーターであるフランシスコ先

生を始めとする関係者や児童・生徒たちと話す機会が得

られた。今回の訪問の目的は、ブラジル人学校と日本の

小学校のどこが違うのか、ブラジルの子どもたちが何に一

番カルチャーショックを受けるのかを調べるためであった。

質問は教科カリキュラムや学校文化のことを中心に具体的

なものだったが、実際に帰ってきた答えは、勉強面や言葉

の面よりも児童・生徒同士の人としての関係、教師と児童・

生徒の、その関係を超えた人間としての関係についてのも

のが多かった。日本の学校、ブラジル人学校には両方の

良さがある。勉強の進度の違いなどは言葉がわからなけ

れば問題として現れてくることもなく、文化の違いは子ども

にとってはすぐ柔軟に対応できるものではないか。進度の

違いよりも、質問をできるような環境など「ブラジル人」の子

どもたちだけではなく、すべての子どもたちに通じる課題

があると感じた。何よりも大事なことは人としての温かさな

のだと、再認識させられた。(渡邊) 
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設備について(4 人の意見から) 

やはり、学校としての設備は日本のものに比べると不十

分な点が多かった。(図書室の小ささと本の少なさ、グラウ

ンドが狭い、体育館がない、生徒数に対し教室が小さい、

音楽室や家庭科室等特別教室がない等。) 

幼稚園の方は日本の幼稚園と差がそれほどないと思う。

(お昼寝スペース、幼児用トイレ・お風呂等。) 

 

7.参考資料 

国際カリキュラム研究会編『外国人労働者の子女の教育

に関する調査研究―ブラジル人学校の事例―』国際カリ

キュラム研究会 平成 16 年度文部科学省「外国人教育に

関する調査研究」委託研究報告書、2005 年 

二宮皓『世界の学校―教育制度から日常の学校風景まで

―』学事出版、2006 年 

ヤナギダ・ナカガワ・キョウコ「ブラジルに帰った子ども達の

その後」『学生多文化フォーラム プレ講演』2006 年 12 月

1 日 東京外国語大学本部管理棟中会議室 講演中発言 

コレジオ・ピタゴラス HP:http://www.pitagoras.com.br/ 

 

 

付録 

1.ピタゴラス校の生徒へのインタビュー 

日本の学校に通ったことのある生徒を校長先生が紹介

してくださり、校長室にてインタビューを行った。 

(2006 年 10 月 19 日) 

インタビュー回答者: 

生徒 A 女 16 歳(滞日年数:7 年) 

生徒 B 男 18 歳(滞日年数:6 年) 

生徒 C 女 15 歳(滞日年数:6 年) 

生徒 D 男 19 歳(滞日年数:4 年) 

*滞日年数については今回の滞在のみの年数。中に

は複数回来日、滞在している生徒もおり、通算滞日年

数はこれ以上の場合もある。 

 

以下インタビュー内容を記載する。なお、生徒 A と D はポ

ルトガル語、生徒 B と C は日本語での回答であった。 

 

Q．来日時の状況、日本の学校の何に一番驚いたか。 

生徒 A: 

来日時、日本語は全くわからない状況であった。何が違

うかといわれても自分にとってはすべて違った。常に、｢お

願いします｣という日本に違和感を覚えたが、日本に慣れ

た今となっては、それが日本のいい面であるとも思う。藪塚

という地域の学校に入ったがそこは、ブラジル人が全くい

なかった。日本語学級に入り、週に何回かポルトガル語を

話す先生に日本語を習った。しかし、日本語は日本人の

中で生活していく過程で話せるようになったと思う。日本の

学校のいい面、体育の授業や課外活動が充実している点

であると思う。ブラジルとの一番の違いは人間関係である

と思う。ブラジル人学校では先生とも気軽に話せるが、日

本の学校ではそうはいかない。日本の友人関係はブラジ

ルに比べると冷たい印象がある。 

 

生徒 B: 

小学校 3 年生の時に来日。日本語は全くわからなかっ

た。時間はかかったが、慣れれば日本はいいところだと思

う。ブラジル人学校には日本の学校にはない良さがあると

思うし、その逆もある。例えば、ブラジル人学校のいいとこ

ろは先生たちを含めて皆とフレンドリーに付き合える。日

本の学校は修学旅行があったりとか、学校に行けば一日

中勉強に集中できるところだと思う。小学校の間は 3 年間

毎日、1時間ないしは2時間日本語学級に通った。中学に

入って日本語の指導はもういらないという判断をされたの

でなくなった。今は伊勢崎市から太田の学校まで車で通

学している。 

 

生徒 C: 

小さいころから日本とブラジルを行ったり来たりしている。

小学校に入る前から日本にいるので、言葉の面で慣れる

のに苦労したということはない。ただ学校にブラジル人は

一人だけだったので周りから「新しい子」という風に見られ

ていたと思う。小学校 1 年生のときにブラジルに帰国した

あと、また来日。そのときは日本の小学校で 2 年生から 3

年まで過ごした。その後小学校 4 年生のときにピタゴラス

学校へ転入。そのあと、またブラジルへ帰り、今また日本
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に住んでいる。日本にはもう慣れてはいるけれど、小学校

のときの先生が印象に残っている。いつも近寄りがたい雰

囲気で、質問とかが出来ない先生だった。 

日本の学校は運動会とかたくさん行事があって楽しいし、

きちんと勉強しているという意識があった。でも、ブラジル

人学校は日本の学校と違って付き合いが家族みたい。先

生とも友達とも。日本の学校で友達というと、3 人くらいの

仲の良い子がいて、あとは普通の知り合い程度だけど、こ

こでは皆と同じくらいに仲が良い。 

日本とブラジルを行ったり来たりしていて、昔はさびしい

なとは思ったけど今はメールもあるし、電話もあるし大丈夫。

小さいときは「母が帰るのだからしょうがない」と思っていた。

勉強の進行状況が違って困るということはほとんどなかっ

たけど、日本の学校ではわからないところがあっても質問

できない雰囲気があって、くやしい思いもした。 

生徒 D: 

 家族と一緒にすでに日本にいた祖父を頼って来日した。

入学した学校には自分と一緒に来日した従兄弟の二人だ

けしかブラジル人はいなかったが、週に 2 回はブラジルに

在住経験のある日本語指導の先生が来てくれた。その先

生の名前もまだ覚えている。当時、日本語は全くわからな

かったし、話せることといえば基本的な挨拶程度だった。

日本の学校の先生たちは皆自分たちのことを心配しすぎ

るくらいしてくれたと思う。ブラジル人がいない学校だった

から、日本語のいい勉強になった。 

日本人はブラジルと比べると、友達関係というのが違うと

感じる。どこまでが本音でどこからが建前なのかが難しいと

思う。自分は家族の中に日本とブラジルが混在している環

境に育った。ブラジルに戻ってからも、日本に住んでいた

ことのある友達と日本語で話すこともあったし、祖母が日本

から電話をしてきたときには日本語で話していた。だから、

日本語の問題はない。日本に戻ってからはブラジルの学

校に 4 年間しか通っていなかったためにブラジルの学校

へ通った年数が足りなくなってしまった。だからピタゴラス

に転入した。日本の良いところ、悪いところは学校だけに

は限らない。日本社会全体に通じることだと思う。閉鎖的と

か冷たいという所は、ここピタゴラスにはない。人とのコンタ

クトを持つこと、人とよく話すというところが違うと思う。自分

はこの学校にいるとすごく安心感を覚える。日本人と仲良

くなるにはお互いをしっかりと知ることは大事だと思う。 

 

Q．卒業後の進路について 

生徒 A: 

今のところ、ブラジルに帰る予定はない。だから専門学校

に進学して、なにかしらの技術を身に着けたい。日本語に

ついてもその能力を証明するものが必要かなとも思う。 

 

生徒 B: 

日本で暮らすブラジル人の子どもに日本語を教えたい。

そのために勉強を続けたい。 

 

生徒 C: 

ブラジルの大学へ進学したい。 

 

生徒 D: 

日本で暮らした経験をなんらかの形でブラジルに持って

帰りたい。この経験は紙では証明できないものがあると思う。

ブラジルで大学へ進学して、通訳など日本語を生かす仕

事につきたいと思っている。 

 

インタビューを終えてから、生徒 A が話したいことがあると

言って以下のことを話してくれた。 

 

生徒 A: 

ひとつ言っておきたいのは、日本の学校の「いじめ」につ

いて。今も日本でいじめによる自殺があるけれど、その原

因はいじめられたからだけではないと思う。日本の学校は

いじめの事実を認めようとしないところがある。先生たちは

「存在しない」というように扱う。日本の学校からここに移っ

てきた理由のひとつだ。ここ、ピタゴラス学校は先生や他

の生徒との関係が本当に温かい。家のように思っている。

先生たちは生徒一人一人を注意深く見ていてくれている。

元気のない子がいれば、「どうしたの？」と親身になって相

談にのってくれる。学校は勉強だけじゃなく内面の成長も

大事だということを本当に感じる。 

 



－447－ 

2.ピタゴラス太田校の 1 日のタイムスケジュール 

ピタゴラス太田校の時間割とインタビューを基に調査員が

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南米系外国人学校 

ムンド・デ・アレグリア 

（Mundo de Alegría） 

 

調査員：指山 亜希子(外国語学部スペイン語専攻 3 年) 

       黒野 美香(外国語学部日本語語専攻 4 年) 

       和田 更沙(外国語学部ポルトガル語専 4 年) 

 

 

写真 1：ムンド・デ・アレグリア校舎 

 

1.設立の背景 

ムンド・デ・アレグリアは、2003 年に静岡県浜松市に設

立された学校である。所在地である浜松市には、およそ

29,000 人の外国人が暮らしており、中でもペルー人・ブラ

ジル人は、浜松市に暮らす外国人の全人口のうち約７割

を占めている。そのような南米系外国人の子女を受け入れ

ているのがこのムンド・デ・アレグリアである。 

ムンド・デ・アレグリアの設立までの経緯について、校長

の松本先生から詳しくお話を聞くことができた。以下に伺

ったお話を引用する。 

松本さんは 1991 年から大手日本企業で通訳兼採用担

当をしていた。当時のバブル期の日本では労働力が不足

していた。その確保のため日系三世まで合法的に労働ビ

ザを与えるようになったところ、これが当時インフレや職不

足に苦しんでいた中南米の経済事情とマッチし、日本へ

の外国人の出稼ぎが増加した。初めは出稼ぎに来た外国

人本人達も長く日本に暮らすことになるとは考えておらず、

2～3 年の出稼ぎのつもりで日本に来ていた。子ども連れ

に禁止であった。しかしお金を貯めて母国へ帰っても、新

たな仕事が見つからなかったり生活基盤がなかったりして

6:45 開門 

  PLANTÃO(室内) 

8:15 ①授業 

9:05  ②授業 

9:50 休憩 

10:05  ③授業 

10:50 ④授業 

11:40  ⑤授業 

12:30 昼食 

通
常
時
間 

13:15 1 授業  

14:00 2 授業  

14:45 3 授業  

 

 15:30 PLANTÃO(室内＆屋外) 

 

20:00 閉門   

一
日
時
間 
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生活ができなくなるという事態が起こり始め、次第に日本

に定着する人が増えた。彼らはアパートを借り、家族を呼

び寄せるようになった。家族が来日すると、母国へ帰る理

由はますますなくなった。 

その頃の松本さんは企業で働くペルー人のために通訳

のボランティアをすることもあり、ペルー人の子どもの家庭

教師をしたり幼稚園入園手続きを手伝ったりすることがあ

ったのだが、その中で「本当にこれで大丈夫なのだろう

か？」と感じたのだと言う。日本人でさえ、幼稚園や小学校

の複雑なシステムを理解し、連絡や参加をしていくのは難

しいからである。 

2002 年、在日ペルー大使館は町田市と浜松市で教育

フォーラムを行った。日本からの帰国子女の子どもがペル

ーの学校システムについていけず、留年する子どもが大

量発生していることを受け、親を教育する必要があると考

えられたからである。この教育フォーラムに松本さんも参加

し、「教育の現場は非常に広い」と感じて浜松の人に声を

かけた結果、たくさんの親が集まった。そこでは、浜松に

暮らす多くのペルー人の親から「母語で学べる学校が欲し

い。今の日本には 2 つの選択肢しかない。日本語を学ん

で日本の公立学校に入れるか、またはペルーに返すか。

しかし、後者のように日本とペルーで離れていると、親子

関係は希薄になり、ひどい場合子どもは親に捨てられた、

自分達は親子ではないとまで感じてしまう。また前者の場

合は、普段親は仕事をしているので母語をきちんと教えら

れず、子どもは日本語を覚えていくが、これにより子どもと

親同士で言葉が通じなくなる。」という話を聞いた。 

本来はお互いがぶつかり合うはずの小学生・中学生時

代にぶつかりあえず、親子の断絶が起こっていた。それだ

けでなく、「変な言葉を話すからお母さんは学校に来ない

で」と言う子どももおり、彼らは自分のアイデンティティさえ

壊していることを感じた。また、子ども達がセミリンガルの状

態に陥っており、基本の考えを母語でしてアウトプットを 2

言語でするということができないため、工場労働者しかでき

なくなってしまうという問題もあった。それに対して、日本に

いながら母語で教育を受けられる学校が必要だと考えら

れ、このムンド・デ・アレグリアは作られた。 

 

2.学校概要 

この学校は 2005 年に静岡県から学校法人として認可を

受けた。日本で認可を受けている外国人学校はそれほど

多くなく、中でも南米系外国人学校が認可を受けたのは

初めてのことである。しかし、認可を受けて助成金を受けら

れるようになったとはいえ、財政面では厳しいのが実状だ

という。そのため現在は、古い机を譲り受けるなどして学校

を運営しているのだそうだ。多くの外国人児童が通い続け

られるような低い授業料で安定した学校運営をすることは

非常に難しく、そのことが現在の大きな課題の一つだと校

長先生はおっしゃっていた。 

 

写真 2：譲り受けた机 

 

2006 年現在、ムンド・デ・アレグリアでは、ペルー人児童

とブラジル人児童合わせて計 113 名が学んでいる。その

内訳は、園児が 16 名、小学生が 48 名、中学生が 15 名、

高校生が 34 名である。彼らを教えているのは、5 名の常勤

の教師と、５名のボランティアである。校長は日本人、教頭

はペルーで教師をしていたペルー人であることに代表さ

れるように、日本人教師と外国人教師が協力し合って学校

を運営していた。 

 この学校は、もともとはスペイン語で教育を行える学校を

目指して設立されたため、当初はボリビア・アルゼンチン・

ペルー人子女だけが通っていた。しかし、浜松には大変

多くのブラジル人が暮らしているため、彼らのニーズに応

えて 2005 年からはブラジル人の子女の受け入れもするよ

うになった。そのため、現在はブラジル人児童のためのク

ラスとペルー人児童のためのクラスがある。ブラジル人とペ

ルー人の児童の人数差はあまりないようだった。 
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3.授業・学校生活 

ムンド・デ・アレグリアには他の多くの外国人学校とは異

なる特徴がある。外国人学校の多くは、母国に帰ることが

前提とされているため、母国のカリキュラムに沿って授業

が行われ、母国の学校に対応できる力を養成することを目

指している。しかし、実際に浜松で暮らす外国人の実情を

考えると、彼らの多くは日本に定住しており、おそらく永住

することになる。ムンド・デ・アレグリアでは、このように母国

へ帰らず日本で暮らすケースが増加していることに目を向

け、日本で生活する力をつけ、日本で進学することも意識

した教育が行われている。 

母国と日本の両方を視野に入れた姿勢は、実際の授業

にも反映されている。午前中は、母国政府の認定を受け

たカリキュラムにのっとって母語で授業が行われていた。

その際は何学年かが一緒に学んでおり、見学させていた

だいた小学校低学年の授業では、ある学年の生徒に何か

を教えている間は、別の学年の生徒には課題を解かせる、

という方法で、3 学年が一緒に学んでいた。午後は、日本

で暮らしていくことを考え、日本語の授業が行われていた。

また、小学校1年生では、最近から試験的に日本で教えら

れている算数と生活科の内容も扱われていて、日本語

「を」学ぶだけでなく日本語「で」学ぶ機会も提供されてい

た。 

 

 

写真 3：授業の様子 

 

また、「給食係」「掃除係」のような係で仕事を分担したり

制服を着たりと、日本と同じような学校文化も見られた。 

 

写真 4：係の表  

 

 

写真 5：制服・体操服 

 

4.先生のお話 

校長の松本先生だけでなく、教頭のペドロ先生からもム

ンド・デ・アレグリアについてお話を伺うことができた。以下

にその内容を引用する。 

 昨年 2005 年度、日本語能力検定試験 2 級に 2 人の生

徒が合格した。2 人とも 1 級取得を目指している。1 級を持

っていると、大学入試の際に課される日本語の試験が免

除されるのである。うち一人は、日本語、スペイン語、ポル

トガル語、英語での 4 ヶ国語の通訳を目指して勉強してい

る。 

 あなた達調査員、つまり日本の大学生が彼らのためにで

きること、大学生によるボランティアには非常に興味を持っ

ている。外国人生徒は日本に留まることを考えている。彼

らの両親は日本で働いているのみならず、家を持って、永

住権を持っている者までいる。日本の大学は彼らの子ども、

つまり外国人児童にどのように学問の機会を与えているの

か？定住外国人にとって日本の大学に入ることは非常に
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難しい。日本の大学はこのような学生の熱い想いを買って

門戸を開くべきである。入学さえできれば結果は本人次第

である。彼らが勉強した結果よい成績を収めることができ

たら、彼らを入学させた価値があったと言えるし、もしも留

年および落第してしまったとしてもそれは仕方のないこと

である。まずは機会を与えることが大切である。 

 日本の大学で勉強したスペイン語やポルトガル語および

社会学等を、是非社会で外国人のためにも使って欲しい。

それに受けた外国人もまた日本の大学および母国の大学

で学んだことを日本の社会に還元していく。それがグロー

バリゼーションである。 

工場で働いているペルーから来た人の中には、現地の

高等教育を受けて日本に来たのに仕方なくその仕事につ

いている人もいる。彼らは日本語を勉強しても彼らの能力

に見合う仕事につけず、本国に帰らざるを得なくなることも

ある。しかし本国よりもずっと進んだ社会である日本で一

度生活してしまうと、本国での元の生活に復帰することは

難しい。日本であっても能力に比例して、あるべきところで

その力を発揮してほしい。 

子どもは日本語を覚えるのが早いため、テレビや友達

からすぐに日本語を覚える。しかし彼らの両親は日本語を

知らない。またいじめにおびえることもある。お金が稼げて

も両親から子どもに気持ちが伝わらなくなってしまう。しか

しペルー人にも日本の社会が好きな人もいる。 

教頭先生は日系二世である。しかし戦争によって日本

語を勉強することができなかった。両親は商売のために日

本語を使っていた。両親はペルーでなくなった。先週学校

で沖縄に行った。そこではペドロ先生のご両親の通われ

た小学校を訪問し、先生の従兄弟とその孫に会うことがで

きた。先祖のお墓にも行った。将来ここで学んだ子にも「お

父さんはここで、ムンド・デ・アレグリアで勉強して大学に行

ったのだよ」と言ってもらいたい。新しい時代のヒーローに

なってほしい。 

 

5.訪問を終えて 

ムンド・デ・アレグリア校を訪問して、外国籍の児童の直

面している問題の重さをはじめて理解したように感じた。英

語圏からの帰国子女である日本人の友人が話す英語に

魅了されながら初めての外国語を勉強した私は、一見「母

語であるスペイン語も使え、なおかつ日本語を学びながら

日本の生活も知ることができてうらやましい」とまで感じてし

まったが、彼らがバイリンガルではなくセミリンガルにすら

なりかねない可能性を抱えているということ、そして彼らが

今後日本社会で生きていくうえで直面するだろう問題まで

は考えたことが無かったからだ。この学校に訪問する 1 年

前に、小学生のときに中国から帰化し苦労したという友人

の話を聞いていたが、そのときに彼が語っていた「僕は基

礎の勉強（つまり義務教育で行われる国語や数学、社会

科等）ができないから就職活動の筆記試験でも苦労する

のだよ」という言葉がはじめて理解できた。現在は国立大

学の学生であり、物流会社に内定が決まり卒業を控えて

いるが、そんな優秀な彼も中学時代は勉強がわからなくて

登校拒否になったことがあり、公立の高校ではとても受け

入れてもらえないぎりぎりの成績で私立の高校に進学し、

さまざまな活動に関わったことが買われて推薦入試で国

立大学に合格することができたそうだ。彼がどのような日本

語指導を受けたのか、そのように這い上がれた理由は何

であったのかはこれから聞く予定であるが、ムンド・デ・アレ

グリア校の教頭先生がおっしゃっていたように、自分が勉

強しているスペイン語を生かして、私自身も苦労している

外国人労働者の方のために小さな努力をして、彼らと同じ

ように日本で起こっているグローバリゼーションの中で社

会に還元していけるようにこれからも精進していきたいと思

う。（指山） 

 

私はムンド・デ・アレグリアのある浜松市で生まれ育った

ため、ある日突然全く日本語が分からない状態の外国人

児童が学校にやってくるという出来事を何度か経験した。

彼らを見てきて、日本に来たために普通の小学生・中学生

が普通に送るような学校生活が享受できなくなり、そのせ

いで将来の選択肢が狭められてしまっている現実を知り、

このような問題に向き合う必要性を感じていた。今回の調

査結果やそこで学んだことがはじめの一歩となり、このよう

な問題に対する新たなアクションが起こればと願っており、

また自分自身でも起こしていければと思う。 

外国人学校と言うと、帰国が前提の外国人児童生徒が
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通う学校というイメージがあるが、今回ムンド・デ・アレグリ

アに訪問し、日本で一緒に暮らすことを視野に入れて教

育が行われている学校があることを知り、とても頼もしく思

った。また、外国人児童の問題は、外国人だけの問題で

はなく、一緒に暮らしていく私達日本人もこの問題に向き

合っていく必要を感じた。これからますます日本で暮らす

外国人は増えていくのだと考えられるが、そんな中でムン

ド・デ・アレグリアがモデルケースとなり、このような日本人・

外国人の両方の視点を取り入れ共存を考える外国人学校

が増えていくことが大切だと思う。（黒野） 

 

ムンド・デ・アレグリアの訪問で感じたのは、外国人学校

と言ってもその背景は様々だということである。外国人学

校と言うと、帰国時のため母国語を忘れないよう外国人児

童生徒が通う学校、もしくは日本の学校に適応しきれなか

った外国人児童が通う学校、というイメージを持っていた。

しかし校長先生の言葉を聞くうち、この学校は私の抱いて

いたイメージと異なっていることが分かった。 

 この学校は、母国へ帰国する外国人児童生徒は実際に

はごく少なく、彼らの大半は日本に残る、という現実に目を

向けていた。彼らが日本に住み続ける場合、彼らと共に生

活していくのは私たち日本人である。そのため私たちは彼

らをきちんと教育する必要があり、この学校はその役割を

担っている。つまり、ムンド・デ・アレグリアでも他の外国人

学校と同様、母国に帰った場合を考え、母国語や母国の

カリキュラムに沿った内容を学んでいる。しかしそれに加え、

彼らの日本定住も視野に入れ、日本語の授業や日本のカ

リキュラムにそった内容も積極的に取り入れられている。彼

らが大学進学を望んだ時にその門戸が閉ざされないよう

に、とペルー人の教頭先生もとても熱心に授業を行ってい

た。校舎は手狭で校庭はなく、机も古いものだったが、生

徒は元気いっぱいで見知らぬ私たちを迎えてくれた。また、

日本語で意思疎通が図れる生徒も多く、教室には生徒の

日本語能力検定試験合格を祝う幕がかけられていた。彼

らの教育や適応の問題は、外国人の教育だから外国人学

校に任せておけばいいというわけではなく、日本でこれか

ら共に生活していく以上、日本人と外国人とが共に力を入

れなければならない問題なのだと再認識した。（和田） 

インド人学校 

インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン 

India International School in Japan 

 

調査員：小島 和美 (外国語学部ヒンディー語専攻 3 年) 

       山田 寛子 (外国語学部フランス語専攻 4 年) 

       谷村 隆昌 (研究生) 

       丸井 ふみ子 (大学院地域文化研究科博士前期 

       課程国際コミュニケーション専修コース 2 年) 

       高野 邦夫 (本学フィリピン語非常勤講師) 

 

 

写真 1:ビルの横に付けられた小さな看板 

 

写真 2:左側に見えるのはスクールバス 

                                               

1.設立の背景 

90 年代半ばから IT 革命の進展によってシステムエンジ

ニアなどのコンピュータ関連技術者の需要が増加し、イン

ド人情報技術者が多く来日するようになった。従来、在日

インド人の多くは神戸市に集中して暮らしていたが、これら

ニューカマーは東京周辺に在住している。そのほとんどは



－452－ 

男子単身で短期間の滞在だが、なかには家族をともなっ

て来日する者もいる。従来は英語で教育を行う欧米系イン

ターナショナルスクールに子弟を通わせることが多かった

が、算数・数学のレベルなど教育の質に満足できなかった

ことから、本国インドと同じカリキュラムで教育を行う機関が

強く求められるようになった。その結果インド人学校が設立

されるに至り、2006 年現在東京都に 2 校ある。 

そのうち最初に開校したのが東京都江東区森下にある

インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン

(India International School in Japan)である。インド国内と同

じ教育を提供できる学校を日本に作りたいという日本在住

のインド人たちの願いの下、日本人も含む創設メンバーた

ちが資金を出し合って 2004 年 8 月に設立され、現在は

NPO 法人として活動している。 

 

2.学校概要 

2006 年 10 月現在、児童・生徒の数はおよそ 120 名で、

幼稚園年少クラスから 9 年生までのクラスがあり、モンテソ

ーリ式の幼稚園、小学校、中学・高校の 3 つに分かれてい

る。やはり彼らの父親の多くは東京でIT 関係の仕事をして

おり、また出身地も様々である。児童・生徒や教師・スタッ

フのほとんどはインド国籍だが、その他にもパキスタンや

バングラディッシュ、フィリピン、シンガポール、日本など、

多岐にわたっている。 

児童・生徒の多くは東大島など近隣地区から来るが、品

川や川崎など、かなり遠くから来ている者もいる。通学手

段について、中学生等は一般の交通機関を利用するが、

園児や児童はスクールバスが安全で楽なため、バス通学

をしている。彼らの親は、東京にあるインド企業にいる例も

あるが、多くはソフトウェア関連など日本企業に勤めてい

る。 

校長は日本に 30 年以上住み、東京のインターナショナ

ルスクールで長年教鞭を取っていたインド人女性、ニルマ

ン・ジェイン氏である。教師の多くは夫の仕事の都合で来

日した妻たちで、インドの教師免許を持っている。 

年間授業料は 60 万円、これに教科書代 1 万円、バスに

よる送迎を利用するとさらに年間で 15 万円から 20 万円か

かる。兄弟で通う場合には授業料とバスの送迎代に対し、

20％の割引が効く。 

施設は 5 階建てのビル、その隣のビルの 2 部屋と一階

にあるガレージを使用している。校庭がないため、体育の

授業は近所の公園や学校から少し離れた公園のグラウン

ドを使用している。 

 

3.授業について 

授業は 6 月から始まり、夏休みと冬休みを挟んで 4 月ま

で続き、日本と同じく 3 学期制を採っている。 

授業はすべて英語で行われ、インドの公用語の一つで

あるヒンディー語は一教科として教えられている。日本語

の授業もあり、以前は日本人教師が教えていたが、現在

は日本語のできるインド人教師が教えている。他の科目は、

数学、社会、英語、科学、読書、美術、音楽、体育、演劇、

コンピュータなどで、各授業時間は 40 分である。インドの

教 育 機 関 で あ る CBSE(Central Board of Secondary 

Education)のカリキュラムに沿って授業は行われるため、

児童が帰国しても、本国で同じ学年に転入できるようにな

っている。 

授業時間は幼稚園が午前 9 時から午後 2 時までである。

小学校と中学・高校が午前 9 時 10 分から午後 3 時 10 分

までだが、その後アート、楽器演奏、インド古典舞踊、サッ

カーなどの課外授業が 1 時間行われている。 

インドの数学は、2 桁の数まで九九を覚え、暗算をする

ことに大きな特長がある。学校では計算機は使わせず、低

学年 1～3 年から継続してしっかり学習させる。理科では、

飼育や栽培を実際には行わないが、校外へ観察に行くこ

とはあり、四季の動植物の様子を学ぶ。社会では、主にイ

ンドの地理や歴史を学ぶが、世界についての章もある。イ

ンドは国土が広く、国内でも地域によって気候・自然・食

物・宗教など条件が大きく異なるので、各州の違いについ

て学ぶ。日本については、世界について学ぶ際に触れる

程度である。日本に滞在しながらインドについて学ぶこと

は、特に困難ではない。理科や社会など他教科を学ぶ際

に、インターネットで調べる等コンピュータを利用すること

がある。体育の授業は、バスで移動して近くの公園で行う。

音楽は、インド音楽と西洋音楽の時間があり、インド音楽

では主にハルモニウム(オルガン)やタブラ(ドラム)を使い、
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西洋音楽ではピアノや木琴を使う。またインドの本を揃え

た図書室があり、カリキュラムに読書の時間もある。インド

には宗教が多いため特定の宗教教育は(インド本国でも)

行っていないが、善悪の価値観等を教える道徳のような授

業はある。生徒が好きな教科は、算数、理科などのようだ。

また行事について、日本の行事を多く取り入れているわけ

ではないが、秋には近くの公園の広場を借りて運動会を

行っており、チームに分かれてボールを使った競技やゲ

ームなどを行っている。バスケットボール、ネットボール、ホ

ッケー、卓球、バドミントン、ドッジボール、ココ(インドのゲ

ーム)などがある。またプラネタリウムや博物館を訪れたり、

バスで全校遠足を実施したりしている。インドの文化の維

持のためにインドの行事を行ったり、授業の中でインドの

事柄をテーマに絵や詩のコンテストをしたり、インド音楽を

学んだりもしている。学校として地域との交流をはかる機会

は多くないが、江東区の祭りに参加して踊りや歌を披露し

たり、区の小学校を訪問したこともある。 

 

時間割 2nd 8th 

9:10 ~ Math English 

9:50 ~ Science Math 

10:30 ~ Snack Snack 

10:40 ~ English Science 

11:20 ~ Hindi Science 

12:00 ~ Science Computer 

12:30 ~ Lunch Lunch 

1:10 ~ Hindi Library 

1:50 ~ Library Hindi 

2:30 ~ English Computer 

表 1:金曜日の 2 年生と 8 年生の時間割 

 

 

 

4.見学した幼稚園の授業と運動会の予行練習 

 

写真 3:幼稚園の授業風景 

 

幼稚園の授業を見学して、私たち調査班メンバーが口

をそろえて言っていたことは、幼稚園の子どもたちの高度

な英語力への驚きだった。私たちが訪問した日の翌日が

運動会ということで、その日の授業のほとんどが運動会の

練習に当てられており、教室での授業は一部しか見ること

ができなかった。しかしその一部の授業の中で先生と子ど

もの会話を聞いて、私たちは子どもたちの英語力の高さを

知ることとなる。先生が今日の天気について子どもたちに

英語でいろいろ質問すると、子どもたちは何の抵抗もなく

返事を英語で次々と口にしていた。単語レベルでしか話

せないのかと思いきや、子どもたちは文レベルでも英語で

話していた。先生と英語でコミュニケーションをとる子ども

たちの姿に私たちはただただ驚くばかりであった。 

しかしながら、両親の出身地の言語が違う場合などを除

いて、児童は家庭では英語をほとんど使わず、ヒンディー

語やその他の母語である現地語で話しているという。児童

は幼稚園に入る前は一切英語を使っておらず、幼稚園に

入ってから英語を学ぶ。英語を流暢に使いこなせるように

なるには時間がかかるが、教師とのコミュニケーションは 1

年もあれば取れるようになる。インド本国にはヒンディー語

やその他の現地語で教える学校もあり、その場合には英

語の習得は困難だが、英語のみで教える学校では、学校

生活全般を通して生徒は英語を身につけていくという実情

がある。 
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写真 4:アルファベットの練習問題 

 

写真 5:ハロウィーンの飾りつけ 

 

写真 4 は教室の壁に貼ってあったアルファベットの練習

問題である。各絵の単語の頭文字を選んで丸をつけると

いう問題だ。頭文字を選ぶということは、絵の単語を理解

できているということになる。各園児は絵を自分の好きな色

で自由に塗っていて、彼らの個性の豊かさを感じる。 

写真 5 は教室後方にあったハロウィーンの飾りつけであ

る。特定の宗教にこだわらず、様々な行事を祝うことにして

いるという学校の指針が表れている。しかし教室の中には

ヒンディー語で書かれた掲示物があり、教師の中にもサリ

ーを着ている人がいたりと、園児たちに母国インドを感じさ

せるものが見られた。 

 

 

写真 6:ガレージで運動会の練習① 

 

写真 6 はガレージを改装したスペースで、ローリング・ボ

ールという競技の練習をしている様子である。いくつかの

グループを作り、最初の人がボールを向こうの線まで転が

し、線まで着いたらボールを手で抱えて戻り、次の人にボ

ールを渡すという競技である。次の人も同じようにボールを

転がし、全員が早く終了したチームの勝ちになる。 

写真7、写真8はループを使った椅子とりゲームである。

人数より少ないループで円を作り、音楽が流れている間そ

の円に沿って移動する。音楽が止まると一斉にみんなル

ープの中に入るが、一つのループには一人しか入れず、

入れなかった園児はアウトとなる。アウトになった園児を除

き、ループの数をさらに減らして再びゲームスタート。最後

に残った園児の勝利となる。先生方も一緒にループに沿

って回りながら園児らの列を整え、彼らの動きを促してい

た。英語の理解が不十分な日本人の園児も積極的に参

加し、皆ループの中に無事に入ることができると喜んでい

た。写真 7 の洋装の教師と写真 8 のサリー姿の教師が、2

人で 1 クラスを担当していた。 
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写真 7:運動会の練習② 

 

写真 8:運動会の練習③ 

 

5. 訪問を終えて 

私は今まで旅行や児童施設でのNGOインターンを通し

てインドに行ったことがあり、現地のインド人と交流する機

会が多々あった。またヒンディー語を勉強していることやイ

ンドに関わる学生団体に所属していることから、日本国内

でもインド人の留学生や仕事の都合で日本に滞在してい

るインド人と会う機会がある。インドで会ったインド人と日本

で会ったインド人、両者の特徴を端的に表すと「庶民」と

「エリート」になるだろう。私のインド旅行は大きなリュックを

背負ってバスや列車を利用して移動し、安宿に泊まるとい

う貧乏旅行だったせいか、出会うインド人はたいていエリ

ートとは呼び難い人々だった。しかしその旅行のおかげで

私は日本では会うことのできない現地のインド人と交流す

ることができた。一方、日本で出会ったインド人は皆エリー

トだった。日本に来るからにはある程度のお金も必要なの

で、日本で働く人というのは自動的にエリートになってしま

うのだと思うが、両者の差は本当に激しい。 

私は今回のインド人学校訪問でここに通う児童の学習

能力の高さに驚くと同時に、インド現地で自分が接してき

た人々との差を感じずにはいられなかった。インドで教育

を受けていない人に会うこともあったので、あの幼さで流暢

に英語を話す姿はまぶしいくらいだった。高度な教育を受

けられる人もいれば、そうでない人もいる。教育が幸せに

結びつくとは限らない。しかし教育の有無によって職業が

左右され、子孫が教育を受けられるか否かが決まり、親か

ら子への循環が繰り返される。英語を話す児童たちの姿を

見ながら、そんなことを考えていた。(小島) 

 

家庭での言語がヒンディー語であるにもかかわらず、授

業が全て英語で行われることに驚いた。帰国を前提にして

の教育であるということが、コンピュータや英語での授業な

どによくあらわれていると感じた。建物の大きさ、体育の環

境など、全ての学校環境が整っているわけではないもの

の、かなり遠くからも通ってくる生徒がいるのも、インド本国

と同じ教育を受けさせたいという思いが伝わった。幼稚園

の授業を見学してみて、レベルの高さと、子どもたちが積

極的に答えていることに驚き、また体を動かしたり、歌を歌

ったりしているのが楽しく明るい雰囲気だと感じた。(山田) 

 

まず驚いたことは、授業が英語で行われていることであ

る。 今回訪問した学校はinternational schoolであり、授業

が英語で行われているのは自然なことである。 なぜなら、

韓国、朝鮮人学校に代表される「民族学校」とは、その性

格を異にするからである。 インドの公用語はヒンディー語

だが、富裕層は英語を使いこなすという現状を反映してい

るのを感じた。 

  また、在籍生徒のほとんどはインド本国への帰国を前提

としており、必ずしも将来の生活に備えての日本語指導の

必要性は低いと感じた。児童生徒の親はIT関連企業につ

いている者が多く(いわゆる富裕層)、 生活困窮のために

日本に滞在し続けるという状況にはなりにくいのだろう。

(谷村) 

 

古くからの店舗も見られる賑やかな大通りを少し入った、

閑静な住宅街の5階建てのビル。この立地に、まず意外な
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感じを受けた。一見ただのマンションか雑居ビルのようで、

控えめながらも掲げてある看板がなければ、ここが学校だ

とは気づかないだろう。彼らの集住地域から近いことからこ

の地となったのであろうが、バス通学が大半のこの学校の

子ども達と、下町の色を残すこの地区の日本の学校の子

ども達は、全く異なる学校生活を送っているのだろうと思っ

た。 

中に入ると、日本に居ながら異世界に居るような印象を

受けた。顔はインド人らしい人が多くても、全体としてインド

色はあまり濃くない。皆英語を話しているが、かといって欧

米世界に居る感覚でもない。教師に英語でインタビューを

している横で、校長がヒンディー語で電話をしている。生

徒も教師も洋装の人が多い中で、サリーの人も当たり前に

混じる。教室には英語の掲示物が多いが、よく見るとヒン

ディー語のものもある。訪問時には昼食風景は見られなか

ったが、インド食のお弁当でカレーの匂いが漂うというのも、

なかなか興味深いものである。日本に居るインド人は主に

本国の中でもエリート層に属するということから、私達のイ

メージするインド人像ともまた違うのだと思うが、「インドらし

さ」と「インドらしくなさ」を併せ持つ空間だと感じた。(丸井) 

 

インド人学校ということで、インドの文化が色濃く反映さ

れた校風を予想していたが、インターナショナルスクール

という校名の通り、国際色豊かな雰囲気を感じた。確かに

先生方の中にはサリーを着ている人もいれば、またスカー

フを被っているイスラム教徒の人もいたが、特定の文化や

国籍にとらわれない誰に対してもオープンな印象を受けた。

その証拠にちょうど訪問したのが10月であったため、アメリ

カの習慣であるハロウィーンを祝っていたのには驚いた。 

欧米系のインターナショナルスクールでは年間の授業

料が 200 万円を超えるところが多いが、それに比べるとこ

の学校の授業料はかなり安い。しかしながらインド本国の

エリート校の多くが採用している CBSE のカリキュラムに沿

って、高い教育のレベルを保っている。この学校に通って

いる彼らのように、私たちの支援活動の対象から外れてい

る外国人児童・生徒の存在がよく理解できた。 

最近別のインド人学校がこの学校の付近に開校したが、

それにともなう児童生徒数の減少がほとんど見られなかっ

たということから、インド人学校の需要はまだあると感じた。

英語が教育言語であること、また数学や IT 教育のレベル

の高さから、非インド系の児童・生徒が今後ますます増え

るのではないかと思う。(高野) 

 

参考資料 
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347-367 

澤宗則・南埜猛 「南アジア出身者」 真田信治・庄司博史

編 『事典・日本の多言語社会』 岩波書店 2005 年 pp. 

205-208 

柴原三貴子 「日本初、インド人学校」 『インド通信』 イン
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「江東区のインド人学校に IT 人材立国の源泉を見た」 

『エコノミスト』 2005 年 4 月 19 日号 p. 85 

「インド人学校の恐るべき数学授業」 『プレジデント
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おわりに 

報告者：中村 未央 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

 

1. 調査研究を振り返って 

私達、調査研究員がこの調査を始めた発端は、当支援室

で活動する学習支援ボランティアのメンバー間で、JSL 児

童･生徒(JSL とは Japanese as a Second Language の略で、

本文では国籍に関わらず日本語指導の必要があるという

意味で使用する)の学習支援において一つの疑問が浮か

んだからだった。｢なぜ外国人児童・生徒達は日本の学校

で学習困難や適応困難を抱えているのか｣という疑問であ

る。 

そこで私達は一つの仮定を立てた。それは、児童出身

国の学校現場と日本の学校現場との間で、｢教科カリキュ

ラム｣と｢学校文化･ルール｣が異なるのではないかという事
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だ。 

学習面で JSL 児童が困難を抱えている時、本国と異な

る学習内容(例えば｢国語｣や日本語、「社会科」の学習な

ど)だけに戸惑いを見せているわけではなかった。そこで、

本国と日本の間で学習進度や学習のやり方に差があると

予測し、｢学習カリキュラム｣を調査することが役立つので

はないかと考えた。また、日本では当然と受け止められて

いるはずの学校の文化やルールに対して、JSL 児童･生徒、

さらにはその保護者も違和感を持っている様子が見られ

た。｢学校文化･ルール｣を知ることで、生活面において日

本に慣れることが出来ない児童･生徒の悩みを理解しや

すくなるだろう。こうして、この違いを明らかにするために、

調査を開始した。まず、以前から当支援室と付き合いの深

かった日本の公立小学校 2 校で、JSL 児童担当教師に学

習支援の現状についてインタビューを行った。次に、外国

人学校 3 校(ブラジル・南米系・インド)を訪問し、児童･生

徒及び教師にインタビューを行い、日本の学校と比較し

た。 

しかし、この調査の過程で徐々にわかったことは、｢教科

カリキュラム｣と｢学校文化・ルール｣の違いに留まらない、

まさに多様な問題が、JSL 児童･生徒の学習支援状況に影

響を与えているということだった。 

 

2. 課題の多様性 

では具体的に多様な課題とは何であろうか。 

以下で、学習支援における課題の多様性について、各

調査対象校における具体的実例をもとに整理する。 

 

(1)日本語の習得度 

日本語の習得度の速さには個人差がある上、JSL 児童

の出身国によってもその速度が異なることがわかった。例

えば、漢字圏出身児童の方がより日本語の習得度が速い。

日本語習得の速さは、学校への適応の速さにも影響を与

えるため重要である。(大久保小学校) 

(2)家庭環境 

家庭の安定度や保護者の児童に対する関心度が、児

童の学習状態を左右することがある。具体的には、教育を

十分に行うための環境的な安定度に恵まれているか、児

童と保護者との間で言語疎通の困難、所謂コミュニケーシ

ョンギャップが起きていないか、本国への帰国が定まらな

い不安定な状態にないか、保護者が児童の教育に関心

があるか等である。(大久保小学校) 

(3)モチベーション 

児童個人の性格による部分もあるが、(2)との関連で保

護者が児童の学習及び学校生活全般に熱心であるか否

かによって、児童の学習に対するモチベーションの持ち様

が変わる場合がある。(大久保小学校) 

(4)生活習慣 

掃除の仕方(掃除用具が異なる等)や教師の呼び方・接

し方、本国とは異なる給食など、生活習慣の面で相違が

見られる。来日初期の児童に見られる場合が多く、慣れる

と解決されることが多いようだ。但し、これらの問題は｢学校

文化｣という枠組みだけで捉えられるべきではなく、JSL 児

童出身国の文化に対する深い理解が必要である。(京町

小学校･大久保小学校) 

(5)人間関係の距離感 

インド人学校では教師と生徒の関係が近く、家庭的な

雰囲気があること、ブラジル人学校でもフレンドリーな関係

が築き上げられていることが挙げられた。ブラジル人学校

では、挨拶の際にハグをしたりしていて、まるで学校にいる

全員が家族であるかのように慣れ親しんで接している光景

が見られた。逆に日本の学校にはこのような雰囲気がなく、

教師に対しても勉強の質問がしづらいため、JSL 児童･生

徒はこのギャップにストレスを感じることがある。(ブラジル

人学校・インド人学校) 

(6)学校へのニーズ 

最近、外国人学校に求める教育ニーズにも変化がある。

例えば、インド人家庭のケースでは日本に短期間滞在し

て、いずれは本国に帰国することがほとんどである。(保護

者が日本に滞在するのは、一時的に IT 関連の仕事で働く

ためだからである。) そのため、インド人学校に対する教

育ニーズとは、帰国後、母国の教育にうまくスライドできる

ような教育が提供されることであり、英語やコンピュータの

授業が実践されている。それに比して、南米系外国人学

校やブラジル人学校では、状況が異なる。というのも、昨

今、日本に定住する家庭が益々増加しているため、日本
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においても生活できる能力を身につけることが求められる

からだ。母国語で本国のカリキュラムに沿って行う授業の

他に、従来の日本語自体を学ぶ授業に加えて、算数や生

活科など日本語で学ぶ授業が設けられるようになった。 

このように｢外国人学校｣と一口に言っても、各学校に期待

される教育ニーズは多種多様である。(ブラジル人学校･南

米系外国人学校・インド人学校) 

 

以上述べてきたことからわかるように、JSL 児童の抱える

問題は、私達が当初考えていたように｢教科カリキュラム｣

や｢学校文化･ルール｣だけではない。むしろ、それらに限

定されない多様な課題が JSL 児童･生徒教育にはある。で

は、この学習支援状況における課題の多様性を前に、より

良い学校作りを目指して何が求められると提言されよう

か。 

 

3.より良い学校作りを目指して 

まず、国際教室(呼称は学校によって違いがあり、｢日本

語学級｣や｢国際学級｣などと呼ばれることもある)担当専門

の教員を養成することが求められる。 

京町小学校では、現在の国際教室が一人の担当教師

の尽力で成り立っていて、教師への負担が大きいというこ

とがわかった。この担当教師の前任の国際教室担当はお

られたようだが、その後一時的に国際教室が閉鎖されたた

め、引継ぎを行うことができなかった。十分な引継ぎがされ

れば、国際教室で教師が得た知識や経験が伝えられ効

率的であり、現職教師への負担が減るのではないだろう

か。 

また、現状では、国際教室担当経験のある教師が、ふさ

わしいポストに配置されず、貴重な経験が活かされないま

まになってしまうことがあるという。国際教室担当の教師が

その経験を生かすべく、そのようなニーズのある教育現場

に就けるように配慮されることが望ましいのではないか。 

さらによりよい学校作りのためには、日本の学校のあり

方を再考することも大切である。ブラジル人学校で行った

インタビューの結果によると、ブラジル人にとっては日本的

な人間関係やコミュニケーションの取り方が冷たく感じられ、

違和感を覚えるものだったという。それは、彼らが日本の

学校で不適応を訴える時、人間関係の面でストレスを感じ

ているからだということを想起させる。学校環境のあり方を

問い直すことが必要なのである。 

それでは最後に、外大生である私達ができることとは一

体何なのか提言していく。 

 

4. 私たちに出来ること:学習支援経験者の意見 

 今回の調査訪問及び学生多文化フォーラムの一連の活

動を通して、私達はJSL児童・生徒が抱える課題の多様性

について認識することができた。それでは、今後より良い

学習支援活動につなげるために、私達にできることとは一

体どのようなことなのだろうか。 

 当支援室で行っている学習支援ボランティア活動は大き

く分けて二つある。一つは川崎市や新宿区の公立小学校

で活動を行う｢東京外大在日外国人交流ネットワーク～

AMIGOS～｣であり、もう一つは府中市第二庁舎で活動す

る｢府中国際交流サロン｣である。 

以下で、これらの団体に所属し、JSL児童の学習支援活

動に携わった経験のある 6 人の学生が考えた、｢私達にで

きること｣を掲載し、まとめとしたい。 

  

山田寛子(府中国際交流サロン・外国語学部フランス語専

攻 4 年) 

私達にできることは、子ども一人ひとりを理解することだ

と思う。支援する子どもたちを、○○人や○○語を話すと

いった具合にまとめて、彼らの抱える問題全てを同じだと

思わないこと。そして、子ども一人一人と向き合い、必要な

ことが何か把握することだろう。というのも、教育現場にお

いて、先入観や偏見というのが先行しがちだと思うからだ。           

今回の調査で先生との距離感や、家庭の意識など様々な

要因が子どもたちの学習状況や学校生活への適応に影

響を及ぼすとわかった。それらをふまえて考えると、比較

的年齢の近い相談役として、児童・生徒から話を聞くこと

や、語学を活かして家庭との仲介役を果たすことができる

と思う。私も学習支援をする際、担当児童をよく理解するよ

うにしている。抱える問題が多様だからこそ、一人一人に

合った指導や相談をしていく必要があると思う。 
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黒野 美香 (府中国際交流サロン・外国語学部日本語専

攻 4 年) 

｢どうしたらもっと今までの学習支援活動が良くなるか｣

｢そのためにできることは何か｣について、府中国際交流サ

ロンでの学習支援ボランティアの活動を通して感じている

ことが 2 つある。 

一つ目は、私たちボランティアと学校と行政機関がもっ

と連携できたらいいということである。例えば府中市では、

生活課の担当のものや教育委員会が担当のもの等、管轄

の異なる支援ボランティアがいくつかあり、お互いがお互

いを知らず個別に活動しているような状態だが、相互に協

力し合えたらもっと効果的な支援が行えるのではないかと

思う。この点については、私たちが積極的に動いて橋渡し

のような存在になることもできるのではないかと考えている。

実際に府中国際交流サロンでの学習支援と府中市の学

校に出向いて行う学習支援ボランティアに関しては、サポ

ートメンバーの学生を同時募集したりどちらかに来ている

生徒や学校にもう片方も紹介したりしていけたらと考

えており、現在その方法を模索･検討している。 

もう一つは、日本語を教えるための勉強をすることだ。

学習支援では、学校に入り込んで通訳的役割を果たすこ

とが多いが、日本語それ自体を教えることも当然ある。ここ

で専攻語の知識以外に日本語教育の専門的な知識があ

ったら、もっと支援が効果的なものになると思う。日本語学

科も抱える大学ということで日本語教育に関連する授業が

たくさんあるので、そのような機会をいかして勉強をするの

も活動のプラスになると思う。 

 

中村 未央 (東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～・外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

私達外大生が外国人児童･生徒にできることは、抽象的

だが、彼らのバックグラウンドを懸命に理解しようと努力し、

いつもそのことを心に留めながら支援活動をすることでは

ないだろうか。 

例えば、外国人児童が日本人児童と喧嘩をしようとする

とき、もし外国人児童が一方的にちょっかいを出したとして

も、それが何のサインなのか(友達と仲良くなりたいからな

のか？授業についていけなくて、ついそうしてしまうの

か？)、想像をめぐらそうとすることができるのではないか。

もしクラスの中で児童がうまくいっていない時に、それを

｢家庭が不安定なのか？｣、｢学習に不安があるのか？｣な

ど、児童が抱える様々な背景を知ろうとすることで、よりよく

理解できると思う。学生多文化フォーラムの講演者である、

キョウコ･ヤナギダ先生もおっしゃっていたように、｢外国人

だから何もできない。｣ではなくて、｢外国人だから日本語

はよく分からない。でもそれ以外のことは理解する能力が

ある。｣という視点で接することができれば、児童の学習レ

ベルがなかなか上がらなくても、｢いつかはできる。｣という

可能性を信じてあげることができ、辛抱強く支援できるだろ

う。 

また、周囲の日本人児童に働きかけることができる。｢あ

の子は外国人だから勉強ができない｣、｢理解できない｣等

といった考えを、周囲の日本人児童がしていることがある。

それを私達が中に入って働きかけることで、｢一緒に勉強

しよう｣、「見守っていこう｣と言うことができる。 

また、これからの可能性として、まだ外国人の受入れを

経験したことのない学校からボランティアの派遣要請を受

けた場合、私たちが今まで接したことのある国籍の児童が

いれば、その学校自体にその児童の国や国民性につい

て情報提供できると思う。 

 

服部 聡依 (東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～・外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

今後の学習支援で必要なことは、子ども一人一人の｢違

い｣＝母文化や言葉、習慣等において日本とは違うことい

うことを受け止めて理解してあげること、認めることで児童

に自信を持たせてあげることではないかと思う。子ども達が

バックグラウンドを含む｢自分｣に自信を持つことができれ

ば、勉強に対してもやる気を持って望んでくれるかもしれ

ない。これは学生多文化フォーラムの講演者であったヤナ

ギダ先生も、｢本人のやる気次第でぐんぐん伸びる｣とおっ

しゃっていたことだ。  

教員や留学生を含め、普段から違う国籍の人や言葉、

文化、肌の色など、様々な点で自分と違う人達と接する機

会が外大生には多い。そのため、外国人やその文化を捉

える時に多くの人が無意識に持ってしまいがちな、偏った
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ステレオタイプも持っていないと思う。｢違う｣ということに対

して抵抗が少なく、その違いをごく自然に受け止めること

ができるのではないか。学習支援をする場合に、たとえそ

の児童生徒の言葉を自分が知らなくても、先入観を持た

ずにその子自身を見ようとし、その子の持っているものを

受け止めることができれば、安心させることが出来るので

はないかと思う。 

  また、もう一点学習支援において大切なことは、学校内

でのコミュニケーションや人間関係の距離感を見直すこと

だ。今回の調査で、ブラジル人の子ども達が日本の学校

に対して必ずしも否定的ではないことがわかって非常に驚

いた。むしろ日本の学校には、きちんと勉強できる環境が

整っていることや、行事が豊富であることに満足していた。

日本の何が好きではないかと問うた時、彼らが答えたこと

は友だちや先生との距離感だった。先生に質問したくても

出来ない日本の学校の雰囲気に対して、ブラジル人学校

ではハグやキスを自然に交わす。確かにこれらの習慣は

ブラジル独自のものである。しかし、日本の学校でも、少な

くとも低学年の子どもに対しては、頭を撫でるなどのスキン

シップをはかることは、ブラジル人児童のみならず日本人

児童にとっても有効なのではないだろうか。 

  
和田 更沙 (東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～・外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

外大生である私たちに出来ると考えたことは次の二つで

ある。 

まず一つ目には大学で学んだ言葉や知識、海外経験

などを活かし、様々な場面において｢橋渡し｣の役割を果

たすことだ。 

例えば生徒と生徒の間、生徒と教師の間、あるいは教

師と保護者との間の仲立ちをし、相互理解を助けることだ。

児童が喧嘩や揉め事を起こした時に、児童がその行為に

至った理由や、うまく日本語で伝えることが出来ない気持

ちを受け止め、それを教師に伝える事が出来る。また緊急

時など何か起こったときに事情を説明することもできる。た

とえ通知表に書かれるわずか数行のコメントであっても、

児童の保護者にとっては、子どもの学校での様子を知るた

めにはとても重要なものである。必要な持ち物の連絡など

日常的で小さなことだが、それも学校生活に馴染み授業

に参加するためには大切なことである。 

また、外語大生は海外旅行や留学経験者が多く、異文

化に対する姿勢が柔軟である。学習支援においてもこの

柔軟な姿勢や異文化理解を活かし、保護者や他の児童

に対して働きかけをすることが出来る。例えば、日本では

ピアスはしてきてはいけないことや、給食があるので給食

費を納める必要があること、集団登校をするので送迎は不

必要であることなど、日本の学校文化の特徴を事前に本

人や保護者に伝えておけば、児童が学校に通い始めた

時の戸惑いも少なく出来るだろう。もし日本の文化やルー

ルを知らずにピアスを付けてきてしまった児童がおり、他

の児童から批判を受けた場合でも、｢彼女が来た国では、

生まれたらすぐにピアスを開けちゃうんだよ〜。小さい頃か

らおしゃれが出来ていいよね！でも、日本では学校にはし

てきちゃいけないって決まってるんだもんね、教えてあげ

ようね｣などと、世界には日本と違う文化を持つ場所がたく

さんある事を児童に教えてあげられる。 

そして次に、若いお姉さん・お兄さんとして児童生徒ひ

とりひとりと向き合う事である。教室に入るといつも、児童た

ちは私に笑顔で手を振り、｢遊ぼう｣｢給食一緒に食べよう｣

と声をかけてくれる。初めて教室に入った時でさえも、見知

らぬ私を人見知りせず迎え入れてくれた。｢よく分からない

けどいる若いお姉さん｣の存在が彼らにとっては単に嬉し

いのだと思う。私たち大学生は、先生とも保護者とも違う。

そんな先生の様で友達の様な立場を活かし、一緒に楽し

く遊び、一緒に学ぼうという姿勢で児童と向き合える。友達

のように側に寄り添いながら、普段と様子が違えば声をか

けてあげられるし、悩みや困った事があればお姉さんのよ

うに聞いてあげることも出来ると思う。 

 

渡邊 桃子 (東京外大在日外国人交流ネットワーク～

Amigos～・外国語学部ポルトガル語専攻 4 年) 

学生に出来ることは児童の学校生活の中で少しでも話

し相手になれることだと思う。日本語が不十分な生徒にと

って自分の話を聞いてくれる相手、つまり母語がわかる先

生という立場の日本語指導の先生の存在は貴重な存在と

思っているように感じた。学級担任の先生はその立場上、
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一人の児童にかかりきりになることは出来ない。そして日

本語指導の先生も常に子どものそばにいられるわけでは

ない。そこに私たちが出来ることがあるのではないだろう

か。 

児童との信頼関係を築くために、少しでも一緒にいるこ

とが大切だと感じている。しかし、私たちがその外国籍の

児童とばかり一緒にいては、私たちの存在は全く意味のな

いものになるだろう。出来る限りの時間をクラスの中で過ご

しながらも、外国籍の児童が何かを話したい、訴えたいと

いうサインに気を配ること、そしてクラスの中で｢○○人の

子のために来ているお兄さん、お姉さん｣から｢私たちのク

ラスに来るお兄さん、お姉さん｣になることが必要だと思う。

外国籍の子に対しては、母国語や母国の文化を知ってい

る人がそばにいることは心強いことであり、日本でずっと暮

らしてきた子どもにとっては外大生の経験は興味深いもの

であると思う。そのために、学生ボランティアとして活動す

る際には、相手の思いを汲み取ること、自分の思いを外国

語であれ日本語であれしっかり伝えることが大事になって

くるのではないか。 

 

 

会場参加者からの意見・感想・質問 

 午後の部、学習支援班の発表に対し、会場参加者から

様々な意見が出された。この項の最後として、フォーラム

の質疑応答の際には時間の関係上取り上げることができ

ず、参加者が質問票に残した意見･感想・質問をまとめて

おく。 

 
・ 親が日本語がわからない、日本の教育システムなど

がわからないことから、子どもの前でわからないことを

さらしたくない、自信がない、その結果、子どもの学習

や学校のことにかかわらなくなってしまうということがあ

ると思う。 

・ 子ども達にとって、母語や母文化を学ぶことと、日本

語や日本文化を学ぶことを両立させることはかなりの

負担ではないかと思うが、これを成功裡に行っている

機関は日本に存在するか。あるいは、諸外国にはあ

るのか。 

・ 日本にいれば、日本語と日本文化が圧倒的に優位

なので、その中で母語や母文化を大切にしていくに

は、周囲の理解も必要だと思う。 

・ ｢知る＝調査｣ 

実践するということを踏まえて、今度は外部に発信す

るということも出来ると思う。 

そこで、どのような方法で活動を発信（広報）出来ると

思うか 
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乳児 幼児 1年 2年 3,4年 5年 6年 7年 8年 １,2年 ３年 補講

8:15-9:05 情報 地理 英語 体育

9:05-9:50 体育 日本語 英語 情報 ポル語 歴史

9:50-10:05
10:05-10:50 日本語 体育 理科 英語 地理

10:50-11:40 体育 日･文化 英語 地理 理科 体育

11:40-12:30 日本語 体育 情報 理科 情報 歴史 英語

12:30-13:15
13:15-14:00 英語 ポル語 自習 ポル語 自習 生･化・理

14:00-14:45 体育 英語 自習 ポル語 体育 ポル語 体育

14:45-15:30 体育 英語 情報 英語 情報 ポル語

乳児 幼児 1年 2年 3,4年 5年 6年 7年 8年 １,2年 ３年 補講

8:15-9:05 英語 体育 生物

9:05-9:50 日本語 体育 理科 芸術 日本語

9:50-10:05
10:05-10:50 体育 日本語 芸術 理科 情報 日本語 歴史

10:50-11:40 体育 情報 ポル語 日本語 英語

11:40-12:30 英語 情報 ポル語 体育

12:30-13:15
13:15-14:00 日本語 情報 自習 情報 自習 ポル語

14:00-14:45 体育 体育 ポル語 英語 ポル語 英語 地歴

14:45-15:30 体育 自習 情報 自習 情報 英語

乳児 幼児 1年 2年 3,4年 5年 6年 7年 8年 １,2年 ３年 補講

8:15-9:05 日本語 地理 理科 日本語

9:05-9:50 日･文化 理科 日本語 地理

9:50-10:05
10:05-10:50 英語 芸術 日･文化 算数 生物

10:50-11:40 英語

11:40-12:30 地理 英語 化学

12:30-13:15
13:15-14:00 自習 日本語 自習 日本語 生物 歴史 数学

14:00-14:45 日本語 英語 自習 英語 自習 地理 生･化・理

14:45-15:30 日本語 自習 英語 自習 英語 数学

乳児 幼児 1年 2年 3,4年 5年 6年 7年 8年 １,2年 ３年 補講

8:15-9:05 英語 体育 ポル語

9:05-9:50 日本語 ポル語 情報 芸術

9:50-10:05
10:05-10:50 日本語 理科 体育 歴史 英語 ポル語

10:50-11:40 体育 英語 ポル語 日本語 情報 地理

11:40-12:30 体育 地理 日･文化 英語 算数 ポル語

12:30-13:15
13:15-14:00 英語 自習 日本語 自習 日本語 生･化・理

14:00-14:45 英語 自習 英語 自習

14:45-15:30 情報 日本語 ポル語 日本語 ポル語 化学

乳児 幼児 1年 2年 3,4年 5年 6年 7年 8年 １,2年 ３年 補講

8:15-9:05 日本語 体育

9:05-9:50 体育 日･文化 日･文化

9:50-10:05
10:05-10:50 体育 日本語 算数 物理 日本語

10:50-11:40 体育 日･文化 日本語 情報

11:40-12:30 日本語 算数 ポル語 日本語

12:30-13:15
13:15-14:00 算数 自習 算数 自習 ポル語

14:00-14:45 体育 算数 日本語 算数 日本語

14:45-15:30 日本語 体育 自習 体育 数学

図2.ピタゴラス太田校の1週間の時間割表

ピタゴラス太田校の時間割表を基に調査員が作成

就学前

就学前

就学前

就学前

休憩

休憩

休憩

算数

歴史

ポル語

休憩

休憩

就学前

昼食

昼食

昼食

化学 数学

昼食

歴史

地歴

数学

物理 数学

物理

ポル語

ポル語

算数

化学

ポル語

体育

ポル語

算数

生物

歴史ポル語

金曜日
小学校・中学校 高校

算数

理科

算数 算数

地理

水曜日
小学校・中学校 高校

物理

理科

数学

木曜日
小学校・中学校 高校

化学

高校小学校・中学校
月曜日

火曜日
小学校・中学校 高校

生物 ポル語

ポル語

昼食

 



 

 

 

第Ⅲ部 

 

活動を振り返って（総括） 
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1. 学生ボランティア活動支援 

 

1-1. 学習支援ボランティア活動支援 

文責：森朴 憲治（学習支援担当運営委員） 

 

この活動は、本支援室を立ち上げる源となった現代 GP

の題目が「在日外国人児童生徒への学習支援活動」とな

っていることからも明らかなように、まさに多文化コミュニテ

ィ教育支援室の活動の原点であった。現代 GP の活動とし

ての 3 年間を終えようとしているこの段階において、ここで

は、来年度以降も本学内の「多言語・多文化教育研究セ

ンター」が本活動をスムーズに引き継いで展開できるよう、

現段階で考えられる課題を考えたい。 

まず、来年度以降の学習支援ボランティア活動支援は、

府中市教育委員会との覚書に基づき今年度から新たに開

始した府中市内の小中学校での学習支援活動及び従来

から継続している府中国際交流サロンでの活動が中心に

なると予想されるが、府中市に本拠地を置いた本学が地

元で活動を広げていくことは極めて自然である。しかしな

がらその一方で、これら以外の活動を大幅に拡大すること

は、率直なところ困難であると思われる。その主な原因とし

ては、まず、活動開始時におけるコーディネートに対する

負担の問題をあげたいが、これは端的に言えばボランティ

ア活動を行う人員の確保の問題に集約される。 

これはボランティア活動を行いたい学生が不足している

というより、ボランティア活動を「やりたくてもできない」学生

が多いことに起因する。即ち、意欲はあっても時間が取れ

ない、あるいは時間が取れても活動時間と合わない、など

の理由で、やむなく活動メンバーに入れない学生が多い、

という実に「もったいない」事態が生じているのが現実であ

り、このことは、多数の学生が本支援室に登録していること、

また、府中国際交流サロンの「サポートメンバー」になって

いる学生が、常に実際に定期的な活動を行っている者の

2倍以上いることからも明らかである。この要因としては、夏

休み等の長期休暇の時期が小中学校とずれていること、

また本学学生の履修登録が半年に一度行われ、都合の

つく時間帯が変わること、更には、本学の 1、2 年生にとっ

て週 6 時間の専攻言語の授業をこなしながらボランティア

活動を行うことが困難であることなどが考えられるが、本分

とする授業を欠席させてまでボランティア活動に従事させ

ることはあってはならず、一方で学習支援ボランティア活

動の多くは平日の昼間に行われるため、コーディネートの

ジレンマとなっている。後述の国際理解教育の場でも同様

の問題が想定されているが、学習支援活動は毎週定期的

に行われるため、様々な要因でコーディネーターへの負

担がかかっており、従来から懸案事項として挙がっていな

がら残念ながら根本的な解決には至っていない。特に府

中市内の小中学校での学習支援活動は今後更なる活動

要請の増加が予想されるため、今後とも難しい問題として

残ることが予想される。 

また、コーディネーターへの負担という観点からは、活

動内容の問題も引き続き指摘しておきたい。即ち、学習支

援ボランティア活動と一口に言っても、その活動内容は

様々であり、ボランティア活動を望む学生が行いたい内容

に合うかどうかも一概には言えない。例えば、在日外国人

児童生徒は日本語が不自由であり、そのためには日本語

指導が不可欠だ、というイメージが先行しがちであるが、必

ずしもそうではなく、日本語は自由に使えるものの、算数

や社会といった教科の習熟度が母国と日本で異なること

によりサポートを必要とする者も存在する。この場合、日本

語教育を専攻している学生にとって教科指導を行うように

言われることは心外であり、現にこのことでコーディネート

ができなかった事例も存在した。 

次に、活動開始時の課題に引き続き、活動中に起こりう

る課題として、第一に、サポートのための専門家の不足が

挙げられていた。ただ、これに関しては、多言語・多文化

教育研究センターの設立と共に様々な専門的知識を持つ

者がメンバーに加わり、また、学外の諸機関との協力体制

も徐々に整備されてきたので、例えば様々な分野におけ

る学内外の専門家とのミーティングを定期的に行うことなど
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により、今後は学生の悩みが円滑に解決されていくと期待

される。また、第二に事務処理上の問題として交通費の精

算やボランティア保険の確認が煩雑であることが指摘され

ていたが、交通費に関しては精算時期を工夫するなどの

自助努力で円滑に行うことが期待される。ただし、ボランテ

ィア保険に関しては、新入学時に一括加入を大学として勧

めるなどの工夫を行っているものの、実際に事故が発生し

ない限りあまり意識されないものでもあり、幸い保険適用に

なるような大事故がこれまで発生しなかったが、引き続き

慎重を要する課題となっている。 

また、意外に見落としがちな点として、児童生徒に対す

る支援をいつ終えるか、というタイミングを適切に把握する

ことは、児童生徒が日本を離れるなどの物理的要因を除

いては、比較的困難であることをあげておきたい。これは、

児童生徒の学習習熟度に個人差があることに加え、その

習熟度を測ること自体が困難であること、更に、学習支援

を行うことが間接的に「心の支援」を行うこととなり、この二

つを切り離すことが困難であることがポイントとして想定さ

れる。 

これに関しては、例えば府中国際交流サロンでは、定

期的に関係者（児童生徒本人、保護者、支援する本学学

生、サロン担当者、本学担当者）間で面談を行い、今後の

対応を検討する場を設けているが、一例として、「今後支

援の必要はない」と思う者がいても、他の者が支援を要請

すれば結局支援続行となり、その後の活動内容に苦慮す

る例なども存在する。 

このことは人員の確保という点とも間接的な関係を持つ

ため、ここで課題として挙げておきたい。 

最後に、活動の場としての府中市内の小中学校と府中

国際交流サロンであるが、今のところはそれぞれの活動の

場において児童生徒に対する学習支援を行っているもの

の、今後、この 2 つの活動の場に関する位置づけについ

て検討が必要であると思われる。即ち、府中国際交流サロ

ンで学習支援を受けている児童生徒のほとんどは府中市

内の小中学校に通っている中で、小中学校は正課の授業

である一方、府中国際交流サロンは課外授業であることな

どを踏まえ、それぞれの特色を活かした形での学習支援

になっていくことが望まれる。幸い本学では多文化コミュニ

ティ教育支援室という一つの窓口がコーディネーターとな

り、また、小中学校で活動する学生と府中国際交流サロン

で活動する学生同士の連携を絶やすことのないようサポ

ートを行ってきたが、これを府中市と本学とのもう少し大き

な枠の中で、例えば小中学校と府中国際交流サロンとの

連携を共に検討していくなどの取り組みも今後考えていく

べきかと思う次第である。 

 

1-2. 国際理解教育ボランティア活動支援 

文責：青山 亨（国際理解教育担当運営委員） 

 

 本支援室による国際理解教育ボランティア活動支援の

取り組みは、学習支援ボランティア活動支援の後を追う形

で、2005（平成 17）年度から本格的に始まった。立ち上げ

時には、どの程度の要望があるのか未知数であったが、

実践が始まってみると、地域の小中学校から大きな反響が

あり、予想を超える進展を見せた。この要因として、地域に

よって程度の差はあるとしても、小中学校の教育現場にお

いて多言語・多文化化が進んでいること、それに加えて、

2002 年から導入された「総合的な学習の時間」への対応と

して国際理解教育に取り組む学校があることが推測される。

ここでは、2006（平成 18）年度の活動を中心に振り返りつ

つ、2 年間の活動の総括を行いたい。 

 2005 年度には小中学校あわせて 6 校で実践を行ったの

に対して、2006 年度には川崎市立の東柿生小学校、宮前

平中学校、土橋小学校、府中市立の府中第七中学校、小

柳小学校、新宿区立大久保小学校、狛江市立狛江第一

小学校の 7 校において国際理解教育の実践を行った。ま

た、三島市立東小学校については、修学旅行で本学を訪

れた児童に対して本学キャンパスにおいて国際理解教育

の実践を行ったので、実践の総件数は 8 校となった（詳細

は第Ⅱ部 1-2 を参照）。 

 昨年度の報告書でも述べたように、本支援室のスタッフ

数を考えると、十分な実践が行える限度は年間 6 校程度

である。したがって、今年度についても、実践の対象は原

則的に川崎市と府中市を中心にし、それ以外は 2、3 校に

絞る方針で臨んだ。このうち川崎市は、市の外国人教育

基本方針の中で「多文化共生の社会をめざして」をうたっ
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ており、川崎市総合教育センター国際理解教育研究会議

が長年にわたって国際理解教育に取り組んできた実績が

ある。本支援室も、昨年度から国際理解教育研究会議と

連携しつつ、研究会議の参加校において学生ボランティ

ア実践を行ったり、研究会議の定例会議に学生も参加し

たりすることによって、単なる外国人学生の派遣に終わら

ない、学生自身にとっても学びの機会となる実践活動を行

うことができた。また、府中市については、本学が立地する

地元であり、大学の地域貢献という観点からも、積極的な

取り組みを行ってきた経緯がある。川崎市と府中市以外に

は、昨年度から引き続き新宿区立大久保小学校において

実践を行ったが、これは、同校が、各地の外国人集住都

市を別にすれば、東京都内でも最も多言語・多文化化が

進んでおり、また、それに対しての取り組みの経験も豊か

であるという実情を踏まえての判断である。いずれにせよ、

派遣先の学校数については、支援室のキャパシティを考

慮しつつ、今後も何らかの原則を設けて上限を設けるべき

であろう。 

 なお、これら以外の学校について今年度実践を行った

のは、実践の期間を 2 月にずらした狛江市立狛江第一小

学校と、修学旅行を利用して本学キャンパスで実践を行っ

た三島市立東小学校の 2 校のみである。特に三島市立東

小学校の事例のように、修学旅行などの機会に学校側か

ら本学キャンパスを訪問していただいて行う国際理解教育

という方式は、回数が多くできないといった制限はあるもの

の、双方の最小限の負担で遠方の学校に対しても実践が

行えるという点で、今後も原則外の受け入れの選択肢の

一つとして残してよいと思われる。 

 昨年度の報告書では、支援室が学生ボランティア活動を

進めていく上でのポイントとして、1）学生ボランティア・ネッ

トワークの構築、2）学生ボランティアに対する研修機会の

提供、3）学生コーディネーターの重視、4）学生ボランティ

アの運営に関わるノウハウの蓄積と共有、5）派遣先学校

の担当教員との緊密な連携の確立、の 5 点を挙げ、それ

ぞれのポイントについての具体的対応を述べた。昨年度

に引き続き、今年度もこれらのポイントに留意して運営を

行ったが、特に昨年度不十分であった経験から、改善に

取り組んだのは 5 番目のポイントである。そのために、今年

度は、年度の初めに専従スタッフと国際理解教育担当委

員が、国際理解教育の学生ボランティア派遣を予定して

いる小中学校を全て訪問し、支援室で新たに用意した協

定書と覚書を取り結ぶとともに、実施校における国際理解

教育担当の教師並びに学校長と直接面談して、支援室の

国際理解教育に対する考え方並びに活動の方針の説明

を行った。これによって、支援室と実施校との関係を、担

当の教師個人との関係から実施校全体とのより緊密な関

係へと高めることが可能となった。このように、実践活動の

経過と成果が実施校全体できちんと共有化されることは、

支援室の活動を今後も安定的に継続させる上で重要であ

り、今後もこのような方向で連携活動の整備を行っていく

必要があると思われる。 

 支援室では、これまで行ってきた国際理解教育のための

学生ボランティア派遣活動に対する小中学校側の評価を

得るために、実践を行った小中学校の教員に対して、活

動についての評価を求めるアンケートを行い、10 校から回

答を得た。アンケートの結果については本項の末尾に掲

載しているので、参照してもらいたい。ここでは、以下の点

を指摘しておきたい。まず、全体としては、「国際理解教育

の目的に対して成果があったと思われますか？」の問いに

対しては無回答 1 校を除くと、「はい」または「どちらかと言

えばはい」の回答を得ており、おおむね高い評価を得たと

言ってよい。しかしながら、「打ち合わせの回数は十分だ

ったでしょうか？」、「教室での実践の回数は十分だったで

しょうか？」、「実践後の反省会は十分だったでしょうか？」

の問いに対して「いいえ」あるいは「どちらかと言えばいい

え」の回答がそれぞれ 1 校ずつあり、課題を残している。

打ち合わせと反省会についての指摘は、教師側と学生側

の間に円滑なコミュニケーションを確立することが重要で

あることを示している。これらの指摘と実践回数の不足の

指摘は、つまるところ、大学の授業を受けることが本務であ

る学生が、その中でいかにして必要な時間と人員をやりく

りして確保するかという問題に帰結し、簡単な解決策を見

つけることはできない。また、日本人学生の時間の確保以

上に困難なのが、日本語の授業も受けている留学生の時

間の確保である。結果的に、学生ボランティア活動に積極

的に関わる一部の留学生に負担が集中するという問題が
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生じている。後述するように、支援室がセンターの一部に

なることを機に、センターとして各部局に授業時間の調整

を要請したりボランティア活動の単位化を図ったりすること

で、留学生の負担がいくぶんなりとも軽減するようになるこ

とが望まれる。 

 本年度をもって、文部科学省による平成 16 年度現代的

教育ニーズプログラム「在日外国人児童生徒への学習支

援活動」は終了するが、支援室自体は、新たに創設された

多言語・多文化教育研究センターの一部として、来年度

以降も継続する。支援室の活動が全学的機関であるセン

ターの一部になることによって、予想されるいくつかの改

善点と課題を述べて本稿を締めくくりたい。 

 第一に、支援室と学生ボランティア派遣先の小中学校の

連携が制度的により強固なものとなることである。既に準

備が進められている所もあるが、川崎市の小中学校につ

いては川崎市総合教育センターと、府中市の小中学校と

は府中市教育委員会と、センターが協定を結ぶことによっ

て、学生ボランティア派遣活動が包括的な協定のもとで実

施できるようになることが期待される。川崎市との協定の場

合には、交通費の支払い方法の一元化や、より緊密な打

ち合わせ会合の実施といった方向で話が進んでいるとこ

ろである。 

 第二に、センターの予算で国際理解教育の専門家が国

際理解教育コーディネーターとして支援室に配属されるこ

とが決まったことである。これまでは本学の教員が本務の

合間を縫って支援室の活動を支えていたが、専門的知識

の欠如や時間の不足によって、十分に学生たちに対応で

きないことがあった。特に 2006 年度は、センターの立ち上 

げと支援室の運営が重なったため、対応が不十分になり

がちであったが、国際理解教育コーディネーターの配属

によって今後はより充実した実践が行われることが期待さ

れる。 

 第三に、支援室の活動と本学の教育カリキュラムとの一

層の連携が進むことである。センターによる学部生対象の

教育プログラムとして Add-on Program「多言語・多文化社

会」が 2006 年度から開設されている。この教育プログラム

は、在日外国人児童生徒への学習支援や国際理解教育

を行うにあたって必要とされる知識や理解を学ぶことを目

的に開設されたものである。その中の「多言語・多文化社

会論入門」を受講している学生が支援室の活動に参加す

るなど、支援室の活動と本学の教育との間に連動の芽が

育ち始めつつある。更に、Add-on Program で再来年度に

開講が予定されている実習部門については、支援室の活

動の一部を実習とすることによって、学生ボランティア活動

の一部を単位化する可能性も開けている。また、日本人学

生や留学生が抱えている授業時間とボランティア活動の

時間との配分の問題も、センターとして取り組んでいくこと

が望まれよう。特に留学生については、これまでは取り込

みが不十分であったので、センターから関係部局に働き

かけるなどして、積極的な取り込みを計っていくことが必要

であろう。 

 支援室の国際理解教育はセンターの活動の一部となる

ことで更なる発展を遂げると思われる。まだ多くの課題が

残されているが、新しいスタッフと学生たちの智恵と情熱

で克服し、活動の輪が広がっていくことを望んでやまな

い。 

 

国際理解教育評価アンケート （回収数：10 校） 

1. 貴校の国際理解教育の目的（ねらい）に対して成果が

あったと思われますか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・1 校 

3. どちらとも言えない 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

無回答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 校 

 

2. 生徒たちは国際理解教育を楽しんでいたでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 校 

2. どちらかと言えばはい 

3. どちらとも言えない 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

3. 教材には工夫があったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・4 校 
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2. どちらかと言えばはい・・・・3 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・3 校 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

※特に印象に残ったものを書いてください。 

・ 「もし世界が 100 人の村だったら」のシュミレーションゲ

ーム。（2 校） 

特に、お煎餅を分けるゲームは子ども達の心に響いた

ようです。 

・ 遊び紹介のもの、紙芝居でのクイズ、スゴロク、写真、実

物などの様々でした。 

・ ゲームとお茶 

・ 写真が印象に残りました。 

・ FAX 通信、各学生が持ち寄った資料など。 

 

4. 授業の進め方には工夫があったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・6 校 

3. どちらとも言えない 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

5. 打ち合わせの回数は十分だったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・1 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・4 校 

4. どちらかと言えばいいえ・・・1 校 

5. いいえ 

 

6. 教室での実践の回数は十分だったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・3 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・3 校 

4. どちらかと言えばいいえ・・・1 校 

（年間 3 回では少なすぎる） 

5. いいえ 

 

7. 実践後の反省会は十分だったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・1 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・4 校 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ・・・・・・・・・・・・・・・・・1 校 

 

8. 学生コーディネーターとの連絡は十分にとれたでしょう

か？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・2 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・2 校 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

9. 実践をおこなった学生たちの態度は満足のいくものだ

ったでしょうか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・10 校 

2. どちらかと言えばはい 

3. どちらとも言えない 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

10. 本学の国際理解教育を来年度以降も続けたいと思わ

れますか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・1 校 

3. どちらとも言えない・・・・・・・1 校 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 

 

11. 本学の国際理解教育を他の学校にも推薦したいと思

われますか？ 

1. はい・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 校 

2. どちらかと言えばはい・・・・3 校 

3. どちらとも言えない 

4. どちらかと言えばいいえ 

5. いいえ 
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12．以上の評価について、よかった点、改善すべき点があ

りましたら、具体的にご記入ください。 

・ 学生さんたちがどなたもとても熱心に意欲的に取り組ん

でくださり、子ども達にたくさんの学びをプレゼントしてく

ださいました。学生さんたちが来てくださることをどの子

も心待ちにしていて、活動を楽しむことができました。教

員側の方が準備を忘れていたり、指導案への返事をとり

そこなったりすることがあり、ご迷惑をかける方が多く、申

し訳なかったと思います。来年度に向けては、3 回を 5

回くらいに増やしてほしいとの校内での要望がありまし

た。来年度もやっていただけるのであれば、今年よりもも

っと綿密な打ち合わせを心がけていきたいと思っていま

す。一年間、貴重な時間をありがとうございました。学生

さんたちにくれぐれもよろしくお伝えください。 

・ 昨年は本当にありがとうございました。計画から実施ま

で、本当に子ども達のことを考えて取り組んでいただき、

感謝しております。国際人としての資質を高めることを

念頭に、日頃より指導しております。その中で、相手を

受け入れる心、相手に自分の思いを伝えようとする心が

まず大切だと考えています。ですから、私は子供たちに

「Open Mind!」を合言葉にしています。学生と子ども達

の出会いを大切にしたゲームをし、お互いの心が開くよ

うな内容を用意した方がよかったかな？と思いました。 

・ こちらから一方的にお願いすることが多く、学生ボラン

ティアの方からの率直な意見や感想を聞けなかったの

で、今後はそうした点を工夫していきたい。 

・ 外語大の学生の方と一緒に授業させていただき、あり

がとうございました。生徒にとっても教員にとっても貴重 

な体験になったと思います。学校全体で総合のカリキュ

ラムが組まれているので、自分のクラスだけ独自の授業、

または 8 クラス全部に来ていただくのは、なかなか難し

いとのことで、来年度は厳しいかと思います。 

・ よかった点：毎回授業の反省をし、次回の授業について

打ち合わせができた。小学生（5、6 年生）と年が近いの

で、親しみが持てた。 

  改善点:20 名の小学生に一斉授業は大変そうだった。

グループに分けての授業にしてほしい（レベルごとなど） 

・ 低学年で来日の場合、効果があったように思う。 

・ 本年度は連絡の行き違いがあり、昨年の末になって実

質的に計画を修正しながら、臨機応変に対応していた

だいたこと感謝しています。 

・ 留学生の方がなかなか集まらずご苦労をおかけしまし

たが、最大限の手を尽くしてくださったことを感じまし

た。 

・ 2 回の交流のうち、1 回目は学年全体で、2 回目は各ク

ラスでの交流とバリエーションがあったことがよかったと

思います。それぞれ工夫した企画で準備をしっかりとし

て臨んで下さったおかげで、有意義でした。 

・ 授業案がよく計画されていた。 

・ 児童に積極的に話しかけていて良かった。 

・ 「交流」の意味が強く伝わった。 

・ 多くの外国の方が来てもらえるとありがたい。 

・ 担任の役割を明確にしてもらいたい。 

・ 当日の欠席はなるべくないようにお願いしたい。 

・ 日数や人数は、よく相談していきたい。 
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2.教育・研修 

 

本プロジェクトの活動のうち、教育・研修活動について、

振り返り、総括を行う。 

申請段階から計画していた日本の学校での学習に困

難のある「外国人」の児童・生徒の学習支援ボランティアの

学生たちのための、1 週間集中 20 コマの教育研修プログ

ラムは、ほぼ計画通りの実現を見、想像した以上の成果を

挙げたと言える。当初の予定に無かった総合科目「多言

語・多文化社会講座」が、2005 年度に実施され、これは

2006 年度より多言語・多文化教育研究センターによって

開講された、Add-on Program「多言語・多文化社会」に

発展的に引き継がれた。同じく当初計画には無かったイラ

ストレータ・パワーポイント講習会も 2005 年度・2006 年度と

実施された。 

活動を広げる過程で、運営委員が新宿区の研究会など

に足を運ぶうち、ボランタリーグループ共住懇の山本重幸

氏と出会うことができ、「多文化のまち―大久保・百人町を

歩く―」と題したスタディ・ツアーが実現することにもなった。

これは 2005 年度、2006 年度の 4 月に実施され、新学期の

始めに学生たちの活動への関心を刺激する役割も果たし

た。 

夏の教育研修プログラム、スタディ・ツアーも、新設され

た多言語・多文化教育研究センターによって、2007 年度

もその内容を引き継いで実施される見込みとなった。総じ

て、当初計画が実行されたのみならず、計画外の活動も

充実し、発展的に引き継がれることとなったことは当初の

予想を超えた成果であった。以下に、本プロジェクトによる

これらの活動を一つずつまとめておく。 

 

2-1. 教育研修プログラム「2006 年度夏季 

     多言語多文化共生学講座」 

文責：河路 由佳（教育研修プログラム担当運営委員） 

 

 当初の計画段階では、日本の学校での学習に困難のあ

る「外国人」の児童・生徒の学習支援ボランティアの学生

たちのための、1 週間集中 20 コマの教育研修プログラムを、

夏と春、それぞれ定員 20 名から 30 名ほどの講座を、1 年

に 2 回実施する、というものであった。実際に実施してみる

と 2005 年度の教育研修プログラムは応募者多数のため、

夏に 2 クラス分開講することとなり、また当初の予定に無か

った総合科目「多言語・多文化社会講座」が、2005 年度に

実施の運びとなった。当初計画に無かったスタディ・ツア

ーの実施も実現した。それらを受けて、2006 年度は夏 1 回

の実施に予定変更を行った。 

2005 年度報告書に引き続き、本報告書にも第Ⅱ部に学

生によるアンケートの集計結果を示したが、これらを見ても、

学生たちの評価は高いことが分かる。多くの学生たちが、

多言語多文化状況の概略を理解し、その問題点について

考え、自分たちにできることを真剣に考える機会を持つこ

とができたという実感を持ったようである。また、関わった講

師の方々からもその意義への評価を得ることができた。 

2006 年度をもって一応計画が終了することを説明したと

ころ、多くの学生から続行してもらいたい、続行すべきだ、

との意見、要望が寄せられた。以上の事柄からも、本講座

が初期の目的を果たしただけでなく、それ以上の効果を

学生にもたらし得る可能性のあることが分かり、これで終わ

らせるのではなくより発展的な形で引き継ぐ方法を運営委

員会で考えた。「国際化の進行と日本社会」「多文化コミュ

ニティを理解するために」といった現代の社会問題につい

ての分析的な理解を促す講義群、また「第二言語習得」

「バイリンガリズム」「子どものための日本語指導」など中で

も言語の問題について理論や技能を学ぶ講義群につい

ては、今後は多言語・多文化教育研究センターによって

運営される Add-on Program「多言語・多文化社会」に発

展的に引き継がれる見込みである。 

特に学生、講師の双方から評判のよかったのは、少人

数で実施した言語の授業であった。講師の方々からも学

生からも「楽しかった」ということばがよく聞かれ、授業が終

わった教室から多くの学生・講師の方々が笑顔で出てくる
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のが印象的であった。小学校 3、4 年生の算数を外国語で

学ぶ、という計画は、学習支援ボランティアのために目的

を特化した言語学習の機会ということから発案し実行した

ものであったが、その成果は計画をしたものの予想を超え

ていたといえる。講師には現地の言語による小学校教育

に通じている人を、ということで、ネイティブスピーカーの方

に多くご協力を頂いた。本学の外国人講師の方、また留

学生、そして外部で教えている専門家の方などである。そ

うした方々に「小学校の算数を」とお願いするのは唐突に

思われるのではないか、と交渉にあたっていささかの緊張

感を持って準備をしたのであったが、いずれの講師も、こ

と子どもたちの教育問題については既に問題意識を持っ

ていることが多く、快諾していただいたのみならず、積極的

な準備をして臨んでいただくことができ、それが学生たち

にも伝わったようである。授業で扱うことのできた「算数」は、

ほんの断片に過ぎないが、学生たちは外国語で算数を学

ぶ経験を通して、子どもたちが外国語で学ぶことの困難の

一端を実感することもでき、万国共通の論理であるはずの

「算数」でさえ、その計算法や教育法が異なる場合のある

ことなどを学んだ。今後新たな問題に対応していける基礎

力を、いくらか身につけることはできたのではないかと思わ

れる。 

1 クラス 3 名から 10 名ほどといった少人数でのこの言語

の授業は、現代 GP としての助成をうけてこそ実現した贅

沢な企画であったが、外国語大学としての本学の学生た

ちにこそできる社会貢献への豊かな可能性を刺激するも

のであったと言える。 

このような言語の授業を含む夏の 1 週間、学生たちから

みれば夏休み中に単位取得にも関係なく、学びたいという

志だけで集まった仲間たちと集中的に学ぶということ、また、

講義形式ではなく活動型、参加型の授業の多い講座で今

まであまり語り合ったことのない仲間と専攻語や学年を超

えて語り合う機会が持てたこと、などがこの講座の魅力で

あったことも確認できた。講師についても同様で、目的を

理解し、これに貢献したいという志において一致してい

た。 

Add-on Program「多言語・多文化社会」で正規の授業

科目として単位化されることになったことは喜ばしいことだ

が、学生自身からも単位外の夏休みに集まるこの講座形

式への支持が少なからず寄せられたことも事実である。本

事業を発展的に引き継ぐ多言語・多文化教育研究センタ

ーへの引き継ぎに際し、このことについて申し送りをしたと

ころ、センターでは、2007 年度について、同じ形式の講座

を実施する方向で検討を進めることとなった。本プロジェク

トにおいてはその目的が子どもたちへの学習支援にあっ

たことから、講座の目的もこれに沿ったものであったが、今

後は子どもたちへの学習支援に限らず、より広い視野から

のテーマ設定もありうるものと思われる。 

 

2-2. スタディ・ツアー「多文化のまち― 

   大久保・百人町を歩く―」 

文責：河路 由佳（教育研修プログラム担当運営委員） 

 

 本プロジェクトのきっかけとなったのはポルトガル語専攻

の学生たちのボランティア活動で、川崎市におけるポルト

ガル語を母語とする子どもたちへの支援であった。これを

全学の学生たちに共有できるものにしてゆくための活動の

一環として、当初、運営委員が考えたのは、本学の所在地

である地元での活動の開拓であった。学習支援活動とし

ては本学所在地の府中市での活動の開拓がそれであっ

たが、教育・研修プログラム担当としては、文字通りあらゆ

る面で多種多様な人々の集まる東京という都市の多言語

多文化状況の実際への認識、理解を促進したいと考えた。

新宿区の大久保・百人町地域は、多言語多文化化の先

進的な地域であり、大久保小学校では外国にルーツを持

つ子どもが全体の 6 割を占める。本学の所在地である東

京のこうした実態を、ぜひ教育・研修に取り入れたいもの

だと考える中で、ここを拠点に活動している共住懇（きょう

じゅうこん）というボランタリー・グループの山本重幸代表と

出会い、このスタディ・ツアーが実現することになった。 

 4 月にこれを実施したのは、新入生に呼びかけ、進学の

ため東京に来たばかりの学生たちを含む学生たちに東京

の多文化・多言語状況への理解を深めてもらい、問題意

識をもって今後の学習計画をたてる参考にしてもらうととも

に、ボランティア活動への参加も呼びかけるという目的に

ふさわしい時期であると考えたからである。 
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 20 名前後の少人数での実施ではあったが、学生たちに

有意義な体験を提供することができたのではないかと思わ

れる。もちろん東京の多言語・多文化化の実態はこの地域

だけに限られるものではない。身近な地域の実態を、現地

を歩き、実感をもって認識することは学習の促進にも役立

ち、研究のきっかけにもなり得るだろう。 

 これも、2007 年度は多言語・多文化教育研究センターに

引き継がれて実施される見込みである。 

 

2-3. イラストレータ講習会・ 

     パワーポイント講習会 

文責：青山 亨（国際理解教育担当運営委員） 

 

教育・研修活動のうち、10 月 4 日と 11 日に行ったアドビ

社のイラストレータ講習会と、10月18日に行ったマイクロソ

フト社のパワーポイント講習会については、講師を担当し

た運営委員の青山が総括を行う。 

パワーポイント講習会は昨年度に引き続いての開催に

なる。これは、国際理解教育のボランティア活動を行って

いた学生たちから、教室での実践で使う可能性があるため

パワーポイントによるプレゼンテーションの仕方を学びたい

という声があったことから、開催されたものである。本学の

マルチメディア室にはパワーポインがインストールされたパ

ソコンが揃っているので、これを利用して参加者全員がパ

ソコンを操作しながら、パワーポイントによるスライドの作成

方法とプレゼンテーションの仕方を学んだ。この講習会が

好評であったため、今年度はパワーポイント講習会を開催

するとともに、ポスターの作成などに力を発揮するイラスト

レータの講習会を新たに開催した。パワーポイント講習会 

は昨年度と同様にマルチメディア室を使用したが、この部

屋にはイラストレータがインストールされたパソコンがない

ため、イラストレータ講習会は支援室のパソコンを使用した。

このため、イラストレータの講習については人数分のパソコ

ンを準備することができなった。 

パワーポイントの操作方法は比較的修得が簡単なため、

1 時間の講習の中で、ほとんどが初心者である受講生全

員が基本的な操作方法を習得し、簡単なスライドを作って

プレゼンテーションをすることができるレベルに達した。12

月 2 日に行われた学生多文化フォーラムでは支援室の学

生たちがパワーポイントを使って効果的なプレゼンテーシ

ョンを成功させている。この点からも、パワーポイント講習

会は十分に成果を挙げていると言えるだろう。これに対し

てイラストレータには、ベジェ曲線によるオブジェクトの作

成、テキストの処理、レイヤーの操作といった複雑な操作

があるため、修得は簡単ではない。そこで、講習会の構成

も、基本的な操作に内容を限定し、間に宿題の作成をは

さんで 2 日間行ったが、初心者ばかりの受講生には難しか

ったようである。講習時間が 2 時間しか取れなかったのは

短すぎたようである。イラストレータは質の高いポスターや

冊子を作成するには力を発揮するだけに、イラストレータ

修得の壁は何とか乗り越えたいところであるが、講習会の

あり方については、使用会場の選択や講習の内容を含め

て、更に工夫する余地を残してしまった。 

パワーポイントやイラストレータに限らず、パソコンの使用

は支援室の活動にとって必須であるし、学生たちにとって

は卒業後にも役立つ技能である。今後も、支援室関係者

のスキルアップにつながるパソコン講習会が企画されるこ

とが望まれる。
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3. 調査・研究 

 

文責：伊東 祐郎（調査・研究担当運営委員） 

 

 本年度の調査・研究は、学生ボランティア活動の軌跡を

振り返り、学生にとっての「学習支援活動」と「国際理解教

育」がどのような意味があったのかの検証を試みた。 

 本章では、まず、「学習支援活動」プロジェクト班の学生

に対して行ったアンケート調査の結果のまとめを紹介し、

その後、「国際理解教育」にも言及した全体の振り返りをし

てみたい。 

 アンケート調査の目的は、本年度の調査・研究の企画、

並びに実際の活動が、学生にとってどのような意味があっ

たのかを把握するためであった。それとともに、調査・研究

の手順や方法などにおいて、改善すべき点があればそれ

を明らかにし、来年度以降に役立たせるためであった。 

 

 

3-1.「学生支援活動」－プロジェクト班 

     9 名から得たアンケート結果－ 

 

 まず、今回の調査研究は期待通りであったかどうか質問

したところ、「a.期待通りだった」と回答した者が 2 名いた。

他の 7 名全員が、「b.期待とは少し異なっていた」と回答し

ている。その中には、「期待以上」との理由から「b.」を選ん

だ者もいた。他の主な理由として、「思っていたより時間が

かかった」「文献調査が少なかった」「当初の目的であるカ

リキュラムに関する調査ができなかった」などが挙げられて

いる。また、「自分自身の学習支援の経験不足」を挙げた

者もあった。 

 次に、調査研究が有意義であったかどうか聞いたところ、

「a.とても有意義だった」と回答した者が 3 名いた。「b.まあ

有意義だった」と回答した者が 5 名で、「a.」「b.」双方を合

わせるとほぼ全員が有意義だったと感じている。 

 どんな点が有意義だったかの質問に対して、「チームと

して取り組めた」「メンバーそれぞれの得意分野を活かせ

た」「チーム活動としての成果が得られた」「他の仲間と出

会えた」「他の仲間からいろいろ学べた」「自分の知らない

ことが学べた」「新しい経験ができた」「新たな課題が発見

できた」「外国人学校を訪問できた」などが挙げられてい

る。 

 次に、調査研究で「一番よかったこと」「学んだこと」が何

だったかを聞いたところ、「学校に訪問できたこと」「教育の

現場を見られたこと」が数多く挙げられ、関連して、「学校

の先生や児童生徒の様子がわかり、先生や子どもたちか

ら生の声を聞くこと（インタビュー）ができた」などがあった。

これらの結果と関連して「学校とのつながりが広がった」

「子どもたちのことに関して、本を読んだ時より、深く理解

できた」と回答している者がいくつかあった。また、「調査を

通して問題や課題を仲間と一緒に考える機会が持てた」と

述べている者もあった。 

 これに対して、調査研究で「難しかったこと」「困ったこ

と」が何だったかを聞いたところ、「学校の選定とアポイント

メント調整」「学校訪問による調査が思うようにできなかった

こと」「調査研究のための時間の確保（時間不足）」「調査

内容が事前に決められていたこと」「多くの情報を発表や

報告書向けに内容を精選したりまとめること」などがあった。

また、「集まった調査員間での役割や作業量の分担」など

を難しいと感じている者もあった。 

 調査を終えた段階で、JSL児童生徒に関して興味・関心

のあることが何かを聞いたところ、「国や学校が今後どのよ

うに取り組んでいくか」「JSL 児童生徒向けの教材開発」

「本学と近隣の教育機関とのネットワーク作り」「JSL 児童生

徒が日本の学校に求めていることは何かを知りたい」「中

学校や高校に通う JSL 児童生徒が遭遇している困難点は

何か」などが挙げられていた。また、「言語習得や学力獲

得のメカニズム」や「JSL 児童生徒の進路、帰国後の適応」

など多岐にわたっている。 
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 アンケートの質問の最後で、今回の調査研究について

の意見・感想・要望を聞いたところ、「新しい発見があった」

「子どもたちの抱える課題」「課題の多様性の発見」「卒論

のテーマと関連していてよかった」「調査の継続の大切さ」

「調査研究の成果を生かして、外語大として社会の要望に

応えていくべき」という回答があった。それと共に、共同に

よる調査・研究そのものに対しての感想として、「皆が一丸

となって積極的に取り組めたという経験」「皆の協力の大切

さ、支援室スタッフ・教員からの支えのありがたさ」などがあ

った。 

 

 

3-2. 本調査の振り返り 

 

 「学習支援活動」の調査研究の目的は、外国人児童生

徒の出身国の教科教育内容、学校文化、あわせて、来日

目的などを調べ、学習困難点を明らかにして、学習支援

活動に活かすことであった。しかしながら、学校訪問などを

行って情報が徐々に集積されるにしたがって、学習困難

の要因が必ずしも教科学習内容や学校文化だけで説明

できるものではないことが分かってきた。12 月のフォーラム

での発表内容をまとめる作業においては、当初の研究課

題とその後の結果の違いをどのように関連づけ、まとめて

いくかを検討する上で、調査研究員は苦労したことが推測

される。このように、調査研究を行う前に立てた仮説が、実

際の調査を行ってみることによって、立証するのが難しくな

ってきたのである。しかしながら、このあたりに調査研究の

面白さがあることを感じてもらいたい。全て筋書き通りの結

果が出てしまっては、最初から調査研究を行う意味はない

のである。またあったとしても、確認する程度のものになっ

てしまい、新たな発見というものは生まれなかったかもしれ

ない。アンケート結果にもあったように「新たな発見」「知ら

ないことの学習」があって調査研究の魅力があるのではな

いだろうか。しかし、フォーラムで紹介された、外国人児童

へのインタビュービデオでは、子どもたちは、母国での教

師と児童の関係性のあり方が、日本のそれと異なっている

ことを指摘していたが、心に残る一言であった。 

 

3-3.「学習支援活動」に関わる調査・研究 

     の特徴 

 

 過去 3 年間の調査研究を振り返ってみると、初年度に

学習支援に関連して地元府中市における外国人児童生

徒の実情を把握するために、府中市立の小学校・中学校

における日本語指導が必要な外国人児童生徒への日本

語指導に関する実態調査を行った。府中市教育委員会の

協力を得て、悉皆調査が実現でき、詳細な情報が得られ

た。この調査では、単にアンケート用紙による調査に終始

せず、学生が実際に学校を訪問して、先生方との面談を

行ったことが特筆すべきことであった。次年度は、前年度

の実態調査から得られた成果を更に一歩進め、日本語指

導が必要な外国人児童生徒向けに開発、あるいは発行さ

れている日本語や教科指導のための教材等の収集・分析

を行った。関東圏から中部圏、そして関西圏にかけての大

規模調査であった。この調査においても、直接学生による

学校や教育委員会への訪問を行い、現場関係者から実

情に関わる様子などを得ることができた。また、入手困難

な地方自治体、学校などで作成されている教材が入手で

きたことは大きな成果であった。 

 このように、毎年行ってきた調査・研究の成果として特筆

しておかなければならないことは、文献調査に留まらず、

学生が普段訪問することのできない小学校や中学校、ま

た外国人学校に足を運び、直接、子どもたちの様子を見

たり、先生方から現場の多様な様子や実情を伺うことがで

きたことである。先生や子どもたちに行ったインタビューは、

双方向コミュニケーションを実現できた点で貴重な調査と

なった。先のアンケート結果からも、「一番よかったこと」

「学んだこと」として、学校訪問を筆頭に挙げている学生が

多かった。一方、「難しかった」「困ったこと」として、学校訪

問日程の調整を挙げている者もいるが、これは、学校側の

事情を推測すれば、仕方のないことだろう。外国人児童生

徒が多く在籍する学校や学校区では、全国からの見学者

が多く、依頼を断ることもあると聞く。このような状況を理解

できれば、全ての学校が喜んで外大生の訪問を受け入れ

てくれているわけではないことは察しがつく。しかし、日程

調整を通して、このような現実を知ることも、調査研究を行
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って初めて理解できることで、調査研究の大きな成果であ

ったと理解したい。 

 調査・研究の目的が、学生が川崎や府中で行っている

学習支援活動の現場と結びついていることも見逃せない。

ややもすると、ボランティア活動は、その場限りの断片的な

活動になりやすく、外国人児童生徒を全体的に見ることは

なかなか難しい。子どもたちが 1 日の大半を過ごす学校。

子どもたちを受け入れている学校。子どもたちは学校でど

のように受け入れられ、どのような指導を受けているのか。

またどのような環境の中で 1 日を過ごしているのか。ボラン

ティア活動としての学習支援活動を行っていくには、当然、

このような疑問や興味が湧いてくるはずである。調査・研究

はまさにこのような部分を調査のプロセスを通して知って

いくところに、大きな意義があったのではないかと思われ

る。 

 

3-4.「国際理解教育」－外大方式の検証－ 

 

 「国際理解教育」においては、これまでの実践の経緯、

活動状況を総括し、「外大方式」として作り上げてきた留学

生と日本人学生による活動モデルをまとめ、その内容や

方法等について検証することであった。実際に小中学校

の子どもたちに外大方式による国際理解教育の効果やイ

ンパクトを聞き取り調査によって把握することは困難であっ

た。しかしながら、授業後に子どもたちが書いた感想文や

礼状から、活動の成果の一端をうかがい知ることはでき

た。 

 12 月のフォーラムに向けて企画した「プレ・学生多文化

フォーラム」は、これまでの活動を振り返る貴重な機会にな

ったと言えよう。あわせて、活動から感じていた疑問を素直

に語り合える場ともなった。ディスカッションと講演会を交

互に組み合わせることによって、疑問を明らかにし、専門

家からの講演を通して知識を深め、その後の意見交換を

通して、理解を深められたのではないかと思われる。もち

ろん、理解というより更なる混乱を招いた者もいたようだが、

多面的に活動を捉えられたこと、専門家から助言が得られ

たこと、外語大としての利点が明らかにできたことなど、全

てが解決できないまでも、これまでの軌跡を振り返って、将

来の展望が描けたのは大きな成果であったと確信する。こ

れまでの実績が、今後の活動の礎となり、外大らしい国際

理解教育の実践に深みが増していくことは間違いのない

ことだろう。 
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4. 多文化共生推進活動 

文責：青山 亨（国際理解教育担当運営委員） 

 

 支援室では、学習支援と国際理解教育における学生ボ

ランティア活動を側面から支える活動や、多文化共生に向

けての地域に対して開かれた講座などを開催する活動を

多文化共生推進活動と位置づけている。今年度は、第Ⅱ

部（4-1.～4-5.を参照）で報告を行ったように、5 件の活動

が行われた。数としてはさほど多くないように見えるが、こ

れは、今年度は「多文化フォーラム」という大きな活動が行

われたため、これに関連した活動は別に項目を立ててまと

めて記載しているからである。この多文化フォーラムは、前

年度の報告書の総括において国際シンポジウムとして構

想された企画である。詳細については第Ⅱ部 5-2.～5-3.

を参照していただきたい。多文化フォーラムにも 5 件の多

文化共生推進活動にも共通して言えることは、いずれも学

生たちの自発的な企画であり、活動の実際の運営もほと

んどの部分を学生たちが実行したという点である。支援室

の活動を通じて学生たちが大きく成長したことを示しており、

本支援室の教育的意義をよく表しているように思われる。 

 今年度の多文化共生推進活動は、6 月 18 日に横浜市

立潮田中学校で開かれたブラジル文化を紹介する地域

活動であるフェスタジュニーナに対する運営補助、9 月 23

日に本学で開催された日本通訳学会第七回年次大会に

おけるコミュニティ通訳に関する報告、11 月 22 日から 26

日の本学の学園祭である外語祭で行われた「ブラジル移

民の歴史すごろく」と東京外大在日外国人交流ネットワー

ク～Amigos～の活動紹介、11 月 23 日に外語祭の一環で

ある語劇（外大の外語祭で恒例の各国語による演劇）の一

つとしての「国際結婚」をテーマにした多文化多言語劇の

上演、そして 2007 年 2 月に完成した日本語学習帳ポルト

ガル語版の翻訳であった。このうち、語劇を除く 4 件は、支

援室の学生活動の中核をなす東京外大在日外国人交流

ネットワーク～Amigos～が行ったものである。いずれにせ

よ、学生たち自身の創意工夫に基づく活動であり、支援室

の学生活動の充実ぶりをよく示しているように思われる。特

に、日本通訳学会での報告は、学生ボランティア活動が

教育活動でもあるとともに研究活動でもありえる可能性を

示している点で興味深い。 

 更に、今年度の活動として特筆すべきは、ほとんどゼロ

の状態から立ち上がった多文化多言語劇である。詳細は

第Ⅱ部の報告に記録されている通りであるが、演劇につ

いては初心者でもあり、また、専攻語といった制度的なまと

まりがあるわけではない学生たちが、脚本の作製から、演

技の修得、演出にいたるまでをやり遂げると言う、ある意味

無謀な試みであった。実際のところ、本番上演にいたるま

でには紆余曲折があり、本番の舞台にも欠点を残すところ

があったことは確かである。しかしながら、多文化コミュニ

ティ教育支援室という場に出会って、そこで多言語・多文

化という概念に触発された学生たちが、何も無いところか

ら一つの芝居を作り上げたということは、支援室という場が

持つポテンシャル・エネルギーがいかに大きなものであっ

たか如実に示す出来事であった。来年度の学生たちが先

輩たちの活動を引き継いで、新たな語劇に挑戦してくれる

のかどうか、楽しみに思われるところである。また、忘れて

はならないのは、この語劇の上演にいたるまでには、要所

要所で、国際結婚をしているスタッフや演劇経験のあるス

タッフの助言や支援があったことであり、学生の活動をメイ

ンにしてそれを支える支援室という、本支援室のあり方をよ

く示しているように思われる。 

 来年度以降、支援室の活動は、Add-on Program「多言

語・多文化社会」と共に多言語・多文化教育研究センター

の教育部門の一つとして位置づけられる。これは、支援室

の活動が制度的により安定したものとなり、また、大学の教

育カリキュラムとも連動していくことを意味する。しかし、今

年度の多文化共生推進活動に見られたような学生たちの

エネルギーの燃焼にこそ支援室の活動の真髄があるとす

れば、支援室ひいてはセンターの将来のためにも、これか

らも学生たちの創意工夫に満ちた「ボランティアな」活動が

大いに推奨され続けることが期待されるであろう。 
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5.これからの展望と課題 

 

文責：武田 千香（運営委員長） 

 

 本年度をもって、現代的教育ニーズ取組支援プログラム

「在日外国人児童生徒への学習支援活動」が終了するた

め、来年度以降の本支援室の活動は多言語・多文化教育

研究センターが推進している「多言語・多文化教育研究プ

ロジェクト」の一環として継続することになっている。同プロ

ジェクトは「教育プログラム」、「研究プログラム」及び「社会

貢献プログラム」の三つから構成されており、学生たちによ

るこの活動は「教育プログラム」の中に、正課の Add-on 

Program「多言語・多文化社会」と並んで課外活動として位

置づけられることになる。 

 

課題① 正課との両立 

Add-on Program「多言語・多文化社会」には実習部門

があり、将来的に本支援室の活動の一部が正課として加

わる方向で考えられているが、課外活動として残る部分も

多いと思われ、そうした場合、問題となってくるのが正課と

課外活動との両立である。学習支援活動については、学

生の授業と重ならないような時間帯を選んで活動の日時

を設定することが比較的容易であるが、国際理解教育活

動に関しては、グループ活動であること、また、活動してい

る先方の学校の都合に合わせる必要もあるため、全てのメ

ンバーの活動時間帯と授業時間が全く重ならないよう設

定することは非常に困難である。だが、これでは大学が、

正課と時間が重なる活動を推進していることになってしまう。

したがってこの問題は、今後、何らかの対策を考えていか

なければならない極めて重要な課題である。実際、本年

度は授業時間に活動時間がぶつかってしまい、問題化し

たケースが一件発生した。当面の解決方法としては二つ

の可能性が考えられる。一つは、課外活動の時間帯を、

例えば水曜日の午後というように、大学が設定する方法、

もう一つは活動する学生を募った際に、必ず履修時間割

票を出させ、専攻科目の時間とは必ず重ならない学生の

みでチームを組ませるように指導することである。しかし、

たとえこうした対策が講じられても完全な解決は期待でき

ない。実習としての活動の単位化の問題と併せて検討し

ていくべきであろう。 

さらに、このことは、この活動を大学の教育全体の中で

どう位置づけていくかという点にも関わってくるであろう。も

しこれがある程度正式な活動として位置づけられるのであ

れば、公休とまではいかずとも、それに準じるぐらいの措置

がとれるよう検討することは不可能ではないと思われるから

である。 

 

課題② 活動プログラムの“仕込み”の必要性 

本年度の活動を通して浮かび上がってきたもう一つの

課題は、これまで受けた要請を、その時点のキャパシティ

が許せばそのまま受け入れてきたが、果たしてそれでいい

のかという問題である。というのも最近は要請が増える傾

向にあり、学生の負担や活動メンバーの確保など物理的

なキャパシティの限界を感じるようになっており、活動場所

を取捨選択せざるを得なくなってきているからである。そし

て、取捨選択するためには、当然のことながら選抜基準が

必要になり、その基準を設定するためには、活動そのもの

の意義をもう一度問い直すことが必要になってきている。

そもそも活動は、それ単体を学生に提供するだけでは意

味がなく、一層の教育的な効果が期待できるように “仕込

み”を加える必要がある。例えば活動に先立って事前研修

を行う、活動中や活動後に振り返りのプログラムを用意す

るなど、学習のための一つのシリーズの一環としてこの活

動を捉えていかなければならないということである。そのよ

うな活動プログラムができれば、その目的に適った要請を

優先的に受け入れていけばいいことになる。 
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今後の展望 

本取り組みは元々学習支援活動から始まり、活動を推

進するうちに、外国人児童生徒ばかりを活動の対象にす

るのではなく、その周囲の児童生徒らの理解を深めること

も必要だとの認識から国際理解教育活動を開始した。しか

し、最近は児童生徒らばかりを対象にするだけでは不十

分であるとの思いも強くなってきている。というのも、例えば

学習支援活動を行っている学校によっては、担任の教諭

が外国人児童生徒へのケアを学生ボランティアにいわば

ほとんど“丸投げ”にするというケースも見られたり、国際理

解教育においても、ときには担任の教諭に国際理解教育

に対する熱意があまりなく、活動が円滑に運ばないことが

あるため、それを見るにつけ児童生徒への働きかけのみ

ならず、学校現場の体制そのものにおいても外国人児童

生徒らの現状への最適化を図る必要性を感じるからであ

る。例えば教員研修はその一つであろう。 

本学では多言語・多文化教育研究センターの教職員が

既に川崎市と府中市において教員研修に携わっている。

そこで、来年度から多文化コミュニティ教育支援室が多言

語・多文化教育研究センターと統合するのを機に、学習支

援活動、国際理解教育活動及び現場の教育体制作りの

三つを包含する教育連携プログラムを、川崎市総合教育

センター及び府中市教育委員会と共同で推進していける

よう現在話し合いを進めているところである。 

本支援室が推進している学生の活動は全てそのまま多

言語・多文化教育研究センターに引き継がれる。また、教

育研修プログラム「夏季多言語多文化共生学講座」も、同

センターによって来年度も開講される予定である。これば

かりか、この講座は学習支援ボランティアのための講座で

あって、国際理解教育活動のための講座がこれまで無か

ったことから、来年度は新規にそれが導入される可能性も

ある。 

多文化推進活動についてもそのまま継続の見込みであ

る。 

ただ、一つ調査・研究活動に関しては、これまでのよう

にあらかじめ調査項目を本支援室から与えるのではなく、

学生からの発案により行うことも検討している最中であるた

め、とりあえず来年度は実施の予定はない。 

以上述べたことからも分かるように、本支援室がこれま

で 2 年半で築き上げた活動は、そのほとんどが多言語・多

文化教育研究センターの活動として継続される。だが、継

続されるばかりではなく、本支援室の活動は、今後も同セ

ンターの原動力となっていくに違いない。なぜならば、同

センターの構想自体、元々は本支援室の活動を通して生

まれたものだからである。大学の使命は教育と研究である。

そして、その主役は学生である。その学生との接点である

本支援室からこそ重要な課題や要望は汲み上げられるの

である。 



 

 

 

 

付録資料 
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1. 多文化コミュニティ教育支援室組織図 

 

多文化コミュニティ教育支援室は、教職員と本学理事より構成される運営委員会メンバー、各言語及び各分野の専門家

であるアドバイザー（本学教員）、大学事務局、そして専従のスタッフとで運営されている。 

 

 

 

 

2.  多文化コミュニティ教育支援室構成メンバー一覧 

 

 氏 名 所 属 ・ 役 職 

顧 問 橋本 文男 理事 
運営委員長 武田 千香 外国語学部 助教授 

運営副委員長 伊東 祐郎 留学生日本語教育センター 教授 
青山  亨 外国語学部 教授 
河路 由佳 外国語学部 助教授 

舩田クラーセンさやか 外国語学部 講師 
森朴 憲治 事務局 

運営委員 

長田 広介 事務局 
五十嵐 孔一 外国語学部 講師 
海野 多枝 外国語学部 助教授 
小川 英文 外国語学部 教授 
柏崎 雅世 留学生日本語教育センター 教授 
川口 健一 外国語学部 教授 

アドバイザー 

倉石 一郎 外国語学部 助教授 
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3.  学生参加者一覧 

 

3-1. 学生団体 

 

（1）東京外大在日外国人交流ネットワーク～Amigos～ 

向井 香純 （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年）◎代表 

池田 繭子 (外国語学部ポルトガル語専攻 2 年)◎副代表 

石井 まり （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年）◎副代表 

猪狩 伸平 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

地域研究コース 2 年） 

金田 尚美 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

近藤 碧 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

鈴木 景子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年）  

中村 未央 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

萩原 礼子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年）  

東 奈津美 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

服部 聡依 (外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

渡邉 桃子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年）  

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年）  

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年）  

井川 瑠実 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

田中 杏奈 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

保坂 楽冬 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

桑野 真衣子 （外国語学部マレーシア語専攻 3 年） 

大崎 早織 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

加藤 麻衣 （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年） 

堀部 光野 （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年） 

秋田 祐実 （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年） 

佐藤 佳太 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

内海 直彦 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

前田 雄亮 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

仲山 和也 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

山田 大成 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

阿部 あゆ美 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

中尾 友美 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

 

（2）うりぬり 

徐 康源 （外国語学部日本語専攻 2 年）◎代表 

林 智賢 （外国語学部日本語専攻 3 年） 
金 貞妸 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

金 智恩 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

金 昭延 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

林 惠令 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

朴 志禮 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

 氏 名 所 属 ・ 役 職 

小林 幸江 留学生日本語教育センター 教授 
澤田 ゆかり 外国語学部 教授 
野本 京子 外国語学部 教授 
藤森 弘子 留学生日本語教育センター 教授 
宮城  徹 留学生日本語教育センター 助教授 

アドバイザー 

柳原 孝敦 外国語学部 助教授 

専従スタッフ 岡崎 智子  

相原 幸子  
補助スタッフ 

由川 雪乃  
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鄭 仁淑 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

申 鉉均 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

崔 燦美 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

慎 重旻 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

金 旼慶 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

都 永玖 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

裵 惠蘭 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

吳 恩景 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

李 晶旻 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

李 振一 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

吉永 夢子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

岡田 真悠子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

児島 礼子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

椎名 麻未子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

明松 ゆか （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

出町 仁美 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

上武 布美 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

伊田 千恵実 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

小出 翔子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

高橋 茂大 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

小林 蘭聖 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

佐藤 千秋 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

豊田 真也 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

黒島 規史 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

金 正浩 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

朴 鎬泯 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

富山 久美子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

滝本 優子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

青島 万里子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

松本 江利加 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

飯倉 江里衣 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

森 智弘 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

有銘 佑理 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

渋谷 倫子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

森山 いずみ （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

西本 有希 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

藤川 絵美 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

澤田 真理子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

岡崎 基子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

堀 亜起子 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

石黒 香織 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

 

3-2. ボランティア活動参加者 

 

（1）新宿区立大久保小学校学習支援ボランティア 

中村 未央 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年）  

保坂 楽冬 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

 

（2）小金井市立小金井第一小学校学習支援ボランティア 

釼持 孝子 （外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

 

（3）府中市学習支援ボランティア 

垣平 浩明 （外国語学部アラビア語専攻 4 年） 

山田 洋平 （外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

小島 和美 （外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

董 麗雲 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

潤間 拓郎 （外国語学部フィリピン語専攻 3 年） 

牧村 佳代 （外国語学部中国語専攻 3 年） 

十亀 侑子 (外国語学部フィリピン語専攻 2 年) 

 

（4）府中国際交流サロン学習支援ボランティア 

山田 寛子 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

黒野 美香 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

 ◎前期コーディネーター（上記 2 名） 

上武 布美 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

出町 仁美 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

 ◎後期コーディネーター（上記 2 名） 

高 虹 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

言語文化コース 2 年） 

肥塚 佐和子 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

日本語教育学専修コース 1 年） 

谷村 隆昌 （研究生） 

大和田 輝 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

中嶋 加奈子 （外国語学部インドネシア語専攻 4 年） 
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山田 洋平 （外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

東 奈津美 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

露木 智子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

大津 千晶 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

牧村 佳代 （外国語学部中国語専攻 3 年） 

金 智恩 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

古川 弥生 （外国語学部スペイン語専攻 3 年） 

砂川 あゆみ （外国語学部中国語専攻 3 年） 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

小島 和美 （外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

牧村 佳代 （外国語学部中国語専攻 3 年） 

原田 星来 （外国語学部トルコ語専攻 2 年） 

橋本 めぐみ （外国語学部タイ語専攻 1 年） 

小宮山 陽子 （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

柴本 智代 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

萩原 絵理香 （外国語学部トルコ語専攻 1 年） 

田村 かすみ （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

高木 亜麻子 （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

山岡 優里 （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

加藤 芽美 （外国語学部イタリア語専攻 1 年） 

大津 千晶 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

 

（5）川崎市立東柿生小学校国際理解教育ボランティア 

門脇 弘典 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 ◎コーディネーター 

スリ・ブディ・ルスタリ （大学院地域文化研究科博士前期

課程言語文化コース 2 年） 

猪狩 伸平 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

地域研究コース 2 年） 

ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究科博士前期課程

日本語教育専修コース 2 年） 

フィリップ・マガン (研究生） 

ヴィルジル・マクレ （研究生） 

モンコンチャイ・アッカラチャイ （研究生） 

葛山 紋子（外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

中村 未央 (外国語学部ポルトガル専攻 4 年) 

徳光 直子 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

津久井 優 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

玉置 汐莉 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

指山 亜希子 （外国語学部スペイン語専攻 3 年） 

瀬戸 真由子 （外国語学部ポルトガル語専攻 3 年） 

中川 寛子 （外国語学部ポルトガル専攻 3 年） 

金 智恩 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

周 首能 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

河原 新 （外国語学部ロシア語専攻 2 年） 

柴本 智代 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

坂本 悠 （外国語専攻カンボジア語専攻 1 年） 

田代 哲嗣 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

（6）川崎市立宮前平中学校国際理解教育ボランティア 

木矢 恵梨子 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

言語文化コース 2 年)◎コーディネーター 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

小宮山 陽子 （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

伊藤 洋 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

小谷 健太 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

河野 千早穂 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

アンジェラ （外国語学部日本語専攻 1 年） 

 

（7）川崎市立土橋小学校国際理解教育ボランティア 

甲田 友子 （外国語学部ドイツ語専攻 4 年） 

◎コーディネーター 

モンコンチャイ・アッカラチャイ （研究生） 

廣瀬 美穂 （外国語学部ドイツ語専攻 4 年） 

遠田 友香 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

相川 奈美 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

朴 志禮 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

鄭 仁淑 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

砂田 かおり （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

 

（8）府中市立第七中学校国際理解教育ボランティア 

和田 はる菜 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

◎コーディネーター 

露木 智子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

◎コーディネーター 
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ファウスト・ペレイラ(大学院地域文化研究科博士前期課程

日本語教育専修コース 2 年） 

李 松蘭 （研究生） 

中村 未央 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

矢ヶ部 真理 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

飛田 美由紀 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

周 首能 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

アルベルトゥス （外国語学部日本語専攻 2 年） 

河野 千早穂 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

ツェレテリ・タマラ （PCS） 

フェルナンド・パラシオ （PCS） 

マルティン・ミランダ （JLC） 

 

（9）新宿区立大久保小学校国際理解教育ボランティア 

山田 洋平 （外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

 ◎コーディネーター 

朴 志禮 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

金 智恩 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

 

（10）府中市立小柳小学校国際理解教育ボランティア 

田村 かすみ （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 ◎コーディネーター 

青木 美江 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 ◎コーディネーター 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年）◎アドバイザー 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

遠田 友香 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

中村 理香 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

黄 美花 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

豊田 真也 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

池北 真帆 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

橋本 沙織 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

伊井 紘子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

神宮 桃子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

田代 真優 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

税所 佳奈 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

北村 美沙子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

仲山 和也 （外国語学部ポルトガル専攻 1 年） 

山田 大成 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

内山 ゆみ （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

陳 哲軒 （ISEP） 

ベンジャチャチャーワーン・ジュリー （ISEP） 

シーヌアン・ウォララット （ISEP） 

トーイン・チャンジュター （ISEP） 

 

(11)狛江市立狛江第一小学校国際理解教育ボランティア 

柴本 智代 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

 ◎コーディネーター 

飛田 美由紀 （外国語学部ロシア語専攻 4 年） 

 ◎コーディネーター 

フィリップ・マガン (研究生） 

井田 明日香 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

露木 智子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

春山 奈保 （外国語学部英語専攻 4 年） 

金 旼慶 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

中村 恵理 （外国語学部スペイン語専攻 2 年） 

伊藤 洋 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

加藤 芽実 （外国語学部イタリア語専攻 1 年） 

砂田 かおり （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

重廣 里織 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

マルティン・ミランダ （留日センター）    

 

（12）三島市立東小学校国際理解教育ボランティア 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

 ◎コーディネーター 

オ・ミヨン （研究生） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

掛本 繭子 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

佐藤 美幸 （外国語学部ロシア語専攻 3 年） 

黄 世忠 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

周 首能 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

麻 春禄 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

佐藤 千秋 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

岡田 真悠子 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 
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3-3. スタディ･ツアー 

 

長谷川 涼子 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

文学・文化学研究コース 1 年） 

肥塚 佐和子 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

日本語教育学専修コース 1 年） 

山田 寛子 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

三浦 圭織 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

鈴木 啓之 （外国語学部アラビア語専攻 1 年） 

谷 あゆみ （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

柴本 智代 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

草川 鮎子 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

藤松 健介 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

阿部 康史 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

樫本 るい （外国語学部日本語専攻 1 年） 

崔 安鎮 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

小野 珠代 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

板久 梓織 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

高見 あずさ （外国語学部日本語専攻 1 年） 

 

3-4. 2006 年度夏季多言語多文化共生学講座 

 

モンコンチャイ・アッカラチャイ （研究生） 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年） 

山田 寛子 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

李 冬梅 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

原田 真里 （外国語学部アラビア語専攻 1 年） 

鈴木 啓之 （外国語学部アラビア語専攻 1 年） 

平川 大地 （外国語学部アラビア語専攻 1 年） 

小谷 健太 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

柴本 智代 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

坂本 悠 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

野 衣久美 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

丸田 友紀 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

重廣 里織 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

野村 沙紀 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

飯岡 由香 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

安藤 さゆり （外国語学部中国語専攻 1 年） 

小磯 友美 （外国語学部中国語専攻 1 年） 

日野 美奈 （外国語学部中国語専攻 1 年） 

有銘 佑理 （外国語学部朝鮮語専攻 1 年） 

板久 梓織 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

草川 鮎子 （外国語学部日本語専攻 1 年） 

河野 千早穂 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

山田 大成 （外国語学部ポルトガル語専攻 1 年） 

谷 あゆみ （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

高木 亜麻子 （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

鈴木 久美子 （外国語学部フランス語専攻 1 年） 

加藤 芽実 （外国語学部イタリア語専攻 1 年） 

本山 綾乃 （外国語学部イタリア語専攻 1 年） 

渡辺 美香 （外国語学部英語専攻 1 年） 

大谷 真璃子 （外国語学部英語専攻 1 年） 

内山 ゆみ （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

小山 遥 （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

萩原 絵理香 （外国語学部トルコ語専攻 1 年） 

濵嶌 奈保子 （外国語学部フィリピン語専攻 1 年） 

大石 寛子 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

松井 真雪 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

3-5. 多文化多言語劇 

 

阿部 靖子 （外国語学部朝鮮語専攻 3 年） 

 ◎コーディネーター 

山田 洋平 （外国語学部モンゴル語専攻 4 年） 

山田 寛子 （外国語学部フランス語専攻 4 年）  

門脇 弘典 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

溝端 直毅 （外国語学部ロシア語専攻 3 年） 

河原 新 （外国語学部ロシア語専攻 2 年） 

竹田 由佳 （外国語学部中国語専攻 2 年） 

守屋 久美子 （外国語学部中国語専攻 2 年） 

朽木 夢 （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

居倉 悠香 （外国語学部英語専攻 1 年） 

吉永 真紀子 （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 
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原田 星来 （外国語学部トルコ語専攻 1 年） 

砂田 かおり （外国語学部ドイツ語専攻 1 年） 

張 仁瑄 （ISEP） 

 

3-6. プレ・学生多文化フォーラム、学生 

多文化フォーラム、調査研究 

 

＜学習支援班＞ 

高野 邦夫 （指導・本学フィリピン語非常勤講師） 

丸井 ふみ子 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

国際コミュニケーション専修コース 2 年） 

谷村 隆昌 （研究生） 

山田 寛子 （外国語学部フランス語専攻 4 年） 

黒野 美香 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

戸塚 美穂子 （外国語学部ヒンディー語専攻 4 年） 

中村 未央 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

服部 聡依 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

渡邉 桃子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

指山 亜希子 （外国語学部スペイン語専攻 3 年） 

佐藤 美幸 （外国語学部ロシア語専攻 3 年） 

小島 和美 （外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

井田 佳芽里 （外国語学部ヒンディー語専攻 2 年） 

 

＜国際理解教育班＞ 

萩原 礼子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

猪狩 伸平 （大学院地域文化研究科博士前期課程 

地域研究コース 2 年） 

森本 舞 （外国語学部日本語専攻 4 年） 

金田 尚美 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

葛山 紋子 （外国語学部スペイン語専攻 4 年）  

金 智恩 （外国語学部日本語専攻 3 年） 

津久井 優 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

門脇 弘典 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

周 首能 （外国語学部朝鮮語専攻 2 年） 

堀部 光野 （外国語学部ポルトガル語専攻 2 年） 

丸田 友紀 （外国語学部カンボジア語専攻 1 年） 

田村 かすみ （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

青木 美江 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 

学生多文化フォーラム当日のみ参加 

吉原 裕美 （外国語学部マレーシア語専攻 1 年） 

神宮 桃子 （外国語学部スペイン語専攻 1 年） 

 

3-7. 活動報告書編集担当 

 

門脇 弘典 （外国語学部フランス語専攻 3 年）◎責任者 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

徐 康源 （外国語学部日本語専攻 2 年） 

伊藤 洋 （外国語学部ロシア語専攻 1 年） 

 

活動報告書原稿作成協力 

金田 尚美 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

和田 更沙 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

萩原 礼子 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

服部 聡依 （外国語学部ポルトガル語専攻 4 年） 

阿部 靖子 （外国語学部朝鮮語専攻 3 年） 

小島 和美 （外国語学部ヒンディー語専攻 3 年） 

和田 はる菜 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

津久井 優 （外国語学部フランス語専攻 3 年） 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 18 年度 多文化コミュニティ教育支援室 活動報告書 

―多言語多文化社会の求める人材育成をめざして― 

（平成 16 年度文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム 

「在日外国人児童生徒への学習支援活動」） 

 
平成 19 年 3 月 

 
発行 東京外国語大学 多文化コミュニティ教育支援室 

 
〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 

Tel/Fax 042-330-5428 
E-mail t-shien@tufs.ac.jp 

URL http://www.tufs.ac.jp/common/mlmc/t-shien/ja/ 
 

印刷・製本 日本ルート印刷出版株式会社 
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